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はじめに

重要
適用される法律で認められる最大限の範囲において、本製品の故障、文書やデータの損
失、本製品および付属の使用説明書の使用または不使用に起因するいかなる損害に対して
も、メーカーは責任を負いません。
必ず、重要な文書やデータは、常にコピーするか、バックアップを作成してください。お
客様の操作ミスや本ソフトウェアの不具合により、文書やデータが消去される場合があり
ます。また、コンピューターウィルス、ワーム、その他の有害なソフトウェアに対する保
護対策は、お客様の責任において講じてください。
本製品を使用してお客様が作成した文書や、お客様が実行したデータの結果については、
いかなる場合もメーカーは責任を負いません。

本書に関する注意事項
• 本書に掲載されているイラストや説明は、製品の改良や変更により、お客様の製品の
ものとは異なる場合があります。

• 本書の内容は、予告なく変更されることがあります。
• 本書のいかなる部分も、供給者の事前の同意なしに、いかなる形式においても複製、
複製、複製、修正、または引用することはできません。

• 本書では、ディレクトリーパスの参照は、デフォルトパスのみが示されています。
RICOH InfoPrint Manager™やその一部のコンポーネントを別のドライブなど別の場所
にインストールした場合、それに応じてパスを調整する必要があります。
たとえば、Windows®オペレーティングシステムを実行しているコンピューターのD:ド
ライブにInfoPrint Managerをインストールする場合は、ディレクトリーパスのC:をD:
に置き換えてください。

使用説明書とヘルプの紹介
本書には、AIX、Linux、Windows用RICOH InfoPrint Manager™バージョン4.14（プログラ
ム番号5648-F40）に関する情報が記載されています。
本書には、InfoPrint Managerの概要と製品に関するインストールと構成の情報が記載され
ています。

使用説明書
以下の取扱説明書があります。
InfoPrint Managerについては、以下の文書を参照してください。
• 「RICOH InfoPrint Manager for Windows：プランニングガイド」、G550-1071
• 「RICOH InfoPrint Manager for Windows：スタートガイド」、G550-1072
• 「RICOH InfoPrint Manager for Windows：操作ガイド」、G550-1073
• 「RICOH InfoPrint Manager for Linux：プランニングガイド」、G550-20262
• 「RICOH InfoPrint Manager for Linux：スタートガイド」、G550-20263



• 「RICOH InfoPrint Manager for Linux：操作ガイド」、G550-20264
• 「RICOH InfoPrint Manager for AIX and Linux：構成および調整ガイド」、S550-1062
• 「RICOH InfoPrint Manager for AIX：プランニングガイド」、G550-1060
• 「RICOH InfoPrint Manager for AIX：スタートガイド」、G550-1061
• 「RICOH InfoPrint Manager for AIX：操作ガイド」、G550-1066
• 「RICOH InfoPrint Manager：高可用性ガイドライン」、G550-20261
• 「RICOH InfoPrint Manager：Reference」、S550-1052
• 「RICOH InfoPrint Manager：PSF、サーバー、および変換メッセージ」、G550-1053
• 「RICOH InfoPrint Manager：安全な印刷：インストールおよび構成する」、G550-

20129

• 「RICOH InfoPrint Manager：SAPプランニングおよび構成ガイド」、S550-1051
• 「RICOH InfoPrint Manager：キーワードの辞書」、S550-1188
• 「AFP Conversion and Indexing Facility：ユーザーズガイド」、G550-1342
• 「Page Printer Formatting Aid for Windows：ユーザーズガイドおよびリファレンス」、

S550-0801

• 「RICOH InfoPrint Manager AFP2PDF Transform機能：インストールと使用方法」、
G550-1057

• 「RICOH InfoPrint Manager：InfoPrint Manager Transform機能をインストールする」、
G550-20160

ヘルプ
多くの画面でプロパティーヘルプが用意されており、特定の作業や設定に関する情報を提
供しています。
また、［ヘルプ］メニューでは、ユーザーインターフェースから直接HTMLバージョンの
取扱説明書にアクセスすることができます。

• PDF文書をご覧いただくには、Adobe® Acrobat® Reader®などのPDFリーダーがインス
トールされている必要があります。

RICOHの印刷製品については、以下を参照してください。
https://www.ricoh-usa.com/en/products/commercial-industrial-printingのRICOH商業お
よび工業用印刷Webサイト。
https://help.ricohsoftware.com/swinfocenterのRICOHソフトウェア情報センター。

使用説明書とヘルプの読み方
使用説明書を表示する

この手順で使用説明書を表示することができます。

9

https://www.ricoh-usa.com/en/products/commercial-industrial-printing
https://help.ricohsoftware.com/swinfocenter/


PDF形式の使用説明書を表示する
• InfoPrint Managerでは、製品に同梱されるDVD-ROMの中にPDF形式で資料が提供され
ています。

HTML形式で使用説明書を表示する
• 使用説明書のHTMLバージョンは、ユーザーインターフェースから直接入手できます。
アプリケーションを起動して、バナーの右にある ボタンをクリックして、［ヘル
プ］を選択します。

プロパティーヘルプを表示する

操作画面上のプロパティーの横にある ボタンをクリックすると、その項目のプロパ
ティーヘルプが表示されます。

マークについて

本説明書では、内容を素早く確認するために、以下のような記号を使用しています。

• この記号は、製品を使用する際に注意すべき点を示しています。この説明を必ずお読
みください。

• この記号は、タスクを完了するために必須ではないが役立つ補足情報を示します。
太字
［太字］は、ダイアログ、メニュー、メニュー項目、設定、フィールドラベル、ボタ
ン、キーの名称を表します。

斜斜体体
斜体は、各自の情報に置き換える必要があるマニュアルや変数のタイトルを表しま
す。

モモノノススペペーースス
モノスペース体は、コンピューターの入出力を示します。

略語
ACIF

AFP Conversion and Indexing Facility（AFP変換およびインデックス作成機能）
AFP

Advanced Function Presentation（高機能プレゼンテーション）
AIX®®

Advanced Interface Exective（拡張対話式エグゼクティブ）
ANSI®®
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American National Standards Institute（米国国家規格協会）
ASCII

American National Standard Code for Information Exchange（情報交換用米国標準コー
ド）

BCOCA
Bar Code Object Content Architecture（バーコードオブジェクトコンテンツアーキテク
チャー）

CCSID
Coded Character Set Identifier（コード化文字セット ID）

CMR
Color Management Resource（カラー管理リソース）

EBCDIC
Extended Binary Coded Decimal Interchange Code（拡張二進化十進コード）

FOCA
Font Object Content Architecture（フォントオブジェクトコンテンツアーキテク
チャー）

GIF
Graphics Interchange Format（グラフィック交換形式）

GOCA
Graphics Object Content Architecture（グラフィックスオブジェクトコンテンツアーキ
テクチャー）

IOCA
Image Object Content Architecture（イメージオブジェクトコンテンツアーキテク
チャー）

IP
Internet Protocol（インターネットプロトコル）

IPDS
Intelligent Printer Data Stream（インテリジェントプリンターデータストリーム）

JCL
Job Control Language（ジョブ制御言語）

JES
Job Entry Subsystem（ジョブ入力サブシステム）

JPEG
Joint Photographic Experts Group（ジョイントフォトグラフィックエキスパーツグルー
プ）

MO:DCA
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Mixed Object Document Content Architecture（混合オブジェクトドキュメントコンテン
ツアーキテクチャー）

MO:DCA-P
Mixed Object Document Content Architecture for Presentation（プレゼンテーション用混
合オブジェクトドキュメントコンテンツアーキテクチャー）

MVS™™
Multiple Virtual Storage（多重仮想記憶）

PCL
Printer Command Language（プリンターコマンド言語）

PDF
Portable Document Format（ポータブル文書形式）

PTOCA
Presentation Text Object Content Architecture（プレゼンテーションテキストオブジェク
トコンテンツアーキテクチャー）

RAT
Resource Access Table（リソースアクセステーブル）

TIFF
Tagged Image File Format（タグ付き画像ファイル形式）

XML
Extensible Markup Language（拡張可能なマークアップ言語）

商標
RICOH InfoPrint Manager™およびRICOH ProcessDirector™は、Ricoh Company, Ltd.の米国
およびその他の国における商標です。
以下は、International Business Machines Corporationの米国およびその他の国における商
標または登録商標です。
• AFP Font Collection for S/390®

• AIX®

• IBM®

• MVS™

• OS/390®

• POWER®

• PowerHA®

• PowerVM®

• S/390®

• Semeru Runtime®
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• Tivoli®

• z/OS®

Adobe®、Adobe® Illustrator®、Adobe® PDF、Adobe® PDF Print Engine、Adobe® RGB
(1998)、Acrobat® Reader®、PostScript®は、Adobe Systems Incorporatedの米国およびその
他の国における商標または登録商標です。
AlmaLinux OS™は、AlmaLinux OS Foundationの商標です。
ANSI®および "ANSI "を含むその他多数の識別子は、米国国家規格協会 (ANSI)の登録商標、
サービスマーク、および認定マークです。
Apache®およびTomcat®は、Apache Software Foundationの米国およびその他の国における
登録商標です。
Artifex®およびGhostscript®は、 Artifex Software, Inc.の登録商標です。
Citrix®およびCitrix Virtual Apps and Desktops™は、Cloud Software Group, Inc.および/また
はその子会社の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
CUPS™およびTrueType®は、Apple, Inc.の米国または他の国における商標または登録商標
です。
Docker®は、Docker, Inc.の米国およびその他の国における登録商標です。
eDirectory®、NetIQ®、およびNovell®は、Micro Focus International plcおよび/またはそのグ
ループ会社または関連会社の英国、米国、およびその他の国における登録商標または商標
です。
Epson®は、セイコーエプソン株式会社の米国およびその他の国における登録商標です。
Fiery®は、Fiery, LLCの米国およびその他の特定の国における登録商標です。
GNOME®およびGTK®は、GNOME Foundationの登録商標です。
HP®は、HP Inc.の登録商標です。
Intel®は、Intel Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
Kodak®は、Eastman Kodak Companyの登録商標です。
Lexmark®は、Lexmark International, Inc.の米国およびその他の国における登録商標です。
Linux®は、Linus Torvalds氏の米国およびその他の国における登録商標です。
OpenSSL®は、OpenSSL Software Foundationが所有する登録商標です。
Oracle®、Java®、およびOpenJDK®は、Oracleおよび/またはその関連会社の登録商標で
す。
Microsoft®、Microsoft Edge®、Windows®、Windows Server®、Active Directory®、Hyper-
V®、OpenType®、Visual C++®、Visual Studio®は、Microsoft Corporationの米国およびその
他の国における商標です。
Mozilla®およびFirefox®は、Mozilla Foundationの米国およびその他の国における登録商標で
す。
Okta®は、Okta, Inc.の米国およびその他の国における登録商標です。
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Red Hat®、RHEL®、Red Hat Enterprise Linux®は、Red Hat, Inc.またはその子会社の米国お
よびその他の国における登録商標です。
Rocky® Linux®は、Rocky Enterprise Software Foundationの米国およびその他の国における
登録商標です。
Samba®は、Software Freedom Conservancy, Inc.の登録商標です。
SAP®、SAP S/4HANA®、SAP® R/3®、SAP® NetWeaver®、ABAP®は、ドイツおよびその他の
国におけるSAP SEまたはその関連会社の登録商標です。
SUSE®、openSUSE®、SUSE Linux Enterprise Server®は、SUSE LLCまたはその子会社もし
くは関連会社の登録商標です。
Sentinel®は、Thales DIS CPL USA, Inc.の登録商標です。
Unicode®は、Unicode, Inc.の米国およびその他の国における登録商標です。
UNIX ®は、The Open Groupの米国およびその他の国における登録商標です。
VMware®は、VMware, Inc.の米国およびその他の地域における登録商標です。
Xerox®は、Xerox Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
本書に使用されているその他の製品名は、識別を目的としたものであり、各社の商標であ
る可能性があります。当社は、それらの商標に対する一切の権利を放棄します。
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1.管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
•複数のネットワークアダプターカードを使用する
•サーバーを作成/管理する
•プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
•SNMPプリンターを使用する
•管理IPDSダイアログサポート
•メディアを構成する
•InfoPrint Eメールサポート
•ユーザー出口プログラム（PSF専用）
•補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
•印刷ジョブに関するアカウンティングデータ/監査データを収集する
•リソースコンテキストオブジェクトを作成/管理する
•InfoPrint Manager通知を使用する
•InfoPrint Manager用アクセス制御リストセキュリティーを管理する
•InfoPrint Manager for AIX用LDAPセキュリティーを管理する
•InfoPrint Manager for AIXのフェデレーション認証を管理する
•InfoPrint Manager for AIX用のトランスポートレイヤーセキュリティー暗号化を管理する
•InfoPrint Manager for AIXのジョブ暗号化を管理する
•InfoPrint Managerサーバーでエラーログをカスタマイズする
•InfoPrint Managerの環境変数を設定する
•InfoPrint Managerサーバーでメモリー/スペースを監視する
•サーバーのホスト名/pdserver名を変更する
•InfoPrint Managerシステム移行ユーティリティー (ISMU)を使用する
•相互運用のために InfoPrintシステムを構成する
•InfoPrint Manager for AIXと共にLPDゲートウェイを使用する
•AFP Uploadを使用する

複数のネットワークアダプターカードを使用する
ローカルエリアネットワーク（LAN）の帯域幅でプリンターの追加インストールで生じた
トラフィックの処理が不充分な場合は、駆動プリンター専用の2次ネットワークを作成で
きます。この構成をセットアップするには、InfoPrint Managerサーバーがインストールさ
れているシステムで、2個のネットワークアダプターカード（各ネットワークに1個ずつ）
を取り付けてください。印刷データがLAN経由でInfoPrint Managerサーバーに入り、2次
ネットワークに転送されて印刷されます。
2次ネットワークをセットアップするときは、以下を考慮してください。
• InfoPrint Managerサーバーがインストールされているシステムでは、既存のネットワー
クに1次ネットワークアダプターカードが接続されます。

• InfoPrint Managerサーバーがインストールされているシステムでは、プリンター専専用用の
ネットワークに2次ネットワークアダプターカードが接続されます。このネットワーク
は隔離されているため、IP転送は推奨しません。

• 1次ネットワークで2次ネットワークのプリンターのIPアドレスは解決できません。
2次ネットワークのカードとプリンターには、専用IPアドレスの使用を推奨します。た
とえば、以下の形式のアドレスがあります。
– クラスA IPアドレス: 10.xx.xxx.xxx
– クラスB IPアドレス: 192.168.xxx.xxx
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• 2次ネットワークアダプターカードのプロパティーで、デフォルトゲートウェイ、
DNS、WINSは設定しないでください。カードを構成したときにフィールドに値がある
場合は、デフォルト値を消去してください。

• 2次ネットワークに接続するプリンターで、デフォルトゲートウェイは指定しないでく
ださい。デフォルトゲートウェイを指定する場合は、2次ネットワークアダプターカー
ドのIPアドレスを入力してください。

サーバーを作成/管理する
InfoPrintサーバーは、InfoPrintシステム以外のInfoPrintオブジェクトを管理または制御しま
す。InfoPrintのインストール時で、論理宛先、キュー、実宛先（物理プリンター）がある
サーバーが1つ作成されました。この章の情報を使用して、追加サーバーを作成し、サー
バーの構成と保守のタスクを実行できます。

分散環境での追加サーバーの作成を準備する

分散環境を構成し、同一コンピューター上でInfoPrintサーバープロセスのインスタンスを
多数定義する場合は、ffssttsshhoowwコマンドを使用してサーバー上で使用可能な相互通信
ポートを確認してください。
たとえば、コマンドラインでfstshow—oを入力すると、下表のような内容が表示されま
す。
#################################################
# IN-USE? PORT# PID DIR-ID NAME
# Y 2050 23266 2 server1
# Y 2051 24272 0 notifyd
# N 2052 99
# N 2053 99
# N 2054 99
# N 2055 99
# N 2056 99
# N 2057 99
# N 2058 99
# N 2059 99
#################################################

使用中または使用可能なサーバー相互通信ポート（上記の2050～2059）が一覧表示される
と、追加のInfoPrint Managerサーバープロセスを開始するためのポートが十分にあるかを
確認できます。表示されない場合は、ppddiinniittppoorrttssユーティリティーを使用すると、広
範囲のポート番号をプロセス間通信できるように初期化できます。サーバー相互通信ポー
トは、nnoottiiffyyddやSAPコールバックデーモンなどのInfoPrint Managerプロセスでも使用さ
れます。
InfoPrintはデフォルトでは 10個のポートしか予約しないため、10個を超えるサーバープ
ロセスを定義するには、ppddiinniittppoorrttssユーティリティーを使用して、10個を超える
ポートを初期設定する必要があります。たとえば、20個のサーバープロセスに2050～2069
のサーバープロセス間通信ポートを使用するようにInfoPrintを初期設定するには、コマン
ドラインで次を入力します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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pdinitports 2050 2069
ppddiinniittppoorrttssユーティリティーについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」
を参照してください。このプロセスを完了すると、P. 17「追加サーバーを作成する/既存
サーバーを開始する」を開始できます。

追加サーバーを作成する/既存サーバーを開始する

InfoPrint SMIT管理者インターフェースを使用し、新規サーバーの作成または既存のサー
バーを始動できます。InfoPrint SMIT管理者インターフェースの開始方法に精通していない
場合は、「RICOH InfoPrint Manager for AIX:スタートガイド」の「InfoPrintインターフェー
スを使用する」を参照してください。
新規サーバーを作成または既存のサーバーを開始するには、以下の操作を行います。
1. InfoPrint印刷システムパネルで、SSttaarrtt//SSttoopp SSeerrvveerrssをクリックします。新しいメ
ニューが表示されます。

2. SSttaarrtt aa SSeerrvveerrをクリックします。Start a Serverダイアログウィンドウが開きま
す。

3. InfoPrintサーバーの名前を** SSEERRVVEERR nnaammeeフィールドに入力します。InfoPrintのデフォ
ルトでは、このフィールドにSMITセッションを実行中のAIXシステムの名前が入力され
ています。

4. デフォルト値66887744以外のポート番号をInfoPrint用の通信ポートとして使用する場合
は、使用するポート番号をポポーートト番番号号フィールドに入力します。

InfoPrintサーバーは指定値と後続値の2つの番号を使用するため、ポート番号を選択す
るときは、必ず2つ選択値を増やしてください。たとえば、6874と6875などになりま
す。

5. InfoPrintサーバーを現在実行中のロケール以外のロケールで実行する場合は、ロケール
名をLLOOCCAALLEEフィールドに入力します。

6. EEnntteerrを押します。この手順では、サーバーの有無によって結果が異なります。
• 指定したサーバーが存在しない場合は、InfoPrintは、新しいサーバーを作成するか
の確認メッセージが表示されます。確認画面に応答し、操作を続行します。

• サーバーが存在するが、現在実行していない場合は、InfoPrintは状況情報を表示
し、サーバーが正常に解しすると、メッセージを発行します。

• サーバーが存在していて実行中である場合は、InfoPrintは、サーバーがすでに作動
可能であることを示すメッセージを発行します。

1. 通常は、1台のAIXシステムで1つのInfoPrintサーバーだけ実行します。
2. この手順は、シャットダウンしたサーバーの開始にも使用できます。

サーバーを作成/管理する
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多言語環境でサーバーを構成する

InfoPrint環境が異なるロケールが混在する言語環境の場合は、P. 17「追加サーバーを作成
する/既存サーバーを開始する」を使用し、各言語環境で実行する個別のサーバーを作成し
てください。これらの各サーバーは、サポートするロケールに合わせて名前を付けること
ができます (たとえば、english、french、または german)。
これらの InfoPrint Managerサーバーに、キューまたは宛先など、InfoPrint Managerオブ
ジェクトが含まれている必要はありません。そうではなく、これらのサーバーは、ロケー
ル固有のコマンド処理を取り扱い、オブジェクトが入っている InfoPrint Managerサーバー
にそれらのコマンドを転送します。
InfoPrint AIXサーバーと同じAIXサーバー上で実行されていない各InfoPrintクライアント
（InfoPrint Managerオペレーション GUI、InfoPrint Submit Express、InfoPrint Selectなど）
には、クライアントのロケールに対応するInfoPrint AIXサーバーのポート番号を含むPPDD__
SSOOCCKKEETT環境変数を設定して正しいInfoPrintサーバーに接続してください。クライアント
が、InfoPrintサーバーがサポートしないロケールで実行している場合、英語で実行する
InfoPrintサーバーに接続します。このタスクを実行するには、P. 169「 InfoPrint Manager
の環境変数を設定する」を参照してください。

サーバーをシャットダウンする

サーバーは、即時または現行ジョブ処理の完了後にシャットダウンできます。
InfoPrintは、サーバーのシャットダウン中とシャットダウン後に新規ジョブを受け取れな
いようにします。シャットダウン時にサーバーで使用可能になっていた論理宛先と実宛先
は、サーバーが再始動されたときに使用可能になります。シャットダウン時にサーバーで
使用不可になっていた論理宛先と実宛先は、サーバーが再始動されたときに使用不可にな
ります。

再始動の手順については、「P. 17「追加サーバーを作成する/既存サーバーを開始す
る」」を参照してください。
InfoPrint SMIT管理者インターフェースを使用し、既存のサーバーをシャットダウンできま
す。InfoPrint SMIT管理者インターフェースの開始方法に精通していない場合は、
「RICOH InfoPrint Manager for AIX:スタートガイド」の「InfoPrintインターフェースを使用
する」を参照してください。
既存のサーバーをシャットダウンするには、以下の操作を行います。
1. InfoPrint印刷システムパネルでSSttaarrtt//SSttoopp SSeerrvveerrssをクリックします。新しいメ
ニューが表示されます。

2. ［［SSttoopp aa SSeerrvveerr］］をクリックします。［Stop a Server］ダイアログウインドウが
オープンします。

3. InfoPrintサーバーの名前を** SSEERRVVEERR nnaammeeフィールドに入力します。InfoPrintのデフォ
ルトでは、このフィールドにSMITセッションを実行中のAIXシステムの名前が入力され
ています。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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4. EEnntteerrを押します。このステップの結果は、サーバーが実行中であるかどうかによっ
て異なります。
• サーバーが現在実行している場合は、InfoPrintは、サーバーを正常に停止した時点
でメッセージを発行します。

• サーバーが実行していない場合は、InfoPrintは、サーバーが動作していないことを
示すメッセージを発行します。

1. 通常は、1台のAIXシステムで1つのInfoPrintサーバーだけ実行します。
2. この手順は、シャットダウンしたサーバーの開始にも使用できます。

プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
この章に記載されていないプリンターについては、RICOHのWebサイト（https://www.
ricoh-usa.com/en/products/commercial-industrial-printing）を参照してください。
プリンター装置を表すInfoPrint実宛先を作成して構成するには、「「RICOH InfoPrint
Manager for AIX：スタートガイド」の実宛先の作成および管理」を参照してください。

InfoPrint 5000を使用して AFPを印刷するように InfoPrint Managerを構成す
る

InfoPrint 5000は、InfoPrint Manager経由でジョブを実行依頼できる高速、高品質、フルカ
ラーのデジタルプリンターです。InfoPrint 5000システムでは、高速で高品質カラーAFP出
力が処理または印刷されます。また、高解像度カラーイメージを含むPDFまたはPostScript
文書も処理または印刷されます。
InfoPrint 5000は、ジョブ管理およびページレベルエラーリカバリー機能をフルカラーアプ
リケーションおよび文書の印刷機能と結合します。可変データAFP文書のリソースとして
Encapsulated PostScript（EPS）やPortable document format（PDF）などのデータフォー
マットを使用するアプリケーションにも対応できます。AFPアーキテクチャーを使用する
と、ラスターイメージプロセッサー（RIP）を使用してプリンターコントローラーでリ
ソースを処理し、プリンターに保管できます。この機能で、リソースの再RIP処理が不要
になるため、パフォーマンスが向上します。単一ページのPDFとEPS、オブジェクトは、
プリンターに送信する前に、カラーイメージへの変換は不要です。これらのオブジェクト
はプリンターコントローラーで直接再 RIP処理できるため、パフォーマンスが向上しま
す。
InfoPrint Managerシステムが InfoPrint 5000に印刷ジョブを準備および送っている時は、重
い処理負荷が InfoPrint Managerシステムにかかってきます。したがって、1台のAIXサー
バーをInfoPrint 5000専用に使用してください。このシステムには、1台のInfoPrint Manager
サーバーだけがあり、印刷ジョブが1台のInfoPrint 5000に送信されます。

プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
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InfoPrint Managerに InfoPrint 5000を定義する

InfoPrint ManagerサーバーがInfoPrint 5000専用のため、以下の手順では、InfoPrint Manager
がシステムにインストールされた直後の状態と仮定しています。InfoPrint Managerサー
バーには、オブジェクト（論理宛先、キュー、実宛先）がない状態にしてください。既存
のInfoPrint Managerサーバーを使用してInfoPrint 5000にジョブを送信する場合は、以下の
手順を開始する前にサーバーにあるすべてのオブジェクトを削除してください。
AFPデータを印刷するために InfoPrint Managerに対して InfoPrint 5000を定義する場合、
PPSSFF TTCCPP//IIPP接接続続実宛先として定義する必要があります。実宛先は、物理出力装置を表
します。InfoPrint 5000はPSF TCP/IPプリンターを使用してください。InfoPrint Managerア
ドミニストレーションGUIでププリリンンタターーのの作作成成ウィザードを使用し、実宛先を作成しま
す。
次の手順に従い、InfoPrint ManagerアドミニストレーションGUIを使用してプリンターを定
義します。

プリンターの作成ウィザードで実宛先を作成するときに論理宛先を作成して構成します。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開始します。
2. ププリリンンタターー→→作作成成→→PPSSFF→→TTCCPP//IIPPを選択します。
3. プリンターの作成ウィザードの最初のパネルで、以下の操作を行います。

1. 名前フィールドに実実宛宛先先の名前を入力します。
2. ササーーババーーフィールドでそのサーバーが正しいことを確認します。
3. モモデデルルドロップダウンリストから、IInnffooPPrriinntt 55000000を選択します。

このモデルが表示されない場合は、InfoPrint Managerを現行サービスレベルに更新
してください。

4. 適切なフィールドにプリンターのTCP/IPアドレスとポート番号を入力します。
5. 次次へへをクリックします。

4. 2番目のパネルで、この実宛先にジョブを送信する論理宛先の名前を入力し、次次へへをク
リックします。

5. 3番目のパネルで、この実宛先にジョブを実行依頼するキューの名前を入力し、次次へへを
クリックします。

6. 残りのパネルで、次次へへをクリックし、最後に完完了了をクリックすることで、InfoPrint
ManagerがAFPカラー印刷を設定するデフォルト値を受け取ります。

ウィザードでプロンプト指示に従って情報を提供する際に、「RICOH InfoPrint
Manager for AIX:スタートガイド」の「実宛先を/管理する」に示されているワークシー
トを参照してください。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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InfoPrint ManagerにInfoPrint 5000を定義してPostScriptまたはPDFを印刷するときは、PSF
TCP/IP接続実宛先として定義してください。実宛先は、物理出力装置を表します。
InfoPrint 5000はPSF TCP/IPプリンターを使用してください。InfoPrint Managerアドミニス
トレーションGUIでプリンターの作成ウィザードを使用し、実宛先を作成します。

InfoPrint ManagerでPSF TCP/IPプリンターを構成する

InfoPrint Managerで実宛先を作成してから、印刷前に必要な作業があります。以下の手順
を任意の順で完了してください。下に操作方法が記載されています。
• P. 21「 Input Managerワークスペースのサイズ/位置を検証する」
• P. 21「 AFPリソースを保管する場所を識別する」
• P. 23「このサーバーでカラーラスターイメージプロセッサー（RIP）を指定する」
• P. 23「カラーレンダリング値を変更する」
上記の手順を完了してから、InfoPrint 5000に印刷ジョブを送信する場合の追加情報につい
ては、P. 390「 InfoPrint Managerを使用して InfoPrint 5000で AFPを印刷する」を参照し
てください。

Input Managerワークスペースのサイズ/位置を検証する

Input Managerは、印刷ジョブをセグメントに分割して処理中の柔軟性を高めるInfoPrint
Managerの機能の一部です。Input Managerはワークスペースにジョブのセグメントを保管
します。選択したワークスペースの管理方法に応じて、セグメントは手動で削除される
か、ワークスペースが満杯になるまで、ワークスペースに保存されます。デフォルトで
は、Input Managerワークスペースは/var/psf/segmentsにあります。
InfoPrint 5000に送信するカラー印刷ジョブのサイズと複雑性に対応するため、Input
Managerワークスペースには18 GB以上のディスクスペースを確保し、個別のファイルシ
ステムに置いてください。既存の/var/psf/segmentsで必要なディスクスペースを確保
できない場合は、新規のファイルシステムを作成して/var/psf/segmentsからマウント
することが最も簡単な方法です。InfoPrint Manager設定の変更は不要です。

システムのリブートが必要な場合にも使用できるように、新しいファイルシステムをシス
テムリブート時に自動的にマウントするように設定してください。
ファイルシステムをオーバーマウントしない場合は、新しいファイルシステムを作成して
別のマウントポイントでマウントできます。この場合は、Input Manager設定を正しい位置
へのポイントに変更してください。Input Manager設定を変更するには、以下の操作を行い
ます。
1. AIXコマンドプロンプトで、次を入力します。 smitty pd_psf_com_adm_inp

2. PPAATTHH uusseedd ffoorr wwoorrkk aarreeaa && ppeerrcceenntt uussaaggee tthhrreesshhoollddを変更し、作成した
新しいファイルシステムを指示します。

3. 変更内容を確認し、ツールを終了します。

AFPリソースを保管する場所を識別する

AFPには、書式定義、ページ定義、オーバーレイ、フォントなどのリソースがあります。
AFPリソースの最新のリソースはデータオブジェクトです。データオブジェクトは他のリ

プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
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ソースと同様にAFP文書に入れることができるファイルです。データオブジェクトリソー
スには、EPS、PDF、IOCAファイルがあります。また、最初にTIF、GIF、JPEGイメージか
らAFPに変換するためにInfoPrint Managerに標準搭載されている変換機能を使用する場合
は、そのイメージをデータオブジェクトリソースとして使用できます。詳しくは、P. 391
「カラーイメージを変換する」を参照してください。
InfoPrint Managerでは、データオブジェクトリソースはBCOCAとGOCAとともにグループ
化され、表示オブジェクトコンテナーと名付けられています。他の種類のAFPリソースと
同様に、InfoPrint Managerに表示オブジェクトコンテナーの場所を指定してください。
また、表示オブジェクトコンテナーがpprriivvaatteeまたはppuubblliiccであるかをInfoPrint
Managerに指示します。カスタムリソースは他の印刷ジョブで再利用できませんが、共通
リソースはさまざまな印刷ジョブで誰でも使用することができます。たとえば、シグニ
チャーファイルを pprriivvaatteeにして、それによって通信中または検査において、このファ
イルを不当に使用できないようにします。また、会社のロゴをppuubblliiccにすると、1つの
コピーを保管するだけで共有して使用できます。デフォルトでは、すべての表示オブジェ
クトコンテナーはprivateとみなされます。
AIXコマンドラインからppddsseettコマンドのrreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--pprreesseennttaattiioonn--
oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerrまたはppuubblliicc--ccoonntteexxtt--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--
ccoonnttaaiinneerr属性の複数を使用するか、InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを
使用し、イメージリソースが保管される場所とイメージリソースを共通にするかを定義で
きます。
以下の手順に従い、InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを使用して属性を設定
してください。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開始します。
2. オオププシショョンン→→カカススタタママイイズズを選択します。
3. カカススタタママイイズズダイアログで、ププリリンンタターータブをクリックします。
4. アアククシショョンン列でAAFFPPリリソソーーススのの変変更更、調調整整のの変変更更、AAFFPPカカララーーのの変変更更を見つけ、横に
あるメメニニュューー列でチェックを付けます。
この手順で、ププリリンンタターーメニューにこのタスクが追加されます。プリンターメニュー
または他のメニューにタスクを追加する場合は、今すぐか、後でも追加できます。

5. ［［OOKK］］をクリックして設定を適用し、ダイアログをクローズします。
6. P. 20「 InfoPrint Managerに InfoPrint 5000を定義する」で作成したプリンターを選択し
ます。

7. ププリリンンタターー→→AAFFPPリリソソーーススを選択し、AAFFPPリリソソーーススのの変変更更ダイアログを開きます。
8. 表表示示オオブブジジェェククトトココンンテテナナーーのの位位置置フィールドで、表示オブジェクトコンテナーが保
管されているパスを入力します。複数の場所に保管されている場合は、以下のよう
に、すべてのパスがコロン（:）で区切られて表示されます。
/resources/containers:/dept123/pres-obj-containers:/dept456/pres-obj-
containers

9. その他すべての適切なフィールドを入力します。たとえば、書式定義を使用する場合
は、書書式式定定義義のの場場所所フィールドに入力します。

10. ［［OOKK］］をクリックして設定を適用し、ダイアログをクローズします。
11. 表示オブジェクトコンテナーがすべてプライベートである場合は、手順13に進みま
す。共通の表示オブジェクトコンテナーの場合は、ププリリンンタターー→→調調整整のの変変更更を選択し
て調調整整のの変変更更ダイアログを開きます。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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12. 共共通通表表示示オオブブジジェェククトトココンンテテナナーーフィールドで、共通リソースが保管されているパス
を入力します。リソースが複数の場所に保管されている場合は、以下のようにすべて
のパスがコロン（:）で区切られて表示されます。
/resources/containers:/dept123/public-pres-obj-containers

13. ［［OOKK］］をクリックして設定を適用し、ダイアログをクローズします。

このサーバーでカラーラスターイメージプロセッサー（RIP）を指定する

この手順は、InfoPrint 5000にカラーのPostScript印刷ジョブを実行依頼する場合に必要で
す。
RIPは、InfoPrint Managerがプリンターに送信するデータストリームを生成します。デフォ
ルトでは、InfoPrint Managerはモノクローム文書を生成するRIPを使用します。従って、カ
ラーの文書をInfoPrint 5000に送信する前に、ppss22aaffppデデーータタスストトリリーームム変変換換かかららカカララーー
RRIIPPをを指指定定ししててください。
以下の手順で、必要な構成に変更し、カラーRIPを開始します。
1. まず、ps2afpdデーモンを停止します。

1. 次のコマンドでプロセスID番号に移動します。 ppss || ggrreepp ppss22aaffpp次のコマンドで
デーモンを停止します。

2. kkiillll --99＜＜pprroocceessss iidd nnuummbbeerr＞＞

2. サーバーの//uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//ディレクトリーにあるppss22aaffppdd..ccffggデー
モン変換構成ファイルを任意のエディターで編集します。

3. 次の例に示すように、ppss__oouuttppuutt__ttyyppeeの値を FS45に変更します。
ps_output_type = FS45 # -a type of AFP image to generate
4. 変更内容を保存し、ファイルを閉じます。
5. 次のコマンドでデーモンを再始動します。

/usr/lpp/psf/bin/ps2afpd -C /usr/lpp/psf/ps2afp/ps2afpd.cfg

モノクロームの印刷ジョブをInfoPrint 5000に送信する場合は、次の例で示すように、カ
ラーRIPを停止し、ppss__oouuttppuutt__ttyyppeeの値をデフォルト値IO1_G4に変更してモノクロー
ムRIPを開始します。
ps_output_type = IO1_G4 # -a type of AFP image to generate

カラーレンダリング値を変更する

InfoPrint 5000はグラデーションやシェーディングがある繊細なフルカラーイメージを出力
しますが、すべてのカラーの諧調は再現できません。InfoPrint Managerイメージの中に
InfoPrint 5000が正確に再現できない諧調が検出されたときは、カラーレンダリングイ
ンテント値（（ccoolloorr--rreennddeerriinngg--iinntteenntt属属性性））で、PostScriptが処理する内容が決定
されます。
カラーレンダリングインテントには2つの可能な値があります。
Relative

プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
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InfoPrint ManagerでInfoPrint 5000が再現できないカラーが検出されたときは、再現でき
る最も近い色の値で置換されます。

Perceptual
InfoPrint ManagerでInfoPrint 5000が再現できないカラーが検出されたときは、イメージ
のすべてのカラーが調整され、互いのカラー関係が維持されます。従って見た目は良
くなりますが、原稿イメージには完全一致しなくなります。

デフォルト値はRReellaattiivveeです。
印刷ジョブ、デフォルト文書、または実宛先のcolor rendering intent値は、コマン
ド行またはInfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを使用して設定できます。以下
の手順に従い、InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを使用して属性を設定して
ください。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開始します。
2. AAFFPPカカララーーのの変変更更タスクをププリリンンタターー、ププリリンンタターー→→ジジョョブブおおよよびび文文書書デデフフォォルル
トト、ジジョョブブ、論論理理→→ジジョョブブおおよよびび文文書書デデフフォォルルトトメニューに追加するように
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIをまだカスタマイズしていない場合
は、以下の手順で行います。
1. オオププシショョンン→→カカススタタママイイズズを選択します。
2. カカススタタママイイズズダイアログで、ププリリンンタターータブをクリックします。
3. ［［アアククシショョンン］］列で、［［AAFFPPカカララーーのの変変更更］］および［［ジジョョブブおおよよびび文文書書デデフフォォ
ルルトト］］を見つけ、それらの横にある［［メメニニュューー］］列でチェックボックスを選択
します。

4. ジジョョブブタブと論論理理タブも同様に2.1 ~2.3を行います。
5. ［［OOKK］］をクリックして設定を適用し、ダイアログをクローズします。

3. カラーレンダリングインテント値を設定するオブジェクトを1回クリックして選択し
ます。

4. 手順2で追加したメニュー項目を使用し、AAFFPPカカララーーのの変変更更ダイアログを開きます。
• 実宛先について、ププリリンンタターー→→AAFFPPカカララーーのの変変更更を選択します。
• 実宛先でのデフォルトジョブについて、ププリリンンタターー→→ジジョョブブおおよよびび文文書書デデフフォォ
ルルトト→→AAFFPPカカララーーのの変変更更を選択します。

• 論理宛先でのデフォルトジョブについて、論論理理→→ジジョョブブおおよよびび文文書書デデフフォォルル
トト→→AAFFPPカカララーーのの変変更更を選択します。

• すでに実行依頼されたジョブの場合は、ジジョョブブ→→AAFFPPカカララーーのの変変更更を選択しま
す。

5. AAFFPPカカララーーのの変変更更ダイアログで、カカララーーレレンンダダリリンンググイインンテテンントトフィールドを見つ
け、ドロップダウンリストから値を選択し、OOKKをクリックします。

印刷ジョブのカラーレンダリング値を変更するには、3とおりの方法があります。
1. 印刷ジョブを作成時に、PostScriptデータストリームの中の値を設定します。
2. InfoPrint ManagerPostScriptからAFP変換用の構成ファイルに行を追加します。

1. InfoPrint Managerサーバーで、ps2afpd.cfgファイルに移動します。
2. ファイルをテキストエディターで開きます。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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3. ファイルに次の行を追加します。 pragma colorRendering=perceptual

4. ファイルを保存して閉じます。
送信される PostScriptファイルのすべてが、 ppss22aaffpp -変換を通じて行われ、現在知覚
的なカラーレンダリングを使用します。

3. ppss22aaffppコマンドの発行時に、フラグをコマンドに追加します。このオプションは、
Infoprint transformsから切り離してInfoPrint Managerを使用している場合に適用されま
す。たとえば、より迅速に印刷を行うように、印刷ジョブを実行依頼する前にファイ
ルをAFPに変換する場合です。カラーレンダリング値を変更した場合、次のフラグを
ps2afpコマンドに追加します。
-pragma colorRendering=perceptual
たとえば、知覚カラーレンダリングを使用し、mybook.psと呼ばれるPostScriptファイ
ルをAFPに変換するには、次のコマンドを発行します。

ps2afp -pragma colorRendering=perceptual mybook.ps
ps2afp変換の使用については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してく
ださい。

other-transform-options属性でカラーレンダリングインテント値を指定する

属性 ootthheerr--ttrraannssffoorrmm--ooppttiioonnssには、等号を含む値が入るようになり、ププララググママ
ステートメントがサポートされるようになりました。たとえば、知覚カラーレンダリング
を使用して、プラグマ ccoolloorrRReennddeerriinnggを持つカラー印刷ジョブ PPSS..ddooccをプリン
ター ccoolloorr__pprriinntteerrに実行依頼するには、次のコマンドをコマンド行に入力します。
ppddpprr --dd ccoolloorr__pprriinntteerr --xx ""ootthheerr--ttrraannssffoorrmm--ooppttiioonnss == ''--pprraaggmmaa ccoolloorrRReennddeerriinngg==
ppeerrcceeppttuuaall''"" PPSS..ddoocc

この構文には単一引用符が必要です。
プラグマは、変換のコマンド行呼び出しで使用したり、変換構成ファイルで指定したりす
ることもできます。

InfoPrint 5000モデル/RICOH Pro VCシリーズモデルでPostScript/PDF印刷用
InfoPrint Managerを構成する

InfoPrint Managerを使用してInfoPrint 5000プリンターモデル（AD1/AD2、AD3/AD4、AD3/
AD4-XR3、AS1、AS3、KM3、KM3/MD4、MD3/MD4）、またはRICOH Pro VCシリーズ
（RICOH Pro VC40000、RICOH Pro VC60000、RICOH Pro VC70000、RICOH Pro
VC80000）でPDFおよびPostScriptファイルを印刷するには、ホットフォルダーを使用でき
ます。
ホットフォルダーを使用するときは、マイナーな構成タスクを完了してください。

bos.cifs_fsファイルセットがインストールされていることを確認する

InfoPrint Manager for AIXからInfoPrint 5000プリンターモデルまたはRICOH Pro VCシリーズ
モデルのホットフォルダーに印刷するには、bos.cifs_fsファイルセットが必要です。

プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
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bos.cifs_fsファイルセットがインストールされていることを確認するには、以下の操作
を行います。
1. 次のコマンドを入力します。lslpp -l | grep cifs
2. 以下と同様の結果になります。
bos.cifs_fs.rte 7.1.0.0 COMMITTED Runtime for SMBFS
bos.cifs_fs.smit 7.1.0.0 COMMITTED SMIT Interface for SMBFS

3. bos.cifs_fsファイルセットがインストールされていない場合は、システム管理者に
連絡してください。

InfoPrint 5000またはRICOH Pro VCホットフォルダーに接続する

InfoPrint Manager for AIXからプリンターホットフォルダーに接続するには、mountコマン
ドを発行してください。
mountコマンドを発行するには、以下の操作を行います。
1. rootとしてログインします。
2. モデルAS1とAS3の場合は、次のコマンドを入力します。

>mount -v cifs -n printerIPAddress/none -o fmode=707 /simplex /mnt
3. モデルAD1/AD2、AD3/AD4、AD3/AD4-XR3、KM3、KM3/MD4、MD3/MD4、RICOH

Pro VC40000、RICOH Pro VC60000、RICOH Pro VC70000、RICOH Pro VC80000の場
合は、次のコマンドを入力します。

>mount -v cifs -n printerIPAddress/none -o fmode=707 /duplex /mnt
4. パスワードの入力確認画面が表示されたときは、EEnntteerrを押します。

InfoPrint Manager for AIXまたはプリンターがシャットダウンされている場合は、mountコ
マンドを再発行してください。

PDFファイル/ PostScriptファイルを印刷する前にスクリプトを実行する

ホットフォルダーはすべて、InfoPrint 5000プリンターオペレーターパネルから作成してく
ださい。ホットフォルダーには、ジョブを印刷する実宛先（aaccttuuaall--ddeessttiinnaattiioonn--
rreeqquueesstteeddジョブ/デフォルトジョブ属性）や、ジョブで使用するスタートシート、エン
ドシート、またはセパレーターシートの組み合わせ（aauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonn
ジョブ/デフォルトジョブ属性）などの異なるジョブ属性を持つことができます。
InfoPrint 5000ホットフォルダーのサポートを使用可能にするには、InfoPrint Managerサー
バーでスクリプトを実行し、新規のBSD DSSプリンターを（新規の論理宛先と新規または
既存のキューとともに）作成し、対応する出力データフォーマットにInfoPrint Managerで
入力データを変換できるカスタム変換を作成し、BSD DSSプリンターで以前に作成された
変換オブジェクトのリストを作成します。
InfoPrint 5000プリンターでホットフォルダーのサポートが使用可能になるようにInfoPrint
Managerサーバーを構成するには、以下の操作を行います。
1. InfoPrint Managerサーバーにログオンします。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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2. InfoPrint Managerが提供するスクリプト/usr/lpp/pd/binに移動します。
3. 次のコマンドを入力します。run_customization_1.sh nameOfServer nameOfAD

nameOfQueue nameOfLD nameOfLocalFolder/yourhotfolder

nameOfServer
宛先を作成する場所となるInfoPrint Managerサーバーの名前を指定します。

nameOfAD
作成される新規の実宛先の名前を指定します。

nameOfQueue
既存のキューまたは新規のキューの名前を指定します。

nameOfLD
作成される新規の論理宛先の名前を指定します。

nameOfLocalFolder
ローカルマウントポイントの名前を指定します。

yourhotfolder
InfoPrint 5000プリンターコンソールで作成したホットフォルダーの名前を指定し
ます。

4. InfoPrint ManagerアドミニストレーションGUIで、新規の実宛先と論理宛先が作成さ
れていることを確認します。

5. PDFまたはPostScriptテストジョブをInfoPrint 5000に実行依頼します。
サンプルスクリプト
run_customization_1.sh sage ip5k ip5K-q ip5k-ld "/mnt/hmi_hf"

iippkk55はローカルフォルダーです。
hhmmii__hhffはリモートサブフォルダーです。

InfoPrint 4000/4100用にInfoPrint Managerを構成する

InfoPrintサービス担当者に依頼し、以下の手順で実宛先、InfoPrint 4000またはInfoPrint 4100
プリンター、カッター・トリマー・スタッカー（CTS）（用紙の処理に使用される後処理
装置）のすべてが同じメディアタイプに対応していることを確認します。
1. 「RICOH InfoPrint Manager for AIX:操作ガイド」の「メディアと実宛先を関連付ける」
の手順を使用し、InfoPrint 4000または4100を表す実宛先で対応するメディアを指定し
ます。

2. プリンターで、手順1で選択したメディア（以下参照）に一致させる用紙を定義しま
す。

プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
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メメデディィアアオオブブジジェェククトト名名 PPrriinntteerr__FFoorrmm名名 PPrriinnttiinngg__FFoorrmm説説明明
letter na letter 2アップ letter (8.5 x 11)

legal na legal 2アップ legal (8.5 x 14)

ledger ledger 1アップ (11 x 17)

3. 対応するメディアが必要な寸法にCTSを設定します。たとえば、レジャーサイズの用紙
に対応するには、CTSを横11インチ、縦14インチに設定します。CTSがサポートでき
るのは、いくつかの縦のサイズと、1つの中央スリットオプションのみです。

拡張オペレーターコンソールからInfoPrint ManagerオペレーションGUIを表
示する

機能コード4560（部品番号54P1446）を注文し、プリンターにインストールすると、
InfoPrint 4000またはInfoPrint 4100拡張オペレーターコンソールからInfoPrint Managerオペ
レーションGUIを表示できます。この機能のプリンターへのインストールについては、
サービス担当者に連絡してください。
InfoPrint Managerサーバーからこのサポートを構成するには、リモート実行デーモン
（rreexxeeccdd）処理がサーバーで実行されていること確認してください。
また、プリンターのIPアドレスを含めるには、//eettcc//hhoossttssファイルを更新してくださ
い。このタスクを実行するには、以下の操作を行います。
1. 任意のAAIIXXLinuxエディターでファイルを編集します。
2. 以下のように、行にプリンターのIPアドレスを入力します。
xx.xx.xx.xx printer # ethernet name/address

xx.xx.xx.xxは、InfoPrint ManagerオペレーションGUIを表示するプリンター制御装
置のIPアドレスです。printerは、ネットワークに固有のプリンターホスト名です。

InfoPrint ManagerオペレーションGUIを表示できる拡張オペレーターコンソールが複数
の場合は、//eettcc//hhoossttssファイルに各プリンター制御装置のIPアドレスが必要です。

InfoPrint 4000/4100プリンターでの実際のスクリーン線数とスクリーン角度
の制限

プリンターで使用するトナーのバージョンを変更する場合は、正しく印刷されるように、
カスタマイズしたすべての調整カーブを再調整してください。このセクションで示される
画面周波数は、600ドット/インチ(DPI)プリンターの使用を仮定しています。他のDPIでの
周波数はこれに比例して低くなります。たとえば、300 DPIプリンターで使用する85行/イ
ンチ（LPI）の画面では、43 LPIになります。画面周波数は、ハーフトーン設計の制約に基
づき、要求された画面周波数にできるだけ近い値に合わせます。
InfoPrint 4000とInfoPrint 4100プリンターの実際のスクリーン線数とスクリーン角度につい
ては、以下の表を参照してください。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する



1

29

600 DPIプリンターの実際のスクリーン線数
プリンターモデル トナー プロパティー サブミットスクリーン線数

（LPI）
71 LPI 85

LPI
106
LPI

141
LPI

InfoPrint 4000
• IR3/IR4
• ID5/ID6

InfoPrint 4100
• HD3/HD4
• HS2

バージョン3/7 実際のスクリーン線
数（LPI）

74 85 96 117

実際のスクリーン角
度（デフォルトの設
定度数）

35.5° 45° 51.3° 59°

実際の画面角度 (90°
設定)

54.5° 45° 38.7° 31°

InfoPrint 4000
• IR3/IR4
• ID5/ID6

InfoPrint 4100
• HD1/HD2
• HD5/HD6
• PD1/PD2
• HS1
• HS3
• PS1

バージョン2（拡張印
刷トナー）または標
準トナー

実際のスクリーン線
数（LPI）

71 85 103 141

実際のスクリーン角
度

45° 45° 31° 45°

InfoPrint 4000 IR1/IR2 バージョン2/3/標準ト
ナー

実際のスクリーン線
数（LPI）

71 83 106 141

実際のスクリーン角
度

45° 34° 45° 45°

InfoPrint 4100 TD1-2
プリンター

バージョン2 実際のスクリーン線
数（LPI）

74 85 96 117

実際のスクリーン角
度

36° 45° 51° 59°

InfoPrint 4100
• TS1
• TS2
• TS3
• TD3-4
• TD5-6

バージョン7 実際のスクリーン線
数（LPI）

74 85 96 117

実際のスクリーン角
度

36° 45° 51° 59°

InfoPrintワークグループプリンターを使用するようにInfoPrint Managerを構
成する

以下のプリンターモデルは各種データストリームに対応し、広範囲のフィニッシングオプ
ションが用意されています。プリンターの用途に応じて、2つの方法で構成されます。
1. Print and Hold機能を使用
2. ブックレットメーカー (P. 32「ブックレットメーカー」を参照)を使用

プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
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Print and Hold用にAIX/PSF他のプリンターを構成する

以下のプリンターモデルをAIXまたはPSF Otherの実宛先として定義した場合は、プリン
ターのスループットを強化させるPPrriinntt aanndd HHoolldd機能を利用できます。
データストリームを変換なしでInfoPrint Manager経由でプリンターに渡すには、以下の操
作を行います。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIのメインウィンドウで、ププリリンン
タターー→→作作成成→→AAIIXXまたはPPSSFF他他宛先を選択します。

2. プリンターの作成ウィザードの必要なフィールドを入力し、プリンターの実宛先を作
成します。詳しくは、「RICOH InfoPrint Manager for AIX：スタートガイド」の「実宛
先を作成および管理する」を参照してください。プリンターの作成ウィザードでプリ
ンターコマンドを入力するときは、InfoPrintワークグループプリンターに、以下と同様
のコマンドを指定できます。
使用するホスト名（推奨）：

/usr/lib/lpd/pio/etc/pioinfo printer-name.domain.com
ここで、printer-name.domain.comはプリンターのホスト名です。ppiiooiinnffooバッ
クエンドのデフォルトポートは9100です。指定する必要はありません。
使用するIPv4：

/usr/lib/lpd/pio/etc/pioinfo 9.99.99.51
ここで、9.99.99.51はプリンターのIPアドレスです。ppiiooiinnffooバックエンドのデフォ
ルトポートは9100です。指定する必要はありません。
使用するIPv6：

/usr/lib/lpd/pio/etc/pioinfo 2001:0ce8:58a3:0000:0000:6a2e:0370:3734

ここで、2001:0ce8:58a3:0000:0000:6a2e:0370:3734はプリンターのIPアドレスです。
ppiiooiinnffooバックエンドのデフォルトポートは9100です。指定する必要はありませ
ん。

3. ［PSFその他］実宛先が作成されている場合は、［［ププリリンンタターー］］→→［［ププロロパパテティィーー］］
を選択します。文書タブを選択し、宛宛先先ででRRIIPP処処理理すするるフフォォーーママッットトフィールドが
PostScriptまたはPCLデータストリームを渡すように設定します。

ワークグループプリンターで印刷と保留を使用する

このセクションでは、コマンド行からPPrriinntt aanndd HHoolldd機能の指定方法と、PPrriinntt aanndd
HHoollddが有効なときにアカウント情報を収集する方法を説明します。

• プリンター特有の機能（Print aanndd HHoolldd機機能能ななどど）が必要なジョブが、そのモデル以
外のプリンターに送信された場合は、機能は受け入れられません。また、InfoPrint
Managerによって変換されたジョブに、この機能はありません。

• ddeessttiinnaattiioonn--ccoommmmaanndd属性がppiiooiinnffooバックエンドに設定されている場合、
InfoPrint Managerにより PPrriinntt aanndd HHoollddジョブ要求が検出されると補助ページが無
効になります。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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コマンド行からPrint and Holdを起動する

PPrriinntt aanndd HHoolldd機能に対応するプリンターにジョブを送信する場合は（この機能がデー
タストリームに指定されていない場合）、コマンド行から指定できます。PPrriinntt aanndd
HHoolldd機能は–Uフラグを使用して起動します。その場合、以下からオプションを選択でき
ます。

-Uフラグのオプション
オプ
ション

ジョブタイ
プ 説明

1 オフ ジョブを即時に印刷します。
2 Print and

Hold
PINを入力するまでジョブを保留します。個人識別番号(PIN)を設定するときは必
ず、 -U2 -Vnnnnのように指定してください。PINは、印刷用文書を解放するた
めにプリンターの保留ジョブメニューで入力する番号です。PINにnnnnを含め
ない場合は、プリンターで強制的に0000の番号に設定されます。

3 Verify Print 1部印刷し、残りの部数を保留します。
4 Repeat Print すべての部数を印刷し、ジョブを保管します。
5 Reserve Print ジョブをメモリーに保管します。

1. 特定のプリンターに使用できるフラグおよび値は、異なる場合があります。適切なフ
ラグおよび値を見つけるには、プリンターコロンファイルまたはドライバーパッケー
ジのREADMEファイルを参照してください。

2. -Uラグがオプション2に設定されている場合、プリンターはPIN (-V)番号を無視しま
す。

たとえば、AIX実宛先に印刷し、プリンターにjob1を1部印刷させて残りの部数を保留させ
る場合は、次のコマンドを入力します。
pdpr -d ldname -x "destination-pass-through='-U3'" job1
ここで、ldnameは、InfoPrint ManagerでInfoPrintワークグループ実宛先に関連付けられた
論理宛先の名前です。
PPSSFF他他実宛先に印刷する場合は、Print and Holdコマンドが正しく機能するために、-Uフ
ラグの前のdestination-pass-through属性に--BBEE値を指定してください。たとえば、PPSSFF
他他実宛先プリンターにjob1を1部印刷させて残りの部数を保留させる場合は、次のコマン
ドを入力します。
pdpr -d ldname -x "destination-pass-through='-BE -U3'" job1
ここで、ldnameはプリンターに関連付けられた論理宛先の名前です。
AIX実宛先に印刷し、PINを入力するまでInfoPrintワークグループプリンターにジョブを保
留させる場合は、次のコマンドを入力します。
pdpr -d ldname -x "destination-pass-through='-U2 -Vnnnn'" job1
ここで、nnnnは4桁のPINです。

プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
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アカウンティング情報のログを記録する

wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonn属性（InfoPrint Managerアドミニストレーション GUI上
の印刷時に完了ジョブを報告ラベル）は、InfoPrint Manager for AIXが以下を行うかどうか
を示します。
• ジョブを完了済みとして報告する前にジョブの印刷が完了するまで待機します（はは
いい）。

• すべてのデータがプリンターに送信されると同時にジョブを完了済みとして報告しま
す（いいいいええ）。

wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonn属性がははいいに設定され、PPrriinntt aanndd HHoollddオプションの
2～5を使用していない場合は、InfoPrint Managerは印刷された実際のページ数をアカウン
ティングログに記録します。wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonn属性がははいいに設定され、
PPrriinntt aanndd HHoollddオプションの2～5を使用している場合は、InfoPrint Managerはゼロペー
ジを印刷済みとしてアカウンティングログに記録します。wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--
ccoommpplleettiioonn属性がいいいいええに設定されている場合は、InfoPrint Managerはユーザーが指定
したかまたはサーバーが決定した、プリンターにスプールされたページ数またはjjoobb--
ppaaggee--ccoouunntt属性の値をログに記録します。InfoPrint Managerはデータストリームを調べ
てページ数を決定しようと試みます。ユーザーが値を指定せず、サーバーがページカウン
トを決定しないときは、InfoPrint Managerはゼロページをログに記録します。

wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonn属性がははいいに設定され、印印刷刷ししてて保保留留機能が要求された
場合は、InfoPrint Managerはバックエンドでのジョブの待機が不要になり、すべてのデー
タがプリンターに送信されると同時にジョブを完了済みとして報告します。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIから属性を変更するには、以下の操作を行
います。
1. ププリリンンタターー→→ププロロパパテティィーーを選択します。
2. ジョブタブを選択します。
3. ウインドウの下部に印印刷刷時時にに完完了了ジジョョブブをを報報告告ラジオボタンが表示されない場合は、
すすべべてて表表示示をクリックします。

ブックレットメーカー用のTCP/IPプリンターを構成する

ブックレットメーカー機能を使用する場合は、PSF TCP/IPプリンターを構成してくださ
い。

ブックレットメーカー

InfoPrintワークグループプリンターがある場合は、ブックレットメーカー機能を使用して
ffoolldd--iinn--aanndd--ssttaapplleeフィニッシング機能を使用できます。ブックレットメーカー
は、最大15ページの長さのジョブに対応しています。
ブックレットメーカー機能はインストールされると、出力ビン3に入ります。この出力ビ
ンはSShhiifftt TTrraayy LLoowweerrと呼ばれます。InfoPrint Managerは、ジョブが以下を指定すると
きにのみ、そのジョブのブックレットメーカーを選択します。
1. cceenntteerr--ssttiittcchh

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する



1

33

2. 出力ビン 3

出力ビン3を指定し、cceenntteerr--ssttiittcchhを指定しない場合は、ページは出力ビン3に経路
指定されますが、ブックレットは作成されません。
PostScript、PCL、または AFPのいずれかのジョブに対してブックレットメーカーを指定
する場合についての詳細は、プリンター資料を参照してください。

InfoPrint Managerサーバー上で印刷用のハーフトーンを指定する

InfoPrint Submit Expressインターフェース（P. 33「 InfoPrint Submit Expressからの印刷」
を参照）、またはコマンドライン（P. 33「コマンドラインからの印刷」を参照）のいず
れかを通じてグレースケールファイルの印刷に特定のハーフトーンを使用できます。

InfoPrint Submit Expressから印刷する

InfoPrint Submit Expressで、ジョブチケットからグレースケールファイル（name.jtkファイ
ル）を印刷するための特別なハーフトーンを使用して印刷できます。［［外外観観］］タブの
［［ハハーーフフトトーーンン］］フィールドで値を選択することから始めます。製品に付属のすべての
ハーフトーンは、その IDの先頭に「ibm」という語が付いていることに注意してくださ
い。インターフェースに初回アクセスする場合は、以前のすべてのデフォルト調整に、名
前に「ibm」と付きます。
InfoPrint Managerでは、デフォルトの文書またはジョブオブジェクトにデフォルトのハー
フトーンを設定することにより、ジョブ単位で出力のスタイルを決定できます。

InfoPrint Submit ExpressはCommon Client DVDと共に提供されます。

コマンド行から印刷する

次のppddpprrコマンドを使用して、コマンド行からハーフトーンキャリブレーションを送信
できます。
pdpr -p sip20-sage -x halftone=ibm106lpi:highlight-midtones grayscale.ps

。ここで、--xx値はカスタマイズされたキャリブレーションファイルであり、grayscale.ps
は印刷されるファイルです。

コマンド行から ppddpprrコマンドを実行依頼するときに、hhaallffttoonnee属性を指定します。
この例の実際のハーフトーン名（ibm106lpi:highlight-midtones）は、IInnffooPPrriinntt
MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用して実宛先でサポートされて
いるハーフトーンを見つけるか、コマンド行で以下を入力すると表示されます。
pdls -cp -r halftones-supported ActualDestinationName

プリンターと関連ハードウェアを取り付けて設定する
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InfoPrint 4100プリンターモデルでのみ使用可能な単一のセルハーフトーンを使用すると、
特にサイズの小さいオブジェクト (イメージ、ラインアート、またはテキスト)を印刷する
ときに、印刷画質を向上できます。
プリンターの単一のセルハーフトーンを指定するには、ssiinnggllee--cceellll--ttyyppee実宛先属性
を使用します。ssiinnggllee--cceellll ttyyppeeの値には、eelllliippttiiccaallまたはeeuucclliiddiiaannを指定
します。オブジェクトのしきい値サイズを設定するには、iimmaaggee--ssmmaallll--
tthhrreesshhoolldd、lliinnee--ssmmaallll--tthhrreesshhoolldd、またはtteexxtt--ssmmaallll tthhrreesshhoollddのいずれ
かの文書属性を使用します。
コマンド行からイメージ、ラインアート、またはテキストの単一セルしきい値を要求する
ジョブを送信するには、次のようなppddpprrコマンドを使用します。
pdpr -p sip20-sage -x image-small-threshold=0.5i grayscale.ps

pdpr -p sip20-sage -x line-small-threshold=0.5i grayscale.ps

pdpr -p sip20-sage -x text-small-threshold=72p grayscale.ps

ssiinnggllee--cceellll--ttyyppee実宛先属性とiimmaaggee--ssmmaallll--tthhrreesshhoolldd、lliinnee--ssmmaallll--
tthhrreesshhoolldd、tteexxtt--ssmmaallll--tthhrreesshhoolldd文書属性に対応する値については、「RICOH
InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。

SNMPプリンターを使用する
InfoPrint Managerは、シンプルネットワーク管理プロトコル (SNMP)のバージョン V1およ
び V3の両方をサポートします。

SNMPサポート

SNMPを使用するには、uussee--ssnnmmpp実宛先属性を ttrruueeに設定する必要があります。

ddeessttiinnaattiioonn--ttccppiipp--iinntteerrnneett--aaddddrreessss実宛先属性が設定されている場合、
uussee--ssnnmmpp実宛先属性はデフォルトで ttrruueeに設定されます。

SNMP通信について

シンプルネットワーク管理プロトコル（SNMP）およびRFC 1759で説明されている標準プ
リンター管理情報ブロック（MIB）で稼働するネットワークプリンターの場合は、InfoPrint
ManagerサーバーでSNMPを使用すると、以下が自動的に実行されます。
• プリンターのInfoPrint Manager実宛先属性のいくつかのデフォルト値が標準プリンター

MIBに戻した値に設定されます。実宛先属性は、トレイ、メディア、ビン、plex、およ
び面に関係します。このプロセスは、属性のスマートデフォルト設定と呼びます。

• 現在印刷中のジョブがない場合でも、いくつかの状態についてのプリンター問題を検
出、報告、およびリカバリーする。

• 装置固有の情報に直接アクセスします。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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• 装置で装置コマンドを直接実行します。
InfoPrint Managerには、SNMPバージョン 3 (SNMPv3)のサポートが含まれています。こ
のバージョンではInfoPrint Managerおよびプリンター間のSNMP通信のセキュリティーが強
化されており、暗号化された認証管理トラフィック、保護されたリモート構成および装置
状況メッセージが含まれます。
SNMPv3では、次のセキュリティーレベルがサポートされます。
• 最最小小 -認証とプライバシーを適用しない。
• 中中程程度度 -認証を適用するが、プライバシーは適用しない。
• 最最大大 -認証とプライバシーを適用する。
これらのセキュリティーレベルをサポートするために、新しく SNMPv3実宛先属性が追加
されています。詳しくは、「P. 40「操作ガイド」」を参照してください。

実宛先属性のスマートデフォルト設定

InfoPrint Managerサーバーは、InfoPrint Managerユーザーが以下の条件を満たした場合に
限限りり、SNMPプリンターの実宛先属性を自動的にスマートデフォルト設定可能です。
• 実宛先を作成または変更するときに、属性を明示的に設定ししなないい。
• 属性を InfoPrint Managerのデフォルトにリセットする。
実宛先を作成し、サーバーでプリンターの実宛先属性をスマートデフォルト値を設定でき
るようにする前に、次の操作を推奨します。
1. プリンターの電源を入れます。
2. プリンターがネットワークに接続していることを確認します。
サーバーがスマートデフォルト値を設定できる実宛先属性は、以下のとおりです。
• ddeessttiinnaattiioonn--mmooddeell
• iinnppuutt--ttrraayyss--mmeeddiiuumm (属性 iinnppuutt--ttrraayyss--ssuuppppoorrtteeddおよび mmeeddiiaa--rreeaaddyy
もスマートデフォルト設定します)

• mmeeddiiaa--rreeaaddyy
• mmeeddiiaa--ssuuppppoorrtteedd
• oouuttppuutt--bbiinn--nnuummbbeerrss (属性 oouuttppuutt--bbiinnss--ssuuppppoorrtteeddもスマートデフォルト
設定します)

• pplleexxeess--ssuuppppoorrtteedd
• ppssff--ttrraayy--cchhaarraacctteerriissttiiccss (属性 iinnppuutt--ttrraayyss--ssuuppppoorrtteeddおよび

mmeeddiiaa--rreeaaddyyもスマートデフォルト設定します)
• ssiiddeess--ssuuppppoorrtteedd

mediaの場合、スマートデフォルト設定は、メディアのササイイズズを検出するだけです。同じ
サイズの別のメディア (たとえば、3つの異なるレターサイズの事前印刷用紙)があり、属
性でそれらを区別しなければならない場合、スマートデフォルト設定を使用するのではな
く、属性を明示的に設定する必要があります。

SNMPプリンターを使用する
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プリンターの問題を検出/報告/リカバリーする

InfoPrint Managerサーバーは、現在印刷中のジョブがない場合でも、定期的にSNMPプリン
ターを照会して複数のnneeeeddss kkeeyy ooppeerraattoorr状態とnneeeeddss aatttteennttiioonn状態に関するプ
リンター問題を自動的に検出し、報告、リカバリーできます。（自動リカバリーをオフに
するには、キーオペレーターは実宛先を手作業で使用不可にできます。）
たとえば、サーバーは、プリンターのトナー切れを検出すると、実宛先を使用不可にし
て、ジョブを再キューイングし、実宛先の状態を［［アアテテンンシショョンンがが必必要要］］または［［キキーー
オオペペレレーータターーがが必必要要］］に設定します。次に、キーオペレーターがトナーを交換すると、
サーバーはプリンターが再稼働していることを検出し、実宛先の状態をアアイイドドルルに設定
し、実宛先を再度使用可能にします。
実宛先の状態を自動的に管理する以外にも、InfoPrint Managerサーバーはpprroobblleemm--
mmeessssaaggee、wwaarrnniinngg--mmeessssaaggee、ssnnmmpp--ddeevviiccee--ccoonnddiittiioonnss属性を更新し、printer-
needs-attention通知とprinter-needs-key-operator通知を送信します。実宛先の状態（更新さ
れたメッセージ属性と送信されたの通知のタイプ）は、プリンターから報告された状態の
重大度（エラー、警告、レポートなど）で異なります。
InfoPrint Managerが報告するSNMPプリンター状態は、以下のとおりです。
• カバーが開いています
• 給紙トレイが空です
• インターロックが開いています
• プリンターに用紙がありません
• プリンターに必要なメディアがありません
• プリンターはオフラインです
• 紙づまりです
• プリンターは電源オフされています
• サービスが必要です
• プリンターのフューザー温度が高すぎます
• 給紙トレイがありません
• プリンターのサプライ用品が空です
• プリンターのサプライ用品がありません
• プリンター排出コレクターがフルです
• 出力ビンがフルです
• 出力ビンがありません
• プリンターのフューザーが十分ではありません
• プリンターのサプライ用品が少なくなっています
• プリンター排出コレクターがほぼフルです
• プリンターで用紙が少なくなっています
• プリンターがオフラインになっています
• プリンターがオンラインになっています
• 出力ビンがほぼフルです
• プリンターは印刷を準備しています。
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プリンターで報告されない状態もあります。たとえば、ほとんどのプリンターでは警告状
態を報告しません。
状況によっては、同じ状態が別の重大度で報告されることがあります。たとえば、プリン
ターは給紙トレイの空の状態がエラーまたは警告として報告することがあります。プリン
ターにある複数の給紙トレイが同じメディアにリンクされており、いずれかが空の場合
は、警告となることがあります。状態がエラーとして報告される場合は、InfoPrint
Managerは、以下の状態をneeds-attentionではなく、needs-key-operatorとして報告しま
す。
• ffuusseerr--oovveerr--tteemmpp
• ffuusseerr--uunnddeerr--tteemmpp
• mmaarrkkeerr--ssuuppppllyy--eemmppttyy
• mmaarrkkeerr--ssuuppppllyy--llooww
• mmaarrkkeerr--ssuuppppllyy--mmiissssiinngg
• mmaarrkkeerr--wwaassttee--ffuullll
• mmaarrkkeerr--wwaassttee--aallmmoosstt--ffuullll
• mmeeddiiaa--mmiissssiinngg
• oouuttppuutt--bbiinn--mmiissssiinngg
• sseerrvviiccee--rreeqquueesstteedd
• wwaarrmmuupp
重大度に関係なく、 InfoPrint Managerには ssnnmmpp--ddeevviiccee--ccoonnddiittiioonnss属性のすべて
の状態が一覧表示されます。

装置情報にアクセスする

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIまたはppddllssコマンドを使用すると、SNMP
装置に関する情報にアクセスできます。
InfoPrint Managerで、実宛先オブジェクトに関する情報提供に加え、プリンターから情報
に直接アクセスできます。InfoPrint Managerは、装置固有の属性を使用し、この機能を提
供します。装置固有の実宛先の属性は実宛先を介してアクセスされますが、情報は物理プ
リンターから取得します。装置固有の実宛先の属性は実宛先経由でアクセスされますが、
情報は物理プリンターから取得します。装置固有の属性は具体的に要求する必要がありま
すが、-r all-deviceを使用してすべての装置固有の属性を照会できます。
以下は、設定不可の装置固有の実宛先の属性のリストです。
• ddeevviiccee--ddeessccrriippttiioonn
• ddeevviiccee--iinnppuutt--ttrraayyss
• ddeevviiccee--iipp--aaddddrreessss
• ddeevviiccee--mmaannuuffaaccttuurreerr
• ddeevviiccee--mmaarrkkeerr--ssuupppplliieess
• ddeevviiccee--mmeeddiiaa--ssuuppppoorrtteedd
• ddeevviiccee--mmooddeell
• ddeevviiccee--oopp--ppaanneell--lloocckkeedd
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• ddeevviiccee--oouuttppuutt--bbiinnss
• ddeevviiccee--pprriinntteerr--nnaammee
• ddeevviiccee--rreeaaddyy--mmeeddiiaa
• ddeevviiccee--sseerriiaall--nnuummbbeerr
• ddeevviiccee--ssttaattee
• ddeevviiccee--vveerrssiioonn

以下は、設定可能な装置固有の実宛先の属性のリストです。
• ddeevviiccee--ccoonnttaacctt
• ddeevviiccee--llooccaattiioonn

1. 上記のすべての属性を報告しないプリンターもあります。
2. 戻された情報は変換されません。
InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースは、SNMPから返された情報
を表示する状況ウィンドウを起動します。このウィンドウから、SNMPプリンターの状況
の詳細ビューを見ることができます。プリンターと現在の状況（紙づまりや開いているド
アがなど）のアイコンがあります。
InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースから状況ウィンドウを表示す
るには、以下の手順で行います。
1. SNMPプリンターを1つ選択します。
2. 状状況況のの検検査査を選択します。
3. ［［詳詳細細］］を選択します。
ppddllssコマンドを使用すると、以下のように--rrフラグを指定してSNMP装置（出力ビンな
ど）情報にアクセスできます。
pdls -c destination -r device-output-bins prt5-ad

特定の装置情報を --ffフラグでフィルターに掛けることができます。
また、--rrフラグとaallll--ddeevviiccee値を指定してppddllssコマンドを使用すると、SNMP装置の
すべての情報にアクセスできます。
ppddllssコマンドについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」の第2章InfoPrint
Managerツールを参照してください。

装置情報を変更する

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUI、ppddddeevviicceeooppコマンド、ppddsseettコマン
ドを使用すると、SNMP装置の情報を変更できます。
ssnnmmpp--aaccttiivvee実宛先属性の値をttrruueeに設定し、操作をサポートしているプリンターを
実宛先に関連付けてください。ppddddeevviicceeooppコマンドまたはGUIコマンドが動作するに
は、実宛先への書き込み許可が必要です。 SNMPバージョンに応じて、ssnnmmpp--wwrriittee--
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ccoommmmuunniittyy--nnaammee（V1）またはssnnmmppvv33--uusseerrnnaammee（V3）実宛先属性を正しく設定し
てください。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIの装装置置情情報報ウインドウから、特定の装置を
リセット、オフライン化、またはオンライン化できます。連絡先またはロケーション情報
も変更できます。
特定装置をリセット、オフライン化、オンライン化したり、特定装置の操作パネルをロッ
クまたはアンロックするには、ppddddeevviicceeooppコマンドを使用します。
ppddsseettコマンドまたはInfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを使用すると、
SNMP装置の連絡先やロケーション情報を変更できます。

装置固有の設定と実宛先の属性の設定は、同じppddsseettコマンドで結合できません。
ppddddeevviicceeooppコマンドとppddsseettコマンドについては、「RICOH InfoPrint Manager：
Reference」の章InfoPrint Managerツールを参照してください。

SNMPをセットアップおよび使用する

SNMPをセットアップしてInfoPrint Managerで使用するには、InfoPrint Managerで物理プリ
ンターを作成または変更するときに、該当するInfoPrint Manager属性を設定してくださ
い。
このセクションでは、以下を説明しています。
• プリンターが SNMPで稼働するかどうかを判別する
• InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースを使用する
• プロシージャー

プリンターがSNMPで稼働するかどうかを判別する

SNMPや標準MIBで稼働しないプリンターもあります。また、SNMPで稼働できるプリン
ターは、ネットワークに接続されているものだけです。パラレル接続のプリンターでは、
SNMPが使用できません。
プリンターが SNMPで稼働するかどうかの判別は、次のように行います。
1. 実宛先属性 ddeessttiinnaattiioonn--ttccppiipp--iinntteerrnneett--aaddddrreessssをプリンターの IPアド
レスに設定して、InfoPrint Managerが SNMPを使用してプリンターとの通信を試み
るように指示します。サーバーは、実宛先属性 uussee--ssnnmmppを「true」に設定しま
す。

PSF TCP-IP接続プリンターの場合、SNMPサポートが動作するようにするために
は、2番目のエンジンを InfoPrint 4000または InfoPrint 4100デュアル片面構成で駆動
するときに、宛先 TCP-IPポート番号 5002を使用する必要があります。SNMPを使
用していないプリンターに 5002が使用されている場合、そのプリンターの実宛先は
動作しません。サーバーは、実宛先属性 uussee--ssnnmmppを「false」に設定します。

SNMPプリンターを使用する
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2. サーバーは、SNMPを使用してプリンターと通信できない場合、プリンターを
ppiinnggssします。pingコマンドが機能するかどうかにより、次のように判断されま
す。
• 機機能能すするる場場合合、サーバーは、プリンターが SNMPプリンターでないと判断しま
す。サーバーは、uussee--ssnnmmppを「false」に設定します。

• 機機能能ししなないい場場合合、サーバーは、プリンターの電源がオフであるか、現在ネット
ワークに接続されていないと判断します。uussee--ssnnmmppは「true」に設定されたま
まにして、引き続き、プリンターとの SNMP接続を確立しようとします。

3. 実宛先属性 ssnnmmpp--aaccttiivveeを検査します。これが「true」であれば、プリンターは
SNMPで稼働します。

InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースを使用する

InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースを使用するには、以下のよう
に属性を検査して設定します。
1. メニューバーから、適宜、［［ププリリンンタターー］］または［［ササーーババーー］］を選択します。
2. ［［ププロロパパテティィーー］］を選択します。プリンターの［プロパティー］ノートブックまたは
サーバーの［プロパティー］ノートブックが表示されます。

3. ［［SSNNMMPP］］タブを選択します。
4. P. 40「操作ガイド」の説明にしたがって、［SNMP］タブで該当する属性を調べて、
設定します。

操作ガイド

以下の手順で、属性を確認または設定します。
1. 以下の実宛先属性を調べます。

1. SNMPv1の場合:
ssnnmmpp--ccoommmmuunniittyy--nnaammee
ssnnmmpp--wwrriittee--ccoommmmuunniittyy--nnaammee

InfoPrint Managerは両方の属性を保持し、これらを次のように使用します。
• ssnnmmpp--wwrriittee--ccoommmmuunniittyy--nnaammee属性が設定されている場合は、SNMP
データの読み取りと設定の両方に使用されます。この場合、ssnnmmpp--
ccoommmmuunniittyy--nnaammee属性は無視されます。

• ssnnmmpp--wwrriittee--ccoommmmuunniittyy--nnaammee属性が設定されていない場合は、ssnnmmpp--
ccoommmmuunniittyy--nnaammee属性が使用されます。この場合、装置の SNMPデータを
設定しようとすると、失敗します。

2. SNMPv3の場合
ssnnmmppvv33--uusseerrnnaammee
ssnnmmppvv33--aauutthheennttiiccaattiioonn--ttyyppee
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ssnnmmppvv33--aauutthheennttiiccaattiioonn--ppaasssswwoorrdd
ssnnmmppvv33--pprriivvaaccyy--ttyyppee
ssnnmmppvv33--pprriivvaaccyy--ppaasssswwoorrdd
ssnnmmppvv33--sseeccuurriittyy--lleevveell
ssnnmmppvv33--ccoonntteexxtt--nnaammee

3. SNMPv1および SNMPv3の場合:
ssnnmmpp--rreettrryy--ccoouunntt
ssnnmmpp--ttiimmeeoouutt
ssnnmmpp--aaccttiivvee--vveerrssiioonn

ssnnmmpp--aaccttiivvee--vveerrssiioonn属性は読み取り専用です。
ssnnmmpp--vveerrssiioonn
ssnnmmpp--vveerrssiioonn--ffaallllbbaacckk
uussee--ssnnmmpp

2. このセクションの手順1のデフォルト値が正しければ、以下の実宛先属性を設定しま
す。

ddeessttiinnaattiioonn--ttccppiipp--iinntteerrnneett--aaddddrreessss
SNMPプリンターの IPアドレスを示します。タブのフィールドはTCP/IPアドレ
スです。

3. 以下の実宛先属性を調べます。
ssnnmmpp--aaccttiivvee
サーバーがプリンターとの SNMPセッションを確立できたかどうかを示しま
す。SNMPタブでのフィールドはSNMP活動中です。

4. 以下のサーバー属性を設定します。
• ssnnmmpp--ddiissccoovveerryy--dduurriinngg--ssttaarrttuupp

InfoPrint Managerが開始した時点でサーバーがプリンター MIBを照会するかどう
か、またはサーバーが定期的にプリンターをポーリングしたときにプリンター状
況を入手するかどうかを示します。デフォルトは「true」ですが、SNMPプリン
ターがいくつかあり、サーバーをもっと短時間で始動させたい場合、「false」に
設定したい場合があります。SNMPタブでのフィールドは［始動時にプリンター
を検出］です。

• ssnnmmpp--nnoorrmmaall--ppoollll--iinntteerrvvaall
既知の問題がなないいすべての SNMPプリンターを順次にポーリングした後に、
サーバーが待機する秒数を示します。ポーリングインターバルを長くすると、
サーバーが SNMPポーリングに使用する CPUとネットワークリソースは少なく
なりますが、現在示されているプリンター状態 (現在印刷していないプリンター
の場合)の正確度は低くなります。SNMPタブのフィールドは「正常時ポーリング
間隔（秒）」です。

• ssnnmmpp--pprroobblleemm--ppoollll--iinntteerrvvaall

SNMPプリンターを使用する
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既知の問題がああるるすべての SNMPプリンターを順次にポーリングした後に、
サーバーが待機する秒数を示します。ポーリングインターバルを長くすると、
サーバーが SNMPポーリングに使用する CPUとネットワークリソースは少なく
なりますが、現在示されているプリンター状態 (現在印刷していないプリンター
の場合)の正確度は低くなります。SNMPタブのフィールドは問題発生時ポーリン
グ間隔（秒）です。

SNMP実宛先属性については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」の章「InfoPrintオ
ブジェクトの属性」を参照してください。

SNMPを使用したときのパフォーマンスへの影響

SNMPが影響する可能性のあるパフォーマンス分野は、以下のとおりです。
• サーバーの開始
• 実宛先照会
• SNMPポーリング
• サーバー上の SNMPプリンターの数

サーバーの開始

ssnnmmpp--ddiissccoovveerryy--dduurriinngg--ssttaarrttuuppにtrueを設定した場合は、サーバーが最新情報に
ついて各SNMP対応実宛先のプリンターMIBを照会するため、サーバー開始が遅れます。
この属性を「false」に設定すると、始動の際のパフォーマンスが高くなります。ただし、
初期の実宛先状況は現行ではなく、サーバーが次回プリンターをポーリングするまで変更
されません。

実宛先照会

SNMPプリンターで、プリンターMIBの影響を受ける可能性のある実宛先属性
（destinnaattiioonn--ssttaatteeななどど））をを照会した場合は、デフォルトでは、サーバーはSNMPを
使用し、同時にプリンターから関連情報を入手します。プリンターが電源オフになってい
るか、またはネットワークに接続されていない場合、プリンターのタイムアウトまでに時
間がかかり、そのために照会に対する応答が遅れます。
対処する場合は、wwhheenn==nnooww属性でppddllssコマンドを使用すると、プリンターMIBを照会
する代わりに、現在情報に戻すことができます。この属性を使用すると、パフォーマンス
が高くなります。

SNMPポーリング

サーバーは、定期的にSNMPプリンターをポーリングし、各プリンターの最新状況を入手
します。サーバーがプリンターのポーリング中にプリンター状況が変更した場合（ユー
ザーがカバーを閉じるなど）は、一時的に変更内容を取得しないことがあります。ただ
し、サーバーは次回のポーリングサイクル中に、自動的に変更内容を取得します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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InfoPrint Managerを開始したときに、サーバーでSNMPプリンターを検出できない場合は、
前回シャットダウンされたプリンター状況が表示されます。
ポーリングインターバルを長くすると、サーバーが SNMPポーリングに使用する CPUと
ネットワークリソースは少なくなりますが、現在示されているプリンター状態 (現在印刷
していないプリンターの場合)の正確度は低くなります。

管理IPDSダイアログサポート
管理IPDSダイアログ（MID）サポートは、特定のプリンターに追加の共有機能を使用可能
にします。印刷装置の現行共有は非アクティブタイマーの設定に基づきます。MIDサポー
トは、以下の現行の制限を無効にします。
• 共有を解除するには、印刷機器を切断してから、PSFホストは追加の印刷要求を処理す
るためにTCP/IP接続を再取得する必要があります。元の接続を解除したときは、ダウ
ンロードしたすべてのリソースが消失します。また、別のホストがTCP/IP接続を取得
すると、現在のホストは追加の印刷要求を処理できなくなります。

• 印刷装置の解除は特定の時間の値で制御されます。従って、追加の印刷要求が保留さ
れていなくても、プリンターは解除されます。

MIDサポートを使用すると、プリンターはPSFホストで印刷装置の制御の解除（TCP/IP接
続は切断しない）を要求します。ここで、IPDSアクティビティーが最小になると、印刷
エンジンは非IPDSデータストリームを印刷できます。また、MIDサポートで、他の非IPDS
データストリームと印刷機構の共有が可能になります。
この章には、以下のセクションがあります。
• P. 43「 MIDサポートを使用可能にする」
• P. 44「 MIDサポートをアクティブにする場合の考慮事項」

MIDサポートを使用可能にする

MIDサポートを使用可能にするには、以下のパラメーターを設定します。
mid-support-enabled

1. InfoPrint Manager GUIで実宛先を右クリックし、ププロロパパテティィーーをクリックします。
2. ［［調調整整］］をクリックします。
3. ［［MMIIDDササポポーートトをを使使用用可可能能ににすするる］］フィールドで［［ははいい］］を入力して、MIDをア
クティブにします。デフォルト値は［［いいいいええ］］です。

mid-release-timer

1. InfoPrint Manager GUIで実宛先を右クリックし、ププロロパパテティィーーをクリックします。
2. ［［調調整整］］をクリックします。
3. ［［MMIIDDリリリリーーススタタイイママーー］］の数値を 1から 9999までの範囲で指定します。デフォ
ルト値は1155です。

管理IPDSダイアログサポート
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MMIIDD--rreelleeaassee--ttiimmeerrの値は、ddeessttiinnaattiioonn--rreelleeaassee--ttiimmeerr--sseettttiinngg
の値より小さい値でなければなりません。ddeessttiinnaattiioonn--rreelleeaassee--ttiimmeerr--
sseettttiinnggの値が MMIIDD--rreelleeaassee--ttiimmeerrの値より小さい場合、MIDは使用可能に
なりません。

MIDサポートをアクティブにする場合の考慮事項

印刷装置のMIDサポートをアクティブにする前に以下の事項を考慮してください。
• ご使用の印刷装置に、MIDをサポートする機能が必要です。ご使用の印刷装置にこの
機能が備わっているかどうかが不確かな場合は、InfoPrint担当者にお問い合わせくださ
い。

• IPDS以外の着信印刷要求をIPDS印刷要求と混在させる場合は、MIDをアクティブにす
るよりも、印刷機構への制御を維持することを推奨します。

• ジョブは、印刷機構が解放される前に「スタック」されなければなりません。印刷装
置で用紙の無駄が生じる場合があります。

• 印刷機構を解放すると、制御が戻るまでIPDSホストが後続の印刷要求を処理しない場
合があります（制御がIPDSホストに戻るまでの時間は、各印刷装置の能力によって異
なります）。

• MIDサポートを使用すると、2つの IPDSホスト間で InfoPrintプリンターの印刷機構を
共用できません。

メディアを構成する
このセクションでは、メディアの作成、構成、および管理の方法について説明します。
AIXコマンド行を使用して、これらのタスクを完了してください。

サーバーにあるメディアを判別する

AIXコマンド行を使用して、モニター対象となっているサーバー内のメディアを表示でき
ます。

コマンド行を使用する

指定されたサーバーのすべてのメディアを表示するには、pdlsコマンドを使用します。
たとえば、Server1にメディアを表示するには、次のように入力します。
pdls -c medium -r medium-identifier,associated-server,

medium-type Server1:
InfoPrint以下のような情報を戻します。
A4: medium-identifier=A4
A4: associated-server=Server1

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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A4: medium-type=
letter: medium-identifier=letter
letter: associated-server=Server1
letter: medium-type=
legal: medium-identifier=letter
legal: associated-server=Server1
legal: medium-type=
A4-colored: medium-identifier=A4-colored
A4-colored: associated-server=Server1
A4-colored: medium-type=stationery

詳しくは、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」またはpdlsmanページを参照してく
ださい。

メディアオブジェクトを作成する

AIXコマンド行を使用して、メディアオブジェクトを作成できます。

コマンド行を使用する

メディアを作成するには、pdcreateコマンドとメディア属性を使用します。次を指定し
ます。
• メディアを作成したいサーバー名
• メディアID
• メディアサイズ。次の属性の1つを使用します。

– medium-dimensionsはミリメートル単位でメディアの幅と長さを指定します。印
刷出力がメディアの両面で正しく位置合せされるように、寸法を正確に入力しま
す。AIX実宛先がこのメディアを使用する場合は、この属性を使用してください。

– medium-sizeは名前ごとに事前定義されたサイズを指定します。
たとえば、Server1にna-letter-coloredという名のレターサイズ（8.5×11インチ）メディ
アを作成するには、次のコマンドを入力します。
pdcreate -c medium -x "medium-size=letter" Server1:na-letter-colored

詳しくは、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」またはpdcreate manページを参照し
てください。

メディアの属性を表示または変更する

AIXコマンド行を使用して、メディアの属性を表示したり変更したりできます。

メディアを構成する
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コマンド行を使用する

メディア属性を表示するには、pdlsコマンドを使用します。たとえば、Server1の中の
na-letter-coloredという名のすべての属性を表示するには、次のコマンドを入力しま
す。
pdls -c medium -r all Server1:na-letter-colored

メディア属性を変更するには、pdsetコマンドを使用します。たとえば、Server1にある
na-letter-coloredの説明を変更するには、次のコマンドを入力します。
pdset -c medium -x "descriptor='Any color but white'"

Server1:na-letter-colored

詳しくは、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」またはpdls/pdset manページを参照
してください。

InfoPrint Eメールサポート
InfoPrintEメールは、オフィス間のコミュニケーションに利用したり、世界中の異なる地域
に送信したりできます。Eメールオプションを使用すると、企業のワークステーションで
表示と印刷ができるフォーマットに文書を変換できます。さまざまなソースからデータを
送受信できます。対応できるデータは、PCL、PDF、PostScript、GIF、JPEG、TIFF、また
はネイティブのSAPデータストリーム（ABAPまたはOTF）です。受信データはすべて次の
タイプにできます。 EメールDSSは、データを表示用PDFに変換します。出力を表示する
には、Adobe Acrobat Readerを使用できます。詳細とダウンロードについては、Adobeの
Webサイト http://www.adobe.comにアクセスしてください。

1. カラーPDFとPostScriptジョブの取り扱いが適切でない場合は、モノクロのPDFメール
に変換されます。

2. EメールDSSに送信されたジョブから元の文書ファイル名を取得し、PDF添付ファイル
名で使用する場合は、P. 48「元の文書ファイル名をPDF添付ファイル名でも使用す
る」を参照してください。

InfoPrint Eメールを構成する

InfoPrint Managerを使用してEメールを送信するには、SMTP EメールサーバーをInfoPrintに
正しく構成および定義し、InfoPrint Eメール宛先を作成してください。

SMTP EメールサーバーをInfoPrintに定義する

InfoPrint Manager for AIX EメールDSSは、SMTPサーバーを使用してEメールを送信しま
す。SMTPサーバーには MIMEサポートが備わっています。使用されるSMTPサーバーは、
InfoPrint Managerサーバー属性ssmmttpp--sseerrvveerr--hhoossttおよびssmmttpp--sseerrvveerr--ppoorrttによっ
て定義されます。これらの属性のデフォルトは、ローカルAIX SMTPサーバーです。別の
SMTPサーバーを使用する場合は、サーバー属性を変更できます。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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お客様のファイアウォールの外に Eメールを送信する予定の場合は、ファイアウォールの
外に到達するよう、ご使用の SMTPサーバーを正しく構成する必要があります。
InfoPrintAIXサーバーに合わせてSMTPサーバーを変更するには、次の手順に従います。
1. インストール時にメールサーバーを設定するために、IInnffooPPrriinnttAAIIXXLinuxコマンド
ラインからコマンドを入力し、 Managerアドミニストレーションインターフェースを起動しま
す。

2. InfoPrint Manager管理サーバーメインウィンドウで、ササーーババーー→→ププロロパパテティィーーをク
リックします。

3. ササーーババーーププロロパパテティィーーダイアログで、システムのメールサーバーをSSMMTTPPササーーババーー
フィールドに、ポートをポポーートトフィールドに指定します。

SSMMTTPPササーーババーーポポーートトフィールドのデフォルトは25です。これは、多くのAIXサーバー
でSMTPサーバーのデフォルトポートです。

Eメールを使用して50ページ以上の大きなPDFファイルを送信する場合は、//vvaarr//ppssff//
sseeggmmeennttssファイルシステムのサイズを 500 MBまで拡張する必要があります。

InfoPrint Eメール宛先を作成する

InfoPrint Manager経由でEメール出力を送信するには、InfoPrintサーバーでEメール宛先を
作成してください。このタスクを実行するには、拡拡張張IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスス
トトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用します。
1. コマンドラインからコマンドのiippgguuiiaaddvvaaddmmIInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストト
レレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを入力し、拡張を開始します。

2. メインウィンドウで、他他→→作作成成→→EEメメーールル宛宛先先をクリックします。

他他→→作作成成の下でEEメメーールル宛宛先先オプションが選択できない場合は、オオププシショョンン→→メメ
ニニュューー項項目目のの追追加加//削削除除をクリックし、カカススタタママイイズズダイアログのEEメメーールル宛宛先先のの作作
成成にチェックを付けます。このダイアログからアクション（削除、使用可能、使用不
可など）を指定できます。

3. Eメール宛先の作成ウィザードの最初のパネルで、以下の操作を行います。
1. Eメール宛先の名名前前を指定します（email1など）。
2. Eメール宛先を作成するInfoPrintササーーババーーを指定します（server1など）。

4. Eメール宛先の作成ウィザードの2番目のパネルで、このEメール実宛先を送信する論理
宛先を選択します。
同じ論理宛先がプリンター宛先とEメール宛先の両方にジョブを送信しないように、別
の論理宛先オブジェクト（email-ld）を作成することを推奨します。この手順では、
オペレーターがシステムにあるジョブの進行状況の監視と問題の診断を容易に行うこ
とができます。

5. 3番目のパネル（前の手順で別の論理宛先オブジェクトを作成することにした場合）
で、新しい論理宛先オブジェクトを入れる場所を選択できます。

InfoPrint Eメールサポート
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6. Eメール宛先の作成ウィザードの4番目のパネルで、以下を行うことで、デフォルト構
成を取得するか、この宛先をさらにカスタマイズするかを選択できます。
• ジョブがルーティングされるInfoPrint論理宛先（前の手順で定義していない論理宛
先の場合）を変更します。

• 特定のジョブバッチ値を指定します。
• 実宛先プロパティーを変更します。
この例では、デフォルト値を使用し、標準構成を適用します。

7. Eメール宛先の作成ウィザードの4番目のパネルで、デフォルトを受け入れて宛先を使
用可能にすると、作作動動可可能能という状況のEメール宛先が作成されます。

元の文書ファイル名をPDF添付ファイル名でも使用する

Eメール添付ファイルのファイル名として、Email DSSに送信されたジョブの最初の印刷
可能な文書のddooccuummeenntt--ffiillee--nnaammee属性から得た元のファイル名を保持するには、E
メール DSS実宛先の属性mmaaiinnttaaiinn--oorriiggiinnaall--ffiilleennaammeeをttrruueeに設定する必要が
あります。

EメールジョブのPDF設定を構成する

EEメメーールルジジョョブブの PDF設定パラメーターは、次のとおりです。
AFM_PATH=＜パス＞
このパラメーターは、変換が使用するAdobe Font Metrics（AFM）ファイルのパスの場
所を指定します。AFMは、Type1 PostScriptフォントのフォントメトリックデータを格
納します。特定のフォントのマスターデザインが含まれており、フォントの各文字の
表示が定義されています。パスが指定されていない場合は、デフォルトは次のとおり
です。
AIXまたはLinuxの場合

/usr/lpp/psf/afp2pdf/font/AFM

AAFFMM__PPAATTHHパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありません。
CNV_PATH=＜パス＞
このパラメーターは、1つのコードページからユニコード（または逆）にテキスト変換
するICUライブラリーのCNVファイルのパス位置を指定します。パスが指定されていな
い場合は、デフォルトは次のとおりです。
AIXまたはLinuxの場合

/usr/lpp/psf/afp2pdf/cnv

CCNNVV__PPAATTHHパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありません。
DEFAULT_CPID=<>intValue
このパラメーターは、AFPまたはSCSファイルを変換するときに使用するデフォルトの
Code Page Identifier（CPID）を指定します。
AFPファイルを変換するときにDDEEFFAAUULLTT__CCPPIIDDを指定しない場合は、cpdefファイル
に基づくデフォルト値を使用します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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SCSファイルを変換するときにDDEEFFAAUULLTT__CCPPIIDDを指定しない場合は、デフォルトとし
てCPID 500を使用します。
DDEEFFAAUULLTT__CCPPIIDDパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありません。

DEFAULT_FGID=<>intValue
このパラメーターは、AFPまたはSCSファイルを変換するときに使用するデフォルトの
Font Global Identifier（FGID）を指定します。
AFPファイルを変換するときにDDEEFFAAUULLTT__FFGGIIDDを指定しない場合は、csdefファイル
に基づくデフォルト値を使用します。
SCSファイルを変換するときにDDEEFFAAUULLTT__FFGGIIDDを指定しない場合は、デフォルトとし
てFGID 11（Courier）を使用します。
DDEEFFAAUULLTT__FFGGIIDDパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありません。

DISABLE_MEMSREAM=(TRUE|FALSE)

このパラメーターをTTRRUUEEに設定すると、AFP文書のサイズに関係なく、変換中にPDF
文書の内容がディスク上に作成される一時ファイルに書き込まれることが指定されま
す。このパラメーターは、出力PDF文書が大きすぎて変換が完了するまでメモリーに
保持できない場合に役立ちます。デフォルトでは、PDF文書の内容は10 MB未満のAFP
文書のときにメモリー内に保持されます。
DDIISSAABBLLEE__MMEEMMSSTTRREEAAMMパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありませ
ん。

ENABLE_AUTO_FONT_IMAGE=(TRUE|FALSE)

このパラメーターを TTRRUUEEに設定すると、出力 PDF文書に各文字のイメージ (AFP文
書にラスターフォントで記述)が含まれることが指定されます。デフォルトでは、ラス
ターフォントは他のフォントに置き換えられ、PDF文書内の文字はすべてテキストと
して記述されます。ただし、一部の文字はラスター形式の文字とは見た目が異なる場
合があります。
EENNAABBLLEE__AAUUTTOO__FFOONNTT__IIMMAAGGEEパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはあ
りません。

FOCA_FONT_PATH=＜パス＞
このパラメーターは、AFP FOCAフォントがインストールされているパスを指定しま
す。デフォルトのパスは以下のとおりです。
AIXまたはLinuxの場合

/usr/lpp/psf/fontlib

FFOOCCAA__FFOONNTT__PPAATTHHパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありません。
FONT_PATH=＜パス＞
このパラメーターは、PDF文書を作成するときに変換が使用するフォントファイルの
パス位置を指定します。パスが指定されていない場合は、デフォルトは次のとおりで
す。
AIXまたはLinuxの場合

/usr/lpp/psf/afp2pdf/font

FFOONNTT__PPAATTHHパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありません。
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GOCA_PASS1=＜number＞
このパラメーターの＜number＞には、00、11、または22を指定できます。
afpファイルを処理する場合、イメージの受け渡しとテキストの受け渡しの 2つの受け
渡しがあります。
この属性を設定すると、GOCAオブジェクトを処理するタイミングを指定できます。
• GOCA_PASS1=0。GOCAオブジェクト処理は使用できません。
• GOCA_PASS1=1。GOCAオブジェクトはイメージの受け渡しで処理されます。
• GOCA_PASS1=2。 GOCAオブジェクトはテキストの受け渡しで処理されます。
デフォルト値は22です。

MAX_OBJECTS=<number>
このパラメーターは、PDF相互参照テーブル（XREF）にリストされる最大オブジェク
トを指定します。AFPファイルにこれ以上のオブジェクトが含まれていると、追加オブ
ジェクトは無視されます。この設定は、MMAAXX__PPAAGGEESS設定で使用するために用意されて
います。たとえば、MMAAXX__PPAAGGEESSが1000より大きい数に設定されている場合、MMAAXX__
OOBBJJEECCTTSSに割り当てられた値を50000より大きい数値に設定する必要があります。
デフォルトでは、MMAAXX__OOBBJJEECCTTSSとMMAAXX__PPAAGGEESSがコメント化されていますが、オブ
ジェクトやページの数に制限はありません。
MMAAXX__OOBBJJEECCTTSSパラメーターに関連付けられたコマンドラインフラグはありません。

MAX_PAGES=<number>
このパラメーターは、変換する最大ページを指定します。このパラメーターを使用す
ると、変換によって生成されるページ数を制限することができます。たとえば、AFP文
書のページ数が不明で、ディスク使用量を制限したい場合、変換で生成されるページ
数に制限を設定できます。ページ数を制限することで、変換のパフォーマンスを向上
させることもできます。
デフォルトでは、MMAAXX__PPAAGGEESSとMMAAXX__OOBBJJEECCTTSSがコメント化されていますが、ページ
やオブジェクトの数に制限はありません。
MMAAXX__PPAAGGEESSパラメーターに関連付けられたコマンドラインフラグはありません。

OVERLAYEXT=＜ListOfExtenstions＞PAGESEGEXT=＜ListOfExtenstions＞
FORMDEFEXT=＜ListOfExtenstions＞JFIFext=＜ListOfExtenstions＞GIFEXT=＜
ListOfExtenstions＞TIFFEXT=＜ListOfExtenstions＞CHARSETEXT=＜
ListOfExtensions＞CODEPAGEEXT=＜ListOfExtensions＞CODEDFONTEXT=＜
ListOfExtensions＞
パラメーターは、リソースタイプに受け取り済みの拡張子を指定します。拡張子はコ
ンマ（,）で区切ります。それぞれの拡張子で、* (アスタリスク)は検索されたリソー
スの名前に置き換えられます。このため、*（アスタリスク）を指定する場合は拡張子
なしを意味します。
RREESSOOUURRCCEE__DDAATTAA__PPAATTHHを名前で検索するとき、変換は最初に拡張子なしの名前で検
索します。検索が成功しない場合は、リソースが見つかるまで、リストのすべての拡
張子を試みます。
デフォルトでは、拡張子リストは*(アスタリスク)です。
パラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありません。
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PDF_FONT_MAP_FILE =＜パス＞
このパラメーターは、Type 1フォントをマッピングするfontmap.lstファイルのパス位
置を指定します。指定したときは、PDF文書にType 1フォントが組み込まれます。パス
が指定されていない場合は、デフォルトは次のとおりです。
AIXまたはLinuxの場合

//uussrr//llpppp//ppssff//aaffpp22ppddff//ffoonntt//ffoonnttmmaapp..llsstt

PPDDFF__FFOONNTT__MMAAPP__FFIILLEEパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありませ
ん。

PFMPFB_DIRECTORY=＜パス＞
PDF文書の中にフォントを組み込むときに変換が使用するAdobe Type 1のアウトライン
フォントファイルのパス位置を指定するパラメーターです。PDF出力に単純な代替
フォントが受け取れないときは、より良い結果を得るためにカスタムのType 1フォント
をPDF内に組み込むことができます。パスが指定されていない場合は、デフォルトは
次のとおりです。
AIXまたはLinuxの場合

//uussrr//llpppp//ppssff//aaffpp22ppddff//ffoonntt//ttyyppee11

このディレクトリーにType 1フォントファイルを置いても、PDFファイルの内部に自動
的に入りません。フォントを組み込むには、変換フォント定義ファイルを使用して
マッピングしてください。
PPFFMMPPFFBB__DDIIRREECCTTOORRYYパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありませ
ん。

PRAGMA_FDEF=＜filename＞
このパラメーターは、AFPファイルを変換するときに使用する書式定義（FORMDEF）
リソースのファイル名を指定します。インラインの書式定義がAFP文書に関連付けられ
ている場合は、構成ファイルおよびコマンド行のFFDDEEFFは両方とも無視されます。
FFDDEEFFを構成ファイルに記述しておらず、コマンド行でも指定しないときは、デフォル
トの F1A10110書式定義が使用されます。
コマンド行フラグ:

-pragma fdef <filename>
コマンド行の例:

-pragma fdef=myformdef.fde

PRAGMA_ALIGNTEXT=<角度>
このパラメーターは、ファイルを変換するときに使用する回転の値を指定します。有
効な値は00、9900、118800、227700（時計回り）です。場合によっては、回転方向でフォー
マット済みのAFPファイルが存在します。この場合、テキストは用紙の水平軸ではなく
垂直軸に位置合わせされます。これを訂正して、テキストを希望する位置合わせにす
るはこのパラメーターを使用する必要があります。
コマンドラインフラグ：

-pragma aligntext <angle>
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コマンド行の例:
-pragma aligntext=90

VERBOSE
このパラメーターは、詳細情報が ssttddeerrrrに生成されるように指定します。
コマンド行フラグ:

-v

OUTPUTFILE=<path+filename>
このパラメーターは、出力されるPDFファイルのpathとfilenameを指定します。デ
フォルトでは、出力PDFファイルは入力ファイルと同じディレクトリーに、入力ファ
イルの拡張子をaaffppからppddffに変更したファイル名で保存されます。たとえば、
aaffppddoocc..aaffppという名前のAFPファイルからPDFを生成すると、aaffppddoocc..ppddffという名前
の出力ファイルが作成されます。

AFPファイルに拡張子がついていない場合は、出力 PDFファイルに拡張子 ppddffが追加
されます。
コマンド行フラグ:

-o <path+filename>
コマンド行の例:

-o c:¥mydirectory¥mystream.pdf

RESOURCE_DATA_PATH =<path>

このパラメーターは、リソースライブラリーのパス位置を指定します。AFP文書が使
用するすべての外部リソース (formdef、オーバーレイ、ページセグメント、jfif、gif、
IOCAイメージ)について、変換はここで指定するパスをもとに検索します。パスが指
定されていない場合は、デフォルトは次のとおりです。
AIXまたはLinuxの場合

/usr/lpp/psf/afp2pdf/reslib;/usr/lpp/psf/reslib

RREESSOOUURRCCEE__DDAATTAA__PPAATTHHパラメーターに関連付けられたコマンド行フラグはありませ
ん。

TT_FONT_PATH=＜パス＞
このパラメーターは、使用されるTrueTypeフォントまたはTrueTypeコレクションの位置
を指定します。パスが指定されていない場合は、デフォルトは次のとおりです。
AIXまたはLinuxの場合

/usr/lpp/psf/afp2pdf/font/truetype
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Eメールジョブを実行依頼する

Eメールオプションをインストールして構成した後に、ppddpprrコマンドをインストールした
場所のコマンド行を使用し、特定の出力宛先にジョブを実行依頼できます。ここでは、コ
マンド構文を示し、Eメールジョブを実行依頼するための例を 3つ提供します。
• P. 53「基本Eメールジョブを実行依頼する」
• P. 54「 -Zオプションを使用し、ファイル経由で属性を実行依頼する」
• P. 54「シェルスクリプトを使用してファイルを実行依頼する」
• P. 55「シェルスクリプトを使用してテキストファイルを実行依頼する」
• P. 56「 InfoPrint Selectクライアントを使用する」

基本Eメールジョブを実行依頼する

ppddpprrコマンドと属性については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」またはppddpprr
manページを参照してください。
基本Eメールジョブを実行依頼するには、次の構文を使用します。
pdpr -p email-ld -Z emailfilename
コマンド行の各変数の説明については、次の表を参照してください。
変変数数 定定義義
logical_destination

例:

-p email-ld

拡拡張張IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターー
フフェェーースス経由でEメールオプションを構成するときに定義した論
理宛先を指定します。

論理宛先および実宛先の両方を構成し、ppddpprrコマンドを使用す
る方法は、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してく
ださい。

emailfilename

例:

-Z

/email_script/samp.script

ジョブ属性、送信するファイルの名前、およびその Eメールを送
信する Eメール宛先が入っているファイルを指定します。

Eメール属性には、カバーシート情報、請求コード情報、他のオ
プションがあります。

ssuubbjjeecctt--tteexxtt、eemmaaiill--bbooddyy、eemmaaiill--ffrroomm--aaddrreessss、
eemmaaiill--ttoo--aaddrreessss、およびeemmaaiill--ssiiggnnaattuurreeは唯一の必須
属性です。

特定のサイトに合わせてカスタマイズできるサンプル属性スクリプトを作成することを推
奨します。コマンド行にEメール属性を指定できますが、属性ファイルを使用することを
推奨します。
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-Zオプションを使用し、ファイル経由で属性を実行依頼する

AFP、PostScript、またはPortable Document Formatの入力データタイプを使用してサンプ
ル属性ファイルを作成し、それを上記の構文のemailfilenameとして送信できます。
-x email-from-address=root@serv.us.name.com
-x email-to-address=johndoe@us.name.com
-x subject-text="Test Script"
-x document-type=printable

/usr/lpp/ps/sample.pdf
-x document-type=email-body

/email_script/body.txt
-x document-type=email-signature

/email_script/sig.txt

コマンド行で、以下の構文を使用し、この属性ファイルを使用します。
pdpr -p logical_destination -Z emailfilename
ここで、logical_destinationは、eemmaaiill11--llddになり、emailfilenameをeemmaaiill__
ssccrriipptt//ssaammpp..ssccrriippttと指定してローカルシステム上に保管できます。このスクリプ
トが正しく機能するには、bbooddyy..ttxxttファイルとssiigg..ttxxttファイルを定義しておいてく
ださい。
この属性ファイルは、コマンド行から指定した eemmaaiill11--llddという名前の論理宛先 (プリ
ンター)を使用して、'johndoe'インターネット IDにレポートを送信します。規則us.
name.comは、会社全体のアドレッシングシステムを指定します。これは、会社内のすべ
ての完全修飾アドレスの国 (us)、会社名 (name)、および通信名 (com)を示します。
--ZZオプションを使用して属性ファイルにコメントを入れることはできません。
このスクリプトは、ASCII入力データを印刷しません。ASCII入力ファイルを印刷するに
は、P. 55「 Kornシェルスクリプトを使用したテキストファイルの実行依頼」を参照して
ください。

シェルスクリプトを使用してファイルを実行依頼する

シェルスクリプトにppddpprrコマンドが含まれているため、より単純なコマンド構文でシェ
ルスクリプト（この例では、sseennddffiilleeという名前）を作成できます。
ppddpprrコマンドとすべての属性があるファイルを作成します。シェルスクリプトを作成
し、ppddpprrコマンドをインストールしたシステム上のディレクトリーに入れます。
ファイルは、以下のように表示されます。
# Sample Attribute File for InfoPrint Manager Email

# using a script to submit
# sendemail $1 $2
# $1 is required as the name of the file to send.
# $2 is optional as the recipient of the email.
#
#! /usr/bin/ksh
if [[ -a $1 && -n $1] ]
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then
if [ $2 ]
then
WHOTO=$2
else
WHOTO="johndoe@us.name.com"
fi
/usr/lpp/pd/bin/pdpr -p email1-ld \
-r brief \
-x email-to-address=$WHOTO \
-x email-from-address=root@serv.us.name.com \
-x "subject-text='Your requested Email file'" \
-x document-type=printable $1 \
-x document-type=email-body /email_script/body.txt \
-x document-type=email-signature /email_script/sig.txt
else

echo " sendfile: could not locate file [$1]"
fi

コマンド行で、このシェルスクリプトは、以下の構文を使用します。
sendfile outputfilename [destination]
ここでoutputfilenameには、送信するファイル（ssaammppllee..ppddff）、destinationには、
送信先メールアドレス（jjoohhnnddooee）を指定します。
このスクリプトは、コマンドラインで2番目の引数として指定したdestinationか、デ
フォルトを使用する場合は“johndoe”インターネットIDにEメールを送信します。スクリプ
トは、InfoPrintサーバー上のeemmaaiill11--llddという名前の論理宛先（プリンター）を使用しま
す。
規則us.name.comは、一般的な商業用インターネットアドレスを示します。

シェルスクリプトを使用してテキストファイルを実行依頼する

テキストファイルは宛先を削除してそのままの状態でEメールできます。または、シェル
スクリプト（この例では、sseennddttxxttffiilleeという名前）を作成すると、ASCIIテキスト
ファイルをEメールとし送信できます。
ppddpprrコマンドとすべての属性があるファイルを作成します。シェルスクリプトを作成
し、ppddpprrコマンドをインストールしたシステム上のディレクトリーに入れます。
ファイルは、以下のように表示されます。
# Sample Shell
# Script for InfoPrint Manager Email Text

# Uses a script to submit:
# sendtxtemail $1 $2
# $1 is required as the name of the file to send.
# $2 is optional as the recipient of the email.
#
# This script takes an ASCII file as input and creates
#PostScript output that is submitted with the pdpr command
# as email.
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#! /usr/bin/ksh
if [[ -a $1 && -n $1] ]
then
if [ $2 ]
then
WHOTO=$2
else
WHOTO="johndoe@us.name.com"
fi
# Make temporary PostScript file
enscript -p /tmp/$$email.txt $1
/usr/lpp/pd/bin/pdpr -p email1-ld \
-r brief \
-x email-to-address=$WHOTO \
-x email-from-address=root@serv.us.name.com \
-x "subject-text='Your requested Email file'" \
-x document-type=printable /tmp/$$email.txt \
-x document-type=email-body /email_script/body.txt \
-x document-type=email-signature /email_script/sig.txt
# Delete temporary PostScript file
rm /tmp/$$email.txt
else
echo " sendtxtfile: could not locate file [$1]"
fi

コマンド行で、このシェルスクリプトは、以下の構文を使用します。
sendtxtfile outputfilename [destination]
ここで、outputfilenameには、送信するファイル（eemmaaiill..ttxxtt）、destinationには、
送信先Eメールアドレス（jjoohhnnddooee）を指定します。
このスクリプトは、コマンドラインで2番目の引数として指定したdestination値か、デフォ
ルトを使用する場合はjohndoeインターネットIDにEメールを送信します。スクリプトは、
InfoPrintサーバー上のeemmaaiill--llddという名前の論理宛先（プリンター）を使用します。こ
のファイルは、eennssccrriippttコマンドを使用してテキストファイルをPostScriptに変換し、
そのPostScriptファイルを実行依頼しているシステム上の//ttmmppディレクトリーに保管して
から、ppddpprrコマンドがPostScriptファイルをInfoPrintサーバーに実行依頼すると、その
ファイルを削除します。
規則us.name.comは、一般的な商業用インターネットアドレスを示します。

InfoPrint Selectクライアントを使用する

InfoPrint Selectを正常にインストールし、メール宛先（詳しくは、「RICOH InfoPrint
Manager for AIX：スタートガイド」の「InfoPrint Selectを使用したジョブの実行依頼」を参
照）を定義してあると、以下の手順を使用してメールを送信できます。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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クライアントワークステーションでInfoPrintサーバーメール宛先のポートを構成するに
は、InfoPrint Managerサーバー上のメール論理宛先（この例では eemmaaiill--lldd）に、
cclliieenntt--ddrriivveerr--nnaammeess論理宛先属性の値が入力されている必要があります。この値が
記入されない場合、ププリリンンタターー選選択択リリスストトのの最最新新表表示示をクリックしたときにInfoPrint
Managerサーバーからプリンターを表示できません。
InfoPrint Selectでメールを送信するには、ddeessttiinnaattiioonn--ssuuppppoorrtt--ssyysstteemm論理宛先属
性をeemmaaiillに設定してください。
1. スクリーンメニューから印印刷刷を指定します。
2. 印印刷刷ウィンドウで、名名前前フィールドに、InfoPrint Managerサーバーに定義した論理宛先
の名前があることを確認してから、OOKKをクリックします。

3. IInnffooPPrriinntt EEメメーールル確認画面で示される各フィールドに属性情報を指定します。

カラーEメール

文文書書ををEEメメーールル添添付付ととししてて送送信信すするる
カラーPDF（Portable Document Format）またはPostScriptファイルがある場合は、
InfoPrint Manager経由で目的のEメールアドレスにファイルの送信やカラー出力の受信がで
きます。
カラーEメールを実行依頼する場合は、ccoolloorr--bbiittss--ppeerr--ppllaannee属性を88に設定してく
ださい。
InfoPrint Managerサーバーにジョブを実行依頼する方法に関係なく、カラーPDFファイル
が変換されずにEメールDSSを通過することを確認してください。確認するには、ジョブ
属性job-ripped-by-server = falseを指定します。または、PDF文書フォーマットがRIP処
理されないように実宛先を設定できます。ただし、この方法は、実行依頼されたすべての
PDFジョブに適用されます。
EメールDSSにデータの変換を要求するジョブ属性または文書属性はサポートされませ
ん。属性のリストや、job-ripped-by-server属性については、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」を参照してください。

以下のリストに指定された属性が実宛先に送信されたEメールジョブにある場合は、カ
ラーEメールはサポートされません。属性または状態が実宛先に送信された場合は、ファ
イルは、単色（MO:DCA-P）出力として印刷されます。

ファイル経由でカラーEメール属性を実行依頼する

以下が含まれているバッチファイルを使用して、カラーEメールジョブを印刷できます。
• ジョブ名
• Eメール本文テキスト
• 宛先Eメールアドレス
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• 発信元Eメールアドレス
以下に、サンプルファイルを示します。
-x job-name="Titleist"
-x job-ripped-by-server=false
-x email-from-address=gopher1@gopher.com
-x email-to-address=gopher@gopher.com
-x subject-text="testing"
-x document-type=email-body
-f d:\bsi\data\body.txt
-x document-format=pdf
-x document-type=printable

このジョブをInfoPrintサーバーに実行依頼するには、コマンドラインで次を指定します。
c:¥Infoprint¥pdpr -p email -Z d:¥bsi¥options¥em_rip.txt ¥
d:\bsi\data\LogoOnly.pdf
ここで、eemm__rriipp..ttxxttは上記の--ZZファイルです。
EEメメーールルDDSSSS経経由由ででFFAAXX文文書書ををEEメメーールル添添付付フファァイイルルととししてて送送信信すするる
Eメール DSSは FAXジョブを受け入れます。ジョブ実行依頼でジョブ属性ffaaxx--nnuummbbeerr
が設定される場合は、InfoPrint Managerは、eemmaaiill--ttoo--aaddddrreessssがffaaxx--nnuummbbeerrおよび
ffaaxx--ttoo--eemmaaiill属性値を使用してffaaxx--nnuummbbeerr@@ffaaxx--ttoo--eemmaaiill--ddoommaaiinnと構成され
ている受信者にEメール添付ファイルとしてFAX文書を転送します。Eメール添付ファイル
でFAX文書の送信する方法は、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してくださ
い。

ユーザー出口プログラム（PSF専用）
このセクションでは、InfoPrint Managerに同梱されるサンプルユーザー出口プログラムと
カスタムユーザー出口プログラムを作成する方法を説明します。

InfoPrint Managerで対応するユーザー出口のタイプ

InfoPrint Managerは、ユーザー出口プログラムの動的ロードに対応しています。プログラ
ムは、初期設定の時点でInfoPrint Manager実行可能プログラムと共にロードされ、ジョブ
処理中のさまざまな時点で呼び出されます。
InfoPrint Managerでは、8つの異なるタイプのユーザー出口を使用できます。 InfoPrint
Managerは、以下の順序でユーザー出口を呼び出します。
• ヘッダー (開始)ページユーザー出口
• セパレーターページユーザー出口
• 入力データユーザー出口
• 出力データユーザー出口
• アカウンティングユーザー出口
• 監査ユーザー出口
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• トレーラー（終了）ページユーザー出口
• 印刷後アカウンティングユーザー出口

InfoPrint Managerのユーザー出口プログラムの順序

 
( )  ( )

使用可能なサンプルユーザー出口プログラム

InfoPrint Managerでは、ヘッダーページ、セパレーターページ、トレーラーページ、アカ
ウンティングデータと監査データ、印刷後アカウンティングデータ用のサンプルユーザー
出口プログラムが提供されています。サンプルのヘッダーページ、セパレーターページ、
トレーラーページのユーザー出口プログラムは、Advanced Function Presentation（AFP）
データストリームページを生成します。サンプルのアカウンティングおよび監査ユーザー
出口プログラムは、報告ファイル形式の ASCIIデータを生成したり、またはログファイル
に書き込みます。サンプル印刷後アカウンティングユーザー出口プログラムは、ログファ
イルに書き込むだけです。InfoPrint Managerは、入出力データ用サンプルユーザー出口プ
ログラムも提供します。ただし、ユーザー出口プログラムは機能を実行しません。すべて
のサンプルプログラムは、そのままでも、変更しても、使用できます。
既存のユーザー出口プログラムを変更して使用する場合、プログラムのソースコードは/
usr/lpp/psf/usr/lpp/psf/exitsディレクトリーにあります。InfoPrint Managerには
以下のサンプルプログラムがあります。

サンプルユーザー出口プログラム
ユーザー出口のタイプ ファイル名 説明

ヘッダーページ ainuxhdr.c 簡略スタイルスタートシートを生
成します。

ainuxhdr2.c 完全スタイルスタートシートを生
成します。

ainuxhdrp.c ジョブチケット情報付きのスター
トシートを生成します。

ainuxhdrx.c 縦線のないスタートシートを生成
します。

pduxblkh.c ブランクのスタートシートを生成
します。

セパレーターページ ainuxsep.c 簡略スタイルセパレーターシート
を生成します。

ainuxsep2.c 完全スタイルセパレーターシート
を生成します。
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ユーザー出口のタイプ ファイル名 説明
ainuxsepp.c ジョブチケット情報付きのセパ

レーターシートを生成します。
ainuxsepx.c 縦線のないセパレーターシートを

生成します。
pduxblks.c ブランクのセパレーターシートを

生成します。

トレーラーページ ainuxtlr.c 簡略スタイルエンドシートを生成
します。

ainuxtlr2.c 完全スタイルエンドシートを生成
します。

ainuxtlrp.c ジョブチケット情報付きのスター
トシートを生成します。

ainuxtlrx.c 縦線のないエンドシートを生成し
ます。

pduxblkt.c ブランクのエンドシートを生成し
ます。

アカウンティング ainuxacc.c 簡略スタイルアカウンティング
シートを生成します。

ainuxacc2.c 完全スタイルアカウンティング
シートを生成します。

ainacclog.c アカウンティングログ情報を生成
します。

ainuxaccp.c ジョブチケット情報付きのアカウ
ンティングシートログを生成しま
す。

印刷後アカウンティング ainuxjobcompletion.c 印刷用紙（スタックされた用紙）
に関するアカウンティングログ情
報を生成します。

監査 ainuxaud.c 簡略スタイル監査シートを生成し
ます。

ainuxaud2.c 完全スタイル監査シートを生成し
ます。

ainuxaudp.c ジョブチケット情報を持つ監査
シートを生成します。

ainaudlog.c 監査ログ情報を生成します。

入力データ ainuxind.c カスタムユーザー出口プログラム
の作成用テンプレートを提供しま
す。

出力データ ainuxout.c ユーザー独自のユーザー出口プロ
グラムを作成するためのテンプ
レートを提供します。

行データ変換で使用するサンプルユーザー出口プログラムについては、P. 78「行データ
変換用のユーザー出口プログラム」を参照してください。
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独自のユーザー出口プログラムを作成/使用する

カスタムユーザー出口プログラムはいつでも作成できます。ただし、プログラムを起動す
るには、追加のタスクを実行してください。AIXオペレーティングシステムのC++コンパ
イラーをインストールする必要があります。サンプルのMMaakkeeffiilleeはすでにGCC用にカス
タマイズされているため、GCCコンパイラーを使用することをお勧めします。

独自のユーザー出口プログラムを作成する

ICONVを使用するユーザー出口プログラムを作成した場合は、代わりに UCONVを使用す
るようにそのプログラムを変更する必要があります。詳しくは、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」を参照してください。
独自のユーザー出口プログラムは、以下のいずれかの方法で作成できます。
• いずれかのサンプルユーザー出口プログラムをコピーし、名前を変更し、テキストエ
ディターで変更します。

• 独自のユーザー出口プログラムを作成する。次のセクションで説明される変数データ
（たとえばUSERIDなど）を入れることができます。この章に説明されていない変数
データは、InfoPrint Managerでは処理できません。

ユーザー出口プログラムをコンパイル/インストールする

独自のユーザー出口プログラムを作成し終えたら、プログラムコードをコンパイルし、正
しいディレクトリーにインストールする必要があります。mmaakkeeコマンドを使用して実行
してください。
mmaakkeeコマンドが実行されたときは、サンプルプログラムと同じディレクトリーにある
InfoPrint ManagerのMMaakkeeffiilleeファイルを読み取ります。MMaakkeeffiilleeファイルには、指定
したターゲットファイル、ターゲットファイルの更新に必要なコマンドに関する情報があ
ります。
ユーザー出口プログラムをユーザーサイトで日常的に使用するときは、事前に、プログラ
ムが正しく実行できるかどうかをテストしてください。ユーザー出口プログラムは
InfoPrint Manager実行可能コードの一部になるため、欠陥があるユーザー出口プログラム
はInfoPrint Managerに問題が発生する原因になります。

ユーザー出口プログラムをコンパイル/インストールする

ユーザー出口プログラムをコンパイルしてインストールするには、以下の操作を行いま
す。
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このディレクトリーで mmaakkeeコマンドを使用するには、rroooott権限を持っていることが必
要です。
1. 追加しているユーザー出口プログラムの//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnディレクトリーに、既
存の実行可能ユーザー出口プログラムがある場合は、まず以下の操作を行います。ま
たは、手順2に進みます。
1. 新しいユーザー出口プログラムを使用するジョブの受け入れを必要とするキューに
関連した、すべての論理宛先を使用不可にします。

2. 実行可能ユーザー出口プログラムを //uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnディレクトリーから削
除します。

2. ユーザープログラムが保管されているディレクトリーを現行ディレクトリーにするに
は、次を入力します。

cd /usr/lpp/psf/exits
3. コマンドラインから次を入力します。
make

mmaakkeeコマンドは、InfoPrint Managerとともに提供されているMMaakkeeffiilleeファイルを読
み、ユーザー出口プログラムをコンパイルし、生成します。

4. コマンドラインから次を入力します。
make install

mmaakkee iinnssttaallllコマンドは、実行可能ユーザー出口プログラムを//uussrr//llpppp//ppssff//
eexxiittssディレクトリーから//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnディレクトリーにコピーし、
InfoPrint Managerでそのプログラムのコードが実行されるようにします。

5. 使用不可にしたすべての論理宛先を使用可能にします。
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1. 実行可能ユーザー出口プログラムを//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnディレクトリーにコピーし
ない場合は、別のディレクトリーにコピーできます。ただし、実行する場合は、//
eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルのPPAATTHH文にパスを追加し、InfoPrint Managerがそのモ
ジュールを検出できるようにしてください。

2. ユーザー出口プログラムは、InfoPrint Managerがキューについて提供する関数名ごとに
1つだけ指定できます。

3. ユーザー出口の関数名が次のいずれかであることを確認します。モジュールの入り口
地点であるため、この名前は大文字になります。
• ACCOUNTING

• AUDIT

• JOBCOMPLETION

• HEADER

• SEPARATOR

• TRAILER

• INDATA

• OUTDATA

4. ユーザー出口プログラムに上記と同じ名前を使用しない場合は、MMaakkeeffiilleeファイル
を編集し、InfoPrint Manager提供のユーザー出口プログラムの名前を新しい名前に変更
します。たとえば、新しいヘッダーユーザー出口プログラムを hheeaaddeerrという名前に
する場合、MMaakkeeffiilleeファイルを編集し、既存のヘッダーユーザー出口プログラムの
名前を aaiinnuuxxhhddrrから hheeaaddeerrに変更する必要があります。また、aaiinnuuxxhhddrr..ccか
らhheeaaddeerr..ccにソースコードファイル名を変更してください。新しい出口対象を
MMaakkeeffiilleeファイルに追加することもできます。

5. リンク編集の手順で、この関数にエクスポート済み記号のマークを付けてください。
詳しくは、InfoPrint Manager提供の//uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittss//MMaakkeeffiilleeを参照して
ください。

ユーザー出口プログラムをアクティブにする

新しいユーザー出口プログラムを使用するには、プログラムを起動してください。
コマンドラインから、以下の操作を行います。
1. 次のコマンドを入力します。コマンドpdls -caux -rall servername:。ここで、

servernameは、使用するサーバーの名前です。
このコマンドで、サーバーで使用可能なすべての現行補助シートオブジェクトの属性
が表示されます。また、特定の補助シートオブジェクトの属性も表示できます。たと
えば、アカウンティングログの属性を表示するには、次のコマンドを入力します。

pdls -caux -rall servername:accounting-log
2. pdset コマンドを使用して、必要に応じて、補助シートオブジェクトの値を変更しま
す。
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このタスクをInfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースから実行するに
は、補助シート（この場合はprt1）に関連付けるプリンターを選択し、ププリリンンタターー→→ププロロ
パパテティィーーメニューを使用してププリリンンタターーププロロパパテティィーーノートブックにアクセスします。
このタスクを完了するには、InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェース
のオンラインヘルプトピック補補助助シシーートトオオブブジジェェククトトのの使使用用を参照してください。
コマンドラインから、以下の手順を実行します。
1. 新しい補助シートオブジェクトを作成するには、次を入力します。

pdcreate -c aux-sh -x psf-exit-prog-name=/usr/lpp/psf/exit_name
server1:auxiliary_sheet_name

2. 実宛先（この場合はprt1）をシャットダウンします。
pdshutdown -cp prt1
3. 新しい補助シートオブジェクト（この場合は監査出口）を実宛先と関連付けます。

pdset -cp -x dest -x audit-exit=auxiliary_sheet_name prt1

印刷後アカウンティング出口の場合は、この手順の代わりに、次のコマンドを使用
して実宛先のアカウンティング補助シートオブジェクトに属性を設定します。

pdset —c auxiliary-sheet —x psf-post-print-accounting-program-
name=/usr/lpp/psf/exit_name servername: accounting-log

デフォルトでは、アカウンティングログ補助シートオブジェクトはすべての宛先に
使用できます。このオブジェクトは、アカウンティング出口と印刷後アカウンティ
ング出口を任意に組み合わせたものを指示できます。たとえば、以下の属性を同時
に設定できます。

psf-exit-program-name=name of accounting exit
psf-post-print-accounting-program-name=name of post-print

accounting exit
一部のプリンターを他のプリンターとは異なるアカウンティング構成にする場合
は、各構成について新しい補助シートオブジェクトを作成してください。

4. 実宛先（この場合は、prt1）を使用可能にします。
pdenable prt1

ユーザー出口プログラムを起動する方法は、P. 87「補助シート/ユーザー出口プログラム
を作成/管理する」を参照してください。

ユーザー出口プログラム構造

InfoPrint Managerユーザー出口で使用されるすべての入出力変数は、次の2つのファイルの
いずれかによって定義されます。
• //uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittss//aaiinnuueexxiitt..hhファイル
• //uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittss//aaiinnuurrpptt..hhファイル
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aaiinnuueexxiitt..hhファイルには、入力出口、出力出口、ヘッダー出口、トレーラー出口、セ
パレーター出口、アカウンティング出口、監査出口、印刷後アカウンティング出口の定義
があります。aaiinnuupprrtt..hhファイルでは、以下の実行可能報告ユーティリティーのデータ
をフォーマットし、アカウンティング出口、監査出口、印刷後アカウンティング出口に適
用します。
• アカウンティングログ

– aaiinnuurrpptt11
– aaiinnuurrpptt22
– aaiinnuurrpptt33

• 監査ログ
– aaiinnuurrpptt44
– aaiinnuurrpptt55
– aaiinnuurrpptt66

• 印刷後アカウンティングログ
– aaiinnuurrpptt77
– aaiinnuurrpptt88
– aaiinnuurrpptt99

これらのユーザー出口プログラム構造ファイルは、C言語で書かれています。ファイルの
宣言と文には、ユーザー出口プログラムの一部として組み込まれている InfoPrint Manager
ユーザー出口プログラムの構造が表示されます。

一般的な入出力フィールド

ユーザー出口プログラムでは、以下のフィールドを見つけることができます。ユーザー出
口に従った入出力フィールドの詳細リストについては、//uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittss//
aaiinnuueexxiitt..hhファイルを参照してください。この情報は次のものから指定できます。
• 移行されたジョブ
• z/OSジョブのダウンロード
• InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースのジョブおよび文書デ
フォルトノートブックで設定されるフィールド

• InfoPrint SMIT管理者インターフェースの［Submit an InfoPrint Job］パネル内のフィー
ルド

UserID
ジョブ実行依頼者のユーザーIDを識別します。ログインした後にrroooottに切り替えた場
合は、ユーザーIDはrroooottです。

NodeID
システム（ホスト）の名前を識別します。NodeIDはバックエンドプログラムで設定さ
れます。
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Jobname
ジョブの名前を識別します。これはジョブのファイル名と同じです。
ジョブ実行依頼者はジョブを実行依頼するときに、InfoPrint Managerジョブ属性jjoobb--
nnaammee==nnaammeeを使用してジョブ名を指定できます。
OTF、PCL、PostScript、ditroff、行データ、不定様式ASCII、2バイト文字セット
（DBCS）、ASCII、EUC、PDF、JPEG、GIF、またはTIFFファイルとして定義されてい
るファイルについて、ジョブの実行依頼時にジョブ名を指定しない場合は、変換出力
用の一時ファイルがInfoPrint Managerで作成されます。 InfoPrint Managerは一時ファイ
ル名をジョブ名として使用します。

SpoolID

PSFジョブIDを識別します。これは整数です。 SpoolIDはInfoPrint Managerによって設
定されます。

PrinterName
InfoPrint Manager宛先名の最初の64文字を識別します。

hab
この関数は使用されていません。

Date
印刷される日付を識別します。

Time
印刷される時刻を識別します。

Distribution
ジョブ実行依頼時に提供される配布情報を識別します。

PagePointer
以下のいずれかの出口で生成されるデータを含むバッファーを指します。
• ヘッダーページ
• トレーラーページ
• セパレーターページ
• アカウンティング
• 監査

PageSize
以下の出口によって戻されるデータのサイズを示します。
• ヘッダーページ
• トレーラーページ
• セパレーターページ
• アカウンティング
• 監査
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このフィールドは、出口が呼び出される前は0に設定されています。出口でデータが生
成されない場合は、このフィールドは0のままです。

PageType
出口で生成されるヘッダーページデータまたはトレーラーページデータがある場合
に、そのタイプを示します。このフィールドは、出口が呼び出される前は0（AFPデー
タストリーム）に設定されています。有効な値は次のとおりです。
0

AFPデータストリーム
1

ASCIIデータ
Job Completion
出口から戻される状況を示します。このフィールドは、出口が呼び出される前は0に設
定されています。有効な戻りコードは次のとおりです。
0
正常完了、全処理終了、結果ページを受け取ります。

-1
異常終了、非致命的エラー。ページは生成されませんでした。

-5
異常終了、致命的エラー。実宛先をシャットダウンするまで、出口は使用不可
になります。

-8
異常終了、現行ジョブを終了。

-12
異常終了。ジョブを終了し、保留中の状態にします。また、InfoPrintは実宛先を
使用不可にします。

Name
ジョブの実行依頼時に提供される名前情報を識別します。
NNaammeeフィールドの値は、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。この値は、24文
字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Userid
ジョブの実行依頼時に提供されるユーザーID情報を識別します。
UUsseerriiddフィールドの値は、ヌル (X'00')で終了する任意の文字ストリングです。この
値は、10文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Nodeid
ジョブの実行依頼時に提供されるノードID情報を識別します。
NNooddeeiiddフィールドの値は、ヌル (X'00')で終了する任意の文字ストリングです。この
値は、10文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。
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Address1
ジョブの実行依頼時に提供されるアドレス情報の1行目を識別します。
AAddddrreessss11フィールドの値は、ヌル (X'00')で終了する任意の文字ストリングです。こ
の値は、57文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Address2
ジョブの実行依頼時に提供されるアドレス情報の2行目を識別します。
AAddddrreessss22フィールドの値は、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。この値
は、57文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Address3
ジョブの実行依頼時に提供されるアドレス情報の3行目を識別します。
AAddddrreessss33フィールドの値は、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。この値
は、57文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Address4
ジョブの実行依頼時に提供されるアドレス情報の4行目を識別します。
AAddddrreessss44フィールドの値は、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。この値
は、57文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Account
ジョブの実行依頼時に提供されるアカウント情報を識別します。
AAccccoouunnttフィールドの値は、ヌル (X'00')で終了する任意の文字ストリングです。この
値は、20文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Building

ジョブの実行依頼時に提供されるビルディング情報を識別します。
BBuuiillddiinnggフィールドの値は、ヌル (X'00')で終了する任意の文字ストリングです。こ
の値は、24文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Department

ジョブの実行依頼時に提供される部門情報を識別します。
DDeeppaarrttmmeennttフィールドの値は、ヌル (X'00')で終了する任意の文字ストリングです。
この値は、24文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Programmer

ジョブの実行依頼時に提供されるプログラマー情報を識別します。
PPrrooggrraammmmeerrフィールドの値は、ヌル (X'00')で終了する任意の文字ストリングです。
この値は、24文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Room
ジョブの実行依頼時に提供される部屋情報を識別します。
RRoooommフィールドの値は、ヌル (X'00')で終了する任意の文字ストリングです。この値
は、24文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Title
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ジョブの実行依頼時に提供されるタイトル情報を識別します。
TTiittlleeフィールドの値は、ヌル (X'00')で終了する任意の文字ストリングです。この値
は、24文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字列です。

Passthru
ジョブの実行依頼時に提供され、ユーザー出口をパススルーしてバックエンドプログ
ラムに渡すその他の情報を識別します。
次のPPaasssstthhrruuフラグに対応しています。
class

1文字のクラス属性を識別します。
destination

1～64文字の宛先属性を識別します。
forms

1～64文字の書式属性を識別します。
segmentid

1～10文字のセグメント化IDを識別します。
ServerJobID
ジョブIDを識別します。

PPaasssstthhrruuフィールドの値は、1,024文字以内で、ヌル（X'00'）で終了する任意の文字
列です。

LongPrinterName
InfoPrint宛先のフルネームです。

InfoPrint Managerでは、64文字の名前だけ許可されるため、PrinterNameと
LongPrinterNameは同じになります。

ヘッダーページ/トレーラーページのユーザー出口プログラム

InfoPrint Managerの開始ページユーザー出口プログラムとトレーラーページユーザー出口
プログラムは、同じ入力値を必要とし、同じ出力値を生成するため、プログラムの説明が
類似します。
P. 59「使用可能なサンプルユーザー出口プログラム」ページに示したサンプルのヘッ
ダーページユーザー出口プログラムとトレーラーページユーザー出口プログラムのソース
コード（C言語で作成されたもの）は、//uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittssディレクトリーにありま
す。これらのサンプルプログラムでは、AFPデータストリームページが生成されます。
ヘッダーページとトレーラーページユーザー出口プログラムのデータ構造は、//uussrr//
llpppp//ppssff//eexxiittss//aaiinnuueexxiitt..hhファイルのソースコードに含まれます。これらの構造
のコードは、P. 64「ユーザー出口プログラム構造」に示してあります。
出口の宣言は、次のとおりです。

ユーザー出口プログラム（PSF専用）
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void HEADER (HEADER_EXITDATA *exitdata)
void TRAILER (TRAILER_EXITDATA *exitdata)

HHEEAADDEERR__EEXXIITTDDAATTAA/TTRRAAIILLEERR__EEXXIITTDDAATTAA入出力パラメーターには、InfoPrint Managerとユー
ザー出口プログラム間の通信に必要なすべての入出力データがあります。
このユーザー出口の各種コンポーネントの機能と構造の説明については、P. 65「一般的
な入出力フィールド」とaaiinnuueexxiitt..hhファイルを参照してください。
ヘッダーページまたはトレーラーページのユーザー出口プログラムを作成した後に、
mmaakkeeコマンドを使用し、コードをコンパイルしてください（P. 61「ユーザー出口プログ
ラムをコンパイル/インストールする」を参照）。

セパレーターページユーザー出口プログラム

InfoPrint Managerセパレーターページユーザー出口プログラムは、該当部数のジョブ（最
初の1部を含む）を印刷する前に呼び出されます。
P. 59「使用可能なサンプルユーザー出口プログラム」ページに示したサンプルのセパ
レーターページユーザー出口プログラムのソースコード（C言語）は、//uussrr//llpppp//ppssff//
eexxiittssディレクトリーにあります。これらのサンプルプログラムでは、AFPデータスト
リームページが生成されます。
セパレーターページユーザー出口プログラムのデータ構造は、//uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittss//
aaiinnuueexxiitt..hhファイルのソースコードに含まれます。これらの構造のコードは、P. 64「
ユーザー出口プログラム構造」に示してあります。
この出口の宣言は次のとおりです。
void SEPARATOR (SEPARATOR_EXITDATA *exitdata)

SSEEPPAARRAATTOORR__EEXXIITTDDAATTAA入出力パラメーターには、InfoPrint Managerとユーザー出口プログラ
ム間の通信に必要なすべての入出力データがあります。
このユーザー出口の各種コンポーネントの機能と構造の説明については、P. 65「一般的
な入出力フィールド」とaaiinnuueexxiitt..hhファイルを参照してください。
セパレーターページユーザー出口プログラムには以下のフィールドもあり、出力情報が提
供されます。
Copy
この出口への呼び出しに関連付けられるのがどのコピーかを識別します。最初に1に設
定され、出口が呼び出されるたびに1ずつ増分します。サンプルのセパレーターページ
ユーザー出口プログラムでは、ジョブの最初のコピーおよび後続のすべてのコピーに
ついて、セパレーターページが1つ生成されます。

セパレーターページユーザー出口プログラムを作成した後で、mmaakkeeコマンドを使用し、
コードをコンパイルしてください（P. 61「ユーザー出口プログラムをコンパイル/インス
トールする」を参照）。
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アカウンティング/印刷後アカウンティング/監査ユーザー出口プログラム

InfoPrint Managerのアカウンティングユーザー出口プログラムと監査ユーザー出口プログ
ラムは、同じ入力値を必要とし、同じ出力値を生成するので、プログラムの説明が同じに
なります。印刷後アカウンティングユーザー出口プログラムの方が、多くの入力を必要と
し、多くの出力を生成します。
P. 59「使用可能なサンプルユーザー出口プログラム」ページに示したサンプルのユー
ザー出口プログラムのソースコード（C言語で作成されたもの）は、//uussrr//llpppp//ppssff//
eexxiittssディレクトリーにあります。サンプルプログラムがデータを保管するファイルに
は、次の実行可能レポート作成ユーティリティーを使用してアクセスできます。
ainurpt1
宛先IDに基づいて定義された実宛先についてのアカウンティングデータを提供しま
す。

ainurpt2
ユーザーIDに基づいて定義された実宛先についてのアカウンティングデータを提供し
ます。

ainurpt3
提供された特定のユーザーIDに基づいて定義された宛先についての詳細アカウンティ
ングデータを提供します。

ainurpt4
宛先IDに基づいて定義された実宛先についての監査データを提供します。

ainurpt5
ユーザーIDに基づいて定義された実宛先についての監査データを提供します。

ainurpt6
提供された特定のユーザーIDに基づいて定義された実宛先についての詳しい監査デー
タを提供します。

aaiinnuurrpptt77
jjoobbccoommpplleettiioonn..llooggに保管され、実宛先別にソートされた印刷後アカウンティン
グデータを提供します。

aaiinnuurrpptt88
jjoobbccoommpplleettiioonn..llooggに保管され、ジョブの実行依頼者別にソートされた印刷後要
約アカウンティングデータを提供します。

aaiinnuurrpptt99
特定のジョブの実行依頼者用に印刷された回数とページの詳細項目を
jjoobbccoommpplleettiioonn..llooggに提供します。

報告ユーティリティーのソースコードも、//uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittssディレクトリーにあ
ります。

ユーザー出口プログラム（PSF専用）
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実行可能報告ユーティリティーは、//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnディレクトリーにあります。
AIXコマンド行から実行可能レポート作成ユーティリティーを指定することで、宛先ID別
またはユーザーID別にデータを表示できます。たとえば、アカウンティングユーザー出口
がアクティブになっている実宛先に、特定のユーザーが実行依頼した印刷要求の報告をを得得
るるににはは、、aaiinurpt3を指定してから、このプログラムにユーザーIDを入力します。

出口をアクティブに設定し、報告プログラムが使用するログファイルを生成してくださ
い。これらの出口のアクティブ化についての詳細は、 P. 63「ユーザー出口プログラムを
アクティブにする」を参照してください。
アカウンティング、監査、印刷後ユーザー出口プログラムのデータ構造は、//uussrr//llpppp//
ppssff//eexxiittss//aaiinnuueexxiitt..hhファイルと//uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittss//aaiinnuurrpptt..hhファイル
のソースコードに含まれます。これらの構造のコードは、P. 64「ユーザー出口プログラ
ム構造」に示してあります。
出口の宣言は次のとおりです。
void ACCOUNTING (ACCOUNTING_EXITDATA *exitdata)
void AUDIT (AUDIT_EXITDATA *exitdata)
void JOBCOMPLETION (JOBCOMPLETION_EXITDATA *exitdata)

ユーザー出口プログラムを作成した後で、AIXのmmaakkeeコマンドを使用してコードをコンパ
イルしてください（P. 61「ユーザー出口プログラムをコンパイル/インストールする」を
参照）。
このユーザー出口の各種コンポーネントの機能と構造の説明については、P. 65「一般的
な入出力フィールド」とaaiinnuueexxiitt..hhファイルを参照してください。
AACCCCOOUUNNTTIINNGG__EEXXIITTDDAATTAA、AAUUDDIITT__EEXXIITTDDAATTAA、JJOOBBCCOOMMPPLLEETTIIOONN__EEXXIITTDDAATTAAの各入出力パラ
メーターには、InfoPrint Managerとユーザー出口プログラムとの間の通信に必要な入出力
データのすべてがあります。
アカウンティング、監査、印刷後アカウンティングユーザー出口プログラムには、以下の
フィールドもあります。
Pages Printed（アカウンティングおよび監査ユーザー出口のみ）
このジョブのための処理された総ページ数の合計数を示します。

Bin One Sheets Processed（アカウンティングおよび監査ユーザー出口のみ）
1次ビンから選択された処理済みシートの合計数を示します。

Bin Two Sheets Processed（アカウンティングおよび監査ユーザー出口のみ）
1次ビン以外のビンから選択された処理済み用紙の合計数を示します。

User Pages Stacked by Bin（印刷後アカウンティングユーザー出口のみ）
ユーザー印刷ファイルにスタックされたページの合計数を示します。これは、ヘッ
ダーページなどのシステムページをカウントに含めません。

User Sheets Stacked by Bin（印刷後アカウンティングユーザー出口のみ）
ユーザー印刷ファイルにスタックされた用紙の合計数を示します。これは、ヘッダー
ページなどのシステムページをカウントに含めません。

Pages Stacked by Bin（印刷後アカウンティングユーザー出口のみ）
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このジョブについてスタックされたページの合計数をビン別に示します。
Sheets Stacked by Bin（印刷後アカウンティングユーザー出口のみ）
このジョブについてスタックされた用紙の合計数をビン別に示します。

Data Object Resources（オブジェクトリソース）
Data Object Resourcesの合計数を表示します。これにはこのジョブで使用される、
PDFページ、IOCAイメージ、および Encapsulated PostScript (EPS)ファイルがありま
す。Data Object Resourcesは、presentation-objectコンテナーとしても知られています
（詳しくは、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」のpprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--
ccoonnttaaiinneerr属性を参照してください）。

カウンターの計数には、入力ファイルに入っているリソースはありません。カウン
ターが計数対象にするのは、アカウンティングユーザー出口または監査ユーザー出口
が呼び出される前に使用されたリソースだけです。従って、エラーメッセージとト
レーラーページの印刷に必要なリソースは、リソース合計には含まれません。

Job Copies Requested (印刷後アカウンティングユーザー出口のみ)
ジョブで要求されたrreessuullttss--pprrooffiilleeジョブコピーの合計数を示します。

Fonts used
このジョブで使用されたフォントの合計数を示します。

カウンターの計数には、入力ファイルに入っているリソースはありません。カウン
ターが計数対象にするのは、アカウンティングユーザー出口または監査ユーザー出口
が呼び出される前に使用されたリソースだけです。従って、エラーメッセージとト
レーラーページの印刷に必要なリソースは、リソース合計には含まれません。

Overlays used

このジョブで使用されたオーバーレイの合計数を示します。

カウンターの計数には、入力ファイルに入っているリソースはありません。カウン
ターが計数対象にするのは、アカウンティングユーザー出口または監査ユーザー出口
が呼び出される前に使用されたリソースだけです。従って、エラーメッセージとト
レーラーページの印刷に必要なリソースは、リソース合計には含まれません。

Segments used

このジョブで使用されたページセグメントの合計数を示します。

カウンターの計数には、入力ファイルに入っているリソースはありません。カウン
ターが計数対象にするのは、アカウンティングユーザー出口または監査ユーザー出口
が呼び出される前に使用されたリソースだけです。従って、エラーメッセージとト
レーラーページの印刷に必要なリソースは、リソース合計には含まれません。

ExtStart Date
ジョブが処理を開始した日付を識別します。

ユーザー出口プログラム（PSF専用）
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Start Date
ジョブが処理を開始した日付。

開始時刻
ジョブが処理を開始した時刻。

ExtStop Date

ジョブが処理を完了した日付。
Stop Date

ジョブが処理を完了した日付。
Stop Time

ジョブが処理を完了した時刻。
Completion Date（印刷後アカウンティングユーザー出口のみ）
印刷され、スタックされたジョブ内のすべてのページの日付。

エラーまたはオペレーターコマンドがジョブに影響して一部のページがプリンターに
送信されない場合、このフィールドは、これらのページが印刷され、スタックされた
時刻を示します。

Completion Time（印刷後アカウンティングユーザー出口のみ）
印刷され、スタックされたジョブ内のすべてのページの時刻。

エラーまたはオペレーターコマンドがジョブに影響して一部のページがプリンターに
送信されない場合、このフィールドは、これらのページが印刷され、スタックされた
時刻を示します。

DORU
出口によって使用されるデータオブジェクトリソース(DORU: Data Object Resources
Used)。

DOFU
出口によって使用されるデータオブジェクトフォント (DOFU: Data Object Fonts
Used)。

入力データユーザー出口プログラム

InfoPrint Manager入力データユーザー出口プログラムは、次の目的で使用できます。
• InfoPrint Managerへの入力印刷データストリームを監視します。
• 入力レコードを処理前に破棄します。
• 既存の入力レコードを1つ以上のレコードで置換する（置換後のレコードには、元のレ
コードまたは元のレコードの変更バージョンが含まれることがあります）。
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• 入力レコードを未変更のままで処理を続行します。
この出口は、ジョブのすべての部分について呼び出すことができます（P. 59「 InfoPrint
Managerのユーザー出口プログラムの順序」を参照）。

入力データユーザー出口プログラムは、MO:DCAデータだけ処理します。
追加の入力レコードを挿入するために出口を使用している場合、出口に渡される元の入力
レコードを、追加の入力レコードの前または後に処理できます。構造化フィールドリスト
に現行構造化フィールドを挿入する場所に応じ、現行構造化フィールドの前後に追加の入
力レコードを挿入できます。

重重要要なな考考慮慮事事項項
• コード化処理は、PSFの不可欠な部分となっており、パフォーマンスおよび信頼性に影響する可能性
があります。

• ユーザー出口は、システムの影響全体を認識している、経験を積んだプログラマーがコード化してく
ださい。

• この出口によって発生した遅延はすべてPSF処理遅延に変換されるため、ププリリンンタターーののパパフフォォーーママンン
ススにに影影響響すするるここととががあありりまますす。

• この出口には、処理されるリソースに含まれる構造化フィールドが渡されません。これには、書式定
義、オーバーレイ、ページセグメント、フォント、データオブジェクトリソース、内部メディアマッ
プ、およびデータオブジェクトフォントが含まれます。

• コード化処理でPSF位置変更を処理可能にしておきます。
位置変更は、エラーまたはオペレーターコマンドの結果、発生する場合があります。PSFは、項目を印刷
ジョブに進めて位置変更、構造化フィールドをスキップ、または項目を前に処理したデータに戻して位置
変更します。PSFが印刷ファイルに戻って位置変更する場合、始めに構造化フィールドが出口に渡された
ときと同じように、同じデータを同じ順序で PSFに戻すことが出口の責務です。

上記の制約があるため、まず、制限を持たない変換サブシステムを使用してデータを処理することを検討
してください。たとえば、変換オブジェクトを使用すると、すべての入力データ（制約なし）にアクセス
し、リソースとページを両方とも追加、削除、変更できます。また、変換サブシステムの処理は、印刷開
始前に実行されるため、プリンターのパフォーマンスや動作に影響しません。

入力データユーザー出口は、データストリーム内の個々の文書境界を識別できません。たとえば、ジョブ
に個別の文書が5つあり、各10ページのデータがあると仮定します。出口では、これを5つの10ページの
データではなく、50ページのデータとして見ます。変換サブシステムにはこの制限がありません。

PSF入力レコード出口の責務は、割り振るすべてのメモリーを管理することです。出口で
は、aaiinnuueexxiitt..hhで提供された作業域ポインターを使用し、呼び出し間のメモリーを再利用
できます。PSFは、INDATA_EXITDATA構造または PSFINSERTRECS構造のいずれかのフィー
ルドによって指されたメモリーを解放しません。出口は、定義されたメモリーまたは割り
当てられたメモリーにポイントできます。必要に応じて、出口では割り振られたメモリー
または解放されたメモリーを再利用できます。PSF入力レコード出口がメモリーの管理を
誤ると、PSFはメモリー不足になる場合があります。
P. 59「使用可能なサンプルユーザー出口プログラム」ページに示したサンプルの入力
データユーザー出口プログラムのソースコード（C言語で作成されたもの）は、//uussrr//
llpppp//ppssff//eexxiittss//aaiinnuuxxiinndd..ccファイルにあります。このサンプルプログラムは 1つ
の戻りコードだけで構成されていて、関数は何も実行しません。
入力データユーザー出口プログラムのデータ構造は、//uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittss//
aaiinnuueexxiitt..hhファイルのソースコードに含まれます。
この出口の宣言は次のとおりです。
void INDATA (INDATA_EXITDATA *exitdata)
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IINNDDAATTAA__EEXXIITTDDAATTAA入出力パラメーターには、InfoPrint Managerとユーザー出口プログラ
ム間の通信に必要なすべての入出力データがあります。
入力データユーザー出口には、以下のフィールドもあります。
version
この変数はこれまでreserved1と呼ばれていました。出口が変形した場合にマイグレー
ションエイドとして使用します。この変数には、この構造用の以下のバージョンIDが
含まれています。
• X'00'=前のバージョン（2005年8月より前）
• X'01'= 2005年8月バージョン（入力レコードの削除/挿入のサポートを追加）

Copy
この出口への呼び出しに関連付けられるのがどのコピーかを識別します。最初に1に設
定され、出口が呼び出されるたびに1ずつ増分します。

DataSize
入力データレコードの長さが含まれています。

DataPointer
処理される入力データレコードを指します。

DataType
常時 0に設定されます (AFP。MO:DCAデータのみ)。

ジョブ処理の終了を示すために出口が呼び出されている場合、次のようになります。
• DataSizeは0に設定されます。
• DataPointerはNULLに設定されます。
• DataTypeは0に設定されます。

その時点でレコードは渡されません。 PPSSFFIINNSSEERRTTRREECCSS構造には、入力データ出口の要
求に応じて挿入される構造化フィールドに関する情報が含まれます。PPSSFFIINNSSEERRTTRREECCSS構
造には、次のフィールドがあります。
version

versionは、PSFに、提供されているPPSSFFIINNSSEERRTTRREECCSS構造のバージョンを識別しま
す。出口は、値0x01を提供してください。提供しない場合は、レコード（next_pポイ
ンターを含む）は無視されます。

next_p
挿入する次のレコードへのポインターが含まれています。

record_p
挿入する MO:DCA (AFP)構造化フィールドへのポインターが含まれています。
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//uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittss//内のaaiinnuueexxiitt..hhソースファイルの、追加のデータ定義および
コメントを参照してください。
入力データユーザー出口プログラムを作成した後で、mmaakkeeコマンドを使用し、コードを
コンパイルしてください（P. 61「ユーザー出口プログラムをコンパイル/インストールす
る」を参照）。

一部のサンプルプログラム（完全なリストについては、P. 65「一般的な入出力フィール
ド」を参照）で使用される入力情報フィールドは、代替サンプルユーザー出口から使用で
きます。InfoPrint Managerは代替入力データのユーザー出口を提供しません。

出力データユーザー出口プログラム

InfoPrint Managerの出力データユーザー出口プログラムは、InfoPrint Managerからの出力
データストリームを監視するために使用されます。この出口は、ジョブの終わりに、エ
ラーメッセージおよびトレーラーページの前に呼び出されます。
P. 59「使用可能なサンプルユーザー出口プログラム」ページに表示されたサンプル出力
データユーザー出口プログラムのソースコード（C言語で作成されたもの）は、//uussrr//
llpppp//ppssff//eexxiittss//aaiinnuuxxoouutt..ccファイルにあります。このサンプルプログラムは 1つ
の戻りコードだけで構成されていて、関数は何も実行しません。
出力データユーザー出口プログラムのデータ構造は、//uussrr//llpppp//ppssff//eexxiittss//
aaiinnuueexxiitt..hhファイルのソースコードに含まれます。これらの構造のコードは、P. 64「
ユーザー出口プログラム構造」に示してあります。
この出口の宣言は次のとおりです。
void OUTDATA (OUTDATA_EXITDATA *exitdata)

OOUUTTDDAATTAA__EEXXIITTDDAATTAA入出力パラメーターには、InfoPrint Managerとユーザー出口プログ
ラム間の通信に必要なすべての入出力データがあります。
出力データユーザー出口プログラムには、以下のフィールドもあります。
Copy
この出口への呼び出しに関連付けられるのがどのコピーかを識別します。最初に1に設
定され、出口が呼び出されるたびに1ずつ増分します。

DataSize
バッファー内のバイト数を示します。

DataPointer
出力データストリームが入るバッファーを指します。

出力データユーザー出口プログラムを作成した後で、AIXの mmaakkeeコマンドを使ってコー
ドをコンパイルする必要があります (「P. 61「ユーザー出口プログラムをコンパイル/イン
ストールする」」を参照)。

ユーザー出口プログラム（PSF専用）
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一部のサンプルプログラム（完全なリストについては、P. 65「一般的な入出力フィール
ド」を参照）で使用される出力情報フィールドは、代替サンプルユーザー出口から使用で
きます。InfoPrint Managerは代替出力データユーザー出口を提供しません。

行データ変換用のユーザー出口プログラム

InfoPrint Managerは、行データ変換用のサンプルユーザー出口プログラムをいくつか提供
しています。これらのユーザー出口は、オプションにより使用するものです。出口プログ
ラムの名前はinpexit、indxexit、outexit、resexitキーワードで指定します。各
キーワードについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」で説明しています。
InfoPrint Manager提供のサンプルプログラムは次のとおりです。
/usr/lpp/psf/acif/apkinp.c
入力レコードユーザー出口

/usr/lpp/psf/acif/apkout.c
出力レコードユーザー出口

/usr/lpp/psf/acif/apkres.c
リソース出口

また、InfoPrint Managerには、入力データストリームを変換するために、次のような入力
レコードユーザー出口プログラムがあります。
/usr/lpp/psf/acif/apka2e.c

ASCIIストリームデータを EBCDICストリームデータに変換します。
/usr/lpp/psf/acif/asciinp.c
改行および用紙送りを含む不定様式 ASCIIデータを、米国規格協会 (ANSI)の紙送り制
御文字を含むレコード形式に変換します。この出口は、ANSI紙送り制御文字をレコー
ドごとにバイト 0でエンコードします。

/usr/lpp/psf/acif/asciinpe.c
不定様式の ASCIIデータを aasscciiiinnpp..ccが行うようなレコードフォーマットに変換
し、その ASCIIストリームデータを EBCDICストリームデータに変換します。

すべてのACIF出口プログラム用のC言語ヘッダーファイルは//uussrr//llpppp//ppssff//aacciiff//
aappkkeexxiittss..hhに、ACIFユーザー出口用のビルド規則は//uussrr//llpppp//ppssff//aacciiff//
MMaakkeeffiilleeにあります。
ユーザー出口プログラムのコンパイルについては、「P. 61「ユーザー出口プログラムを
コンパイル/インストールする」」を参照してください。
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入力レコード出口

行データ変換は、行データ入力ファイルのレコードを追加、削除、または変更できる出口
を提供します。この出口で呼び出すプログラムは、line2afpコマンドののiinnppeexxitキーワー
ドの値で定義されます。
この出口は、レコードを入力ファイルから読み取った後で呼び出されます。この出口で
は、「レコードを破棄する」、「処理する」、または「処理後に次の入力レコード用の出
口に制御を戻す」のいずれかを要求できます。InfoPrint Managerで処理できる最大レコー
ドは32756バイトです。行データ変換でディレクトリーからリソースを処理しているとき
は、この出口は呼び出されません。
P. 79「サンプル入力レコード出口C言語ヘッダー」は、出口プログラムに渡す制御ブロッ
クを記述したC言語ヘッダーの例を示しています。

サンプル入力レコード出口C言語ヘッダー
/*********************************************************************/
/* INPEXIT STRUCTURE */
/*********************************************************************/
typedef struct _INPEXIT_PARMS /* Parameters for input record exit */
{

char *work; /* Address of 16-byte static work area */
PFATTR *pfattr; /* Address of print file attribute info*/
char *record; /* Address of the input record */
unsigned short in_CCSID; /* input CCSID for translating @06a*/
unsigned short out_CCSID; /* output CCSID for translating @06a*/
unsigned short recordln; /* Length of the input record */
unsigned short reserved2; /* Reserved for future use */
char request; /* Add, delete, or process the record */
char eof; /* EOF indicator */

} INPEXIT_PARMS;

次のパラメーターを含む制御ブロックのアドレスが、入力レコード出口に渡されます。
wwoorrkk（（ババイイトト11～～44））

16バイトの静的メモリーブロックを指すポインター。出口プログラムは、このパラ
メーターを使用すると、呼び出し間の情報（作業領域を指すポインターなど）を保管
できます。16バイトの作業領域は、最初の呼び出しの前に、フルワード境界に位置合
せされ、2進ゼロに初期設定されます。ユーザー作成の出口プログラムには、この作業
領域の管理に必要なコードを指定してください。

ppffaattttrr（（ババイイトト55～～88））
印刷ファイル属性データ構造を指すポインター。このデータ構造のフォーマットとそ
こに入っている情報について詳しくは、「P. 86「行データ入力ファイルの属性」」を
参照してください。

rreeccoorrdd（（ババイイトト99～～1122））
紙送り制御文字を含む入力レコードの最初のバイトを指すポインター。この入力レ
コードは、行データ変換で割り振られたストレージに入っているバッファーに含まれ
ていますが、出口プログラムで変更できます。

iinn__CCCCSSIIDD（（ババイイトト1133～～1144））
lliinnee22aaffppコマンドのIINNPPCCCCSSIIDDパラメーターからの値。
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oouutt__CCCCSSIIDD（（ババイイトト1155～～1166））
lliinnee22aaffppコマンドのOOUUTTCCCCSSIIDDパラメーターからの値。

rreeccoorrddllnn（（ババイイトト1177～～1188））
入力レコードのバイト数（長さ）を指定します。入力レコードを変更する場合は、こ
のパラメーターも変更して、レコードの実際の長さが反映されるようにする必要があ
ります。出口プログラムが戻ったときにrreeccoorrddllnnが0である場合、lliinnee22aaffppは戻り
コード99で終了します。

rreesseerrvveedd22（（ババイイトト1199～～2200））
これらは予備のバイトです。

rreeqquueesstt（（ババイイトト2211））
行データ変換によるレコードの処理方法を指定します。出口プログラムに入力すると
きは、このパラメーターはX'00'になります。出口プログラムが行データ変換に制御を
戻すときは、このパラメーターはX'00'、X'01'、またはX'02'になります。ここで、
X'00'
行データ変換でレコードを処理することを指定します。

X'01'
行データ変換でレコードを処理しないことを指定します。

X'02'
行データ変換でレコードを処理し、次に制御を出口プログラムに戻し、出口プ
ログラムが次のレコードを挿入可能にすることを指定します。出口プログラム
は、この値を設定することで、現行レコードを保管し、レコードを挿入し、保
管したレコードを次の呼び出し時に使用できます。出口が最後のレコードを挿
入した後で、出口プログラムでrreeqquueessttバイトがX'00'にリセットされる必要が
あります。

出口プログラムへ入力する時点での値 X'00'は、レコードを処理することを指定しま
す。レコードを無視する場合は、requestバイトの値をX'01'に変更します。レコードを
処理し、後で追加レコードを挿入する場合は、requestバイトの値をX'02'に変更しま
す。X'02'より大きい値はすべて X'00'として解釈され、出口によってレコードが処理さ
れます。

1つのレコードだけバッファーに常駐できます。
eeooff（（ババイイトト2222））
ファイルの終わり (eeooff)インディケーター。このインジケーターは、eeooffを検出した
かどうかを示す1バイトの文字コードです。
eeooffが通知される時点（eeooffのの値値ははYY）では、最後のレコードはすでに入力出口に存在
し、入力ファイルは停止されています。ポインター rreeccoorrddはすでに無効です。eeooff
が通知された後ではレコードは挿入できません。X'02'より大きい値はすべてX'00'とし
て解釈され、出口によってレコードが処理されます。
Y

eeooffが検出されたことを指定します。
N
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eeooffが検出されなかったことを指定します。
このファイルの終わりインジケーターに基づき、出口プログラムはファイルの終わり
で何らかの追加処理を実行できます。出口プログラムで、このパラメーターを変更で
きません。

行データ変換ユーザー入力レコード出口を使用する

apka2e
aappkkaa22ee入力レコード出口プログラムは、あるコード化文字セット（CCSID）でエン
コードされたデータを別のコード化文字セットに変換します。この出口は、使用する
データファイルとは異なるコードポイントを持つ、GT12などのフォントをジョブで使
用する場合に使用する必要があります。lliinnee22aaffppコマンドでIINNPPCCCCSSIIDDと
OOUUTTCCCCSSIIDDパラメーターが指定されていない場合は、デフォルトの変換はASCII（コー
ドセット00850）からEBCDIC（コードセット00037）になります。IINNPPCCCCSSIIDDは入力
コードページ、OOUUTTCCCCSSIIDDは出力コードページを指定します。
aappkkaa22ee入力レコード出口プログラムを実行するには、行データ変換キーワードファイ
ルに、次のキーワードと値を設定します。lliinnee22aaffpp parmddキーワードは、キー
ワードファイルを識別します。

inpexit=/usr/lpp/psf/bin/apka2e
cc=yes
cctype=z

asciinp
aasscciiiinnpp入力レコード出口プログラムは、ASCIIデータストリームを、レコードのバ
イト 0に紙送り制御文字を含むレコードフォーマットに変換します。入力レコードの
バイト0がASCII改行文字（X'0D'）の場合は、バイト0からデータストリームが戻って1
行進むASCIIスペース文字（X'20'）に変換されます。文字は挿入されません。入力レ
コードのバイト 0が ASCII用紙送り文字 (X'0C')の場合、バイト 0が ANSIの「チャネル
1へのスキップ」コマンド (X'31')に変換されます。このコマンドは、紙送り制御バイト
内で改ページの役割を果たします。
aasscciiiinnpp入力レコード出口プログラムを実行するには、行データ変換キーワードファ
イルに、次のキーワードを設定します。lliinnee22aaffpp parmddキーワードは、キーワー
ドファイルを識別します。

inpexit=/usr/lpp/psf/bin/asciinp
cc=yes
cctype=z

asciinpe
aasscciiiinnppee入力レコード出口プログラムは、あるコード化文字セット（CCSID）でエ
ンコードされたデータを別のコード化文字セットに変換します。この出口は、使用す
るデータファイルとは異なるコードポイントを持つ、GT12などのフォントをジョブで
使用する場合に使用する必要があります。lliinnee22aaffppコマンドでIINNPPCCCCSSIIDDと
OOUUTTCCCCSSIIDDパラメーターが指定されていない場合は、デフォルトの変換はASCII（コー
ドセット00850）からEBCDIC（コードセット00037）になります。IINNPPCCCCSSIIDDは入力
コードページ、OOUUTTCCCCSSIIDDは出力コードページを指定します。
aasscciiiinnppおよびaasscciiiinnppee入力レコード出口は他のASCIIプリンターコマンドを認識
しませんが、出口を変更することによって次の操作が可能になります。
• バックスペース（X'08'）
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• 水平タブ（X'09'）
• 垂直タブ (X'0B')

プログラムを使用または変更する方法は、//uussrr//llpppp//ppssff//aacciiffディレクトリーの
InfoPrint Managerで提供されるaasscciiiinnpp..ccソースファイルのプロローグの部分を参照し
てください。

出力レコード出口

出力レコード出口を使うと、行データ変換で出力ファイルに書き込まれるレコードを変更
または無視できます。この出口で呼び出されるプログラムは、lliinnee22aaffppコマンドの
outexitキーワードによって定義されます。
出力文書ファイルにレコード (構造化フィールド)が書き込まれる前に、この出口が制御を
受け取ります。この出口では、レコードの無視または処理を要求できます。この出口で処
理できる最大レコードは32752バイトです（レコードディスクリプターワードを含みませ
ん）。行データ変換でのリソースの処理中は、この出口は呼び出されません。
P. 82「サンプル出力レコード出口C言語ヘッダー」は、出口プログラムに渡す制御ブロッ
クを記述したC言語ヘッダーの例を示しています。

サンプル出力レコード出口C言語ヘッダー
typedef struct _OUTEXIT_PARMS /* Parameters for resource record exit */
{

char *work; /* Address of 16-byte static work area */
PFATTR *pfattr; /* Address of print file attribute */

/* information */
char *record; /* Address of the record to be written */
unsigned short recordln; /* Length of the output record */
char request; /* Delete or process the record */
char eof; /* Last call indicator */

}OUTEXIT_PARMS;

次のパラメーターを含む制御ブロックのアドレスが、出力レコード出口に渡されます。
wwoorrkk（（ババイイトト11～～44））

16バイトの静的メモリーブロックを指すポインター。出口プログラムは、このパラ
メーターを使用すると、呼び出し間の情報（作業領域を指すポインターなど）を保管
できます。16バイトの作業領域は、最初の呼び出しの前に、フルワード境界に位置合
せされ、2進ゼロに初期設定されます。ユーザー作成の出口プログラムには、この作業
領域を管理するために必要なコードを指定しておく必要があります。

ppffaattttrr（（ババイイトト55～～88））
印刷ファイル属性データ構造を指すポインター。このデータ構造のフォーマットとそ
こに入っている情報について詳しくは、「P. 86「行データ入力ファイルの属性」」を
参照してください。

rreeccoorrdd（（ババイイトト99～～1122））
出力レコードの最初のバイトを指すポインター。レコードは、32 KBバッファーに入っ
ています（1 KBは1024バイトです）。バッファーは行データ変換により割り振られる
ストレージに入っていますが、出口プログラムで出力レコードを変更できます。

rreeccoorrddllnn（（ババイイトト1133～～1144））
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出力レコードの長さをバイトで指定します。出力レコードを変更する場合は、このパ
ラメーターも変更して、レコードの実際の長さが反映されるようにする必要がありま
す。

rreeqquueesstt（（ババイイトト1155））
行データ変換でレコードをどのように処理するかを指定します。出口プログラムに入
力するときは、このパラメーターはX'00'になります。出口プログラムが行データ変換
に制御を戻すときは、このパラメーターはX'00'またはX'01'になります。ここで、
X'00'
行データ変換でレコードを処理することを指定します。

X'01'
行データ変換でレコードを無視することを指定します。

出口プログラムへ入力する時点での値 X'00'は、レコードを処理することを指定しま
す。レコードを無視したい場合は、requestバイトの値をX'01'に変更します。X'01'よ
り大きい値はすべて X'00'として解釈され、出口によってレコードが処理されます。

バッファーには、同時に 1つのレコードだけを入れることができます。
eeooff（（ババイイトト1166））
ファイルの終わり (eeooff)インディケーター。このインディケーターは、行データ変換
で出力ファイルの書き込みを終えたことを通知する 1バイトの文字コードです。
eeooffが通知される時点 (eeooffの値は「Y」)では、最後のレコードはすでに出力出口に
送られています。ポインター rreeccoorrddはすでに無効です。eeooff信号が出た後は、レ
コードは挿入できません。このパラメーターには次の値だけ使用可能です。
Y
最後のレコードが書き込まれたことを示します。

N
最後のレコードが書き込まれていないことを示します。

このファイルの終わりフラグは、最終呼び出しインジケーターとして使用され、出口
プログラムが行データ変換に制御を戻せるようにします。出口プログラムで、このパ
ラメーターを変更することはできません。

リソース出口

行データ変換には、ユーザーがリソースを「フィルターに掛ける」（除外する）ために使
用できる出口があります。この出口は、リソースをファイル名レベルで制御する場合に便
利です。たとえば、InfoPrint Manager提供フォント以外のフォントだけ使用すると仮定し
ます。この出口プログラムをコーディングInfoPrint Managerすると、に同梱されるフォン
トの表を含めてリソースファイルからフィルターに掛けることができます。指定した特定
のリソースを組み込みの対象から外すことができるので、この出口のもう 1つの用途とし
て、セキュリティーのための使用が考えられます。この出口で呼び出されるプログラム
は、line2afpコマンドののrreesseexxitキーワードによって定義されます。

ユーザー出口プログラム（PSF専用）
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この出口は、リソースをディレクトリーから読み取る前に制御を受け取ります。この出口
プログラムでは、リソースの処理または無視（スキップ）を要求できますが、要求対象リ
ソースの代わりに別のリソース名は使用できません。出口で、オーバーレイの無視を要求
した場合は、そのオーバーレイが参照するすべてのリソース (つまりフォントおよびペー
ジセグメント)は行データ変換で無視されます。
P. 84「サンプルリソース出口C言語ヘッダー」は、出口プログラムに渡す制御ブロックを
記述したC言語ヘッダーの例を示しています。

サンプルリソース出口C言語ヘッダー
/*********************************************************************/
/* RESEXIT STRUCTURE */
/*********************************************************************/
typedef struct _RESEXIT_PARMS /* Parameters for resource record exit */
{

char *work; /* Address of 16-byte static work area */
PFATTR *pfattr; /* Address of print file attribute info*/
char resname[8]; /* Name of requested resource (8 byte) */
char restype; /* Type of resource */
char request; /* Ignore or process the resource */
char eof; /* Last call indicator */
unsigned short resnamel; /* Length of resource name @05A*/
char pad1[3]; /* padding byte @05A*/
char resnamf[250]; /* Rsrc name if more than 8 bytes@05A*/

} RESEXIT_PARMS;

次のパラメーターを含む制御ブロックのアドレスが、リソースレコード出口に渡されま
す。
work（バイト1～4）

16バイトの静的メモリーブロックを指すポインター。出口プログラムは、このパラ
メーターを使用すると、呼び出し間の情報（作業領域を指すポインターなど）を保管
できます。16バイトの作業領域は、最初の呼び出しの前に、フルワード境界に位置合
せされ、2進ゼロに初期設定されます。ユーザー作成の出口プログラムには、この作業
領域を管理するために必要なコードを指定しておく必要があります。

pfattr（バイト5～8）
印刷ファイル属性データ構造を指すポインター。このデータ構造のフォーマットと示
される情報について詳しくは、「P. 86「行データ入力ファイルの属性」」を参照して
ください。

resname（バイト9～16）
要求対象リソースの名前を指定します。出口プログラムで、この値の変更はできませ
ん。

restype（バイト17）
名前の参照先のリソースのタイプを指定します。これは、次に示す1バイトの16進値で
す。
X'03'

GOCA（グラフィックス）オブジェクトを示します。
X'05'

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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BCOCA（バーコード）オブジェクトを示します。
X'06'

IOCA（入出力イメージ）オブジェクトを示します。
X'40'
フォント文字セットを示します。

X'41'
コードページを示します。

X'FB'
ページセグメントを示します。

X'FC'
オーバーレイを示します。

行データ変換は、以下のリソースタイプについては、この出口を呼呼びび出出ししまませせんん。
• ページ定義
ページ定義（ppaaggeeddeeffキーワード）は、行データファイル変換用の必須リソース
です。

• 書式定義
書式定義（ffoorrmmddeeffキーワード）は、変換済み行データファイルを印刷するため
の必須リソースです。

• コード化フォント
行データ変換では、コードページの名前と参照するフォント文字セットの名前を判
別するために、コード化フォントが処理されます。これは Map Coded Font-2 (MCF-
2)構造化フィールドを作成する場合に必要です。

request（バイト18）
行データ変換でリソースをどのように処理するかを指定します。出口プログラムに入
力するときは、このパラメーターはX'00'になります。出口プログラムが行データ変換
に制御を戻すときは、このパラメーターはX'00'またはX'01'になります。ここで、
X'00'
行データ変換でリソースを処理することを指定します。

X'01'
行データ変換でリソースを無視することを指定します。

出口プログラムへ入力する時点での値 X'00'は、リソースを処理することを指定しま
す。リソースを無視したい場合は、requestバイトの値をX'01'に変更します。X'01'よ
り大きい値はすべて X'00'として解釈され、リソースが処理されます。

resnamel

rreessnnaammeeffフィールド内の有意味文字の長さを指定します。
pad1

ワード境界で rreessnnaammeeffを取得するための埋め込みバイト。

ユーザー出口プログラム（PSF専用）
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resnamef

長さが 8文字より長い場合のリソースの実際の名前。名前が 8文字以下の場合、代わ
りにその名前が rreessnnaammeeフィールドに格納されます。

eof（バイト19）
ファイルの終わり (eeooff)インディケーター。このインディケーターは、行データ変換
で最後のレコードの書き込みが終わったことを通知する 1バイトの文字コードです。
eeooffが通知される時点 (eeooffの値は「Y」)では、最後のレコードはすでにリソース出
口に送られています。ポインター rreeccoorrddはすでに無効です。eeooff信号が出た後は、
レコードは挿入できません。このパラメーターに有効な値は次の値だけです。
Y
最後のレコードが書き込まれたことを示します。

N
最後のレコードが書き込まれていないことを示します。

このファイルの終わりフラグは、最終呼び出しインジケーターとして使用され、行
データ変換に制御を戻します。出口プログラムで、このパラメーターを変更すること
はできません。

非ゼロの戻りコード

行データ変換で、出口プログラムからの非ゼロ戻りコードを受け取った場合は、メッセー
ジ0425-412が出され、処理が終了します。

行データ入力ファイルの属性

このデータ構造は、情報を通知するためにだけ使用されています。
行データ変換では、行データ変換ユーザー出口で使用可能なデータ構造の行データ入力
ファイルの属性に関する情報が提供されています。 P. 86「サンプル印刷ファイル属性C
言語ヘッダー」は、このデータ構造を示しています。

サンプル印刷ファイル属性C言語ヘッダー
typedef struct _PFATTR /* Print File Attributes */
{

char c[3] ; /* Carriage controls? - "YES" or "NO " */
char cctype[1]; /* Carriage control type - A(ANSI), */

/* M(Machine), Z(ASCII) */
char chars[20]; /* CHARS values, including commas */

/* (eg. GT12,GT15) */
char formdef[8]; /* Form Definition (FORMDEF) */
char pagedef[8]; /* Page Definition (PAGEDEF) */
char prmode[8]; /* Processing mode */
char trc[3]; /* Table Reference Characters - "YES" */
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/* or "NO " */
} PFATTR;

以下のパラメーターがある制御ブロックのアドレスがユーザー出口に渡されます。
cccc（（ババイイトト11～～33））

line2afpコマンドで指定されたccccキーワードの値。このキーワードが明確に指定され
ていない場合は、行データ変換はデフォルト値（yyeess）を使用します。

ccccttyyppee（（ババイイトト44））
line2afpコマンドで指定されたccccttyyppeeキーワードの値。このキーワードが明示的に指
定されていない場合は、行データ変換では、ASCIIでエンコードされている、ANSI紙送
り制御文字のデフォルト値（zz）が使用されます。

cchhaarrss（（ババイイトト55～～2244））
複数のフォント指定を区切るコンマを含む、lliinnee22aaffppコマンドに指定されたchars
キーワードの値。charsキーワードにはデフォルト値がないため、値が指定されていな
い場合は、このフィールドはブランクになります。

ffoorrmmddeeff（（ババイイトト2255～～3322））
line2afpコマンドで指定されたffoorrmmddeeffキーワードの値。formdefキーワードにはデ
フォルト値がないため、値が指定されていない場合は、このフィールドはブランクに
なります。

ppaaggeeddeeff（（ババイイトト3333～～4400））
lliinnee22aaffppコマンドで指定されたpagedefキーワードの値。pagedefキーワードにはデ
フォルト値がないため、値が指定されていない場合は、このフィールドはブランクに
なります。

pprrmmooddee（（ババイイトト4411～～4488））
lliinnee22aaffppコマンドで指定されたprmodeキーワードの値。prmodeキーワードにはデ
フォルト値がないため、値が指定されていない場合は、このフィールドはブランクに
なります。

ttrrcc（（ババイイトト4499～～5511））
lliinnee22aaffppコマンドで指定されたtrcキーワードの値。このキーワードが明確に指定さ
れていない場合は、行データ変換はデフォルト値（nnoo）を使用します。

補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
InfoPrintサーバーは、論理宛先、キュー、実宛先のほかに、補助シートオブジェクトも制
御します。この章には、これらのオブジェクトの作成および構成に必要な情報と手順が記
載されています。

補助シートの使用を準備する

以下のセクションでは、補助シートに関する用語、デフォルトの補助シート、InfoPrintで
提供されているユーザー出口プログラムについて説明し、印刷された補助シートがありま
す。

補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
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補助シートに関する用語

補助シートと、補助シートに印刷する情報をInfoPrintが生成する方法を理解するには、次
の用語の意味を理解してください。
補助シート
ジョブの前後、またはジョブ内の文書と文書の間に置かれる特別な用紙 (空白の場合も
そうでない場合もあります)。PSFおよびAIX実宛先は補助シートを印刷します。

補助シートオブジェクト
ユーザー出口プログラムのセットを表します。このプログラムは、InfoPrint PSFとE
メールの実宛先に指定できます。ユーザー出口プログラムは、補助シートに印刷でき
る情報あるいはアカウンティングまたは監査ログに記録される情報を処理します。実
宛先と補助シートオブジェクトは両方とも、同じInfoPrintサーバーに配置してくださ
い。

AIX実宛先は補助シートを印刷しますが、補助シートオブジェクトはサポートしませ
ん。
InfoPrintが提供する2つのauxiliary-sheetスタイルで、実行可能な報告ユーティリティー
で使用できるファイルを生成し、ジョブ統計を表示できます。統計を表示する方法に
ついて詳しくは、「P. 102「印刷ジョブに関するアカウンティングデータ/監査データ
を収集する」」を参照してください。

補助シートオブジェクト名
補助シートを識別します。デフォルトの補助シートの一部の名前は、補助シートのス
タイルを示します。簡略、詳細、またはブランクです。

ユーザー出口
ユーザー出口プログラムを実行し、ユーザー出口プログラムの終了後に処理の制御を
InfoPrintに戻すことができるInfoPrintの処理中のポイント。 InfoPrintでは、ユーザー出口
プログラムに入力できる出口点でデータが提供されてます。 InfoPrintは、ユーザー出口
プログラムからのInfoPrint出力を処理に使用できます。たとえば、ユーザー出口プロ
グラムは、スタートシートをフォーマットする方法InfoPrintに関する指示をに渡すこと
ができます。 InfoPrintでは、次のInfoPrint補助シートオブジェクト用のユーザー出口が
提供されています。
• スタートシート
• エンドシート
• セパレーターシート
• アカウンティングログ
• アカウントシート
• 監査ログ
• 監査シート
• 入力データストリーム
• 出力データストリーム

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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• 印刷後アカウンティング（ログファイルのみ）

Eメールの宛先は、ログ、入力データストリーム、および出力データストリームのユー
ザー出口のみをサポートします。
ユーザー出口およびユーザー出口プログラムについては、P. 94「ユーザー出口プログ
ラムの順序」を参照してください。

ユーザー出口プログラム
印刷するデータを定義し、補助シートスタイルのフォーマットを作成します。 InfoPrint
には、機能を拡張するユーザー出口プログラムがあります。このプログラムを使用す
ると、ジョブのスタートシート、エンドシート、またはセパレーターシートをフォー
マット設定し、アカウンティング情報や監査情報を追跡し、入力または出力ジョブ
データストリームに関する情報を抽出できます。

書式定義
用紙または印刷メディアの特性を定義します。特性には、使用するオーバーレイ、給
紙ユニット (カットシートプリンターの場合)、両面印刷、テキスト抑止、フォント、
用紙上での合成テキストデータの位置などがあります。
書式定義とページ定義については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照し
てください。

エッジマーク
補助シートのエッジに印刷され、印刷出力の中でジョブの境界を識別するときに役立
つマークです。

割り込みメッセージページ
割り込みメッセージページは、印刷ジョブの最後に印刷するメッセージページに類似
したページですが、割り込みメッセージページは、データ損失の発生が考えられるエ
ラーの時点で印刷されます。詳しくは、P. 99「割り込みメッセージページを使用す
る」を参照してください。

InfoPrintのデフォルト補助シートオブジェクト

InfoPrint Managerは、デフォルト補助シートオブジェクトを提供しています。オブジェク
トは、ユーザーが最初にサーバーを作成したときに作成されます。 InfoPrint Managerは、
PSF実宛先用にサポートされている値としてオブジェクトを自動的に識別します。デフォ
ルトの補助シートオブジェクト、および関連付けられているユーザー出口プログラムと書
式定義を、次の表に示します。

デフォルトの補助シートオブジェクト
補助シートオブ
ジェクト

書式定義 説明 ユーザー出
口プログラ
ム

追加情報

ななしし 利用不可 InfoPrintは補
助シートを生
成しません。

利用不可 利用不可

簡簡略略 F1A10110 スタートシー
ト

ainuxhdr

補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
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補助シートオブ
ジェクト

書式定義 説明 ユーザー出
口プログラ
ム

追加情報

セパレーター
シート

ainuxsep

エンドシート ainuxtlr

アカウンティ
ング出口

ainuxacc

監査出口 ainuxaud

詳詳細細 F1A10110 スタートシー
ト

ainuxhdr2

セパレーター
シート

ainuxsep2

エンドシート ainuxtlr2

アカウンティ
ング出口

ainuxacc2

監査出口 ainuxaud2

ブブラランンクク F1A10110 スタートシー
ト

pduxblkh ブランク用紙

セパレーター
シート

pduxblks

エンドシート pduxblkt

aaccccoouunnttiinngg--
lloogg

利用不可 アカウンティ
ング出口

ainacclog アカウンティング情報を//vvaarr//ppssff//
aaccccoouunnttiinngg..llooggファイルに書き込みま
す。用紙に印刷はしません。

監査出口 ainaudlog 監査情報を //vvaarr//ppssff// aauuddiitt..lloogg
ファイルに書き込みます。用紙に印刷はし
ません。

印刷後アカウ
ンティング出
口

ainuxjob
completion

補助シートオブジェクトのpsf-post-
print-accounting-program-nameが
ainuxjobcompletionに設定されている場合
は、//vvaarr//ppssff// jjoobbccoommpplleettiioonn..llooggファイ
ルに印刷後アカウンティング情報を書き込
みます。用紙に印刷はしません。

jjoobb--ttiicckkeett 利用不可 スタートシー
ト

ainuxhdrp

セパレーター
シート

ainuxsepp

エンドシート ainuxtlrp

アカウンティ
ング出口

ainuxaccp アカウンティング情報を//vvaarr//ppssff//
ppooddaaccccoouunntt..llooggに書き込みます。用紙
には印刷されません。

監査出口 ainuxaudp

6644xxxx、、6655xxxx
ププリリンンタターー

F1A10110 スタートシー
ト

ainuxhdrx
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補助シートオブ
ジェクト

書式定義 説明 ユーザー出
口プログラ
ム

追加情報

セパレーター
シート

ainuxsepx

エンドシート ainuxtlrx

コマンドラインでInfoPrintのppddccrreeaatteeコマンドを使用すると、独自のauxiliary-sheetスタ
イルを作成できます。手順については、P. 96「 pdcreateコマンドを使用して新規補助シー
トオブジェクトを作成する」を参照してください。

簡略/詳細スタイルの補助シートの例

次に示す補助シート印刷出力例は、InfoPrint 簡略/詳細デフォルト補助シートオブジェクト
を使用して作成されました。

スタートシートの例

P. 91「要約スタイルと詳細スタイルのスタートシート」では、ユーザー出口プログラム
aaiinnuuxxhhddrrが簡略スタイルのスタートシートを生成し、ユーザー出口プログラム
aainuxhdr2が詳細スタイルのスタートシートを生成しています。

要約スタイルと詳細スタイルのスタートシート

IP
RW

A
U

XS
T

セパレーターシートの例

P. 92「要約スタイルと詳細スタイルのセパレーターシート」では、ユーザー出口プログ
ラムaaiinnuuxxsseeppが簡略スタイルのセパレーターシートを生成し、ユーザー出口プログラム
aaiinnuuxxsseepp22が詳細スタイルのセパレーターシートを生成しています。

補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
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要約スタイルと詳細スタイルのセパレーターシート

IP
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P

エンドシートの例

P. 92「要約スタイルと詳細スタイルのエンドシート」では、ユーザー出口プログラム
aaiinnuuxxttllrrが簡略スタイルのエンドシートを生成し、ユーザー出口プログラム
aaiinnuuxxttllrr22が詳細スタイルのエンドシートを生成しています。

要約スタイルと詳細スタイルのエンドシート
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アカウントシートの例

P. 93「要約スタイルと詳細スタイルのアカウントログシート」では、ユーザー出口プロ
グラムaaiinnuuxxaaccccが簡略スタイルのアカウントログシートを生成し、ユーザー出口プログ
ラムaaiinnuuxxaacccc22が詳細スタイルのアカウントログシートを生成しています。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する



1

93

要約スタイルと詳細スタイルのアカウントログシート

N a m e =
S u p p l i e d  U s e r i d =
S u p p l i e d  N o d e i d =
A d d r e s s 1 =
A d d r e s s 2 =
A d d r e s s 3 =
A d d r e s s 4 =
A c c o u n t =
B u i l d i n g =
D e p a r t m e n t =
P r o g r a m m e r =
R o o m =
T i t l e =
S e g m e n t i d =
C l a s s =
F o r m s =
D e s t i n a t i o n =
P a s s t h r u =
E x t e n d e d S p o o l I D =

A C C O U N T I N G :
S y s t e m  U s e r I D = r o o t
S y s t e m  N o d e I D = s t a r w a r s
J o b N a m e = / i n f o / a f p / t w o p a g e . a f p
S p o o l I D = 1 3 6 7
P r i n t e r N a m e = p s f 4 3 1 7
P a g e s P r i n t e d = 3
B i n O n e S h e e t s = 3
B i n T w o S h e e t s = 0
F o n t s U s e d = 2
R e s i d e n t F o n t s U s e d = 0
O v e r l a y s U s e d = 0
H a r d S e g m e n t s U s e d = 0
S o f t S e g m e n t s U s e d = 0
D a t a O b j e c t R e s o u r c e s U s e d = 0
S t a r t D a t e = 1 1 / 0 1 / 2 0 0 0
S t a r t T i m e = 1 4 : 5 1 : 4 6
E n d D a t e = 1 1 / 0 1 / 2 0 0 0
E n d T i m e = 1 4 : 5 1 : 4 8
F i l e D a t e = 0 5 / 0 5 / 2 0 0 0
F i l e T i m e = 0 7 : 5 9 : 1 3

A C C O U N T I N G :
U s e r I D = r o o t
N o d e I D = s t a r w a r s
J o b N a m e = / i n f o / a f p / t w o p a g e . a f p
S p o o l I D = 1 3 6 6
P r i n t e r N a m e = p s f 4 3 1 7
P a g e s P r i n t e d = 3
B i n O n e S h e e t s = 3
B i n T w o S h e e t s = 0
F o n t s U s e d = 2
R e s i d e n t F o n t s U s e d = 0
O v e r l a y s U s e d = 0
H a r d S e g m e n t s U s e d = 0
S o f t S e g m e n t s U s e d = 0
D a t a O b j e c t R e s o u r c e s = 0
S t a r t D a t e = 1 1 / 0 1 / 2 0 0 0
S t a r t T i m e = 1 4 : 5 0 : 1 4
E n d D a t e = 1 1 / 0 1 / 2 0 0 0
E n d T i m e = 1 4 : 5 0 : 1 5
F i l e D a t e = 0 5 / 0 5 / 2 0 0 0
F i l e T i m e = 0 7 : 5 9 : 1 3
E x t e n d e d S p o o l I D =

IP
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監査シートの例

P. 94「要約スタイルと詳細スタイルの監査シート」では、ユーザー出口プログラム
aaiinnuuxxaauuddが簡略スタイルの監査シートを生成し、ユーザー出口プログラムaaiinnuuxxaauudd22
が詳細スタイルの監査シートを生成しています。

補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
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要約スタイルと詳細スタイルの監査シート

N a m e =
S u p p l i e d  U s e r i d =
S u p p l i e d  N o d e i d =
A d d r e s s 1 =
A d d r e s s 2 =
A d d r e s s 3 =
A d d r e s s 4 =
A c c o u n t =
B u i l d i n g =
D e p a r t m e n t =
P r o g r a m m e r =
R o o m =
T i t l e =
S e g m e n t i d =
C l a s s =
F o r m s =
D e s t i n a t i o n =
P a s s t h r u =
E x t e n d e d S p o o l I D =

A U D I T :
S y s t e m  U s e r I D = r o o t
S y s t e m  N o d e I D = s t a r w a r s
J o b N a m e = / i n f o / a f p / t w o p a g e . a f p
S p o o l I D = 1 3 6 7
P r i n t e r N a m e = p s f 4 3 1 7
P a g e s P r i n t e d = 3
B i n O n e S h e e t s = 3
B i n T w o S h e e t s = 0
F o n t s U s e d = 2
R e s i d e n t F o n t s U s e d = 0
O v e r l a y s U s e d = 0
H a r d S e g m e n t s U s e d = 0
S o f t S e g m e n t s U s e d = 0
D a t a O b j e c t R e s o u r c e s U s e d = 0
S t a r t D a t e = 1 1 / 0 1 / 2 0 0 0
S t a r t T i m e = 1 4 : 5 1 : 4 6
E n d D a t e = 1 1 / 0 1 / 2 0 0 0
E n d T i m e = 1 4 : 5 1 : 4 8
F i l e D a t e = 0 5 / 0 5 / 2 0 0 0
F i l e T i m e = 0 7 : 5 9 : 1 3

A U D I T :
U s e r I D = r o o t
N o d e I D = s t a r w a r s
J o b N a m e = / i n f o / a f p / t w o p a g e . a f p
S p o o l I D = 1 3 6 6
P r i n t e r N a m e = p s f 4 3 1 7
P a g e s P r i n t e d = 3
B i n O n e S h e e t s = 3
B i n T w o S h e e t s = 0
F o n t s U s e d = 2
R e s i d e n t F o n t s U s e d = 0
O v e r l a y s U s e d = 0
H a r d S e g m e n t s U s e d = 0
S o f t S e g m e n t s U s e d = 0
D a t a O b j e c t R e s o u r c e s = 0
S t a r t D a t e = 1 1 / 0 1 / 2 0 0 0
S t a r t T i m e = 1 4 : 5 0 : 1 4
E n d D a t e = 1 1 / 0 1 / 2 0 0 0
E n d T i m e = 1 4 : 5 0 : 1 5
F i l e D a t e = 0 5 / 0 5 / 2 0 0 0
F i l e T i m e = 0 7 : 5 9 : 1 3
E x t e n d e d S p o o l I D =

IP
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ユーザー出口プログラムの順序

P. 94「 InfoPrintのユーザー出口」は、InfoPrintがジョブ処理中にユーザー出口プログラム
を呼び出す順序を示しています。この順序は変更できません。

セパレーターシートはジョブのコピーとコピーの間だけに印刷され、ジョブ内の文書と文
書の間には印刷されません。

InfoPrintのユーザー出口

 
( )  ( )

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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InfoPrint提供のユーザー出口プログラムのディレクトリー位置

補助シートオブジェクトを作成するときは、ユーザー出口プログラムの名前と他のオプ
ション（書式定義、プログラムで印刷出力を生成するかなど）を指定します。実宛先ごと
にInfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェース属性ノートブックを使用
し、各実宛先に関連付ける補助シートオブジェクトを識別します。InfoPrintは、呼び出さ
れたユーザー出口プログラムをメモリーにロードし、そのプリンターにジョブを実行依頼
したときにプログラムを実行します。
次の表には、InfoPrintが提供する実行可能なユーザー出口プログラム例が示されていま
す。

ユーザー出口プログラム
プログラム 説明

スタートシート
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//ppdduuxxbbllkkhh ブランクのスタートシートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxhhddrr 簡略スタイルのスタートシートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxhhddrr22 詳細スタイルのスタートシートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxhhddrrpp 印刷ジョブチケット情報をスタートシートに印刷し

ます。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxhhddrrxx 64xxおよび65xxプリンター用に垂直線なしでス

タートシートが印刷されます。
セパレーターシート

//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//ppdduuxxbbllkkss ブランクのセパレーターシートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxsseepp 簡略スタイルのセパレーターシートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxsseepp22 詳細スタイルのセパレーターシートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxsseepppp セパレーターシートに関するジョブチケット情報が

印刷されます。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxsseeppxx 64xx用に垂直線なしでセパレーターシートが印刷

されます。および65xxプリンター用に垂直線なしで
スタートシートが印刷されます。

エンドシート
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//ppdduuxxbbllkktt ブランクのエンドシートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxttllrr 簡略スタイルのエンドシートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxttllrr22 詳細スタイルのエンドシートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxttllrrpp エンドシートに関するジョブチケット情報が印刷

されます。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxttllrrxx 64xx用に垂直線なしでエンドシートが印刷されま

す。および65xxプリンター用に垂直線なしでスター
トシートが印刷されます。

アカウンティング
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxaacccc 簡略スタイルのアカウンティングシートを印刷しま

す。

補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
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プログラム 説明
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxaacccc22 詳細スタイルのアカウンティングシートを印刷しま

す。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxaaccccpp アカウンティング情報を/var/psf/podaccount.

logに書き込みます。

//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnaacccclloogg アカウンティング情報を/var/psf/accounting.
logに書き込みます。

印刷後アカウンティング
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxjjoobbccoommpplleettiioonn アカウンティング情報を/var/psf/

jobcompletion.logに書き込みます。

監査
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxaauudd 簡略スタイルの監査シートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxaauudd22 詳細スタイルの監査シートを印刷します。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxaauuddpp 監査シートに関するジョブチケット情報が印刷され

ます。
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnaauuddlloogg アカウンティング情報を/var/psf/audit.logに

書き込みます。
入力データ

//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxiinndd 何のタスクも実行しません。ユーザー独自のユー
ザー出口プログラム作成用のモデルとして使用しま
す。

出力データ
//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinn//aaiinnuuxxoouutt 何のタスクも実行しません。ユーザー独自のユー

ザー出口プログラム作成用のモデルとして使用しま
す。

また、サンプルのユーザー出口プログラムのソースコードを使用して、ユーザー独自の
ユーザー出口プログラムを作成することもできます。InfoPrintのソースコードはディレク
トリーuussrr//llpppp//ppssff//eexxiittssにあります。

補助シートオブジェクトを作成/構成する（PSF専用）

初回サーバーを作成するときは、InfoPrintは、P. 89「 InfoPrintのデフォルト補助シートオ
ブジェクト」で述べたデフォルトの補助シートオブジェクトを作成します。以下のセク
ションで、補助シートオブジェクトの作成方法と構成方法について説明します。

pdcreateコマンドを使用して新規補助シートオブジェクトを作成する

コマンドラインから補助シートオブジェクトを作成します。ただし、補助シートオブジェ
クトは、InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースからは作成できませ
ん。新しい補助シートオブジェクトを作成するには、ppddccrreeaatteeコマンドで --cc
aauuxxiilliiaarryy--sshheeeettを使用し、サーバー名と補助シートオブジェクト名を指定します。
その場合は、サーバーでその補助シートオブジェクトを一意的に識別する名前を指定しま

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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す。2つのサーバーには、同じ名前で補助シートオブジェクトを入れることができます
が、異なる属性値になる場合があります。
また、書式定義、エッジマークの印字、使用するユーザー出口プログラムを指定するコマ
ンドで、ppssff--eexxiitt--ffoorrmm--ddeeffiinniittiioonn、ppssff--eexxiitt--ppaaggee--mmaarrkk、ppssff--eexxiitt--
pprrooggrraamm--nameの各属性も指定します。
たとえば、Server1の中にcustom-startという名前の補助シートオブジェクトを作成し、
そのオブジェクトでainuxhdrユーザー出口プログラムとF1A10110書式定義を指定してから
エッジマークを組み込むには、次のコマンドを入力します。
pdcreate -c auxiliary-sheet -x "psf-exit-program-name=ainuxhdr

psf-exit-form-definition=F1A10110 psf-exit-page-mark=true"
Server1:custom-start

詳しくは、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」の章の補助シートオブジェクトの属性
にある「補助シートオブジェクトの属性」を参照してください。

補助シートオブジェクトをPSFプリンターに関連付ける

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用し、補助シー
トオブジェクトをPSFプリンターに関連付けます。InfoPrintManagerアドミニストレーショ
ンインターフェースを開始し、補助シートに関連付けるプリンターを選択します。次に、
［［ププリリンンタターー］］→→［［ププロロパパテティィーー］］をクリックして、［［ププリリンンタターーププロロパパテティィーー］］ノー
トブックを開きます。この作業を完了するには、IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストト
レレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススのオンラインヘルプのトピック補助シートオブジェクトの
使用以降を参照してください。

アカウンティング情報または監査情報の補助シートを関連付ける

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用すると、補助
シートオブジェクトを指定し、選択されたPSFプリンターによって処理される（印刷以外
の）ジョブのアカウンティング情報と監査情報を収集できます。InfoPrint Managerアドミ
ニストレーションインターフェースを開始し、補助シートに関連付けるプリンターを選択
します。次に、［［ププリリンンタターー］］→→［［ププロロパパテティィーー］］をクリックして、［［ププリリンンタターーププロロ
パパテティィーー］］ノートブックを開きます。この作業を完了するには、IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr
アアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススのオンラインヘルプのトピック補助シートオ
ブジェクトの使用以降を参照してください。
アカウンティングユーザー出口プログラムを起動するには、宛先と関連付けられた補助
シートオブジェクト内のpsf-exit-program-name（psf-exit-program-name=ainacclogな
ど）の値としてアカウンティングユーザー出口プログラム名のいずれかを指定します。監
査ユーザー出口プログラムをアクティブにするには、宛先と関連付けられた補助シートオ
ブジェクト内のpsf-exit-program-name（psf-exit-program-name=ainaudlogなど）の値と
して監査ユーザー出口プログラム名のいずれかを指定します。
各PSF実宛先には、2つのアカウンティング方法（アカウンティングと印刷後アカウンティ
ング）をアクティブにできます。すべてのPSFプリンターのアカウンティングセットアッ
プが同じ場合は、作成した補助シートオブジェクトまたはInfoPrintで対応するデフォルト
のアカウンティングログ補助シートオブジェクトを1つ使用すると、完了できます。

補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
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印刷後アカウンティングユーザー出口プログラムを実宛先に関連付ける

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用すると、補助
シートを指定し、選択されたPSFプリンターによって処理される（印刷ではない）ジョブ
に関する印刷後アカウンティング情報を収集できます。InfoPrint Managerアドミニスト
レーションインターフェースを開始し、補助シートに関連付けるプリンターを選択しま
す。次に、［［ププリリンンタターー］］→→［［ププロロパパテティィーー］］をクリックして、［［ププリリンンタターーププロロパパ
テティィーー］］ノートブックを開きます。この作業を完了するには、IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアア
ドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススのオンラインヘルプのトピック補助シートオブ
ジェクトの使用以降を参照してください。次に、P. 63「ユーザー出口プログラムをアク
ティブにする」で説明したコマンドを使用して、補助シートオブジェクトの属性を設定し
てください。
印刷後アカウンティング出口プログラムをアクティブにするには、宛先と関連付けられた
補助シートオブジェクトにpsf-post-print-accounting-program-name=
ainuxjobcompletionを指定します。
各PSF実宛先には、2つのアカウンティング方法（アカウンティングと印刷後アカウンティ
ング）をアクティブにできます。すべてのPSFプリンターのアカウンティングセットアッ
プが同じ場合は、作成した補助シートオブジェクトまたはInfoPrintで対応するデフォルト
のアカウンティングログ補助シートオブジェクトを1つ使用すると、完了できます。

入力データユーザー出口プログラムを実宛先に関連付ける

入力データユーザー出口プログラムを使用してInfoPrint ManagerからIInnffooPPrriinntt
MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススに入るデータストリームの内容を
モニターできます。InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースを開始
し、補助シートに関連付けるプリンターを選択します。次に、［［ププリリンンタターー］］→→［［ププロロ
パパテティィーー］］をクリックして、［［ププリリンンタターーププロロパパテティィーー］］ノートブックを開きます。こ
の作業を完了するには、IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターー
フフェェーーススのオンラインヘルプのトピック補助シートオブジェクトの使用以降を参照してく
ださい。

出力データユーザー出口プログラムを実宛先に関連付ける

出力データユーザー出口プログラムを使用すると、IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストト
レレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススからの、InfoPrintによって作成されたデータストリームの内
容をモニターできます。InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースを開
始し、補助シートに関連付けるプリンターを選択します。次に、［［ププリリンンタターー］］→→［［ププ
ロロパパテティィーー］］をクリックして、［［ププリリンンタターーププロロパパテティィーー］］ノートブックを開きます。
この作業を完了するには、IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターー
フフェェーーススのオンラインヘルプのトピック補助シートオブジェクトの使用以降を参照してく
ださい。
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割り込みメッセージページを使用する

割り込みメッセージページでは、プリンターオペレーターがプリンターの問題の原因と場
所を見つける方法が提供されています。割り込みメッセージページは、印刷ジョブの最後
に印刷するメッセージページに類似したページですが、割り込みメッセージページは、
データ損失の発生が考えられるエラーの時点で印刷されます。これで、オペレーターが
データの欠落を防止したり、印刷ジョブの後処理工程で問題を補正できます。
割り込みメッセージページは、PSF DSSまたは分散印刷機能（DPF）を使用するPSF TCP/
IP接続プリンター用です。これらは実宛先 (AD)に関連付けられ、ジョブごとに変更するこ
とはできません。Interrupt Message Pagesは、他のPSF接続タイプとは連動しません。割
り込みメッセージページと仕上げ処理には互換性がないため、以下の機能を組み合わせて
使用することは推奨しません。

シナリオ/条件 割り込みメッセージペー
ジを生成するか?

ジョブの一時停止/再開 はい

プリンターの一時停止/再開 いいえ

ADシャットダウン-同期（ジョブの一時停止と同じ） はい

ADシャットダウン-今すぐ（即時に停止） いいえ

リカバリー可能なデータとハードウェアの例外（紙づまり、前/後処理プログ
ラムの例外を含む）

はい

後送り/前送り はい

ページコミットなしの後送り/前送り いいえ

ページ範囲の印刷 いいえ

ジョブのキャンセル - Pdrm/pddelete いいえ

-プリンターのキャンセルボタン はい

プリンターの停止ボタン いいえ-作作動動可可能能//作作動動
不不可可

通信の消失 いいえ

割り込みメッセージページを使用可能にする

プリンターが割り込みメッセージページを生成可能にするには、以下の手順で行います。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開きます。
2. 使用可能にするプリンターを右クリックし、ププロロパパテティィーーを選択します。そのプリン
ターのプロパティーノートブックがオープンします。

3. 補補助助//セセパパレレーータターーシシーートトをクリックします。
4. 割割りり込込みみメメッッセセーージジペペーージジ使使用用可可能能の隣にあるはいをクリックします。
5. デフォルトとは異なる書式定義を使用する場合は、割割りり込込みみメメッッセセーージジペペーージジ書書式式定定義義
入力フィールドに定義の名前を入力します。

補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
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6. ページマークを使用する場合は、割割りり込込みみメメッッセセーージジペペーージジエエッッジジママーーククの横にあるははいい
をクリックします。割割りり込込みみメメッッセセーージジペペーージジエエッッジジママーークク設定では、排紙された用紙を
横から見たときにマークが見えるように、用紙の端にマークが印刷されます。用紙
を折り畳む連続用紙プリンターでは、用紙の折り畳みが行われる場所にマークが印
刷されます。

割り込みメッセージページには、すでに割り当てられ、すべての用紙サイズに印刷するよ
うに設計されている、デフォルトのメッセージページ書式定義があります。この書式定義
はFF11MMGG00111100という名前で、以下のデフォルト値が設定されています。
• 1部コピー
• オーバーレイなし
• ビン 1から用紙を使用
FF11MMGGIIMMPPという名前の新しい書式定義もあります。オフセットスタッキングの指定以外は
デフォルトと同じ書式定義です。
独自の書式定義を作成できますが、書式定義をすべての用紙サイズに印刷するという機能
が変更されてしまうことがあるので注意してください。書式定義を作成する場合は、Page
Printer Formatting Aid（PPFA）機能を使用してください。詳しくは、「InfoPrintページプリ
ンター書式設定補助:ユーザーズガイドおよびリファレンス」（S550-0801）を参照してく
ださい。
カスタム書式定義を作成してオフセットスタッキングを使用する場合は、PPFAを使用
し、書式定義内にJJOOGG YYEESSを指定できます。

割り込みメッセージレポートを使用する

割り込みメッセージレポートには、別の割り込みメッセージページにすでに印刷されてい
るすべての割り込みエラーメッセージが表示されます。これにより、プリンターオペレー
ターは、印刷ジョブの処理フェーズ全体における最も重要なエラーメッセージのサマリー
を把握できます。
割り込みメッセージレポートは、メッセージページの後、印刷ジョブの最後に印刷されま
す。
印刷ジョブの間に発生するメッセージは、次の順序で表示されます。
1. 割り込みメッセージページ
2. メッセージページ
3. 割り込みメッセージレポート

割り込みメッセージレポートを使用可能にする

プリンターで割り込みメッセージレポートを生成可能にするには、以下の手順で行いま
す。
1. IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンン GGUUIIを開きます。
2. 使用可能にするプリンターを右マウスボタンクリックして、ププロロパパテティィーーを選択しま
す。そのプリンターのプロパティーノートブックが開きます。
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3. 補補助助//セセパパレレーータターーシシーートトを選択します。
4. 割割りり込込みみメメッッセセーージジレレポポーートト使使用用可可能能の横にあるははいいをクリックします。

• 割り込みメッセージレポートを生成できるように、割り込みメッセージページが
使用可能になっていることを確認します。詳しくは、P. 99「割り込みメッセー
ジページを使用可能にする」を参照してください。

5. デフォルトとは異なる書式定義を使用する場合は、割割りり込込みみメメッッセセーージジレレポポーートト書書式式定定義義
入力フィールドに定義の名前を入力します。

割り込みメッセージレポートには、すでに割り当てられ、すべての用紙サイズに印刷する
ように設計されている、デフォルトのメッセージレポート書式定義があります。この書式
定義はFF11PPIIRRMM11という名前で、以下のデフォルト値が設定されています。
• 灰色の背景オーバーレイ
• 「割り込みメッセージレポート」という文字が入った下ページオーバーレイ

BSD DSSを使用してauxiliary-sheet-selectionジョブ属性を許可する

BSD実宛先は、補助シートを生成しません。プリンターを接続するシステムでは補助シー
トを作成できますが、補助シートはInfoPrint Managerの属性を使用して制御できません。
たとえば、実際に補助シートを印刷しているリモートキューにジョブが送信された場合
は、ヘッダーシートなどの補助シートが印刷できます。
BSD実宛先は、aauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonn属性に対応していません。多くの印刷
コマンドオプションはaauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonn属性を生成します。BSD実宛先
はジョブをリジェクトします。 AIXクライアント例を一部以下に示します。
コマンド アクション
qprt -Pbsdld -Bnn file ジョブにaauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonn==nnoonneeを設定します。
lpr -Pbsdld file ジョブにaauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonn==ssttaarrttを設定します。
lpr -Pbsdld -h file ジョブにaauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonn==nnoonneeを設定します。

次の手順を使用すると、aauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonn属性を持つジョブをBSD DSS
実宛先を受け取ることができます。この手順を使用すると、aauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--
sseelleeccttiioonnが指定されたジョブをBSD DSS宛先が受け取ることができますが、BSD DSS
では補助シートが処理または印刷されません。
1. ppddddiissaabblleeコマンドを使用してBSD実宛先を使用不可にします。
2. 次のppddsseettコマンドを発行します。
pdset -cp -x "auxiliary-sheet-selections-supported=none

job-attribute-supported+=auxiliary-sheet-selection" bsdad

bsdadは、使用中のBSD実宛先です。
3. 宛先に関連付けられているキューを判別し、次のppddsseettコマンドを発行して実宛先を
キューから登録抹消します。

補助シート/ユーザー出口プログラムを作成/管理する
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psdet -cp -x "associated-queue==" bsdad
4. 次のppddsseettコマンドを発行し、実宛先をキューに再登録します。
psdet -cp -x "associated-queue=bsdq" bsdad

bsdqは、前の手順で識別されたキューです。このコマンドは、ジョブを正しくスケ
ジュールできるように、新規の実宛先属性設定についてキューに情報を伝えます。

5. ppddeennaabblleeコマンドを使用してBSD実宛先を使用可能にします。

BSD DSSは値も無視するため、この手順を変更してaauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonnに
他の値を指定できます。

印刷ジョブに関するアカウンティングデータ/監査
データを収集する
InfoPrintによって、次の2つのソースから印刷ジョブに関するアカウンティング情報を収集
できます。
• InfoPrint Manager AIXサーバー。このサーバーは、すべてのデバイスサポートシステム

(DSS)に適用されます。詳しくは、P. 102「 InfoPrint Managerサーバーのアカウンティ
ング情報を使用する」を参照してください。
以下の場合は、InfoPrint Managerからのアカウンティング情報を使用してください。
– InfoPrint DSSのすべてのタイプに関してアカウンティング情報をトラッキングする
必要がある場合。

– ppddaaccccoouunnttコマンドを使用し、スプレッドシートプログラムでデータを要約する
場合。

• PSF監査およびアカウンティングユーザー出口プログラム (PSFにのみ適用)。詳しく
は、P. 111「 PSFアカウンティング、印刷後アカウンティング、および監査ユーザー
出口プログラムを使用する」を参照してください。
次の場合は、PSF監査およびアカウンティングユーザー出口プログラムからアカウン
ティング情報を使用する必要があります。
– PSF接続プリンターだけを使用している場合。
– ppddaaccccoouunnttコマンドによって得られる情報よりも詳細な情報が必要な場合。

InfoPrint Managerサーバーのアカウンティング情報を使用する

すべての DSSが処理されたジョブに関する情報を格納する一方で、一部の DSSは他の
DSSよりももっと厳密な情報を格納します。すべての実宛先アカウンティングログは、
サーバーおよび実宛先 lloogg--aaccccoouunnttiinngg--ddaattaa属性によって使用可能になります。
log-accounting-data=trueを指定したときは、InfoPrintはサーバーのアカウンティングロ
グ（各宛先に1つ）にデータを保管します。ここで、コマンド行またはppddaaccccoouunnttコマ
ンドで、このログを直接表示できます。ppddaaccccoouunnttコマンドを使用すると、コンマで区
切られたフォーマット（Printer1,12997,1989787763）で要約情報を表示できます。この
情報をファイルに保管し、これをスプレッドシートにインポートして、消耗品コスト、プ
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リンターの使用率、個別ユーザーごとの印刷コストを計算できます。要約情報には、時間
帯で指定された宛先またはユーザー別に、印刷された合計ページと合計オクテット（バイ
ト数）があります。要約データの代わりに、指定した時間帯の詳しいアカウンティングレ
コードを入手することもできます。

pdaccountコマンドでInfoPrintサーバーのアカウンティング情報を収集する方
法

InfoPrintサーバーのアカウントログサポートをアクティブにするには、log-
accounting-dataを変更してください。デフォルトでは、InfoPrint Manager値はlog-
accounting-data=falseで、実宛先のデフォルトでは、サーバーの設定を使用します。
従って、以下のようにlloogg--aaccccoouunnttiinngg--ddaattaa属性を設定してください。
• サーバー上のすべての宛先のアカウンティングをアクティブにするには、以下の操作
を行います。
サーバーのlog-accounting-data属性をTrueに設定します（実宛先でこの属性を指
定していなかった場合、サーバーのlog-accounting-data属性が使用されます）。

• 指定の実宛先のアカウンティングをアクティブにするには、以下の操作を行います。
その特定の実宛先のlog-accounting-data属性をTrueに設定します。または、サー
バーのlog-accounting-data属性値が使用されます。

• サーバー上のすべての宛先のアカウンティングを非アクティブにするには、以下の操
作を行います。
特定の実宛先のlog-accounting-data属性をFalseに設定します（実宛先でこの属
性を指定していなかった場合、サーバーのlog-accounting-data属性が使用されま
す）。

• 指定の実宛先のアカウンティングを非アクティブにするには、以下の操作を行いま
す。
その特定の実宛先のlog-accounting-data属性をFalseに設定します。または、
サーバーのlog-accounting-data属性値が使用されます。

log-accounting-data属性は、pdsetコマンドまたはInfoPrint Managerアドミニスト
レーション GUIを使用して変更できます。InfoPrint Managerアドミニストレーション GUI
については、「RICOH InfoPrint Manager for AIX:スタートガイド」を参照してください。
デフォルトでは、pdaccountコマンドは、InfoPrint Managerサーバーから以下のアカウン
ティング情報を取得します。
• aaccttuuaall ddeessttiinnaattiioonn nnaammee
• jjoobb oowwnneerr
• gglloobbaall jjoobb--iidd
• ssuubbmmiissssiioonn ttiimmee
• ccoommpplleettiioonn ttiimmee
• ppaaggeess--ccoommpplleetteedd
• oocctteettss--ccoommpplleetteedd
• ddaattaa ssttrreeaamm
• jjoobb nnaammee
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アカウンティングログバージョンを使用するには、aaccccoouunnttiinngg--lloogg--vveerrssiioonn値を設
定してください。デフォルトでは、aaccccoouunnttiinngg--lloogg--vveerrssiioonn値は設定されていませ
ん。サーバー上のすべての実宛先に同じaaccccoouunnttiinngg--lloogg--vveerrssiioonn値を使用する場合
は、サーバーのaaccccoouunnttiinngg--lloogg--vveerrssiioonn属性を目的のテキスト値に設定し、実宛先
でaaccccoouunnttiinngg--lloogg--vveerrssiioonn属性が設定されていないことを確認します。
aaccccoouunnttiinngg--lloogg--vveerrssiioonn属性は、値が設定されている場合だけログに記録されま
す。aaccccoouunnttiinngg--lloogg--vveerrssiioonn属性を設定することで、ログに記録された属性の現在
の固定セットの後に新しいフィールドが追加され、追加アカウンティングデータの以前の
レイアウトが移動します。
実宛先属性aaddddiittiioonnaall--aaccccoouunnttiinngg--lloogg--aattttrriibbuutteessには、各宛先のアカウン
ティングログに記録するために定義したジョブ属性と文書属性があります。実宛先属性
aaddddiittiioonnaall--aaccccoouunnttiinngg--lloogg--aattttrriibbuutteessを使用すると、ログに含める追加の
ジョブ属性と文書属性を定義できます。属性は次のとおりです。
• aaccccoouunnttiinngg11--tteexxtt
• aaccccoouunnttiinngg22--tteexxtt
• aaccccoouunnttiinngg33--tteexxtt
• aaccccoouunntt--tteexxtt
• aaccttuuaall--ddeessttiinnaattiioonnss--rreeqquueesstteedd
• aaddddrreessss11--tteexxtt
• aaddddrreessss22--tteexxtt
• aaddddrreessss33--tteexxtt
• aaddddrreessss44--tteexxtt
• aauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonn
• bbaassee--pprriinntteerr
• bbuuiillddiinngg--tteexxtt ccaallllbbaacckk--nnuummbbeerr
• cchhaarrss
• ccoolloorr--bbiittss--ppeerr--ppllaannee
• ccoolloorr--mmaappppiinngg--ttaabbllee
• ccoolloorr--pprrooffiillee
• ccoolloorr--rreennddeerriinngg--iinntteenntt
• ccoolloorr--ttoonneerr--ssaavveerr
• ccooppyy--ccoouunntt
• ccrreeaattiioonn--ttiimmee
• ddeeffaauulltt--iinnppuutt--ttrraayy
• ddeeffaauulltt--mmeeddiiuumm
• ddeeppaarrttmmeenntt--tteexxtt
• ddeessttiinnaattiioonn--aaccccoouunnttiinngg11--tteexxtt
• ddeessttiinnaattiioonn--aaccccoouunnttiinngg22--tteexxtt
• ddeessttiinnaattiioonn--aaccccoouunnttiinngg33--tteexxtt
• ddeessttiinnaattiioonn--ccoommppaannyy--tteexxtt
• ddeessttiinnaattiioonn--llooccaattiioonnss--rreeqquueesstteedd
• ddeessttiinnaattiioonn--mmooddeellss--rreeqquueesstteedd
• ddeessttiinnaattiioonn--nnaammee--rreeqquueesstteedd
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• ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh
• ddeessttiinnaattiioonnss--uusseedd
• ddooccuummeenntt--ccoommmmeenntt
• ddooccuummeenntt--ccoonntteenntt
• ddooccuummeenntt--ffiillee--nnaammee
• ddooccuummeenntt--ffiinniisshhiinngg
• ddooccuummeenntt--ttyyppee
• eemmaaiill--ffrroomm--aaddddrreessss
• eemmaaiill--ttoo--aaddddrreessss
• ffoonntt--rreessoolluuttiioonn
• ffoorrmm--ddeeffiinniittiioonn
• hhaallffttoonnee iinnppuutt--ttrraayy--sseelleecctt
• jjoobb--bbaattcchh
• jjoobb--cclliieenntt--iidd
• jjoobb--ccoommmmeenntt
• jjoobb--ccooppiieess--ccoommpplleetteedd
• jjoobb--ddeeaaddlliinnee--ttiimmee
• jjoobb--ddiissccaarrdd--ttiimmee
• jjoobb--ffiinniisshhiinngg
• jjoobb--mmeeddiiaa--sshheeeett--ccoouunntt
• jjoobb--oorriiggiinnaattoorr
• jjoobb--ppaaggee--ccoouunntt
• jjoobb--pprriioorriittyy
• jjoobb--rreettaaiinn--uunnttiill
• jjoobb--rreetteennttiioonn--ppeerriioodd
• mmeeddiiaa--sshheeeettss--ccoommpplleetteedd
• mmooddiiffiiccaattiioonn--ttiimmee
• mmvvss--ddeessttiinnaattiioonn
• mmvvss--ffoorrmmss
• mmvvss--sseeggmmeenntt--iidd
• nnaammee--ooff--llaasstt--aacccceessssoorr
• nnaammee--tteexxtt
• nnooddee--iidd--tteexxtt
• nnuummbbeerr--ooff--ddooccuummeennttss
• nnuummbbeerr--uupp
• oocctteett--ccoouunntt
• oorriiggiinnaattiinngg--ccoommppaannyy--tteexxtt
• oouuttppuutt--ffoorrmmaatt
• ppaaggee--ccoouunntt
• ppaaggee--ddeeffiinniittiioonn
• ppaaggee--sseelleecctt
• pplleexx
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• pprriinntt--qquuaalliittyy
• pprroocceessssiinngg--ttiimmee
• pprrooggrraammmmeerr--tteexxtt
• pprroommoottiioonn--ttiimmee
• qquueeuuee--aassssiiggnneedd
• rreeccoorrdd--ccoouunntt
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt
• rreessuullttss--pprrooffiillee
• rroooomm--tteexxtt
• sshheeeett--rraannggee
• ssiiddeess
• ssttaarrtteedd--pprriinnttiinngg--ttiimmee
• ssuubbjjeecctt--tteexxtt
• ttiittllee--tteexxtt
• uusseerr--iidd--tteexxtt
• uusseerr--llooccaallee
• uusseerr--nnaammee
• xx--iimmaaggee--sshhiifftt
• xx--iimmaaggee--sshhiifftt--bbaacckk
• yy--iimmaaggee--sshhiifftt
• yy--iimmaaggee--sshhiifftt--bbaacckk

aaccccoouunnttiinngg--lloogg--vveerrssiioonn属性は、pdaccount—t allを指定した場合だけ取得できま
す。
ユーザー定義のアカウンティング情報は、現在のアカウンティング情報ログの末尾に追加
されます。ジョブの最初の印刷可能文書の属性のみがログに記録されます。
1999年9月20日の午前8時から1999年9月27日の午前8時にServer1という名前のInfoPrint
Managerサーバー上の宛先別に要約情報を要求する場合は、コマンドラインで次を指定し
ます。
pdaccount -t destination -s '08:00:00 09/20/99' -e '08:00:00 09/27/99'
Server1

InfoPrintは次のようなフォーマットで応答情報を表示します。
DDeessttiinnaattiioonn NNaammee,,PPaaggeess CCoommpplleetteedd,,OOcctteettss CCoommpplleetteedd
Printer1,12997,1989787763
Printer2,2455,17676836
Printer3,86673,189808083

ここで、Printer1は実宛先を意味し、12997は指定期間内の完了ページ数を意味し、
1989787763は指定期間内の完了オクテット数を意味します。
pdaccountコマンドを使用する方法は、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」または
ppddaaccccoouunnttのマニュアルページを参照してください。
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種々の実宛先用DSSは、pages-completedを報告します。たとえば、PSF DSSを使用し
て作成された実宛先は、データ中にあるbegin-pageとend-pageの構造化フィールドの
ペア数に基づいて印刷されたIntelligent Printer Data Stream（IPDS）ページ数を報告しま
す。従って、両面印刷の場合は、印刷された用紙ごとに2ページカウントとなります。た
だし、AIX DSS（このDSSはNアップ印刷に非対応）で実宛先を作成した場合は、印刷され
た用紙の各面は1ページとしてカウントされます。この結果、両面印刷の場合、印刷され
た用紙ごとに 2ページカウントとなります。

InfoPrintサーバーのアカウンティングログの内容を管理する方法

log-accounting-data=trueをInfoPrintサーバーまたは実宛先で指定すると、アカウンティ
ングログは無制限に増加します。アカウンティングログは、注意して管理し、パフォーマ
ンス上の問題を起こさないようにしてください。ログファイルは、定期的に、削除する
か、別のディレクトリーに移動してください。いずれかのタスクを実行しない場合は、
サーバーでディスクドライブの容量不足になり、ジョブの印刷ができなくなります。この
問題を回避するには、システム保守の一部としてアカウンティングログと監査ログを削除
または移動します。
アカウンティングログはサーバーディレクトリーのサブディレクトリーにあります。次
に、デフォルトの許可とともに、ファイルの名前と場所を記述します。
$PDBASE/ servername/accounting.logs
。servernameは、InfoPrintサーバーの名前を示します。InfoPrintには、各宛先に次の2つ
のアカウンティングログがあります。
• actual_destination_nameaccounting.log.v1で、正常に完了したジョブのア
カウンティング情報を保存します。

• actual_destination_name.accounting.log.errorで、エラーが発生したジョ
ブのアカウンティング情報を保存します。

場合actual_destination_nameジョブを処理する実宛先を示します。この実宛先を
別々のディレクトリーに配置すると、管理が容易になります。
InfoPrintは、accounting.logディレクトリーで rootとシステムグループへの許可を
rwx（読み取り、書き込み、実行）に設定することで、ログへの直接アクセスを制限しま
す。ログそれ自身は、読み取りおよび書き込みアクセス権のある rootと読み取りアクセス
権のあるシステムグループにより作成されます。
InfoPrintサーバーのアカウンティングデータのレコードを保存しておくには、既存のログ
ファイルを新しいディレクトリーに移動してください。以下の場合に、この手順を使用し
ます。
1. ログファイルが置いてあるディレクトリーに移動し、次を指定します。
cd $PDBASE/server1/accounting.logs
2. 次のように指定することで、pprrtt11..aaccccoouunnttiinngg..lloogg..**ファイルを 11qqrrtt22000000と
いう名前のディレクトリーに移動します。

mv prt1.accounting.log.* /1qrt2000
このコマンドは既存のファイルを新しいディレクトリーに移動し、ファイルを
$$PPDDBBAASSEE//sseerrvveerr11//aaccccoouunnttiinngg..llooggssディレクトリーから削除します。pprrtt11で
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次のジョブが処理されたときは、InfoPrintは新しいアカウンティングログファイルを作
成します。

データはなるべく別のファイルシステムに移動するようにして、システムから削除するこ
とは避けるようお勧めします。この方法で、アカウンティングデータを保管して参照が不
要になったときにシステムから削除できます。データを別のディレクトリーに保管せずに
ファイルを削除するには、次のようにします。
1. 次を指定します。
cd $PDBASE/server1/accounting.logs
このコマンドで目的のパスに移動します。

2. 次を入力します。
rm prt1.accounting.log.*
コマンドラインプロンプトが戻されたときは、システムからファイルが削除されてい
ます。

3.

ls
このコマンドでディレクトリーの内容が表示され、ファイルが削除されたことを確認
できます。印刷用に次のジョブを実行依頼したときは、InfoPrintは、新しいアカウン
ティングログファイルを作成し、そのファイルにデータを書き込みます。

pdaccountコマンドは元のファイルの情報を見つけて処理することだけ行います。ファ
イルを移動したり名前変更すると、pdaccountコマンドを使用してデータは要約できま
せん。pdaccountコマンドを使用し、元のファイルの情報を見つけて処理する場合は、
別の場所に要約データを保管してからログを削除します。

すすべべててののまたはエエララーーののアカウンティングレコードに情報を要求すると、すべてのデータ
が送信されるためにメモリーに読み込まれるので、サーバーのメモリーを多く使用しま
す。多くのデータを検索する場合、データを短い時間枠で要求し、その戻りデータを結合
するように考慮しなければなりません。
たとえば、1月間の全アカウンティングレコードを検索するには、次のような4つの
ppddaaccccoouunnttコマンドを発行します。
• pdaccount -t all -s '00:00:00 AM 03/01/00' -e '00:00:00 AM 03/08/00' Server A

>March1.accting.data

• pdaccount -t all -s '00:00:00 AM 03/08/00' -e '00:00:00 AM 03/15/00' Server A
>March2.accting.data

• pdaccount -t all -s '00:00:00 AM 03/15/00' -e '00:00:00 AM 03/22/00' Server A
>March3.accting.data

• pdaccount -t all -s '00:00:00 AM 03/22/00' -e '00:00:00 AM 03/31/00' Server A
>March4.accting.data
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DSSによるアカウンティング情報の使用上の考慮事項

このセクションでは、DSSによるサーバーのアカウンティング情報について詳しく説明し
ます。また、InfoPrint Managerでアカウンティング情報を使用するときの、さまざまな
DSSを使用するための提案についても説明します。
AIX DSS

• wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonnがTTrruueeに設定されていて、ジョブが正常終了する
か、一時停止するか、キャンセルされた場合は、アカウンティングログに記録され
たページカウントはプリンターにスタックされたページ数です。たとえば、3ペー
ジの片面印刷文書は、アカウンティングログには3ページと記録され、3ページがス
タックされます。両面印刷された4ページ文書は、2シートがスタックされても、ア
カウンティングログには4ページと記録されます。プリンターや使用するバックエ
ンドに応じ、プリンターで保留状態のジョブには、完了ページ数がゼロと記録され
ます。

– 物理プリンターにタイムアウト設定がある場合は、wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--
ccoommpplleettiioonnにTTrruueeまたはははいいを指定するときに、タイムアウト設定が使用
不可であること、またはタイムアウト値が十分に高いことを確認してくださ
い。タイムアウト値が低いと不正な情報が発生し、バックエンドが失敗しま
す。

– 物理プリンターがネストされたPJL JOBコマンドをサポートしていない場合は、
実宛先の pprriinntteerr--ccoommmmaanndd属性を設定してください。詳しくは、wwaaiitt--
ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonnを参照してください。

• wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonnがFFaallsseeに設定されている場合、ページカウント
はプリンター上にスタックされたページ数には基づきません。この場合は、
InfoPrint Managerは次の方法を使用し、ページカウントを計算します。
1. プリンターバックエンドは、非ゼロのページカウントを戻すことがあります。
このページカウントは、プリンターバックエンドがプリンターに送信するペー
ジ数に基づきます。この数値が戻された場合は、InfoPrint Managerは、アカウン
ティングログに記録するページカウント用に使用します。

2. プリンターバックエンドがページカウントとしてゼロを戻し、そのジョブに
jjoobb--ppaaggee--ccoouunntt指定があった場合は、InfoPrint Managerはページカウントを
アカウンティングログに記録します。

3. プリンターバックエンドがページカウントとしてゼロを戻し、ユーザーがjjoobb--
ppaaggee--ccoouunnttを指定せずに、ジョブがPCL、PDF、またはPostScriptの場合は、
InfoPrint Managerはページカウントを計算し、アカウンティングログに記録を試
みます。

• 制制限限::キャンセルまたは一時停止したジョブに報告されたオクテットカウントは不
正確になることがあります。

BSD DSS
BSD DSSを使用し、宛先にアカウンティングログに記録されたページカウントは、次
の基準に基づきます。
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• ユーザーが印刷ジョブでjjoobb--ppaaggee--ccoouunnttジョブ属性またはppaaggee--ccoouunntt文書
属性を指定している場合は、InfoPrint Managerはアカウンティングログにその数値
を記録します。

• ユーザーがjjoobb--ppaaggee--ccoouunnttまたはppaaggee--ccoouunnttを指定せずに、印刷されてい
るデータがPCL、PDF、またはPostScriptの場合は、InfoPrint Managerはページカウ
ントを計算し、アカウンティングログに記録を試みます。

TCP/IP接続タイプを持つPSF DSS
• 正常に終了したジョブでは、アカウンティングログに示されたページカウントはス
タートページとエンドページを含む、プリンターでスタックされたAFPページ数に
なります。

nアップ文書では、nページまでが印刷する用紙面ごとにカウントされます。
• 制制限限::

– すべてのドキュメントが ASCIIの複数ドキュメントジョブを印刷する場合、ア
カウンティングログは、最後に印刷されたドキュメントのページだけを表示し
ます。

– ジョブが一時停止またはキャンセルされた場合は、アカウンティングログに示
されるページカウントが不正確になることがあります。

– 一時停止ジョブに関しては、オクテットカウントは必ずゼロ（0）になります。
他のドライバー接続タイプを持つPSF DSS

• wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonnがTTrruueeに設定されていて、ジョブが正常終了した
場合は、アカウンティングログに記録されたページカウントはプリンターにスタッ
クされたページ数です。たとえば、3ページの片面印刷文書は、アカウンティング
ログには3ページと記録され、3ページがスタックされます。4ページの片面印刷ま
たは両面印刷文書は、2シートがスタックされても、アカウンティングログには4
ページと記録されます。プリンターや使用するバックエンドに応じ、プリンターで
保留状態のジョブには、完了ページ数がゼロと記録されます。
アカウンティングに記録されるページカウントには、補助シートが含まれます。

• wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonnがFFaallsseeに設定されている場合、ページカウント
はプリンター上にスタックされたページ数には基づきません。この場合は、
InfoPrint Managerは次の方法を使用し、ページカウントを計算します。
1. アカウンティングログに記録されるページカウントは、ddooccuummeenntt--

ffoorrmmaattss--rriippppeedd--aatt--ddeessttiinnaattiioonn実宛先属性が設定されている場合を除
き、PSFがプリンタードライバーに送信したことを報告するページ数です。

2. ddooccuummeenntt--ffoorrmmaattss--rriippppeedd--aatt--ddeessttiinnaattiioonn実宛先属性を入力データ
ストリームに設定し、ジョブがPCL、PDF、またはPostScriptの場合は、InfoPrint
Managerはページカウントを計算し、アカウンティングログに記録を試みます。
唯一の例外は、ユーザーがjjoobb--ppaaggee--ccoouunntt属性を指定し、InfoPrint Manager
が、ユーザーが指定したその属性の値を記録する場合です。

• 制制限限：：キャンセルされたジョブのアカウンティングログで報告されるページカウン
トおよびオクテットカウントは正確ではありません。

PSF DSSコマンド/Upload接続タイプ
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コマンドまたはアップロード接続タイプを使用し、宛先にアカウンティングログに記
録されたページカウントは、PSFが生成し、プリンターまたはホストシステムに送信し
たページ数です。このページカウントはプリンターまたはホストシステムで受け取っ
たか、印刷されたページ数に基づきません。

EメールDSS
EメールDSSを使用して宛先にアカウンティングログに記録されたページカウントは、
InfoPrint ManagerがEメール受信側に生成し、送信したページ数を反映しています。こ
のページカウントはEメール受信側が受け取ったページ数に基づきません。

メタコードDSS
メタコードDSSを使用して宛先のアカウンティングログに記録されたページカウント
は、InfoPrint Managerが生成し、宛先に送信したページ数を反映しています。このペー
ジカウントはプリンターにスタックされたページ数に基づきません。

DFE DSS

• wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonn属性がTTrruueeに設定されていて、ジョブが正常終了
するか、キャンセルされた場合は、アカウンティングログに記録されたページカウ
ントはプリンターにスタックされたページ数です。たとえば、3ページの片面印刷
文書は、アカウンティングログには3ページと記録され、3ページがスタックされま
す。両面印刷された4ページ文書は、2シートがスタックされても、アカウンティン
グログには4ページと記録されます。

• wwaaiitt--ffoorr--jjoobb--ccoommpplleettiioonn属性がFFaallsseeに設定されている場合、ページカウ
ントはプリンター上にスタックされたページ数には基づきません。この場合は、
InfoPrint Managerは次の方法を使用し、ページカウントを計算します。
1. アカウンティングログに記録されるページカウントは、ddooccuummeenntt--

ffoorrmmaattss--rriippppeedd--aatt--ddeessttiinnaattiioonn実宛先属性が設定されている場合を除
き、PSFがプリンタードライバーに送信したことを報告するページ数です。

2. ddooccuummeenntt--ffoorrmmaattss--rriippppeedd--aatt--ddeessttiinnaattiioonn実宛先属性を入力データ
ストリームに設定し、ジョブがPCL、PDF、またはPostScriptの場合は、InfoPrint
Managerはページカウントを計算し、アカウンティングログに記録を試みます。
唯一の例外は、ユーザーがjjoobb--ppaaggee--ccoouunntt属性を指定し、InfoPrint Manager
が、ユーザーが指定したその属性の値を記録する場合です。

• 制制限限：：キャンセルされたジョブのアカウンティングログで報告されるページカウン
トおよびオクテットカウントは正確ではありません。

PSFアカウンティング、印刷後アカウンティング、および監査ユーザー出口
プログラムを使用する

アカウンティング、印刷後アカウンティング、および監査 PSF DSSユーザー出口プログ
ラムは、ジョブに関するデータを記録します。印刷されるジョブごとに、InfoPrint
Managerは印刷ジョブのトレーラーページを処理する前に、アカウンティング/監査ユー
ザー出口プログラムをアクティブにします。InfoPrint Managerは、ジョブがスタックされ
た時点で、印刷後アカウンティングユーザー出口プログラムをアクティブにします。複数
のInfoPrint Manager実宛先が同じユーザー出口プログラムを使用し、同じログファイルに
出力します。
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ユーザー出口プログラムによって提供されるもの

アカウンティング/監査ユーザー出口プログラムは、InfoPrint実宛先が処理したジョブの統
計データを記録します。 P. 112「 PSF DSSアカウンティング、印刷後、および監査ユー
ザー出口プログラム」に、最も一般的なアカウンティング/監査ユーザー出口プログラム、
データが記録されるファイル、記録されるデータのタイプを示します。

PSF DSSアカウンティング、印刷後、および監査ユーザー出口プログラム
ププロロググララムム ロロググフファァイイルル レレココーードド
/usr/lpp/psf/bin/ainuxaccp /var/psf/podaccount.log ジョブの実行依頼者、ジョブ ID、

実宛先、ジョブあたりのページ数、
実宛先当たりのページ数、出力ビン
あたりのページ数、データオブジェ
クトリソース、開始日付、開始時
刻、ジョブあたりのコピー数

/usr/lpp/psf/bin/ainacclog /var/psf/accounting.log ジョブの実行依頼者、ジョブ名、実
宛先、ジョブあたりのページ数、実
宛先当たりのページ数、出力ビンあ
たりのページ数、データオブジェク
トリソース、開始日付、開始時刻、
フォント、常駐フォント、オーバー
レイ

/usr/lpp/psf/bin/
ainuxjobcompletion

/var/psf/jobcompletion.log ジョブの実行依頼者、ジョブ ID、
ジョブ名、スプール ID、実宛先、
グローバル ID、トレイ別のスタッ
クされたユーザーページ、トレイ別
のスタックされたユーザーシート、
トレイ別のスタックされた実ペー
ジ、トレイ別のスタックされた実
シート、要求された部数、使用され
るフォントと常駐フォント、使用さ
れるオーバーレイ、使用されるハー
ドおよびソフトセグメント、処理開
始および停止日付/時刻、ジョブ完
了日付/時刻、ファイル日付/時刻、
拡張ユーザー ID、拡張ジョブ ID、
アドレス、アカウント、建物、部
門、プログラマー、部屋、表題、
ジョブチケット名

/usr/lpp/psf/bin/ainaudlog /var/psf/audit.log ジョブの実行依頼者、ジョブ名、実
宛先、ジョブあたりのページ数、実
宛先当たりのページ数、出力ビンあ
たりのページ数、データオブジェク
トリソース、開始日付、開始時刻、
フォント、常駐フォント、オーバー
レイ

/usr/lpp/psf/bin/ainacclogと/usr/lpp/psf/bin/ainaudlogは、別のファイルに同じ情報を記
録します。
この情報はフラットASCIIフォーマットで、処理されるジョブごとに1行で指定されます。
情報を利用すると、請求方法の決定、さまざまな出力装置で負荷の評価、インストールに
使用するリソースの使用方法方法を決定できます。
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aaiinnuuxxjjoobbccoommpplleettiioonn出口は、ジョブのすべてのページが印刷されたことをプリン
ターがInfoPrint Managerに報告した時点で呼び出されます。これには、部分ジョブ（デー
タストリームエラーのためか、ジョブが一時停止/キャンセルまたは前送りされたため）と
後送りまたは他のリカバリーで作成された追加ページも含まれます。連続用紙プリンター
で印刷される最終ジョブには、NPRO（空送り）がオペレーターによって、またはInfoPrint
Managerによって自動的に行われるまで出口は呼び出されません。
印刷する 1つのジョブに対しては、1つのレコードが書き込まれます (ジョブが一時停止
しない場合)。この場合は、レコードは、一時停止されたポイントまで印刷されたジョブの
部分について作成されます。ジョブが再開されると、ジョブの残りの部分について別のレ
コードが作成されます。

プリンターがジョブの途中でシャットダウンされた場合は、またはサーバー障害などのエ
ラーが発生した場合など、すべてのページがスタックされているプリンターからInfoPrint
Managerがフィードバックを受け取らない場合は、レコードは作成されません。
新規手順がInfoPrint Managerアドミニストレーション GUIに追加され、デフォルトのPSF
aaiinnuuxxjjoobbccoommpplleettiioonnアカウンティングログをアクティブにする方法を示します。
aaiinnuuxxjjoobbccoommpplleettiioonnアカウンティング出口インターフェースは、PSF駆動のIPDSプ
リンターに使用されます。ここでは、（計画に対し）実際のアカウンティングデータと完
了した印刷ジョブに関する追加情報が提供されています。
既存の InfoPrint Manager 4.13バージョンサーバーからInfoPrint Manager 4.14に移行した場
合でも、これまでのアカウンティング出口インターフェースを引き続き使用できます。
InfoPrintが提供するサンプルなど、これまでのアカウンティングインタフェースに依存す
るアカウンティングプログラムは、修正なしで機能します。
InfoPrint Manager 4.4以上のバージョンを初めてインストールしたお客様では、印刷後アカ
ウンティング出口がアクティブになり、アカウンティングデータが/var/psf/
jobcompletion.logに書き込まれます。
これは、既存の顧客における移行上の問題を最小化するためのものですが、新規の顧客が
希望するアカウンティング出口を使用して開始するためにもなります。新しいコンピュー
ターにデフォルトのインストールを行っても、両方のアカウンティング出口が始動されま
せん。ただし、4.14バージョンのインストール時に、新規のお客様または移行したお客様
は、旧アカウンティング出口、希望するアカウンティング出口、または両方をアクティブ
にすることを選択できます。
移行インストールで、希望する（新規）出口をアクティブにする場合は、管理者はppssff--
ppoosstt--pprriinntt--アアカカウウンンテティィンンググ--pprrooggrraamm--nnaammee補助シート属性を、適切な補助シー
トオブジェクトに設定し、InfoPrintの提供するサンプル出口か、希望する出口のカスタム
バージョンの名前を指定してください。また、管理者は、適切な補助シートオブジェクト
のppssff--eexxiitt--pprrooggrraamm--nnaammee補助属性の値を＜＜nnoott sseett＞＞にリセットし、旧出口を非
アクティブにも選択できます。
新規インストールで、希望する出口を非アクティブに設定し、代わりに旧出口を実行する
場合は、管理者は、適切な補助シートオブジェクトのppssff--ppoosstt--pprriinntt--
aaccccoouunnttiinngg--pprrooggrraamm--nnaammee補助シート属性を＜＜nnoott sseett＞＞にリセットしてくださ
い。また、管理者は、適切なシートオブジェクトのppssff--ppoosstt--pprriinntt--aaccccoouunnttiinngg--
pprrooggrraamm--nnaammee補助シート属性の値を、InfoPrint提供のサンプル出口か、旧出口のカスタ
ムバージョンの名前に設定することで、旧出口を起動するように選択できます。
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いずれの場合も、管理者はppssff--eexxiitt--pprrooggrraamm--nnaammeeとppssff--ppoosstt--pprriinntt--
aaccccoouunnttiinngg--pprrooggrraamm--nnaammee補助シート属性を2つのアカウンティングプログラム（旧
プログラムと希望するプログラム）の名前に設定し、両方とも出口をアクティブに選択で
きます。また、管理者は、両方の属性を設定解除し、出口を両方とも非アクティブにも選
択できます。

PSF DSSアカウンティング、印刷後アカウンティング、監査データを表示用
にフォーマットする方法

PSF DSSアカウンティング/監査データを表示するには、InfoPrintに付属する以下のいずれ
かの実行可能形式の報告ユーティリティーを使用します。
ainupod1

podaccount.logに保管されている、ジョブ実行依頼者別でソートされたアカウン
ティングデータを報告します。

ainupod2

podaccount.logに保管されている、ジョブ IDでソートされたアカウンティング
データをレポートします。

ainupod3

podaccount.logからジョブ実行依頼者別に印刷された時刻とページを報告します。
ainurpt1

accounting.logに保管され、実宛先でソートされたアカウンティングデータをレ
ポートします。

ainurpt2

accounting.logに保管され、ジョブの実行依頼者でソートされた、アカウンティン
グデータをレポートします。

ainurpt3

accounting.logからジョブ実行依頼者別に印刷された時刻とページを報告します。
ainurpt4

audit.logに保管され、実宛先でソートされた監査データをレポートします。
ainurpt5

audit.logに保管され、ジョブの実行依頼者でソートされた要約監査データをレポー
トします。

ainurpt6

audit.logからジョブ実行依頼者別に印刷された時刻とページを報告します。
ainurpt7

jjoobbccoommpplleettiioonn..llooggに保管され、実宛先でソートされた印刷後アカウンティング
データをレポートします。

ainurpt8
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jjoobbccoommpplleettiioonn..llooggに保管され、ジョブの実行依頼者でソートされた要約印刷後
アカウンティングデータをレポートします。

ainurpt9

特定のジョブ実行依頼者用に jjoobbccoommpplleettiioonn..llooggから印刷された回数とページの
詳細項目をレポートします。

上記のユーティリティーの使用例については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」、
またはユーティリティーのmanページを参照してください。

PSF DSSアカウンティングデータファイルの内容の管理方法

印刷ジョブの定期的なスケジュールでのインストールは、潜在的なパフォーマンスの問題
を回避するために厳重な管理が必要なアカウンティング/監査データを蓄積します。ログ
ファイルは、定期的に、削除するか、別のディレクトリーに移動してください。いずれか
のタスクを実行しない場合は、サーバーでディスクドライブの容量不足になり、ジョブの
印刷ができなくなります。この問題を回避するには、システム保守の一部としてアカウン
ティングログと監査ログを削除または移動します。
PSF DSSアカウンティング/監査データのレコードを保存しておくには、既存のログファイ
ルを新しいディレクトリーに移動させることが必要です。以下の場合に、この手順を使用
します。
1. ログファイルがあるディレクトリー（ppooddaacc ccoouunntt..llooggなど）に入って、次を指定
します。

cd /var/psf
2. 次のように指定することで、ppooddaaccccoouunntt..llooggファイルを 11qquuaarrtteerr9966という名
前のディレクトリーに移動します。

mv podaccount.log /1quarter96
このコマンドは、既存のファイルを新しいディレクトリーに移動し、ファイルを
//vvaarr//ppssffディレクトリーから削除します。InfoPrint Submitから印刷用にジョブが次
回実行依頼されたときに、InfoPrintは、新しい ppooddaaccccoouunntt..llooggファイルを //vvaarr//
ppssffディレクトリーに作成し、ジョブごとに1行のデータを書き込みます。

データはなるべく別のファイルシステムに移動するようにして、システムから削除するこ
とは避けるようお勧めします。こうしておけば、アカウンティングデータをいったん格納
しておいて、それを参照する必要がなくなったときにシステムから削除できます。データ
を別のディレクトリーに保管せずに ppooddaaccccoouunntt..llooggファイルを削除したい場合は、
次のようにします。
1. 次を指定します。
cd /var/psf
このコマンドで目的のパスに移動します。

2. 次を入力します。
rm podaccount.log
コマンドラインプロンプトが戻されたときは、ppooddaaccccoouunntt..llooggファイルがシステ
ムから削除されています。
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3.

ls
このコマンドでディレクトリーの内容が表示され、ファイルが削除されたことを確認
できます。印刷用に次のジョブを実行依頼したときは、InfoPrintは、新しい
ppooddaaccccoouunntt..llooggファイルを作成し、そのファイルにデータを書き込みます。

リソースコンテキストオブジェクトを作成/管理する
リソースコンテキストオブジェクトは、PSF物理プリンターに送信されたジョブが参照で
きる、さまざまなタイプのAdvanced Function Presentation（AFP）リソースの場所を識別
します。リソースコンテキストオブジェクトでは、ディレクトリーパス名を1つの場所に
カプセル化できます。そして、リソースを検索できる場所を指定するときに、文書および
実宛先に対して、ディレクトリー名ではなくリソースコンテキストオブジェクト名を指定
します。その後、リソースの場所が変わっても、該当するリソースコンテキストオブジェ
クト内で指定されたパス名を変更するだけで済みます。
AFPリソースのタイプは以下の通りです。
カラー管理リソース（CMR）

CMRとはAFP印刷システムのカラー管理の基盤です。AFPシステムで印刷ジョブの処理
や装置間で一貫性のあるカラーの維持に必要なICCプロファイルやハーフトーンなどの
すべてのカラー管理情報が提供されます。

1. CMRは、リソースアクセステーブル(RAT)を使用するリソースライブラリーに保管
されます。既存のCMRを更新したり、新規のCMRをリソースライブラリーに追加し
たりすると、RATが更新されます。変更を有効にするには、PSFを再起動する必要
があります。

2. CMRは、アカウンティング用のデータオブジェクトと見なされます。
3. 印刷ジョブ間でリソースを保持する場合は、CMRは mmaaxxiimmuumm--pprreesseennttaattiioonn--

oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerrss--ttoo--kkeeeeppの一部としてカウントされます。
データオブジェクトフォントリソース
データオブジェクトフォントリソースには、OpenTypeフォントの集合、リンクされた
OpenTypeフォントのセット、またはInfoPrint Managerサーバーのディレクトリーにイ
ンストールされたOpenTypeフォントがあります。データオブジェクトフォントリソー
スは、同じディレクトリーにあるRATを使用して登録される唯一のフォントです。
InfoPrint Managerでデータオブジェクトフォントリソースを使用する方法は、P. 353「
OpenTypeフォントを使用する」を参照してください。

データオブジェクト
データオブジェクトには、IOCAファイル、または特定モデルのプリンターによってネ
イティブに対応するファイル（InfoPrint 5000上のEPSファイルなど）のタイプがありま
す。また、InfoPrint Managerに付属の変換を使用してオブジェクトをまずAFPに変換す
る場合は、ネイティブではないタイプのファイルをデータオブジェクトとして使用で
きます。InfoPrint Managerでは、データオブジェクトがBCOCA/GOCAオブジェクトで
グループ化されており、表示オブジェクトコンテナーと呼ばれます。
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データオブジェクトは、RATを使用するリソースライブラリーに保管されます。既存の
データオブジェクトを更新したり、新規のデータオブジェクトをリソースライブラ
リーに追加したりすると、RATが更新されます。変更を有効にするには、PSFを再起動
する必要があります。

フォント
フォントとは、特定のタイプファミリー（文字、数字、句読点、特殊文字、およびリ
ガチャーを含む）に入っている単一のサイズと書体です。

書式定義
書式定義は、出力装置がページ上でデータをどのように配置するかについての説明を
提供します。書式定義は、オーバーレイ、カットシートプリンター用の給紙ユニッ
ト、両面印刷、テキスト抑止、データ位置、およびページの番号と変更を指定できま
す。

ページ定義
ページ定義には、行データのフォーマット制御機構が含まれています。ページ定義に
は、論理ページごとの行数、フォント選択、印刷方向、および、論理ページ上の位置
への個々のフィールドのマッピングへの制御方法を含めることができます。

ページセグメント
ページセグメントには、ページまたは電子オーバーレイ上の任意のアドレス可能点に
組み込むことができるテキストとイメージが含まれています。

オーバーレイ
オーバーレイは、線、網掛け、テキストボックス、またはロゴなど、印刷中または送
信中にページまたは用紙上の可変データと合併できる事前定義データの集合です。

ppddccrreeaatteeコマンドを使用し、AFPリソースが常駐するディレクトリーを識別し、リソー
スコンテキストオブジェクトの名前を指定します。リソースコンテキストオブジェクト
名、またはそのオブジェクトを関連付けるパスを識別するには、InfoPrint Managerアドミ
ニストレーション GUIで実宛先属性およびデフォルト文書属性のノートブックのAAFFPPリリ
ソソーーススタブを使用するか、InfoPrint Manager for Windowsサーバーのココママンンドドププロロンンププトト
ウインドウを使用します。ジョブは含まれる文書経由でもリソースコンテキストオブジェ
クトを参照できます。ジョブ用のリソースコンテキストオブジェクトを見つけるために
InfoPrintが使用する検索順序については、P. 117「 AFPリソースの検索順序」を参照してく
ださい。実宛先と参照されるリソースコンテキストオブジェクトは両方とも、同じ
InfoPrintサーバーに配置してください。
また、追加のリソースを購入したり、カスタムリソースを作成できます。ページ定義と書
式定義を作成するには、Page Printer Formatting Aid（PPFA）for Windowsを購入します。
これは、InfoPrint Manager for Windowsのオプション機能です。

AFPリソースの検索順序

このセクションでは、InfoPrintがAFPリソースを検索するときの順序と状況について説明し
ます。

リソースコンテキストオブジェクトを作成/管理する
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1. フォントに対しては、-osrchfontlibキーワードで指定されたパス（enq, lp,
qprt、またはlprafpコマンド

2. -oreslibキーワードで指定されたパス（enq、lp、qprt、またはlprafpコマンド
3. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--uusseerr文書属性で指定されたパス。
4. リソースのタイプによって、次の文書属性のいずれかで指定されたパス。

• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ffoonntt
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ffoorrmm--ddeeffiinniittiioonn
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--oovveerrllaayy
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ppaaggee--ddeeffiinniittiioonn
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ppaaggee--sseeggmmeenntt

文書属性に値があるときは、ジョブで使用する場合に、InfoPrintはデフォルトの文書オ
ブジェクトと同じ属性で指定される場所を無視します。

5. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt文書属性で指定されたパス。
6. PPSSFFPPAATTHH環境変数で指定されたパス。

OpenTypeフォントを使用している場合は、デフォルトディレクトリーのOpenTypeフォ
ントを追跡するために、Infoprint Fonts製品にリソースアクセステーブルのインストー
ルを許可してください。InfoPrint ManagerWindowsサーバーでは、このテーブルの場所
をインストール先のフォルダーから変更する場合は、Windowsシステム上のグローバ
ル検索パスをOpenTypeフォントのグローバルリソースパスで更新できます。

7. 実宛先のresource-context属性で指定されたパス。
8. フォントの場合は、フォントがインストールされているディレクトリー。
リソースが見つかると検索は終了し、見つかったリソースは、ユーザーがそのリソースに
アクセスできる限り、ジョブの処理に使用されます。InfoPrint Managerが最後までリソー
スを見つけることができない場合は、不足リソースを通知するエラーメッセージが印刷さ
れます。InfoPrint Managerはジョブが正常に完了したことを報告します。
使用するAFPリソースがInfoPrint Managerに同梱されるAFPリソースである場合は、リソー
スコンテキストオブジェクトは不要です。すべてのリソースはrreesslliibb、ffoonnttlliibb、フォ
ントディレクトリーに常駐するため、自動的に配置されます。一方、カスタムAFPリソー
スがある場合は、rreesslliibb、ffoonnttlliibb、またはリストされたフォントディレクトリーには
保管しないでください。ソフトウェアをインストール、アンインストール、またはサービ
スを実行すると、場所に保管されたカスタムリソースが壊れる場合があります。カスタム
AFPリソースは、外部にあるディレクトリーの場所に保管し、リソースコンテキストオブ
ジェクトを使用してアクセスするようにしてください。
InfoPrint Managerが特定リソースタイプのすべてのリソースコンテキストをまとめるとき
は、各ディレクトリーで特定リソースを検索する間に、InfoPrint Managerは以下の拡張リ
ストを順番に試します。たとえば、InfoPrint Managerが、C0H20000という名前の300ピク
セルラスターフォントを検索していて、以下の条件が真だとします。
• 文書属性がrreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ffoonntt==¥¥mmyyffoonnttssに設定されている。
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt==¥¥aallll__rreessoouurrcceess

• $$PPSSFFPPAATTHH環境変数が設定されていない。
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• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ffoonntt実宛先属性が設定されていない。
以下のようなファイルのリストが、順に検査されます。
1. xx::¥¥mmyyffoonnttss¥¥CC00HH2200000000..330000

2. xx::¥¥mmyyffoonnttss¥¥CC00HH2200000000..FFOONNTT330000

3. xx::¥¥mmyyffoonnttss¥¥CC00HH2200000000

4. xx::¥¥aallll__rreessoouurrcceess¥¥CC00HH2200000000..330000

5. xx::¥¥aallll__rreessoouurrcceess¥¥CC00HH2200000000..FFOONNTT330000

6. xx::¥¥aallll__rreessoouurrcceess¥¥CC00HH2200000000

7. InfoPrint Managerの場合
1. //uussrr//llpppp//ppssff//rreesslliibbディレクトリー。
2. フォントには、//uussrr//llpppp//aaffppffoonnttssディレクトリーです。
3. フォントには、//uussrr//llpppp//ppssff//ffoonnttlliibbディレクトリーです。

InfoPrint Managerが一致するファイルを見つけると、検索は終了します。
InfoPrint Managerは、パスでリソースが見つからない場合は、ジョブを停止し、ジョブ終
了時にエラーメッセージが印刷されます。

CMRおよびデータオブジェクトの検索順序

CMR/データオブジェクトの検索順序は、他のAFPリソースに使用される検索順序とは異な
ります。
CMR/データオブジェクトは、リソースが識別されるRATと同じディレクトリーに置いてく
ださい。すなわち、CMR RATとデータオブジェクト RATを別々のディレクトリーに入れ
ることはできますが、特定の RATに関連付けられているリソースは、その RATと同じ
ディレクトリーに入っていなければなりません。
InfoPrint 5000プリンターモデルAS1/AD1/AD2とInfoPrint 4100プリンターは、CMRとデータ
オブジェクトに対応しています。

CMRの検索順序

InfoPrint Managerは、他のAFPリソースで使用する検索順序と場所とは異なるCMRを検索
します。
InfoPrint Managerは、以下の場所にあるCMRを以下の順序で検索します。
1. インラインオブジェクト
2. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerr文書属性で指定され
たパス

3. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt文書属性で指定されたパス
4. PPSSFFPPAATTHH環境変数で指定されたパス
5. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerr実宛先属性で指定さ
れたパス

6. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt実宛先属性で指定されたパス
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7. システム依存のライブラリーは、次のとおりです。
/usr/afp/reslib/legacy

1. InfoPrintは、データストリームにあるUTF-16の名前を使用してCMRを検索します。
2. ジョブが印刷された後にCMRが変更された場合は、接続を使用不可にしてから使用可
能にして実宛先をリサイクルしてください。

データオブジェクトの検索順序

InfoPrint Managerは、他のAFPリソースで使用する検索順序と場所とは異なるデータオブ
ジェクトを検索します。
InfoPrint Managerは、以下の場所にあるデータオブジェクトを以下の順序で検索します。
1. インラインオブジェクト
2. オブジェクトが、データオブジェクトRATでインストールされていないIOCAの場合
は、rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ppaaggee--sseeggmmeenntt文書属性で指定されたパス

3. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerr文書属性で指定され
たパス

4. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt文書属性で指定されたパス
5. PPSSFFPPAATTHH環境変数で指定されたパス
6. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerr実宛先属性で指定さ
れたパス

7. rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt実宛先属性で指定されたパス
8. システム依存のライブラリーは、次のとおりです。
/usr/afp/reslib/legacy

1. InfoPrint Managerは、データストリームにあるUTF-16の名前と64文字の名前を使用
し、データオブジェクトを検索します。検索プロセスは、前のバージョンとは異なり
ます。現在、InfoPrint Managerは、1つ目から4つ目の項目内をUTF-16の名前で検索
し、次に1つ目から4つ目の項目内を8バイトの名前で検索します。次に、InfoPrint
Managerは、5つ目から8つ目の項目内をUTF-16の名前で検索してから8バイトの名前で
検索します。

2. ジョブが印刷された後にデータオブジェクトが変更された場合は、接続を使用不可に
してから使用可能にして実宛先をリサイクルしてください。

プリンタージョブ間でのCMR/データオブジェクトの再利用

CMR/データオブジェクトを複数の印刷ジョブで使用すると、プリンターのパフォーマン
スを向上させることができます。 InfoPrint Managerには、再利用を指定するために使用で
きる2つの実宛先属性mmaaxxiimmuumm--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerrss--ttoo--kkeeeeppお
よびccaappttuurree--iinnlliinnee--ccmmrr--rreessoouurrcceessが用意されています。
同じリソース (会社のロゴなど)を異なる印刷ジョブで使用する場合、そのリソースをプリ
ンターに格納することで印刷のパフォーマンスを向上させることができます。
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ジョブ間でプリンターのメモリーに保管するCMR/データオブジェクトの最大数を指定す
るには、mmaaxxiimmuumm--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerrss--ttoo--kkeeeepp実宛先属性を
使用します。デフォルト値は 100個のオブジェクトです。CMRとデータオブジェクトの
両方がこのカウントに含まれます。
プリンターは、mmaaxxiimmuumm--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerrss--ttoo--kkeeeepp実宛先
属性の値およびプリンターにダウンロード済みで使用可能なリソースに基づき、実際に保
持するリソースを制御します。

プリンターがリセットされると、プリンターメモリーはクリアされます。
印刷ジョブとともにCMRをインラインで入れる場合は、ccaappttuurree--iinnlliinnee--ccmmrr--
rreessoouurrcceess実宛先属性を使用すると、インラインCMRの取り込みとPSF TCP/IPプリン
ターでの再利用を指示できます。CMRを取り込むことで、リソースがプリンターにダウ
ンロードされ、将来の再利用のためにプリンターメモリーに常駐します。この属性のデ
フォルトは ffaallssee (非アクティブ)です。

リソースのファイル拡張子

以下の表には、特定のタイプのリソースのファイル拡張子があり、対象のリソースを検索
するときにInfoPrintが拡張を試みる順序がリストされています。

リソースのファイル拡張子
リリソソーーススののタタイイププ 検検索索すするるフファァイイルル拡拡張張子子（（注注をを参参照照））
BCOCA (バーコード)オブジェクト

1. ファイル拡張子なし
2. OOBBJJ

3. OOBBJJEECCTT

コードページ
1. EECCPP

2. ファイル拡張子なし
3. FFOONNTT33882200

4. FFOONNTT3388PPPP

5. CCDDPP

6. FFOONNTT330000

コード化フォント
1. ファイル拡張子なし
2. FFOONNTT33882200

3. FFOONNTT3388PPPP

4. CCFFTT

5. FFOONNTT330000

フォント文字セット、解像度240ピクセル
1. ファイル拡張子なし
2. 224400

3. FFOONNTT33882200
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リリソソーーススののタタイイププ 検検索索すするるフファァイイルル拡拡張張子子（（注注をを参参照照））
4. FFOONNTT3388PPPP

5. CCFFTT

6. CCDDPP

フォント文字セット、解像度300ピクセル
1. ファイル拡張子なし
2. 330000

3. FFOONNTT330000

4. CCFFTT

5. CCDDPP

アウトラインフォント
1. ファイル拡張子なし
2. OOLLNN

3. FFOONNTTOOLLNN

4. CCFFTT

5. CCDDPP

TrueTypeフォント、OpenTypeフォント、CMR、お
よびデータオブジェクトリソース

拡張子を含むファイル名全体は、AFP Resource
Installerが作成するRAT（Resources Access Tables）
に由来します。CMRまたはデータオブジェクトの
RATが変更された場合、変更を有効にするには、
PSFの再始動が必要。

書式定義
1. ファイル拡張子なし
2. FFDDEEFF33882200

3. FFDDEEFF3388PPPP

4. FFDDEE

5. FFIILL

GOCA (グラフィックス)オブジェクト
1. ファイル拡張子なし
2. OOBBJJ

3. OOBBJJEECCTT

IOCA (IOイメージ)オブジェクト
1. ファイル拡張子なし
2. OOBBJJ

3. OOBBJJEECCTT

MO:DCAオブジェクト
1. ファイル拡張子なし
2. OOBBJJ

3. OOBBJJEECCTT

オーバーレイ
1. ファイル拡張子なし
2. OOVVLLYY33882200

3. OOVVLLYY3388PPPP

4. OOVVLL
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リリソソーーススののタタイイププ 検検索索すするるフファァイイルル拡拡張張子子（（注注をを参参照照））
5. OOLLYY

6. OOVVRR

ページ定義
1. ファイル拡張子なし
2. PPDDEEFF33882200

3. PPDDEEFF3388PPPP

4. PPDDEE

ページセグメント
1. ファイル拡張子なし
2. PPSSEEGG33882200

3. PPSSEEGG3388PPPP

4. PPSSGG

5. PPSSEE

カラーマッピングテーブル
1. ファイル拡張子なし
2. SSEETTUUPP

3. SSEETT

プレゼンテーションオブジェクトコンテナー

RAT（Resource Access Table）にインストールされ
ていないデータオブジェクトリソースの場合。

1. ファイル拡張子なし
2. DDOORR

セットアップデータ
1. ファイル拡張子なし
2. SSEETTUUPP

3. SSEETT

4. CCOOMMSSEETTUUPP

1. ファイル拡張子はすべて、大文字にしてください。
2. ファイル名にピリオド(.)が含まれている場合、ファイル拡張子はピリオドに続く部分となります。たと
えば、ファイル名AARRTTWWOORRKK..PPSSEEGG33882200の拡張子はPPSSEEGG33882200です。

InfoPrint Managerが PSF DSSプリンターのリソースアクセスを提供する方
法

InfoPrint Managerではデフォルトで、すべてのリソース許可を --rr––rr––rr––に設定すること
により、すべてのユーザーがリソースにアクセスできます。リソースにアクセスしようと
するプログラムのインスタンスは、デフォルトユーザーの ID (ipm1)、または 1次グループ
に設定されている ssyyssグループの許許可可ユユーーザザーーの IDで作成されます。
PSF DSSプリンターは、ジョブを実行依頼したユーザーのユーザー IDを基にしてリソー
スアクセスを制限します。そのユーザーIDにはローカルIDを定義しておきます。定義され
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ていないと、InfoPrintは匿名リソースアクセス（リソースへのアクセスに最低限必要なア
クセス許可--rr––rr––rr––を要求する）を使用します。
ユーザー IDが以下の場合に、PSF DSSリソースのアクセスが認可されます。
1. ローカル（ローカルファイル//eettcc//ppaasssswwdd内）に存在し、ssyysstteemmグループのメン
バーである。

2. そのリソースを所有している。
3. グループ許可を使用してリソースにアクセスできる。
4. グローバルアクセスが対象のリソースを許可しているためにそのリソースにアクセス
できる。

上記のチェック項目のどれにも当てはまらない場合、そのユーザー IDはリソースにアク
セスできず、リソースが見つからなかったことを示すエラーメッセージが InfoPrint
Managerによって発行されます。

新規のresource-contextオブジェクトを作成する

AIXコマンドラインからresource-contextオブジェクトを作成します。InfoPrint Managerア
ドミニストレーション GUIからこのオブジェクトは作成できません。
コマンド行から新規の resource-contextオブジェクトを作成するには、--cc rreessoouurrccee--
ccoonntteexxttと以下の項目を使用して ppddccrreeaatteeコマンドを入力します。
1. ccoonntteexxtt--aaddddrreessss
2. サーバー名
3. resource-contextオブジェクト名
たとえば、ccoonntteexxtt--aaddddrreessssまたはAFPフォントリソースを含むディレクトリーとし
てx:¥resource¥fonts¥group1を識別するサーバーServer1にあるResfont1という名前の
resource-contextオブジェクトを作成するには、次のコマンドを入力します。
pdcreate -c resource-context -x "context-address=/resource/fonts/group1"

Server1:Resfont1

1. サーバーでその resource-contextオブジェクトと特定できる固有の名前を指定します。
サーバー内のすべてのresource-contextオブジェクトが、ププリリンンタターーププロロパパテティィーーウィ
ンドウのPPSSFFリリソソーーススタブにあるフィールドの選択リストに表示されます。2つのサー
バーには、同じ名前でresource-contextオブジェクトを入れることができますが、異な
る属性値になる場合があります。

2. InfoPrintは、実宛先属性ノートブック（ププリリンンタターーププロロパパテティィーーウィンドウ）の
フィールドに関連付けられたリストの値、またはデフォルトの文書属性ノートブック
のフィールドに入力できる有効な値としてrreessoouurrccee--ccoonntteexxttオブジェクト名を使
用します。ジョブの実行依頼者は、ジョブの文書の属性の値としても、オブジェクト
名を使用できます。

resource-contextオブジェクトの作成に使用される属性については、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」のリソースコンテキストの属性を参照してください。
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resource-contextオブジェクトのディレクトリーパスを変更する

resource-contextオブジェクト先のパスの変更が必要な場合は、ppddsseettコマンドを使用し
てください。
たとえば、サーバーServer1にあるResfont1という名前のresource-contextオブジェクトへ
のパスをAFPフォントリソースがあるディレクトリー/resource/fonts/group2に変更
するには、以下のコマンドを入力します。
pdset -c resource-context -x "context-address=/resource/fonts/group2"

Server1:Resfont1

resource-context属性については、InfoPrint Manager: Referenceのリソースコンテキストの
属性を参照してください。

実宛先にリソースコンテキストオブジェクトを割り当てる

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIまたはコマンドラインを使用すると、
resource-contextオブジェクトをPSF実宛先またはEメール宛先に割り当てることができま
す。

コマンド行を使用する

コマンドラインからresource-contextオブジェクトをPSF実宛先またはEメール宛先に割り
当てるには、pdsetコマンド、resource-context-font、resource-context-
overlay、resource-context-form-definition、resource-context-page-
definition、またはresource-context-page-segment属性を使用します。たとえ
ば、Resfont1のフォントリソースコンテキストオブジェクトにServer1のサーバーに常駐
するServ1-ppのPSF実宛先を関連付けるには、以下のコマンドを入力します。
pdset -c destination -x "resource-context-font=Resfont1"

Server1:Serv1-pp

resource-contextオブジェクトを作成していない場合は、同じ方法で実宛先にリソースを含
むディレクトリーのパス名を割り当てることができます。たとえば、オーバーレイがあ
る/resource/overlays/juliaと/resource/overlays/henryのディレクトリーにServer1の
サーバーが常駐する実宛先Serv1–ADを関連付けるには、次のコマンドを入力します。
pdset -c destination -x
"resource-context-overlay=/resource/overlays/julia:/resource

/overlays/henry"
Server1:Serv1-AD

InfoPrint Managerは、resource-contextオブジェクトで指定されたディレクトリー、または
ジョブで必要なリソースに指定したディレクトリーを検索します。
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resource-contextオブジェクトを default-documentオブジェクトに割り当て
る

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIまたはコマンドラインを使用すると、
resource-contextオブジェクトをdefault-documentオブジェクトに割り当てることができま
す。

コマンド行を使用する

コマンドラインからresource-contextオブジェクトをデフォルト文書オブジェクトに割り当
てるには、pdsetコマンド、resource-context-font、resource-context-
overlay、resource-context-form-definition、resource-context-page-
definition、resource-context-page-segment、またはresource-context属性
を使用します。たとえば、Resfont1のフォントリソースオブジェクトにServer1のサー
バーに常駐するreportのデフォルト文書を関連付けるには、次のコマンドを入力します。
pdset -c initial-value-document -x "resource-context-font=Resfont1"

Server1:report

resource-contextオブジェクトを作成していない場合は、同じ方法でデフォルト文書にリ
ソースを含むディレクトリーのパス名を割り当てることができます。たとえば、InfoPrint
に任意のタイプのリソースを検索させたいときには、このリソースは、/resource/any
ディレクトリーにあるデフォルト文書に関連したほかのリソースコンテキストで見つける
ことができません。このディレクトリーをサーバーServer1にあるデフォルト文書report
に関連付けるには、次のコマンドを入力します。
pdset -c initial-value-document -x "resource-context=/resource/any"

Server1:report

これで、このdefault-documentオブジェクトを実宛先に割り当てたり（InfoPrint Manager
アドミニストレーション GUIを使用）、ジョブの実行依頼者にこのdefault-documentオブ
ジェクトに割り当てられるリソースオブジェクトを通知できます。

InfoPrint Manager通知を使用する
InfoPrint Managerは、イベント（jjoobb ccoommpplleetteeddまたはddeessttiinnaattiioonn nneeeeddss
aatttteennttiioonnなど）が発生したときに検出し、イベントに関するメッセージを生成し、情
報が必要なユーザーに送信できます。たとえば、ユーザーは、実行依頼したジョブに関す
るメッセージを受信でき、オペレーターは注意が必要なInfoPrintオブジェクトの通知を通
知を受けることができ、管理者は構成変更が行われた場合に通知を受けることができま
す。通知では、システムにあるオブジェクト状況の照会が不要です。特定のイベントが発
生したときは、対処できるようにメッセージを受信するだけになります。
特定のInfoPrintオブジェクトのために設定された通通知知ププロロフファァイイルルに基づき、これらの
メッセージを受信する人やメッセージを送信する方法を調整できます。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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通知プロファイルについて

ほとんどのInfoPrintオブジェクト（サーバー、実宛先、論理宛先、キュー、ジョブ、デ
フォルトジョブ）は、通通知知ププロロフファァイイルルに関連付けられています。通知プロファイルは、
1つまたは複数の通知プロファイル項目で構成されます。各通知プロファイル項目は、次
の 3つの主要コンポーネントをもっています。
イベントID
メッセージが送信される原因となったイベント。詳しくは、P. 127「イベントID」を
参照してください。

デリバリーメソッド
メッセージを送達する方法。詳しくは、P. 128「デリバリーメソッドとデリバリーア
ドレス」を参照してください。

デリバリーアドレス
メッセージの送信先。詳しくは、P. 128「デリバリーメソッドとデリバリーアドレ
ス」を参照してください。

また、通知プロファイル項目には、コメント（InfoPrintが一般メッセージテキストに追加
するテキスト）とロケール（メッセージを送信する言語設定）も含めることができます。
コメントはオプションです。ロケールを指定しない場合は、InfoPrintは、ユーザーが実行
しているロケール（言語）を使用してメッセージを送信します。
オブジェクトのなかには、通知プロファイルに項目を 1つだけ必要とするものがありま
す。たとえば、ある人がジョブを実行依頼したときは、その人だけが情報を受け取り、
ジョブに関するすべてのメッセージを同じ方法で送信できます。
その他のオブジェクトには、複数の項目を持つ理由があります。例：
• オペレーターが複数のコンピューターからプリンターを管理する場合は、各コン
ピューターごとに項目を作成できます。そうすると、すべてのメッセージがすべての
マシンに届きます。

• オペレーターがメッセージ（ddeessttiinnaattiioonn--nneeeeddss--aatttteennttiioonnなど）を送信で
き、管理者が他のメッセージ（oobbjjeecctt--ddeelleetteeddなど）を送信する場合は、各オペ
レーターと管理者にエントリーを1つずつ作成できます。メッセージは、処理できる人
のところへ送達されます。

• 管理者が作業中にInfoPrint Manager通知を使用し、イベントが発生する頻度を恒久的に
記録する場合は、2つ設定できます。InfoPrint Manager通知クライアントにメッセージ
を送信する設定と管理者が定期的に検査できるファイルに特定のメッセージを書き込
む設定です。

イベントID

eevveenntt iiddeennttiiffiieerrssコンポーネントには、通知を起動するInfoPrintイベントが一覧表示
されます。InfoPrint通知イベントと説明の完全なリストについては、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」の章の「通知イベントとイベントクラス」を参照してください。こ
の説明で、各イベントがサポートするオブジェクトが分かります。イベントを、それがサ
ポートしていないオブジェクトに追加しても、そのイベントについてメッセージは生成さ
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れません。たとえば、qquueeuuee--bbaacckkllooggggeeddイベントを実宛先の通知プロファイル項目に
追加できますが、qquueeuuee--bbaacckkllooggggeeddがサポートするオブジェクトは、キュー、ジョ
ブ、およびサーバーだけです。その結果、実宛先通知プロファイルは、そのイベントにつ
いてメッセージを生成しません。
この章では、InfoPrint Managerevent classes、または関連通知イベントのグループもリ
ストされます。イベント IDを通知プロファイルに追加すると、個々のイベント、イベン
トクラス、またはそれらの組み合わせたものを追加できます。
各タイプのInfoPrintオブジェクトは、イベントIDのデフォルトセットを持っています。各
オブジェクトのデフォルトのリストについては、「P. 130「デフォルト通知プロファイ
ル」」を参照してください。

デリバリーメソッドとデリバリーアドレス

送送達達方方式式コンポーネントは、ご希望の通知メッセージを送達する方法を示します。デデリリババ
リリーーメメソソッッドドとデデリリババリリーーアアドドレレススコンポーネントは、密接に関連しています。選択し
たデリバリーメソッドで、デリバリーアドレスに使用する値のタイプが決定されます。
また、デリバリーメソッドとデリバリーアドレスは、通知プロファイルエントリーのキー
付きコンポーネントで、通知プロファイルを変更したときにInfoPrint Managerが2つの値を
検査します。指定したデリバリーメソッドやデリバリーアドレスが既存のエントリーと一
致した場合は、InfoPrint Managerはエントリーを更新します。両方の値が既存項目と一致
しない場合は、InfoPrint Managerは、プロファイルに新しい項目を追加します。
InfoPrintオブジェクトには、さまざまなデリバリーメソッドが定義されています。すべて
の方式は、jjoobb--llooggを除除くくオブジェクトに有効です。 jjoobb--llooggは、ジョブだけに有効で
す。 P. 128「 InfoPrint通知デリバリーメソッドの特性」には、説明と各種デリバリーアド
レスの設定方法に属するデリバリーメソッドが記載されています。

別のデリバリーメソッドであるssaappccbbが存在しますが、InfoPrint Manager SAP印刷機能と
ともに内部だけで使用されます。通知プロファイル項目では、いずれの値も使用しないで
ください。

InfoPrint通知デリバリーメソッドの特性
デリバリーメソッド 説明 デリバリーアドレス
mmeessssaaggee

messageは、すべてのオブ
ジェクトのデフォルトのデ
リバリーメソッドです。

InfoPrint Manager通知サーバーにメッ
セージを送信し、InfoPrint Manager通
知クライアントが取得するまで待機し
ます。メッセージを取得すると、通知
サーバーから削除されます。削除さ
れたメッセージの記録は後残りませ
ん。

通知プロファイルにリストされる送
達方式は、固有でありさえすれば、
ユーザー ID、会社の電話番号、IP
アドレス、運転免許番号など、任意
のものを使用できます。そのアドレ
スに送信されるメッセージを受信す
るには、InfoPrint Manager通知クラ
イアントの［［設設定定］］ダイアログにリ
ストされる送達アドレスを同じ値に
設定する必要があります。InfoPrint
Manager通知クライアントは、同じ
デリバリーアドレスを指定するメッ
セージだけ選択します。

eelleeccttrroonniicc--mmaaiill（同
義語: ee--mmaaiill、eemmaaiill）

デリバリーアドレスにリストされてい
るアドレスに、Eメールを送信しま
す。

通知メッセージの送信先にするE
メールアドレス。たとえば、
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デリバリーメソッド 説明 デリバリーアドレス

kkjjoonneess@@pprriinntteerrccoo..ccoommなどで
す。

eexxiitt 実際には、メッセージを送信しませ
ん。代わりに、イベントIDに指定され
たイベントが発生したときに、
InfoPrint Managerで出口プログラムま
たはスクリプトが実行されます。詳し
くは、P. 129「 exitデリバリーメソッ
ドを使用する」を参照してください。

通知出口プログラムまたはスクリプ
トへの絶対パス（存在する場合は、
ハードコーディング引数付き）。

ddeelliivveerryy--mmeetthhoodd--
wwiirreelleessss

ポケットベル、携帯電話、パーム、
ラップトップコンピューターなどのワ
イヤレス装置に通知を送信します。

ワイヤレス通知はEメールとして送
信されるため、このInfoPrintサー
バー上でサーバー属性ssmmttpp--
sseerrvveerr--hhoossttとssmmttpp--sseerrvveerr--
ppoorrttの両方を指定してください。

InfoPrintサーバーがファイアウォー
ルの後ろにある場合は、SMTPサー
バーの構成が必要な場合がありま
す。このタスクの詳細については、
P. 46「 InfoPrint Eメールを構成す
る」を参照してください。

ffiillee デリバリーアドレスに指定されたファ
イルにメッセージを書き込みます。こ
のファイルが存在しない場合は、
InfoPrint Managerで作成されます。
ファイルが存在する場合は、InfoPrint
Managerは、メッセージを最初に書き
込むときに上書きします。次に、メッ
セージは、ファイルの終わりに追加さ
れます。

通知メッセージを書き込むファイル
のディレクトリーパスと名前。この
ファイルは、InfoPrint Managerサー
バーと同一システム上に常駐させて
ください。

ffiillee--aadddd--ttoo デリバリーアドレスに指定されたファ
イルの終わりにメッセージを追加しま
す。このファイルが存在しない場合
は、InfoPrint Managerで作成されま
す。

通知メッセージを書き込むファイル
のディレクトリーパスと名前。この
ファイルは、InfoPrint Managerサー
バーと同一システム上に常駐させて
ください。

jjoobb--lloogg

ジョブだけに有効です。
ジョブのjjoobb--lloogg属性にメッセージ
を書き込みます。メッセージを見るた
めには、情報を知りたいジョブのjob-
log属性にpdlsコマンドを入力しま
す。

値は必要ありません。

nnoonnee 通知を送信しません。通知をオフに
します。

値は必要ありません。

exitデリバリーメソッドを使用する

eexxiittデリバリーメソッドを使用すると、メッセージを送信するだけでなく、システムイ
ベントへの自動応答がセットアップできます。指定されたイベントのデリバリーメソッド
をeexxiittに設定したときは、デリバリーアドレスを使用し、システム上のスクリプトまた
はプログラムへの明示的パスを指定します。そのイベントが発生するたびに、InfoPrint
Managerは、指定されたスクリプトまたはプログラムを実行します。
たとえば、InfoPrint Managerサーバーでディスクスペース不足の場合は、ddiisskk--ssppaaccee--
lloowwイベントでシステム管理者向けのメッセージが生成されます。次に、InfoPrint
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Managerが効率的に稼働するように、管理者がディスクのクリーンアップ処置を行ってく
ださい。ただし、eexxiittデリバリーメソッドを使用すると、ディスククリーンアップスク
リプトを立ち上げてプロセスを自動化できます。管理者はメッセージを受け取り、スクリ
プトが問題に対処していることが確認できます。
デフォルトでは、exitデリバリーメソッドを使用したときは、InfoPrint Managerは、スクリ
プトまたはプログラムに2つの値だけ渡します。したがって、exitデリバリーメソッドが実
行するコマンド行は、デリバリーアドレスに指定されたパス、メッセージ番号の最後の3
桁、メッセージのテキストで構成されます。
従って、ジョブが印刷を終了するときのデリバリーメソッドをexitに設定し、デリバリー
アドレスを/infoprint/exits/myscriptに設定し、jjoobb--ccoommpplleetteeddイベントの通知プロ
ファイル項目を作成した場合は、InfoPrint Managerは、次のようなコマンド行を生成して
実行します。
/infoprint/exits/myscript 280 "5010-280 Finished processing job ofc,
Job 20 (3520800004)."

作成したスクリプトまたはプログラムに宛先名またはプリンターモデルなどの他の情報が
必要な場合があります。値を渡すために、通知プロファイル項目のデリバリーアドレスに
値を含めると、InfoPrint Managerがコマンド行を作成したときにコマンド行の終わりに値
が追加されます。

デフォルト通知プロファイル

デフォルトでは、オブジェクト（サーバー、宛先、キュー、ジョブ）を作成した人がオブ
ジェクトに関する通知メッセージを受け取ります。デフォルト通知プロファイル設定で
は、オブジェクト状況、エラー状態、または構成変更などの情報が提供されています。一
部のイベントでは、紙づまりを削除する人が必要などのオブジェクトの管理者が必要な場
合があります。
デフォルトでは、以下の表に示されているイベントは、対応するオブジェクトについて
メッセージを生成します。これらのメッセージは、そのオブジェクトを作成したユーザー
に送達されます。ジョブの実行依頼者は、それぞれの印刷ジョブに関するメッセージを受
け取ります。管理者は、自分が作成した宛先およびサーバーに関するメッセージを受け取
ります。デフォルトのデリバリーメソッドはmmeessssaaggeeであるため、通知はオブジェクト
の作成に使用されたシステム上のInfoPrint Manager Notificationクライアントに送信されま
す。

デフォルトの通知プロファイル設定

オオブブジジェェククトト イイベベンントト

実宛先 destination-needs-administrator

destination-needs-attention

destination-needs-operator

destination-timed-out

object-cleaned

object-deleted
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デフォルトジョブ デフォルトは設定されていません。詳しくは、P.
132「デフォルトジョブで通知プロファイルを使用
する」を参照してください。

ジョブ destination-needs-attention

destination-needs-operator

destinations-not-ready-for-job

document-aborted-by-destination

document-aborted-by-server

document-cancelled-at-destination

job-aborted-by-server

job-cancelled-by-operator

job-cannot-be-scheduled

job-completed

past-discard-time

論理宛先 object-cleaned

object-deleted

キュー object-cleaned

object-deleted

queue-backlogged

サーバー internal-server-error

low-on-memory

memory-exhausted

object-cleaned

object-deleted

out-of-disk-space

out-of-dpf-haids

out-of-dpf-job-numbers

out-of-dpf-raids

sapcbd-down

server-shutdown-complete

管理者、オペレーター、ジョブ実行依頼者に必要な通知数を判断するには、計画が必要で
すが、InfoPrintの運用に精通すると、必要なときに通知の加減量を判断できます。デフォ
ルトを使用して始めると、どのようなメッセージをいくつ受け取るかが分かります。程度
の差はあれ通知が必要であることが判明した場合、通知を受信するユーザーの変更が必要
であると判明した場合、または別の送達方式を使用してメッセージを送信したい場合、通
知プロファイルを変更できます。
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デフォルトジョブで通知プロファイルを使用する

印刷ジョブが実行依頼されたときは、InfoPrint Managerは、デフォルト通知プロファイル
に基づき、ジョブに関するメッセージを送信します。従って、デリバリーメソッドは
mmeessssaaggee、デリバリーアドレスは「ジジョョブブがが実実行行依依頼頼さされれたたシシスステテムムののアアドドレレススででジジョョブブをを実実行行
依依頼頼ししたた人人ののユユーーザザーーIIDD」、イベントIDはP. 130「デフォルトの通知プロファイル設定」に
リストされたIDになります。（InfoPrint Selectを使用してジョブを実行依頼した場合は、
デフォルト通知プロファイルが異なります。詳しくは、「RICOH InfoPrint Manager for
AIX：スタートガイド」の「InfoPrint Select通知を操作する」セクションを参照してくださ
い。）
デフォルト通知プロファイルの設定を変更する場合は、デフォルトジョブに通知プロファ
イルを作成できます。デフォルトジョブに通知プロファイルをセットアップするときは、
以下に留意してください。
• デフォルトジョブは1つだけ各論理宛先に設定できます。従って、すべてのジョブが同
じ通知プロファイルを使用します。

• デフォルトジョブの通知プロファイルに送達アドレスを設定した場合、すべてのメッ
セージがそのアドレスに届きます。ただし、デリバリーアドレスをブランクのままに
しておくと、InfoPrint Managerは、ジョブが実行依頼されたアドレスを埋め込みます
（このアドレスは指定できません。ジョブとともに送信されます）。このオプション
は、送達方式 mmeessssaaggeeおよび ee--mmaaiillでのみ機能するもので、通知プロファイルが
マージされるのはこのときだけです。

• ジョブを実行依頼するときに明示的通知プロファイルを使用した場合は（ppddpprrを使用
してジョブを実行依頼するときにnotification-profile属性を含めるなど）、デフォル
トジョブに設定されたプロファイルを指定変更します。

InfoPrint Selectを使用してジョブを実行依頼した場合は、明示的な通知プロファイルが
各ジョブとともに送信されます。InfoPrint Selectでデフォルトジョブに通知プロファイ
ルを使用する場合、Select通知の上書きについては、「RICOH InfoPrint Manager for
AIX：スタートガイド」の「InfoPrint Select通知を操作する」セクションを参照してく
ださい。

通知プロファイルを変更する

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIにあるプロパティーノートブックを使用す
ると、ジョブ、デフォルトジョブ、サーバー、キュー、実宛先の通知プロファイルを変更
できます。

ジョブ、デフォルトジョブ、サーバー、キュー、および実宛先の場合

［プロパティー］ノートブックを開いて、実宛先、ジョブ、またはデフォルトジョブ用の
［［通通知知］］タブをクリックしてください。サーバーの場合は、［［そそのの他他］］タブをクリック
します。ページがオープンし、次のものを含め、すでに存在する通知プロファイル項目が
表示されています。
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• オブジェクトに関するメッセージの送信方法
• 送信先
• メッセージを生成するイベント
• メッセージに付属のコメント
通知プロファイルを変更するには、［［追追加加］］、［［変変更更］］、［［削削除除］］ボタンを使用しま
す。詳しくは、InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIのオンラインヘルプを参照
してください。InfoPrint Managerオペレーション GUIでも、ジョブの通知を変更できま
す。

送達方式を変更した場合は、必ず、送達アドレスを適宜変更してください。

論理宛先の場合

論理宛先の通知プロファイルを変更するには、ppddsseettコマンドを使用してください。以下
の手順では、必要となる可能性のある一般的な変更の例を示しています。この手順を使用
すると、他のInfoPrintオブジェクトの通知プロファイルが変更できますが、InfoPrint
Managerアドミニストレーション GUIのプロパティーノートブックを使用する方が簡単な
場合もあります。
以下の手順では、次のようにして通知プロファイルを変更する方法について説明します。
• P. 134「通知プロファイルでイベント/ユーザーを追加または変更する」
• P. 136「通知プロファイルからユーザーを削除する」
• P. 136「デリバリーメソッドを変更する」
通知プロファイルの他の部分を変更する場合は、ppddsseettコマンドとnnoottiiffiiccaattiioonn--
pprrooffiillee属性について、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。

通知プロファイルを変更したときは、通知プロファイルが変更されると、InfoPrint
Managerは、新しいデリバリーメソッドやデリバリーアドレスを既存のエントリーと比較
し、同様に動作します。
• 両方の値が指定され、両方の値が既存の項目の値と一致する場合、その項目は変更内
容で置き換えられます。

• 片方の値だけ指定した場合は、InfoPrint Managerはもう片方の値にデフォルト値を設定
します。次に、既存の項目がその組み合わせに一致するかどうかが調べられます。一
致する場合は、InfoPrint Managerは項目を置き換えます。一致しない場合は、InfoPrint
Managerは新しい項目を作成します。

• 両方の値を指定し、片方だけ一致する場合は、InfoPrint Managerは新しい項目を作成し
ます。

• 両方の値を指定しても一致しない場合は、InfoPrint Managerは新しい項目を作成しま
す。

通知プロファイルの項目を削除する場合、コマンドに指定する送達方式および送達アドレ
スは、既存の項目の送達方式および送達アドレスと正確に一致しなければなりません。
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既存の通知プロファイルを表示する

通知プロファイルに設定されている値を確認する場合は、以下の操作を行います。
1. 次のコマンドを入力します。以下の定義にしたがって、イタリック体の項目の値を
入力します。

pdls -c Type of Infoprint object -r notification-profile Objectname

Type of InfoPrint object

このコマンドの実行対象となるオブジェクトのタイプです。特定のオブジェクト
ではありません。たとえば、pprriinntteerr11--llddではなく、ddeessttiinnaattiioonnを入力し
ます。

Objectname
この通知プロファイルが参照する宛先またはキューの名前。

2. EEnntteerrを押します。
通知プロファイルが表示されます。

特定のオブジェクトに関するメッセージを複数の人に送信する場合は、1人に1項目ずつ、
複数の項目が通知プロファイルに表示されます。

通知プロファイルでイベント/ユーザーを追加または変更する

特定のデリバリーアドレスについて通知プロファイルのイベントを追加/削除するか、別の
項目を通知プロファイルに追加し、メッセージが別のアドレスにも送信されるようにする
には、以下の手順を実行します。
1. 次のコマンドを入力します。以下の定義に従い、イタリック体の項目の値を入力し
ます。

pdset -c Type of Infoprint object-x
“notification-profile+={event-identifiers= event(s) delivery-method=
method delivery-address=”address“}” Objectname

Type of InfoPrint object

このコマンドの実行対象となるオブジェクトのタイプです。特定のオブジェクト
ではありません。ddeessttiinnaattiioonn、qquueeuuee、jjoobb、またはsseerrvveerrを入力しま
す。

event-identifiers
InfoPrint Managerがメッセージを送信するときの起因となるイベント。サーバー
のevents-supported属性にリストされているイベントにメッセージを送信できま
す。この値のリストについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」の章
InfoPrintオブジェクト属性のセクションサーバーの属性を参照してください。す
べてのオブジェクトをサポートしないイベントもあります。各イベントで対応す
るオブジェクトのリストについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」の
章「通知イベントとイベントクラス」を参照してください。
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このオブジェクトには、デリバリーアドレスに指定したユーザーが受信するすべ
てのイベントを（通知プロファイルに存在している場合も）入力してください。
入力していないイベントは、通知プロファイルには表示されません。

delivery-method

メッセージの送信方法。さまざまなデリバリーメソッドについては、P. 128「
InfoPrint通知デリバリーメソッドの特性」を参照してください。

delivery-address
メッセージの送信先。各デリバリーメソッドで使用するデリバリーアドレス値の
種類については、P. 128「 InfoPrint通知デリバリーメソッドの特性」を参照して
ください。値を二重引用符で囲みます。

ここで複数の送達アドレスを指定することはできません。別のユーザーに同じ
（または異なる）イベントに関するメッセージを受信させる場合は、この手順を
終了してから、そのユーザーの送達アドレスを使用してコマンドを再度入力しま
す。

Objectname
この通知プロファイルが参照する宛先またはキューの名前。

2. EEnntteerrを押します。
3. 他のユーザーとオブジェクトに、処理を繰り返します。

例

キューのデフォルトの通知プロファイルは、qquueeuuee--bbaacckkllooggggeeddイベント、oobbjjeecctt--
cclleeaanneeddイベント、oobbjjeecctt--ddeelleetteeddイベントの発生時にメッセージを送信するよう
に設定されています。印刷キュー pprriinntteerr11--qqの通知プロファイルを変更し、qquueeuuee--
nnoo--lloonnggeerr--bbaacckkllooggggeeddイベントと qquueeuuee--ssttaattee--cchhaannggeeddイベントの発生時に
もメッセージを受信できるようにする必要があります。バックアップユーザーは、現在
キューに関するメッセージを受信していませんが、ユーザーと同じメッセージをすべて受
信してください。
通知プロファイルを変更するには、次のコマンドを発行します。このユーザーに受信させ
たい通知のすすべべててのイベントのイベント IDを必ずリストしてください。このイベントID
リストで、現在のリストは完全に置き換えられます。
pdset -c queue -x “notification-profile+={event-identifiers=object-cleaned
object-deleted queue-backlogged queue-no-longer-backlogged
queue-state-changed delivery-address=”administrator@mydesk.office.com“}”
printer1-q

次に、このコマンドを入力し、バックアップ担当者に同同じじキューメッセージを送信しま
す。
pdset -c queue -x “notification-profile+={event-identifiers=object-cleaned
object-deleted queue-backlogged queue-no-longer-backlogged
queue-state-changed delivery-address=”backup@hisdesk.office.com“}”
printer1-q
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「P. 134「既存の通知プロファイルを表示する」」の手順にしたがって、変更内容が反映
されたことを確認します。

通知プロファイルからユーザーを削除する

通知プロファイルから項目全体を削除するには、以下の操作を行います。
1. 「P. 134「既存の通知プロファイルを表示する」」の手順で、除去する項目を検索
します。

2. 次のコマンドを入力します。正しいddeelliivveerryy--mmeetthhooddと、削除する項目の表示ど
おりに正確にddeelliivveerryy--aaddddrreessssを入力します。

pdset -c Type of InfoPrint object -x "notification-profile-={delivery-method=
electronic-mail or message delivery-address=“address”}"Objectname

3. EEnntteerrを押します。
4. P. 134「既存の通知プロファイルを表示する」の手順で、項目が削除されたことを
確認します。

5. 他のエントリーに、このプロセスを繰り返します。

例

現在、自分と2人のユーザーが論理宛先pprriinntteerr11--llddに関するメッセージを受け取って
います。以降のメッセージ受信は不要です。通知プロファイルを表示し、次の3つの項目
を確認します。
printer1-ld: notification-profile=

{event-identifiers = object-cleaned object-deleted delivery-method =
message delivery-address = “admin@desk1.office.com” locale = en_US}

{event-identifiers = object-cleaned object-deleted delivery-method =
message delivery-address = “helpdesk@desk2.office.com” locale = en_US}

{event-identifiers = object-cleaned object-deleted delivery-method =
message delivery-address = “backup@desk3.office.com” locale = en_US}

次のコマンドを発行し、通知プロファイルから入力した項目を削除します。
pdset -c destination -x "notification-profile-={delivery-method=message
delivery-address = “admin@desk1.office.com”}" printer1-ld

削除された項目を確認して削除されていない項目を見つけるために通知プロファイルを表
示した場合は、このコマンドを再入力してください。ただし、今回はddeelliivveerryy--
aaddddrreessssを指定するだけでなく、表示されるように、正確に通知プロファイル全体を入
力してください。

デリバリーメソッドを変更する

P. 128「 InfoPrint通知デリバリーメソッドの特性」のリストを参照し、通知メッセージを
さまざまな方法で受信するように選択できます。デリバリーメソッドをデフォルトから別
の値に変更するには、以下の操作を行います。
1. 「P. 134「既存の通知プロファイルを表示する」」の手順で、変更する項目を検索
します。
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2. 次のコマンドを入力します。変更する項目のどおりに正確に、イタリック体の項目
の値を入力します。P. 128「 InfoPrint通知デリバリーメソッドの特性」で指定されて
いるとおりに、ddeelliivveerryy--mmeetthhooddおよび ddeelliivveerryy--aaddddrreessssの値を置き換え
ます。

pdset -c Type of InfoPrint object
-x “notification-profile+={event-identifiers=
event(s) delivery-method=method delivery-address=”address“
locale=yourlocale}”Objectname
3. EEnntteerrを押します。
4. P. 134「既存の通知プロファイルを表示する」の手順で、項目が追加されたことを
確認します。

5. P. 136「ユーザーを削除する」の手順に従い、古い項目を削除します。

例

InfoPrint Manager通知を使用する代わりに、Eメールで pprriinntteerr11--qqに関するメッセー
ジを受信するとします。通知プロファイルを表示し、以下の項目を確認します。
printer1-q: notification-profile={event-identifiers = object-cleaned
object-deleted queue-backlogged delivery-method = message delivery-address
= “admin@desk1.office.com” locale = en_US}

次のコマンドを発行し、他のデリバリー方式とデリバリーアドレスで、通知プロファイル
に別の項目を追加します。
pdset -c queue -x “notification-profile+={event-identifiers=object-cleaned
object-deleted queue-backlogged delivery-method=electronic-mail
delivery-address=”admin@mycompany.com“ locale=en_US}” printer1-q

次に、P. 134「通知プロファイルを表示」し、以下の2つの項目を確認します。
printer1-q: notification-profile= {event-identifiers = object-cleaned
object-deleted queue-backlogged delivery-method = message delivery-address =
“admin@desk1.office.com” locale = en_US} {event-identifiers = object-cleaned
object-deleted queue-backlogged delivery-method = electronic-mail
delivery-address = “admin@mycompany.com” locale = en_US}

P. 136「ユーザーを削除する」手順に従い、メッセージをInfoPrint Manager通知に送信す
る項目を削除します。

通知メッセージのヘルプを表示する

不明な通知メッセージを受け取った場合は、InfoPrint Managerで、状況に関する情報を取
得する方法が提供されます。問題の解決に役立つことが説明される場合もあります。
エラーメッセージの全文を確認するには、ppddmmssggユーティリティーを使用してメッセージ
番号を指定し、受け取った通知メッセージに関するヘルプを表示します。
たとえば、サーバーMainServerに含まれているPrintQueue1に関する通知メッセージを受
信したとします。
To:nrharvey@hope.bpc.infoprint.com
Subject: 5010-192 Message from InfoPrint server: MainServer
********

InfoPrint Manager通知を使用する
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[05/30/97 07:26:381] 5010-304 The queue MainServer:PrintQueue1
is backlogged.

メッセージ5010-304に関するヘルプを受け取るには、次のコマンドを入力します。
pdmsg 5010-304

InfoPrintは、以下のような情報を表示します。
5010-304 The queue _________:________ is backlogged.
5010-304
EXPLANATION: InfoPrint calculates that there are too many jobs in
this queue for all the jobs to print within the time specified by the
queue-backlog-upper-bound value.
A notification-profile value requested that you be notified of the
event queue-backlogged.
SYSTEM ACTION: The queue continues to accept jobs, but there will
be a delay before they print.
RESPONSE: Alleviate the backlog by moving some of the
jobs to a different queue or by adding actual destinations to
this queue.

LLAANNGG環境変数およびインストールされているメッセージカタログは、ppddmmssggユーティリ
ティーがメッセージヘルプ情報の表示に使用する言語を制御します。

その他の通知メソッド

ここでは、その他の通知メソッドについて説明します。

Notify-operator属性

nnoottiiffyy--ooppeerraattoorr属性は、通知プロファイルの小型バージョンです。この属性は、
InfoPrint Managerキューと実宛先だけに設定できるもので、使用できるデリバリーメソッ
ドは、ee--mmaaiill、mmeessssaaggee、eexxiitt、wwiirreelleessssだけです。また、以下のイベントのいず
れかが発生した場合にだけ、メッセージを送信します。
1. ジョブがキューに追加されたとき
2. 実宛先がジョブの処理を開始したとき
3. 実宛先がジョブの処理を終了したとき
nnoottiiffyy--ooppeerraattoorr属性の構文は、次のとおりです。
delivery-method:delivery-address
Eメール、メッセージデリバリーメソッド、対応するデリバリーアドレスについては、P.
128「 InfoPrint通知デリバリーメソッドの特性」を参照してください。実宛先または
キューを作成する場合は、デフォルトでは、notify-operator属性はmmeessssaaggee::yyoouurr uusseerr
IIDD@@yyoouurr nnooddeeに設定されます。実宛先の値を変更するには、プロパティーノートブックの
通通知知タブを使用できます。キューの値を変更するには、pdsetコマンドを使用します。
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notify-operator属性が送信するメッセージは、完全通知プロファイルを使用するときに受け
取るエラーメッセージのような標準エラーメッセージではありません。代わりに、ジョブ
を実行依頼するときにジョブの属性として送信し、指定するメッセージを作成します。

ジョブを実行依頼するときに属性をコマンドに指定するか、該当する論理宛先のジョブデ
フォルトおよび文書デフォルトにテキストを設定してください。
メッセージを指定するには、以下のジョブ属性を使用します。
• jjoobb--mmeessssaaggee--ttoo--ooppeerraattoorr

InfoPrint Managerがジョブをキューに追加するときに送信するメッセージです。
• jjoobb--ssttaarrtt--mmeessssaaggee
ジョブが処理を開始したときにInfoPrint Managerが送信するメッセージです。

• jjoobb--eenndd--mmeessssaaggee
ジョブが処理を終了したときにInfoPrint Managerが送信するメッセージです。

ジョブまたはデフォルトジョブのプロパティーノートブックのジジョョブブ通通知知タブにある該当
フィールドに、上記3つのメッセージのテキストを入力できます。
また、jjoobb--ssttaarrtt--wwaaiitt属性とともに、jjoobb--ssttaarrtt--mmeessssaaggee属性を使用できます。
ジョブ（またはデフォルトジョブ）のjjoobb--ssttaarrtt--wwaaiitt属性をttrruueeに設定した場合
は、実宛先は、ジョブを受け取り、ジョブ開始メッセージを送信します。次に、オペレー
ターが介入するまで実宛先を一時停止します（現在印刷中のジョブを含む）。この機能
は、各種ジョブをさまざまなタイプの用紙に印刷しなければならない場合に役立ちます。
オペレーターは、実宛先を一時停止するジョブ間の用紙交換は不要です。 InfoPrint
Managerが自動的に行います。プリンターが作動可能になったら、オペレーターは、実宛
先とジョブ印刷を再開する必要があります。この機能は、プリンターに印刷中のジョブが
ないことを確認した後に、一連のジョブの先頭に設定してください。InfoPrint Managerで
job-start-wait=trueを指定する各ジョブのプリンターが強制的に一時停止されるため、
デフォルトジョブでこの値は指定しないでください。
jjoobb--ssttaarrtt--wwaaiitt属性を使用するには、ジョブまたはデフォルトジョブにyyeessを設定し
てください。この属性は、印刷ジョブを実行依頼するときにコマンドに指定するか、デ
フォルトジョブのプロパティーノートブックのジジョョブブ通通知知タブで設定できます。

InfoPrint Manager用アクセス制御リストセキュリ
ティーを管理する
InfoPrint Manager Securityを使用すると、アクセス制御リスト（ACL）とInfoPrintオブジェ
クトまたは操作を関連付けることで、印刷システムを保護できます。ACLには、操作の実
行権限またはオブジェクトで特定のタイプの権限を持つユーザーとグループが一覧表示さ
れています。SMITで機能を管理します。

InfoPrint ManagerセキュリティーだけがログインID許可を使用します。このため、ユー
ザーがログインしてからルートまたは別のユーザーにSUを行う場合は、元のログインIDと
関連する許可が有効の状態になります。

InfoPrint Manager用アクセス制御リストセキュリティーを管理する
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許可のタイプ

InfoPrint Managerでは、ユーザーは3つのレベルの許可、読読みみ取取りり、書書きき込込みみ、削削除除を持
つことができます。レベルごとに、次のタイプのアクセスがあります。
• 読読みみ取取りり
ユーザーは操作を実行できます。サーバーとキューの場合は、ユーザーは属性を表示
できます。サーバーやキューへのアクセスを制限すると、そのサーバーやキューに含
まれるすべてのオブジェクトへのアクセスが、たとえオブジェクトが明示的に保護さ
れていない場合でも、自動的に制限されます。宛先の場合は、ユーザーは属性を表示
し、その宛先にジョブを実行依頼できます。

サーバやキューに含まれるオブジェクトにアクセスするには、少なくとも上位のオブ
ジェクトに対する読読みみ取取りり権限が必要です。

• 書書きき込込みみ
全オブジェクトにユーザーは属性を表示または変更ができます。

• 削削除除
全オブジェクトにユーザーは属性を表示または変更ができ、オブジェクトを削除でき
ます。

ACLで論理宛先「print2ld」にユーザーAを置き、読読みみ取取りり許可を与えた場合は、ユーザー
Aは論理宛先に印刷ジョブを送信し、「print2ld」オブジェクトを開いてプロパティーを確
認できます。ただし、プロパティーは変更できません。ユーザーAがプロパティーを変更
しようとしたり、宛先を削除しようとすると、エラーメッセージが出されます。ユーザー
Aに追加の実行権限が必要であると判断し、書書きき込込みみ許可を与えた場合は、「print2ld」の
プロパティーは変更できますが、削除できません。

• 宛先（論理宛先または実宛先）を保護し、特定ユーザーだけがプロパティーを変更ま
たは削除できるようにすると、その他のユーザーが印刷ジョブを実行依頼できなくな
ることがあります。すべてのユーザーが宛先にまだ印刷できるかを確認するには、読
み取り許可を持つユーザーとしてACLにワイルドカード文字（*）を追加してくださ
い。

また、ACLは、InfoPrintオブジェクトに対して行う操作に付けることもできます。操作と
オブジェクトの両方を保護可能にすると、InfoPrint Managerセキュリティーによってさま
ざまなレベルのセキュリティーが提供されることを意味します。操作とオブジェクトの両
方の保護を許可すると、InfoPrint Managerセキュリティーにさまざまなレベルが提供され
ます。ACLを使用することで、すべてのオブジェクトを操作レベルで保護したり、ACLを
適用した個別のオブジェクトだけ保護できます。または、両方を実行すると、一部の操作
にACL操作レベルを使用することですべてのオブジェクトを保護し、ACLオブジェクトレ
ベルを使用することでオブジェクトのサブセットだけにアクセスを制限できます。
セキュリティーグループおよび ACLメンバーを含め、すべての InfoPrintオブジェクト名
で大/小文字が区別されます。
操作には、唯一のレベルの許可である読読みみ取取りりがあります。ユーザーが読読みみ取取りり許可を持
つ場合は、その操作を実行できますが、持っていない場合は実行できません。たとえば、
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ユーザー Bはプリンターオペレーターで、あるジョブを他のジョブの印刷をする前に印刷
する必要があるために、ジョブを印刷キューの別の場所に移動することができなければな
りません。ユーザーBにジジョョブブののリリオオーーダダーーの操作に読読みみ取取りり許可を与えると、このジョ
ブを実行できます。一方、ユーザーCはオフィスのコンピューターから印刷ジョブを実行
依頼しますが、印刷キューにある他のジョブが印刷されるまで待機したくありません。
ユーザーCがジョブを移動しないようにするには、ジジョョブブののリリオオーーダダーー操作のACLにユー
ザーCを入れないでください。キューの先頭にユーザーCのジョブを移動しようとする
と、アクションは拒否されます。
InfoPrint Managerをインストールする場合、多くの操作がすでに保護されています。この
ため、aaddmmiinnと ooppeerr P. 141「グループ」のメンバーのみが、この操作を行うことがで
きます。操作用の ACLは、左側のペインでセセキキュュリリテティィーー -- AACCLL --操操作作項目を選択し
て、SMITで見ることができます。これらの操作を他のユーザーが実行できるようにしたい
場合、そのユーザーを個々の ACLに追加するか、あるいは、許可を持っているグループ
(既存の adminと operグループまたは新たに作成するグループ)に追加します。

オブジェクトが保護されている場合は、ユーザーは操作に読読みみ取取りり許可とオブジェクトに
適切なレベルの許可の両方を持つ場合だけ、オブジェクトに操作を実行できます。オブ
ジェクトが保護されていない場合は、デフォルトの adminまたは operグループに属する
ユーザーのみが、そのアクションを実行できます。ユーザーは、標準以外のグループに追
加されている場合は、当該ジョブの所有者でなければ、アクションは実行できません。
オブジェクトに ACLが入っている場合、必要な許可は、操作によって異なります。たとえ
ば、LLiissttは読み取り許可、SSeettは書き込み許可、DDeelleetteeは削除許可が必要です。

セキュリティーグループ

ユーザーが働いている組織がどのような規模であろうと、ユーザーを ACLに手動で登録す
ることは、時間のかかる処理です。この作業のいくつかを減少させるには、セキュリ
ティーグループを作成できます。これは同一オブジェクトに同一レベルの許可を持つ必要
のあるユーザーのグループです。ユーザー IDのようなセキュリティーグループ名を使用
します。ACLにユーザー IDを登録する代わりに、セキュリティーグループ名を登録しま
す。たとえば、印刷オペレーターの 10人すべてが同じ操作ができるようにしたい場合、
グループを作成して、ooppeerraattoorrssと名付けます。次に、ooppeerraattoorrssを適切なACLに登
録します。
InfoPrint Managerをインストールするときは、デフォルトで、次の3つのセキュリティーグ
ループが作成されます。
• aaccll__aaddmmiinn
アクセス制御リストおよびグループを変更することによって、セキュリティーを管理
する権限をもつユーザー。デフォルトメンバーは、aaddmmiinniissttrraattoorrで、InfoPrint
Managerのインストール時にログオンしたユーザーです。

• aaddmmiinn
管理者権限をもつユーザー。デフォルトメンバーは、aaddmmiinniissttrraattoorrで、InfoPrint
Managerのインストール時にログオンしたユーザーです。

• ooppeerr
オペレーター権限をもつユーザー。デフォルトメンバーは、aaddmmiinniissttrraattoorrです。

InfoPrint Manager用アクセス制御リストセキュリティーを管理する



1

142

1. 必要に応じてグループを変更できます。たとえば、上記の例では、デフォルトのooppeerr
グループにヘルプデスクオペレーターを追加するだけで、要求レベルに設定されな
かった許可を変更できました。

2. ユーザーID、グループ名、ホスト名、DNSサフィックスなどのすべてのフィールドで
大文字と小文字が区別されます。

複数グループにユーザーを追加できますが、あるグループを別グループのメンバーにする
ことはできません。たとえば、5人の新しい印刷オペレーターを採用した場合、訓練が終
了するまでは、限られた許可を持っていればよいので、そのオペレーターに ttrraaiinneeeess
という名のグループを作成できます。訓練が終了したときに、ttrraaiinneeeessを
ooppeerraattoorrssグループのメンバーに追加することはできません。それぞれのユーザー ID
を operatorsグループに追加する必要があります。また、ttrraaiinneeeessグループを削除する
か、メンバーを削除してください。
ユーザーが複数のグループのメンバーであり、各グループが特定オブジェクトに対して異
なるレベルの許可を持つときは、最も強い制限を持つ許可が適用されます。前述の例で
は、訓練完了後に ttrraaiinneeeessグループから新規採用者を削除し忘れた場合、ジョブが要
求する作業を行うことができません (つまり、まだ traineesグループの制約を受けます)。

ワイルドカードでFSTユーザー/グループを識別する

ACLまたはセキュリティーグループにFSTユーザーを追加するときは、
username@computernameの形式でユーザーIDと使用するコンピューターによって識別
されます。割り当てられた許可は、そのユーザーがそのワークステーションから InfoPrint
Managerにアクセスするときにのみ適用されます。
ただし、ユーザーが、複数のコンピューターからInfoPrint Managerオブジェクトを処理可
能にする場合は、同じユーザーに複数のユーザーID/コンピューター名の組み合わせを追加
する必要はなく、代わりにワイルドカードを使用できます。ワイルドカードを使用すると
きは、メンバーをACLまたはセキュリティーグループに追加するときに、コンピューター
名またはユーザーIDをワイルドカード文字（*）で置き換えます。ワイルドカード文字
は、「任意のコンピューター」または「任意のユーザー ID」を表します。これにより、
aaddmmiinniissttrraattoorr@@**という ACLメンバーを作成すると、ユーザーが aaddmmiinniissttrraattoorr
としてログオンするどのコンピューターでも、同じ許可が与えられます。また、コン
ピューター名の前にワイルドカード文字を使用した場合 (たとえば、**@@ccoommppuutteerr)は、
computer1にログオンしたどのユーザーでも、ACLメンバーが許可を持っているアクショ
ンを実行できます。

フェデレーション認証グループを識別する

一致するFSTグループがない場合、フェデレーション認証グループをACLまたはセキュリ
ティーグループに追加するときに、識別する必要があるフェデレーション認証グループと
同じ名前のFSTグループを作成する必要があります。これらのグループは、InfoPrint
Managerオブジェクトと操作に対応するACLに追加する必要があります。
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• フェデレーション認証を使用してログインする場合、InfoPrint Managerは、ユーザー識
別トークンまたはユユーーザザーー情情報報エエンンドドポポイインントト応答で指定された役割に基づいて、異
なるリソースや機能へのアクセスを制御するためにユーザーの役割を検証します。
Webマネージメントインターフェースにアクセスするために、システムはユーザーID
がaaccll__aaddmmiinnグループに属しているかどうかを検証します。希望するユーザーに権限
を付与するには、選択したIdPのWebサイトで定義されたaaccll__aaddmmiinnグループのメン
バーである必要があります。

LDAP/Active Directoryを識別する

LDAP / Active DirectoryユーザーをACLまたはセキュリティグループに追加するときは、
LDAP / Active Directoryシステムのログインによって識別します。ユーザーがコンピュー
ター間で同じログインを使用する場合は、他のコンピューターのInfoPrint Managerオブ
ジェクトを使用して作業することができます。

ACLおよびグループを処理する

AIX SMITユーティリティーを使用して、印刷システムのセキュリティーを管理します。
AIX termウィンドウを開き、コマンドラインにsmitを入力します。InfoPrint Printing System
行がオプションとして表示されます。カーソルを使用して右にメニュー項目を見てゆく
と、次のメニュー選択のディレクトリー構造を移動できます。

タブ#1 タブ#2 タブ#3 選択項目
InfoPrint Printing Systems→ Security→ Groups→ Add Group

Show Group

Add User to Group

Remove User from
Group

タブ#1 タブ#2 タブ#3 タブ#4 選択項目
InfoPrint Printing
Systems→

Security→ Access Control→ Operations→ Show Access Control
List

Servers→ Change Access
Control List

Destinations→ Remove Access
Control List

Queues→

aaccll__aaddmmiinn、、aaddmmiinn、、ooppeerrという3つのグループがデフォルトで作成され、グルー
プ→グループの表示オプション選択時に表示されます。許可ユーザーはaaccll__aaddmmiinnグ
ループに入れられます。FSTセキュリティー特性の変更に必要なアクセス権を取得するに
は、ユーザーをaaccll__aaddmmiinnグループのメンバーにしてください。
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LDAP/ActiveディレクトリーユーザーまたはグループをInfoPrint Managerセキュリティーグ
ループに追加するには、以下の操作を行います。
1. InfoPrint印刷システム→セキュリティー→グループ→ユーザーをグループに追加の
順に進みます。

2. 編集したいグループをリストから選択します。
3. ［ユーザーのタイプ］フィールドで、［リスト］から追加するメンバーのタイプ、

FFSSTTユユーーザザーー、LLDDAAPPユユーーザザーー、またはLLDDAAPPググルルーーププを選択します。
4. ［追加するユーザー］フィールドで、メンバーの名前を入力します。
5. ［OK］をクリックします。

• 入力したすべてのメンバーは全員同じタイプにしてください。
LDAP/Activeディレクトリーユーザーまたはグループをアクセス制御リストに追加するに
は、以下の操作を行います。
1. InfoPrint印刷システム→セキュリティー→アクセス制御の順に進みます。
2. 変更したい［アクセス制御］オプションを選択します。
3. ［アクセス制御リストの変更］をクリックし、リストから1つ選択します。
4. ［ユーザーおよびグループ］フィールドで、追加するユーザーまたはグループの名前
を入力します。

5. ［ユーザータイプ］フィールドで、［リスト］から追加するユーザーまたはグループ
のタイプを選択します。

6. ［読み取り許可］、［書き込み許可］、および［削除許可］フィールドの横にある
［リスト］からははいいまたはいいいいええを選択します。

7. ［OK］をクリックします。
メニュー選択をサポートする他の特定情報については、ヘルプ用の FF11キーを押してくだ
さい。

InfoPrint Manager for AIX用LDAPセキュリティーを管
理する
InfoPrint Managerは、ユーザー認証とアクセス権に対し、LDAP/Active Directoryサーバーを
使用可能にするFSTセキュリティーへの拡張子を提供します。LDAPセキュリティーを使用
可能にする場合は、FSTセキュリティーは以前と同様に機能し続けます。AIX SMITユー
ティリティーを使用し、印刷システムのLDAPセキュリティーを設定するか、有効、また
は無効にします。SMITインターフェースを開き、InfoPrint印刷システム→セキュリ
ティー→ LDAPセキュリティーの順に進みます。
LDAPセキュリティーを有効/無効にする

LDAPセキュリティーを使用可能にするには、次の操作を実行します。
1. ［LDAPを有効/無効にする］オプションをクリックします。
2. ［LDAPセキュリティーを有効にする］オプションを選択します。
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LDAPセキュリティーを使用不可にするには、次の操作を実行します。
1. ［LDAPを有効/無効にする］オプションをクリックします。
2. ［LDAPセキュリティーを無効にする］オプションを選択します。

LDAP接続を追加/変更する
LDAP接続を追加するには、以下の操作を行います。
1. ［LDAP接続］オプションをクリックします。
2. ［LDAP接続を追加する］オプションを選択します。
3. 必須情報をこれらのフィールドに入力します。
接続名

LDAPサーバーの接続名を入力します。
IPアドレスまたはホスト名

LDAPサーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。
ポート
通信用のポート番号を入力します。

暗号化方法
LDAPサーバーの暗号化方法を入力します。TLSまたはSSLプロトコルを使用す
る場合は、［開始TLS拡張子を使用］または［SSL暗号化を使用］のオプション
を選択します。

説明
オプションの説明を入力します。

テスト接続
入力する情報が有効である場合、確認メッセージを受け取ります。誤った設定
を入力すると、エラーメッセージを受け取ります。

LDAP接続を編集するには、以下の操作を行います。
1. ［LDAP接続］オプションをクリックします。
2. ［LDAP接続を編集する］オプションを選択します。
3. LDAP接続を選択し、必要な変更を行います。
LDAP接続を削除するには、以下の操作を行います。
1. ［LDAP接続］オプションをクリックします。
2. ［LDAP接続を削除する］オプションを選択します。
3. 削除するLDAP接続を選択します。

LDAP認証
InfoPrint ManagerがどのようにLightweight Directory Access Protocol Server (LDAP)を認
証するかを指定します。この情報は、既存のすべてのLDAP接続の認証データとして使
用されます。InfoPrint Managerはこの情報を使用して、LDAPサーバーに対して認証
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し、エントリーに関する特定のデータ（例：グループメンバーとログイン属性）を取
得します。
LDAP認証を変更するには、以下の操作を行います。
1. LLDDAAPP認認証証オプションをクリックします。
2. 必須情報をこれらのフィールドに入力します。
LDAP接続に対するテスト認証
設定を検証するには、使用可能なLDAP接続のうち1つを選択します。設定を
誤って入力した場合にはエラーメッセージが表示されます。

複数のLDAPサーバーを定義した場合は、サーバー情報はすべてに対して共通で
す。

認証方法
認認証証ななしし、シシンンププルル、またはダダイイジジェェスストトから、認証方法を選択します。

バインドDNまたはユーザー
アカウントの識別名 (DN)を入力します。

バインドパスワード
パスワードを入力します。

匿名ログインを使用する場合は、バインドDN/ユーザーまたはバインドパスワー
ドに対して値を指定する必要はありません。

SASLレルム
SASLレルムの名前を入力します。ダダイイジジェェスストトの方法を使用する場合にこのオ
プションを利用できます。

LDAP検索オプション
LDAPユーザーを検索する場合、InfoPrint Managerによって使用される設定を指定しま
す。この情報は、既存のすべてのLDAP接続の検索オプションとして使用されます。
LDAP検索オプションを変更するには、以下の操作を行います。
1. LLDDAAPP検検索索オオププシショョンンをクリックします。
2. 必須情報をこれらのフィールドに入力します。
LDAP接続に対して検索オプションを検証する
設定を検証するには、使用可能なLDAP接続のうち1つを選択します。設定を
誤って入力した場合にはエラーメッセージが表示されます。

複数のLDAPサーバーを定義した場合は、検索情報はすべてに対して共通です。
ユーザー：

ユーザー検索ベース
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ユーザーを配置するLDAPディレクトリーツリー内のブランチの識別名
（DN）を指定します。

ログイン属性
ユーザーのLDAPサーバーへのログイン属性を指定します。

ユーザーフィルタータイプ
InfoPrint Managerがユーザーを検索する場合、フィルターする1つ以上の
オブジェクトクラスを指定します。

ユーザーフィルター値
ユーザーを検索する場合にInfoPrint Managerが使用するカスタムフィル
ターを指定します。

グループ：
グループ検索ベース
グループが存在するLDAPディレクトリーツリーでブランチの識別名
（DN）を指定します。

グループ名属性
グループ名の ID属性（ccnnなど）を指定します。

グループメンバー属性
ユーザーグループの属性（例：メメンンババーー）を指定します。

グループフィルタータイプ
InfoPrint Managerがグループを検索する場合、フィルターする1つ以上の
オブジェクトクラスを指定します。

グループフィルター値
グループを検索する場合にInfoPrint Managerが使用するカスタムフィル
ターを指定します。

パフォーマンス検索オプション
「memberOf」機能を使用する
グループメンバーをmmeemmbbeerrOOffフィールドから直接決定できることを
InfoPrint Mangerに通知します。

このプロパティーが LDAPサーバーでサポートされていることを確認し
てください。

ネストされたグループをスキャンする
Microsot Active Directoryにのみ適用され、ユーザーがグループの間接的な
メンバーであるかどうかをチェックするために使用されます。

「ibm-allGroups」機能を使用する
IBM Tivoli Directory Serverにのみ適用され、属性iibbmm--aallllggrroouuppssから直
接グループメンバーを決定するために使用されます。
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このオプションが LDAPサーバーでサポートされていることを確認して
ください。

大文字と小文字を区別した検索
このオプションは、LDAP/ADクエリーで大文字と小文字を区別して照合
するために使用されます。例えば、このオプションを有効にすると、
USERはLDAP/ADクエリーのuserと一致しなくなります。このオプション
は、LDAP/ADサーバーの大文字と小文字を区別する設定と一致させる必
要があります。

LDAPセキュリティーステータス
InforPrint ManagerシステムのLDAPセキュリティーステータスが有効または無効である
かどうかをこのオプションでチェックできます。
LDAPセキュリティーステータスをチェックするには、［LDAPセキュリティーステー
タス］オプションをクリックします。

TLS/SSLキーストアデータベース
このオプションで、キーストアデータベースパスワードを設定できます。SSSSLL暗暗号号化化
をを使使用用すするるをLDAP接続の暗号化方法として使用する場合、TLS/SSLキーストアデータ
ベースパスワードが必要になります。
CMSキーデータベースファイルである、 pdldap.kdb（キーデータベース自体）、
pdldap.rdb（証明書の要求を保管）、pdldap.crl（証明書取消リスト）を作成し、
SSL/TLS経由でLDAPサーバーにアクセスする必要があります。CSMデータベースファ
イルは、/var/pddir/default_cell/ldap内に保管する必要があります。デフォル
トのパス/var/pddir/default_cell/ldapが適切でない場合は、環境変数PD_
LDAP_KDB_PATHを使用してCSMデータベースの場所を変更できます。環境変数PD_
LDAP_KDB_PATHは、カスタムCSMデータベースディレクトリーを指し示している必
要があります。CSMキーデータベースのパスワードは、SMITで設定してください。
インストールが必要なパッケージの情報については、オペレーティングシステムの使
用説明書を参照してください。

InfoPrint Manager for AIXのフェデレーション認証を管
理する
InfoPrint Managerでは、既存のFSTまたはLDAP/ADセキュリティーの代替としてフェデ
レーション認証を使用できます。
フェデレーション認証は、外部のIDプロバイダー（IdP）に依存することで、InfoPrint
Manager WebマネージメントインターフェースおよびInfoPrint Manager Webアドミニスト
レーションインターフェースへのセキュアなアクセスをユーザーに付与する方法です。当
社のシステム内でユーザー認証情報を個別に管理する代わりに、フェデレーション認証を
使用すると、ユーザーは信頼できるサードパーティーサービスの既存のアカウントを使っ
てログインできます。
フェデレーション認証を構成する
フェデレーション認証を有効にする前に、InfoPrint Manager管理者はInfoPrint Manager
とフェデレーション認証サーバー間の接続設定を行う必要があります。
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フェデレーション認証を設定するには、以下の操作を行います。
1. InfoPrint Manager Webマネージメントインターフェースを開始します。
2. 左ペインの［セキュリティー］タブをクリックします。
3. ［フェデレーション認証］オプションを選択します。
4. フフェェデデレレーーシショョンン認認証証ダイアログで、必要な値を指定します。

• 各フィールドに入力した情報が正しいことを確認してください。InfoPrint
Managerは、フフェェデデレレーーシショョンン認認証証ダイアログに入力したデータを検証しませ
ん。

• フィールドプロパティーの詳細を表示するには、横にある［?］ボタンをクリッ
クします。

5. IIDDププロロババイイダダーーリストから認証に使用するIDプロバイダー (IdP)の名前を選択しま
す。

6. 認認証証エエンンドドポポイインントトフィールドに、クライアントアプリケーションがユーザーを
認証するために送信するIDプロバイダーのURIを入力します。

7. ククラライイアアンントトIIDDフィールドに、登録プロセス中にInfoPrint ManagerのIDプロバイ
ダーが発行したクライアント識別子を表す一意の文字列を入力します。

8. ククラライイアアンントトシシーーククレレッットトフィールドにIDプロバイダーが生成したクライアント
パスキーを表す文字列を入力し、クライアントが認証サーバーに認証されるように
します。

• PPKKCCEEをを使使用用オプションがチェックされている場合、CClliieenntt sseeccrreettフィール
ドは利用できません。クライアントシークレット

9. トトーーククンンエエンンドドポポイインントトフィールドに、アクセストークンとIDトークンを要求す
るIDプロバイダーのURIを入力します。

10. ユユーーザザーー情情報報エエンンドドポポイインントトフィールドに、ユーザー情報を要求するIDプロバイ
ダーのURIを入力します。

• ユユーーザザーー情情報報エエンンドドポポイインントトフィールドは、Common Approach to Identity
Assurance (CAIA)のIDプロバイダーに対してのみ表示されます。

11. ロロググアアウウトトエエンンドドポポイインントトフィールドに、ユーザーが認証セッションを終了する
ためにリダイレクトされるURIを入力します。

12. ホホスストト名名ととポポーートトををリリダダイイレレククトトフィールドに、InfoPrint ManagerのWebサーバー
の外部ホスト名とポートを入力します。ホスト名とポートは、アプリケーションの
URIを生成するために使用されます。このURIは、アプリケーションが正常に許可さ
れ、認証コードまたはアクセストークンが付与されると、認証サーバーがユーザー
をリダイレクトする場所です。

InfoPrint Manager for AIXのフェデレーション認証を管理する
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• ホスト名/IPアドレスとポート番号は、コロン（:）で区切る必要があります。た
とえば、prod.yourcompany.com:14443や123.123.123.123:14443など
です。

• Webプロトコル（HTTPまたはHTTPS）は任意です。指定されていない場合、
InfoPrint Managerは使用中のプロトコルを検出し、自動的にURIに追加します。

13. 自己署名証明書を使用してIDプロバイダーと通信する可能性を有効にするには、安安
全全ででなないいココンンテテキキスストトをを許許可可ボックスにチェックを付けます。

14. フェデレーション認証を必須にし、アプリケーションの標準ログインダイアログを
バイパスするには、フフェェデデレレーーシショョンン認認証証をを強強制制ボックスにチェックを付けま
す。

• フフェェデデレレーーシショョンン認認証証ダイアログで誤った値を入力した場合、フフェェデデレレーーシショョ
ンン認認証証をを強強制制ボックスをチェックした後、標準のログインダイアログにアクセ
スできなくなり、設定値を更新できなくなります。

15. Proof Key for Code Exchange (PKCE)を使用する場合は、PPKKCCEEをを使使用用ボックスに
チェックを付けます。

• PPKKCCEEをを使使用用フィールドは、Okta IDプロバイダーに対してのみ表示されます。
16. ユユーーザザーーロローールルパパララメメーータターーフィールドに、InfoPrint Managerに関連するユーザー
ロールまたはグループメンバーシップ情報を含む、IDプロバイダーから送信される
パラメーター名を入力します。Active Directoryフェデレーションサービス (AD FS)
およびOktaの場合はユーザー識別トークンに、 CAIAの場合はユユーーザザーー情情報報エエンンドド
ポポイインントト応答に、クレームとしてユーザーロールまたはグループメンバーシップ情
報を含めるよう、IDプロバイダーを事前に設定する必要があります。

• 実際の手順や用語は、使用する IDプロバイダによって異なる場合があることに
留意すること。グループクレーム名は、CAIAではrole、Oktaではgroups、AD
FSではmemberofとなります。現在使用しているその他の値でも構いません。

• このカスタマイズ方法の詳細については、IDプロバイダーのマニュアルを参照
してください。

• InfoPrint Managerは、ユーザー識別トークンまたはユユーーザザーー情情報報エエンンドドポポイインン
トト応答で指定された役割に基づいて、異なるリソースや機能へのアクセスを制
御するためにユーザーの役割を検証します。Webマネージメントインター
フェースにアクセスするために、システムはユーザーIDがaaccll__aaddmmiinnグループ
に属しているかどうかを検証します。希望するユーザーに権限を付与するに
は、選択したIdPのWebサイトで定義されたaaccll__aaddmmiinnグループのメンバーで
ある必要があります。

17. 会社でプロキシサーバーを使用している場合は、IT部門に正しいIPアドレスまたは
ホスト名とポート番号を問い合わせてください。ププロロキキシシホホスストトととポポーートトフィー
ルドに、通信に使用するプロキシサーバーのホスト名とポートを入力します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する



1

151

• ホスト名/IPアドレスとポート番号は、コロン（:）で区切る必要があります。た
とえば、proxy.example.com:3128や123.123.123.123:3128などです。

18. 保保存存をクリックします。

• フフェェデデレレーーシショョンン認認証証スイッチがONに設定されている間に保保存存ボタンがク
リックされると、Webサーバーが自動的に再起動し、変更が適用されます。

フェデレーション認証を有効/無効にする
InfoPrint Manager Webマネージメントインターフェースでは、フェデレーション認証を
有効または無効にできます。
フェデレーション認証を有効または無効にするには、以下の操作を行います。
1. InfoPrint Manager Webマネージメントインターフェースに移動します。
2. 左ペインの［セキュリティー］タブをクリックします。
3. ［フェデレーション認証］オプションを選択します。
4. フフェェデデレレーーシショョンン認認証証ダイアログの上部にあるスイッチを使用して、フェデレー
ション認証を有効または無効にします。

• フェデレーション認証を有効にすると、FSTまたはLDAP/ADセキュリティーは
従来どおり機能します。

• フェデレーション認証を有効または無効にすると、Webサーバーは自動的に再
起動します。

InfoPrint Manager for AIX用のトランスポートレイ
ヤーセキュリティー暗号化を管理する
トランスポートレイヤーセキュリティー（TLS）プロトコルは、あらゆる種類のインター
ネットトラフィックを暗号化して盗聴や改ざんを防止し、ネットワークを介した安全な通
信を可能にします。
InfoPrint Managerは、OpenSSL（https://www.openssl.org）を使用してTLS暗号化を有効に
し、サーバーとクライアント間の通信セキュリティーを保護します。InfoPrint Manager
は、サポートされているすべてのOS上でOpenSSLライブラリーを提供します。デフォル
トでは、InfoPrint Managerで使用できる最新バージョンのTLSが使用されます。

一部の通信チャネルは暗号化できません。例外は次のとおりです。LPDプロトコル、
InfoPrint TCP/IPポートモニター、pioinfo、pioinfoprt、piorpdm、piorpdf、PSF、変換クライ
アント、InfoPrint Managerの変換機能、Select通知。
Javaコンポーネントの場合、InfoPrint ManagerはJavaネイティブSSL/TLS実装を使用しま
す。デフォルトでは、Javaで使用できる最新バージョンのTLSが使用されます。
通信当事者の身元は、公開鍵暗号を使用して認証されます（HTTPSプロトコルに似ていま
す）。

InfoPrint Manager for AIX用のトランスポートレイヤーセキュリティー暗号化を管理する
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サーバー証明書とクライアント証明書

InfoPrint ManagerサーバーとInfoPrint Managerクライアント間のトラフィックを暗号化する
には、デジタル証明書が必要です。各デジタル証明書には、キー（プライベート部分）と
証明書（パブリック部分）の2つの部分があります。キーは常に秘密にしておかないと、
通信の安全を維持できません。

InfoPrint Managerは、PEM形式の暗号化されていない証明書キーのみをサポートします。
次のことが可能です。
1. 個人的に証明書を生成できます。
2. 世界的に知られているサードパーティの認証局（CA）から証明書を購入できます。
最初のケースでは、CA認証局証明書を生成する必要があります。CAキーファイルは、生
成した証明書（サーバーおよびクライアント用）に署名します。CA証明書は、生成した証
明書を認証します。CA証明書（パブリック部分）は、受信した証明書を検証するため
InfoPrint Managerサーバーおよびクライアントで利用可能である必要があります。
2番目のケースでは、Mozilla組織が管理するCAのコレクションであるMozilla CA Certificate
Storeを使用して証明書が検証されます。rawファイルは、https://hg.mozilla.org/mozilla-
central/raw-file/tip/security/nss/lib/ckfw/builtins/certdata.txtです。

certdata.txtファイルは、OpenSSLでの使用に適した形式で、InfoPrint Managerとともに
配布されます。
通常、certdata.txtに含まれる証明書は398日で有効期限が切れます。Mozilla組織が管理
するCAのコレクションを更新するには、以下の手順に従います。
1. perlとcurlがインストールされ、インターネットアクセスが行われているコンピュー
ターでは、InfoPrint Managerを実行しているコンピューターから、またはInfoPrint
Managerクライアントコンピューターから、 mk-ca-bundle.plをコピーします。mk-ca-
bundle.plスクリプトは <install path>¥binディレクトリーにあります。

• また、mk-ca-bundle.plスクリプトを https://raw.githubusercontent.com/curl/curl/
master/scripts/mk-ca-bundle.plからダウンロードできます。

• curlを、https://curl.se/download.htmlからダウンロードできます。
• perlおよび curlがPATHで使用されていることを確認します。

2. コンソールを開き、ディレクトリーを mk-ca-bundle.plスクリプトの場所に変更しま
す。

3. 以下のコマンドを実行します。
perl mk-ca-bundle.pl -s SHA256 -t -p SERVER_AUTH,CLIENT_AUTH,CRL_SIGN:TRUSTED_DELEGATOR

4. certdata.txtの名前を ca-cert.pemに変更します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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5. InfoPrint Managerを実行している全てのコンピューター、および全てのInfoPrint
Managerクライアントコンピュータへ、ca-cert.pemをコピーします。Windowsの場
合、場所は C:¥Windows¥ipmです。AIXおよびLinuxの場合、場所は /etc/ipmで
す。

6. ca-certファイルがコピーされている各コンピューターを再起動します。
サーバー証明書は、X509v3 Extended Key Usage（EKU）が、Server Authentication（TLS
Web Server Authentication）に設定されている必要があります。X509v3 Key Usageは、
Digital SignatureとKey Enciphermentである必要があります。
Mutual Authenticationを使用するには（クライアントがサーバー証明書を検証し、サーバー
もクライアント証明書を検証します）、クライアント証明書が必要です。
クライアント証明書は、X509v3 Extended Key Usage（EKU）が、Server Authentication
（TLS Web Client Authentication）に設定されている必要があります。X509v3 Key Usage
は、デジタル署名である必要があります。
Mutual Authenticationが必要な場合は、サーバー証明書は、X509v3 Extended Key Usage
（EKU）をServer Authentication（TLS Web Server Authentication）およびClient
Authentication（TLS Web Client Authentication）に設定する必要があります。

Mutual Authenticationが有効になっている場合は、世界的に知られたサードパーティーCA
を使用しないでください。たとえば、Verisign証明書を「既知のCA」として使用すると、
Verisignが署名した証明書を持つすべてのユーザーが認証されます。おそらく、このよう
な状況は望まない場合が多いはずです。独自のCA証明書、サーバー証明書、クライアント
証明書などを生成します。
デジタル証明書のSubjectフィールドは、DNSからの完全なコンピューター名（ipmsrv.
example.comなど）に設定するか、DNSドメインのワイルドカード（*.example.comな
ど）に設定してください。

ワイルドカードの一部は使用できません。
X509v3 Subject Alternative Name（SAN）には、そのコンピューターの他の名前またはエイ
リアス（使用可能な場合）、およびコンピュータ名に関連付けられたIPアドレスが含まれ
ている必要があります。証明書のフィールドは次のようになります。 DNS:alt1.example.
com, DNS:alt2.example.com, IP:10.0.0.1, IP:fc00::1、ここで、ホスト名には「DNS」、
およびIPアドレスには「IP」のプレフィックスが付きます。
SSL/TLS証明書の有効期限が切れるまでの残り日数が31日未満になると、InfoPrint
Managerが警告を表示します。エラーログに、次のようなメッセージが発行されます。
「5010-907 The SSL/TLS certificate for InfoPrint Manager expires on May 21 10:33:41 2029
GMT」中断を回避するためには、証明書の更新を検討する必要があります。
InfoPrint ManagerサーバーでSSL/TLSが有効かどうかを確認するため、InfoPrint Manager
サーバー起動後、エラーログファイルに次のメッセージがあるか確認します。「5010-908
InfoPrint Manager started with SSL/TLS enabled.」
暗号化が無効になっている場合、InfoPrint Managerサーバーは、以前のバージョンのクラ
イアントおよびサーバー（TLS暗号化を認識しない）からの接続を受け入れます。InfoPrint
Managerサーバーで暗号化を有効にすると、そのようなクライアントまたはサーバーはシ
ステムと通信できなくなります。暗号化が有効になっているInfoPrint Managerサーバー、
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またはTLS暗号化の使用がわかっているInfoPrint Managerクライアントのみが、システムと
正常に通信します。

InfoPrint Manager for AIXサーバー用にトランスポートレイヤーセキュリ
ティー暗号化を有効にする

InfoPrint ManagerサーバーのTLS暗号化を有効にするには、以下の操作を行います。
1. 提供されたサンプル構成ファイル ipmssl.cfgを、/usr/lpp/pd/cfg-samples/ssl/

serverディレクトリーから/var/pddir/default_cell/sslディレクトリーにコピーしま
す。

2. カスタムCAを使用している場合は、CA証明書ファイル（パブリック部）をInfoPrint
Managerサーバーにコピーします。

3. サーバー証明書とキーをInfoPrint Managerサーバーにコピーします。証明書キーがセ
キュアな場所に格納されていること、およびInfoPrint Managerサーバーを実行する
ユーザーに対してのみ読み取りが可能であることを確認します。

4. 証明書失効リスト（CRL）がある場合は、CRLファイルをInfoPrint Managerサーバーに
コピーします。

5. テキストエディターを使用してipmssl.cfgファイルを編集します。EnableTLS、
CertFile、KeyFileというキーワードを設定する必要があります。サーバー証明書のキー
ファイルとサーバー証明書が1つのファイルに結合されている場合は、CertFileキー
ワードのみを設定し、KeyFileをコメントのままにする必要があります。証明書ファイ
ルとキーが設定ファイルと同じディレクトリーにある場合、フルパスはオプションで
す。それ以外の場合は、フルパスを指定する必要があります。
コメントを解除し、次のキーワードの値を変更します（使用可能な場合）。
1. コメントを解除し、EnableTLSを1に設定します。
2. CertFileキーワードのコメントを解除し、サーバー証明書ファイルのファイル名を
指定します。

3. KeyFileキーワードのコメントを解除し、サーバー証明書キーのファイル名を指定
します。

4. オプション：カスタムCAを使用している場合、CAFileキーワードのコメントを解除
し、CA証明書のファイル名を指定します。

5. オプション：CRL証明書のファイルがある場合、CrlFileキーワードのコメントを
解除し、CRL証明書のファイル名を指定します。

6. オプション:Mutual Authenticationの使用を予定している場合、コメントを解除し、
MutualAuthenticationRequired1に設定します。
最後の2つのオプションキーワードは、通常、TLSハンドシェイク中にエラーが発生
した場合に使用されます。
• CertValidationIgnoreHostNameは、DNSのクライアントのホスト名が、TLSハン
ドシェイク中にクライアントが提示する証明書で設定された値と異なる場合に
役立ちます（SubjectフィールドおよびX509v3 Subject Alternative Name（SAN）
フィールド）。このキーワードを「1」に設定すると、ホスト名の検証は行われ
ません。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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次の表は、証明書のSubjectフィールドにワイルドカードが含まれている場合の
検証方法を示しています。
ホホスストト名名 証証明明書書ののSSuubbjjeeccttままたたはは証証

明明書書ののSSuubbjjeecctt
AAlltteerrnnaattiivvee NNaammee

検検証証

host.example.com host.example.com OK

host.example.com *.example.com OK

host.subdomain.example.com *.subdomain.example.com OK

host.example.com host.another-example.com 失敗
host.subdomain.example.com host.another-subdomain.

example.com
失敗

host.example.com host*.example.com 失敗
host.example.com *host.example.com 失敗
host.subdomain.example.com host*.subdomain.example.

com
失敗

host.subdomain.example.com *host.subdomain.example.
com

失敗

有効にするには、証明書のホスト名に2つ以上のドットが含まれている必要があ
ります。

• IgnoreCertificateErrorsは、クライアント証明書に関連するエラー（証明書の
SubjectフィールドまたはSANフィールドの無効な値、証明書の有効期限切れ、
クライアントが証明書を送信しないなど）を無視します。

6. コンピューターを再起動するか、実行されているすべてのInfoPrint Managerコンポーネ
ント（通知、SAP、LPD、DPF、IPP、LDAP、MVSDダウンロード、Webサーバー）お
よびすべてのInfoPrint Managerサーバーを再起動します。
iippmmssssll..ccffgg構構成成フファァイイルルのの例例::

#
# IPM SSL/TLS configuration file (server)
#

#############################################################################
#
# Empty lines and whitespace-only lines are ignored, as are lines whose
# first non-whitespace character is a semicolon (;) or a hash (#).
# This file use hashes to denote commentary and semicolons for options
# you may wish to configure.
# Every comment applies to the following section or option. The defaults
# refer to IPM's built-in values, not anything set in this file.
#
# Uncomment the lines where you want to do a change and enter the
# desired value. Option names are case-sensitive.
#
# If a full path is required but only a file name is provided
# (i.e., no '/' or '\' in file name), the lookup for the file is
# done only in the directory where this configuration file
# is located. Apply to: CAFile, CrlFile, CertFile, KeyFile.
#
# IMPORTANT: If you make changes to this file, make sure that
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# you restart all the InfoPrint Manager processes.
# On Windows operating system, make sure that you
# also restart Print Spooler service.
#
#############################################################################

#
# Enable/disable encryption (0 = disabled, 1 = enabled).
# Default: 0
#
;EnableTLS = 0
#
# Path to a file containing one or more Certificate Authority (CA).
# Required if mutual authentication is enabled and _client_ certificate is
# not signed by a globally known CA. See also MutualAuthenticationRequired.
# Default: <empty>
#
;CAFile =

#
# Path to a file containing one or more Certificate Revocation List (CRL).
# Default: <empty>
#
;CertFile =
#
# If the key is not combined with the certificate this directive will
# specify the path to Certificate Private Key (KEY) file.
# Default: <not set>, required.
#
;KeyFile =
#
# Enable/Disable mutual authentication (0 = disabled, 1 = enabled).
# Default: 0
#
# Note that you should NOT use a globally known CA when mutual authentication
# is enabled. i.e., using a Verisign certificate as a "known CA" means that
# ANYONE who has a certificate signed by them will be authenticated.
# This is most likely not what you want. Generate your own CA certificate,
# client keys and certificates, etc.
#
;MutualAuthenticationRequired = 0

#
# When enabled will prevent comparing client name with the name in
# certificate subject. Also apply to Subject Alternative Name (SAN).
# Ignored if MutualAuthenticationRequired is not enabled.
# Ignored if IgnoreCertificateErrors is enabled.
# (0 = disabled, 1 = enabled).
# Default: 0
#
;CertValidationIgnoreHostName = 0

#
# Ignore any errors related to certificate validation (0 = disabled,
# 1 = enabled).
# Default: 0
#
;IgnoreCertificateErrors = 0

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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• SSL/TLSが有効でIPPGWを使用する場合、/etc/rc.ippgw.daemonsファイルのフラグ--hh
の引数をlocalhostからInfoPrint ManagerコンピューターのFQDNに変更する必要があり
ます。

InfoPrint Manager for AIXクライアント用にトランスポートレイヤーセキュリ
ティー暗号化を有効にする

通常、世界的に知られているサードパーティーCAからのサーバー証明書を使用する場合、
クライアント側では何も設定する必要はありません。
カスタムCA証明書を使用している場合、または［相互認証］を使用する場合は、サーバー
と通信できるようにInfoPrint Managerクライアントを設定する必要があります。クライア
ント構成ファイルは、次の2つの場所に格納できます。
• ユーザー構成ディレクトリー：

AIX/Linuxの場合：~/.ipm

Windowsの場合：%APPDATA%¥Ricoh¥InfoPrint Manager¥ssl

• 管理者によって強制された構成ディレクトリー：
AIX/Linuxの場合：/etc/ipm

Windowsの場合：%windir%¥ipm

管理者が強制する設定ファイルは、すべてのユーザーに対して読み取り可能でなければな
りませんが、書き込み可能ではあってはいけません。管理者バージョンの構成ファイルに
存在するディレクティブは、後のファイルの構成に関係なく、ユーザーバージョンの構成
ファイルに存在する同じディレクティブを上書きします。デフォルトのSSL暗号化動作を
変更するには、2つのクライアント構成ファイルのうち少なくとも1つが存在する必要があ
ります。証明書ファイルとキーが設定ファイルと同じディレクトリーにある場合、フルパ
スはオプションです。それ以外の場合は、フルパスを指定する必要があります。
InfoPrint ManagerクライアントのTLS暗号化を有効にするには、以下の操作を行います。
1. 提供されたサンプル構成ファイルipmssl.cfgを、/usr/lpp/pd/cfg-samples/ssl/

clientディレクトリーから、クライアント構成ファイルの任意の場所にコピーします
（ユーザーまたは管理者）。

2. カスタムCAを使用している場合は、CA証明書ファイル（パブリック部）をInfoPrint
Managerクライアントにコピーします。

3. サーバーが［相互認証］を使用している場合は、クライアント証明書とキーをInfoPrint
Managerクライアントを実行しているマシンにコピーします。証明書キーが安全である
こと、およびInfoPrint Managerクライアントを実行しているユーザーに対してのみ読み
取りが可能であることを確認します。

4. 証明書失効リスト（CRL）がある場合は、CRLファイルをInfoPrint Managerクライアン
トにコピーします。

5. テキストエディターを使用してipmssl.cfgファイルを編集します。
クライアント証明書のキーファイルとサーバー証明書が1つのファイルに結合されてい
る場合は、CertFileキーワードのみを設定し、KeyFileをコメントする必要がありま
す。証明書ファイルとキーが設定ファイルと同じディレクトリーにある場合、フルパ
スはオプションです。それ以外の場合は、フルパスを指定する必要があります。
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コメントを解除し、次のキーワードの値を変更します（使用可能な場合）。
1. オプション：InfoPrint Managerサーバーが［相互認証］を使用している場合、

CertFileキーワードのコメントを解除し、クライアント証明書ファイルのファイル
名を指定します。

2. オプション：InfoPrint Managerサーバーが［相互認証］を使用している場合、
KeyFileキーワードのコメントを解除し、クライアント証明書キーのファイル名を
指定します。

3. オプション：カスタムCAを使用している場合、CAFileキーワードのコメントを解除
し、CA証明書のファイル名を指定します。

4. オプション：CRL証明書のファイルがある場合、CrlFileキーワードのコメントを
解除し、CRL証明書のファイル名を指定します。

最後の2つのオプションキーワードは、通常、TLSハンドシェイク中にエラーが発生し
た場合に使用されます。
• CertValidationIgnoreHostNameは、DNSのサーバーのホスト名が、TLSハンドシェ
イク中にサーバーが提示する証明書で設定された値と異なる場合に役立ちます
（SubjectフィールドおよびX509v3 Subject Alternative Name（SAN）フィール
ド）。このキーワードを「1」に設定すると、ホスト名「検証は行われません。次
の表は、証明書の [Subject]フィールドにワイルドカードが含まれている場合の検
証方法を示しています。
ホホスストト名名 証証明明書書ののSSuubbjjeeccttままたたはは証証明明

書書ののSSuubbjjeecctt AAlltteerrnnaattiivvee
NNaammee

検検証証

host.example.com host.example.com OK

host.example.com *.example.com OK

host.subdomain.example.com *.subdomain.example.com OK

host.example.com host.another-example.com 失敗
host.subdomain.example.com host.another-subdomain.

example.com
失敗

host.example.com host*.example.com 失敗
host.example.com *host.example.com 失敗
host.subdomain.example.com host*.subdomain.example.com 失敗
host.subdomain.example.com *host.subdomain.example.com 失敗

有効にするには、証明書のホスト名に2つ以上のドットが含まれている必要があり
ます。

• IgnoreCertificateErrorsは、サーバー証明書に関連するエラー（証明書のSubject
フィールドまたはSANフィールドの無効な値、証明書の有効期限切れなど）を無視
します。

6. コンピューターを再起動します。
ササンンププルルiippmmssssll..ccffgg構構成成フファァイイルル：：
#
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# IPM SSL/TLS configuration file (client)
#

#############################################################################
#
# Empty lines and whitespace-only lines are ignored, as are lines whose
# first non-whitespace character is a semicolon (;) or a hash (#). This
# file uses hashes to denote commentary and semicolons for options you
# might want to configure.
# Every comment applies to the following section or option. The defaults
# refer to IPM's built-in values, not anything set in this file.
#
# Uncomment the lines where you want to do a change and enter the desired
# value. Option names are case-sensitive.
#
# Any directive found in administrator version of the configuration file
# overwrites the same directive in user version of the configuration file
# regardless of what is configured in the later file or not.
#
# If a full path is required but only a file name is provided
# (i.e., no '/' or '\' in file name), the lookup for the file is
# done only in the directory where this configuration file
# is located. Apply to: CAFile, CrlFile, CertFile, KeyFile.
#
# IMPORTANT: If you make changes to this file, make sure that
# you restart all the InfoPrint Manager processes.
# On Windows operating system, make sure that you
# also restart Print Spooler service.
#
#############################################################################

#
# Path to a file containing one or more Certificate Authority (CA).
# Required if _server_ certificate is not signed by a globally known CA.
# Default: <empty>
#
;CAFile =

#
# Path to a file containing one or more Certificate Revocation List (CRL).
# Default: <empty>
#
;CrlFile =

#
# Path to unencrypted PEM Certificate (CRT) file.
# Default: <not set>, required only if the remote server require mutual
# authentication.
#
;CertFile =

#
# If the key is not combined with the certificate, this directive
# specifies the path to Certificate Private Key (KEY) file.
# Default: <not set>, required only if the remote server requires mutual
# authentication.
#
;KeyFile =

#
# When enabled, it prevents comparing _server_ name with the name in
# certificate subject. It also applies to Subject Alternative Name (SAN).
# Ignored if IgnoreCertificateErrors is enabled.
# (0 = disabled, 1 = enabled).
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# Default: 0
#
;CertValidationIgnoreHostName = 0

#
# Ignore any errors related to certificate validation (0 = disabled, 1 =
# enabled).
# Default: 0
#
;IgnoreCertificateErrors = 0

sendmemo用にトランスポートレイヤーセキュリティー暗号化を有効にする

sendmemoコンポーネントは、メール通知としてまたはメールの実宛先経由で、InfoPrint
Managerサーバーからメールを送信する役割を担います。InfoPrint Managerサーバーと
メールサーバー間の暗号化された通信を有効にする場合は、sendmemo SSL/TLS構成ファ
イルを構成する必要があります。smtp-server-portおよびsmtp-server-hostサーバーサー
バー属性などの構成ファイルは、サーバーごとに設定されます。このため、構成ファイル
の場所はサーバーの作業ディレクトリーです。/var/pd/<your-server-name>ここで、
<your-server-name>は、メールサーバーと暗号化た通信しているサーバーの名前で
す。

• また、メールサーバーにSSL/TLSが設定され、機能している必要があります。STARTTLS
またはSMTPSのいずれかを選択できます。デフォルトでは、STARTTLSはポート25/tcp
（smtp）および587/tcp（送信）で使用できます。デフォルトでは、SMTPSはポート465/
tcp（smtps）で使用できます。ただし、メールサーバーが他のTCPポートをを使用でき
るように設定されている場合、そのポートを使用できます。

• STARTTLSまたはSMTPSによる認証はサポートされていません。
デフォルトでは、sendmemoはTLSを使用してメールサーバーへの接続を暗号化します。
これは、メールサーバーと共有されている利用可能な最高の暗号をネゴシエートします。
デフォルトでは、SSLv3暗号化は無効になっています。サーバーが非常に古く、暗号化さ
れた接続にSSL（Secure Sockets Layer）バージョン3が必要な場合は、環境変数IPM_
ENABLE_SSL_V3を空以外の値に設定できます。

SSLv2は無効で、有効にできません。
証明書ファイルとキーが設定ファイルと同じディレクトリーにある場合、フルパスはオプ
ションです。それ以外の場合は、フルパスを指定する必要があります。
sendmemoのTLS暗号化を有効にするには、以下の操作を行います。
1. 提供されたサンプル構成ファイルsendmemo-ssl.cfgを、/usr/lpp/pd/cfg-samples/

ssl/sendmemoディレクトリーからサーバーの作業ディレクトリーにコピーします。
2. 独自のCAを使用している場合は、CA証明書ファイル（パブリック部）をInfoPrint

Managerサーバーにコピーします。
3. 証明書失効リスト（CRL）がある場合は、CRLファイルをInfoPrint Managerサーバーに
コピーします。

4. テキストエディターを使用してsendmemo-ssl.cfgファイルを編集します。コメントを
解除し、次のキーワードの値を変更します（使用可能な場合）。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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1. EnableTLSキーワードおよび必要な値を次のようにコメント解除します。
• 0: SMTPセッションの暗号化無効
• 1: STARTTLSを使用
• 2: SMTPSを使用

正しいSMTPポート番号は、特定のInfoPrint Managerサーバー属性（smtp-
server-port）を使用して設定してください。

2. オプション：カスタムCAを使用している場合、CAFileキーワードのコメントを解除
し、CA証明書のファイル名を指定します。

3. オプション：CRL証明書のファイルがある場合、CrlFileキーワードのコメントを
解除し、CRL証明書のファイル名を指定します。

4. オプション：Hostnameキーワードのコメントを解除し、sendmemoが自身を識別す
るために使用するホスト名（EHLO）メールサーバーに対して指定します。これ
は、NATの背後にあり、LANの外部にあるSMTPサーバーにsendmemoがメールを送
信する必要がある場合や、自動検出が失敗した場合に便利です。一部のメールサー
バーは、EHLOに渡された無効なホスト名を無視する可能性があります。
形式は次のいずれかである必要があります（RFC 2821）。
FQDNホスト名:
例: host.example.com

括弧で囲まれたIPv4アドレス:
例: [1.2.3.4]

括弧で囲まれたIPv6アドレス:
例: [IPv6:fc00::1]

最後の2つのオプションキーワードは、通常、TLSハンドシェイク中にエラーが発生した場
合に使用されます。
• CertValidationIgnoreHostNameは、DNSのサーバーのホスト名が、TLSハンドシェイク
中にサーバーが提示する証明書で設定された値と異なる場合に役立ちます（Subject
フィールドおよびX509v3 Subject Alternative Name（SAN）フィールド）。このキー
ワードを1に設定すると、ホスト名の検証は行われません。次の表は、証明書の
[Subject]フィールドにワイルドカードが含まれている場合の検証方法を示していま
す。
ホホスストト名名 証証明明書書ののSSuubbjjeeccttままたたはは証証明明

書書ののSSuubbjjeecctt AAlltteerrnnaattiivvee
NNaammee

検検証証

host.example.com host.example.com OK

host.example.com *.example.com OK

host.subdomain.example.com *.subdomain.example.com OK

host.example.com host.another-example.com 失敗
host.subdomain.example.com host.another-subdomain.

example.com
失敗
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host.example.com host*.example.com 失敗
host.example.com *host.example.com 失敗
host.subdomain.example.com host*.subdomain.example.com 失敗
host.subdomain.example.com *host.subdomain.example.com 失敗

有効にするには、証明書のホスト名に2つ以上のドットが含まれている必要がありま
す。

• IgnoreCertificateErrorsは、サーバー証明書に関連するエラー（証明書のSubject
フィールドまたはSANフィールドの無効な値、証明書の有効期限切れなど）を無視し
ます。

ササンンププルルsseennddmmeemmoo--ssssll..ccffgg構構成成フファァイイルル：：
#
# sendmemo SSL/TLS configuration file
#

#############################################################################
#
# Empty lines and whitespace-only lines are ignored, as are lines whose
# first non-whitespace character is a semicolon (;) or a hash (#). This
# file uses hashes to denote commentary and semicolons for options you
# might want to configure.
# Every comment applies to the following section or option. The defaults
# refer to IPM's built-in values, not anything set in this file.
#
# Uncomment the lines where you want to do a change and enter the desired
# value. Option names are case-sensitive.
#
# If a full path is required, but only a file name is provided (i.e., no
# '/' or '\' in file name), the lookup for the file is done only in the
# directory where this configuration file is located. Apply to: CAFile,
# CrlFile, CertFile, KeyFile.
#
#############################################################################

#
# Enable/disable SMTP session encryption. Available options:
# 0: SMTP session encryption disabled
# 1: use STARTTLS
# 2: use smtps
# Note that the correct SMTP port number must be set using the specific
# IPM server attribute (smtp-server-port).
#
# Default: 0
#
;EnableTLS = 0

#
# Path to a file containing one or more Certificate Authority (CA).
# Required if _server_ certificate is not signed by a globally known CA.
# Default: <empty>
#
;CAFile =

#
# Path to a file containing one or more Certificate Revocation List (CRL).
# Default: <empty>
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#
;CrlFile =

#
# When enabled, it prevents comparing _server_ name with the name in
# certificate subject. It also applies to Subject Alternative Name (SAN).
# Ignored if IgnoreCertificateErrors is enabled.
# (0 = disabled, 1 = enabled).
# Default: 0
#
;CertValidationIgnoreHostName = 0
#

# Ignore any errors related to certificate validation (0 = disabled, 1 =
# enabled).
# Default: 0
#
;IgnoreCertificateErrors = 0

# Specify the host name that sendmemo uses to identify itself (EHLO).
# The format must be one of the following (RFC 2821):
# * FQDN hostname:
# host.example.com
# * Brackets enclosed IPv4 address:
# [1.2.3.4]
# * Brackets enclosed IPv6 address:
# [IPv6:fc00::1]
# Anything else is invalid. Some email servers might ignore an invalid
# host name passed to EHLO, other will not.
#
# Useful when you are behind NAT and sendmemo needs to send email to SMTP
# servers that are outside of your LAN or when autodetect fails.
# Default: sendmemo will autodetect host name.
;Hostname =

InfoPrint Manager for AIXのジョブ暗号化を管理する
データがアクセスされたり、変更されたり、盗まれたりしないようにするため、InfoPrint
Managerは、一時停止中、保留中、RIP処理中、または保持状態のジョブのファイルを暗号
化します。
InfoPrint Managerは、OpenSSL (https://www.openssl.org)を使用して、ジョブ暗号化を有効
にします。大量のデータを暗号化および復号化するため、InfoPrint Managerは対称暗号化
を使用します。印刷可能なジョブファイル、RIPファイル、送信ファイル、EメールDSSの
email-bodyファイルのみを暗号化します。

• AAIIXXととLLiinnuuxxでではは、、ppddpprr --llは、シンボリックリンクを作成する代わりにファイルを
コピーします。

• 一時ファイルを含む全ての InfoPrint Managerファイルを暗号化するには、ジョブ暗号
化を使用する代わりに、InfoPrint Managerがファイルを格納している全てのパーティ
ションを暗号化することをお勧めします。/var/pd, /var/psf、/var/psf/
segments、/tmp、および swap。

ジョブがシステムに入力されると、最初はプレーンデータとして保存されます。文書
フォーマットの探知機能およびページカウントが完了すると、暗号化されます。

InfoPrint Manager for AIXのジョブ暗号化を管理する
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ジョブの送信(ppddpprr)が行われたとき、または制制御御（ネームスペース全体のAnyplace Print
から）が実行されたときに、InfoPrint Managerサーバーがファイルを暗号化します。
ジョブが処理を開始すると、InfoPrint Managerサーバーはファイルを復号化します。暗号
化されたファイルおよび復号化されたファイルは、ジョブが完了すると削除されます。
ジョブが一時停止状態または保留状態に戻ると、復号化されたファイルは削除されます。
サーバーの起動時には、全ての復号化されたファイルが削除されます。

• また、ジョブビューアーはジョブファイルを復号化し、適切な場合は復号化された
ファイルを削除します。

ネームスペース全体のAnyplace Printの場合、ジョブの移動が行われます。ジョブファイル
が復号化され、ジョブが実行依頼されます。ファイルは、宛先サーバー上で再度暗号化さ
れます。
ジョブ暗号化がInfoPrint Managerサーバーで有効になっているかどうかを確認するには、
InfoPrint Managerサーバーが起動した後、エラーログファイルで次のメッセージを確認し
ます。5010-909 InfoPrint Managerが、ジョブ暗号化が有効になった状態で開始されました。

InfoPrint Manager for AIXのジョブ暗号化を使用可能にする

InfoPrint Managerサーバーのジョブ暗号化を使用不可にするには、以下の操作を行いま
す。
1. InfoPrint Managerの実行中の全てのインスタンスを停止します。相互運用環境では、
相互運用されている全てのマシンにおいて、InfoPrint Managerの実行中の全てのイン
スタンスを停止します。

2. サンプル構成ファイルiippmm--ffiillee--eennccrryyppttiioonn..ccffggを、/usr/lpp/pd/cfg-
samples/file-encryptionディレクトリーから /var/pddir/default_cell/
cryptoディレクトリーにコピーします。

3. コメントを解除し、EEnnaabblleeFFiilleeEEnnccrryyppttiioonnを 1に設定します。
4. コメントを解除し、CCiipphheerrを暗号化に使用したい暗号に設定します。

• 使用可能な暗号のリストは、次のコマンドを実行して取得できます。
openssl-ipm enc -ciphers
暗号名から最初の文字('-')を含めないでください。

• AES暗号を使用し、ハードウェア暗号化をサポートするプロセッサーを使用している場
合、AES命令セットを使用すると暗号化/復号化時間が短縮されます。AES命令セット
については、https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/articles/intel-
advanced-encryption-standard-instructions-aes-ni.htmlを参照してください。

5. InfoPrint Managerを実行しているユーザーとして、またはrootユーザーとして、
ppddeenncc__jjoobbssを実行します。相互運用環境では、相互運用されている全てのマシンに
おいて、ppddeenncc__jjoobbssを順次実行します。

6. InfoPrint Managerの全てのインスタントを開始または再起動します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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• 暗号化が有効になったら、iippmm--ffiillee--eennccrryyppttiioonn..ccffgg構成ファイルの暗号を変更しな
いでください。暗号を変更するには、P. 165「 InfoPrint Manager for AIXのジョブ暗号化
を使用不可にする」の手順に従い、iippmm--ffiillee--eennccrryyppttiioonn..ccffgg構成ファイルを変更し
てから、InfoPrint Managerのジョブ暗号化を有効にする手順に従います。

• 暗号化が有効になったら、iippmm--ffiillee--eennccrryyppttiioonn..ddaattファイルの暗号を削除しないで
ください。このファイルは、iippmm--ffiillee--eennccrryyppttiioonn..ccffgg構成ファイルと同じディレク
トリーに格納されます。

• ppddeenncc__jjoobbssを実行する前に、ジョブが格納されているパーティションに空き領域が少
なくとも1.5*（ジョブ + ripファイルのサイズ）あることを確認してください。

InfoPrint Manager for AIXのジョブ暗号化を使用不可にする

InfoPrint Managerサーバーのジョブ暗号化を使用不可にするには、以下の操作を行いま
す。
1. InfoPrint Managerの実行中の全てのインスタンスを停止します。相互運用環境では、
相互運用されている全てのマシンにおいて、InfoPrint Managerの実行中の全てのイン
スタンスを停止します。

2. InfoPrint Managerを実行しているユーザーとして、またはrootユーザーとして、
ppddddeecc__jjoobbssを実行します。相互運用環境では、相互運用されている全てのマシンに
おいて、ppddddeecc__jjoobbssを順次実行します。

3. コメントを解除して、EEnnaabblleeFFiilleeEEnnccrryyppttiioonnを 0に設定する、または iippmm--ffiillee--
eennccrryyppttiioonn..ccffggファイルを削除します。

4. InfoPrint Managerの全てのインスタントを開始または再起動します。

• ppddddeecc__jjoobbssを実行する前に、ジョブが格納されているパーティションに空き領域が少
なくとも1.5*（ジョブ + ripファイルのサイズ）あることを確認してください。

ササンンププルル iippmm--ffiillee--eennccrryyppttiioonn..ccffggフファァイイルル::
#
# IPM File Encryption configuration file
#

###############################################################################
#
# Empty lines and whitespace-only lines are ignored, as are lines whose
# first non-whitespace character is a semicolon (;) or a hash (#).
# This file uses hashes to denote commentary and semicolons for options
# you may wish to configure.
# Every comment applies to the following section or option. デフォルト
# refer to IPM's built-in values, not to anything set in this file.
#
# Uncomment the lines where you want to make a change and enter the
# desired value. オプション名は大文字と小文字を区別します。
#
###############################################################################

#

InfoPrint Manager for AIXのジョブ暗号化を管理する
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# Enable/disable encryption (0 = disabled, 1 = enabled).
# Default: 0
#
;EnableFileEncryption = 0

#
# Specifies the cipher to be used when encrypting/decrypting files.
# To obtain the supported list of ciphers run:
#
# openssl-ipm enc -ciphers
#
# Do not include the first character ('-') from the cipher name.
# Default: <not set>, required.
#
# DO NOT change the cipher in this file after encryption has been enabled!
#
# To change the cipher, stop all pdservers, run the decryption tool, change the
# cipher in this file, run the encryption tool and then start all pdservers.
#
;Cipher =

InfoPrint Managerサーバーでエラーログをカスタマイ
ズする
InfoPrint Managerは、さまざまな InfoPrint Managerサーバーとデーモンに対して、以下の
3つの構成ファイルを提供します。
1. ssppll__eerrrroorr..ccffgg - InfoPrint Managerサーバーのエラーログ用
2. nnoottiiffyydd__eerrrroorr..ccffgg -通知デーモンのエラーログ用
3. ssaapp__eerrrroorr..ccffgg -すべての SAPデーモン用
このようなサーバーまたはデーモンのいずれかについてエラーログをカスタマイズし、そ
のサイズ、折り返しの有無、ログに記録されたメッセージの重大度レベル、および
InfoPrint Managerが保管するバックアップログの数を制御したい場合、以下の手順のいず
れかを実行します。

InfoPrint Managerサーバーのエラーログをカスタマイズする

デフォルトでは、InfoPrint Managerサーバーの起動時にInfoPrint Managerサーバーのエ
ラーログが開始されます。以下の手順を使用し、InfoPrint Managerサーバーのエラーログ
をカスタマイズします。このAIXサーバー上で稼働しているInfoPrint Managerサーバープロ
セスは、このカスタマイズによって、次回の開始時に変更されます。
1. //uussrr//llpppp//ppdd//bbiinnディレクトリーの ssppll__eerrrroorr..ccffggファイルを探します。エ
ラーログをsseerrvveerrnnaammeeに対してのみカスタマイズしたい場合は、//vvaarr//ppdd//
sseerrvveerrnnaammeeディレクトリーにコピーします。すべてのInfoPrint Managerサーバーに
対してカスタマイズしたい場合は、//vvaarr//ppdd//または%%PPDDBBAASSEE%%ディレクトリーにコ
ピーします。

cp /usr/lpp/pd/bin/spl_error.cfg /var/pd/servername/spl_error.cfg
または

cp /usr/lpp/pd/bin/spl_error.cfg /var/pd/spl_error.cfg

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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サーバーのエラーログをカスタマイズした場合は、カスタマイズした値が新しい
ファイルにコピーされるように、名前を変更するか、//vvaarr//ppdd//sseerrvveerrnnaammeeまたは//
vvaarr//ppdd//にある現在の ssppll__eerrrroorr..ccffggファイルを移動します。

2. 作成したssppll__eerrrroorr..ccffggファイルのコピーを開き、必要なログ属性の設定を指定
します。
たとえば、初期のeerrrroorr..lloogg..BBAAKKファイルを含む、InfoPrint Managerが保管する
バックアップログの数を指定できるlloogg--bbaacckkuupp--nnuummbbeerr属性を変更できます。

InfoPrint Managerが提供するサンプルspl_error.cfgファイル
#
# ErrorLog Configuration File
#
# Log size (units = KBytes)
log-size = 1024
# Wrap On?
log-wrap = true
# Severity?
log-severity = debug
# Number of backup log files
log-backup-number = 10

シャットダウンした後にInfoPrint Managerサーバーを開始したときは、eerrrroorr..
lloogg..BBAAKKファイルを作成し、最初のエラーログをバックアップします。再始動が行
われるたびに、タイムスタンプを4番目の修飾子として追加した、追加の..BBAAKKファ
イルが作成されます。デフォルトでは、lloogg--bbaacckkuupp--nnuummbbeerr属性で1100の値が指
定され、タイムスタンプ付きのバックアップファイルが9個と最初の..BBAAKKファイル
を持つことができます。この数は 1まで減らすこともできますし、または 999まで
増やすこともできます。
カスタマイズ可能なエラーログ属性の完全なリストについては、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」の章の「InfoPrint Managerオブジェクト属性」にある「ログの
属性」セクションを参照してください。

3. オプションの定義を完了してから、//vvaarr//ppdd//sseerrvveerrnnaammee//ssppll__eerrrroorr..ccffggま
たは//vvaarr//ppdd//ssppll__eerrrroorr..ccffggファイルを保管して閉じます。

4. InfoPrint Managerサーバーをシャットダウンしてカスタマイズ変更内容を有効にす
るために、AIXコマンド行からpdshutdown -w now servernameを指定します。

カスタマイズ変更内容をすぐに有効にする必要がない場合は、最後の2ステップをス
キップし、InfoPrint ManagerサーバーがあるAIXシステムが次にインストールされる
ときまで待つことができます。

5. サーバーを再開するには、start_server -F servernameを入力します。servername
は、InfoPrint Managerサーバーの名前です。

InfoPrint Managerサーバーでエラーログをカスタマイズする
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通知デーモンエラーログをカスタマイズする

デフォルトでは、通知サーバーが開始されると、通知デーモンエラーログが開始されま
す。次の手順を使用し、InfoPrint通知デーモンエラーログをカスタマイズします。
1. nnoottiiffyydd__eerrrroorr..ccffggファイルをインストール先の //uussrr//llpppp//ppdd//bbiinnディレ
クトリーから見つけ出し、//vvaarr//ppddディレクトリーにコピーします。

cp /usr/lpp/pd/bin/notifyd_error.cfg /var/pd/notifyd_error.cfg

ご使用の通知デーモンのエラーログをすでにカスタマイズしている場合、その名前
を変更するか、または現在の nnoottiiffyydd__eerrrroorr..ccffggファイルを //vvaarr//ppddに移動
して、カスタマイズした値がファイルの新しいバージョンにコピーされるようにし
ます。

2. 作成した nnoottiiffyydd__eerrrroorr..ccffggファイルのコピーをオープンして、必要なログ属
性の設定を指定します。
たとえば、最初の eerrrroorr..lloogg..BBAAKKファイルを含めて、InfoPrintが保管するバック
アップログの数を指定できる lloogg--bbaacckkuupp--nnuummbbeerr属性を変更できます。

InfoPrint Managerが提供するサンプルnotifyd_error.cfgファイル
#
# Error Log Configuration File
#
log-size = 1024
log-wrap = true
log-severity = debug
log-backup-number = 10

シャットダウンした後に通知デーモンを開始したときは、eerrrroorr..lloogg..BBAAKKファイ
ルを作成し、最初のエラーログをバックアップします。再始動が行われるたびに、
タイムスタンプを 4番目の修飾子として追加した、追加の ..BBAAKKファイルが作成さ
れます。デフォルトでは、lloogg--bbaacckkuupp--nnuummbbeerr属性で1100の値が指定され、タイ
ムスタンプ付きのバックアップファイルが9個と最初の..BBAAKKファイルを持つことが
できます。この数は 1まで減らすこともできますし、または 999まで増やすことも
できます。
カスタマイズ可能なエラーログ属性の完全なリストについては、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」の章のInfoPrintオブジェクト属性にある「ログの属性」セク
ションを参照してください。

3. オプションの定義を完了したら、//vvaarr//ppdd//nnoottiiffyydd__eerrrroorr..ccffggファイルを保
管してクローズします。

カスタマイズ変更内容をすぐに有効にする必要がない場合は、最後の 2ステップを
スキップし、InfoPrint Managerサーバーがある AIXシステムが次にインストールされ
るときまで待つことができます。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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4. AIXコマンド行から、stopnotdを指定して、カスタマイズ変更内容が有効になるよ
うに通知デーモンをシャットダウンします。

5. startnotdを入力して、通知デーモンを再始動します。

InfoPrint Managerの環境変数を設定する
InfoPrint Managerは次の環境変数を使用します。
• システムでの環境を定義します。
• InfoPrint SMITオペレーターインターフェースで使用可能なオプションで管理されたオ
ブジェクトを定義します。

環境変数は、NNAAMMEE==valueの形式で名前と値を持つ文字列です。InfoPrint Managerに影響
するInfoPrint Manager環境変数の完全なリストについては、「RICOH InfoPrint Manager：
Reference」を参照してください。

InfoPrint Manager /環境変数を使用する準備

環境変数の構造と用語を理解するために、以下の項目をお読みください。

環境変数がある場所

InfoPrint Managerの環境変数は、次のファイルで見つけることができます。
InfoPrint SMITオペレーターインターフェース環境ファイル
このファイルの名前は、PPPPOO__DDEEFFAAUULLTT__EENNVV環境変数の値で、デフォルトは //uussrr//
llpppp//ppdd//bbiinn//ppppoo..eennvvです。このファイルには、InfoPrint SMITオペレーターイン
ターフェースで使用される値を定義する環境変数があります。

/etc/environment
このファイルには、指定されたシステムのすべてのユーザーのすべてのセッションに
適用される環境変数があります。

.profile
ユーザーのホームディレクトリーにある..pprrooffiilleeファイルには、ユーザーのすべて
のセッションに適用される環境変数があります。このファイルの値で/etc/
environmentの値が上書きされます。

環境変数の設定方法

環境変数の値を設定または変更するには、次の方法を使用します。
• 管理者は、AIXエディターを使用し、//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルまたはInfoPrint

Manager環境ファイルのAIX環境変数とInfoPrint SMITオペレーターインターフェース環
境変数を設定できます。
上記ファイルの設定は、ユーザーが..pprrooffiilleeファイルまたはコマンド行を使用して
指定変更しない限り、すべてのユーザーのすべてのセッションに適用されます。

InfoPrint Managerの環境変数を設定する
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• AIXエディターを使用し、ホームディレクトリーの..pprrooffiilleeファイルを変更できま
す。..pprrooffiilleeファイルの設定は、//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルの設定を指定変更
します。これらの設定値は、このユーザーにだけ有効なもので、コマンド行から設定
値を無効にしない限り、このユーザーのすべての AIXセッションに有効です。

• コマンド行に次のコマンドの1つを入力すると、単一AIXセッション用の環境変数を設
定します。
– KornシェルまたはBourneシェルでは、eexxppoorrttコマンドを使用します。
– Cシェルでは、sseetteennvvコマンドを使用します。
コマンド行設定は、//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルと..pprrooffiilleeファイルの設定を指
定変更します。これらの設定値は、このユーザーにだけ適用され、上記のコマンドを
出した AIXセッションを終了するまでの間だけ有効です。

実行中プロセスの環境は変更できません。環境変数の値を変更し、変更前に開始していた
処理の変更内容も反映させる場合は、すべての処理を再始動してください。たとえば、
InfoPrint Managerサーバーはプロセスの1つです。//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルを変更
した場合は、変更を有効にするには、サーバーを停止し、再始動してください。

適用される制約事項

次の制約事項は、環境変数への値を作成または定義する場合に適用されます。
• 新しく作成する環境変数が、MMAAIILL、PPSS11、PPSS22、IIFFSSなどの標準変数と矛盾しないよ
うに確認してください。詳しくは、オペレーティングシステムの使用説明書を参照し
てください。

• /etc/environment/etc/profile.d/ipm_environment.shファイルの中の情報
がNNAAMMEE==valueフォーマット以外のフォーマットではデータを受け入れません。
NNAAMMEE==valueフォーマット以外のフォーマットではデータを受け入れません。

• /etc/environment/etc/profile.d/ipm_environment.shファイルの値を表す
変数は使用しないでください。例：

PATH=$PATH:/path1:/path2
ファイルでの有効なエントリーではありません。$PATHの代わりに、完全パス名を入
力してください。

• ディレクトリーパスを定義するすべての変数に対して値を指定したフォーマットは、
指定された値が現行値に追加されるか、指定変更するかを決定します。
– 現在の値は上書きされます。

export PATH=/path1:/path2
指定した値に InfoPrint Managerディレクトリーを含めない場合は、InfoPrint
Managerへの自動アクセスは実行されません。次のフォーマットは入力した値を現
行値に追加します。

–

export PATH=$PATH:/path1:/path2

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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環境変数を照会する

次のコマンドの1つを使用すると、環境変数の値を照会できます。
• どのシェルでも、eecchhooコマンドを使用します。
• Kornシェルでは、pprriinnttコマンドを使用します。
たとえば、デフォルトの論理プリンターを判別するには、次を入力します。
echo $PDPRINTER

一部のInfoPrint Manager環境変数については、InfoPrint Managerは環境変数を設定しないで
デフォルト値を使用します。環境変数を照会するときは、値を設定していないと、応答は
ブランク行になります。
値が設定されているすべての環境変数を照会するには、envと入力します。

/etc/environmentファイルを編集する

//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルに環境変数を設定するには、このファイルをAIXエディ
ターで編集してください。詳しくは、「P. 169「環境変数の設定方法」」と「P. 170「適
用される制約事項」」を参照してください。
この例では、//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルにPPDDPPRRIINNTTEERR環境変数をviエディターを使
用して設定する方法を示します。
1. 次のコマンドを入力して//eettccディレクトリーに移動します。
cd /etc
2. 次のコマンドを入力します。
vi environment
通常の//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルには、次のような行があります。

NLSPATH=/usr/lib/nls/msg/%L/%N:/usr/lib/nls/msg/%L/%N.cat
LANG=en_US

3. //eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルで次の行を挿入するか、または次の行に変更します。
PDPRINTER=LogicalDestinationName
ここで、LogicalDestinationNameは、すべてのユーザー用のデフォルト論理プリ
ンターとして設定する論理プリンターの名前です。

4. 変更内容をプレーンテキスト形式で保管し、エディターを終了します。
5. 次のコマンドを入力して、変更内容を有効にします。
. ./etc/environment
6. 次のコマンドを入力して変更内容を確認します。

InfoPrint Managerの環境変数を設定する
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echo $PDPRINTER
入力した論理宛先名が表示されます。

.profileファイルを編集する

..pprrooffiilleeファイルに環境変数を設定するには、このファイルをAIXエディターで編集し
てください。制約事項については、P. 170「適用される制約事項」を参照してください。
この例では、..pprrooffiilleeファイルにPPDDPPRRIINNTTEERR環境変数をviエディターを使用して設定
する方法を示します。
1. 次のコマンドを入力してホームディレクトリーに移動します。
cd
2. 次のコマンドを入力します。
vi .profile
3. 通常の..pprrooffiilleeファイルには、次のような行があります。
PATH=.:$HOME/bin:/bin:/usr/bin:/etc:/usr/ucb:/usr/bin/X11:tools/
usr/bin:/usr/lpp/cmvc/bin:/usr/OV/bin:/usr/local/tools/rs6/bin:/usr
/local/tools/rs6:/usr/dt/bin

export PATH
export EDITOR=vi

4. ..pprrooffiilleeファイルで次の行を挿入するか、または次の行に変更します。
export PDPRINTER=LogicalDestinationName
ここで、LogicalDestinationNameは、デフォルトとして設定する論理プリンター
の名前です。

5. 変更内容をテキスト形式で保管し、エディターを終了します。
6. 次のコマンドを入力して、変更内容を有効にします。
. .profile
7. 次のコマンドを入力して変更内容を確認します。
echo $PDPRINTER
入力した論理プリンター名が表示されます。

コマンド行から環境変数を設定する

単一のセッション用に環境変数PPDDPPRRIINNTTEERRの値をPrinter3に設定するには、次のコマン
ドの1つを入力します。
• Cシェルでは、次を入力します。
setenv PDPRINTER Printer3
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1

173

• KornシェルまたはBourneシェルでは、次を入力します。
export PDPRINTER=Printer3
• Cシェルでは、次を入力します。
setenv PDPRINTER Printer3

環境変数の設定を検証する

次の手順を実行することで、InfoPrintのインストール時にInfoPrintで設定または追加された
環境変数の設定値を検証できます。

PATH環境変数の設定を検証する

インストールプロセスの実行中に、InfoPrintはPPAATTHH環境変数を更新し、InfoPrint実行可能
ファイルのディレクトリー場所を含めます。InfoPrintは、すでに指定したパスに//uussrr//
llpppp//ppdd//bbiinnと//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnを付加します。
PPAATTHH環境変数が設定され、//uussrr//llpppp//ppdd//bbiinnと//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnがあることを
検証するには、次のコマンドを入力します。
echo $PATH

PDBASE環境変数の設定を検証する

インストールプロセスの実行中に、InfoPrintは、InfoPrint PPDDBBAASSEE環境変数を //eettcc//
eennvviirroonnmmeennttファイルに追加し、InfoPrintがそのオブジェクトコードを保管するための
作業ディレクトリーとし、//vvaarr//ppddを指定します。
PPDDBBAASSEE環境変数が設定され、//vvaarr//ppddがあることを検証するには、次のコマンドを入力
します。
echo $PDBASE

MANPATH環境変数の設定を検証する

InfoPrint ManagerサーバーまたはInfoPrint Managerクライアントのインストールプロセスの
実行中に、InfoPrintはこの変数値に:://uussrr//sshhaarree//mmaann//$$LLAANNGGを付加します。:://uussrr//
sshhaarree//mmaann//$$LLAANNGGディレクトリーは、InfoPrint manページを含むccaatt77サブディレクト
リーの場所です。$$LLAANNGGはロケールです。
MMAANNPPAATTHH環境変数が設定され、:://uussrr//sshhaarree//mmaann//$$LLAANNGGがあることを検証するに
は、次のコマンドを入力します。
echo $MANPATH
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InfoPrint Managerサーバーでメモリー/スペースを監
視する
InfoPrint Managerでは、InfoPrint Managerサーバー上でのメモリー使用状況を監視するメ
ソッドが提供されています。このサポートにより、カスタマイズおよびシステムへの追加
が可能な出口プログラムまたはシェルスクリプトを使用してリカバリーオプションを定義
および設定する機会も提供されます。
システムは、InfoPrint環境で必要なすべての印刷タスクおよびモニタータスク用の十分な
スペースを別のファイルシステムで割り振ります。ファイルシステムとは、親ディレクト
リー、サブディレクトリー、およびファイルからなる構造のことです。ディレクトリーと
は、ファイルや他のディレクトリーにアクセスするのに必要な情報だけがある、固有のタ
イプのファイルのことです。ディレクトリーには、ファイル、サブディレクトリー、また
はその両方の組み合わせが含まれています。サブディレクトリーがあるディレクトリー
は、親ディレクトリーとなります。
場合によっては、印刷ジョブで使用する作業ファイルのためにファイルシステムのスペー
スを消費しすぎないよう注意する必要が生じることがあります。たとえば、印刷用にRIP
処理が行われるPostScriptジョブチケットまたはTIFFジョブチケットは、作業ファイルを//
vvaarr//ppssffファイルシステムに残しておく場合があります。時間が経過すると、これらの
ファイルがシステムのパフォーマンスを低下させ、最終的にシステムを停止させる可能性
があります。サービス技術員と一緒に、保守の方針を作成してください。

InfoPrint Managerサーバー上でメモリー使用状況を監視する

デフォルトでは、サーバープロパティーノートブックのメメモモリリーー使使用用率率タブはブランクに
なります。値を設定し、カスタマイズされたシェルスクリプトまたはプログラムを作成
し、このサポートをアクティブにしてください。このサポートには、InfoPrint Managerア
ドミニストレーション GUIからアクセスできます。
1. ササーーババーー→→ププロロパパテティィーーを選択します。
2. すすべべてて表表示示ボタンをクリックします。
3. メメモモリリーー使使用用率率タブを選択します。
メメモモリリーー使使用用率率ページから、低いメモリーしきい値パーセントと高いメモリーしきい値
パーセントを指定すると、InfoPrintはカスタマイズされた出口プログラムまたはシェルス
クリプトを起動します。カスタマイズされた出口プログラムまたはシェルスクリプトは、
印刷システムに合うように作成できます。たとえば、サーバーのシステムメモリー使用率
が60%（上上限限メメモモリリーー使使用用ししききいい値値フィールドの値）を超えると、InfoPrintは、ユーザー
の印刷インストール済み環境に固有のリカバリーアクションが含まれるユーザーカスタマ
イズシェルスクリプト（上限メモリー使用出口フィールドの//llooccaallttoooollss//uupplliimmiittの
値）を起動します。サーバーのシステムメモリー使用状況が59%（下下位位メメモモリリーー使使用用状状況況
ししききいい値値フィールドの値）を超えた場合は、InfoPrintは、印刷システム用の特定のリカバ
リーアクションがあるユーザーでカスタマイズされたシェルスクリプト（下位メモリー使用
状況出口フィールドの//llooccaallttoooollss//lloowwlliimmiitt値）を起動します。この出口は、通常、
サーバーの前の状態を復元し、上位しきい値出口によって行われた一時的な変更を元に戻
します。
カスタマイズされた出口プログラムまたはシェルスクリプトは、指定どおりまたは指定以
外のことを実行できます。たとえば、特定のプリンターのセットを使用不可にするスクリ
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プトを作成するとします。このスクリプトでは、他のサーバーにジョブを移動できます。
サーバー属性lloowweerr--mmeemmoorryy--uussaaggee--eexxiittおよびuuppppeerr--mmeemmoorryy--uussaaggee--eexxiittの
両方があると、出口プログラムを実行するために生成されたコマンド内の値を置き換える
ことができます。たとえば、%sはserver nameと同じであり、%tはthreshold valueと
同じです。特定の出口属性でサーバーserver1内ににmmeemmpprroobb %sという値がある場合は、
InfoPrintがメモリー使用状況シェルスクリプトを起動すると、server1が最初の引数として
渡されます。
たとえば、uplimitという名前のシェルスクリプトで、以下を実行します。
1. そのInfoPrintオブジェクトを使用不可にすることで、新しいジョブが論理宛先に到着し
ないようにします。

2. 現行バックログの照会がメモリー制約に追加されないように、リストのジョブを抑制
します。

3. 問題の原因となる可能性のあるジョブのバックログを削減できるように、実宛先（こ
の場合は、adnという名前の3つのプールされた実宛先）が確実に再度使用可能に設定
します。

uplimitスクリプトは次のようになります。
#!/bin/ksh
pddisable prt1-ld
pdset -cserv -xdisallow-list-obj-class=job server1
pdenable ad1 ad2 ad3

lowlimitスクリプトは以下のように表示されます。
1. 新しいジョブを受け取るように、論理宛先を再度使用可能にします。
2. サーバーがジョブ照会のリストを許可するようにリセットします。
lowlimitスクリプトは次のようになります。
#!/bin/ksh
pdenable prt1-ld
pdset -cserv -xdisallow-list-obj-class== server1

メメモモリリーー使使用用率率ページの抑抑制制すするる照照会会セクションを使用すると、指定されたInfoPrintオブ
ジェクト（たとえば、JJoobbss）に対する照会リストの追加と削除の両方を実行できます。
JJoobbssオブジェクトは、制限に最も役立ちますが、設定すると、InfoPrint Managerアドミニ
ストレーションインターフェースやInfoPrint Managerオペレーション GUIからジョブを照
会できなくなるため、慎重に制限してください。
シェルスクリプトまたはプログラムがシステムパスにない場合は、カスタマイズしたシェ
ルスクリプトの完全修飾パスを指定してください。シェルスクリプト名のつづりを誤った
り、存在しないファイルを参照した場合は、InfoPrintで設定を変更できます。この機能に
対応するlloowweerr--mmeemmoorryy--uussaaggee--tthhrreesshhoolldd、lloowweerr--mmeemmoorryy--uussaaggee--eexxiitt、
uuppppeerr--mmeemmoorryy--uussaaggee--tthhrreesshhoolldd、uuppppeerr--mmeemmoorryy--uussaaggee--eexxiittサーバー属性
については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。
適切な値を選択した後に、OOKKをクリックしてこの変更を適用し、ササーーババーーププロロパパテティィーー
ダイアログを閉じます。

InfoPrint Managerサーバーでメモリー/スペースを監視する
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ファイルシステムの使用状況を（自動的に）監視する

InfoPrint Managerには、ファイルシステム使用量のモニターに役立つサポートが用意され
ています。InfoPrint Managerサーバーは、通常にスケジュールされたインターバルで重要
なファイルシステムをポーリングしますが、使用量が増加すると、ポーリングを増やしま
す。最初、ファイルシステムは16分おきに使用量についてポーリングされます。
以下にポーリングスケジュールを示します。
80%使用

8分おき
90%使用

4分おき
95%使用

2分おき
97.5%使用
毎分

ファイルシステムの使用量がInfoPrint Managerの事前定義のしきい値80%を超えると、
InfoPrint Managerはメッセージのログを記録し、ddiisskk--ssppaaccee--llooww通知イベントを生成
します。各しきい値の使用量を超えると、追加のメッセージがログに記録され、ddiisskk--
ssppaaccee--lloowwイベントが生成されます。ddiisskk--ssppaaccee--lloowwイベントについて通知を受け
るようにするために通知プロファイルを構成する方法については、「P. 176「 disk-space-
lowイベント用に通知プロファイルを構成する」」を参照してください。
使用量が 80、90、95、および 97.5パーセントの使用量レベルを超過するたびに、ddiisskk--
ssppaaccee--lloowwイベントが生成され、ログに記録されます。ただし、InfoPrint Managerは各
使用量レベルに対し、イベントを1つしか発行しません。

しきい値は、ファイルシステム使用量が前の値よりも下がるとリセットします。たとえ
ば、ファイルシステム使用量が80%のddiisskk--ssppaaccee--lloowwイベントの後で70%に下がる
と、リセットします。

disk-space-lowイベント用に通知プロファイルを構成する

通知プロファイルには、ddiisskk--ssppaaccee--lloowwイベントとoouutt--ooff--ddiisskk--ssppaacceeイベント
の両方を含めることを推奨します。InfoPrint Managerサーバーは、デフォルトでoouutt--ooff--
ddiisskk--ssppaaccee通知を送信し、ファイルシステム使用量が100%に達したときに、このイベ
ントが生成されるようにします。サーバー通知プロファイルを変更して、ddiisskk--ssppaaccee--
lloowwイベントを追加できます。ただし、ファイルシステム使用量モニターからのメッセー
ジは、サーバー通知プロファイルのイベントに関係なく常にログに記録されます。
ddiisskk--ssppaaccee--lloowwイベント通知を追加するには、アドミニストレーション GUIをオー
プンし、［［ササーーババーー］］→→［［ププロロパパテティィーー］］→→［［そそのの他他］］→→［［通通知知ププロロフファァイイルル］］を選
択して［［追追加加］］をクリックします。通知プロファイルに ddiisskk--ssppaaccee--lloowwイベントを
追加します。同じパネルで、使用する通知メソッドも選択する必要があります。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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InfoPrint Managerは、以下のファイルシステムを監視します。
• /var/pddir/default_cell (NAMESPACE) PDNAMESPACE

• /var/psm

• /var/psf

• /var/psf/segments

• /var

• /var/spool/lpd

• /tmp

ファイルシステムの使用を (手動で)モニターする

次のセクションでは、ファイルシステム使用量を手動でモニターする方法について説明し
ます。

ディスク使用状況ツールを使用する

CDEのフロントパネルにあるDDiisskk UUssaaggeeアイコンを使用すると、1つのファイルシステ
ムの合計スペースと使用可能スペースに関する情報を手動で表示できます。このアイコン
を見つけるには、以下の操作をおこないます。
DDiisskk UUssaaggeeアイコンをクリックすると、AIXは、現在マウントされているファイルシス
テムのすべてに関する情報を表示します（下記の例を参照）。
Filesystem 512-blocks Free %Used Iused %Iused Mounted on
/dev/hd4 16384 7024 58% 1069 27% /
/dev/hd2 1359872 493128 64% 17071 11% /usr
/dev/hd9var 16384 13528 18% 305 15% /var
/dev/hd3 32768 30984 6% 87 3% /tmp
/dev/hd1 16384 15368 7% 136 7% /home
/dev/lv00 1015808 983440 4% 66 1% /var/psf
/dev/lv01 2015232 1951888 4% 16 1% /var/psf/segments
/dev/lv02 3014656 2919936 4% 17 1% /var/pd

最初の列には、ディレクトリーでもあるAIXファイルシステムが表示されます。ディレク
トリーは、すべて//ddeevv親ディレクトリーのサブディレクトリーです。ディレクトリーに
は、入出力装置用の特殊ファイルがあります。最も重要なのは、ファイルシステムが使用
したパーセントを表示している、左から4番目の列です。

dfコマンドを使用する

ddffコマンドを使用すると、システムで単一ファイルシステムのスペース使用状況を表示で
きます。現行ディレクトリーがあるファイルシステムのスペースを手動で表示するには、
コマンドラインで次のコマンドを入力します。
df .

このシステムに次のように表示されます。
Filesystem 512-blocks Free %Used Iused %Iused Mounted on

InfoPrint Managerサーバーでメモリー/スペースを監視する
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/dev/hd1 16384 15368 7% 136 7% /home

クリーンアップするファイルシステムおよびディレクトリー

あるファイルシステムとディレクトリーはいっぱいになりがちです。使用状況をチェック
して、必要ならば、定期的にこれらのファイルシステムとディレクトリーをクリーンアッ
プする必要があります。必要とされるクリーンアップの量を削減するために役立つ情報に
ついては、P. 166「 InfoPrint Managerサーバーでエラーログをカスタマイズする」を参照
してください。

すべてのInfoPrintインストール済み環境で使用されるファイルシステム

//vvaarr//ppssffファイルシステムまたは//vvaarr//ppddファイルシステムの使用率が85%を超える
場合は、InfoPrintサービス担当者に連絡し、ファイルの消去や構成設定の変更が必要かど
うかを決定します。大きなエラーやアカウンティングのログなど、いくつかのファイルを
削除することも考慮してください。これらのファイルは、次の位置にあります。
• サーバーアカウンティングログ: /var/pd/servername/accounting.logs
アカウンティングログについては、P. 107「 InfoPrintサーバーのアカウンティングログ
の内容を管理する方法」のP. 102「印刷ジョブに関するアカウンティングデータ/監査
データを収集する」を参照してください。

• PSFアカウンティングログ: /var/psf/。「P. 115「 PSF DSSアカウンティングデータ
ファイルの内容の管理方法」」を参照してください。

• エラーログ: /var/pd/server.BAK/error.log.BAK.timestamptimestamp

ログ設定をカスタマイズするには、P. 166「 InfoPrint Managerサーバーでエラーログをカ
スタマイズする」を参照してください。

セグメントサイズパラメーター

デデフフォォルルトトSSEEGGMMEENNTT SSIIZZEEパラメーターは、//vvaarr// ppssff//sseeggmmeennttssファイルシステム
のディスク入出力パフォーマンスに影響します。このパラメーターは、//vvaarr// ppssff//
sseeggmmeennttssに保管される、Input Managerコンポーネントによって作成される一時ファイ
ルの最大サイズを決定します。この設定値は、Input Managerが、InfoPrint Managerに対
して実行依頼されたすべての印刷ジョブに必要とする一時ファイルの数を決定します。設
定値が小さいほど、AFP入力データを処理するのに必要なファイルが多くなります。この
パラメーターはSMITを使用して設定できます。IInnffooPPrriinntt印印刷刷シシスステテムム→→そそのの他他→→入入
力力ママネネーージジャャーーののカカススタタママイイズズ。
Basicのサーバー構成の場合、1セグメントあたり 5000 KBというデフォルト設定を大き
くすると、//vvaarr//ppssff//sseeggmmeennttssファイルシステムへのデータの読み書きと関連する
ディスク入出力使用量を減らすことができます。
Advancedのサーバー構成の場合は、1セグメントあたり1000 KBというデフォルト設定を
大きくした場合は、//vvaarr//ppssff//sseeggmmeennttssファイルシステムへのデータの読み書きと関
連するディスク入出力使用量を減らすことができます。ただし、デフォルト設定値は、通
常、ほとんどのAFPアプリケーションに使用できます。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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サーバーのホスト名/pdserver名を変更する
InfoPrint Managerサーバーが実行されているシステムのホスト名を変更する、または
InfoPrint Manager pdserverの名前を変更するには、以下の手順に従います。

サーバーホスト名を変更する
InfoPrint Managerが実行されているサーバーのホスト名を変更すると、システム認証文字
列が影響を受けます。システム認証文字列を変更すると、InfoPrint Manager pdserversの実
行が停止します。ホスト名を変更する前に、システム認証文字列が新しいホスト名で安定
したら、新しいライセンスキーを生成できるように、ライセンスEIDの完全なリストがあ
ることを確認してください。

InfoPrint Manager AIXのお客様は、EIDへのライセンスの再請求を要求するために、通常の
チャネルを通じてサポートチケットを開く必要があります。これは、現在これらのプラッ
トフォームで実行可能なセルフサービス取り消しがないためです。
サーバーのホスト名を変更するには、以下の操作を行います。
1. ご利用のAIXオペレーティングシステムのベンダー固有の指示に従って、ホスト名を変
更してください。

2. 必要に応じて、/etc/hostsファイルの新しいサーバー名で古いホスト名を変更しま
す。

3. 変更を適用するために、コンピューターを再起動します。

pdserver名を変更する必要はありません。

pdserver名を変更する
pdserver名を変更するには、以下の操作を行います。
1. /etc/rc.pd.serversファイル（利用可能な場合）内の古いサーバー名を新しいサー
バー名に変更します。

2. 実行中のpdserversをすべて停止します。相互運用システムの場合は、相互運用されて
いるすべてのマシンからすべてのpdserverを停止します。

3. 次のコマンドを実行して、コマンド行ターミナルからネームスペースをクリアしま
す。
# clrfstns /var/pddir/default_cell

4. 次のコマンドを実行して、fst.portsをリセットします。
# pdinitports

5. /var/lib/pd/pdserver.confファイルを削除します。
# rm /var/lib/pd/pdserver.conf

6. 次のコマンドを実行して、/var/pd/old_server_name/pdb/spooler/ディレクト
リーからold_server_nameファイルを削除します。
# rm /var/pd/old_server_name/pdb/spooler/old_server_name

サーバーのホスト名/pdserver名を変更する
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7. 次のコマンドを実行して、/var/pd/old_server_nameフォルダーの名前を/var/
pd/new_server_nameに変更します。
# mv /var/pd/old_server_name /var/pd/new_server_name

8. /var/pd/new_server_nameに.devで終わる1つ以上のファイルが含まれている場合
は、次のコマンドを実行し、 /var/pd/old_server_nameとして/var/pd/new_
server_nameをシムリンクします。
# ln -s /var/pd/new_server_name /var/pd/old_server_name

この手順をスキップして、.devファイルが/var/pd/new_server_nameにあるすべて
のプリンターを削除し、手順9の後で削除したプリンターを再作成できます。

9. new_server_name pdserverを起動するか、コンピューターを再起動します。

InfoPrint Managerを実行しているサーバーのホスト名を変更するとライセンス認証文字列
に影響し、InfoPrint Managerが実行されなくなります。ホスト名を変更する前に、新しい
ホスト名を使用して生成された新しいライセンスキーがあることを確認してください。こ
のことは、InfoPrint Managerを停止してホスト名を一時的に変更し、License Key
Management Applicationを使用して新しい認証文字列を取得することを意味する場合があ
ります。RICOHのセルフサービスWebサイト (https://dl.ricohsoftware.com)にアクセスし、
新しい認証文字列を使用して、その製品の新しいライセンスキーを生成します。

InfoPrint Managerシステム移行ユーティリティー
(ISMU)を使用する
InfoPrintシステム移行ユーティリティー (ISMU)は、InfoPrint Manager環境のバックアッ
プ、復元、または移行に使用できます。このユーティリティーは既存のサーバーアーカイ
ブ機能に基づき、特定のレベルのInfoPrint Managerから現在の構成をバックアップして同
じInfoPrint Manager環境に復元します。
このユーティリティーを使用し、任意のレベルのInfoPrint Manager環境をバックアップで
きます。
復元用にこのユーティリティーを使用するときは、同じレベルのInfoPrint Managerとバッ
クアップアーカイブを使用することを推奨します。異なるレベルで復元または移行プロセ
スを続行した場合は、同じレベルではないこと、予期しない結果になることを示す2つの
警告メッセージが表示されます。この場合も、多少異なるレベル（x.2.0.255とx.2.0.256な
ど）でバックアップまたは復元プロセスを実行することは可能です。
異なるレベルのInfoPrint Manager間で移行を実行する必要がある場合は、次の手順に従っ
てください。
• 使用するオペレーティングシステムの「「RICOH InfoPrint Manager:操作ガイド」」に
あるように、バックアップまたは復元に必要な操作を行います。

• 必要に応じて、InfoPrint Managerを必要なレベルにアップグレードします。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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• IISSMMUUユーティリティーは、AIXまたはLinuxからWindowsへの移行またはその逆などの
OS間の移行を実行する目的はありません。ただし、異なるプラットフォーム間で一般
に対応するオブジェクトの移行は実行されますが、プラットフォーム特有のオブジェ
クトの移行（AIX DSSからLinuxまたはWindowsへの移行など）は正常に実行されませ
ん。

• IISSMMUUユーティリティーはSMITから直接実行できます。
• このコマンドを実行できるのは、rootユーザー権限またはInfoPrint Managerユーザーだ
けです。

前提条件

IISSMMUUユーティリティーを実行するには、以下の要件を確認してください。
• InfoPrint Managerが実行中のシステムの管理権限が必要です。
• InfoPrint Managerをインストールし、常時実行しておきます。
• コンピューターに以下のプログラムとをインストールしておきます。

– ttaarr、、ggzziipp、、gguunnzziipp、ddiiffff
• IISSMMUUは、IBM Java Runtime Environment 7.0以降がコンピューターにインストールされ
ていることも必要です。

• IISSMMUUはローカル専用で実行できます。このユーティリティーはネットワーク機能があ
りません。

InfoPrint Manager設定を移行する

InfoPrint Managerの設定とオブジェクトを移行する前に、以下のセクションを参照し、自
動的にバックアップされるファイルと自動的にバックアップされないファイルに関する情
報を確認してください。自動的にバックアップされないファイルと設定には、手動のバッ
クアップ操作を使用してください。

InfoPrint Manager設定を自動的に移行する

このセクションには、IISSMMUUが自動的にバックアップおよび復元するファイルと設定がリ
ストされています。
• カスタム 64xx GRIDマッピングテーブル
• カスタム ICUテーブル
• カスタム通知/PSF出口
• カスタムハーフトーンまたは変更されたハーフトーン

InfoPrint Managerシステム移行ユーティリティー (ISMU)を使用する
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• フェデレーション認証の設定
• FSTセキュリティー設定
• InfoPrint ManagerGUIとmvsprpsm.shスクリプトで作成されたMVS Downloadレシーバー
• PSFダイレクト構成
• PSFプリンタープロファイル
• 変換構成ファイル
• /var/pd/aix.models

• Webサーバー構成

移行時の自動タスク

このセクションでは、移行プロセス中に自動的にバックアップされるInfoPrint Managerの
すべてのセクションについて説明します。

カスタム通知/PSF出口
次の2つのサーバー出口を含め、プログラムによって検出されたすべてのカスタム出口ま
たはPSF出口は、自動的にバックアップまたは復元されます。
lower-memory-usage-exit

upper-memory-usage-exit

FSTセキュリティー設定
/var/pddir/default_cell/aclディレクトリー内のすべてのファイルはIISSMMUUによっ
て自動的にバックアップまたは復元されます。

PSFダイレクト構成
すべての/var/psf/psfdirect/*.profileファイルは IISSMMUUによってソースサーバー
からターゲットサーバーにコピーされます。

カスタムハーフトーンまたは変更されたハーフトーン
/usr/lpp/psf/config/customディレクトリーのすべてのファイルはIISSMMUUによって
バックアップまたは復元されます。

変換構成ファイル
デフォルトでは、InfoPrint Managerには、gif2afp、img2afp、jpeg2afp、pcl2afp、ps2afp、
tiff2afp、xml2afpの変換が付属しています。また、2つの変換（afp2pdfとsap2afp）が個別
にインストールされます。すべての変換の構成ファイルは/usr/lpp/psf/
<transform_name_directory>にあり、ファイルを変更した場合は、変更したファイ
ルはIISSMMUUによって新しいサーバーにコピーされます。

カスタム 64xx GRIDマッピングテーブル
カスタマイズされたすべての**..ggrrddファイルはIISSMMUUによって /var/psf/<printer_
name>からコピーされます。
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カスタム ICUテーブル
カスタマイズされたすべての..ccnnvvファイルはIISSMMUUによって/usr/lpp/psf/unicode/
data/mappingsからコピーされます。
デフォルトでは、次の6つの..ccnnvvファイルがあります。
• icudt24b_ibm-1388-sap2afp.cnv

• icudt24b_ibm-933-sap2afp.cnv

• icudt24b_ibm-937-sap2afp.cnv

• icudt24b_ibm-939-sap2afp.cnv

• icudt24b_ibm-1399-sap2afp.cnv

• icudt24b_IBM-943C.cnv

ファイルが存在する場合は、IISSMMUUによって/usr/lpp/psf/afp2pdf/cnvからすべての
ファイルがコピーおよび復元されます。

InfoPrint Manager設定を手動で移行する

このリストには、IISSMMUUによってバックアップおよび復元が自動的には行われない部分が
含まれています。
• 関連するインストール済み製品/InfoPrint Manager機能
• チャネル構成
• カスタムACIF出口
• カスタム補助シート
• ドライバー（バックエンドおよびコロンファイル）
• IPPGW構成
• LDAPセキュリティー設定
• ネイティブ印刷キュー
• /ipdataおよび相互運用のためのSamba for AIXソフトウェアおよび構成
• サーバーアドミニストレーション/オペレーター GUI構成/カスタマイズ
• サードパーティー製アプリケーション
• Webサーバーデータベース

移行中の特定のタスク

移行プロセス中は、すべてのオブジェクトが正しくバックアップされており、初期構成が
正しく復元されていることを確認することが重要です。そのため、以下のセクションで、
正確な移行プロセスのために追加ステップを実行する必要がある重要な領域をすべて示し
ます。

/ipdataおよび相互運用のためのSambaソフトウェアと構成
移行が必要なソースppddsseerrvveerrが別のサーバーと相互運用している場合は、新しいサー
バーで相互運用処理環境をセットアップしてください。
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この手順については、P. 186「相互運用のために InfoPrintシステムを構成する」の説明を
参照してください。
ジョブチケットが使用されている場合は、/ipdataフォルダーを構成してください。この
タスクの詳細については、「RICOH InfoPrint Manager for AIX：スタートガイド」の
InfoPrint Submit Expressクライアントを使用するのセクションを参照してくださ
い。

チャネル構成
チャンネル構成はサポートされなくなりました。プリンターは作成されますが、開始しま
せん。

関連するインストール済み製品およびInfoPrint Manager機能
PPFA
この機能がインストールされている場合、新しいサーバーでInfoPrint PPFA機能DVDか
らこの機能をインストールする必要があります。PPFAソースファイルをカスタマイズ
した場合は、後で処理するために、これらのファイルを新しいサーバーにコピーしま
す。

AFP Resource Installer
これは独立したWindowsアプリケーションです。InfoPrint Managerオブジェクトにより
使用されるリソースが、新しいシステムで使用できることを確認します。

バックエンドおよびコロンファイル
IISSMMUUでは、AIXドライバーのバックアップおよび復元は自動的には行われません。この操
作は手動で実行する必要があります。

カスタムACIF出口
作成した、カスタマイズ済みのACIF出口をすべて、手動でバックアップまたは復元してく
ださい。これらの出口は/usr/lpp/psf/bin（aappkk**,, aasscciiiinnpp**およびddbbbbllaannkkファ
イル）にあり、ソースファイルは/usr/lpp/psf/acif/にあります。

カスタム補助シート
InfoPrint Managerに付属のデフォルトシート（64xx、アカウンティングログ、ブランク、
簡略、詳細、ジョブチケット、なし）以外のシートが出力に示された場合は、カスタマイ
ズされたシートはIISSMMUUによって新しいサーバーに自動的にコピーされます。カスタマイ
ズされたユーザー出口も<install_path>¥usr¥lpp¥psf¥exits¥psfからコピーされ
ます。

IPPGW構成
1. #lsippgwコマンドを使用して、IPPゲートウェイデーモンが実行されているかどうかを
確認し、デーモンが開始されたポートも取得します。

2. IPPゲートウェイデーモンが実行中の場合は、その構成をターゲットサーバーに移行し
てください。
実行するには、以下の操作を行う必要があります。
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1. 新しいサーバーで、ssttaarrttiippppggwwデーモンユーティリティーを使用するか、
InfoPrint印刷システム→ InfoPrintユーティリティー→ IPPゲートウェイデーモンの
順に選択してSMITを使用し、IPPゲートウェイを起動します。

2. ブラウザーを開き、Webアドレス（ http://serverhostname:631/printers）を入力
して、ゲートウェイが動作していることを確認します。ここで、631はデフォルト
ポートです。IPPゲートウェイデーモンが実行されているシステムのDNSホスト名
でserverhostnameを置き換えます。デーモンが別のポートを使用している場合
は、使用しているポートの番号を指定してください。ゲートウェイが正しく作動し
ている場合は、ゲートウェイを通して使用可能なプリンターのリストが表示されま
す。このリストに、InfoPrint Manager宛先がすべて表示されます。次に、印刷でき
る宛先のアドレス(URL)を確認します。

3. 同一マシンの別のネームスペース内のInfoPrint Manager環境に2つのInfoPrint
Managerシステムがある場合は、InfoPrint ManagerシステムごとにIPPゲートウェイ
デーモンを開始します。

psfinに関するレジストリーデータ
最初に、ppssffiinnデータにデフォルト値が含まれているかどうかを確認する必要がありま
す。実行するには、以下の操作を行います。
1. マネージメントコンソールを開きます。
2. オプション→入力マネージャーのカスタマイズを選択します。
3. 次の値がデフォルト値であるかどうかを確認します。

• セグメントリストのディレクトリー：¥var¥psf¥seglist
• セグメントのディレクトリーと使用率しきい値：¥var¥psf¥segments 90
• ワークスペース管理:自動
• デフォルトセグメントサイズ: 5000
• 保持セグメント用ワークスペースの割合（%）: 5
• トレースを使用可能にする:チェックマークを付けない

4. 値がデフォルト値と同じである場合は、実行する必要がある操作はありません。そう
でない場合は、ソースサーバーのデフォルトと一致するように、新しいサーバーのデ
フォルトを変更します。

Webサーバーデータベース
ソースWebサーバーとターゲットWebサーバーの両方を停止したら、次のファイルをター
ゲットWebサーバーにコピーします。
• /var/pd/ipwebgui/data/ipmwebgui.mv.db
• /var/pd/wmi/data/ipmwebgui.mv.db

• ソースウェブサーバーとターゲットウェブサーバーは同じレベルでなければりませ
ん。
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移行の例

IISSMMUUを使用してpdserver（オブジェクトを含む）を既存のInfoPrint Managerサーバーから
新しいInfoPrint Managerサーバーに移行する例：
1. エクスポートコマンド（既存のサーバーで実行）。
ismu -pdname=pdserver -pdarchive -pdtemp=/tmp/server_archive -pdsave_cfg_files

2. 必要に応じて、新しいIPMサーバー上でpdserver名を新しいInfoPrint Managerサーバー
の新しいマシンのホスト名に変更します（新しいマシンで実行）。

ismu –pdname=pdserver -pdmodify_to=hostname_of_new_machine –pdtemp=/tmp/server_archive

3. インポートコマンド（新サーバーで実行）。
ismu –pdrestore -pdtemp=/home/server_archive -pdrestore_cfg_files

この一連のコマンドは、新しいInfoPrint Managerサーバーに移行するppddsseerrvveerrごとに実
行してください。

相互運用のために InfoPrintシステムを構成する
この章には、以下のセクションがあります。
• P. 186「相互運用処理環境を理解する」
• P. 189「 1次AIXサーバーと2次AIXサーバーを構成する」
• P. 190「 1次AIXサーバーと2次Linuxサーバーを構成する」
• P. 190「 1次AIXサーバーと2次Windowsサーバーを構成する」
1次Windowsサーバー:

1次サーバーにWindowsオペレーティングシステムを使用している場合、相互運用の手
順については、「RICOH InfoPrint Manager for Windows：操作ガイド」を参照してくだ
さい。

相互運用処理環境を理解する

InfoPrint Managerサーバーをシステムにインストールするときは、インストールプロセス
で、そのサーバー用のネームスペースが作成されます。ネームスペースはディレクトリー
構造で、ここで、InfoPrint Managerは、サーバー自体、キューと宛先、セInfoPrint Manager
キュリティーで使用されるアクセス制御リスト（ACL）を含む、すべてのInfoPrintオブ
ジェクトのロケーション情報を保管します。
ネットワークの別のシステムに2番目のInfoPrint Managerサーバーをインストールした場合
は、専用ネームスペースが作成され、2つのサーバーが互いに独立して稼働します。しか
し、2つのサーバーが協働して作動することが必要な場合もあります。複数のInfoPrint
Managerサーバーを協働して動かすには、2台以上のInfoPrint Managerサーバーが同じネー
ムスペースを共用する相互運用処理環境をセットアップします。ネームスペースはいずれ
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かのサーバーのディレクトリー内にあり、そのディレクトリーを使用できるように、他の
サーバーには許可が付与されます。
相互協調処理が行えるように InfoPrint Managerサーバーを構成するとき、次の 2つの規則
が守られるようにしてください。
1. 各InfoPrint Managerサーバーが、同じIPアドレスを使用するその他のInfoPrint Manager
サーバーからアクセスできること。
たとえば、SSeerrvveerr11がホスト名server.localのInfoPrint Managerサーバーである場
合、他のすべてのInfoPrint Managerサーバーはserver.localを使用して、SSeerrvveerr11に
アクセスしてください。

2. 各InfoPrint Managerサーバーのホスト名アドレスには、そのサーバーに定義されている
1番目の（または1次）ネットワークカードで識別されているホスト名を使用してくだ
さい。

相互運用処理環境をセットアップする理由

複数のInfoPrintサーバーが不要な印刷システムもあります。実際、多くの環境では、1つの
InfoPrintサーバーで十分です。ただし、大量に印刷したり、遠方地（さまざまな場所に支
店がある本社など）で実行する印刷環境では、相互運用処理InfoPrintサーバーには重要な
利点があります。
• 相互協調処理サーバーは、単一サーバーよりも拡張が容易です。

– 印刷量が増え、需要に対応するために追加の処理能力またはメモリーが必要な場合
は、2番目のサーバーを追加できます。ただし、複数のサーバーを相互運用して
も、管理用の印刷システムは1つです。

– ビジネスが拡張し、もう1つオフィスを増やしても、別のサーバーをネームスペー
スに追加できます。ネットワークに追加する新しいプリンターを定義しますが、既
存のプリンターの再定義や新しいロケーションで使用できるようにリソースの再移
動は不要です。

• 相互運用処理サーバーを使用することで、システム間のプリントサーバー機能を分配
できます。
リモートロケーションではカスタムローカルサーバーを使用できますが、セントラル
ロケーションでもサーバーを管理できます。この結果として、コストが削減されま
す。

マルチサーバー構成の例

複数のInfoPrint Managerサーバーをセットアップし、連携するには、さまざまな方法があ
ります。以下に、いくつかの構成例と利点について説明します。
同じ施設に2つのInfoPrint Managerサーバーをインストールします。
一方のサーバーにInfoPrintの印刷キューと論理宛先のすべてを入れ、他方に実宛先を全
部入れます。このセットアップでは、1つのシステムでスプーリングとスケジューリン
グを行い、もう 1つのシステムで変換と印刷を行うことにより、2つのシステムの間で
処理のバランスをとります。
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本社でInfoPrint Managerサーバーを1つインストールし、各支店で1つずつインストールし
ます。
ネームスペースは本社のInfoPrint Managerサーバーにインストールされ、他の2つの
サーバーは、このネームスペースを共用するようにセットアップされます。3つのサー
バーは、それぞれに、論理宛先、キュー、および実宛先が定義されており、したがっ
て、ユーザーは印刷ジョブをローカルサーバーに実行依頼します。サーバーの処理時
間の約90%は、ローカル印刷ジョブを処理しているので、各ロケーションで独自の
サーバーを持つことは意味があります。ただし、各週に数回、本社で支店で必要なレ
ポートを作成します。レポートを何百ページも印刷して各支店に送信する代わりに、
支店のプリンターに印刷ジョブを送信します。必要に応じ、支店でも同様の作業がで
きます。
さらに、共通のネームスペースがあるため、システム管理者は、セントラルロケー
ションから、すべてのサーバーをモニターできます。ブランチのどこかで問題が発生
しても、メインオフィスから調べることができます。

相互運用環境での重要な問題

相互運用処理環境をセットアップする前に、以下の問題を検討してください。
• ソソフフトトウウェェアア
相互運用処理システムはすべて、同じInfoPrint Managerソフトウェアレベルにしてくだ
さい。古いバージョンのInfoPrint Managerは、相互運用処理時に新しいバージョンの
InfoPrintとは連動しません。

• ババッッククアアッッププ
構成を大きく変更する場合は、前に必ずシステムをバックアップしてください。どの
ファイルシステムをバックアップすべきかについては、「RICOH InfoPrint Manager for
AIX：スタートガイド」にある推奨事項に従ってください。

• 相相互互運運用用可可能能ななササーーババーーのの数数
理論上は必要な数のサーバーを相互運用できます。ただし、サーバーのパフォーマン
スは1次サーバーハードウェアに依存します。最高のパフォーマンスを引き出すには、
1次サーバーとして使用可能な最も強力なシステムを使用してください。

• ネネーームムススペペーーススをを入入れれるるシシスステテムム
ネームスペースには大量のデータがなく（従って、ディスクスペースを多く持つシス
テムに置く必要はない）、ネットワーク間で大量のデータが移動しません。ただし、
その他のサーバーがネームスペースサーバーに依存するため、使用可能で信頼性が高
い必要があります。従って、ネームスペースは、最も可用性が高く（常に実行中）、
最も信頼性が高く（リブートの必要が低い）、最も強力なシステムに置きます。ネネーー
ムムススペペーーススははAAIIXXままたたははLLiinnuuxxシシスステテムム上上にに置置いいててくくだだささいい。。

• ササーーババーー間間ででネネーームムススペペーーススをを共共有有すするる方方法法 1次サーバーのネームスペースを共有す
るには、2つの方法があります。
1次サーバーのネームスペースを共有するには、2つの方法があります。これは、2次
サーバーのオペレーティングシステムによって異なります。2次サーバーがAIXまたは
LinuxオペレーティングシステムにあるときはNetwork File Sharing（NFS）、2次システ
ムがWindowsオペレーティングシステムにある場合はSambaを使用してネームスペー
スを共有できます。NFSを使用したときは、1次システムによってエクスポートされた
ネームスペースファイルシステムは、2次サーバーでホスト名を使用してマウントされ
ます。Sambaを使用すると、1次AIXまたはLinuxサーバーからWindows 2次サーバーに
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ネームスペースがエクスポートされます。また、Submit Expressジョブプリフライトに
必要な追加の/ipdata共有にも使用されます。

1次サーバーと2次
サーバープラット
フォーム

ネームスペース共
有方法

ネームスペース共
有ユーザー

ipdata共有ユー
ザー

/ipdata共有ユー
ザー

AIX（1次）- AIX
（2次）

NFS ipm1（UIDを一致
させてください）

NFS ipm1（UIDを一致
させてください）

AIX（1次）- Linux
（2次）

NFS ipm1（UIDを一致
させてください）

NFS ipm1（UIDを一致
させてください）

Linux（1次）- AIX
（2次）

NFS ipm1（UIDを一致
させてください）

NFS ipm1（UIDを一致
させてください）

Linux（1次）-
Linux（2次）

NFS ipm1（UIDを一致
させてください）

NFS ipm1（UIDを一致
させてください）

AIX（1次）-
Windows（2次）

Samba ipm1 Samba ipm1

Linux（1次）-
Windows（2次）

Samba ipm1 Samba ipm1

Windows（1次）-
Windows（2次）

Windows共有 Windowsドメイン
ユーザー

Windows共有 ipm1

複数のInfoPrint Manager Windowsサーバーの相互運用処理は、Windowsドメイン管理環
境で実行する場合だけ対応しています。

• IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrセセキキュュリリテティィーー
印刷システムを保護するためにInfoPrint Managerセキュリティーが使用するすべての情
報（グループおよびアクセス制御リスト（ACL））は、ネームスペースに保存されま
す。ネームスペースを共有するときは、ネームスペースサーバーで設定したグループ
とACLがすべてのサーバーに適用され、共通ネームスペースに追加される前に別のサー
バーで設定したグループとACLは削除されます。従って、相互運用環境を設定してか
ら、システムのセキュリティーを設定してください。

ネームスペースを共有しているサーバーにプル印刷機能がインストールされている場
合は、この機能で使用するグループとACLを再作成してください。

1次AIXサーバーと2次AIXサーバーを構成する

必要な設定に応じて適切な手順に従ってください。

新しい2次InfoPrint Manager for AIXサーバー
InfoPrint ManagerをAIXシステムに初めてインストールするときに新規システムを2次
InfoPrint Managerサーバーにする場合、インストール時の作業については、「RICOH
InfoPrint Manager for AIX：スタートガイド」の「2次InfoPrintサーバーをインストールす
る」を参照してください。

相互運用のために InfoPrintシステムを構成する
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1次InfoPrint Managerサーバーから2次InfoPrint Managerサーバーを作成する
2次サーバーに変更したい独立したInfoPrint Manager1次サーバーが複数ある場合、
「RICOH InfoPrint Manager for AIX：スタートガイド」の「1次サーバーから2次サーバーへ
移行する」を参照してください。

1次AIXサーバーと2次Linuxサーバーを構成する

必要な設定に応じて適切な手順に従ってください。

新しい2次InfoPrint Manager for Linuxサーバー
InfoPrint ManagerをAIXシステムに初めてインストールするときに新規システムを2次
InfoPrint Managerサーバーにする場合、インストール時の作業については、「RICOH
InfoPrint Manager for Linux：スタートガイド」の「2次InfoPrintサーバーをインストールす
る」を参照してください。

1次InfoPrint Managerサーバーから2次InfoPrint Managerサーバーを作成する
2次サーバーに変更したい独立したInfoPrint Manager1次サーバーが複数ある場合、
「RICOH InfoPrint Manager for Linux：スタートガイド」の「1次サーバーから2次サーバー
へ移行する」を参照してください。

1次AIXサーバーと2次Windowsサーバーを構成する

InfoPrint Manager for AIXをInfoPrint Manager for Windowsと相互運用するために、以下の操
作を行います。
• AIXシステムにSamba for AIXをインストールしてください。AIX用Sambaバイナリー
は、IBM AIX Expansion pack DVDで入手できます。

SambaはFast Connectと互換性がありません。従って、Fast Connectの既存のバージョ
ンをアンインストールしてください。

Samba for AIXにより、AIXサーバーおよびワークステーションは、Windowsオペレーティ
ングシステムを実行しているパーソナルコンピュータークライアントとファイルやプリン
ターを共有できます。Samba for AIXは業界標準のMicrosoftネットワークプロトコルを使用
するため、PCクライアントはMicrosoftネットワーククライアントソフトウェアを使用して
AIXファイルにアクセスできます。PCユーザーは、ローカルファイルシステムのように、
PCからリモートのAIXファイルシステムを直接使用できます。ネームスペースは、他の
Windows共用フォルダーと同様にネットワーク上に表示されます。Samba for AIXでは、
SMBネットワークプロトコルを実装してetBIOS over TCP/host nameで実行することで、こ
のサービスが提供されています。
InfoPrint Manager for AIXサーバーとInfoPrint Manager for Windowsワークステーションの両
方で、以下の一連の手順を実行することで、InfoPrint Manager for AIXサーバーとInfoPrint

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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Manager for Windowsサーバーの相互運用に対応するよう、InfoPrint Managerを構成できま
す。
相互運用に対応するようにInfoPrint Manager for AIXサーバーとInfoPrint Manager for
Windowsサーバーを構成するときは、以下の規則を守ってください。
1. 各InfoPrint Managerサーバーが、同じIPアドレスを使用するその他のInfoPrint Manager
サーバーからアクセスできること。
たとえば、SSeerrvveerr11がホスト名server.localのInfoPrint Managerサーバーサーバーで
ある場合、他のすべてのInfoPrint Managerサーバーはserver.localを使用して、
SSeerrvveerr11にアクセスしてください。

2. 各InfoPrint Managerサーバーのホスト名アドレスは、そのサーバーに定義されている1
番目の（または1次）ネットワークカードで識別されているホスト名を使用してくださ
い。

3. すべてのプリンターオブジェクト（論理宛先、実宛先、またはキューのいずれでも同
じ）は、InfoPrint Managerサーバーの相互運用によって使用される場合は固有の名前を
持っている必要があります。
プリンターオブジェクトに固有の名前がない場合は、非ネームスペースサーバーから
IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrイインンタターーフフェェーースス経由で表示されないことがあります。

4. InfoPrint Manager通知は1次サーバーだけで実行し、2次サーバーでは停止してくださ
い。

ただし、lprコマンドを使用してジョブをLLiinnuuxxサーバー上の実宛先に実行依頼すると、
AIXのLPDサービスは使用できます。llpprrコマンドは、以前と同様、Windowsプリンター宛
先（InfoPrint Managerプリンターではなく）でも使用できます。

相互運用のInfoPrint AIXサーバーをセットアップする

InfoPrint AIXサーバー上で以下の手順を実行し、InfoPrint Windowsサーバーと相互運用する
準備をします。この手順では、AIXサーバー上にInfoPrint Manager for AIXをインストール
し、サーバーにrroooottでログオンしていることを想定しています。

FSTセキュリティーグループにユーザーを追加して FSTセキュリティーグループの許可を変更す
る

1. IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr→Security→Groups→Show Groupと選択し、AIXサーバー上
でFSTセキュリティーグループをセットアップします。SSiinnggllee SSeelleecctt LLiissttポッ
プアップダイアログから、aaccll__aaddmmiinn、aaddmmiinn、ooppeerrの3つのグループを確認し
ます。

2. これらのグループと他のカスタムグループが存在することを確認した後に、aaddmmiinn
グループ内のユーザーがすべてのInfoPrint ppdd*コマンドを発行できることを確認しま
す。SMITから、［［IInnffooPPrriinntt PPrriinnttiinngg
SSyysstteemm］］→→［［SSeeccuurriittyy］］→→［［AAcccceessss CCoonnttrrooll］］→→［［AAcccceessss CCoonnttrrooll ffoorr
OOppeerraattiioonnss］］→→［［SShhooww AAcccceessss CCoonnttrrooll LLiisstt］］と選択します。

3. SSiinnggllee SSeelleecctt LLiissttポップアップダイアログから、各コマンドを強調表示し、各
コマンドのGROUP:admin: r**表示を確認します。
特定のpdコマンドにaaddmmiinnグループ読み取り権限が示されていない場合は、IIPPMMMMII
のInfoPrint Printing System→Security→Access Control→Access Control for
Operations→Change Access Control Listを選択し、そのpdコマンドのChange Access

相互運用のために InfoPrintシステムを構成する
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Control ListパネルのUUsseerrss oorr GGrroouuppssフィールドにGGRROOUUPP::aaddmmiinnを指定しま
す。aaddmmiinnグループには、各ppddコマンドの読み取り権限だけ必要です。
クリーンな状態のコンピューターにInfoPrint Managerをインストールした場合は、
aaddmmiinnグループがデフォルトですべてのppddコマンドの読み取り権限を持ちます。

4. 完了した後に、手順2で表示された最初のSMITパネルに戻ります。
5. InfoPrint Printing System→セキュリティ→グループ→ユーザーの追加を［グルー
プ］パスにします。次に、ググルルーーププフィールドにacl_adminを選択します。追追加加すするる
ユユーーザザーーフィールドの場合と同様、InfoPrint Manager for Windowsサーバーコン
ピューターに通常ログインするWindows管理ユーザーの名前を、ローカルかドメイ
ンのいずれかに入力します。［FSTユーザー］として［メンバーのタイプ］を選択し
ます。
この手順の残りの部分では、このWindows管理ユーザーを Administrator*と呼び
ます。

完全修飾ホスト名に対するアカウントには、Administrator*ユーザーの後にアスタ
リスク (*)を付ける必要があります。(たとえば、
Administrator@ipwinservermachine.infoprint.com。)
同じパネルから、名名前前フィールドにadminを指定します。［［UUsseerr oorr UUsseerrss ttoo
AAdddd］］フィールドの場合と同様、InfoPrint Manager for Windowsサーバーマシンに通
常ログインするWindows管理ユーザーの名前を入力します。operグループには、こ
の手順は不要です。

6. 完了した後に、OKをクリックして変更を有効にし、手順2で表示された最初のSMIT
パネルに戻ります。

相互運用のWindowsサーバーを構成する

印刷環境によっては、印刷管理を扱うのに複数の InfoPrint Managerサーバーが必要な場合
があります。InfoPrint Manager for Windowsサーバーを印刷環境に追加する場合に、このセ
クションでは、サーバーをInfoPrint Manager for AIXサーバーとともに機能させるために必
要な作業について説明します。

1. AIXサーバーとWindowsサーバーを含む相互運用処理環境では、ネームスペースはAIX
サーバー上にあります。

2. 1つの特定のWindowsワークステーションまたはサーバーにインストールできるの
は、1つの InfoPrint Managerサーバーだけです。

3. ユーザーが実宛先にジョブを直接実行依頼する場合は、実宛先および関連したキュー
と論理宛先は同じサーバーになければなりません。

4. いったんマルチサーバーシステムが稼働状態になると、ご使用のWindowsサーバーの1
つがシャットダウンするか再始動された場合、InfoPrint Managerサーバーは、システム
が再始動したときに自動的には再始動しません。そのサーバーのマネージメントコン
ソールをオープンして、手動で開始する必要があります。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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ipm1以外のユーザーを使用するときにすべての InfoPrint Manager Windows
サーバーのドメインユーザーに適切なユーザー権限を付与する

選択したドメインユーザーIDを使用してWindows InfoPrint ManagerサーバーがWindows
サービスとして稼働可能にするには、Windows InfoPrint Managerサーバーシステムごとに
適切なレベルの権限がこのユーザーIDにあることを確認してください。このユーザーID
は、管理者グループに含める必要があります。
1. ドメイン管理者グループのメンバーであるユーザーとし、希望するシステムのいず
れかにログオンします。

2. Windowsの［［ススタターートト］］ボタンをクリックし、［［設設定定］］→→［［ココンントトロローールルパパネネ
ルル］］を選択します。

3. ココンントトロローールルパパネネルルウィンドウで、管管理理ツツーールルアイコンをダブルクリックします。
4. 管管理理ツツーールルウィンドウで、ロローーカカルルセセキキュュリリテティィーーポポリリシシーーアイコンをダブルク
リックします。

5. ［［ロローーカカルルセセキキュュリリテティィーー設設定定］］ウインドウの右ペインで、［［ロローーカカルルポポリリ
シシーー］］をダブルクリックします。

6. 右ペインのユユーーザザーー権権利利のの割割りり当当ててをダブルクリックします。
7. ユーザー権限のリストで、オオペペレレーーテティィンンググシシスステテムムのの一一部部ととししてて機機能能すするるを選
択して、ダブルクリックします。

8. ロローーカカルルセセキキュュリリテティィーーポポリリシシーーのの設設定定ダイアログで、追追加加をクリックします。
9. ユユーーザザーーままたたははググルルーーププのの選選択択ダイアログで、ドロップダウンリストボックスの矢
印をクリックし、InfoPrint Managerサーバーが存在しているドメインを選択しま
す。
作成したドメインユーザーを見つけて選択し、追追加加をクリックします。

10. ［［ユユーーザザーーままたたははググルルーーププのの選選択択］］ダイアログでOKをクリックします。。
11. ［［ロローーカカルルセセキキュュリリテティィーーポポリリシシーーのの設設定定］］ダイアログでOKをクリックしま

す。。
12. 他の2つのユーザー権限である永永続続共共用用オオブブジジェェククトトのの作作成成とササーービビススととししててロロググ

オオンンに手順7からの手順を繰り返します。
稼働している相互運用処理のために、次の手順をrootとして実行してください。
1. WindowsサーバーでInfoPrint Managerを実行するユーザーと同じ名前を使用し、使用不
可のAIXユーザーを追加します。

2. 上で作成したユーザーのSambaユーザーを追加します。
例：

smbpasswd -a <above_user>
3. 次のコマンドを実行し、default_cell Samba共有を作成します。
/usr/lpp/pd/install/fstconn.sh -n /var/pddir/default_cell
4. Samba構成ファイルsmb.confを編集します。使用可能な各共有（default_cellと/また
はipdata）には、上記のSambaユーザーを有効なユーザーのリストに追加します。

valid users = ipm1 windows_user_1 windows_user_2 windows_user_3 ...

相互運用のために InfoPrintシステムを構成する
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Windowsで相互運用を可能にするAIXネームスペースへのマッピングされた
ドライブを作成する

各InfoPrint Windowsサーバーから、InfoPrint AIXサーバー上のネームスペースへのアクセス
権を持つことを確認してください。この確認は、デフォルトユーザーiippmm11を使用すると、
ネットワークドライブをWindowsサーバーからInfoPrint AIXサーバー上の共用ネームスペー
スにマッピングすることで実行できます。
1. Windowsのメインビューから、ママイイネネッットトワワーーククアイコンを右クリックし、ネネッットト
ワワーーククドドラライイブブのの割割りり当当ててを選択します。ダイアログで、フフォォルルダダーーフィールドを
使用し、次を指定します。

¥¥aix_servername¥default_cell

ここで、aix_servernameはInfoPrint AIXサーバーの名前です。
2. ロロググイインン時時にに再再接接続続すするるにチェックを付けます。
3. 別別ののユユーーザザーー名名をを使使用用ししてて接接続続リンクをクリックします。
4. ダイアログボックスが開き、ipm1と関連するユーザー名とパスワードの入力が求め
られます。Sambaサーバーからのipm1パスワードを指定します。

5. ウィンドウが開いたときに、OOKKをクリックします。
6. ははいいをクリックし、現在のログインを受け取ります。
ドライブが正しくマッピングされた場合は、マッピングされたドライブの内容に新
しいウィンドウが開き、ネネッットトワワーーククドドラライイブブのの割割りり当当ててウィンドウが閉じられま
す。

7. 完完了了をクリックし、ドライブをマッピングします。

ipm1ユーザーとしてログインしている場合は、手順2から6は実行しないでください。ipm1
ユーザーとしてログインしている場合は、InfoPrint Managerマネージメントコンソールを
開始する前に、ネットワークドライブを手動でマッピングします。
P. 194「 InfoPrint Windowsサーバーでの相互運用を構成する」セクションの手順4で指定さ
れるように、このネットワークドライブのドライブ文字を設定します。
ipm1Windowsユーザーのパスワードは、ipm1 SAMBAユーザーと同じパスワードにしてく
ださい。

InfoPrint Windowsサーバーでの相互運用を構成する

すべてのInfoPrint Windowsサーバーで、以下の手順を完了してください。
すべてのWindowsサーバーで、次のステップを実行します。
1. ススタターートトメニューから、ププロロググララムム→→IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr→→ママネネーージジメメンントトココ
ンンソソーールルと選択します。

2. ［［編編集集］］→→［［ササーービビスス構構成成］］をクリックします。
3. 設設定定グループボックスで、ここののシシスステテムムでで通通知知ササーーババーーをを実実行行とIInnffooPPrriinntt

MMaannaaggeerr LLPPDDササーービビススのの実実行行の両方のチェックを外します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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ご使用の各 InfoPrint Managerサーバーと一緒に通知サーバーがインストールされて
います。ただし、ネームスペースが共用されるので、1つだけ実行してください。通
知サーバーは、ネームスペースサーバー上で実行してください。InfoPrint Manager
通知サーバーは、1台を除き、すべてを使用不可にしてください。

4. 基基本本ネネーームムススペペーーススパパススフィールドを消去し、ネームスペースへのリンクに使用す
るドライブ名を入力し、後にコロンを付けます（x:を入力しますなど）。ネットワー
クドライブのマップ時に使用したドライブ名と同じドライブ名を使用してくださ
い。

5. リリモモーートトネネーームムススペペーースフォルダーフィールドに、ネームスペースサーバー上の共
用ディレクトリーの汎用命名規則（UNC）名を¥¥namespaceserver¥sharename
というフォーマットで入力します。AIXサーバー上のネームスペースの共用名は
default_cellです。この例では ¥¥prince¥var¥pddir¥default_cellです。

6. ［［OOKK］］をクリックします。
7. 各マネージメントコンソールで［［フファァイイルル］］→→［［ササーーババーーのの開開始始］］を選択して、
すべての InfoPrint Managerサーバーを再始動します。

8. すべてのサーバーがネームスペースを共用していることを確認します。
• InfoPrint Managerサーバーを保持しているマシンの 1つにログオンし、コマンド
プロンプトをオープンします。

• InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースを開始します。
• ［［ササーーババーー］］→→［［すすべべててののササーーババーーをを表表示示］］をクリックします。
ネームスペースを使用しているすべてのサーバーのリストが表示されるはずです。
サーバーが何も表示されない場合、サーバーを停止して、そのサーバーについてス
テップ 2で変更した設定を調べます。

InfoPrint Manager for AIXと共にLPDゲートウェイを使
用する
AIXラインプリンターデーモン（LLPPDD）を使用すると、LPDゲートウェイ経由でInfoPrint
AIXサーバーにジョブを実行依頼できます。LLPPDDは、ラインプリンター (LLPPRR)クライアン
トを使って他のオペレーティングシステムから印刷ジョブを実行依頼できるようにするサ
ブシステムです。AIX LLPPDDは受信したファイルを直接InfoPrint宛先に実行依頼し、AIX LLPPRR
クライアントで使用可能な--ooオプションをサポートします。（--ooオプションは、書式定
義やページ定義などの拡張InfoPrint印刷オプションを指定できるようにするものです。
AAIIXX印刷コマンドで-oオプションを使用する方法は、「RICOH InfoPrint Manager：
Reference」を参照してください。）

AIXシステムから LPDを介して印刷ジョブを実行依頼する

AIXシステム上でLLPPDDからジョブを実行依頼する場合は、llpprrコマンドを使用できます。こ
のコマンドは--ooオプションを受け取ります。
LLPPRRクライアントを使用して印刷ジョブを実行依頼する場合、ローカルシステム上でリ
モートキューをセットアップする必要があります。このタスクを実行するには、お手元の

InfoPrint Manager for AIXと共にLPDゲートウェイを使用する
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AIXシステムの文書を参照してください。リモートキューを定義すると、InfoPrint Manager
リモートサーバーと、その InfoPrint Managerリモートサーバー上の InfoPrint宛先 (論理宛
先または実宛先)の名前が識別されます。LLPPDDは、InfoPrint印刷スプールに対してジョブ
を実行依頼します。システムリブート時に LLPPDDサブシステムが開始し、常に使用可能に
なるように、//eettcc//iinniittttaabbファイルにこのサブシステムを指定してください。
llpprrコマンドを入力する場合、バイナリーデータまたは書式設定済みデータを指定するオ
プションを指定してください。たとえば、llpprrで --ll (小文字の LL)オプションを使用しな
ければなりません。
InfoPrint Manager AIXサーバー、または InfoPrint Managerクライアントをインストールし
た AIXサーバーから印刷する場合、InfoPrint ppddpprrコマンドを使用して、InfoPrint印刷ス
プールに直接ジョブを実行依頼する必要があります。

Linux、他のUNIXシステムからLPD経由で印刷ジョブを実行依頼する

任意の LLPPRRクライアントを使用できますが、--ooフラグで拡張InfoPrintオプションを指定可
能にする場合は必ず、LLPPRRクライアントが--ooオプションに対応するようにします。
llpprraaffppというInfoPrint LLPPRRクライアントのサンプルコードは、InfoPrint Manager for AIXで
提供されるもので、//uussrr//llpppp//ppssff//uuttiillss//llpprrディレクトリーから使用できます。こ
のディレクトリーには、UNIXプラットフォーム用のllpprraaffppクライアントのサンプルコー
ドがあります。このコードは、RREEAADDMMEEファイルの説明に従ってコンパイルされる必要が
あります。または、https://dl.ricohsoftware.com/downloads/375bc3fe-3080-401f-91c4-
2b8adb607f89からバイナリーファイルをダウンロードできます。
使用することに決めたLLPPDDサブシステムに関係なく、システムリブート時にクライアント
が開始し、常に使用可能になるように、//eettcc//iinniittttaabbファイルにこのサブシステムを
指定してください。

InfoPrint（lprafp）LPRクライアントを持つ非AIX UNIXシステムから印刷ジョ
ブを実行依頼する

AAIIXXLinux以外のUNIXシステムでInfoPrintクライアントから印刷ジョブを実行依頼するとき
は、InfoPrint ManagerサーバーとInfoPrint宛先（論理宛先または実宛先）の名前を指定して
ください。LLPPDDは、InfoPrint印刷スプールに対してジョブを実行依頼します。--AAフラグを
使用してLLPPRRシェルスクリプトを入力した場合は、llpprraaffppコマンドプログラム
（llpprraaffpp..cc）が呼び出されます。このプログラムについては、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」で説明しています。--AAフラグを使用せずにLLPPRRシェルスクリプト
を入力した場合、AIXシステムのLPコマンドが呼び出されます。このコマンドは、InfoPrint
--ooオプションをサポートしません。

WindowsシステムからLPD経由で印刷ジョブを実行依頼する

任意の LLPPRRクライアントを使用できますが、--ooフラグで拡張InfoPrintオプションを指定可
能にする場合は必ず、LLPPRRクライアントが--ooオプションに対応するようにします。
llpprraaffppというLLPPRRクライアントのサンプルコードは、リコーのWebサイトでダウンロー
ドできるように用意されています。このLLPPRRクライアントを取得してインストールするに

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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は、P. 197「Webからlprafp for Windowsをインストールおよび構成する」を参照してくだ
さい。

LLPPRRクライアントをもう1つ使用する場合は、バイナリーデータを指定するためにこのフ
ラグを指定してください。たとえば、Microsoft TCP/IP印刷LLPPDD（Windowsオペレーティン
グシステム上でのデフォルトのLLPPRR）では、このフラグは、Windowsオペレーティングシ
ステムに応じて、—Olまたは—o l（LLの小文字）オプションです。

Webからlprafp for Windowsをインストールおよび構成する

Windowsオペレーティングシステムクライアントの場合は、リコーのWebサイト（https://
dl.ricohsoftware.com/downloads/375bc3fe-3080-401f-91c4-2b8adb607f89）からllpprraaffppサ
ンプルコードパッケージを無料でダウンロードできます。

AFP Uploadを使用する
AFP Uploadは、クライアントコンポーネントPSF Upload TCP/IP DSS（InfoPrint Manager
の一部として）およびMVSホストサーバーコンポーネント（PSF for z/OSの有料の機能と
して入手可能）で構成されます。

MVSオペレーティングシステムはz/OSオペレーティングシステムとなりましたが、MVSオ
ペレーティングシステムは本プログラム全体で使用されるため、InfoPrint Managerでは引
き続きMVSオペレーティングシステムに言及します。
クライアントコンポーネントは、InfoPrint Managerサーバーの一部です。InfoPrint Manager
サーバーは、AFPファイル (または InfoPrint Managerが AFPに変換できるファイル)を受
け入れ、そのファイルを MVSサーバーに送信します。MVSサーバーはそのファイルを
JESスプールに配置します。ホストサーバープログラムは、InfoPrint Managerサーバーに
よって渡される属性 (class、destination、formsなど)が JESスプール上にデータセット
とともに記録されるようにします。MVSシステムに値を渡す方法は、P. 201「 MVSシステ
ムにAFPファイル属性を送信する」を参照してください。

ソフトウェア前提条件

TCP/IPネットワークで AFP Uploadを使用するには、以下のソフトウェア製品が必要で
す。
ホホスストトシシスステテムム
• z/OS V1R7以降
• PSF 3.4.0 for z/OS AFP Upload機能
AAIIXXシシスステテムム
• サポートされる AIXシステム
• サポートされているInfoPrint Managerバージョン

AFP Uploadを使用する
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ホストサーバープログラムに関する一般情報

ホストサーバープログラムは、PSF for z/OSの機能として購入可能な単一ロードモジュー
ルです。ホストサーバープログラムは、一度始動されると継続して実行されます。ホスト
サーバープログラムは、1つ以上のInfoPrint Managerサーバーからの接続要求を待ち、各要
求を処理するためのサブタスクを作成します。要求が完全に処理されると、サブタスクは
終了します。ホストサーバープログラムは、要求ごとに新規のサブタスクを作成します。
ホストサーバープログラムは、始動可能なアドレススペースで実行したり、ホストイニシ
エーターによって管理されるジョブとして実行したりできます。
InfoPrint Managerサーバーは、AFPデータをSYSOUTデータセットに配置するホストサー
バープログラムにAFPデータを送信します。ホストサーバープログラムは、SYSOUTデー
タセットを割り振るときに、JESのSYSOUTクラス定義用のデフォルトのスプールスペー
ス割り振りを受け入れます。
ホストサーバープログラムは、InfoPrint Managerサーバーによって渡された属性を
SYSOUTデータセットに関連付けます。これらの属性は、JCL OUTPUTステートメントパ
ラメーターと似ています。属性には、以下が含まれます。
• ADDRESS

• BUILDING

• BURST

• CLASS

• COPIES

• DATACK

• DEPARTMENT

• DESTINATION

• FORMDEF

• FORMS

• NAME

• ROOM

• TITLE

• WRITER

1. ホストサーバープログラムでは、InfoPrint Managerサーバーによって送信される AFP
データの各 AFPステートメントの前に 5A制御文字を付ける必要があります。

2. InfoPrint Managerサーバーは常に、アップロードされた各ファイルとともに DATACK
パラメーターの値を渡します。この DATACK値は、PSF for z/OSの PRINTDEVステー
トメントの DATACKパラメーターを指定変更します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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SYSPRINT DDステートメントを指定する

ホストサーバープログラムは、SYSPRINT DDステートメントによって参照されるデータ
セットに構成設定とエラーに関する情報を記録します。ホストサーバープログラムを実行
するJCLステートメントにはSYSPRINT DDステートメントを入れてください。
SYSPRINT DDステートメントがSYSOUTまたはDUMMY以外のデータセットを参照する場
合は、データセットに以下の属性が必要です。
ディレクトリーブロック:

0

レコードフォーマット:
VA

レコード長:
125

ブロックサイズ:
129

対応構成パラメーター

AIXクライアントでは、ホストサーバープログラムで必要なほとんどの情報が提供されて
います。ホストサーバープログラムの構成パラメーターはほんのわずかです。ほとんどの
場合は、以下のパラメーターのデフォルト値が適用されます。
CASE
ホストサーバープログラムがテキストのOUTPUTパラメーター値を大文字に変換するか
どうかを指定します。以下のOUTPUTパラメーターが影響を受けます。
• ADDRESS

• BUILDING

• DEPARTMENT

• NAME

• ROOM

• TITLE

CASEパラメーターは、他のOUTPUTパラメーター値には影響しません。以下のパラ
メーター値は常に大文字に変換されます。
• CLASS

• DESTINATION

• FORMDEF

• FORMS

• WRITER

AFP Uploadを使用する
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MIXED
AIXクライアントによって提供されるテキスト値を受け取ります。

ヘッダーおよびトレーラーページで印刷されるフォントで使用される一部のコード
ページには、小文字は含まれません。

UPPER

すべての英字を大文字に変換します。
PORTNUM
ホストサーバープログラムがクライアントからの接続要求を受け取るTCPポート番号を
指定します。有効な値は 1から 65535までですが、5000より大きい値をお勧めしま
す。デフォルト値は6001です。

TASN
z/OS TCP/IPアドレススペースの名前を指定します。デフォルト値はTCP/IPです。

TRACE
ホストサーバープログラムが、SYSPRINT DDステートメントで参照されるデータセッ
トに内部フローを記録するかどうかを指定します。

NONE以外のTRACE値を使用すると、パフォーマンスが低下します。IBMサービス担当
者に指示された場合だけ、NONE以外の値を指定してください。
DS
送受信されたデータと内部実行パスを記録します。

NONE

トレース情報を記録しません。ホストサーバープログラムは、構成情報および
エラー情報だけSYSPRINTデータセットに書き込みます。

NORM
内部実行パスを記録します。

構成パラメーターを指定する

ホストサーバープログラムのパラメーターと値を JCL EXECステートメントでプログラム
パラメーターとして指定します。
例：
//STEP EXEC PGM=AUPTCPS,PARM='/CASE=MIXED'
or

//STEP EXEC PGM=AUPTCPS,PARM='/CASE=MIXED,TRACE=NORM'

PARM値のフォーマット：
'run-time options/program parameter'

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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ランタイムオプションは、プログラムで使用可能なストレージ量など、プログラムの実行
環境の局面を制御します。
プログラムパラメーターはプログラムに渡されます。

PL/Iランタイムオプションを指定する

ホストサーバープログラムはPL/I言語で作成されています。ほとんどのPL/Iプログラムと同
様、実行環境の局面はランタイムオプションで制御できます。
JCL EXECステートメントでは、PARMオペランドでランタイムオプションを指定できま
す。
例：
//STEP EXEC PGM=AUPTCPS,PARM='SPAE,SPIE/CASE=MIXED'

PARM値のフォーマット：
'run-time options/program parameter'

プログラムパラメーターはプログラムに渡されます。これで、ホストサーバープログラム
は構成パラメーターを受け取ります。
PL/Iプログラム用のランタイムオプションについては、「z/OS言語環境プログラムプログ
ラミングガイド」を参照してください。

MVSシステムにAFPファイル属性を送信する

InfoPrint Managerでは、以下の2とおりのメソッドでMVSに値を指定できます。
1. P. 201「特定のInfoPrint Manager属性を使用する」
2. P. 202「 destination-pass-through属性を使用する」
CLASS値、FORMS値、および DESTINATION値の場合、どちらのメソッドでも値を指定
できます。AFP Upload and Printを使用して、BURST値のほか、これら 3つの値を送信し
たい場合、ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh属性を使用する必要があります。特定の属
性 (mmvvss--ccllaassss、mmvvss--ddeessttiinnaattiioonn、または mmvvss--ffoorrmmss)として CLASS、FORMS、
および DESTINATION属性を指定し、そのときに同じコマンドまたは実宛先に対して
BURST値を指定した場合、InfoPrint Managerは、特定の文書属性を無視し、BURST値だ
けを MVSホストプログラムに渡します。BURSTを他の 3つの値と一緒に渡すには、「P.
202「 destination-pass-through属性を使用する」」に記載されているメソッドを使用する
必要があります。

特定のInfoPrint Manager属性を使用する

MVS値にマップする一連の文書属性は、ジョブと関連付ける、ppddpprr印刷コマンドに指定
する、または実宛先に設定することによって指定できます。
次の表は、AFP Upload and Printを通じて値を MVSホストシステムに渡すのに使用できる
特定の属性を示しています。

AFP Uploadを使用する
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MVSホストシステムに値を渡す特定の InfoPrint Manager属性

MMVVSS値値 IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr属属性性
ADDRESS • aaddddrreessss11––tteexxtt=

• aaddddrreessss22––tteexxtt=
• aaddddrreessss33––tteexxtt=
• aaddddrreessss44––tteexxtt=

BUILDING bbuuiillddiinngg––tteexxtt=
CLASS • mmvvss--ccllaassss=

• (ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh=)

COPIES ccooppyy––ccoouunntt=

DATACK ddaattaa––ffiiddeelliittyy--pprroobblleemm--rreeppoorrtt=

DESTINATION • mmvvss--ddeessttiinnaattiioonn=
• (ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh=)

DEPARTMENT ddeeppaarrttmmeenntt--tteexxtt=

FORMDEF ffoorrmm--ddeeffiinniittiioonn=

FORMS • mmvvss--ffoorrmmss=
• (ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh=)

NAME nnaammee--tteexxtt=

ROOM rroooomm--tteexxtt=

TITLE ttiittllee--tteexxtt=

たとえば、004という BUILDING値と A5という ROOM値を渡すには、ppddpprr印刷コマン
ドを使用して、tteesstt11..ttiiffファイルを持つ単一のジョブの属性を渡します。
pdpr -p nome-lp -x"building-text=004 room-text=A5" test1.tif

特定の構文規則については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してくださ
い。この規則は、RICOHソフトウェア情報センター（http://help.ricohsoftware.com/
swinfocenter）から入手できます。

destination-pass-through属性を使用する

特定のInfoPrint Manager属性に一致しないMVS値のサブセットの場合は、InfoPrint Manager
では、ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh（pprriinntteerr--ppaassss--tthhrroouugghhと言われることも
あります）属性値としてMVSに値を指定できます。値は、ppddpprr印刷コマンドに指定され
るか、実宛先で設定されたジョブに関連付けることができます。MVSホストサーバープロ
グラムは、AIXクライアントによって渡された属性をSYSOUTデータセットと関連付けま
す。これらの属性は、JCL OUTPUTステートメントパラメーターと似ています。
属性には、以下が含まれます。
• BURST

• CLASS

• DESTINATION

• FORMS

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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以下の手順は、以下の構文を使用して、AFP Upload and Printを使用する MVSホストサー
バープログラムにこれらの値を渡す方法を説明しています。
-x "destination-pass-through='PASSTHRU=MVS_PARM=value'"

ここで、MVS_PARMは、BURST、CLASS、DESTINATION、および FORMSのいずれか単
独、または組み合わせです。複数の属性が渡されたときは、以下の例に示すように、各値
をコンマで区切ります。
MVS値WRITERはddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh属性で指定しておきますが、mmvvss--
ccllaassss、mmvvss--ddeessttiinnaattiioonn、またはmmvvss--ffoorrmmssの指定とは競合しません。以下の表
と例のように、MVS WRITER値を渡す構文は、その他のオプションに使用されるものとは
異なります。
以下の表は、ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh属性を使用し、AFP Upload and Print経由
でMVSホストシステムに値を渡す方法を示しています。

MVSホストシステムに値を渡すためのdestination-pass-through属性の使用法

MMVVSS値値 IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrののパパススススルルーー構構文文
BURST destination-pass-through='PASSTHRU=BURST=xxx'

CLASS destination-pass-through='PASSTHRU=CLASS=xxx'

DESTINATION destination-pass-through='PASSTHRU=DESTINATION=xxx'

FORMS destination-pass-through='PASSTHRU=FORMS=xxx'

WRITER destination-pass-through='WRITER=xxx'

例: destination-pass-through属性を使用する

最初の 2ステップの例は、初期値文書を作成し、デフォルトの論理宛先と関連付けます。
そうすると、この宛先に送信されるすべてのジョブは指定の属性を渡します。
1. 次のppddccrreeaatteeコマンドを指定し、InfoPrint AAIIXXLinuxサーバーで初期値文書

uuppllooaadd11--ddddを作成します。
pdcreate -c initial-value-document ¥

-x"destination-pass-through='WRITER=WTR1 PASSTHRU=BURST=YES,CLASS=A'"¥

nome:upload1-dd
2. 次のpdsetコマンドを指定し、初期値文書uuppllooaadd11––ddddをnnoommee--llpp論理宛先に関連付
けます。

pdset -c destination¥

-x"destination-initial-value-document=upload1-dd"¥

nome:nome-lp

2番目の例は、ppddpprrコマンドを使用し、tteesstt22..ttiiff入力ファイルを持つ単一のジョブ
に、Aのクラス、Bの形式、B205のジョブ宛先、YESのBURST値の属性を渡します。
pdpr -p nome-lp¥

-x"destination-pass-through='PASSTHRU=CLASS=A,FORMS=B,DESTINATION=B205,

AFP Uploadを使用する
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BURST=YES'"\

test2.tif

3番目の例は、pdsetコマンドを使用し、実宛先nome-adに送信されるすべてのジョブに、A
のクラス、Bの形式、YESのBURST、WWTTRR11のWRITER値の属性を渡します。
pdset ¥

-x"destination-pass-through='WRITER=WTR1 PASSTHRU=CLASS=A,FORMS=B,
BURST=YES'"\

nome:nome-ad

AFP UploadでのInfoPrint Managerコマンドを使用する

AFP Upload用AIXクライアントプログラムはInfoPrint Manager実宛先 (PSF Upload TCP/IP
DSS)として動作するため、他のInfoPrint Manager実宛先とともに使用されるコマンド経由
で制御およびモニターできます。
• PSF Upload TCP/IP実宛先をシャットダウンするには、「RICOH InfoPrint Manager：

Reference」に記載されているppddsshhuuttddoowwnnコマンドを使用します。
• PSF Upload TCP/IP実宛先に関する情報を見つけるには、ppssffssttaattコマンドを使用し
ます。

PSF Upload TCP/IP実宛先を使用して実行できるタスクは限定されています。前送り/後送
り、PSF Upload TCP/IP実宛先へのジョブの一時停止はできません。

MVSシステムホストに接続できないとき

AFP Upload and Printを通じてジョブを実行依頼した後で MVSホストで接続問題が発生し
た場合、ジョブが確実に印刷されるようにする方法は、InfoPrint Managerが接続の喪失を
検出しているかによって異なります。
InfoPrint Managerが接続の失敗を検出した場合は、PSF Upload TCP/IP論理宛先は赤くな
り、ジョブは待機中の状態になります。MVSホストプログラムへの接続を再確立した後
に、PSF Upload TCP/IP宛先を再度使用可能にします。次に、InfoPrint Managerはジョブを
再開し、印刷を続行します。
InfoPrint Managerが接続がなくなったことを検出していない場合、ジョブは待機中状態の
ままになり、印刷は［キーオペレーターが必要です］状態になります。この状態を解決して
ジョブを印刷するには、MVSホストプログラムへの接続を再度確立し、待機中状態のジョ
ブをキャンセルしてから、PSF Upload TCP/IP実宛先にジョブを再度送信します。

TCP/IPネットワークのAFP Uploadに関する問題を解決する

この章では、エラーに関する情報が記録される場所の一部について説明します。また、い
くつかの共通エラーと原因も説明します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する



1

205

エラー情報が記録される場所

このセクションでは、TCP/IPネットワークでAFP Uploadを構成および使用するときのエ
ラーに関する情報を入手するために参照すべき場所を説明します。
InfoPrint Managerの実宛先のerror.log

AFP Uploadクライアントプログラムは、InfoPrint Manager PSF Uproad TCP/IPの実宛先
として動作します。これは、InfoPrint Managerのすべての実宛先と同様に、InfoPrint
Managerの実宛先のディレクトリーにあるファイルeerrrroorr..llooggにエラーメッセージを
記録します。ディレクトリーの名前は次のようになります。

/var/psf/printername
ここで、printernameはInfoPrint Managerの実宛先の名前です。
ppssffmmssggコマンドを使用すると、任意のInfoPrint Manager PSFメッセージに関する詳細
情報を表示できます。ppssffmmssggコマンドについては、「RICOH InfoPrint Manager：
Reference」を参照してください。

MVSコンソールログ
MVSコンソールログには、ホストサーバープログラムエラーに関する情報（特に、ホ
ストサーバープログラムが、始動可能なアドレススペースで実行された場合の情報）
が記録されています。

MVS保留出力
ホストサーバープログラムが、MVSイニシエーターで管理されるジョブとして実行さ
れる場合、ジョブの保留出力を調べて、エラーに関する情報がないことを確認しま
す。ジョブ実行データセットを保留するJCL JOBステートメントでは、MSGCLASSを
使用する必要があります。

SYSPRINTデータセット
AFP Uploadホストサーバープログラムは、その構成値、ランタイムエラーに関する情
報を、SYSPRINT DDステートメントによって参照されるデータセットに記録します。
「P. 199「 SYSPRINT DDステートメントを指定する」」を参照してください。

TCP/IPネットワークを使用したAFP Uploadでの共通エラー

以下に、TCP/IPネットワークを使用した AFP Uploadを使用した場合の共通エラーを示し
ます。症症状状とその考考ええらられれるる原原因因とと解解決決法法を問題ごとに提示します。
症症状状:
MVSイニシエーターによって管理されるジョブとしてホストサーバープログラムを実行し
ます。しばらく実行すると、ホストサーバープログラムがシステムコード 522で終了しま
す。
考考ええらられれるる原原因因とと解解決決法法:
システムコード 522は、SMFPRMxx parmlibメンバーの JWTパラメーターで指定された期
間中、ジョブステップのすべてのタスクが待ち状態であったことを示しています。ただ
し、ホストサーバープログラムにファイルを送信するAFP Upload AIXクライアントが存在
しない期間は、一般的に待ち時間が長くなります。

AFP Uploadを使用する
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ホストサーバープログラムがジョブステップの待ち制限をバイパスできるように、JCL
EXECステートメントで TIME=NOLIMITを指定します。
症症状状:
印刷ファイルをエンキューするときに、ccllaassss、ddeessttiinnaattiioonn、および ffoorrmmssの値を
入力しますが、値の一部が MVS JESスプールで作成された SYSOUTデータセットに反映
されません。
考考ええらられれるる原原因因とと解解決決法法:
AIX eennqqコマンドを使用して ccllaassss、ddeessttiinnaattiioonn、および ffoorrmmssの値を指定する場
合は、-oパススルーオプションを使用する必要があります。
-oパススルーの指定は 1回のみ行い、指定する値をすべてそこに含めます。たとえば、

enq -P upload1 -o passthru=class=k,forms=std sample

このように指定するのが正しい方法です。
-oパススルーの指定を複数回行った場合は、最後の指定だけ処理されます。たとえば、

enq -P upload1 -o passthru=class=k -o passthru=forms=std sample

このような指定は正しくありません。eennqqコマンドは、ffoorrmmss値を処理しますが、
ccllaassss値を無視します。
症症状状:
アップロードする ASCIIファイルをエンキューすると、InfoPrint Manager for AIXから次の
エラーメッセージが発行されます。

0423-659:ファイル ________には、この PSF/6000インスタンスで処理できないタイプのデータ
が含まれます。たとえば、PSF/6000インスタンスはASCIIデータタイプのファイルは処理できませ
ん。

考考ええらられれるる原原因因とと解解決決法法:
アップロードする ASCIIファイルを直接エンキューすることはできません。ACIFを使用し
て、ファイルを AFPデータストリームファイルに変換する必要があります。
症症状状:
ホストサーバープログラムが、始動直後に失敗します。SYSPRINTデータセットには以下
のエラーが含まれます。

INITAPI ERROR = 10191

考考ええらられれるる原原因因とと解解決決法法:
ホストサーバープログラムが、正しくない TCP/IPアドレススペース名を参照したか、あ
るいはアドレススペース名は正しいが、そのアドレススペースが実行されていません。
ホストサーバープログラムを始動するときに TCP/IPアドレススペース名 (TASN)を指定し
なかった場合は、TCPIPが想定されます。TCP/IPアドレススペース名が TCPIPではない場
合、ホストサーバープログラムはこの INITAPIマクロエラーを記録して終了します。
ホストサーバープログラムを始動するときに TCP/IPアドレススペース名 (TASN)を指定し
たが、その名前が正しくなかった場合も、ホストサーバープログラムはこの INITAPIマク
ロエラーを記録して終了します。

1管理者の操作: InfoPrint Managerを構成する
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z/OS TCP/IPアドレススペース名については、システムプログラマーに問い合わせてくださ
い。TASN構成パラメーターを使用して、ホストサーバープログラムにその名前を指定し
ます。TASN構成パラメーターと指定方法は、P. 198「ホストサーバープログラムに関す
る一般情報」を参照してください。
症症状状:
InfoPrint Manager for AIXから次のエラーメッセージが発行されます。

0423-655: PSF/6000は、TCPポート番号 ____およびインターネットプロトコル (IP)アドレス
____で
サーバープログラムと通信できません。

考考ええらられれるる原原因因とと解解決決法法:
ホストサーバープログラムは、指定の IPアドレスと TCPポート番号で開始されていませ
ん。
IPアドレスが正しいことを確認します。ホストサーバープログラムを始動します。ホスト
サーバープログラムを始動するときに指定したPORTNUM値と実宛先のPPOORRTT nnuummbbeerr構
成パラメーターが等しいことを確認します。ホストサーバープログラムを始動するときに
PORTNUM値を指定しなかった場合は、6001が使用されます。PPOORRTTNNUUMM構成パラメー
ターの指定については、P. 198「ホストサーバープログラムに関する一般情報」を参照し
てください。PSF TCP/IPプリンターの作成については、RICOH InfoPrint Manager for
AIX：スタートガイドの「「実宛先を作成/管理する」」を参照してください。

始動可能なアドレススペースでホストサーバープログラムを実行するJCLス
テートメントを指定する

ホストサーバープログラムは、始動可能なアドレススペースで実行したり、MVSイニシ
エーターによって管理されるジョブとして実行したりできます。このセクションでは、始
動可能なアドレススペースでホストサーバープログラムを実行する方法を説明します。
JCL PROCをPROCLIBに配置し、MVS STARTコマンドでこのPROCを実行してください。
JCLは、AUPTCPSという名前のAFP Uploadサーバープログラムを実行してください。この
プログラムは、PL/I言語で作成されています。言語環境ランタイムライブラリーには
STEPLIB定義が必要です。AFP Uploadサーバープログラムに SYSPRINT DD名を割り振る
必要もあります。ホストサーバープログラムで使用するSYSPRINT DD名については、P.
199「 SYSPRINT DDステートメントを指定する」を参照してください。
MVS STARTおよび CANCELコマンドを使用すれば、ホストサーバープログラムの実行を
制御できます。ホストサーバープログラムは、MVS STOP/DISPLAYコマンドに対応または
応答しません。

ホストサーバープログラムは常に実行された状態になります。始動可能なアドレススペー
スでホストサーバープログラムを実行する場合、アドレススペースをキャンセルするまで
ホストサーバープログラムは実行されます。

AFP Uploadを使用する
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ジョブとしてホストサーバープログラムを実行するJCLステートメントを指
定する

ホストサーバープログラムは、始動可能なアドレススペースで実行したり、MVSイニシ
エーターによって管理されるジョブとして実行したりできます。このセクションでは、
MVSイニシエーターによって管理されるジョブとしてホストサーバープログラムを実行す
る方法を説明します。
JCLは、AUPTCPSという名前のAFP Uploadサーバープログラムを実行してください。この
プログラムは、PL/I言語で作成されています。言語環境ランタイムライブラリーには
STEPLIB定義が必要です。AFP Uploadサーバープログラムに SYSPRINT DD名を割り振る
必要もあります。ホストサーバープログラムで使用するSYSPRINT DD名については、P.
199「 SYSPRINT DDステートメントを指定する」を参照してください。
JCL EXECステートメントで TIME=NOLIMITを指定します。これで、ジョブ手順の待機制
限がバイパスされます。この指定がない場合、SMFPRMxx parmlibメンバーの JWTパラ
メーターで指定された時間の間すべてのタスクが待ち状態になっていると、ジョブはシス
テムコード 522で終了します。ホストサーバープログラムにファイルを送信するAFP
Upload AIXクライアントが存在しない期間は、一般的に待ち時間が長くなります。

ホストサーバープログラムは常に実行された状態になります。MVSイニシエーターによっ
て管理されるジョブとしてホストサーバープログラムを実行する場合、ジョブをキャンセ
ルするまでホストサーバープログラムは実行されます。

始動可能なアドレススペースでホストサーバープログラムを実行するJCLス
テートメントの例

以下の値の説明については、P. 207「始動可能なアドレススペースでホストサーバープロ
グラムを実行するJCLステートメントを指定する」を参照してください。

始動可能なアドレススペースでホストサーバープログラムを実行するJCLステートメント
の例
//UPLOAD PROC
//STEP EXEC PGM=AUPTCPS
//STEPLIB DD DSN=AUP.SAUPLOAD,DISP=SHR
// DD DSN=CEE.SCEERUN,DISP=SHR
//SYSPRINT DD SYSOUT=*

ジョブとしてホストサーバープログラムを実行するJCLステートメントの例

以下の値の説明については、P. 208「ジョブとしてホストサーバープログラムを実行する
JCLステートメントを指定する」を参照してください。
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ジョブとしてホストサーバープログラムを実行するJCLステートメントの例
//JOBNAME JOB ACCOUNT
//STEP EXEC PGM=AUPTCPS,TIME=NOLIMIT
//STEPLIB DD DSN=AUP.SAUPLOAD,DISP=SHR
// DD DSN=CEE.SCEERUN,DISP=SHR
//SYSPRINT DD SYSOUT=*

AFP Uploadを使用する
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2.管理者の操作:ホスト印刷を構成する
•MVS Download Receiver経由でMVSシステムからデータセットを印刷する

MVS Download Receiver経由でMVSシステムからデー
タセットを印刷する
このセクションでは、InfoPrint Managerに同梱されるMVS Download Receiverデーモンを設
定して、InfoPrint管理プリンターでMVSジョブを印刷する方法について説明します。MVS
ジョブは、IBM Print Services Facility for z/OSプログラム製品のDownload for AFP Download
Plusまたはz/OS機能がインストールされたMVSシステムから送信されます。
InfoPrint MVS Download Receiverデーモンを使用すると、MVSユーザーは、MVS JESスプー
ルからのデータセットをInfoPrint管理のプリンターで印刷できます。MVSデータセットに
は、MO:DCAデータがあります。Download for z/OSでは、PostScriptデータ、または
InfoPrintに対応する他の任意フォーマットのデータが含まれたMVSデータセットも印刷で
きます。
PSF for z/OS Download機能は、MVSシステムにある転送制御データセットを使用し、
CCLLAASSSS、FFOORRMMSS、DDEESSTT JCLパラメーターの任意の組み合わせを特定のInfoPrint Manager
サーバー上の特定のMVS Download Receiverデーモンにマッピングします。
MVSシステムで実行されるDownload for z/OSの機能やタスクについては、「PSF for z/OS:
Download for z/OSガイド」を参照してください。
PSF for z/OSAFP Download Plus機能は、特定のInfoPrint Managerサーバーで1つのMVS
Download Receiverデーモンを識別するパラメーターをPRINTDEVで使用します。MVSシス
テムで実行されるAFP Download Plusの機能やタスクについては、「PSF for z/OS: AFP
Download PlusGuide」を参照してください。

Download for z/OSの使用を準備する

以下をよく読み、MVS Downloadの用語とコンポーネントを理解してください。

Manager MVS Download Receiverを使用する理由は？

InfoPrint管理のプリンターで印刷するデータがMVSシステムにあるときは、Download for z/
OS、またはPSF for AFP Download Plusのz/OS機能、およびInfoPrint Manager MVS
Download Receiverデーモンを使用できます。PSF for z/OS機能およびInfoPrintデーモン
は、以下の操作を行います。
• 大容量ジョブ用の高速データ転送ユーティリティーを提供します。
• データ送信が中断した場合に、チェックポイントから再始動します。
• システム表示および検索機能（SDSF）とのシームレスな統合のために、MVSシステム
で別個にスプール管理とキューイングの処理をする必要はありません。

Download for z/OSおよびAFP Download Plusの機能の比較については、「Download for z/
OS Guide」を参照してください。
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MVS Download Receiverデーモンとは？

InfoPrint Managerは、1つ以上のMVSシステムからデータセットを受け取るmmvvsspprrssddとい
うデーモンを提供します。大量のデータを処理する場合は、複数のmmvvsspprrssddデーモンを
設定してMVSからのデータセットを受け取ることができます。
mmvvsspprrssddデーモンを設定するには、次のタスクを行います。
1. MVSシステムのAFPリソースがまだ使用可能になっていない場合は、リソースを

InfoPrintで使用可能な状態にします。
2. InfoPrint Managerで提供されたシェルスクリプト mmvvsspprrppssmm..sshhのデフォルトバー
ジョンまたはカスタマイズバージョンを使用します。詳しくは、P. 214「 InfoPrint
mvsprpsm.shシェルスクリプトを変更する」を参照してください。

3. ポート番号をInfoPrintManager MVS Download Receiverデーモンに割り当て、mmvvsspprrssdd
コマンドを使用してデーモンを始動します。
P. 222「mvsprsdコマンドを使用してデーモンを開始する」を参照してください。

AFPリソースを使用可能にする方法

AFP Download Plusは、必要なすべてのAFPリソースを印刷ファイルとともに送信できま
す。この場合は、AIXシステムからAFPリソースへのアクセスは不要になります。AFP
Download Plusで必要なすべてのAFPリソースを送信しないように構成されているか、
Download for z/OSが使用中の場合は、ジョブに必要なAFPリソースをAIXシステムでアクセ
ス可能にしてください。
MVSシステム上にあるAFPリソースが必要なジョブの場合は、NFS（Network File
System）のmmoouunnttコマンドを使用すると、リソースがあるMVSファイルシステムから
InfoPrint Managerが実行中のAIXシステムにアクセスできます。さもなければ、リソースを
AIXシステムに置くことができます。リソースの位置を指定するには、//uussrr//llpppp//ppdd//
bbiinnディレクトリーにあるInfoPrint Manager提供のシェルスクリプト mmvvsspprrssdd..sshhを使
用します。
指定されたメディアを、そのメディアがロードされるビンに関連付けることができます。
ページフォーマット作成支援プログラム（PPFA）を使用することで、メディア名を指定
するMO:DCAメディアマップが含まれるMVSジョブに書式定義を作成できます。書式定義
の作成方法は、「ページプリンター書式設定補助：ユーザーズガイドおよびリファレン
ス」を参照してください。

印刷オプションを InfoPrintに渡す方法

InfoPrint管理のプリンター機器での印刷用にMVSデータセットを実行依頼するMVSユー
ザーは、ジョブの詳細要件を定義するオプションを渡すことができます。InfoPrintデーモ
ンは、データセットと共にオプションを受け取り、オプションをシェルスクリプトに渡し
ます。
オプションについては、「P. 217「 mvsprsdデーモンからシェルスクリプトにパラメー
ターリストを渡す」」を参照してください。
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mvsprpsm.shシェルスクリプトが行う処理

InfoPrint Manager MVS Download Receiverシェルスクリプトは、InfoPrintの属性および値に
ダウンロードされたMVSファイルに指定された印刷オプションを変換します。シェルスク
リプトは、属性と値を渡すための--xxフラグが指定された、InfoPrint ppddpprrコマンドをビル
ドします。MVSシステムから受け取った情報とMVSファイルを受け取った日付と時刻か
ら、印刷するファイルの名前をビルドします。次に、シェルスクリプトはログファイルを
作成し、ppddpprrコマンドを出します。検査して、InfoPrint Managerがコマンドを受け取る
かどうかを決定します。InfoPrintがコマンドを受け取ると、InfoPrint Manager MVS
Download Receiverシェルスクリプトによって、ログファイルおよびMVSシステムから受け
取ったデータセットが削除されます。受け入れなかった場合は、ログとファイルは定義さ
れたファイルシステムに残ります。

mvsprpsm.shシェルスクリプトで生成されるログファイルの内容

ログファイルのファイル名は次のフォーマットになります。
jobname.dataset_name.forms_name.yyddd.log
InfoPrint Manager MVS Download Receiverシェルスクリプトで生成されるログファイルに
は、次の情報が記載されています。
• InfoPrintがMVSデータセットと印刷オプションを受け取った日付
• mmvvsspprrssddデーモンからシェルスクリプトに送信された印刷オプション
• ファイルの印刷用にシェルスクリプトで発行されたppddpprrコマンドのコピー
• ppddpprrコマンドに応答して出されたエラーメッセージ
• ppddpprrコマンドからの戻りコード

InfoPrint Managerがコマンドを受け取ると、InfoPrint Manager MVS Download Receiverシェ
ルスクリプトによって、ログファイルおよびMVSシステムから受け取ったデータセットが
削除されます。何か問題がある場合は、この動作をデバッグのときにコメント化できま
す。
ppddpprrコマンドが失敗した場合は、mvsprsdユーティリティーの--ddフラグで定義したファ
イルシステムにあるログファイルを使用できます。
• シェルスクリプトが正しいパラメーターを受け取っていることを確認します。
• ppddmmssggコマンドなどを使用してInfoPrint Managerトラブルシューティング手順に従い、

ppddpprrコマンドに生じた問題の原因を判別します。

AFP Download Plusジョブのページカウントを表示する方法

AFP Download PlusジョブのページカウントをInfoPrint Manager GUIにリストで表示可能に
する場合は、AFP Download Plusでpage-accounting-supportをオンにします。詳しくは、
「PSF for z/OS: AFP Download Plusガイド」を参照してください。

MVS Download Receiver経由でMVSシステムからデータセットを印刷する
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直接ダウンロード方式に関するパフォーマンス上の考慮事項

直直接接ダダウウンンロローードド機能を使用するときは、InfoPrint Managerサーバーでレシーバー/デーモ
ンをダウンロードするパフォーマンスが低下します。直直接接ダダウウンンロローードドのサポートは、ホ
ストから有効または無効にできます (詳しくは、AAFFPP DDoowwnnllooaadd PPlluussガイドを参照して
ください)。

有効にした場合、TCP/IP全体にわたってファイル受信の最初から最初のページが印刷され
るまで、ファイルのスループットに影響があります。また、操作中に、CPUとディスク使
用率が増加する場合があります。
メモリー使用率は影響を受けません。
直直接接ダダウウンンロローードドを使用すると、ダウンロード作業ディレクトリーに追加の一時ファイル
が生成されます。ダウンロード作業ディレクトリーが存在するファイルシステムに充分な
スペースがあることを確認する必要があります。
ダウンロード作業ディレクトリーが IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrスプール (/var/pd)と同じ
ファイルシステムにある場合、追加のファイルシステムスペースは必要ありません。
ダウンロード作業ディレクトリーが IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrスプールと別のファイルシス
テムにある場合は、2倍のデータ量に対して充分なスペースが作業ディレクトリーにある
ことを確認してください。

InfoPrint mvsprpsm.shシェルスクリプトを変更する

//uussrr//llpppp//ppdd//bbiinnディレクトリーにあるmmvvsspprrppssmm..sshhシェルスクリプトのデフォル
トバージョンを使用するか、実動印刷環境の用途に合わせてシェルスクリプトを変更でき
ます。たとえば、AIXシステムにある AFPリソースへのパスを組み込んだり、MVSシステ
ムから受信するデータセットのファイル名をシェルスクリプトが生成する方法を変更した
りできます。デフォルトのページ定義を指定することもできます。
mmvvsspprrppssmm..sshh ssccrriippttを変更するときは、コメントしたパラメーターは削除されずに、
実宛先に送信されます。たとえば、スクリプトで定義されたコピー部数用の値をコメント
化した場合は、次のとおりです。
# cop ) outputstr="$outputstr results-profile=::${optparm#=}" ;;

このスクリプトはプリンターへの元のJCLコピー数の値を渡します。シェルスクリプトの
行をコメント化せずに、パラメーターの名前を次のような値に変更します。ただし、
InfoPrintプリンターには渡しません。jjuunnkk:
cop ) jjuunnkk="$outputstr results-profile=::${optparm#=}" ;;
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• シェルスクリプトを別のディレクトリー（//vvaarr//ppddなど）にコピーし、コピーを変更
してください。そうすることで、変更後のシェルスクリプトを保守時に上書きしなく
て済みます。

• このコマンドを実行できるのは、rootユーザー権限またはInfoPrint Managerユーザーだ
けです。

mmvvsspprrppssmm..sshhシェルスクリプトおよび関連スクリプトは、AFP Download Plusや、AFP
Download Plusの複数データセット機能のサポートを追加するように変更されました。
InfoPrint Manager付属のスクリプトの代わりに使用するカスタムスクリプトが作成してあ
る場合は、AFP Download Plusを使用する前に、必ず新しいスクリプトの変更に合わせて
カスタムスクリプトを更新しておいてください。
以下の新しい機能が必要な場合だけ、カスタムスクリプト/出口の変更が必要になります。
• AFP Download Plusの複数データセット
• ppddpprr再試行カウント/再試行間隔のサポート
• アドミニストレーション/オペレーターGUIでのAFP Download Plusページカウントを表
示する

• AFP Download Plusの失敗ジョブを印刷/廃棄する
• Download for z/OS複数データセットでインラインリソースを使用する
• AFP Download Plusの複数データセットを持つセパレーターページのサポート
• 新しい--wwまたは--eeオプションの使用
いずれの機能を使用しない場合は、既存のカスタムスクリプトを使用できます。
変更を決定するには、現在提供されているサンプルスクリプト/出口と、カスタムスクリプ
ト/出口の基礎となっているサンプルスクリプト/出口を参照してください。これで、カス
タムスクリプト/出口の更新およびテストに適切な方法を識別します。

AFPリソースディレクトリーを指定する

mmvvsspprrppssmm..sshhシェルスクリプトには、次の行があります（デフォルトでコメント化され
ています）。
# NOTE: Add resource-context-xxx search paths to the pdpr options
# if necessary. For example:
#outputstr="$outputstr resource-context-font=/font/reslib"
#outputstr="$outputstr
# resource-contect-page-def=/dept123/pagedef:/acme/pagedef"

AFPリソースが入っているディレクトリーへのパスを指定するには、3行目、4行目、5行
目に示されているフォーマットを使用します。ディレクトリーを指定するときは、ポンド
記号##は使用できません。コロンで区切ると、複数のディレクトリーを指定できます。
NFS mmoouunnttコマンドを介してアクセスされるMVSファイルシステムも指定できます。
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シェルスクリプトによるファイル名の生成方法を変更する

mmvvsspprrppssmm..sshhシェルスクリプトには、次の行があり、MVSダウンロードレシーバーシェ
ルスクリプトに、シェルスクリプトが生成したファイル名でのMVSジョブIDが含まれるよ
うになります。
# Rename the downloaded file to include the MVS job id (comment out
# if this behavior is not desired)
if [ "$paopt" != "" ; then

JID=${paopt##*jobid=}
if [ "$JID" != "$paopt" ] ; then

JID=${JID%%, *}
if [ "$JID" != "" ]; then

mv $filename $JID.$filename
filename=$JID.$filename
mv $logfile $JID.$logfile
logfile=$JID.$logfile

fi
fi

fi

MVSジョブIDを含めない場合は、コメントアウトします。

MVS Download Receiverで複数プリンターを使用する

デフォルトでは、MVS Download Receiverプロセスはすべてのジョブを同じ論理プリン
ターに送信します。この論理プリンターを指定しているパラメーターで、mmvvsspprrssddデー
モンが始動します。このプリンターは、処理中は変更できません。このため、MVSジョブ
を複数のInfoPrint Managerプリンターに送信する場合は、複数のデーモンをプリンターご
とに始動します。
単一の mmvvsspprrssddデーモンプロセスがMVSジョブを異なるプリンターにルーティングする
ようにする場合は、mmvvsspprrppssmm..sshhシェルスクリプトで次の行のコメントを外すことがで
きます。
## #####################################################################
## The following code-segment should be uncommented if dynamic printer
## assignment is desired. Uncomment lines that are singly (#)
## commented. Lines with double comment (##) should remain
## commented.
##
## The MVS parameter DEST=xxxx is used to assign the logical printer
## (thereby making the MVS Download daemon's startup
## queue irrelevant).
##
## The assumption below is that the DEST passed is the actual name
## of an IPM logical destination. Note that both JES2 and JES3
## will pass the DEST in the NJE header in UPPER CASE but the
## code below will convert it to lower-case.
## #####################################################################
#####################################################
## Begin dynamic printer assignment from DEST
#####################################################
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# MVSdest=${paopt##*destination=}
# if [ "$MVSdest" != "$paopt" ] ; then
# MVSdest=${MVSdest%%,*}
# MVSdest=${MVSdest% }
# if [ "$MVSdest" != "" ] ; then
# outputstr="$outputstr mvs-destination=$MVSdest"
# paopt=${paopt##destination=$MVSdest}

##########################################################
## The following typeset converts to lower-case (-l flag)
##########################################################

# typeset -l lpname=$MVSdest
# fi
# fi
#####################################################
## End dynamic printer assignment from DEST
#####################################################

このコードのコメントを外してから、MVSオペレーターはMVS Download Receiver経由で
送信したジョブのDDEESSTT==パラメーターで、ターゲットのInfoPrint Manager論理宛先を指定
してください。
JCLの DDEESSTT==パラメーターに値を指定しないジョブを送信しようとする場合、MVS構成
はデフォルト値を代入します。この値は、通常、LOCALです。InfoPrint構成に同一名の宛先
がない場合は、ジョブは失敗し、InfoPrintは以下のメッセージを発行します。
5010-056 Cannot find object 'local' rc=1

これらのジョブが失敗しないようにするために、該当のプリンターを扱う、InfoPrint
Manager論理宛先または llooccaallという名前 (またはご使用の MVS構成のデフォルト値と
同じ小文字の名前として機能するもの)の実宛先を定義します。

デフォルトページ定義を指定する

InfoPrintを使用してMVSシステムからダウンロードした行データジョブを印刷する前に、
ページ定義が必要です。ページ定義が指定されていないと、エラーが起こります。デフォ
ルトで、シェルスクリプトに次の行があります。
pagedef ) outputstr="$outputstr page-definition$optparm" ;;
これにより、シェルスクリプトは ppaaggee--ddeeffiinniittiioonn属性の値を設定できます。
mmvvsspprrssddデーモンからシェルスクリプトに渡された値に基づきます。デーモンから渡さ
れる値は、MVSからデータセットと共にダウンロードされるオプションに応じて決まりま
す。ファイルと共にダウンロードされたページ定義指定がなかった場合にページ定義を指
定できるように、条件付き処理をシェルスクリプトに追加できます。

mvsprsdデーモンからシェルスクリプトにパラメーターリストを渡す

InfoPrintmmvvsspprrssddデーモンは、受け取った各データセットごとに、パラメーターリストを
InfoPrintManager MVS Download Receiverシェルスクリプトに渡します。パラメーターリス
トには、次の情報があります。
1. ダウンロードされたデータセットの名前。この名前のフォーマットは次のとおりで
す。
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• Download for z/OSの場合
MVS_system_name.job_name.dataset_name.forms_name.yyddd.hhmmsstABCD.PRD
コマンドの内容は、以下のとおりです。
MVS_system_name
データセットをダウンロードしたMVSシステムの名前を示します。

job_name
データセットを含むジョブの名前を示します。

dataset_name
データセットの名前を示します。

forms_name
MVS FFOORRMMSSパラメーターで識別される書式の名前を示します。

yyddd
年と、元旦から数えて何日目に当たるかを示す日数を示します。

hhmmsstABCD
時、分、秒、1/10秒、1/100秒、1/1000秒、1/100000秒の単位でデータセットを
受け取った時刻を示します。

PRD
印刷データがあるファイルのタイプを指示します。PRDは、受け取ったデータ
ファイルを識別するためにPSF for AIX、InfoPrint Manager for AIX、InfoPrint
Manager for Linux、またはInfoPrint Manager for Windowsサーバーが使用する接
尾部と、最終印刷ジョブの作成に必要な他の情報です。

• AFP Download Plusの場合：
AFPDP.MVS_system_name.fsa_name.userid.jobid.job_name.step_name.dd_name.
forms_name.ccyyddd.hhmmsstABCD.PRD

ここでは、次のようになります。
MVS_system_name
データをダウンロードしたMVSシステムの名前を指定します。

fsa_name
データセットを処理したFSAの名前を指定します。

userid
ジョブを実行依頼したユーザーのユーザーIDを指定します。

jobid
z/OSシステムによって割り当てられたジョブIDを指定します。

job_name
データセットを含むジョブの名前を示します。

step_name
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ジョブの手順の名前を指定します。
dd_name
手順内のDDDD名を指定します。

forms_name
MVS FFOORRMMSSパラメーターで識別される書式の名前を示します。

ccyyddd
西暦と年数、年間日数を指定します。

hhmmsstABCD
時、分、秒、1/10秒、1/100秒、1/1000秒、1/100000秒の単位でデータセットを
受け取った時刻を示します。

PRD
印刷データがあるファイルのタイプを指示します。PRDは、受け取ったデータ
ファイルを識別するためにPSF for AIX、InfoPrint Manager for AIX、InfoPrint
Manager for Linux、またはInfoPrint Manager for Windowsサーバーが使用する接
尾部と、最終印刷ジョブの作成に必要な他の情報です。

2. 一連のオプションと値から成る印刷オプションの文字列。オプションのリストについ
ては、P. 220「 InfoPrintManager MVS Download Receiverシェルスクリプトに渡される
印刷オプション」を参照してください。mmvvsspprrssddコマンドに--kkフラグを指定したとき
は、InfoPrintは次のフォーマットの名前を持つファイルにオプションを保管します。
• z/OSをダウンロードする場合：

MVS_system_name.job_name.dataset_name.forms_name.yyddd.hhmmsstABCD.JCL

• AFP Download Plusの場合：
AFPDP.MVS_system_name.fsa_name.userid.jobid.job_name.step_name.dd_name.
forms_name.ccyyddd.hhmmsstABCD.JCL

ここで、JJCCLLを除き、名前の中の修飾子はすべてデータセットの名前の修飾子と同じ
です。--kkフラグは、ファイルに印刷オプションが入っていることを示します。

3. 論理プリンター名。これは、デーモンの始動時に、InfoPrint mmvvsspprrssddコマンドの--qqフ
ラグで指定されているものです。

4. 空文字列。
5. 空文字列。
6. ポート番号。これは、デーモンの始動時にInfoPrint mmvvsspprrssddコマンドの--ppフラグで指
定されたポート番号です。

7. 追加スクリプトパラメーター。これは、デーモンの始動時に InfoPrint mmvvsspprrssddコマン
ドの --XXフラグで指定されたパラメーターです。

8. ゼロ以外の値（--ttフラグがmmvvsspprrssddコマンドで指定された場合）またはゼロの値
（--ttフラグが指定されなかった場合）。
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印刷オプションをInfoPrintの属性/値に変換する

次の表は、印刷オプションの文字列に入れてシェルスクリプトに渡す印刷オプションと
値、それに対応するInfoPrint属性と、そのジョブのppddpprrコマンドに使用される属性値を示
しています。
• MVSは、大文字または小文字で印刷オプション値を送信します。MVSは、大文字で、
次の表にイタリックで示されているすべての印刷オプション値（pagedef、
formdef、font1など）を送信します。その他の値は、表に示してあるように送られ
ます。

• InfoPrintでは、ほとんどの属性値が印刷オプション値から受け取った値に設定されま
す。次の表では、値はIInnffooPPrriinntt属属性性とと値値の列にイタリック体で示してあります。

InfoPrintManager MVS Download Receiverシェルスクリプトに渡される印刷オプション

シシェェルルススククリリププトトにに渡渡
すす印印刷刷オオププシショョンン

DDoowwnnllooaadd ffoorr IInnffooPPrriinnttののzz//OOSS属属性性
とと値値

IInnffooPPrriinnttののAAFFPP DDoowwnnllooaadd PPlluuss属属
性性とと値値

-oac=account "account-text=account" "account-text=account"
-oaddress1=
address1

"address1-text=address1" "address1-text=address1"

-oaddress2=
address2

"address2-text=address2" "address2-text=address2"

-oaddress3=
address3

"address3-text=address3" "address3-text=address3"

-oaddress4=
address4

"address4-text=address4" "address4-text=address4"

-obu=building "building-text=building" "building-text=building"

-occtype=a "carriage-control-type=ansi-
ebcdic"

なし（破棄）

-occtype=m "carriage-control-type=
machine"

-occtype=z "carriage-control-type=ansi-
ascii"

シェルスクリプトは、ジョブで紙送り
制御文字を使用するかどうかを確認し
ます。使用する場合は、InfoPrintは、入
力パラメーターに基づいてこの属性と
値を設定します。

-ochars=font1,
font2,font3,font4

"chars=font1,font2,font3,
font4"

なし（破棄）

-ocop=nnn "results-profile=::nnn" "results-profile=::nnn"

-odatat=af 適用外 "document-format=modca-p"

-odatat=line "document-format=line-data" 適用外
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シシェェルルススククリリププトトにに渡渡
すす印印刷刷オオププシショョンン

DDoowwnnllooaadd ffoorr IInnffooPPrriinnttののzz//OOSS属属性性
とと値値

IInnffooPPrriinnttののAAFFPP DDoowwnnllooaadd PPlluuss属属
性性とと値値

入力値がlineではない場合は、入力
値は設定されず、InfoPrintは正しい
フォーマットを見つけようとします。
InfoPrintがフォーマットを識別できな
かった場合は、InfoPrintはaasscciiii
フォーマットを採用します。

-odatac=blkchar "data-fidelity-problem-
reported=position"

"data-fidelity-problem-
reported=position"

-odatac=blkpos "data-fidelity-problem-
reported=character"

"data-fidelity-problem-
reported=character"

-odatac=block "data-fidelity-problem-
reported=none"

"data-fidelity-problem-
reported=none"

-odatac=unblock "data-fidelity-problem-
reported=all"

"data-fidelity-problem-
reported=all"

-ode=department "department-text=department" "department-text=department"

-odu=no "sides=1 plex=simplex" "sides=1 plex=simplex"

-odu=normal "sides=2 plex=simplex" "sides=2 plex=simplex"

-odu=tumble "sides=2 plex=tumble" "sides=2 plex=tumble"

-of=F1formdef "form-definition=F1formdef" "form-definition=F1formdef"
-ofileformat=
record

"new-line-option=counted-4-
octet-aligned"

なし（破棄）

-ofileformat=
stream

"new-line-option=lf"

-ofiletype=dshdr なし（破棄） "auxiliary-sheet-selection=
none"

-ofiletype=jobhdr "auxiliary-sheet-selection=
none"

-ofiletype=jobtrl "auxiliary-sheet-selection=
none"

-ofiletype=message

-ofiletype=
userdata

-oformlength=nnn.
nnn

"form-length=nnn.nnn" "form-length=nnn.nnn"

-oin=nnn "printer-pass-through=
'-obinnnn'"

"printer-pass-through=
'-obinnnn'"

-ojobn=job_name "job-name=job_name" "job-name=job_name"

-ona=name "name-text=name" "name-text=name"

-ono=nodeid "node-id-text=nodeid" "node-id-text=nodeid"
-ooffxb=nnn.nnn "x-image-shift-back=nnn.nnn" "x-image-shift-back=nnn.nnn"

-ooffxf=nnn.nnn "x-image-shift=nnn.nnn" "x-image-shift=nnn.nnn"
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シシェェルルススククリリププトトにに渡渡
すす印印刷刷オオププシショョンン

DDoowwnnllooaadd ffoorr IInnffooPPrriinnttののzz//OOSS属属性性
とと値値

IInnffooPPrriinnttののAAFFPP DDoowwnnllooaadd PPlluuss属属
性性とと値値

-ooffyb=nnn.nnn "y-image-shift-back=nnn.nnn" "y-image-shift-back=nnn.nnn"

-ooffyf=nnn.nnn "y-image-shift=nnn.nnn" "y-image-shift=nnn.nnn"

-oovlyb=overlay "overlay-back=overlay" "overlay-back=overlay"

-oovlyf=overlay "overlay-front=overlay" "overlay-front=overlay"

-opa= "printer-pass-through= "printer-pass-through=

class=output_class '-oclass=output_class' '-oclass=output_class'

destination=
destination

'-odestination=destination' '-odestination=destination'

forms=form_name '-oforms=form_name' '-oforms=form_name'

segmentid=nnn '-osegmentid=nnn'" '-osegmentid=nnn'"

-opagecount=
nnnnnnnnn

“job-page-count=nnnnnnnnn” “job-page-count=nnnnnnnnn”

-opagedef=
P1pagedef

"page-definition=P1pagedef" なし（破棄）

-opr=programmer_
name

"programmer-text=programmer_
name"

"programmer-text=programmer_
name"

-oprmode=SOSI1 "shift-out-shift-in=one" なし（破棄）
-oprmode=SOSI2 "shift-out-shift-in=two"

-ore=P240 "font-resolution=240" "font-resolution=240"

-ore=P300 "font-resolution=300" "font-resolution=300"

-oro=room "room-text=room" "room-text=room"
-osheetcount=
nnnnnnnnn

なし（破棄） なし（破棄）

-oti=title "title-text=title" "title-text=title"
-otrc=no "table-reference-characters=

false"
なし（破棄）

-otrc=yes "table-reference-characters=
true"

-ous=userid "user-id-text=userid" "user-id-text=userid"

mvsprsdコマンドを使用してデーモンを開始する

mmvvsspprrssddデーモンを始動するには、 InfoPrint Managerシステム開始時はいつも、//eettcc//
rrcc..mmvvssdd..ddaaeemmoonnssファイルでmmvvsspprrssddコマンドを組み込めます。AIXオペレーティン
グシステムの初期設定時に両ファイルが実行されます。
システム起動時に、次の手順を使用し、mmvvsspprrssddデーモンを起動します。
1. テキストエディターを使用し、/etc/rc.mvsd.daemonsファイルを開き、次の行
に移動します。

# List of MVS Download daemons to be started by rc.mvsd
#
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# The syntax of mvsprsd follows:
#
# mvsprsd [-p port] [-d file_system] [-n 1] [-x shell_script]\

[-X additional_exit_parameters] [-q destination]
# [-k] [-B] [-H host_code_page] [-L local_code_page] [-t] [-w] [-e]

2. このファイルに次のような行を追加します。
# This is a comment to document that the following command
# starts the mvsprsd daemon automatically at system startup
/usr/lpp/psf/bin/mvsprsd -p 5400 -d /files1 -d /files2 \
-x /usr/lpp/pd/bin/mvsprpsm.sh -q serv2-lp

この例では、デフォルトシェルスクリプト(mmvvsspprrppssmm..sshh)を使用し、sseerrvv22––llpp
InfoPrint Managerサーバーを指定します。

3. ファイルを保存して閉じます。
何らかの理由でデーモンが停止した場合、または異なる始動オプションをデーモンを再始
動する場合は、InfoPrintmmvvsspprrssddコマンドを使用すると、InfoPrintmmvvsspprrssddデーモンを始
動できます。このコマンドで、ダウンロードされるデータセットを保管するためのファイ
ルシステム、シェルスクリプト名、論理プリンター名、印刷オプション情報をファイルに
保管するかどうかを指定します。InfoPrint Managerがインストールされているサーバーで
デーモンを起動します。mmvvsspprrssddデーモンが操作可能になってから、Download for z/OS
を使用すると、InfoPrint Managerにジョブの送信ができます。ここで、InfoPrint
ManagerMVS Download ReceiverシェルスクリプトによってJCLキーワードと値がInfoPrint
Manager属性と値に変換され、ppddpprrコマンドが発行されます。
mmvvsspprrssddコマンドの構文とフラグ、その使用例は、「RICOH InfoPrint Manager：
Reference」またはmmvvsspprrssddmanページを参照してください。

このコマンドを実行できるのは、rootユーザー権限またはInfoPrint Managerユーザーだけ
です。

複数データセットジョブ用のDownload for z/OSサポートを使用する

Download for z/OSは、各JES SYSOUTデータセットを個別にAAIIXXLinux上のデーモンに送信
します。デフォルトでは、mmvvsspprrssddデーモンはデータセットを個別のファイルとしてス
プールします。MVSでは、ジョブには複数データセットがあります。MVS Download
Receiver複数データセットジョブサポートに合うようにインストールをカスタマイズする
ために以下の手順を使用すると、MVS Download Receiver経由でInfoPrint Managerに送信さ
れたジョブのデータセットを順に印刷できます。この印刷順序では、他のファイルが割り
込んだり、ファイル間にNPRO処理が介入したりすることなく、このデータセットのヘッ
ダーページとトレーラーページのみが1ページずつ入ります。
この結果、InfoPrint Managerでは、複数データセットが受け取られ、ACIFによって個々に
MO:DCA-Pに変換されてから、1つのファイルに結合されてスプールに入れられることが
可能になります。InfoPrint Managerは、各データセットに関連付けられている書式定義の
中にあるメディアマップ (コピーグループ)を使用して包括的なインライン書式定義を作成
し、それを結合されたファイルの先頭に挿入します。
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InfoPrint Manager for AIX上での、PSF/MVSから受け取った複数データセットジョブ印刷用
MVS Download Receiverサポートのインストール/構成で必要な操作について、以下で説明
します。

PSF/MVSとInfoPrint Manager for AIXの両方の複数データセットサポートの説
明

Download for z/OSで単一ユニットとしてジョブの複数のデータセットの印刷処理に対応す
るには、以下を実行します。
• 特別のDownload for z/OSユーザー出口15プログラム（aappssuuxx1155mm）をMVSにインス
トールします。

• AAIIXXLinuxで-n 1オプションを使用してデーモンを始動します。
AFP Download Plusで単一ユニットとしてジョブの複数のデータセットの印刷処理に対応
するには、以下を実行します。
• AFP Download PlusをAPAR OA15317とともにインストールします。
• 制御ステートメントデータセットのddaattaasseett--ggrroouuppiinnggパラメーターを「はい」に
設定します。

• AIXで-n 1オプションを使用してmmvvsspprrssddデーモンを始動します。
DDoowwnnllooaadd ffoorr zz//OOSSののPPSSFF ffoorrで提供されているサンプルユーザー出口15プログラム
（apsux15mz/OS）には、1つのパラメーターが追加され、このパラメーターによって、複
数データセットジョブに属すデータセットが識別され、特定のデータセットがジョブの中
の最初か、次か、最後のデータセットかが示されます。
-n 1オプションは、1つの子プロセスを作成することで、mmvvsspprrssddデーモンが正しい順序
でデータセットを受信したことを確認します。複数の子プロセスが作成された場合は、
Download for z/OSは、複数データセットの1つのジョブから複数のデータセットを同時に
送信する場合があります。2番目のデータセットが最初のデータセットよりも短い場合
は、最初のデータセットよりも前に受け取られて、印刷順序が乱れたり、最初のデータ
セットが印刷されていない状態になることがあります。

Download for z/OSを使用して複数データセットサポートを有効に設定し、複数のMVS
Download FSAの構成が必要な場合は、InfoPrint Managerサーバーにジョブを実行依頼して
いる各Download FSAにmmvvsspprrssddデーモンが1つ必要です。この作業をしていない状態
で、2つのDownload for z/OS FSAシステムが同時にジョブを送信すると、ジョブデータ
セットが混合し、エラーまたは誤った出力が生成される場合があります。この制限は、
AFP Download Plusには適用されません。複数のAFP Download Plus FSAを複数データセッ
トで使用可能にできます。また、複数のFSAで1つのmmvvsspprrssddデーモンを使用できます。

Download for z/OSとともに複数データセットサポートをインストールする手
順

Download for z/OSの複数データセットサポートをインストールするには、以下の操作を行
います。
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1. MVS上に、Download for z/OSユーザーExit 15プログラム（aappssuuxx1155mm）をインス
トールします。プログラムは、アセンブルし、ご利用のDownload for z/OS始動PPRROOCC
のSSTTEEPPLLIIBBで参照されるデータセットにリンクします。

2. SEND_REC_LENGTH=YESを使用してMVSでDownload for z/OSを実行します（MVS上で
Download for z/OSルーティング制御データセットに明示的に指定するか、デフォル
トで使用できるようにするかのいずれかで行います）。SEND_REC_LENGTH=NOを指定
する場合は、ACIFは一部の可変長ラインモードデータを処理できない場合がありま
す。この場合、ACIFは戻りコード 310で、入力ファイルが読み取りできない旨の
メッセージを出します。

3. mmvvsspprrppssmm..sshhサンプルシェルスクリプトは更新されているので、このシェルスク
リプトのカスタマイズバージョンがある場合は、すべて更新してください。「-x」オ
プションを使用して、mmvvsspprrssddデーモン始動時にシェルスクリプト名を次のように
指定します。

mvsprsd -n 1 -qlp -p6250 -d/mvsdl -x/mvsdl/mvsprpsm.sh
4. mmvvsspprrssddデーモンの開始時にPPAATTHH環境変数に//uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnディレクト
リーが含まれていることを確認します。//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルを使用し
て、PPAATTHHのような環境変数に対するデフォルト値を設定できます。

PATH=/usr/bin:/etc:/usr/sbin:/usr/lpp/pd/bin:/usr/lpp/psf/bin:.
各ディレクトリーは、セミコロン（;）ではなく、コロン（:）を使用して区切りま
す。その割り当ての中にスペースは入れないでください。ピリオドは現行ディレク
トリーを指定します。

5. ACIFがリソースを見つけることができることを確認します。ACIFは、//uussrr//llpppp//
ppssff//rreesslliibbディレクトリーとPPSSFFPPAATTHH環境変数で指定したディレクトリーの両
方を見つけます。次の属性を使用してリソースディレクトリーを指定する場合は、
PPSSFFPPAATTHH環境変数にもこれと同じディレクトリーを指定してください。
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ffoonntt
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--oovveerrllaayy
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ppaaggee--sseeggmmeenntt
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ppaaggee--ddeeffiinniittiioonn
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ffoorrmm--ddeeffiinniittiioonn
//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルを使用し、 PPSSFFPPAATTHHのような環境変数へのデフォ
ルト値を設定できます。

PSFPATH=/usr/xyz_corp/reslib:/usr/xyz_corp/fontlib
各ディレクトリーは、セミコロン（;）ではなく、コロン（:）を使用して区切りま
す。値にスペースを含めないでください。

6. 次の属性は、直接指定したり、初期値ジョブ、または初期値文書オブジェクトで指
定しないでください。
• ttrraannssffoorrmm--mmeessssaaggee--ffiillee--nnaammee
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ppaaggee--ddeeffiinniittiioonn
rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ppaaggee--ddeeffiinniittiioonn属性の代わりにrreessoouurrccee--ccoonntteexxtt
属性を使用できます。
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7. mvsprsdデーモン始動時に、--nn 11オプションを指定します。
mvsprsd -n 1 -qlp -p6250 -d/mvsdl -x/mvsdl/mvsprpsm.sh

このオプションで、デーモンが正確に1つの子プロセスを作成してMVSからデータ
セットを受け取るように指示します。ほとんどのお客様はシェルスクリプトを使用
して、mmvvsspprrssddデーモンを実行し、その引数を指定します。シェルスクリプトを使
用し、同じ引数でデーモンがいつも正しく始動していることを確認します。シェル
スクリプトに -n 1オプションを追加する必要があります。

AFP Download Plusとともに複数データセットサポートをインストールする
手順

AFP Download Plusの複数データセットサポートをインストールするには、以下の操作を
行います。
1. AFP Download PlusをAPAR OA15317とともにインストールします。複数データセッ
ト機能を使用可能にするには、制御ステートメントデータセットのddaattaasseett--
ggrroouuppiinnggパラメーターをははいいに設定します。AFP Download Plusをインストールす
る方法は、「Print Service Facility for z/OS: AFP Download Plus」（S550-0433）の章
AFP Download Plusのインストールを参照してください。Download forz/OS出口15プ
ログラムを使用したAFP Download Plusでの複数データセットの使用可能化はサポー
トされていません。

2. mmvvsspprrppssmm..sshhサンプルシェルスクリプトは更新されているので、このシェルスク
リプトのカスタマイズバージョンがある場合は、すべて更新してください。「-x」オ
プションを使用して、mmvvsspprrssddデーモン始動時にシェルスクリプト名を次のように
指定します。

mvsprsd -n 1 -qlp -p6250 -d/mvsdl -x/mvsdl/mvsprpsm.sh
3. mmvvsspprrssddデーモンの始動時に、PPAATTHH環境変数に //uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnディレク
トリーが含まれていることを確認します。//eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルを使用し
て、PPAATTHHのような環境変数に対するデフォルト値を設定できます。

PATH=/usr/bin:/etc:/usr/sbin:/usr/lpp/pd/bin:/usr/lpp/psf/bin:.
各ディレクトリーは、セミコロン（;）ではなく、コロン（:）を使用して区切りま
す。その割り当ての中にスペースは入れないでください。ピリオドは現行ディレク
トリーを指定します。

4. 次の属性は、直接指定したり、初期値ジョブ、または初期値文書オブジェクトで指
定しないでください。
• ttrraannssffoorrmm--mmeessssaaggee--ffiillee--nnaammee
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ppaaggee--ddeeffiinniittiioonn
rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--ppaaggee--ddeeffiinniittiioonn属性の代わりにrreessoouurrccee--ccoonntteexxtt
属性を使用できます。

5. mvsprsdデーモン始動時に、--nn 11オプションを指定します。
mvsprsd -n 1 -qlp -p6250 -d/mvsdl -x/mvsdl/mvsprpsm.sh

このオプションで、デーモンが正確に1つの子プロセスを作成してMVSからデータ
セットを受け取るように指示します。ほとんどのお客様はシェルスクリプトを使用
して、mmvvsspprrssddデーモンを実行し、その引数を指定します。シェルスクリプトを使
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用し、同じ引数でデーモンがいつも正しく始動していることを確認します。シェル
スクリプトに -n 1オプションを追加する必要があります。

複数データセットサポートの制約事項

このサポートには、以下の制限があります。
1. このソリューションは、ラインモード、混合モード、または MO:DCA-Pデータセット
にのみ適用されます。

2. AIXで mmvvsspprrssddデーモン始動時に、-n 1を指定する必要があります。このサポート
は、mmvvsspprrssddデーモンが一度に 1データセットを受け取ることを制限します。事前
に-n 1引数を指定せずに、同時に複数ファイルを受信した場合は、mmvvsspprrssddデーモン
の複数のインスタンスを（別々のポート番号を使用して）始動して通信するように
MVSで新規のMVSプリンターの構成が必要な場合があります。

3. 複数データセットジョブのすべてのデータセットを受け取って変換するには、AIXシス
テムに充分なディスクスペースがなければなりません。このソリューションを使用し
ない場合は、データセットを個々に受け取って変換できるので、少量のディスクス
ペースで済みます。

4. このソリューションでは、包括的なインライン書式定義の生成時に、次の3つのタイプ
の書式定義（FFOORRMMDDEEFF）ステートメントを作成しません。
• MSU (マップ抑止)
• PFC（表示精度コントロール）
• MFC（メディアフィニッシングコントロール）
• PEC（表示環境コントロール）
• MDR（マップデータリソース）

5. ページ定義および書式定義を除き、名前が同じで内容が異なるインラインリソースを
同一ジョブ内に持つことはできません。

6. ホストセパレーターページが使用可能な場合はjjoobb--ppaaggee--ccoouunntt属性にセパレー
ターページが含まれますが、他のジョブに関してはjjoobb--ppaaggee--ccoouunnttにセパレー
ターページは含まれません。

7. セパレーターページサポートがホストで有効になっているが、データセットにセパ
レーターページがない場合、レシーバーでは InfoPrint Managerセパレーターを使用し
てジョブが印刷されます。InfoPrint Managerセパレーターは、以下のいずれかのオプ
ションを実行して抑制できます。
• スクリプトまたは出口を変更して、aauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonnジョブ属性
を永続的に nnoonneeに設定します。

• 実宛先に関して pprriinntteerr--ssttaarrtt--sshheeeett、pprriinntteerr--sseeppaarraattoorr--sshheeeett、お
よび pprriinntteerr--eenndd--sshheeeettジョブ属性を nnoonneeに設定します。

• 論理宛先に関して aauuxxiilliiaarryy--sshheeeett--sseelleeccttiioonnジョブ属性を nnoonneeに設定
します。
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複数データセットサポートの技術的な説明

このセクションでは、複数データセットサポートの順序について説明します。
1. MVS Download Receiverデーモンは、ファイルにデータセットを受け入れます。
2. MVS DownloadReceiverデーモンがInfoPrint Managerスクリプトを起動し、このファイ
ルをスプールします。(mmvvsspprrssddの開始時に --xxオプションでこのスクリプトを指定し
ています。)

3. MVSユーザー出口15またはAFP Download Plusが複数データセットジョブの一部として
このファイルにマークを付けた場合は、サンプル出口ですぐにスプールされません。
代わりに、サンプル出口は2番目のプログラムを呼び出し、Download for z/OSからの
ファイルをMO:DCA-Pに変換するACIFを呼び出します。

4. 複数データセットジョブ内の最後のファイルが受信され、Download for z/OS用のMO:
DCA-Pに変換されると、サンプル出口ははaaffppccoonnccatプログラムを呼び出し、包括的な
インライン書式定義とすべてのMO:DCA-P文書が入ったファイルを1つ作成します。
aaffppccoonnccaattプログラムは、MVS Downloadから受信された複数のMO:DCA-Pファイル
を1つのMO:DCA-Pファイルに結合できます。包括的なインライン書式定義には、個々
のデータセットに関連付けられている書式定義のすべてにあるメディアマップ (コピー
グループ)が入っています。入力ファイルごとに要求される ffoorrmmddeeffは、出力 MO:
DCA-P文書にインラインで配置される 1つの結合 ffoorrmmddeeffにマージされます。

5. メディアマップ名が一致しない場合、aaffppccoonnccaattプログラムは固有の名前を割り当
てて、MO:DCA-Pドキュメント中の参照を更新します。

6. aaffppccoonnccaattプログラムがインラインリソースグループをマージし、ページ定義とオ
リジナルの書式定義を廃棄します。リソース名とリソースタイプが一致するリソース
は比較され、それらが同一のものであるかどうかが確認されます。

7. サンプル出口が、結合された MO:DCA-Pファイルをスプールします。

MVS Download Receiverオーファンファイルを再送信または削除する

オーファンファイルは、エラーが原因でInfoPrint Managerで処理できなかったため、AIX
ファイルシステムに残った古いファイルです。ファイル名は、次のようにMVS Download
のファイル名形式に従っています。
MVS_system_name.job_name.dataset_name.forms_name.yyddd.hhmmsstABCD.PRD.

ジョブの処理を妨げた問題を修復した後でジョブを再実行依頼するか、ファイルを削除し
てください。

オーファンファイルを再実行依頼する

--kkフラグを指定してmmvvsspprrssddデーモンを始動した場合は、InfoPrintはMVSデータセットと
共にダウンロードされた印刷オプションを保存します。デフォルトでは、InfoPrintはダウ
ンロードされたデータセットも保管します。 InfoPrintは、デーモンを始動するときに--ddフ
ラグで指定したディレクトリーのデータセットと印刷オプションファイルを両方とも保存
します。データセットおよび印刷オプションファイルのファイル名のフォーマットについ
ては、「P. 217「 mvsprsdデーモンからシェルスクリプトにパラメーターリストを渡
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す」」を参照してください。InfoPrintがジョブの処理を妨げるエラーが発生した場合は、
エラーを修復してから、ジョブを再実行依頼できます。
1. 失敗したジョブの JCLが存在する作業ディレクトリーに移動します。
2. 次のパラメーターを指定して /usr/lpp/pd/bin/mvsprpsm.shコマンドを実行します (ま
たは、シェルスクリプトを作成してコマンドを実行します)。

第1パラメーター：PRDファイル（ホストからの行データ）
第2パラメーター：JCLファイルの内容をコピーする
第3パラメーター：論理宛先名
第4パラメーター：なし（空白）
第5パラメーター：なし（空白）
第6パラメータ－：MVSPRSDポート番号
第7パラメーター：なし（空白）
第8パラメーター：0（ゼロ）

例：
#!/bin/ksh

JOB00838.SRV1.YAMASAK1.STEP1.PERFAIX.2005105.23235906438.PRD
'"-odatat=line -ofileformat=record -occ=yes -occtype=a
-ochars=GT10 -opagedef=P1V04863 -of=F10101LA -ocop=007
-odatac=unblock -ojobn=MYJOB -ous=MYNAME -oprmode=SOSI2
-otrc=yes -ono=BLDPSRV1
-opa=forms=PERFAIX,class=K,destination=LOCAL,jobid=JOBID,
OUTGRP=ONLY "' local '' '' 6001 '' 0 >>$PPID 2>>$PPID

複数データセットジョブは再実行依頼できないため、ホストから再送信してください。

MVS Download Receiver経由でMVSシステムからデータセットを印刷する
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3.管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
•変換を操作する
•変換オブジェクトとカスタムステップ（変換）サブシステムを理解する
•印刷ルールを使用する
•CPSI印刷エンジンを使用する際のPSF宛先にPCLまたはPostScriptを印刷する:使用する用

紙ビンを指定する
•PCLプリンターまたはPPDSプリンターにPSFプリンター入力を実行依頼する
•カラーおよびグレースケール印刷
•CPSI処理エンジン使用時のフォントの操作
•グローバルリソースIDを使用する
•カットシートエミュレーションを構成/使用する
•カラーマッピングテーブルソース/出力ファイルを生成/実行依頼する
•前送り/後送り用に高速プリンターをセットアップする
•InfoPrint Managerを使用して InfoPrint 5000で AFPを印刷する
•InfoPrint Managerからホットフォルダーを使用してInfoPrint 5000モデル/RICOH Pro VCシ

リーズモデルでPostScriptおよびPDFを印刷する

変換を操作する
InfoPrintでは、次のデータストリームへの変換プログラムが提供されています。
• PCL (プリンター制御言語)データストリーム
• PostScriptデータストリーム
• PDF (Portable Document Format)データストリーム
• TIFF (Tagged Image File Format)データストリーム
• JPEG (Joint Photographic Experts group)データストリーム
• GIF (Graphics Interchange Format)データストリーム
• ditroffデータストリーム
• 2バイトのASCIIとEUCデータストリーム
• 行データデータストリーム
• SAPデータ
• XMLデータ
次の変換はカラー管理もサポートします。
• Portable Document Format (PDF)

• JPEG（Joint Photographic Experts group）
• Graphics Interchange Format（グラフィック交換形式）
• TIFF（Tagged Image File Format）
変換は、入力データストリームを Advanced Function Presentation (AFP)フォーマットに変
換します。
このフォーマットのジョブを実行依頼してPSF実宛先で印刷するときは、InfoPrintは自動的
に該当の変換を起動します。生成された出力を印刷せずに、コマンド行から変換を実行す
ることもできます。これは、ジョブを後で印刷したい場合に便利です。ジョブがすでに変
換済みであると、より迅速に印刷できます。
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多くの変換にはフラグやオプションキーワードがあり、このキーワードを使って処理情報
を指定できます。フラグやオプションのリストと各変換の値は、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」または変換のmanページを参照してください。構成ファイル、環境
変数、ユーザー出口プログラムで、InfoPrintが変換を自動的に起動するときに使用する処
理情報を指定できます。また、変換を実行する時はいつも、コマンド行でフラグを入力す
る代わりに、構成ファイルや環境変数を使用することもできます。

PCL/PostScript/PDFの変換をカスタマイズする

変換構成ファイルで値を指定することで、PCL、PostScript、PDFのデータへの変換をカス
タマイズできます。P. 232「デフォルトのPCL、Postscript、PDF変換構成ファイル」で
は、InfoPrintが提供するデフォルトの構成ファイルを説明しています。これらのファイル
を変更するか、ご自分のファイルを作成できます。

デフォルトのPCL、Postscript、PDF変換構成ファイル

デデーータタスストト
リリーームム 変変換換 構構成成フファァイイルル デデーーモモンン構構成成フファァイイルル
PCL ppccll22aaffpp uussrr//llpppp//ppssff//ppccll22aaffpp//

ppccll22aaffpp..ccffgg
uussrr//llpppp//ppssff//ppccll22aaffpp//
ppccll22aaffppdd..ccffgg

PostScript ppss22aaffpp uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
ppss22aaffpp..ccffgg

uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
ppss22aaffppdd..ccffgg

PostScript ppss22aaffpp //uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
ppss22aaffpp..ccffgg

//uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
aaggssppddlldd..ccffgg

PDF ppddff22aaffpp uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
ppss22aaffpp..ccffgg

uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
ppss22aaffppdd..ccffgg

PDF ppddff22aaffpp //uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
ppss22aaffpp..ccffgg

//uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
aaggssppddlldd..ccffgg

PDF ppddff22aaffpp uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
ppss22aaffpp..ccffgg

uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//
aappppeedd..ccffgg

PostScriptとPDFの変換では、同じデフォルト構成ファイルを使用しています。

クライアント構成ファイル

P. 232「サンプルPostScriptまたはPDF構成ファイル (ps2afp.cfg)」は、PostScriptとPDF変
換用の構成ファイルを示しています。PCL変換用の構成ファイルも同様ですが、ppccll__
sseerrvveerr__ttiimmeeoouuttキーワードはありません。その結果、PCL変換では、「P. 244「変換
オプションの階層」」に説明した ppccll22aaffppコマンドの場合、コマンド行からの --ssフラ
グをサポートしません。

サンプルPostScriptまたはPDF構成ファイル (ps2afp.cfg)

# ps2afp configuration file

######################################################################
# CPSI, APPE and AGSPDL GENERAL SETTINGS

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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# KEYWORD EQUIVALENT ps2afp FLAG PURPOSE
######################################################################

port = 8251 # -P which TCP/IP port to use
appe_port = 8250 # -P which TCP/IP port to use for appe
agspdl_port = 8254 # -P which TCP/IP port to use for agspdl
server = localhost # -S which server to connect with

ps_max_memory = 96000K # -M maximum amount of memory that
# PostScript uses; the 'K' is ignored

ps_job_timeout = 9999 # -j maximum number of minutes
# to process PostScript job

ps_server_timeout = 360 # -s maximum number of minutes
# server waits between jobs

ps_document_processor = cpsi # -psproc which ps document
# processor to use

pdf_document_processor = cpsi # -pdfproc which pdf document
# processor to use

######################################################################
# CPSI SPECIFIC SETTINGS
# KEYWORD EQUIVALENT ps2afp FLAG PURPOSE
######################################################################

ps_width = 8.5i # -w width of generated image
ps_length = 11i # -l length of generated image
ps_x_offset = 0i # -x left and right margins
ps_y_offset = 0i # -y top and bottom margins
ps_resolution = 300 # -r resolution of target printer
ps_output_type = IO1_G4 # -a type of AFP image to generate
ps_imgsmall = 0.5i # default value for imgsmall
ps_linesmall = 0.5i # default value for linesmall
ps_txtsmall = 0.5i # default value for txtsmall
#ps_is = 1 # the is afp compliance flag
#ps_compress_type = jpeg-sub

# -cmp JPEG subsampled compression
# other options: jpeg, lzw

######################################################################
# APPE SPECIFIC SETTINGS
# KEYWORD EQUIVALENT ps2afp FLAG PURPOSE
######################################################################

appe_width = 8.5i # -w width of generated image
appe_length = 11i # -l length of generated image
appe_x_offset = 0i # -x left and right margins
appe_y_offset = 0i # -y top and bottom margins
appe_resolution = 300 # -r resolution of target printer
appe_output_type = IO1_G4 # -a type of AFP image to generate
#appe_is = 1 # the is afp compliance flag
#appe_compress_type = jpeg-sub

# -cmp JPEG subsampled compression
# other options: jpeg, lzw

#appe_pagetype = DOCUMENT
# type of afp structured field
# for each individual page

変換を操作する
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######################################################################
# AGSPDL SPECIFIC SETTINGS
# KEYWORD EQUIVALENT ps2afp FLAG PURPOSE
######################################################################
agspdl_output_type = IO1_G4 # -a type of AFP image to generate
agspdl_resolution = 300 # -r resolution of target printer
agspdl_width = 8.5i # -w width of generated image
agspdl_length = 11i # -l length of generated image
agspdl_is = 1 # the is afp compliance flag
#agspdl_compress_type = lzw

# -cmp JPEG subsampled compression
# other options: jpeg, jpeg-sub

#agspdl_page_size_control
# -psc page size control options
# ArtBox, BleedBox, CropBox, TrimBox

######################################################################
# APPE and CPSI

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# NOTE: Uncomment only one of the options below.

######################################################################
# APPE and CPSI

# ENABLING THE FINISHING FLAG ONLY
# If you want your users to be able to allow finishing operations,
# such as staple operations or punch operations, uncomment the
# following line.

# device_controls = finishing

######################################################################
# APPE and CPSI

# ENABLING THE PLEX COMMAND ONLY
# If you want your users to be able to choose between single-sided and
# double-sided (duplexed) output, uncomment the following line.

# device_controls = plex

######################################################################
# APPE and CPSI

# ENABLING BOTH PLEX AND FINISHING
# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output AND allow finishing
# operations, such as staple operations or punch operations,
# uncomment the following line.

# device_controls = plex,finishing

######################################################################
# APPE and CPSI

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
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# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output AND specify which paper
# tray to use, uncomment the line below and fill in the correct values:

# Replace the Xs with the number of the AFP tray (between 1 and 255).
# Replace the Zs with the appropriate values.
# Replace size with one of the supported paper sizes \
(LETTER, LEGAL, A3, A4, B4, B5, LEDGER)
# device_controls = plex,inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ), \
inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ)

######################################################################
# APPE and CPSI

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output, AND allow finishing
# operations, AND specify which paper tray to use, uncomment the line
# below and fill in the correct values:

# Replace the Xs with the number of the AFP tray (between 1 and 255).
# Replace the Zs with the appropriate values.
# Replace size with one of the supported paper sizes \
(LETTER, LEGAL, A3, A4, B4, B5, LEDGER)

# device_controls = plex,finishing, \
inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ), \
inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ)

サンプルpcl2afpクライアント構成ファイル (pcl2afp.cfg)

# pcl2afp configuration file

# KEYWORD EQUIVALENT pcl2afp FLAG PURPOSE
######################################################################

port = 8253 # -P which TCP/IP port to use
server = localhost # -S which server to connect with

pcl_max_memory = 6000K # -M maximum amount of memory that
# PCL uses; the 'K' is ignored

pcl_job_timeout = 20 # -j maximum number of minutes
# to process a PCL job

pcl_width = 8.5i # -w width of generated image
pcl_length = 11i # -l length of generated image
pcl_x_offset = 0i # -x left and right margins
pcl_y_offset = 0i # -y top and bottom margins
pcl_resolution = 300 # -r resolution of target printer
pcl_output_type = IO1_G4 # -a type of AFP image to generate

#pcl_is = 1 # -is the is afp compliance flag
#pcl_compress_type = lzw # -cmp lzw compression

# other options: jpeg, jpeg-sub

変換を操作する
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######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# NOTE: Uncomment only one of the options below.

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND ONLY
# If you want your users to be able to choose between single-sided and
# double-sided (duplexed) output, uncomment the following line.

# device_controls = plex

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output AND specify which paper
# tray to use, uncomment the line below and fill in the correct values:

# Replace the Xs with the number of the AFP tray (between 1 and 255).
# Replace the Zs with the PCL bin number (between 1 and 59).

# You can list up to 20 mappings.

# device_controls = plex,inputX=(pcl_bin=Z),inputX=(pcl_bin=Z)

構成ファイルは、変換フラグと同じキーワードを使用します。構成ファイルに指定できる
キーワードと値については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してくださ
い。

デーモン構成ファイル

PCL、PostScript、および PDFのすべての変換で、その変換を使用する前にデーモンを実
行しておく必要があります。pcl2afpdデーモンは、pcl2afp変換のPostScriptインター
プリター部分を管理するために少なくとも3つのデーモンが実行していることが必要で
す。ps2afpdデーモンは、ps2afpとpdf2afpの変換のPostScriptまたはPDF CPSIイン
タープリター部分を管理します。aappppeeddデーモンは、ppss22aaffppとppddff22aaffppの変換のPDF
APPE処理部分を管理します。aaggssppddllddデーモンは、ppss22aaffppと ppddff22aaffppの変換の
PDFおよび PostScript Artifex GhostPDL (AGSPDL)処理部分を管理します。このデーモンに
ついては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。
各デーモンは、対応する変換と同様に、構成ファイルを使用します。デーモン構成ファイ
ルは、変換構成ファイルと同じキーワード（serverを除く）と、デーモンの操作を制御
する一部のキーワードを含めることができます。デーモンのキーワードについては、
「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。

サンプルAGSPDLデーモン構成ファイル (agspdld.cfg)

# agspdld configuration file

######################################################################
# KEYWORD PURPOSE
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######################################################################

port = 8254 # which TCP/IP port to use

work_directory = /var/psf/agspdl
# directory to put work files into

log_file = /var/psf/agspdl/agspdl.log
# where to write log messages

log_size = 1024 # maximum log size in KB

ps_font_directory = /var/psf/agspdl/Resource
# list of resource files

ps_output_type = IO1_G4 # type of AFP image to generate
ps_width = 8.5i # width of generated image
ps_length = 11i # length of generated image
ps_resolution = 300 # resolution of target printer
agspdl_is = 1 # the is afp compliance flag
#agspdl_compress_type = lzw

# lzw compression
# other options: jpeg, jpeg-sub

#agspdl_page_size_control
# -psc page size control options
# ArtBox, BleedBox, CropBox, TrimBox

サンプルAPPEデーモン構成ファイル (apped.cfg)

# apped configuration file

######################################################################
# KEYWORD PURPOSE
######################################################################

port = 8250 # which TCP/IP port to use

appe_work_directory = /var/psf/appe
# directory to put APPE work files into

log_file = /var/psf/appe/apped.log
# where to write daemon log messages

log_size = 100 # maximum log size in KB

#transform_trace_file = /var/psf/appe/appeTraceFile.log
# where to write APPE transform traces
# comment out to disable tracing

#transform_trace_size = 200 # maximum trace size in KB
# use 0 to disable trace size checking

#transform_trace_level = MDFL@-1
# APPE traces level
# MMST@-1 output most trace statements
# MINT@-1 output intermediate level of tracing
# MDFL@-1 output default trace statements

#appe_fonts_path =
#list of directories where extra APPE fonts are located

変換を操作する
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appe_font_map_files = /usr/lpp/psf/appe/fontmaps/FontMapSample.cfg

appe_width = 8.5i # width of generated image
appe_length = 11i # length of generated image
appe_x_offset = 0i # left and right margins
appe_y_offset = 0i # top and bottom margins
appe_resolution = 300 # resolution of target printer
appe_output_type = IO1_G4 # type of AFP image to generate
#appe_is = 1 # the is afp compliance flag
#appe_compress_type = jpeg-sub

# JPEG subsampled compression. Other options: jpeg, lzw
#appe_pagetype = DOCUMENT

# type of afp structured field for each individual page

サンプルpcl2afpデーモン構成ファイル (pcl2afpd.cfg)

# pcl2afpd configuration file

######################################################################
# KEYWORD PURPOSE
######################################################################

port = 8253 # which TCP/IP port to use

work_directory = /var/psf/pcl2afp
# directory to put work files into

log_file = /var/psf/pcl2afp/pcl2afpd.log
# where to write log messages

log_size = 100 # maximum log size in KB

notify = root # who to notify if problems encountered
mail_command = /usr/bin/mail

# program used to send notifications

pcl_program = /usr/lpp/psf/bin/pcl6
# name of PCL interpreter program

pcl_fonts_path = /usr/lpp/psf/pcl2afp
# location of .FCO files for PCL6

pcl_max_memory = 6000K # maximum amount of memory that
# PCL uses; the 'K' is ignored

pcl_job_timeout = 20 # maximum number of minutes
# to process a PCL job

pcl_width = 8.5i # width of generated image
pcl_length = 11i # length of generated image
pcl_x_offset = 0i # left and right margins
pcl_y_offset = 0i # top and bottom margins
pcl_resolution = 300 # resolution of target printer
pcl_output_type = IO1_G4 # type of AFP image to generate

#pcl_is = 1 # -is the is afp compliance flag
#pcl_compress_type = lzw # -cmp lzw compression

# other options: jpeg, jpeg-sub
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######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# NOTE: Uncomment only one of the options below.

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND ONLY
# If you want your users to be able to choose between single-sided and
# double-sided (duplexed) output, uncomment the following line.

# device_controls = plex

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS

# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output AND specify which paper
# tray to use, uncomment the line below and fill in the correct values:

# Replace the Xs with the number of the AFP tray (between 1 and 255).
# Replace the Zs with the PCL bin number (between 1 and 59).
# You can list up to 20 mappings.

# device_controls = plex,inputX=(pcl_bin=Z),inputX=(pcl_bin=Z)

InfoPrint 4000とInfoPrint 4100プリンター向けサンプルps2afpデーモン構成ファイル
(ps2afpd.cfg)

# ps2afpd configuration file

######################################################################
# KEYWORD PURPOSE
######################################################################

port = 8251 # which TCP/IP port to use

work_directory = /var/psf/ps2afp
# directory to put work files into

log_file = /var/psf/ps2afp/ps2afpd.log
# where to write log messages

log_size = 100 # maximum log size in KB

notify = root # who to notify if problems encountered
mail_command = /usr/bin/mail

# program used to send notifications
ps_program = /usr/lpp/psf/bin/ps2afpi

# name of PostScript interpreter program
ps_init_file = /usr/lpp/psf/ps2afp/ps2afpe.ps

# name of PostScript interpreter
# initialization file

ps_files_path = /usr/lpp/psf/ps2afp :\
/usr/lpp/psf/config :\
/usr/lpp/psf/reslib

# path to search for jobInit files

変換を操作する
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ps_max_memory = 96000K # maximum amount of memory that
# PostScript uses; the 'K' is ignored

ps_job_timeout = 9999 # maximum number of minutes
# to process PostScript job

ps_server_timeout = 360 # maximum number of minutes
# server waits between jobs

ps_font_map_files = /usr/lpp/psf/ps/psfonts.map :\
/var/psf/psfonts/user.map

# list of font mapping files

ps_width = 8.5i # width of generated image
ps_length = 11i # length of generated image
ps_x_offset = 0i # left and right margins
ps_y_offset = 0i # top and bottom margins
ps_resolution = 300 # resolution of target printer
ps_output_type = IO1_G4 # type of AFP image to generate
#following three parameters will apply only if threshsmall specified
ps_imgsmall = 0.5i # default value for imgsmall
ps_linesmall = 0.5i # default value for linesmall
ps_txtsmall = 0.5i # default value for txtsmall
#ps_is = 1 # the is afp compliance flag
ps_compress_type = jpeg-sub # JPEG subsampled compression. /
Other options: jpeg, lzw

######################################################################

# Customize if desired
#pragma = jobInit 4000.ibm85lpi.tf.dt.ps; \
# jobInit 4000.ibm85lpi.ta.ps;

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# NOTE: Uncomment only one of the options below.

######################################################################

# ENABLING THE FINISHING FLAG ONLY
# If you want your users to be able to allow finishing operations,
# such as staple operations or punch operations, uncomment the
# following line.

# device_controls = finishing

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND ONLY
# If you want your users to be able to choose between single-sided and
# double-sided (duplexed) output, uncomment the following line.

# device_controls = plex

######################################################################
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# ENABLING BOTH PLEX AND FINISHING
# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output AND allow finishing
# operations, such as staple operations or punch operations,
# uncomment the following line.

# device_controls = plex,finishing

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output AND specify which paper
# tray to use, uncomment the line below and fill in the correct values:

# Replace the Xs with the number of the AFP tray (between 1 and 255).
# Replace the Zs with the appropriate values.
# Replace size with one of the supported paper sizes \
(LETTER, LEGAL, A3, A4, B4, B5, LEDGER)

# device_controls = plex,inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ), \
inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ)

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output, AND allow finishing
# operations, AND specify which paper tray to use, uncomment the line
# below and fill in the correct values:

# Replace the Xs with the number of the AFP tray (between 1 and 255).
# Replace the Zs with the appropriate values.
# Replace size with one of the supported paper sizes \
(LETTER, LEGAL, A3, A4, B4, B5, LEDGER)

# device_controls = plex,finishing,inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ), \
inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ)

カットシートIPDSプリンター向けサンプルps2afpデーモン構成ファイル (3160d.cfg)

# ps2afpd configuration file

######################################################################
# KEYWORD PURPOSE
######################################################################

port = 8252 # which TCP/IP port to use

work_directory = /var/psf/ps2afp2
# directory to put work files into

log_file = /var/psf/ps2afp2/ps2afpd.log
# where to write log messages

log_size = 100 # maximum log size in KB

notify = root # who to notify if problems encountered
mail_command = /usr/bin/mail
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# program used to send notifications

ps_program = /usr/lpp/psf/bin/ps2afpi
# name of PostScript interpreter program

ps_init_file = /usr/lpp/psf/ps2afp/ps2afpe.ps
# name of PostScript interpreter
# initialization file

ps_files_path = /usr/lpp/psf/ps2afp :\
/usr/lpp/psf/config :\
/usr/lpp/psf/reslib

# path to search for jobInit files

ps_max_memory = 96000K # maximum amount of memory that
# PostScript uses; the 'K' is ignored

ps_job_timeout = 9999 # maximum number of minutes
# to process PostScript job

ps_server_timeout = 360 # maximum number of minutes
# server waits between jobs

ps_font_map_files = /usr/lpp/psf/ps/psfonts.map :\
/var/psf/psfonts/user.map

# list of font mapping files

ps_width = 8.5i # width of generated image
ps_length = 11i # length of generated image
ps_x_offset = 0i # left and right margins
ps_y_offset = 0i # top and bottom margins
ps_resolution = 300 # resolution of target printer
ps_output_type = IO1_G4 # type of AFP image to generate
ps_compress_type = jpeg-sub # JPEG subsampled compression. \
Other options: jpeg, lzw

# Customize if desired
pragma = jobInit 2785.ibm85lpi.tf.dt.ps; \

jobInit 2785.ibm85lpi.ta.ps; \
wglRotate yes;

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# NOTE: Uncomment only one of the options below.

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND ONLY
# If you want your users to be able to choose between single-sided and
# double-sided (duplexed) output, uncomment the following line.

# device_controls = plex

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output AND specify which paper
# tray to use, uncomment the line below and fill in the correct values:
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# Replace the Xs with the number of the AFP tray (between 1 and 255).
# Replace the Zs with the appropriate values.
# Replace size with one of the supported paper sizes \
(LETTER, LEGAL, A3, A4, B4, B5, LEDGER)

# device_controls = plex,inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ), \
inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ)

PDF RIPでのパフォーマンスを向上する

PDF RIPは、それ自体の一部をパラレルで実行するように構成することでパフォーマンス
を向上させることができます。下記の変更によって、コアRIPのパフォーマンスが向上し
ます。 1つのマルチプロセッサーで複数のPDF RIPを実行することによるパフォーマンス
の向上については、P. 265「 PDFパラレルRIPを使用する」を参照してください。マルチプ
ロセッサーサーバーを使用している場合は、下の P. 243「 CPSI処理エンジンを使用した
ハイパフォーマンスPDFデーモン構成ファイルの例」で太太文文字字テキストで示されている
PDF RIPデーモン構成ファイル（ ppss22aaffppdd..ccffgg）を下記のように変更してください。

1. PDF RIPは、Adobe CPSIでのみ利用可能です。
2. InfoPrintサーバーがシングルプロセッサーの場合は、パフォーマンスが低下することが
あるため、下記の構成変更を行わないでください。

3. --pprraaggmmaa bbwwMMooddeell==bbaannddeeddおよび--pprraaggmmaa bbeeTThhrreeaadd==yyeessの両方を使用する
と、PostScript RIPのパフォーマンスは向上します。

4. 2バイトフォント（漢字印刷など）を処理している場合は、pdfParallel=noを設定して
ください。

CPSI処理エンジンを使用したハイパフォーマンスPDFデーモン構成ファイルの例
# ps2afpd configuration file

######################################################################
# KEYWORD PURPOSE
######################################################################

port = 8251 # which TCP/IP port to use

work_directory = /var/psf/ps2afp
# directory to put work files into

log_file = /var/psf/ps2afp/ps2afpd.log
# where to write log messages

log_size = 100 # maximum log size in KB

notify = root # who to notify if problems encountered
mail_command = /usr/bin/mail

# program used to send notifications
ps_program = /usr/lpp/psf/bin/ps2afpi

# name of PostScript interpreter program
ps_init_file = /usr/lpp/psf/ps2afp/ps2afpe.ps

# name of PostScript interpreter
# initialization file

ps_files_path = /usr/lpp/psf/ps2afp :\
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/usr/lpp/psf/config :\
/usr/lpp/psf/reslib

# path to search for jobInit files

ps_max_memory = 96000K # maximum amount of memory that
# PostScript uses; the 'K' is ignored

ps_job_timeout = 9999 # maximum number of minutes
# to process PostScript job

ps_server_timeout = 360 # maximum number of minutes
# server waits between jobs

ps_font_map_files = /usr/lpp/psf/ps/psfonts.map :\
/var/psf/psfonts/user.map

# list of font mapping files

ps_width = 8.5i # width of generated image
ps_length = 11i # length of generated image
ps_x_offset = 0i # left and right margins
ps_y_offset = 0i # top and bottom margins
ps_resolution = 300 # resolution of target printer
ps_output_type = IO1_G4 # type of AFP image to generate
#following three parameters will apply only if threshsmall specified
ps_imgsmall = 0.5i # default value for imgsmall
ps_linesmall = 0.5i # default value for linesmall
ps_txtsmall = 0.5i # default value for txtsmall
#ps_is = 1 # the is afp compliance flag
ps_compress_type = jpeg-sub # JPEG subsampled compression.\
Other options: jpeg, lzw
pprraaggmmaa == ppddffPPaarraalllleell==yyeess ;;¥¥

bbeeTThhrreeaadd==yyeess ;;¥¥
bbwwMMooddeell==bbaannddeedd

変換オプションの階層

InfoPrintは、PCL、PostScript、またはPDF変換プログラムが実行したときに、フラグと構
成ファイル情報を使用する階層を割り当てます。ここでは、InfoPrintがフラグと構成ファ
イル情報を使用する順序を説明します。
1. --CCフラグで指定する構成ファイルの値を含む、コマンド行で指定するすべての値で
す。
InfoPrintコマンドはフラグを左から右に処理します。同じフラグを複数回入力した場合
は、InfoPrintは最後に入力されたフラグを使用し、使用する値を判断します。たとえ
ば、次のようにコマンドを指定する場合

ps2afp -Cconfig.file -r240 -r300 myfile.ps
ppss22aaffppコマンドは、解像度300ピクセルを使用してファイルを変換します。InfoPrint
は、構成ファイル config.fileに指定されている解像度の値と1番目の --rr224400フラグ
と値を無視します。

2. 現行ディレクトリーの ppccll22aaffpp..ccffggまたは ppss22aaffpp..ccffgg構成ファイルに指定され
ている値（このファイルがある場合は、ユーザーが変換コマンドを直接入力する場
合）。印刷するジョブを実行依頼することで間接的に変換コマンドを呼び出す場合
は、InfoPrintは現行ディレクトリーの値を無視します。
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3. ホームディレクトリー中のppccll22aaffpp..ccffggまたはppss22aaffpp..ccffgg構成ファイルに指定し
た値（このファイルがある場合）。

4. 「P. 232「デフォルトのPCL、Postscript、PDF変換構成ファイル」」に示されたデ
フォルトの変換コマンド構成ファイルに指定した値。

5. 変換デーモンが始動したとき、にaappppeedd、ppccll22aaffppdd、またはps2afpdコマンドの--CC
フラグで特定されたカスタム構成ファイルに指定された値。

6. P. 232「デフォルトのPCL、Postscript、PDF変換構成ファイル」に示されたデフォル
トの変換デーモン構成ファイルに指定した値。

7. InfoPrintに組み込まれたデフォルト値。この値は、デフォルトのPostScriptまたはPDF出
力タイプがIM1非圧縮イメージであることを除き、変換デフォルトと同じです。

CPSI変換エンジンを使用する場合にps2afp変換で使用可能なステープルオプ
ション/パンチオプション

ppss22aaffpp変換を使用すると、ステープル/パンチの両方のフィニッシングオプションを指定
できます。ただし、以下を行う必要があります。
1. IPDS（Intelligent Printer Data Stream）対応のプリンターが、ステープルまたはパンチ
のフィニッシングオプションをサポートしていることを確認します。

2. PostScript入力ファイルにステープルまたはパンチの情報が含まれていることを確認し
ます。

3. キーワード finishingが ppss22aaffppdd..ccffgg構成ファイル内の ddeevviiccee__ccoonnttrroollssオプ
ションに割り当てられていることを確認します (「P. 245「ステープル/パンチオプショ
ンが指定されたサンプルPostScriptデーモン構成ファイルのセクション」」の太字の例
を参照)。

4. PostScriptを生成したアプリケーションまたはドライバーが、ppss22aaffpp変換で使用可能
なステープルまたはパンチの操作のサブセットをサポートすることを確認します。ス
テープル/パンチオプションのリストについては、P. 248「 ps2afp変換に対応するス
テープル/パンチのPostScript操作」を参照してください。

ps2afpd.cfgファイルにフィニッシングを指定する

以下に、ppss22aaffppデータストリーム変換でフィニッシング値を指定する方法を示します。
1. コマンド行から、//uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//ディレクトリーにあるppss22aaffppdd..ccffgg
ファイルにアクセスします。

2. 任意のエディターを使用し、ファイルを編集します。
3. ##EENNAABBLLIINNGG SSTTAAPPLLIINNGG OORR PPUUNNCCHH FFIINNIISSHHIINNGG OOPPTTIIOONNSS TTHHRROOUUGGHH TTHHEE

TTRRAANNSSFFOORRMMという見出しを見つけ、以下の行をコメント化しているハッシュマーク
（#）を削除します。

device_controls=finishing
4. ファイルを保存して閉じます。
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1. ddeevviiccee__ccoonnttrroollssオプションは、ビン番号とpplleexxキーワードも受け取ります。
2. pplleexxを省略した場合は、ppss22aaffpp変換で両面印刷の出力が作成されます。
3. ビン番号を省略した場合は、ppss22aaffpp変換で、最初の給紙トレイを使用することを指示
する出力が作成されます。

4. ppss22aaffpp変換で生成するステープル/パンチのオプションの使用をサポートしないプリ
ンターもあります。要求をサポートしないIPDSプリンターにステープルまたはパンチ
の操作を指定した文書を送信した場合は、InfoPrint Managerはステープルまたはパンチ
の穴なしでメッセージを発行してジョブを完了します。使用可能なステープルまたは
パンチの操作（ある場合）の決定については、使用するプリンターの使用説明書を参
照してください。

詳しい例については、ddeevviiccee__ccoonnttrroollssオプションがある、最新バージョンのInfoPrint
Managerに付属するppss22aaffppdd..ccffggファイルを参照してください。

ステープル/パンチオプションが指定されたサンプルPostScriptデーモン構成ファイルのセ
クション
# ps2afpd configuration file

# KEYWORD PURPOSE
######################################################################

port = 8251 # which TCP/IP port to use

work_directory = /var/psf/ps2afp
# directory to put work files into

log_file = /var/psf/ps2afp/ps2afpd.log
# where to write log messages

notify = root # who to notify if problems encountered
mail_command = /usr/bin/mail

# program used to send notifications
ps_program = /usr/lpp/psf/bin/ps2afpi

# name of PostScript interpreter program
ps_init_file = /usr/lpp/psf/ps2afp/ps2afpe.ps

# name of PostScript interpreter
# initialization file

ps_files_path = /usr/lpp/psf/ps2afp :\
/usr/lpp/psf/config :\
/usr/lpp/psf/reslib

# path to search for jobInit files

ps_max_memory = 96000K # maximum amount of memory that
# PostScript uses; the 'K' is ignored

ps_job_timeout = 9999 # maximum number of minutes
# to process PostScript job

ps_server_timeout = 360 # maximum number of minutes
# server waits between jobs

ps_font_map_files = /usr/lpp/psf/ps/psfonts.map :\
/var/psf/psfonts/user.map

# list of font mapping files
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ps_width = 8.5i # width of generated image
ps_length = 11i # length of generated image
ps_x_offset = 0i # left and right margins
ps_y_offset = 0i # top and bottom margins
ps_resolution = 300 # resolution of target printer
ps_output_type = IO1_G4 # type of AFP image to generate
#following three parameters will apply only if threshsmall specified
ps_imgsmall = 0.5i # default value for imgsmall
ps_linesmall = 0.5i # default value for linesmall
ps_txtsmall = 0.5i # default value for txtsmall
#ps_is = 1 # the is afp compliance flag
ps_compress_type = jpeg-sub # JPEG subsampled compression.
Other options: jpeg, lzw

######################################################################

# Customize if desired
#pragma = jobInit 4000.ibm85lpi.tf.dt.ps; \
# jobInit 4000.ibm85lpi.ta.ps;

#

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# NOTE: Uncomment only one of the options below.

######################################################################

# ENABLING THE FINISHING FLAG ONLY
# If you want your users to be able to allow finishing operations,
# such as staple operations or punch operations, uncomment the
# following line.

# device_controls = finishing

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND ONLY
# If you want your users to be able to choose between single-sided and
# double-sided (duplexed) output, uncomment the following line.

# device_controls = plex

######################################################################

# ENABLING BOTH PLEX AND FINISHING
# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output AND allow finishing
# operations, such as staple operations or punch operations,
# uncomment the following line.

# device_controls = plex,finishing

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
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# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output AND specify which paper
# tray to use, uncomment the line below and fill in the correct values:

# Replace the Xs with the number of the AFP tray (between 1 and 255).
# Replace the Zs with the appropriate values.

# device_controls = plex,inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,
color=ZZZ),inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ)

######################################################################

# ENABLING THE PLEX COMMAND AND MAPPING BINS TO TRAYS
# If you want your users to be able to both choose between single-
# sided and double-sided (duplexed) output, AND allow finishing
# operations, AND specify which paper tray to use, uncomment the line
# below and fill in the correct values:

# Replace the Xs with the number of the AFP tray (between 1 and 255).
# Replace the Zs with the appropriate values.

# device_controls = plex,finishing,inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,
color=ZZZ),inputX=(size,type=ZZZ,weight=ZZZ,color=ZZZ)

ps2afp変換に対応するステープル/パンチのPostScript操作

下記の表では、ステープルとパンチの操作に対応するためにAdvanced Function
Presentation（AFP）のMO:DCA-P構造化フィールドとトリプレットに変換された
PostScript情報のサブセットを説明しています。以下で説明される変更は、PostScript言語
に精通した人（PostScriptドライバーを作成する人など）だけ行ってください。
以下の<< /Staple 3情報は、P. 249「デフォルトのステープル位置」P. 249「追加の
PostScriptステープルの詳細」から引用した特定の例です。両方の表には、PostScriptデー
タストリームにステープル操作の追加に関する関連情報があります。
{ << /Staple 3 /StapleDetails << /Type 17 /Position 17

>> >> setpagedevice }
{ << /Staple 3 /StapleDetails << /Type 17 /Position 18

>> >> setpagedevice }

この例は、ページが縦または横の方向でも、プリンターでページの上部に2か所ステープ
ルされることを示しています。
/Staple 3

StapleDetailsディクショナリーを導入するキー。
/Type 17
後で使用するために予約された必須キー。

/Position
「P. 249「追加の PostScriptステープルの詳細」」に示す設定値を使用して、ステー
プルの配置を指定するキー。
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下記の<< /Punch 4情報は、P. 251「デフォルトのパンチ位置」、P. 251「追加の
PostScriptパンチの詳細」、P. 252「 /Pattern値のパンチ設定」から引用した特定の例で
す。3つのすべての表には、PostScriptデータストリームにステープル操作の追加に関する
関連情報があります。
{ << /Punch 4 /PunchDetails << /Type 7 /HoleType 0 /Pattern 0 /Position 1

>> >> setpagedevice }
{ << /Punch 4 /PunchDetails << /Type 7 /HoleType 0 /Pattern 0 /Position 5

>> >> setpagedevice }

この例は、ページが縦または横の方向でも、プリンターでページの左側にパンチされるこ
とを示しています。
/Punch 4

PunchDetailsディクショナリーを導入するキー。
/Type 7
後で使用するために予約された必須キー。

/Pattern 0
「P. 252「 /Pattern値のパンチ設定」」に示す設定値を使用して、デフォルトのパンチ
設定を指定するキー。

PostScriptドライバーのほとんどは、フィニッシャーは1つの特定の設定を持つ傾向が
あるので、/Pattern 0を使用します。/Pattern 0はすべてのフィニッシャーで動作しま
す。PostScriptドライバーで /Pattern 6を指定し、フィニッシャーが 2穴パンチしか
サポートしない場合、InfoPrint Managerはジョブを印刷して、フィニッシングを行わ
ないでエラーメッセージを生成します。

/Position
P. 251「追加の PostScriptパンチの詳細」に示す設定値を使用し、ステープルの配置
を指定するキー。

デフォルトのステープル位置
スステテーーププルル キキーー名名 PPoossttSSccrriippttスステテーーププルル

ステープルなし なし /Staple 0

ステープル 非対応 /Staple 3

追加の PostScriptステープルの詳細

スステテーーププルルのの詳詳細細 キキーー名名 PPoossttSSccrriippttスステテーーププルルのの詳詳細細

ステープルなし なし 縦縦長長::

/Position 0

横横長長::

/Position 0

シングル左斜め LeftDiagonal 縦縦長長::
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/Position 1

横横長長::

/Position 5

シングル左水平 LeftHorizontal 縦縦長長::

/Position 3

横横長長::

/Position 7

シングル左垂直 LeftVertical 縦縦長長::

/Position 2

横横長長::

/Position 6

シングル右斜め RightDiagonal 縦縦長長::

/Position 9

横横長長::

/Position 13

シングル右水平 RightHorizontal 縦縦長長::

/Position 11

横横長長::

/Position 15

シングル右垂直 RightVertical 縦縦長長::

/Position 10

横横長長::

/Position 14

ダブル左 DoubleLeft 縦縦長長::

/Position 4

横横長長::

/Position 8

ダブル右 DoubleRight 縦縦長長::

/Position 12

横横長長::

/Position 16
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ダブル上部 DoubleTop 縦縦長長::

/Position 317

横横長長::

/Position 18

ブックレット Booklet 縦縦長長::

/Position 20

横横長長::

/Position 20

デフォルトのパンチ位置
パパンンチチ キキーー名名 PPoossttSSccrriippttパパンンチチ

パンチなし なし /Punch 0

パンチ 非対応 /Punch 4

追加の PostScriptパンチの詳細

パパンンチチのの詳詳細細 キキーー名名 PPoossttSSccrriippttパパンンチチのの詳詳細細

パンチなし なし 縦縦長長::

/Position 0

横横長長::

/Position 0

左 PunchLeft 縦縦長長::

/Position 1

横横長長::

/Position 5

上 PunchTop 縦縦長長::

/Position 3

横横長長::

/Position 7
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右 PunchRight 縦縦長長::

/Position 2

横横長長::

/Position 6

下部 PunchButtom 縦縦長長::

/Position 4

横横長長::

/Position 8

/Pattern値のパンチ設定
パパンンチチ キキーー名名 PPoossttSSccrriippttパパンンチチのの詳詳細細

デフォルト Punch* /Pattern 0

2穴 Punch*2 /Pattern 6

3穴 Punch*3 /Pattern 5

4穴 Punch*4 /Pattern 7

CPSI変換エンジンを使用する場合にps2afp変換で使用可能なソート
PostScriptオプション

PostScriptファイルに丁合オプションがあるときは、ppss22aaffpp変換でそのキーが認識され、
結果のAFP出力の部数は丁合いがとられます。すべての PostScriptプリンターで PostScript
丁合キーがネイティブにサポートされているわけではありませんが、PSFその他のドライ
バー DSSを使用した場合、InfoPrint Managerはこの新しい変換機能を利用して PCLを作
成します。この PCLをその同じプリンターに印刷し丁合いがとられた部数を得ることがで
きます。

• 丁合機能には多くのディスクスペースが必要であるため、/var/psfで丁合用の一時
ファイルを格納するスペースを増やします。

TIFF/JPEG/GIFの変換をカスタマイズする

TIFF、JPEG、GIFデータへの変換をカスタマイズできます。
• 変換構成ファイルで値を指定します。
• 変換環境変数を設定します。
P. 253「デフォルトのTIFF、JPEG、GIF変換構成ファイル」では、InfoPrintが提供するデ
フォルトの構成ファイルを説明しています。次のファイルを修正するか、独自のファイル
を作成できます。
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デフォルトのTIFF、JPEG、GIF変換構成ファイル
デデーータタスストトリリーームム 変変換換 構構成成フファァイイルル
TIFF ttiiffff22aaffpp //uussrr//llpppp//ppssff//ttiiffff22aaffpp//ttiiffff22aaffpp..ccffgg

JPEG jjppeegg22aaffpp //uussrr//llpppp//ppssff//jjppeegg22aaffpp//jjppeegg22aaffpp..ccffgg

GIF ggiiff22aaffpp //uussrr//llpppp//ppssff//ggiiff22aaffpp//ggiiff22aaffpp..ccffgg

サンプル構成ファイル

P. 253「サンプルのTIFF構成ファイル」では、TIFF変換用構成ファイルを説明していま
す。JPEGおよび GIFの変換プログラムの構成ファイルも似ています。

サンプルのTIFF構成ファイル
a=ioca10
choice=full
cmp=g4
ms=5120
msf=0.01
nosniff=yes
noterm=yes
v=yes
pagetype=page
r=600
x=0
y=0

この構成ファイルは、コマンド行で指定した変換オプションと同じフォーマットでオプ
ションを使用します。ただし、コマンド行のオプションは、ダッシュ（-）で始まりま
す。構成ファイルで指定可能なオプションと値は、「RICOH InfoPrint Manager：
Reference」を参照してください。

変換環境変数

TIFF、JPEG、GIF変換オプションの多くには、同等の環境変数があります。環境変数は次
のフォーマットです。環境変数は次のフォーマットです。
transform_option
ここで transformは、大文字の変換コマンド名であり、optionは先頭にダッシュ (-)の
ないコマンド行オプションです。たとえば、jjppeegg22aaffpp変換の——ssccaalleeオプションに関
連する環境変数は、JJPPEEGG22AAFFPP__ssccaalleeです。環境変数として指定可能なオプションと値
は、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。

変換オプションの階層

InfoPrintは、TIFF、JPEG、GIF変換プログラムが実行したときに、オプションと構成ファ
イル情報を使用する階層を割り当てます。ここでは、InfoPrintがコマンド行オプションと
構成ファイル情報を使用する順序を説明します。

変換を操作する
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1. --CCオプションで指定する構成ファイルの値を含む、コマンド行で指定するすべての
値。
InfoPrintコマンドはオプションを左から右に処理します。同じオプションを複数回入力
した場合は、InfoPrintは最後に入力されたフラグを使用し、使用する値を判断します。
たとえば、次のコマンドを指定したとします。

tiff2afp -Cconfig.file -r240 -r300 myfile.tif
ttiiffff22aaffppコマンドは、300ピクセルの解像度を使用してファイルを変換します。
InfoPrintは、構成ファイルconfig.fileで指定されている解像度の値、最初のフラグ--
rr224400と値を無視します。

2. 「P. 253「デフォルトのTIFF、JPEG、GIF変換構成ファイル」」に示されたデフォル
トの変換コマンド構成ファイルに指定した値。

3. eexxppoorrttコマンドで設定した変換環境変数（変換コマンドを直接入力する場合）。印
刷するジョブを実行依頼することで間接的に変換コマンドを呼び出す場合は、InfoPrint
は環境変数を無視します。

4. ホームディレクトリーの..pprrooffiilleeファイルの環境変数を変換します。
5. //eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルにある変換環境変数。
6. InfoPrintに組み込まれたデフォルト値。この値は変換デフォルトと同じです。

img2afp変換をカスタマイズする

iimmgg22aaffpp変換を使用し、印刷用にカラー（FS45）イメージを単色2階調（FS10）イメー
ジに変換できます。この変換は、カラーイメージの変換に役立ち、イメージは単色できれ
いに印刷されます。iimmgg22aaffpp変換のカスタマイズは、コマンド行でオプションを指定す
ることによってのみ実行できます。InfoPrint Managerと共に出荷される他の変換とは異な
り、この変換は自動的には起動しません。代わりに、コマンド行で指定し、印刷の前に
データを前処理してください。このコマンドの構文と使用については、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」を参照してください。
iimmgg22aaffpp..ccffggファイルが作成でき、InfoPrint Managerから、プリンターのモデルに基づ
く一連のiimmgg22aaffpp..ccffgg構成ファイルが提供されます。たとえば、InfoPrint Manager for
AIXサーバーのiimmgg22aaffpp..44000000––770088ccffggファイルには、以下の設定があります。

#img2afp Infoprint 4000-708 configuration file

a=fs10
respath=.:/usr/lpp/psf/config
thresh=4000-708.ibm106lpi.ta.ps
gcorr=4000-708.ibm106lpi.tf.dt.ps
pagetype=page
v=yes
r=600

iimmgg22aaffpp..ccffggファイルは、以下の基本ルールに従います。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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1. 構成ファイルで指定された項目は、いずれもコマンド行で指定変更できます。
2. 構成ファイルの構文はattribute= valueです。
3. ハッシュマーク（#）は、行の終わりまでがコメントであることを示します。
4. すべての属性名は、コマンド行名と同じです。
5. 値を指定しないオプションの場合は、（下記参照）構成ファイルにyesを入力してくだ
さい。

#sample img2afp configuration file

v = yes #equivalent to -v flag
a = fs10 #bilevel output

コマンド行から変換を起動するには、少なくとも以下を指定してください。
• 2階調出力を示す--aa ffss1100
• 使用しているPostScriptレベル3ハーフトーンディクショナリーを指定するための--

tthhrreesshh {name}。
InfoPrint Managerで一部のプリンターをインストールするときは、サーバーで
PostScriptレベル3ハーフトーンディクショナリーが使用できるようになります。たと
えば、InfoPrint HD1-HD2、HD3-HD4、HD5-HD6、HS1、HS3、MD1-MD2、MS1. PS-
1、または PD1-PD2 4100プリンターモデルは、以下を提供します。
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppii..ttaa..ppss
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppii..ttaa..ppss
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppii..ttaa..ppss
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppii..ttaa..ppss
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppiiRRoott9900..ttaa..ppss
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppiiRRoott9900..ttaa..ppss
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppiiRRoott9900..ttaa..ppss
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppiiRRoott9900..ttaa..ppss

• 出力を 2階調にするために、グレースケールとカラーイメージをハーフトーンにす
る、グレースケールマッピングテーブルを指定するための --ggccoorrrr filename。
InfoPrint Managerで特定のプリンターをインストールするときは、PostScriptレベル3
ハーフトーンディクショナリーオプションの各種に、次のグレースケールマッピング
テーブルもインストールしてください。
たとえば、InfoPrint HS1、HD1-HD2、HD5–HD6、HS3、PS-1、または PD1-PD2 4100
プリンターモデルは、以下を提供します。
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppii..ttff..aapp..ppss -暗いハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppii..ttff..ddtt..ppss -中間ハーフ
トーン用
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– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppii..ttff..llrr..ppss -標準ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppii..ttff..aapp..ppss -暗いハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppii..ttff..ddtt..ppss -中間ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppii..ttff..llrr..ppss -標準ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppii..ttff..aapp..ppss -暗いハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppii..ttff..ddtt..ppss -中間ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppii..ttff..llrr..ppss -標準ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppii..ttff..aapp..ppss -暗いハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppii..ttff..ddtt..ppss -中間ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppii..ttff..llrr..ppss -標準ハーフ
トーン用

たとえば、InfoPrint HD3–HD4、HD5–HD6、HS2、HS3、MD1–2 MS1、PD1–PD2、
PS1、TD1-2、TD3-4、TD5-6、TS1、TS2、またはTS3 4100プリンターモデルでは、以
下が提供されています。
– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppii..ttff..aapp..ppss -暗いハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppii..ttff..ddtt..ppss -中間ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppii..ttff..llrr..ppss -標準ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppii..ttff..llss..ppss - accutoneハー
フトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppii..ttff..oocc..ppss - dark2ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppiiRRoott9900..ttff..aapp..ppss -暗い
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppiiRRoott9900..ttff..ddtt..ppss -中間
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppiiRRoott9900..ttff..llrr..ppss -標準
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppiiRRoott9900..ttff..llss..ppss -
accutoneハーフトーン用
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– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm7711llppiiRRoott9900..ttff..oocc..ppss - dark2
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppii..ttff..aapp..ppss -暗いハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppii..ttff..ddtt..ppss -中間ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppii..ttff..llrr..ppss -標準ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppii..ttff..llss..ppss - accutoneハー
フトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppii..ttff..oocc..ppss - dark2ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppiiRRoott9900..ttff..aapp..ppss -暗い
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppiiRRoott9900..ttff..ddtt..ppss -中間
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppiiRRoott9900..ttff..llrr..ppss -標準
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppiiRRoott9900..ttff..llss..ppss -
accutoneハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm8855llppiiRRoott9900..ttff..oocc..ppss - dark2
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppii..ttff..aapp..ppss -暗いハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppii..ttff..ddtt..ppss -中間ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppii..ttff..llrr..ppss -標準ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppii..ttff..llss..ppss - accutone
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppii..ttff..oocc..ppss - dark2ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppiiRRoott9900..ttff..aapp..ppss -暗い
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppiiRRoott9900..ttff..ddtt..ppss -中間
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppiiRRoott9900..ttff..llrr..ppss -標準
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppiiRRoott9900..ttff..llss..ppss -
accutoneハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm110066llppiiRRoott9900..ttff..oocc..ppss -
dark2ハーフトーン用
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– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppii..ttff..aapp..ppss -暗いハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppii..ttff..ddtt..ppss -中間ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppii..ttff..llrr..ppss -標準ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppii..ttff..llss..ppss - accutone
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppii..ttff..oocc..ppss - dark2ハーフ
トーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppiiRRoott9900..ttff..aapp..ppss -暗い
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppiiRRoott9900..ttff..ddtt..ppss -中間
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppiiRRoott9900..ttff..llrr..ppss -標準
ハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppiiRRoott9900..ttff..llss..ppss -
accutoneハーフトーン用

– //uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//44110000--mmooddeell..iibbmm114411llppiiRRoott9900..ttff..oocc..ppss -
dark2ハーフトーン用

さらに、該当するハーフトーンを選択するために --ggccoorrrrと --tthhrreesshhを使用する必要が
あります。

img2afp変換の制限

iimmgg22aaffpp変換を使用するときは、以下の制限があります。
• 純粋な IOCAデータか、または他の 2階調と互換性のある OCAによりオーバーレイさ
れた IOCAかのいずれかが含まれるジョブだけが、正しく印刷を行います。

• iimmgg22aaffppは、1ビット/スポットの CMYKデータ (FS42)のデータ変換をサポートしま
せん。

例

以下の各例では、ユーザーはモノクロプリンターでの印刷用にFS10ファイルに変換してい
るFS45イメージのAFP入力ファイルを持ち、を行っています。FS45入力ファイルを取得す
るには、ttiiffff22aaffpp、ggiiff22aaffpp、jjppeegg22aaffpp、ppddff22aaffpp、またはppss22aaffppの変換を使用
し、以下のフォーマットからイメージファイルを変換します。
InfoPrintのコマンド行からRicohプリンターに印刷するため、FS45イメージ（sampleFS45.
afp）をFS10イメージ（outFS10.afp）に変換するには、以下をコマンド行に入力します。
img2afp -a fs10 -thresh 4322.ibm106lpi.ta.ps ¥
-gcorr 4322.ibm106lpi.tf.dt.ps sampleFS45.afp -o outFS10.afp
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Ricohプリンターに、結果のFS10イメージ（outFS10.afp）を印刷するには、以下をコマン
ド行に入力します。
pdpr -p ip21-ld outFS10.afp

InfoPrintコマンド行からInfoPrint 4100–HD3/HD4 Advanced Function Printing Systemプリン
ターで印刷するため、FS45イメージ（DSC011FS45.afp）をFS10イメージ（DSC011FS10.
afp）に標準ハーフトーンで変換するには、次のようにコマンド行に入力します。
img2afp -a fs10 -thresh 4100-HD3-HD4.ibm106lpi.ta.ps -gcorr ¥
4100-HD3-HD4.ibm106lpi.tf.lr.ps DSC011FS45.afp -o DSC011FS10.afp

結果のFS10イメージ（DSC011FS10.afp）をInfoPrint 4100–HD3/HD4 Advanced Function
Printing Systemプリンターで印刷するには、次のようにコマンド行に入力します。
pdpr -p silver-ld DSC011FS10.afp

InfoPrintコマンド行からInfoPrint 4000 Advanced Function Printing Systemプリンターで印刷
するため、FS45イメージ（DSC015FS45.afp）をFS10イメージ（DSC011FS10.afp）に暗い
ハーフトーンで変換するには、次のようにコマンド行に入力します。
img2afp -a fs10 -thresh 4000.ibm106lpi.ta.ps -gcorr ¥
4000.ibm106lpi.tf.ap.ps DSC015FS45.afp -o DSC011FS10.afp

結果のFS10イメージ（DSC011FS10.afp）をInfoPrint 4000 Advanced Function Printing
Systemプリンターで印刷するには、次のようにコマンド行に入力します。
pdpr -p ip40001-ld DSC011FS10.afp

行データの変換を使用する

InfoPrint Managerには、行データをAFPデータストリームファイルに変換する行データ変
換プログラムが同梱されています。行データを変換すると、それらのデータを高速 AFPプ
リンターで印刷できます。

行データについて

以降のセクションを熟読して、行データの用語を理解してください。

lliinnee22aaffppコマンドはaacciiffコマンドへリンクされるため、この章ではACIFについても触
れます。この変換を使ってエラーが起きた場合には、ACIFに言及したエラーメッセージ
が表示されることもあります。ACIFコマンドについては、「ACIF User's Guide」を参照し
てください。

行データとは

行データとは、不定様式データで、フォント変更やページ区切りなどを作成する制御文字
がわずかにあるか、全く含まれないデータです。行データは通常、アプリケーションプロ
グラムによって作成されます。たとえば、あるアプリケーションでは、口座の日次残高を
示す行データが入った預金残高証明書が生成されます。
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InfoPrintの行データ変換使用すると、InfoPrint管理プリンターでの印刷用ページ定義と書式
定義を使用し、次の種類のデータをフォーマットできます。
• 組み込み制御文字としては改行文字しか入っていない 1バイト ASCIIデータ。
• ANSI紙送り制御文字かテーブル参照文字、またはその両方が入っている 1バイト

ASCIIデータ。
• aasscciiiinnppまたはaasscciiiinnppeeユーザー出口プログラムを指定した場合に、紙送り制御文
字と用紙送り制御文字が入っているシングルバイトASCIIデータ。

行データジョブを変換する場合は、ページ定義と書式定義を指定しなければなりません。

1. Proprinter ASCIIがあるファイルを印刷するときは、行データ変換は使用できません。
2. 認められていないキーワードやサポートされていないキーワードを lliinnee22aaffppコマン
ドが処理したとき、lliinnee22aaffppはメッセージを出し、そのキーワードを無視し、残り
のキーワードがあればそれらのキーワードの処理を続けます。その処理が終わった
ら、lliinnee22aaffppコマンドは処理を停止します。

3. InfoPrintを使用すると、ページ定義なしで、DBCS ASCIIデータとDBCS EUCデータを変
換または印刷できます。「RICOH InfoPrint Manager：Reference」またはdb2afpman
ページを参照してください。

ANSIとプリンター紙送り制御

多くの環境（IBMのメインフレームやモバイルデバイスを含む）では、通常、印刷可能
データには紙送り制御文字があります。紙送り制御文字は垂直タブコマンドとして機能
し、用紙を新しいページの開始位置に位置付けたり、ページ上の指定された行に位置付け
たり、次の行へのスキップを制御したりします。紙送り制御文字は、ANSI紙送り制御文字
またはマシン紙送り制御文字の2つのタイプを使用できます。

ANSI紙送り制御文字

最も一般的な紙送り制御文字はANSIであり、印刷行の接頭部である1文字で構成されま
す。標準的なANSI文字は次のとおりです。
ANSI
Action

スペース
1行送り（シングルスペース）を実行し、印刷します。

0
2行送り（ダブルスペース）を実行し、印刷します。

-
3行送り（ダブルスペース）を実行し、印刷します。

+
行送りを実行しないで印刷する

1
チャネル1（規則上では用紙の最上部）までスキップする
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2-9
ページ上のハードウェア的に定義された位置までスキップする

A、B、C
垂直タブレコードまたはFCB（用紙制御バッファー）によって定義される

すべての ANSI制御文字は、行が印刷される前に、必要な前送りおよび後送りを行いま
す。lliinnee22aaffppコマンドのキーワードと値を使用すると、ANSI制御文字をEBCDIC
（cctype=a）またはASCII（cctype=z）でエンコードできます。

マシン紙送り制御文字

マシン紙送り制御文字は元来、InfoPrintプリンター用の実ハードウェア制御コマンドでし
たが、現在はInfoPrint以外のシステムでもよく使用されています。コンピューター制御文
字はリテラル値であり、記号ではありません。コンピューター制御文字は、どのエンコー
ド方式でも文字で表現されないため、変換できません。一般的なコンピューター制御文字
は次のとおりです。
Machine
アクション
X'09'
行を印刷し、1行送り（シングルスペース）を実行する

X'11'
行を印刷し、2行送り（ダブルスペース）を実行する

X'19'
行を印刷し、3行送り（トリプルスペース）を実行する

X'01'
行を印刷する（行送りを実行しない）

X'0B'
即時に1行送りを実行する（印刷しない）

X'89'
行を印刷してから、チャネル1（規則上では用紙の上端）までスキップする

X'8B'
即時にチャネル 1までスキップする (印刷しない)

コンピューター制御文字を使用すると、必要な前送り/後送りが実行される前に印刷が制御
されます。ANSI以外にも多くのコンピューター制御コマンドがあります。紙送り制御文字
は、ファイルに存在する場合がありますが、使用する場合は、ファイルの各レコードに紙
送り制御文字を含めてください。ファイルに紙送り制御文字がある場合でも、 lliinnee22aaffpp
コマンドキーワードおよび値 cc=noを指定した場合、紙送り制御文字は印刷文字として
扱われます。紙送り制御文字を指定しなかった場合、ファイルは 1行送りが指定されたも
のとして印刷されます。
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可変長ファイルと固定長ファイル

行データ変換プログラムは、ファイルを変換するために、ファイルに関する2つのことを
認識する必要があります。
• 個々の印刷レコードの長さ
• 使用する紙送り制御文字の種類
一部のファイルには、各レコードにレコードの長さを記述する情報があり、可変長ファイ
ルと呼びます。その他のファイルでは、外部で長さの定義が必要になります。これらを固
定長ファイルと呼びます。
長さ情報がある接頭部を使用した可変長/固定長ファイルの場合は、MO:DCA-P構造化
フィールドは特殊なケースとして扱われます。すべての構造化フィールドは、自己識別
フィールドで、カスタムの長さがあります。このフィールドは、正しく解釈するための長
さ接頭部を含む必要はなく、構造化フィールドの長さと一致する長さ接頭部があれば、正
しく処理されます。

可変長ファイル

可変長ファイルは、長さの接頭部を使用する、つまり、そのファイルにあるレコードの長
さを識別する接頭部を持つことができます。レコードごとに、レコードの長さを示す2バ
イトフィールドがあります。レコードに長さ情報を入れる場合、その長さ情報は各レコー
ドの接頭部になり、2バイトの長さ接頭部を含む 16ビットの 2進数でなければなりませ
ん。長さの情報が入っている接頭部の付いたファイルを識別するには、fileformat=
recordというキーワードと値を使用します。
可変長ファイルは、長さ情報が入った接頭部を使用せずに、レコードの終わりを示す区切
り記号または区切り文字を使用している場合もあります。区切り文字までのすべてのバイ
ト (区切り文字は含まない)がレコードの部分と見なされます。デフォルトの区切り文字は
X'0A'です。ファイルがEBCDICエンコード方式を使用している場合は、デフォルトの改行
文字はX'25'です。レコード境界を示すのに改行を使用しているファイルを指定するには、
fileformat=streamというキーワードと値を使用します。
InfoPrintが使用する明示的な改行文字を指定すると、レコードを区切ることができます。
これは、ffiilleeffoorrmmaattキーワードのサブパラメーターとして指定されます。たとえば、
ffiilleeffoorrmmaatt==ssttrreeaamm,,（（nneewwlliinnee==CCRRLLFF,,AASSCCIIII））のように指定します。詳しくは、
「RICOH InfoPrint Manager：Reference」にあるlliinnee22aaffppコマンドの説明を参照してく
ださい。
明示的に改行文字を指定しない場合は、InfoPrintは最初の6バイトを読み取り、ASCII文字
（X'00'からX'7F'までのコードポイント）についてテストし、ファイルにASCIIまたは
EBCDICのエンコーディングを決定します。非ASCII文字が何も見つからなかった場合は、
行データ変換プログラムはファイルがASCIIの改行文字X'0A'を使用していると見なしま
す。それ以外は、変換は、ファイルがEBCDIC改行文字X'25'を使用していると見なしま
す。入力ファイルによって行データ変換が間違った方向へ導かれる可能性があるため、file
formatキーワードにnewlineを指定し、正しい文字をInfoPrintが確実に使用するようにして
ください。

固定長ファイル

固定長ファイルには、すべて同じ長さのレコードがあります。レコードの長さを示すその
他のセパレーター、接頭部、または自己識別情報は存在しません。ユーザーがレコード長
を知り、fileformat=record,nnnというキーワードと値を使用してください。ここで、
nnnは、1レコードの長さを表します。
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imageoutキーワードが処理に及ぼす影響

lliinnee22aaffppimageout=iocaキーワードと値が指定されている場合（デフォルト）、行
データ変換では、入力ファイル、オーバーレイ、ページセグメントの中のイメージフォー
マット（IM1）は、圧縮されていないIOCA形式に変換されます。圧縮されていない IOCA
イメージは、IM1イメージよりもかなり多くのバイト数を使用し、より多くの時間を変換
に要することがあります (特に、陰影や、パターンが付いたエリアの場合)。IOCAは、イ
メージデータのMO:DCA-P規格であり、一部のデータストリーム受信者に必要ですが、
IOCAデータを使用しない製品もあります。ただし、リコーのすべてのソフトウェア製品で
は、IM1イメージデータと同様にIOCAデータが使用できます。
IOCAイメージの特定要件がない場合は、imageout=asisを指定することを推奨します。

行データ変換をカスタマイズする

InfoPrintでは、行データ変換のカスタマイズに役立つサンプルのプログラミング出口が提
供されています。プログラミング出口の使用はオプションです。出口プログラムの名前は
inpexit, outexit、resexitキーワードで指定します。各キーワードについては、
「RICOH InfoPrint Manager：Reference」またはline2afpmanページを参照してくださ
い。InfoPrintのサンプルユーザー出口、または独自のユーザー出口を使用し、着信データ
ストリームをあるコードページから別のコードページに変変換換すするる場場合合はは、、INPCCSIDパラ
メーターは、着信データストリームのコードページを示します。OOUUTTCCCCSSIIDDパラメーター
は、UCONVによる出力のコードページを示します。

ICONVを使用するユーザー出口プログラムを作成した場合は、代わりに UCONVを使用す
るようにそのプログラムを変更する必要があります。詳しくは、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」を参照してください。
InfoPrintには、以下のサンプル出口が用意されています。
/usr/lpp/psf/acif/apkinp.c
入力レコード出口

/usr/lpp/psf/acif/apkout.c
出力レコード出口

/usr/lpp/psf/acif/apkres.c
リソース出口

また、InfoPrintでは、次のユーザー入力レコード出口で、行データのデータストリームを
変換します。
/usr/lpp/psf/acif/apka2e.c

ASCIIストリームデータを EBCDICストリームデータに変換します。

デフォルトの変換は、コードページ805からコードページ037です。iinnppccccssiiddおよび
oouuttccccssiiddパラメーターを指定して、デフォルトを指定変更できます。

/usr/lpp/psf/acif/asciinp.c

変換を操作する
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復帰文字と用紙送り文字が入っている不定様式 ASCIIデータを ANSI紙送り制御文字が
入っているレコードフォーマットに変換します。この出口は、ANSI紙送り制御文字を
レコードごとにバイト 0でエンコードします。

/usr/lpp/psf/acif/asciinpe.c
不定様式のASCIIデータをaasscciiiinnpp..ccが行うようなレコードフォーマットに変換し、
ASCIIストリームデータをEBCDIC1ストリームデータに変換します。

/usr/lpp/psf/acif/dbblank

以下の場合に、ブランクを入力レコードの末尾に追加することで、z/OSスプールから
ダウンロードされたEBCDIC 2バイト行データを処理します。
1. レコードの最後のバイトがブランク（EBCIDICのx'40'）である。
2. 最後から 2番目のバイトがブランクではなないい。
3. 入力レコードは、構造化フィールドではなく、行データです。
また、この出口は、ブランクが追加されるとレコード長を 1で更新します。この出口
では、データがDBCSかどうかは判別されません。そのため、単一のブランクで終了す
るすべての入力レコードに対して、この処理が行われます。この出口では、入力デー
タも出力データもEBCIDICであることが前提となります。言い換えれば、この出口は
コードページ変換を行行わわずず、必要に応じて単にブランクを追加するだけです。

1. この出口は、ブランクが切り捨てられた2バイトデータまたは1バイトと2バイトの
混合データでスプールファイルが構成されている場合だけ使用することを目的とし
ています。別のタイプのデータファイルにブランクを追加すると、ページ定義の
コード化方法によって、フォーマットエラーが発生することがあります。

2. この出口は、単単一一の末尾ブランクのみを検査します。そのため、それ以外の数の奇
数ブランクがデータに入っている場合、正しいフォントでデータがフォーマットさ
れていることを確認するのは、ユーザーの作業となります。

すべての行データ変換出口プログラム用に、次の C言語ヘッダーファイルも使用されま
す。
• //uussrr//llpppp//ppssff//aacciiff//aappkkeexxiittss..hh
行データ変換ユーザー出口用に、次のビルド規則も使用されます。
• //uussrr//llpppp//ppssff//aacciiff//MMaakkeeffiillee
サンプル出口のソースコードは/usr/lpp/psf/acifにあります。このソースファイルを変
更することも、独自のファイルを作成することもできます。出口をコンパイルしてビルド
するには、XL Cコンパイラーと、AIXオペレーティングシステムのBase Application
Development Toolkitのbos.adtコンポーネントをインストールしておきます。出口のコンパ
イル方法の例とし、/usr/lpp/psf/bin/Makefileを使用できます。
ユーザー出口プログラムをコンパイルする方法は、P. 61「ユーザー出口プログラムをコ
ンパイル/インストールする」を参照してください。
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PDFパラレルRIPを使用する

InfoPrint Managerでは、CPSI処理エンジンを使用する場合にのみ、PDFパラレルRIPでほと
んどのカラージョブのPDF変換の速度を向上させます。InfoPrint Managerは、PDF入力
ファイルをページごとに分割されたPSファイルに変換し、これらのページを並行して実行
されている複数のRIPに配信します。次に、結果として生じたAFPデータストリームをまと
めて印刷可能文書にします。
均一な複雑性のページを持つPDF入力ファイルに同一のInfoPrint Managerサーバーサー
バーで2つのRIPを定義した場合は、パラレルPDF RIPクライアントは、標準のPDF変換の
半分の時間でAFPにファイルをレンダリングします。InfoPrint 5000プリンタープリンター
で印刷すると、ジョブのパフォーマンスが最大限に向上しますが、AFPデータを生成する
プリンターではパラレルPDF RIPクライアントも使用できます。

PDFパラレルRIPは、PDF APPE処理エンジンと併用できません。

PDFパラレルRIPクライアントをインストールする

パラレルPDF RIPクライアント（ppddffpprrss）は、システムの標準ppddff22aaffppクライアントに
置き換わります。
ppddffpprrssコンポーネントは、以下で構成されます。
• //uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnディレクトリー内のppddffpprrss実行可能ファイル
• //uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffppディレクトリー内のppddff22aaffpp構成ファイル
パラレルPDF RIPクライアントはサーバー（単数または複数）上で使用するのが最適で、4
～16台のプロセッサーを接続できます。P. 265「パラレルPDF RIPクライアントの使用に
必要なプロセッサー」に示されているシステムメモリー使用量に対応できるように構成を
セットアップしてください。

パラレルPDF RIPクライアントの使用に必要なプロセッサー
割割りり振振らられれたたププロロセセッッササーー 実実行行さされれるる機機能能
1 ネットワークトラフィック、入出力プロセス、一般的なシステム

オーバーヘッド。
1 P. 268「 pdfprsクライアント用サンプル構成ファイル」に定義され

ているppddffpprrssクライアント。
1

この最初のRIPは、PDFをPostScriptデータに変換します。

各RIPは、プロセッサー全体を使用し、PDFファイルをRIP処理しま
す。

1からn P. 269「 RIPデーモン構成ファイル」に定義されている追加の各
デーモンRIPについて。
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最も基本的な構成（ppddffpprrssクライアントと2つの追加RIP）には、4つ以上のプロセッ
サーが必要です。この機能をインストールし、InfoPrint Managerのppddpprr印刷コマンドで
ジョブを実行依頼する前に、機能に対応できるように設定します。
最初のRIPがPDF入力データをPostScriptデータに変換するよう作成してから、RIPが少なく
とも2つある構成をInfoPrint Managerサーバー上で使用してPDFをAFPデータに変換してく
ださい。この例では、最初のRIPがPDF入力データPostScriptデータに変換する3つのRIP構
成を作成し、RIPを追加してサポートを拡張する方法を示します。RIPでは、標準PDF変換
と同様、PostScriptデーモン（ppss22aaffppdd）を使用します。
InfoPrint Managerウインドウで、以下の手順を完了します。
1. PDFパラレルRIPクライアントが標準PDFデータストリーム変換と区別できるように
ディレクトリーを作成します。

mkdir /var/psf/pdf2afp;chmod 777 /var/psf/pdf2afp
2. 新しい各PDF RIPSについて、以下の作業ディレクトリーを作成します。
mkdir /var/psf/pdf2afp/1;chmod 777 /var/psf/pdf2afp/1

mkdir /var/psf/pdf2afp/2;chmod 777 /var/psf/pdf2afp/2

mkdir /var/psf/pdf2afp/3;chmod 777 /var/psf/pdf2afp/3

mkdir /var/psf/pdf2afp/4;chmod 777 /var/psf/pdf2afp/4
3. これらの RIPそれぞれについて、以下の新しい構成ファイルをインストールします。

• //vvaarr//ppssff//ppddff22aaffpp//88226611..ccffgg
• //vvaarr//ppssff//ppddff22aaffpp//88226622..ccffgg
• //vvaarr//ppssff//ppddff22aaffpp//88226633..ccffgg
• //vvaarr//ppssff//ppddff22aaffpp//88226644..ccffgg
新しい各構成ファイルについて、ppoorrtt、wwoorrkk__ddiirreeccttoorryy、および lloogg__ffiillee値
を変更する必要があることに注意してください。3つのパラメーターは、P. 269「カ
ラー用サンプルPDF並列変換（8264.cfg）構成ファイル」で強調表示されているため、
この構成に推奨されるディレクトリー構造が確認できます。

4. コマンド行または ppss22aaffppdd..ccffggファイルのいずれから、各構成ファイルについて
デーモンを開始します。

ps2afpd -C /var/psf/pdf2afp/8261.cfg

ps2afpd -C /var/psf/pdf2afp/8262.cfg

ps2afpd -C /var/psf/pdf2afp/8263.cfg

ps2afpd -C /var/psf/pdf2afp/8264.cfg
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作業ディレクトリーが存在するパスで、以下の例と同様のssttaarrttccffggスクリプトを作
成すると、このタスクを実行できます。

#!/bin/sh
cd /var/psf/ps2afp
if [$# -gt 0 ]
then
for i in $*
do
/usr/lpp/psf/bin/ps2afpd -C 826$i.cfg
done
else
for i in 1 2 3 4
do
/usr/lpp/psf/bin/ps2afpd -C 826$i.cfg
done
fi
5. pdfprsコマンドをpdf2afpコマンドにリンク付けするには、以下のコマンドを入力して
ください。次を指定して正しいディレクトリーにアクセスします。
1. 次を指定して正しいディレクトリーにアクセスします。cd /usr/lpp/psf/bin

2. 必要な論理リンクを作成して次を指定し、PDFパラレルRIPにジョブを実行依頼しま
す。 ln -sf pdfprs pdf2afp

古いppddff22aaffppクライアントを復元する場合は、コマンドラインからln -sf ps2afp
pdf2afpを指定できます。

6. ppddff22aaffpp構成ファイルを使用するには、/usr/lpp/psf/config/transform.cfgでPDF
マッピングを編集してください。

map pdf ps
to
map pdf pdf

標準ppss22aaffpp構成を復元する場合は、マッピングをpsに変更します。
map pdf ps

この構成は、4つの RIPを自動的に呼び出し、通常、標準 PDF変換よりも高速で実行しま
す。

PDFパラレル変換をカスタマイズする

変換構成ファイルで値を指定することで、PDFデータへの変換をカスタマイズできます。
P. 268「デフォルトの並列PDF変換構成ファイル」は、InfoPrintが提供するデフォルト構
成ファイルを示します。これらのファイルを変更するか、ご自分のファイルを作成できま
す。
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デフォルトの並列PDF変換構成ファイル
デデーータタスス
トトリリーームム 変変換換 構構成成フファァイイルル デデーーモモンン構構成成フファァイイルル
PDF ppddff22aaffpp //uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//ppddff22aaffpp..

ccffgg

ppddffpprrss構成ファイル。

//vvaarr//ppssff//ppddff22aaffpp//88226611..
ccffgg

//vvaarr//ppssff//ppddff22aaffpp//88226622..
ccffgg

//vvaarr//ppssff//ppddff22aaffpp//88226633..
ccffgg

//vvaarr//ppssff//ppddff22aaffpp//88226644..
ccffgg

例の3 RIP構成を表します。最初の
RIPはPDFからPostScript RIPとして処
理されます。

pdfprsクライアント用サンプル構成ファイル

次の図に、PDF並列変換クライアントの構成ファイルの例を示します。並列PDF RIPのパ
フォーマンスを高めるために、示されているとおりに正確に指定する値を示すべく、3つ
のパラメーターが強調表示されていることに注意してください。

PDF並列変換はAPPE変換と一緒に使用できません。

サンプルPDF並列変換（pdf2afp.cfg）構成ファイル
# pdf2afp.cfg configuration file
# KEYWORD EQUIVALENT ps2afp FLAG PURPOSE
####################################################################
width = 8.5i # -w width of generated image
length = 11i # -l length of generated image
x_offset = 0i # -x left and right margins
y_offset = 0i # -y top and bottom margins
resolution = 600 # -r resolution of printer
output_type = FS45 # type of AFP image to generate
job_timeout = 120 # maximum number of minutes to process a job
number_of_rips = 3 # how many rips to use
[pdf] # location of PDF -> PS conversion rip
port = 8261
server = server1
[rip1] # location of this rip
port = 8262
server = server1
[rip2] # location of this rip
port = 8263
server = server1
[rip3] # location of this rip
port = 8264
server = server1
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サンプル構成ファイルでは、変換フラグと同じキーワードを使用しています。構成ファイ
ルに指定できるキーワードと値については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参
照してください。

サンプルppddff22aaffpp..ccffgg構成が正しく機能するには、タスクの構成に4台以上の専用プロ
セッサーが必要です。

RIPデーモン構成ファイル

PDF並列変換には、pdf2afp変換のPostScriptインタープリター部分を管理するために3つ
以上のデーモンが実行していることが必要です。構成を単純化するために、これらのデー
モンに、それらが実行しているポートの名前を取って付けることをお勧めします。この文
書の場合は、P. 268「サンプルPDF並列変換（pdf2afp.cfg）構成ファイル」で始めた構成
例は、名前88226611..ccffgg、88226622..ccffgg、88226633..ccffgg、88226644..ccffggを使用します。このデー
モンについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。
デーモンは、対応する変換と同様、構成ファイルを使用します。デーモン構成ファイル
は、//vvaarr//ppssff//ディレクトリーに常駐します。//ppddff22aaffppサブディレクトリーを作成す
ることを推奨します。このサブディレクトリーには、並列PDF RIPクライアント
（ppddffpprrss）に関係のあるすべてのサポートを入れることができます。
次の図に、カラー (FFSS4455)ファイルを RIP処理する PDF並列変換クライアントの構成ファ
イルの例を示します。

カラー用サンプルPDF並列変換（8264.cfg）構成ファイル
# 8264.cfg configuration file
# KEYWORD EQUIVALENT ps2afp FLAG PURPOSE
####################################################################
port = 8264 # which TCP/IP port to use
work_directory = /var/psf/pdf2afp/4

# directory to put work files in
log_file = /var/psf/pdf2afp/4/ps2afpd.log

# where to write log messages
notify = root # notify if problems are encountered
mail_command = /usr/bin/mail

# program used to send notifications
ps_program = /usr/lpp/psf/bin/ps2afpi

# name of the PostScript interpreter program
ps_init_file = /usr/lpp/psf/ps2afp/ps2afpe.ps

# name of the PostScript interpreter
# initialization file

ps_files_path = /usr/lpp/psf/ps2afp :\
/usr/lpp/psf/config :\
/usr/lpp/psf

# path to search for jobInit files
ps_max_memory = 96000K # maximum amount of memory that

# PostScript uses; the 'K' is ignored
ps_job_timeout = 9999 # maximum number of minutes

# to process PostScript job
ps_server_timeout = 180 # maximum number of minutes

# server waits between jobs
ps_font_map_files = /usr/lpp/psf/ps/psfonts.map :\

/var/psf/psfonts/user.map
# list of font mapping files

ps_width = 8.5i # width of generated image
ps_length = 11i # length of generated image
ps_x_offset = 0i # left and right margins
ps_y_offset = 0i # top and bottom margins
ps_resolution = 600 # resolution of target printer
ps_output_type = FS45 # type of output to generate
pragma = resources=none ;\

printerSpeed=130 ;\
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linkBandWidth=6000000 ;\
rreessoouurrcceeNNaammeeFFiilleennaammee==....//..rreessNNaammeess;;

複数のサーバー間でデーモンRIPを定義または構成する場合は、P. 269「カラー用サンプ
ルPDF並列変換（8264.cfg）構成ファイル」で強調表示されるセクションのように、デー
モンRIP構成ファイルでリソースを定義してください。この手順で、NFSはすべてのリ
ソースを見つけ、結果を1つのファイルに連結できます。インラインリソースおよびFFSS4455
IOCAカラーフォーマットを使用する場合は、この方法でpprraaggmmaaパラメーターに
rreessoouurrcceeNNaammeeFFiilleennaammee==値を指定します。
デーモン構成ファイルには、変換構成ファイルと同じキーワードの大部分（serverを除
く）と、デーモンの操作を制御する一部のキーワードを含めることができます。デーモン
キーワードについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」またはmanページを参照
してください。

モノクロ用サンプルPDF並列変換（8264.cfg）構成ファイル
# 8264.cfg configuration file
# KEYWORD EQUIVALENT ps2afp FLAG PURPOSE
####################################################################
port = 8264 # which TCP/IP port to use
work_directory = /var/psf/pdf2afp/4

# directory to put work files in
log_file = /var/psf/pdf2afp/4/ps2afpd.log

# where to write log messages
notify = root # notify if problems are encountered
mail_command = /usr/bin/mail

# program used to send notifications
ps_program = /usr/lpp/psf/bin/ps2afpi

# name of the PostScript interpreter program
ps_init_file = /usr/lpp/psf/ps2afp/ps2afpe.ps

# name of the PostScript interpreter
# initialization file

ps_files_path = /usr/lpp/psf/ps2afp :\
/usr/lpp/psf/config :\
/usr/lpp/psf

# path to search for jobInit files
ps_max_memory = 96000K # maximum amount of memory that

# PostScript uses; the 'K' is ignored
ps_job_timeout = 9999 # maximum number of minutes

# to process PostScript job
ps_server_timeout = 180 # maximum number of minutes

# server waits between jobs
ps_font_map_files = /usr/lpp/psf/ps/psfonts.map :\

/var/psf/psfonts/user.map
# list of font mapping files

ps_width = 8.5i # width of generated image
ps_length = 11i # length of generated image
ps_x_offset = 0i # left and right margins
ps_y_offset = 0i # top and bottom margins
ps_resolution = 600 # resolution of target printer
ps_output_type = IO1_G4 # type of output to generate

デュアルエンジンハーフトーンプリンター用に構成する

InfoPrint 4000 Advanced Function Duplex Printing System -モデル ID5/ID6または InfoPrint
4000 High Resolution Duplex Printing Systemを装備している場合、ppddffpprrssクライアント
を使用して、各エンジンごとにカスタマイズされたハーフトーンサポートを持つデュアル
エンジン構成を駆動できます。ppddffpprrssクライアントは、カラーまたは単色（モノクロー
ム）のPDFファイルをRIP処理できますが、プリンターは単色出力だけで印刷します。ま
た、これらのプリンターには、カラー PDFファイルを印刷するときに見られるような明
白なパフォーマンス上の改善はありません。カラーPDFファイルを印刷してから、モノク
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ロのPDFファイルに切り替えたい場合は、RIPを停止し、構成ファイルを変更してくださ
い。
このサポートのためには、偶数個のRIPを構成して開始してください。最初のRIPが最初の
印刷エンジンのハーフトーン構成を使用するようにカスタマイズし、2番目のRIPは2番目
の印刷エンジンのハーフトーン構成を使用するようにカスタマイズしてください。このパ
ターンは、構成される各RIPごとに、繰り返してください。
さらに、各 RIPを、デーモン構成レベルで必要なハーフトーン構成を使用するよう構成す
る必要があります。たとえば、2台のInfoPrint 4000プリンターを使用している場合は、す
べての偶数番号のRIPは、printer1で指定されたハーフトーン構成と一致させ、すべての奇
数番号のRIPは、printer2で指定されたハーフトーン構成と一致させてください。P. 270「
モノクロ用サンプルPDF並列変換（8264.cfg）構成ファイル」は、bboolldd--ffaacceeタイプの
Colorデーモン構成ファイルから変更された変数を持つ、モノクロームRIPデーモン構成
ファイルの例を示します。

変換オプションの階層

InfoPrintは、PDF変換プログラムを実行するときにフラグと構成ファイル情報の使用に階
層を割り当てます。ここでは、InfoPrintがフラグと構成ファイル情報を使用する順序を説
明します。
1. --CCフラグで指定する構成ファイルの値を含む、コマンド行で指定するすべての値で
す。
InfoPrintコマンドはフラグを左から右に処理します。同じフラグを複数回入力した場合
は、InfoPrintは最後に入力されたフラグを使用し、使用する値を判断します。たとえ
ば、次のようにコマンドを指定する場合

pdfprs -C8263.cfg -r240 -r300 myfile.ps
ppddffpprrssコマンドは、解像度300ピクセルを使用してファイルを変換します。InfoPrint
は、構成ファイル8263.cfgで指定された解像度値と、最初の--rr224400フラグおよび値を
無視します。

2. このデフォルトの変換デーモン構成ファイルに指定された値: P. 268「デフォルトの並
列PDF変換構成ファイル」。

3. 変換デーモンの始動時に ppss22aaffppddコマンドの --CCフラグで指定されたカスタマイズさ
れた構成ファイルに指定された値。

4. このデフォルトの変換デーモン構成ファイルに指定された値: //uussrr//llpppp//ppssff//
ppss22aaffpp//ppss22aaffppdd..ccffgg。

5. InfoPrintに組み込まれたデフォルト値。この値は、デフォルトのPDF出力タイプがIM1
非圧縮イメージであることを除き、変換デフォルトと同じです。

パラレルPDF RIPクライアントのトラブルシューティング

ppddffpprrssクライアントのパフォーマンスを高める要因があります。以下の節で、推奨事項
をいくつか示します。
InfoPrintサーバー上でRIPを定義する
定義するRIPの数が多いほど、パフォーマンスが向上します。しかし、1つの RIPが
CPU全体を使用するため、ご使用の InfoPrint Serverがサポートできる数より多くの
RIPを開始してはなりません。ppddffpprrssクライアントは、通常、1台のプロセッサーを
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使用するため、定義および開始する RIPの数を構成がサポートできることを確認して
ください。ガイドラインについては、P. 265「パラレルPDF RIPクライアントの使用に
必要なプロセッサー」を参照してください。サーバー全体にRIPを定義する方法は、P.
269「 RIPデーモン構成ファイル」を参照してください。

奇数個のRIPの指定
ジョブ全体で一貫し、フロントページにシンプルテキストデータ、裏面ページに複合
イメージデータを持つPDFファイルを持つ場合は、RIPが2つある構成では、パフォー
マンスの向上は得られません。通常2番目のRIPではより複雑なページを取得するた
め、ジョブのRIP処理には、単一のRIPを使用した場合と同じような時間がかかります
が、最初のRIPはアイドル状態のままになります。より均等にジョブ内のページが分配
されるように奇数個のRIPを使用してください。

コマンド行からの -pオプションまたは -gオプションの使用
ppddffpprrssコマンドに --ppフラグまたは --ggフラグを使用して特定のジョブのページサブ
セットを指定できますが、これらのフラグは使用しないでください。InfoPrint Manager
がジョブページのサブセットを決定する場合は、処理が遅れて並列RIPの利点が少なく
なります。

• 製品アップグレード中に、 /var/psf/ps2afp/PSscreen and /var/psf/
ps2afp2/PSscreenフォルダーを削除します。

XML変換を使用する

XMLには、さまざまなコンピュータープラットフォーム上のデータ交換/処理用の標準メ
ソッドが用意されています。XMLデータは、World Wide Web Consortium（W3C）の標準
に従って構造化されています。特にWebアプリケーションの設計では、XMLはHTMLと異
なります。 HTMLにはWebページ表示用データのフォーマット方法に関する情報がありま
すが、XMLのデータには表示情報がありません。Extensible Stylesheet Language（XSL）と
呼ばれるW3C標準スタイルシート言語は、フォーマット設定オブジェクトを使用してXML
データの表示方法を記述します。XSLフォーマット設定オブジェクトを含むXMLデータ
は、XSL-FOと呼ばれます。XSL-FOは、ページ編集、レイアウト、スタイルなどの文書表
示の詳細を記述します。

InfoPrint ManagerでXML変換を使用する

XMLは、Webサービス、データ交換、メッセージング、アプリケーション統合の新規テク
ノロジーの展開の主要な標準になっています。XMLは、XML ExtenderやPrint Services
Facility（PSF）for z/OSを含む、各種InfoPrint製品で対応しています。
XML変換は、ジョブごとに変化するデータを効率的に処理できるため、AFPプリンターで
高動的XMLデータを印刷するときに推奨される方法です。XML変換はまた、XMLデータを
PDF文書に変換して顧客に電子配信できるので、紙ベースの通信に対する効率的で、経済
的な代替手段でもあります。
xxmmll22aaffppおよびxxmmll22ppddffを使用し、XMLデータをAFPまたはPDFに変換する利点には、
以下のものがあります。
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• 既存の AFP出力システムを使用して、互換性の問題を心配することなく、XMLデータ
を印刷または表示できます。

• XML変換では、XML文書への非常に柔軟性のあるフォーマット設定が提供されていま
す。

• XMLデータをAFPに変換してから、AFPプリンターで印刷したときは、印刷配信が保証
されます。

• XMLデータを変換することで、各種のツールを使用し、以下の操作ができます。
– AFPプリンターで印刷するか、AFPデータをPSまたはPCLプリンターでの印刷用に

PostScript（PS）またはプリンターコントロール言語（PCL）に変換します。
– PDFデータをEメール宛先へ送信します。
– AFPまたはPDFデータを表示またはアーカイブします。

XML変換を使用すると、AFPの印刷/表示テクノロジーとPDFの電子文書交換を使用しなが
ら、データ交換とコンテンツマネージメント用にXMLを利用できます。以下の図は、XML
変換を使用したときに、XMLデータでできることを説明しています。

AFPまたは PDFに変換された XMLデータを使用するシナリオ

XML 
PDF 

/

PDF AFP 

AFP 
/

 AFP 

 PS/PCL XML  
InfoPrint Manager

E 

AFP/PDF出力が使用できるリコーとIBM製品は、以下のとおりです。
AFP表示/ブラウズ

AFP ViewerプラグインまたはContent Manager OnDemand
PDF表示/ブラウズ

Content Manager OnDemand

分散AFP印刷
InfoPrint ManagerとPSF for z/OS

分散PS/PCL印刷
InfoPrint Manager、InfoPrint Server、InfoPrint Server変換

Eメール
InfoPrint ServerのIP PrintWayコンポーネント

アーカイブ
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Content Manager OnDemand

XML変換の動作

XMLデータをAFPまたはPDFデータストリームに変換するには、xxmmll22aaffppおよび
xxmmll22ppddffを使用します。これを行うには、以下のいずれかを XML変換で指定する必要が
あります。
• XMLファイル（またはデータセット）。データ配置/表示情報、付随するXSLスタイル
シートはありません。

• XSL-FOファイル（またはデータセット）。これには、XSLフォーマット設定オブジェ
クトを持つXMLデータがあります。

XMLデータをAFPまたはPDFに変換する場合は、XML変換では、指定されたデータを使用
し、以下のいずれかを実行します。
• XSLスタイルシートを使用してXMLファイルをXSL-FOに変換し、後AFPまたはPDFへの
変換を行う。

• 指定されたXSL-FOファイルをAFPまたはPDFに直接変換します。
次の図は、XML変換で、XMLからAFPまたはPDFデータへのデータの処理方法を示したも
のです。

AFPまたは PDFへの XMLデータの変換プロセス
XML 

XML  
+ 

XSL 

XML  
InfoPrint 
Manager

XSL-FO

AFP  
PDF 

XSL-FO 

XML変換を実行する

以下の方法でXML変換を実行できます。
• スタンドアロン変換
• InfoPrint Managerによって管理された変換

機能/制約事項

データの変換方法によって、 XML変換には、以下の機能と制約事項があります。
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• すべてのデータ変換に関する機能/制約事項
• AFPへのデータ変換に関する機能/制約事項
• PDFにデータを変換するための機能

すべてのデータ変換に関する一般的な機能/制約事項

出力文書サイズは、使用可能メモリー量で異なります。
ただし、文書サイズへの使用可能メモリーのチェックは行いません。出力文書が使用
可能メモリーより大きい場合は、メモリー不足エラーが表示されて、変換処理は停止
します。

XSLサポート
変換では、W3CのExtensible Stylesheet Languageによって文書化されている XSLバー
ジョン 1.0標準のフォーマット設定オブジェクト、プロパティー、フィーチャーのほと
んど (すべてではありません)に対応しています。
XMLファイルに組み込まれて参照されているスタイルシートには対応していません。

AFPへのデータ変換に関する機能/制約事項

バーコードサポート
変換では、バーコードに対応していません。

フォントサポート
希望する特性に最も一致するプロパティーでフォント索引にある最初のフォントが使
用されます。圧縮または拡張されたフォントは通常、フォントストレッチプロパ
ティーが選択された場合だけ使用されます。イタリック（italic）と斜字体（oblique）
は、交換可能な同じフォントとして見なされて使用されます。
XML変換では、コードページ間での2バイト文字セット（DBCS）フォントの変換に対
応しています。
XML変換では、コマンド行からOpenTypeフォントを処理できます。OpenTypeフォント
については、「Using OpenType Fonts in an AFP System」（G544-5876）を参照してく
ださい。

グラフィックサポート
以下のいずれかのAFPリソースにグラフィックデータを指定できます。
オーバーレイ
オーバーレイには、印刷時に可変データと合併できる、固定イメージデータ
（線、網掛け、枠、ロゴなど）の集合があります。AFP出力ファイルは、リソー
スディレクトリーにあるオーバーレイの名前を参照します。オーバーレイは、
出力ファイルに含まれずに、参照されるだけなので、XSL外部グラフィック
フォーマット設定オブジェクトの中でイメージサイズを指定してください。例:

<fo:external-graphic src="overlay:corplogo"
content-height="4in" content-width="2in"/>

ページセグメント
ページセグメントには、印刷時に可変データと合併できる、イメージデータ
（バーコード、署名、ロゴ、または画像形式のアイコンなど）があります。AFP
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出力ファイルは、リソースディレクトリーにあるページセグメントの名前を参
照します。ページセグメントは、出力ファイルに含まれずに、参照されるだけ
なので、XSL外部グラフィックフォーマット設定オブジェクトの中でイメージサ
イズを指定してください。例:

<fo:external-graphic src="pageseg:corpsign" content-height="4in
" content-width="2in"/>

IOCAオブジェクト
イメージオブジェクトコンテンツアーキテクチャー（IOCA）オブジェクトに
は、行や列に配置された一連の画素（ピクセル）と、ページ上のイメージが配
置される具体的な場所があります。XML変換は、指定されたMO:DCA-Pファイル
の最初のIOCAオブジェクトにアクセスし、AFP出力ファイルのインラインに配
置します（MO:DCA-Pイメージデータだけサポート）。変換ではイメージから実
際のサイズを取得するので、XSL外部グラフィックフォーマット設定オブジェク
トの中にサイズの指定は不要です。外部グラフィックフォーマット設定オブ
ジェクトを使用してサイズを指定すると、変換では、指定されたサイズにイ
メージをトリミングするか、または右下隅に空白を追加して、割り当てられた
スペースの左上部分にイメージが表示されるようにします。以下にIOCAオブ
ジェクトに指定したフォーマット設定オブジェクトの例を示します。

<fo:external-graphic src="myfile/image.afp"/>

MO:DCA-P出力
変換の出力は、MO:DCA Interchange Set 1（IS/1）アーキテクチャーに準拠しています
（「Mixed Object Document Content Architecture Reference」, SC31-6802参照）。

PDFへのデータ変換に関する機能

PDF出力
変換では、XMLデータを PDF 1.1データストリームに変換します。

XML変換用カスタマイズタスク

システム管理者は、スタンドアロン変換とし、またはInfoPrint Managerによって管理され
る変換とし、XML変換をカスタマイズできます。InfoPrint Managerがインストールされて
いる場合は、InfoPrintでは、InfoPrint ManagerでXML変換を管理することを推奨していま
す。
このセクションでは、ジョブの実行依頼者がXML変換を実行する前に管理者が行う必要の
ある、共通、スタンドアロン、InfoPrint Managerのカスタマイズタスクについて説明しま
す。管理者は、共通のカスタマイズタスクを実行し、さらに XML変換がスタンドアロン
変換として行われるか InfoPrint Managerで管理されるかにより、スタンドアロンまたは
InfoPrint Managerのカスタマイズタスクのいずれかを実行します。

共通のカスタマイズタスク

実行する共通のカスタマイズタスクは、XMLからAFPへの変換、またはXMLからPDFへの
変換のいずれを使用するかで異なります。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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XMLからAFPへの変換を使用する場合のタスク

サンプルxxmmll22aaffpp構成ファイルは/usr/lpp/psf/xml2afp/xml2afp.cfgにあります。この
ファイルには、以下の項目が設定され、変更できます。
1. AFPフォントのデフォルトの場所。
2. デフォルトの用紙サイズ。
また、すべての xxmmll22aaffppオプションのデフォルト値を構成ファイルに設定できます。
構成ファイルの構文には、コマンド行構文に、以下の規則が追加されています。
1. ブランク行は無視されます。
2. 1つの行で、ポンド記号（#）より後のすべてのデータが無視されます。ポンド記号

(#)は、行のどこにあってもかまいません。
3. パラメーターデータにポンド記号を入れる場合は、エスケープ（直前に円記号を指定
する）が必要です。

4. パラメーターデータの前後の空白は除去されます。
5. パラメーターデータが連続する行にまたがる場合は、間をシングルスペースで連結し
ます。

6. パラメーターは、上記1から5の規則を守る限り、行をまたがることができます。

xml2afp.cfgファイルをカスタマイズする

新規の構成ファイルを作成するか、提供されたサンプルを変更できます。
1. 新規の xxmmll22aaffpp構成ファイル (xxmmll22aaffpp..ccffgg)を作成します。これにより

xxmmpp22aaffpp変換を構成できます。
AIXでファイルを作成する場合は、サンプル構成ファイル//uussrr//llpppp//xxmmll22aaffpp//ssaammpplleess//
xxmmll22aaffpp..ccffggを//eettcc//xxmmll22aaffpp..ccffggにコピーします。

cp /usr/lpp/xml2afp/samples/xml2afp.cfg /etc/xml2afp.cfg

サンプル構成ファイルを変更したい場合は、さらにそれをコピーする必要がありま
す。

2. 好みのエディター (vviiまたはメメモモ帳帳など)を使用して、ファイルを編集します。
1. FONTLIBキーワードに、xxmmll22aaffpp変換で使用する AFPフォントライブラリーの位
置を指定します。たとえば、

FONTLIB="//SYS1.FONTOLN://SYS1.FONT300"
完全修飾され、先頭に2つのスラッシュが付いた、MVS区分データセット名を使用
できます。コロンを使用して、リスト内のエントリーを区切ってください。

2. 必要であれば、以下の項目をカスタマイズします。
• フォント索引ファイル

xxmmll22aaffpp変換が文字データを文書からAFPフォントにマッピングする方法をカ
スタマイズする場合は、フォント索引ファイルを作成または変更し、フォント
索引ファイルがあるディレクトリーをXML2AFP_CUSTOMキーワードの下に指定
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します。フォント索引ファイルは、装置タイプファイルと同じディレクトリー
(たとえば、//eettcc//xxmmll22aaffpp)にあります。
独自のフォント索引ファイルを作成するか、xxmmll22aaffpp変換で提供されたフォン
ト索引ファイルを使用できます。フォント索引ファイルにはファイル構文が記
述され、アウトラインフォントを指定するファイル (//uussrr//llpppp//ppssff//
xxmmllttrraannssffoorrmm//oouuttlliinnee__ffoonntt__iinnddeexx)が 1つ、ラスターフォントを指定する
ファイル (//uussrr//llpppp//ppssff//xxmmllttrraassnnffoorrmm////rraasstteerr__ffoonntt__iinnddeexx)が 1つ含まれて
います。フォント索引ファイルの作成に関する情報については、フォント索引
ファイルのいずれかを参照してください。

• TOOLKITとCLASSPATHキーワードで指定するXML Toolkitの位置
• JAVAキーワードで指定するJava実行可能ファイルの位置
• XML2AFP_BASEキーワードで指定するxxmmll22aaffpp変換の位置（//uussrr//llpppp//

ppssff//xxmmll22aaffpp以外の位置にインストールされている場合）
• HEAP_SIZEキーワードで変換を実行するJava仮想コンピューターのメモリー

構成ファイルはシェルスクリプトです。//bbiinn//sshhに従って有効な任意のコマンド
を使用できます。ただし、スクリプトは、InfoPrint Managerによって管理されてい
ない場合、xxmmll22aaffpp変換を起動するたびに実行されるため、完了までに時間がか
かるコマンドの使用は避けてください。

xxmmll22aaffpp変換に付属のサンプルXML変換構成ファイル//uussrr//llpppp//ppssff//xxmmll22aaffpp//ssaammpplleess//
xxmmll22aaffpp..ccffggについては、RICOH InfoPrint Manager：Referenceの「InfoPrint Managerツー
ル」の章にある「xml2afpコマンド：XMLデータのAFPへの変換」を参照してください。

xml2afp用のフォント索引ファイルをカスタマイズする

xxmmll22aaffpp用のサンプルフォント索引ファイルは、//uussrr//llpppp//ppssff//xxmmllttrraannssffoorrmmに用意さ
れています。サンプルには、フォントパスのアウトラインFOCAフォントとラスターフォ
ントにXMLフォント名をマッピングするoutline_font_indexとraster_font_indexが含ま
れています。

OpenTypeフォントを使用している場合は、フォント索引ファイルは不要です。
フォントは、以下の属性を使用して XSL-FLOで参照されます。

ffaammiillyy
ssiizzee
ssttyyllee
wweeiigghhtt

フォント索引ファイルでは、これらの属性を使用して AFPフォントを記述します。また、
ユニコードコードポイントをAFPコードポイントにマッピングするマップが定義されま
す。
フォント索引ファイルは、空白文字（スペース、タブ、または改行など）で区切られた一
連のキーと値の組で構成されます。コメントは区切り文字/*と*/の間で任意の位置に挿入
できます。また、//を使用すると、現在行の残りがコメントを示すこともできます。
キーと意味は、以下のとおりです。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する



3

279

map
指定された文字マップを選択し、存在しない場合は作成します。文字マップは、ユニ
コードコードポイントをAFPコードページの名前とコードポイントのマップに使用され
ます。デフォルトは、defaultです。

codepage
後続の文字マッピングで使用するコードページを設定します。

to
マッピングされたユニコードコードポイントの範囲を終了します。値は、有効なユニ
コードコードポイントを表す整数に設定し、cchhaarrキーワードに最も近く先行する値で
指定された範囲の先頭値より大きくしてください。値には有効なユニコードコードポ
イントを使用してください。

で
先行するcchhaarr値とオプションのttoo値で指定された範囲を使用してマッピングを作成し
ます。先頭から最後までのユニコード文字は、先行する最も近いccooddeeppaaggee値を使用
し、aatt値からaatt値+末尾-先頭（両端含む）までの範囲のAFPコードポイントにマッピ
ングされます。値には0から65535までの整数を使用してください。

family
現行のフォントファミリー名を設定します。値には、空白文字を含まない文字列を使
用してください。

size
フォントサイズは、フォントの垂直方向のサイズを指定する浮動小数点値がポイント
（1/72インチ）で表されます。アウトラインテクノロジーフォントを定義するとき
は、任意のサイズを使用できるので、サイズは省略してください。

style
フォントスタイル。この値には、以下のいずれかのキーワードを使用してください。

nnoorrmmaall
iittaalliicc
oobblliiqquuee
bbaacckkssllaanntt

デフォルトは nnoorrmmaallです。
weight
フォント幅。この値は、以下のいずれかのキーワードにできます。

nnoorrmmaall
bboolldd

値は、100ずつ増分する 100から 900まで (100と 900を含む)のいずれかの値にする
こともできます。キーワードnnoorrmmaallは400と同等であり、キーワードbboollddは700と同
等です。デフォルト値は、nnoorrmmaall（400）です。

charset
フォントプロパティー（family、size、style、weight）に指定された先行値を持つフォ
ント、または先行するプロパティー値を設定していない場合はデフォルト値を持つ
フォントを定義します。現在選択されている文字マップがフォントに関連付けられ、
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フォントが選択されたときにユニコードコードポイントのマッピングに使用されま
す。後でファイルのマップを変更しても、変更内容は定義されたフォントに影響しま
せん。

alias
現行ファミリーのフォントファミリー別名を設定します。
リストされたキーワードの中で、aattとcchhaarrsseettの2つだけアクティブです。他のキー
ワードは、アクティブなキーワードが検出されたときに使用された値を収集します。
これで、フォント索引にさまざまな配置が可能になります。例：

family courier
alias monospace
size 7
weight normal
style normal
charset C04200070
style italic
charset C0430070
weight bold
style normal
charset C0440070
style italic
charset C0450070
以下のように同じフォントのセットが定義されます。

family courier size 7 weight normal style normal charset C0420070
family courier size 7 weight normal style italic charset C0430070
family courier size 7 weight normal style italic charset C0440070
family courier size 7 weight normal style italic charset C0450070
alias monospace
ただし、読みにくくなる場合があります。

XMLからPDFへの変換を使用する場合のタスク

サンプルxxmmll22ppddff構成ファイルは/usr/lpp/psf/xml2pdf/xml2pdf.cfgにあります。デ
フォルトの用紙サイズは変更できます。さらに、xxmmll22ppddffオプションのすべてのデフォ
ルトを構成ファイルの中に設定できます。
構成ファイルの構文には、コマンド行構文に、以下の規則が追加されています。
1. ブランク行は無視されます。
2. 1つの行で、ポンド記号（#）より後のすべてのデータが無視されます。ポンド記号

(#)は、行のどこにあってもかまいません。
3. パラメーターデータにポンド記号を入れる場合は、エスケープ（直前に円記号を指定
する）が必要です。

4. パラメーターデータの前後の空白は除去されます。
5. パラメーターデータが連続する行にまたがる場合は、間をシングルスペースで連結し
ます。

6. パラメーターは、上記1から5の規則を守る限り、行をまたがることができます。
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以下は、XMLからPDFへの変換を使用するときに実行する必要のある共通のタスクです。
1. XML Extender構成ファイル（xxmmll22ppddff..ccffgg）を作成します。これで、XML Extender
を構成できます。ファイルを作成するには、以下のようにします。
• ファイルを作成するには、以下の操作を行います。サンプル構成ファイル//uussrr//

llpppp//xxmmll22aaffpp//ssaammpplleess//xxmmll22ppddff..ccffggを //eettcc//xxmmll22ppddff..ccffggにコピーし
ます。

cp /usr/lpp/xml2afp/samples/xml2pdf.cfg /etc/xml2pdf.cfg

サンプル構成ファイルを変更したい場合は、さらにそれをコピーする必要がありま
す。

2. 任意のエディターを使用し、ファイルを編集します。
必要であれば、以下の項目をカスタマイズします。
• JAVAキーワードで指定するJava実行可能ファイルの位置
• XML2PDF_BASEキーワードで指定するxxmmll22aaffpp変換の位置（iinnssttaallll__ppaatthh

¥¥xxmmll22ppddff以外の位置にインストールされている場合）
• HEAP_SIZEキーワードで変換を実行するJava仮想コンピューターのメモリー

構成ファイルはシェルスクリプトです。//bbiinn//sshhに従って有効な任意のコマンドを使
用できます。ただし、スクリプトは、InfoPrint Managerによって管理されていない場合
は、xxmmll22ppddff変換を起動するたびに実行されるため、完了までに時間がかかるコマン
ドの使用は避けてください。

xxmmll22ppddff変換に同梱されるサンプルXML変換構成ファイルについては、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」の章InfoPrint Managerツールのxml2pdfコマンド: XMLデータのPDF
への変換を参照してください。

カラー管理リソース変換サポート

InfoPrint Managerを使用すると、以下の変換でカラー管理を行うことができます。
• ps2afp

• jpeg2afp

• tiff2afp

• gif2afp

PCLおよび SAP変換はカラー管理をサポートしていません。
カラー管理が可能な変換では、ジョブ実行依頼時にカラーリソース情報を指定したり、
InfoPrint Manager内の変換レベルでカラー管理を実施できます。このサポートでは、プリ
ンターのパフォーマンスを向上させるカラー精度が提供されます。

変換を操作する
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カラー管理の変換を使用してジョブを実行依頼する

変換を使用してカラー管理を行う前に、Resource Installerを使用してリソースライブラ
リーにカラー管理リソース (CMR)として ICCプロファイルをインストールしてあること
を確認します。詳しくは、P. 327「カラー管理リソース」および P. 340「 RICOH AFP
Resource Installer」を参照してください。

• 純粋なPS/PDF変換でICCプロファイルを直接指定できます。
• 監査カラー変換CMR、指示カラー変換CMR、およびリンクカラー変換CMRのみがサ
ポートされています。

ジョブを実行依頼するには、以下の操作を行います。
1. 宛先プリンターを選択します。
2. 右クリックして、［［ジジョョブブおおよよびび文文書書デデフフォォルルトト］］を選択します。
3. 変変更更をクリックします。
4. ［［文文書書 AAFFPPカカララーー］］をクリックします。このタブが表示されていない場合は、［［すす
べべてて表表示示］］をクリックして［［文文書書 AAFFPPカカララーー］］を選択します。

5. 1つ以上の入力カラー管理リソースを［［入入力力カカララーーママネネーージジメメンントトリリソソーースス］］に入
力します。

6. 次に、出力カラー管理リソースを［［出出力力カカララーーママネネーージジメメンントトリリソソーースス］］に入力し
ます。

7. ［［カカララーーレレンンダダリリンンググイインンデデンントト］］からオプションを 1つ選択します。
8. その後で、出力カラーリソースタグ付けを［［タタググ出出力力 CCMMRR］］から選択します。
9. ［［CCMMRRののイインンラライインン配配置置］］オプションで［［ははいい］］をクリックし、FS45でカラーリ
ソース情報をインライン化します。デフォルトは［［いいいいええ］］です。

10. 実実行行依依頼頼をクリックします。
指定可能な値については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。

変換オブジェクトとカスタムステップ（変換）サブシ
ステムを理解する
変換は、InfoPrint Managerで作成して構成するInfoPrint Managerオブジェクト（キューや宛
先など）です。変換は、ある特定のフォーマットでデータを受け取り、データを処理し、
変更されたデータを出力するカスタムステップとしてみなされます。変換を作成したとき
は、操作の対象であるデータのフォーマットおよび処理のタイプを完全に制御できます。
変換で実行される処理には、ディスク上の別の場所にデータをコピーしたり、変換対象の
入力データストリームをフィルターに掛けたり（特定のPostScriptオーダーの削除な
ど）、データを完全に異なるフォーマットに変換（PCLからAFPへの変換など）するなど
があります。
変換データを作成するときは、以下を含む、複数の項目を指定してください。
• 入入力力デデーータタフフォォーーママッットト
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変換に送信されるデータストリーム。入力データフォーマットを使用し、変換で作業
があるかどうかを決定します。入力データストリームがPPCCLLだけに設定されている変
換経由でPostScriptジョブを送信した場合は、ジョブは変更されないまま変換をバイパ
スします。複数の入力データフォーマットを受け取るように、変換を設定できます。

• 変変換換オオププシショョンン
実際に変換の作業を行うプログラムまたはコマンド。処理段階で発生すること。変換
オプションには、システムコマンド（ccooppyy）、InfoPrint Managerに付属のプログラム
（たとえば、ppss22aaffpp）、または固有のカスタム変換プログラム（たとえば、
mmyyppccllffiixxuuppなど）があります。
変換を作成するときは、このプログラムまたはコマンドを呼び出すために必要な完全
なコマンド行を指定してください。このコマンド行で、さまざまな置換変数を指定で
きます。これは、InfoPrint Managerが変換を実行するときにInfoPrint Managerが値を置
き換えるプレースホルダーです。たとえば、行に%iを含めた場合は、InfoPrint Manager
は、変換が受け取るファイルの名前に置き換えます。%oを含めた場合は、変換された
データを入れるファイルの名前で置き換えられます。

• 出出力力デデーータタフフォォーーママッットト
変換の結果生じたデータストリーム。出力データフォーマットは1つだけ指定できま
す。

また、変換が作成したファイルを印刷するかを指定できます。印刷されるファイルを変換
が戻すことがない場合は（変換が処理を完了してファイルを別の場所に保管する場合な
ど）、変換終了と呼ばれます。変換終了だけでなく、条件付き変換終了も作成できます。
作成するには、変換が成功したが印刷するデータを返さないことを示す固有の戻りコード
を定義します。
変換は単独では何も行いません。変換シーケンスとして変換を実宛先に関連付けるまで無
効の状態です。変換シーケンスとは、変換の番号付きリストがある実宛先の属性のことで
す。その実宛先に実行依頼されるジョブはすべて、印刷される前に指定した順序で変換の
リスト経由で送信されます。
InfoPrint Managerでは、システムがプリンターに印刷データを送信する前にデータを変換
するシーケンスを作成できます。これで、XXFFMMFFLLTTRRユーティリティーを使用してPSF/2で
作成できる構成可能な変換シーケンスと同様の機能がユーザーに提供されます。変換シー
ケンスを作成する方法は、P. 299「カスタムステップ（変換）シーケンスを定義する」を
参照してください。

1. 変換シーケンスに終了変換を含める場合は、シーケンスの最後の変換にしてくださ
い。

2. ジョブ内の文書に対して変換終了を起動すると、そのジョブ内のすべての文書が処理
を終了してから、ジョブ全体が終了します。ジョブ内の他の文書が変換終了を使用し
ているかどうかは関係ありません。

カスタムステップ（変換）を構成する

カスタムステップ（変換）を設定するには、以下の2つのタスクを実行してください。
1. P. 284「カスタムステップ（変換）を作成する」。
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2. P. 288「カスタムステップ（変換）を実宛先に関連付ける」。

カスタムステップ（変換）を作成する

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr WWeebbアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを通して変換
シーケンスを作成することができます。

用語の変更により、InfoPrint Manager Webアドミニストレーションインターフェースでの
構構成成可可能能変変換換に相当する用語はカカススタタムムスステテッッププです。カスタムステップについては、
InfoPrint Manager Webアドミニストレーションインターフェースヘルプシステムを参照し
てください。
変換を作成するには、InfoPrint Managerシステム管理者は次の手順を使用する必要があり
ます。
1. IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr WWeebbアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用し、

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrサーバーに接続します。
2. 左側のオオブブジジェェククトトパネルで、ササーーババーータブをクリックします。

3. メニューアイコン（ ）をクリックし、カカススタタムムスステテッッププ（（変変換換））......を選択しま
す。

4. 右上の新新規規ボタンをクリックします。
5. 新新規規カカススタタムムスステテッッププのの作作成成（（変変換換））ダイアログで、以下の値を入力します。
名前
分かりやすい変換の名前を入力します。
InfoPrint Managerは、実宛先に関連付けられた変換シーケンス内の変換名を参照し
ます。

サーバー
入力済みではない場合は、変換を作成するInfoPrint Managerサーバーを入力、また
は選択します。
変換は、同じサーバー内の実宛先だけに関連付けることができます。InfoPrint
Manager Webアドミニストレーションインターフェースが1つのサーバーだけ監視
している場合、このフィールドにはそのサーバー名が入ります。

出力ファイル形式
この変換で作成された出力ファイルのフォーマットを選択します。

説明
InfoPrint Manager Webアドミニストレーションインターフェース経由でこの変換を
表示するたびに表示される、この変換の説明を入力します。

変換オプション
InfoPrint Manager置換変数を含む、コマンド行変換とそのオプションを入力しま
す。

最後のステップ
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変換ステップが最後のステップであるかどうかを指定します。
条件付き終了戻りコード
変換が正常に終了しても、その変換がInfoPrint Managerによる今後の処理のために
データを戻さないことを示す戻りコードを指定します。

許可される文書形式
変換される1つまたは複数の入力ファイルの形式を追加します。

1つまたは複数の文書形式を指定できます。入力ファイルのフォーマットは、この
変換がこの実宛先に送信されたジョブに呼び出されるかどうかを決定します。

サーバーロケールの使用
変変換換オオププシショョンンフィールドの%%%%置換変数で定義された情報の入力と出力用に、
サーバーのロケール言語（オオンン-デフォルト）または英語（オオフフ）のどちらを使用
するかを指定します。

以下の変換の例では、「変換置換変数」テーブルに示されている置換値を使用して、変換
オブジェクトの一般的な使用方法を説明しています。例の一部は、アプリケーションプロ
グラマーが、変変換換オオププシショョンンフィールドの開始時に指定された名前を使用してプログラム
を作成していると仮定しています。

1. job nameなど、渡された値にブランクスペースが含まれる置換値を指定する場合は、正
しく渡されるように置換値を引用符で囲んでください。これは、単一の %置換変数に
のみ適用されます。%%置換変数は引用符で囲まないでください。

2. 以下の例では、変変換換オオププシショョンンフィールドに完全修飾パス名の指定が不要になるよう
に、PPAATTHH環境変数が適切なパスに設定されています。

変換置換変数
変換オプション置換変数 意味
%%ii 変換する入力ファイルの名前。
%%oo 変換の出力を保管するファイルの名前。

無限の変換の場合、%oという名前のファイルに
データを保管する必要があります。

%%ee 変換情報またはエラーメッセージを保存するファイ
ルの名前。このファイルに何か書き込まれると、
InfoPrint Managerサーバーログに記録されます。
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変換オプション置換変数 意味

1. 変換が、0または条条件件付付きき終終了了戻戻りりココーードド
フィールドで設定された値の終了コードで終了
した場合は、変換からのエラーメッセージがデデ
ババッッググ重大度としてログに記録されます。

2. 変換がゼロ以外の戻りコードでも、条条件件付付きき終終
了了戻戻りりココーードドフィールド変換属性で設定された
値以外で終了した場合、変換からのエラーメッ
セージはエエララーー重大度としてログに記録されま
す。

3. InfoPrint Managerは、変換エラーメッセージをこ
の置換変数によって指定されたファイルか、ま
たは標準エラー (ssttddeerrrr)のどちらかに書き込
みます。%%eeおよび ssttddeerrrrへの出力を EXITプ
ログラムの 1つの実行で混在させてはなりませ
ん。特定の実行において、どちらか一方を使用
する必要があります。

%%uu ppaaggeess--ccoommpplleetteeddおよび jjoobb--ppaaggee--ccoouunntt
ジョブ属性を更新するためのファイルの名前。

このファイルは、ttrraannssffoorrmm__uuppddaatteeユーティ
リティーからのみアクセスする必要があります。

%%jj 元の印刷ファイルの名前から (ddooccuummeenntt--ffiillee--
nnaammee属性からの)パスを除いたもの。

これは、一時ファイルなど、別の名前を構成する場
合にのみ使用します。

%%nn 元の印刷ファイルの名前から (ddooccuummeenntt--ffiillee--
nnaammee属性からの)パスと拡張子を除いたもの。

これは、一時ファイルなど、別の名前を構成する場
合にのみ使用します。

%%dd 入力ファイルの文書フォーマットを表す文字列。こ
の値は、次のようになります。
• AASSCCIIII。ASCII行データの場合。
• AAFFPPDDSS。Advanced Function Presentationデータ
用。

• PPCCLL。プリンター制御言語データ用。
• PPSS。PostScriptデータ用。

%%%%DDddooccuummeenntt--ffoorrmmaatt置換変数によって文書
フォーマットを獲得することもできます。

%%pp 文書の ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh属性の
値。
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変換オプション置換変数 意味

この値は、後続のすべての変換と実宛先に渡されま
す。

%%qq ジョブを処理する実宛先。
%%ss 文書の ddooccuummeenntt--sseeqquueennccee--nnuummbbeerr。

%%tt 文書の ootthheerr--ttrraannssffoorrmm--ooppttiioonnss属性の値。

ある変換を作成するが、実宛先またはジョブごとに
異なる方法で使用する場合は、このパラメーターで
変換に値を渡すことができます。

%%gg ジョブのグローバルジョブ ID。
%%## ジョブ ID (最大 10桁)。

%%%%AAad_attribute%%%% 指定されたInfoPrint Manager実宛先属性の値。たと
えば %%Aresource-context%%の場合、InfoPrint
Managerは、実宛先の rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt属性
値を渡します。

この置換変数を使用する前に、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」の変換用ootthheerr--
ttrraannssffoorrmm--ooppttiioonnss属性に関する「使用ガイド
ライン」の下にある「%%Nattributename置換制
御シーケンスを使用する場合の考慮事項」トピック
を参照してください。

%%%%DDdoc_attribute%%%% 指定されたInfoPrint Manager文書属性の値。たとえ
ば、%%Ddepartment-text%%を使用すると、
InfoPrint Managerは、文書の ddeeppaarrttmmeenntt--tteexxtt
属性値を渡します。

この置換変数を使用する前に、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」の変換用ootthheerr--
ttrraannssffoorrmm--ooppttiioonnss属性に関する「使用ガイド
ライン」の下にある「%%Nattributename置換制
御シーケンスを使用する場合の考慮事項」トピック
を参照してください。

%%%%JJjob_属性%%%% 指定されたInfoPrint Managerジョブ属性の値。たと
えば %%Jjob-owner%%を使用すると、InfoPrint
Managerは、変換中の文書を所有するジョブの
jjoobb--oowwnneerr属性値を渡します。

この置換変数を使用する前に、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」の変換用ootthheerr--
ttrraannssffoorrmm--ooppttiioonnss属性に関する「使用ガイド
ライン」の下にある「%%Nattributename置換制
御シーケンスを使用する場合の考慮事項」トピック
を参照してください。
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カスタムステップ（変換）を実宛先に関連付ける

作成した変換オブジェクトは、使用する前に実宛先に関連付けてください。
InfoPrint Manager Webアドミニストレーションインターフェースからデータストリーム変
換を実宛先に関連付けるには、以下の操作を行います。
1. 左側のオオブブジジェェククトトパネルでププリリンンタターータブをクリックし、ジョブを送信したいプ
リンターを選択します。

2. メニューアイコン（ ）をクリックして、ププロロパパテティィーーオプションを選択します。
3. ププロロパパテティィーー......ダイアログで、構構成成をクリックします。
このプリンターが使用できるデータストリーム変換が、使使用用すするるスステテッッププフィール
ドにリストされます。

4. 使用する変換を選択します（コマンド行からttrraannssffoorrmmss--sseeqquueennccee実宛先属性
を設定する場合と同じです）。

複数の変換を文字列でまとめ、タスクを連続で実行できます。この機能について詳
しくは、P. 299「カスタムステップ（変換）シーケンスを定義する」を参照してく
ださい。

5. OOKKをクリックし、この変換シーケンスと選択したプリンターを関連付けます。
コマンドラインを使用する場合は、変変換換オブジェクトを指定し、以下のInfoPrint Manager
コマンドを、AIXまたはLinuxコマンドラインまたはMS / DOSウィンドウから使用できま
す。
• ppddccrreeaattee
• ppddddeelleettee
• ppddsseett
• ppddllss

変換シーケンスを作成する場合の属性およびカスタムステップについては、「RICOH
InfoPrint Manager：Reference」の「InfoPrintオブジェクト属性」章の「変換の属性」ト
ピックを参照してください。

カスタムステップ（変換）オブジェクトを作成する例

以下では、変換オブジェクトを作成するために4つの特定特殊な例を（単純から高度な順
に）説明しています。3番目と4番目の例では、変変換換オオププシショョンンフィールドから呼び出さ
れるプログラムを作成するために、追加のプログラミングが必要です。このトピックで
は、カスタムステップを使用してInfoPrint Managerのインストールをカスタマイズする方
法を提案します。
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印刷せずにファイルにコピーするカスタムステップ（変換）オブジェクトを
作成する

AFP入力ファイルを取り込み、出力を印刷せずにハードディスク上のファイル位置にコ
ピーするデータストリーム変換オブジェクトをInfoPrint Manager Webアドミニストレー
ションインターフェースから定義するには、以下の手順で行います。
1. IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr WWeebbアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用し、

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrサーバーに接続します。
2. 左側のオオブブジジェェククトトパネルで、ササーーババーータブをクリックします。
3. メニューアイコン（ ）をクリックし、カカススタタムムスステテッッププ（（変変換換））......を選択し
ます。

4. 右上の新新規規ボタンをクリックします。
5. 変変換換のの作作成成ダイアログで、オペレーティングシステムに応じて、次の図に示す
フィールドに入力します。値で、入力データをWindows上の特定ドライブの¥¥aaffpp
フォルダーまたはAIXおよびLinux上の//uussrr//ssaammppファイルシステムにコピーする変
換が作成されます。また、これは%%nn置換変数があるために、元のファイル名を使用
し、変換されたファイルに名前を付けます。

6. ジョブを印刷しないため、最最後後ののスステテッッププをクリックし、この変換を終了すること
を示します。

変換オブジェクトとカスタムステップ（変換）サブシステムを理解する
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［新規カスタムステップの作成（変換）］ダイアログ：Windowsで印刷せずにAFPファイ
ルをフォルダーにコピーする変換を定義します
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［新規カスタムステップの作成（変換）］ダイアログ： AIXおよびLinuxで印刷せずにAFP
ファイルをフォルダーにコピーする変換を定義します

7. OOKKをクリックします。
InfoPrint Managerは、名名前前フィールドで指定した名前で変換オブジェクトを作成しま
す。この変換値を確認するには、ササーーババーータブでメニューアイコン（ ）をクリッ
クし、カカススタタムムスステテッッププ（（変変換換））......オプションを選択します。

カスタムステップ（変換）オブジェクトを作成してAFPデータをPDFデータ
に変換する

AFP入力ファイルを取り込みPDFデータに変換し、出力を印刷せずにハードドライブ上の
位置に保存するInfoPrint Manager Webアドミニストレーションインターフェースから、
データストリーム変換オブジェクトを定義するには、以下の手順で行います。
1. IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr WWeebbアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用し、

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrサーバーに接続します。
2. 左側のオオブブジジェェククトトパネルで、ササーーババーータブをクリックします。

変換オブジェクトとカスタムステップ（変換）サブシステムを理解する



3

292

3. メニューアイコン（ ）をクリックし、カカススタタムムスステテッッププ（（変変換換））......を選択し
ます。

4. 右上の新新規規ボタンをクリックします。
5. 変変換換のの作作成成ダイアログで、オペレーティングシステムに応じて、次の図に示す
フィールドに入力します。これらの値は、AFP入力データをPDFデータに変換し、出
力をafp2pdf--ooフラグの値で示されるファイルに保存する変換を作成します。ま
た、これは%%nn置換変数があるために、元のファイル名を使用し、変換されたファイ
ルに名前を付けます。

6. ジョブを印刷しないため、最最後後ののスステテッッププをクリックし、この変換を終了すること
を示します。

［新規カスタムステップの作成（変換）］ダイアログ：AFPデータをPDFデータに変換
し、後にWindowsで使用できるように保存する変換を定義します

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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［新規カスタムステップの作成（変換）］ダイアログ：AFPデータをPDFデータに変換
し、後にAIXおよびLinuxで使用できるように保存する変換を定義します

7. OOKKをクリックします。
InfoPrint Managerは、名名前前フィールドで指定した名前で変換オブジェクトを作成しま
す。この変換値を確認するには、ササーーババーータブでメニューアイコン（ ）をクリッ
クし、カカススタタムムスステテッッププ（（変変換換））......オプションを選択します。

• afp2pdf変換のインストールと使用方法については、「RICOH InfoPrint Manager
AFP2PDF Transform機能：インストールと使用方法」を参照してください。

カスタムステップ（変換）オブジェクトを作成してデータを変換し、小さい
ファイルだけを印刷する

変換で、ジョブの処理を終了する場合と、戻りデータを印刷する場合があるときには、条
件付き変換終了を作成できます。たとえば、一部の文書は変換して保管しますが、他の文
書の印刷用に変換して戻すことがあります。変換のタスクが正常に完了してから印刷用
データを戻していないときに示す戻りコードを定義できます。
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以下の例では、受信されたJPEGジョブおよびTIFFジョブがシステムに入ると、実宛先に
よってppiiccss22ggiiff変換がアクティブにされます。ジョブは、GIFフォーマットに変換され
てから、InfoPrint Managerの外部のアプリケーションによってインターネットにアップ
ロードされます。変換されたGIFファイルが3 KB未満のときは、校正刷りプリンターで印
刷するためにInfoPrint Managerに戻されます。インストール全体の経費節減のため、3 KB
を超える変換済みGIFファイルは印刷されません。変換で変換済みファイルのサイズが確
認され、ジョブが大きすぎて印刷できない場合は、戻りコード5が送信されます。
InfoPrint Manager Webアドミニストレーションインターフェースから条件付き終了変換と
してデータストリーム変換オブジェクトを定義するには、以下の操作を行います。
1. IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr WWeebbアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用し、

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrサーバーに接続します。
2. 左側のオオブブジジェェククトトパネルで、ササーーババーータブをクリックします。
3. メニューアイコン（ ）をクリックし、カカススタタムムスステテッッププ（（変変換換））......を選択し
ます。

4. 右上の新新規規ボタンをクリックします。
5. 新新規規カカススタタムムスステテッッププのの作作成成（（変変換換））ダイアログで、次の図に示すフィールドに入
力します。これらの値は、JPEGおよびTIFFの両方の入力データをGIF出力に変換し
て、変換が印刷のためにInfoPrint Managerに戻ることなく正常に完了した場合には、
戻りコード5を戻す変換を作成します。
変変換換オオププシショョンンフィールドで、一連の置換変数を使用し、変換シーケンス用の特別
オプションを提供できます。この例では、InfoPrint Managerサーバーがジョブを処理
する実宛先の名前を渡すように、この変換オブジェクトは、標準入力（%%ii）と標準
出力（%%oo）以外に%%qqフラグを使用します。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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［新規カスタムステップの作成（変換）］ダイアログ：条件付きで終了する変換を定義し
ます

6. OOKKをクリックします。
InfoPrint Managerは、名名前前フィールドで指定した名前で変換オブジェクトを保存しま
す。この変換値を確認するには、ササーーババーータブでメニューアイコン（ ）をクリッ
クし、カカススタタムムスステテッッププ（（変変換換））......オプションを選択します。

ジョブのページカウントを更新するカスタムステップ（変換）オブジェクト
を作成する

デフォルトでは、InfoPrint Managerは変換対象ジョブ内のページ数を認識しません。ただ
し、ジョブ内のページ数を認識する変換がある場合は、この情報でInfoPrint Managerを更
新できる変換オブジェクトを作成できます。InfoPrint Managerは、%uオプションを使用し
て変換オブジェクトにupdate_fileを渡すことができます。このupdate_fileは、変換
対象ジョブ内のページ数で更新できます。次に、InfoPrint Managerはこの情報でジョブを
更新します。update_fileを変更するには、ユーザー提供の変換が、InfoPrint Managerに
付属のttrraannssffoorrmm__uuppddaatteeユーティリティーを呼び出す必要があります。
ttrraannssffoorrmm__uuppddaatteeユーティリティーの構文については、P. 297「 transform_update
ユーティリティーを使用する」を参照してください。

変換オブジェクトとカスタムステップ（変換）サブシステムを理解する
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InfoPrint Manager Webアドミニストレーションインターフェースからデータストリーム変
換オブジェクトを定義するには、以下の操作を行います。
1. IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr WWeebbアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用し、

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrサーバーに接続します。
2. 左側のオオブブジジェェククトトパネルで、ササーーババーータブをクリックします。

3. メニューアイコン（ ）をクリックし、カカススタタムムスステテッッププ（（変変換換））......を選択し
ます。

4. 右上の新新規規ボタンをクリックします。
5. 新新規規カカススタタムムスステテッッププのの作作成成（（変変換換））ダイアログで、次の図に示すフィールドに入
力します。
この例では、PPAASSSSVVAALLUUEESS変換オブジェクトによって呼び出されたppaassssvvaallssプロ
グラムに、rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt文書属性、jjoobb--oowwnneerrジョブ属性、更新ファイ
ルが渡されます。ジョブ内のページ数を認識している変換プログラムにppaassssvvaallss
プログラムを変更してから、%uを、変換により呼び出されたときにttrraannssffoorrmm__
uuppddaatteeユーティリティーに渡されるupdate_fileとして、プログラムが期待する
ものに変変換換オオププシショョンンのパラメーターを変更する必要があります。rreessoouurrccee--
ccoonntteexxttやjjoobb--oowwnneerrなどの他の属性は、変換での必要性に応じて省略できま
す。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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［新規カスタムステップの作成（変換）］ダイアログ：ジョブ属性を渡す変換を定義しま
す

6. OOKKをクリックします。
InfoPrint Managerは、名名前前フィールドで指定した名前で変換オブジェクトを保存しま
す。この変換値を確認するには、ササーーババーータブでメニューアイコン（ ）をクリッ
クし、カカススタタムムスステテッッププ（（変変換換））......オプションを選択します。

transform_updateユーティリティーを使用する

ttrraannssffoorrmm__uuppddaatteeユーティリティーを使用し、ジョブページカウントまたは完了した
ページ数について、InfoPrint Managerを更新します。
%%uu変換オプションを使用すると、文書ページカウントまたはジョブのppaaggeess--
ccoommpplleetteedd属性を更新できる更新ファイルにアクセスできます。%%uuで識別されるファイ
ルには直接アクセスしないでください。変換では、ttrraannssffoorrmm__uuppddaatteeユーティリ
ティーだけを使用する必要があります。InfoPrint Managerは、変換の実行中とその完了直
後にのみ、更新がないかをチェックします。ttrraannssffoorrmm__uuppddaatteeユーティリティーは、
変換の実行中に1回または複数回呼び出すことができます。変換から戻ると、InfoPrint
Managerは更新ファイルを削除します。
ttrraannssffoorrmm__uuppddaatteeユーティリティーには、以下の戻りコードがあります。

変換オブジェクトとカスタムステップ（変換）サブシステムを理解する
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1
以下に示す、基本的な問題についての英語メッセージです。

Invalid option specified.
No option or option value specified.
No status file name specified.
Cannot open status file named ____.
Cannot read status file named ____.

0
更新が成功しました。

-1
状況ファイルの更新に失敗しました。

ttrraannssffoorrmm__uuppddaattee [--tt delta_pages_transformed]
[--dd delta_pages_delivered]
update_file

-t
変換された文書ファイルが最後に更新されてからの追加ページ数を指定します。
InfoPrint Managerはこの情報を使用して、ジョブのjjoobb--ppaaggee--ccoouunntt属性を再計算し
ます。このオプションが渡す値の合計が2,147,483,647を超えることはありません。

-d
最後に更新されてからの変換によって配信された追加ページ数を指定します。InfoPrint
Managerはこの情報を使用して、ジョブのppaaggeess--ccoommpplleetteedd属性を更新します。こ
のオプションが渡す値の合計が2,147,483,647を超えることはありません。
多くの場合は、ppaaggeess--ccoommpplleetteedd属性は、ジョブに実際に印刷またはスタックされ
たページ数を示すため、変換の更新は不要です。この属性は、InfoPrint Managerの印
刷バックエンドによって、印刷されたページ数で更新されます。ここで参照された
ページは、以後の処理のためにInfoPrint Managerに返されたファイルから削除されま
す。

update_file
%%uuオプションによって変換に渡すファイルです。

1. 変換がttrraannssffoorrmm__uuppddaatteeユーティリティーを複数回呼び出す場合は、各呼び出し
では、累積値ではなく、最後の呼び出し以降の変更を示す値を戻す必要があります。

2. InfoPrint Managerがファイルを開くことも読み取ることもできない場合は、エラーがロ
グに記録されて処理は続行されます。

3. 変換を使用してjjoobb--ppaaggee--ccoouunntt属性を更新する場合は、文書のページカウントを
指定してください。変換で提供されるページカウント情報は、変換された文書の単一
部数のページ数にしてください。

4. 変換がppaaggeess--ccoommpplleetteedd属性を更新して印刷用にジョブを戻す場合は、実宛先が完
了するページ数が、変換が完了を報告したページ数に追加されます。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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カスタムステップ（変換）シーケンスを定義する

カスタムステップシーケンスを使用すると、一連の変換オブジェクトを文字列にして、一
連のタスクを実行できます。このトピックでは、カスタムステップシーケンスの例に続い
て、一連の変換オブジェクトを作成するために使用できる特定の手順を示します。
InfoPrint Managerサーバーシステム上のディレクトリーに実宛先に送信されたすべての印
刷ジョブのAFPバージョンをコピーする実宛先を定義します。このディレクトリーは、印
刷ジョブの AFPバージョンのアーカイブとして使用されますが、これは、後で表示しなけ
ればならない場合があります。
実行するには、InfoPrint Manager Webアドミニストレーションインターフェースを使用
し、以下の3つカスタムステップ（変換）を作成します。
1. ttrraannssppss
入力データフォーマットをPostScriptに、変変換換オオププシショョンンをps2afpの使用に、出出力力フファァ
イイルル形形式式をMODCA-P（Mixed Object Document Content Architecture）に設定します。

2. ttrraannssppccll
入力データフォーマットをPCLに、変変換換オオププシショョンンをpcl2afpの使用に、出出力力フファァイイルル
形形式式をMODCA-Pに設定します。

3. ssaavveeaaffpp
入力データフォーマットをAFPに、変変換換オオププシショョンンをccooppyyコマンドの発行に、出出力力
フファァイイルル形形式式をMODCA-Pに設定します。また、新新規規カカススタタムムスステテッッププのの作作成成（（変変
換換））ダイアログで最最後後ののスステテッッププを選択することで、これを変換終了に変更します。

次に、シーケンスを実行したい実宛先を作成します。プリンターを作成する際に、［作成
および編集］を選択し、構構成成タブをクリックして使用するステップを次のように定義しま
す。
1. transps

2. transpcl

3. saveafp

宛先がすでに作成されている場合は、その実宛先のププロロパパテティィーーダイアログを開き、構構成成
タブをクリックし、ステップシーケンスを定義します。
この実宛先にジョブを送信すると、以下のアクションシーケンスが発生します。
1. ttrraannssppssが、着信データがPostScriptであるかどうかを確認します。着信データが

PostScriptである場合は、ttrraannssppssはps2afpを使用してデータをAFPに変換します。
PostScriptではない場合は、ttrraannssppssは何も行いません。

2. ttrraannssppccllは、着信データが PCLであるかどうかを調べます。PCLであれば、
ttrraannssppccllが pcl2afpを使用して AFPに変換します。PCLでない場合、ttrraannssppccll
は何も行いません。

3. ssaavveeaaffppが、上記ステップのいずれかにより作成された AFPファイルを特定のディ
レクトリーにコピーします。

変換オブジェクトとカスタムステップ（変換）サブシステムを理解する
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4. ssaavveeaaffppは終了変換であるため、ジョブは印刷されませんが、この時点で完了のマー
クが付けられます。

カスタムステップ（変換）シーケンスを作成するには、InfoPrint Manager Webアドミニス
トレーションインターフェースから以下の手順を使用します。
1. 左側のオオブブジジェェククトトパネルでププリリンンタターータブをクリックし、ジョブを送信したいプ
リンターを選択します。

2. メニューアイコン（ ）をクリックして、ププロロパパテティィーーオプションを選択します。
3. ププロロパパテティィーー......ダイアログで、構構成成をクリックします。
このプリンターが使用できるデータストリーム変換が、使使用用すするるスステテッッププフィール
ドにリストされます。

4. 使用したい変換を選択し、任意の順番でドラッグ＆ドロップします。
たとえば、ttrraannssppss、ttrraannssppccll、ssaavveeaaffppの各変換を上記の順序で実行する3つ
の手順の変換シーケンスを作成できます。

5. 変換を正しい順序で入力したら、OOKKをクリックして、選択したプリンターとこの変
換シーケンスを関連付けます。

印刷ルールを使用する
印刷ルールは、特定の条件を満たした場合にInfoPrint Managerのジョブに適用されるオプ
ションのルールです。印刷ルールの作成、編集、コピー、削除ができます。

印刷ルールを設定する

印刷ルールを作成するには、InfoPrint Managerシステム管理者は次の手順に従う必要があ
ります。
1. IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerr WWeebbアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンイインンタターーフフェェーーススを使用し、

IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrサーバーに接続します。
2. 左側のオオブブジジェェククトトパネルで、ササーーババーータブをクリックします。
3. メニューアイコン（ ）をクリックし、印印刷刷ルルーールルを選択します。
4. 右上の新新規規ボタンをクリックします。
5. 新新ししいい印印刷刷ルルーールルのの作作成成ダイアログで、以下の値を入力または選択します。
名前
ルールの意味のある名前を入力します。InfoPrint Managerは、論理宛先に関連付
けられた印刷ルールシーケンスで、印刷ルール名を参照します。

サーバー
入力済みではない場合は、ルールを作成するInfoPrint Managerサーバーを入力ま
たは選択します。

サーバーロケールの使用

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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情報の入力と出力用に、サーバーのロケール言語（オオンン-デフォルト）または英
語（オオフフ）のどちらを使用するかを指定します。

説明
InfoPrint Manager Webアドミニストレーションインターフェースでこの印刷ルー
ルを表示するときに表示される、この印刷ルールの説明を入力します。印刷ルー
ルを詳細に説明することで、ユーザーがどのルールを使うべきか判断するときに
役立ちます。

項目を検索します。
実行すべきアクションのトリガーとなる、既存の属性値間の論理条件を示しま
す。いずれかのオプションを選択します。
すべての条件と一致する（AND論理）
定義されたアクションが実行されるためには、すべての条件が満たされる
必要があります。

いずれかの条件と一致する（OR論理）
定義されたアクションが実行されるためには、1つ以上の条件が満たされ
る必要があります。

条件を追加
印刷ルールの条件を1つ以上定義します。左から右へ、それぞれの条件は以下の
とおりです。
• ジジョョブブまたは文文書書のの属属性性
• 条条件件演演算算子子
• 値値
属性
条件に使用するジョブまたは文書の属性をリストから選択します。

条件演算子
ジョブが条件を満たすかどうかを判断するために、属性と値の関係を指定
します。

• 利用可能な条件演算子のリストは、選択されたジョブまたは文書属性
によって異なります。

• すべての属性は、条件演算子値値あありり（（設設定定さされれてていいるる））と値値ななしし（（設設
定定さされれてていいなないい））を使用できます。

• 属性値によっては、大文字と小文字を区別するオプションを有効にし
たり、無効にしたりすることができます。

Value（値）
ジョブが条件を満たすかどうかを判断するために、InfoPrint Managerが使
用する値を指定します。属性によっては、リストから選択するか、英数字
を入力することができます。

印刷ルールを使用する
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• 追加条件を定義するには、条条件件をを追追加加ボタンをクリックします。条件を削除
するには、削除したい条件の右にある削除ボタン（ ）をクリックします。

アクションの追加
定義された論理条件を満たした場合に実行されるアクションを1つ以上選択しま
す。いずれかのオプションを選択します。
ジョブを保留にする
ジョブの状態を保保留留済済みみに変更します。

属性の設定
ジョブまたは文書の属性を選択し、その値を指定します。このアクション
は複数回追加することができます。

スクリプトの実行
定義された論理条件を満たした場合に実行されるカスタムスクリプトを指
定します。P. 303「印刷ルールでスクリプトを実行する」で説明されてい
るサポートされている置換制御シーケンスを使用できます。
ススククリリププトト成成功功ののリリタターーンンココーードドボックスに、カスタムスクリプトが正
常に実行されたことを示すリターンコードを入力します。

ジョブのルーティング
ジョブの移動先の実宛先を指定します。

• 宛先候補のリストから一度に1つの値を選択するか、値を入力できま
す。

• ジジョョブブののルルーーテティィンンググとジジョョブブのの分分割割アクションは相互に排他的で
す。

ジョブの分割
ページ数に応じて、ジョブを分割する実宛先を指定します。

• このアクションは、文書フォーマットがMODCA-Pで、ペペーージジ数数がが次次のの
値値以以上上条件が適用されている場合のみ有効です。結果として得られる
各ジョブの最大ページ数は、部数に「ペペーージジ数数がが次次のの値値よよりり大大ききいいかか
等等ししいい」という条件で指定された数を掛けたものに等しくなります。

• 結果として得られる各ジョブの最大ページ数は、文書のページ数を超
えてはなりません。

• ジョブの実宛先属性は、上書きされます。
• リストから特定のプリンターを選択する場合、それらのプリンター
は、印刷ルールを適用した論理宛先と同じキューに割り当てられなけ
ればなりません。

メールの送信

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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特定の受信者にメールを送信します。いずれかのオプションを選択しま
す。
エラー時に送信（デフォルト）
エラー発生時のみメールを送信します。

常に送信
メールは、ルールからのすべてのジョブで送信されます。

• 複数の受信者を指定する場合は、「,」を区切り文字として使用しま
す。

終了ルール
ルールがシーケンスの最後の1つであるかどうかを指定します。

• このアクションは、ジジョョブブのの分分割割とジジョョブブののルルーーテティィンンググアクション
の後に自動的に追加されます。

• 終了ルールは、現在の印刷ルールシーケンスにのみ影響します。ルー
ルがジョブを別の論理宛先に移動しても、その論理宛先に割り当てら
れている既存の印刷ルールシーケンスは実行されます。

• 属属性性のの設設定定アクションとジジョョブブををルルーーテティィンンググアクションでは、次のサポー
トされている置換制御シーケンスを使用できます。
%%%%JJjob_attribute
処理中の文書を含むジョブからジョブ属性値を受け渡します。

%%%%DDdoc_属性
処理中の文書から文書属性値を受け渡します。

属性が複数の値を持つ場合 (%%%%JJ属属性性--nnaammee、%%%%DD属属性性--nnaammeeなど)、属性の
最初の値のみが使用されます。

• 追加アクションを定義するには、アアククシショョンンをを追追加加ボタンをクリックしま
す。アクションを削除するには、削除したいアクションの右にある削除ボタ
ン（ ）をクリックします。

6. OOKKボタンをクリックします。

印刷ルールでスクリプトを実行する

印刷ルールの実行時に実行されるコマンドは、「印刷ルール置換変数」テーブルの置換値
を用いて指定することができます。

印刷ルールを使用する
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印刷ルール置換変数
置換変数 意味
%%ii 入力ファイルの名前。
%%oo 出力を保管するファイルの名前。
%%jj 元の印刷ファイルの名前から (ddooccuummeenntt--ffiillee--

nnaammee属性からの)パスを除いたもの。

これは、一時ファイルなど、別の名前を構成する場
合にのみ使用します。

%%nn 元の印刷ファイルの名前から (ddooccuummeenntt--ffiillee--
nnaammee属性からの)パスと拡張子を除いたもの。

これは、一時ファイルなど、別の名前を構成する場
合にのみ使用します。

%%dd 入力ファイルの文書フォーマットを表す文字列。

%%%%DDddooccuummeenntt--ffoorrmmaatt置換変数からも文書
フォーマットを取得できます。

%%pp 文書の ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh属性の
値。

%%ss 文書の ddooccuummeenntt--sseeqquueennccee--nnuummbbeerr。

%%tt 文書のootthheerr--ttrraannssffoorrmm--ooppttiioonnss属性の値。

%%gg ジョブのグローバルジョブ ID。
%%## ジョブID（最大10桁）。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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置換変数 意味
%%%%DDdoc_attribute%%%% 指定されたInfoPrint Manager文書属性の値。たとえ

ば、%%Ddepartment-text%%を使用すると、
InfoPrint Managerは、文書の ddeeppaarrttmmeenntt--tteexxtt
属性値を渡します。

この置換変数を使用する前に、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」の変換用ootthheerr--
ttrraannssffoorrmm--ooppttiioonnss属性に関する「使用ガイド
ライン」の下にある「%%Nattributename置換制
御シーケンスを使用する場合の考慮事項」トピック
を参照してください。

%%%%JJjob_属性%%%% 指定されたInfoPrint Managerジョブ属性の値です。
たとえば%%Jjob-owner%%を使用すると、InfoPrint
Managerは、文書を所有するジョブのjjoobb--oowwnneerr
属性値を渡します。

この置換変数を使用する前に、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」の変換用ootthheerr--
ttrraannssffoorrmm--ooppttiioonnss属性に関する「使用ガイド
ライン」の下にある「%%Nattributename置換制
御シーケンスを使用する場合の考慮事項」トピック
を参照してください。

• 各置換変数は、1つのパラメーターとしてスクリプトに渡される必要があります。置換
変数同士や他のテキストを連結することはできません。

• job nameなど、渡された値にブランクスペースが含まれる置換値を指定する場合は、正
しく渡されるように置換値を引用符で囲んでください。これは、単一の %置換変数に
のみ適用されます。%%置換変数は引用符で囲まないでください。

• ppddsseettやppddmmooddのようなジョブ変更コマンドは実行できません。

印刷ルールシーケンスを定義する

印刷ルールシーケンスを使用すると、一連のルールを文字列にして、一連のタスクを実行
できます。このトピックでは、一連の印刷ルールを作成するための具体的な手順について
説明します。
印刷ルールシーケンスを作成するには、InfoPrint Manager Webアドミニストレーションイ
ンターフェースから、以下の操作を行います。
1. 左側のオオブブジジェェククトトパネルで論論理理宛宛先先タブをクリックし、ジョブを送信したい宛先
を選択します。

2. メニューアイコン（ ）をクリックして、ププロロパパテティィーーオプションを選択します。
3. ププロロパパテティィーー......ダイアログで、一一般般をクリックします。

印刷ルールを使用する
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利用可能な印刷ルールは、印印刷刷ルルーールルシシーーケケンンススフィールドに表示されます。
4. 使用したい印刷ルールを選択し、任意の順番でドラッグ＆ドロップします。
例えば、先に定義した印刷ルールを上記のように決められた順序で実行する3ステッ
プの印刷ルールシーケンスを作成するとします。

5. 印刷ルールを正しい順序で入力したら、OOKKをクリックして、選択した宛先とこの印
刷ルールシーケンスを関連付けます。

CPSI印刷エンジンを使用する際のPSF宛先にPCLまた
はPostScriptを印刷する:使用する用紙ビンを指定する
一般的に、PCLまたはPostScriptドライバーを使用して印刷ジョブを実行依頼するときは、
プリンターオプションを使用し、プリンターに使用させる入力用紙ビンを指定できます。
たとえば、白色の8.5 x 11インチ用紙がビン1、レターヘッド用紙がビン2に常にセットさ
れている場合は、ドラフトを印刷するときはビン1を選択し、実際のレターを印刷すると
きはビン2を選択できます。
InfoPrint ManagerのPSF宛先にPCLまたはPostScript印刷ジョブを送信するときは、データ
ストリームが印刷される前にAdvanced Function Presentation（AFP）に変換されます。デ
フォルトでは、ほとんどの変換されたPCLジョブは、ユーザーが指定したビンに関係な
く、用紙ビン1を使用します。その他のオプションが指定されていない場合は、変換され
たPostScriptジョブではレターサイズの用紙がデフォルトになり、そのサイズの用紙があ
るビンを検索します。ジョブは、正しいサイズがある最初のビンの用紙で印刷されるか、
見つからなければ失敗します。
ビンマッピングをセットアップするには、P. 312「構成ファイルを編集する」を参照して
ください。

ビンマッピングを決定する

変換プログラムで選択したビンを確認し、プリンターに送信するAFPデータに含める場合
は、PCLやPostScriptビンとAFPビン間のマッピングを指定してください。変換ではこの
マッピングが使用され、PCLまたはPostScriptで検出されたビン番号がAFPビン番号に変換
されます。最大 20のさまざまな入力用紙ビンを指定できるように InfoPrint Managerを構
成できます。

PCL印刷

PCLプリンタードライバー経由で印刷ジョブを実行依頼して用紙ビンを選択したときは、
ドライバーはビン番号を生成し、データストリームに置きます。ただし、異なるドライ
バーでは、同じビンに異なるビン番号を生成します。たとえば、あるドライバーでは"トレ
イ1"をビン4に設定し、"補助トレイ"をビン2にしますが、別のドライバーでは、"トレイ
1"をビン1に、"補助トレイ"をビン8にします。複雑性を追加するには、生成されたPCLビン
番号は0～59の範囲にできます。ほとんどのドライバーは小さい番号（0～10）を使用しま
すが、別の場合もあります。
InfoPrint Managerは、PCLからAFPへの変換中にドライバーが生成したビン番号を使用し、
ユーザーが設定したビンマッピングと比較します。pcl2afp変換では、ユーザーが割り当て

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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たAFPビン番号を挿入し、要求した宛先にジョブを送信します。プリンターでユーザーが
選択したビンの用紙にジョブが印刷されます。従って、すべてのユーザーが同じドライ
バーを使用してInfoPrint Managerプリンターにジョブを実行依頼してください。同じドラ
イバーを使用しない場合は、セットアップしたマッピングは正しく機能しません。
マッピングをセットアップするには、まずPCLドライバーがデータストリームに置くビン
番号を決定してください。実際には、ドライバーはさまざまなInfoPrintプリンターに同じ
ビン番号を生成します。PCL5eドライバーを使用している場合、P. 307「 InfoPrint PCL5e
ビン番号」にリストされている数字がデータストリームに配置されます。

InfoPrint PCL5eビン番号
トレイ（装置の設定でユーザーが選択したもの） PCLビン番号（ドライバーがデータストリームに入れ

るもの）
自動的に選択 0

トレイ1 1

手差し用紙 2

手差し封筒送り 3

補助トレイ 4

トレイ2 5

封筒給紙ユニットまたは封筒トレイ 6

トレイ3 7

トレイ4 8

トレイ5または2000シート給紙トレイ 9

別のドライバーを使用した場合は、プリンターに付属の使用説明書に番号が記載されてい
ます。 PCLドライバーのセクションを確認してください。また、プリンターの特定のビン
に送信されたPCLデータを取り込むことができる場合は、データストリームのビン番号を
検索できます。ただし、試行錯誤を繰り返して正しいマッピングを決定する方が簡単な場
合もあります。また、PCLビン番号の範囲は0～59になります。
次に、プリンターで対応するAFPビン番号を決定します。AFPビン番号には1～255の範囲
があり、プリンター間に標準はありません。一部のプリンターには、ハードコーディング
されたビン番号があります。プリンターの各ビンに、実際に番号が書き込まれています。
また、AFPビン番号を見つけることが非常に難しい場合があります。実際に、オプション
の用紙ビンを追加したときは、一部のプリンターの番号付けスキーマが完全に変更されま
すが、他のプリンターではユーザーにビン番号の変更が許可されたたままの状態になりま
す。従って、プリンターのAFPビン番号を正確に予測できなくなります。ただし、以下の
ガイドラインが使用できます。
• ほとんどのAFP用紙ビンは、1～10を使用します。通常、1は、最大、一番上、または
一番下のビンを表します。

• 封筒給紙ユニット/ビンの番号は6～69になります。
• 手差しトレイは、通常 100番です。
InfoPrintプリンターで印刷する場合は、各プリンターのデフォルトの採番スキームについ
ては、「IPDS and SCS Technical Reference」と「IPDS Handbook for printers that use the

CPSI印刷エンジンを使用する際のPSF宛先にPCLまたはPostScriptを印刷する:使用する用紙ビンを指定する
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AFCCU」を参照してください。いずれも、RICOHのWebサイト（https://manuals.ricoh.
com/pps/download/pdf/ipds_tech_ref.pdf）から入手できます。
この資料に、ご使用のプリンターに対応する AFPビン番号があった場合、番号が 16進数
表記で作成されていることに注意してください。この数は、マッピングファイルに追加す
る前に、10進数に変換してください。また、リストされている番号はコンピューター番号
であり、ソフトウェアで必要な番号ではありません。10進数に変換した後に、マッピング
ファイルに追加する番号に1を追加してください。
この情報により、正しいAFPビン番号を決定するには、以下のガイドラインから開始し、
マッピングが正しく設定できるまで試行錯誤を繰り返すことを推奨します。
たとえば、3つの用紙ビンと1つの手差しビンを備えたプリンターが1つある場合は、以下
を行うことができます。
1. InfoPrint Manager Windowsクライアントシステムで、使用する予定のPCLドライバーを
インストールします。

2. 今インストールしたドライバーを使用し、そのターゲット宛先としてPSFプリンターを
持つプリンターを作成します。

3. Windowsクライアントから、ススタターートトボタンをクリックし、設設定定→→ププリリンンタターーを選択
し、ププリリンンタターーウィンドウを開きます。

4. 作成したプリンターを右クリックし、メニューからププロロパパテティィーーを選択します。
5. デデババイイススのの設設定定タブをクリックし、このドライバーで使用可能なプリンターオプショ
ンを表示します。たとえば、あるドライバーでは用紙トレイのリストが表示され、各
トレイの用紙サイズを選択できます。

6. 使用する予定のすべての用紙トレイがアクティブになり、正しいサイズの用紙が選択
されていることを確認します。

7. OOKKをクリックしてダイアログを閉じ、設定を有効にします。
8. P. 312「構成ファイルを編集する」に記載されている適切な手順に従います。

PCLとAFPビン番号の入力が必要なときは、上記のガイドラインに従い、P. 308「
Ricohプリンターのマッピングテーブル例」のような論理マッピングを作成します。

Ricohプリンターのマッピングテーブル例
トレイの選択 PCLビン番号 AFPビン番号

トレイ1 1 1

トレイ2 5 2

トレイ3 7 3

手差しトレイ 2 100

封筒トレイ1 6 60

封筒トレイ2 4 61

手順を完了します。
9. 各用紙ビン（手差しビンを含む）に、別々の種類、カラー、または特殊マークが付い
た用紙をセットします。

10. 各ビンにテストジョブを実行依頼し、印刷される用紙を確認します。結果をトラッキ
ングし、結果を使用し、構成に合うようにマッピングを変更します。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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11. マッピングが正しく設定できてから、オペレーターに以下の情報を知らせます。
• 装置の設定でセットするオプション。
• 各ビンにセットされた用紙の種類。
• 各ビンで印刷する方法。

CPSI印刷エンジン使用時のPostScript印刷

PostScriptドライバーでは、さまざまな方式を使用して、ジョブを印刷する用紙ビンを決
めます。一部のドライバーでは、用紙の給紙トレイが選択できます。ジョブを実行依頼す
ると、ドライバーが番号をプリンターに送って、対応するトレイについて応答を求めま
す。ユーザーがさまざまな用紙オプション（サイズ、カラー、重量）を選択できるドライ
バーもあります。印刷ジョブを実行依頼すると、これらのオプションが印刷ジョブと一緒
に送られて、使用する用紙ビンを決めるために使用されます (この機能を有効にするため
に、用紙サイズオプションを設定してください)。
InfoPrint Managerを正しく構成すると、いずれかのドライバーのタイプで実行します。こ
の構成を行うには、3つのステップが必要です。
1. P. 309「用紙トレイ情報を収集する」
2. P. 310「用紙トレイをInfoPrint Managerに知らせる」
3. P. 311「トレイマッピングをテストする」

用紙トレイ情報を収集する

InfoPrint Managerを構成する最初の手順では、以下を確認します。
• プリンターには用紙トレイがいくつありますか？
• 各トレイのAFPビン番号は何番か?
ビン番号を得るためのガイドラインを以下に示します。

• 各トレイにセットする用紙種類は何ですか？
少なくとも、各トレイに入れる用紙サイズを確認してください。必要に応じて、用紙
のカラーまたは重量も指定できます。

次の表を使用し、データを記録してください。

用紙トレイチャート
AFPビン番号（10進表記） プリンターの用紙トレイ セットされた用紙

100 手差しトレイ

CPSI印刷エンジンを使用する際のPSF宛先にPCLまたはPostScriptを印刷する:使用する用紙ビンを指定する



3

310

AFPビン番号（10進表記） プリンターの用紙トレイ セットされた用紙

正しいビン番号を理解するには、試行錯誤の作業が必要です。AFPビン番号は1～255の範
囲があり、プリンター間に標準はありません。プリンターによっては、ハードコーディン
グされたビン番号を持つものがあります。プリンターの各ビンに、実際に番号が書き込ま
れています。また、AFPビン番号が非常に見つけにくい場合があります。実際に、オプ
ションの用紙ビンを追加したときは、一部のプリンターの番号付けスキーマが完全に変更
されます。他のプリンターではユーザーがビン番号を変更できます。従って、プリンター
のAFPビン番号を正確に予測することは、ほぼ不可能です。ただし、以下のガイドライン
が使用できます。
• ほとんどのAFP用紙ビンは、1～10を使用します。通常、1は、最大、一番上、または
一番下のビンを表します。

• 封筒給紙ユニット/ビンの番号は6～69になります。
• 手差しトレイは、通常 100番です。
InfoPrintプリンターで印刷する場合は、各プリンターのデフォルトの番号付けスキームに
ついては、「IPDS and SCS Technical Reference」と「IPDS Handbook for printers that use
the AFCCU」を参照してください。

この資料に、ご使用のプリンターに対応する AFPビン番号があった場合、番号が 16進数
表記で作成されていることに注意してください。この数は、マッピングファイルに追加す
る前に、10進数に変換してください。また、リストされている番号はコンピューター番号
で、ソフトウェアで必要な番号ではありません（IPDSビン番号で、AFPビン番号ではな
い）。10進数に変換した後に、マッピングファイルに追加する番号に1を追加してくださ
い。

用紙トレイをInfoPrint Managerに知らせる

マッピングの最初の試みを表に記入した後に、2番目の手順（InfoPrint Managerにすべての
ビンを識別）に進むことができます。
デフォルトでは、InfoPrint Managerは、すべてのPostScriptプリンターは用紙トレイを1つ
だけ持つと想定しています。トレイを特定したときは、InfoPrint Managerに実際のトレイ
数を知らせます。次に、ジョブを実行依頼するときは、任意のトレイを選択できます。
用紙ビンをInfoPrint Managerに認識させる方法には、構成ファイルによる方法と作成する
変換による方法があります。この手順では、いずれの方法でも使用できる構文を決定しま
す。識別ステートメントの一般構文は、以下のフォーマットを使用します。
iinnppuuttX==((size,,ttyyppee==xxx,,wweeiigghhtt==xxx,,ccoolloorr==xxx)),,iinnppuuttX==((size,, ttyyppee==
xxx,,wweeiigghhtt==xxx,,ccoolloorr==xxx)

ここでは、以下の条件が適用されます。
• 各iinnppuuttXは、各用紙トレイに対応します。用紙トレイの数だけiinnppuuttXエントリーが
必要です。スペースがない、コンマで区切ります。

• 各inputXXの中のXは、各トレイについて、P. 309「用紙トレイチャート」からのAAFFPP
ビビンン番番号号で置き換えられます。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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• 必要な用紙の属性は、サイズだけです。sizeという語は、トレイ内に入れられる用紙
のサイズで置き換えます。たとえば、lleetttteerr、lleeggaall、88..55iixx1111ii、AA44などです。

• その他の用紙属性は指定することも、ブランクのままにすることもできます。
以下はすべて、有効な識別ステートメントです。
input1=(letter),input2=(legal),input100=(letter)

input1=(8.5ix11i,color=blue),input2=(8.5ix11i,color=yellow),
input3=(11ix17i),input100=(8.5ix11i)

input1=(A4,color=white),input2=(A4,color=blue),input3=(A4,color=yellow),
input65=(C5),input100=(A4,type=letterhead)

識別ステートメントを作成してから、次の手順に進んでください。

トレイマッピングをテストする

識別ステートメントを作成した後に、ステートメントが正しいかどうかを確認するため
に、マッピングをテストします。次の手順は、マッピングを確認する1つの方法です。
1. InfoPrint Manager Windowsクライアントシステムで、ご使用のプリンターに対応す
る PostScriptドライバーをインストールします。

2. 今インストールしたドライバーを使用し、そのターゲット宛先として PSFプリン
ターを持つプリンターを作成します。

3. Windowsの［［ススタターートト］］ボタンをクリックして、［［設設定定］］→→［［ププリリンンタターー］］を選
択し、［［ププリリンンタターー］］ウインドウをオープンします。

4. 作成したばかりのプリンターを右クリックして、ポップアップメニューから［［ププロロ
パパテティィーー］］を選択します。

5. ［［デデババイイススのの設設定定］］タブをクリックして、使用可能なトレイとオプションを表示し
ます。

6. ドライバーが使用可能な用紙トレイをリストした場合は、用紙トレイをアクティブ
にして、それぞれの用紙トレイごとに用紙サイズを選択します。ご使用の識別ス
テートメントに合うオプションを設定します。

7. ［［OOKK］］をクリックしてダイアログをクローズし、設定を有効にします。
8. 「P. 312「構成ファイルを編集する」」を参照すると、ご使用のすべてのプリン
ターに同一のマッピングを使用できます。

9. 該当する手順を実行してください。
構成ファイルを変更する必要がある場合、あるいは変換プログラムが使用するコマ
ンドを入力する必要がある場合は、iinnppuuttX==...ステートメントを「P. 310「用紙ト
レイをInfoPrint Managerに知らせる」」からの識別ステートメントで置き換え、手順
を完了してください。

10. 各用紙ビン (手差しビンを含む)に、別々の種類、カラー、または特殊にマークを付
けた用紙をロードします。

11. Windowsゲートウェイプリンターの各ビンに印刷ジョブを実行依頼し、正しい用紙
に印刷されることを確認することで、設定をテストしてください。ジョブが正しい
用紙に印刷されない場合は、必要に応じてAFPビン番号と給紙番号を調整してくださ
い。

12. マッピングが正しく設定できてから、オペレーターに以下の情報を知らせます。
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• 装置の設定でセットするオプション。
• 各ビンにセットされた用紙の種類。
• 各ビンで印刷する方法。

構成ファイルを編集する

InfoPrint Manager PCLからAFPへの変換プログラムとPostScriptからAFPへの変換プログラ
ムには、5つの構成ファイルが同梱されています。pcl2afp.cfgおよびpcl2afpd.cfgな
ど、領域内の各中間行の索引タグを作成します。PostScript変換用は、ps2afp.cfg、
ps2afpd.cfg（InfoPrint 4000プリンターおよびInfoPrint 4100プリンターで使用）、およ
び3160d.cfg(その他すべてのIPDSプリンターで使用）です。ドライバーが生成するデー
タストリーム、ジョブの送信先であるプリンター、および以下の考慮事項に基づいて、こ
のうちの1ファイルだけを編集する必要があります。
• 各ユーザーが同じマッピングを使用する必要がある場合は、pcl2afpd.cfg、

ps2afpd.cfg、または 3160d.cfgを編集します。このメソッドをお勧めします。
• さまざまなユーザーがさまざまなマッピングを使用する必要がある場合は、pcl2afp.

cfgまたは ps2afp.cfgを編集します。
以下のステップを実行して、該当するファイルを編集します。
1. InfoPrint Managerサーバーがインストールされているシステムで、ファイルを見つけま
す。ファイルは、/usr/lpp/psf/pcl2afpまたは/usr/lpp/psf/ps2afpディレク
トリーにあります。

2. テキストエディター（dtpad、vi、またはpicoなど）でファイルを開きます。
ファイルの下部に、命令とサンプルコマンドのブロックが表示されます。

3. ファイルの中の説明に従って、ファイルを変更します。
オプションのいずれか 1つを選択して、その行のコメントを外し、ご使用のマッピン
グ番号を入力します。ps2afp変換プログラムを使用している場合は、ddeevviiccee__
ccoonnttrroollss行の iinnppuuttX==...部分を「P. 310「用紙トレイをInfoPrint Managerに知らせ
る」」からの識別ステートメントで置き換えます。

4. ファイルを保管します。

変更内容のコピーは/usr/lpp/psfパスの外側のディレクトリーに保存し、InfoPrint
Managerにサービスを再インストールまたは適用しなくてはならない場合に備えてコ
ピーを持つことをお勧めします。

5. ファイルをクローズします。
6. 構成デーモンを再始動（たとえば、PCLの場合は、 AIXコマンド行で pcl2afpd -C /usr/

lpp/psf/pcl2afp/pcl2afpd.cfgと指定）して、新しい設定を有効にします。
7. 各ビンに入っている用紙の種類と、各用紙に印刷する方法をユーザーに伝えてくださ
い。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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ビンマッピングを使用して変換を作成する

InfoPrint Manager変換を使用すると、使用する用紙ビンを含む、各種オプションが指定さ
れた印刷ジョブを処理できます。まず、InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを
使用し、入力データストリームと出力データストリームを指定した変換を作成します。次
に、作成した変換をプリンターに関連付けます。ユーザーが印刷ジョブをそのプリンター
に送ると、変換は、データストリームの中のファイルが変換が必要かチェックします。変
換が必要な場合、変換はユーザーが指定したようにファイルを変換します。必要でない場
合は、変換はファイルを論理宛先に渡します。従って、すべてのプリンターで同じビン
マッピングを使用しない場合は、異なるマッピングでさまざまな変換を作成できます。次
に、必要なプリンターに各変換を関連付けます。

PCLジョブとPostScriptジョブの両方を同じプリンターに送信する場合は、2つの変換オブ
ジェクト（PCLを受け入れる側とPostScriptを受け取る側）を作成し、そのプリンターに両
方とも関連付けることができます。
以下の手順に従い、PCLビンまたはPostScriptビンをAFPビンにマッピングする変換を作成
します。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIで、ササーーババーーメニューをクリックし、
変変換換→→作作成成を選択します。

2. 変変換換のの作作成成ダイアログで、以下のフィールドに入力します。
• 名名前前::変換の名前を入力します。
• ササーーババーー::正しいInfoPrint Managerサーバーを選択します。
• 出出力力フファァイイルルのの形形式式::MMOODDCCAA--PPを選択します。
• 説説明明::この変換を使用するプリンターを確認するために役立つ説明を入力します。
• 変変換換オオププシショョンン::変換プログラムが実行されるときに実行されるコマンド行。
変換がPCLを受け取る場合は、以下を入力します。

pcl2afp -o "%o" "%i" –device 'plex,inputX=(pcl_bin=Z),
inputX=(pcl_bin=Z)'
XをAFPビン（プリンター）の番号、ZをPCLビンの番号に置き換えます。最大20
マッピングまで指定できます。
変換がPostScriptを受け取る場合は、以下を入力します。

ps2afp -o "%o" "%i" –device 'plex,inputX=(size,type=xxx,color=xxx,
weight=nnn), inputX=(size,type=xxx,color=xxx,weight=nnn)'
コマンドの iinnppuuttX==...部分を「P. 310「用紙トレイをInfoPrint Managerに知らせ
る」」からの識別ステートメントで置き換えます。sizeを用紙サイズ、すなわ
ち、レターサイズ、リーガルサイズ、A4、または用紙の寸法、インチ (8.5ix11i)、
ミリメートル (216mx279m)、またはポイント (612px792p)で置き換え、Xを、AFPビ
ン (プリンター上の)の番号で置き換えます。サイズだけが必要な値です。その他の
値は、入力しても削除してもかまいません。

• ［［変変換換おおよよびび印印刷刷］］を選択します。
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• 許許可可さされれるる文文書書形形式式::変換が受け取るデータストリーム。PPCCLLまたはPPoossttSSccrriipptt
を選択し、使用できる値に追加します。

• OOKKをクリックします。
3. 変換を関連付けるプリンターを選択し、プロパティーノートブックを開きます。
4. 構構成成タブをクリックします。
5. 使使用用すするる変変換換フィールドに移動します。
6. 可可能能なな値値ボックスで、作成した変換を選択し、値値ボックスに追加します。
7. 適適用用をクリックします。
8. ［［文文書書］］タブをクリックします。
9. 許許可可さされれるるフフォォーーママッットトセクションを見つけ、値値ボックスを確認します。mmooddccaa--pp
とppccllまたはPPoossttSSccrriippttがリストに表示されていることを確認します。

10. OOKKをクリックします。
11. 各ビンに入っている用紙の種類と、各用紙に印刷する方法をユーザーに伝えてくださ
い。

PCLプリンターまたはPPDSプリンターにPSFプリン
ター入力を実行依頼する
InfoPrint Managerでは、AFP印刷に加え、PCLプリンターやPPDSプリンターにもPSFプリ
ンター入力データを実行依頼できます。実行するには、2つの方法（PSFコマンドDSSまた
はPSF他のドライバーDSSの使用）があります。PSFコマンドDSSを使用する場合は、以
下の情報を確認してください。詳しくは、「RICOH InfoPrint Manager for AIX:スタートガ
イド」を参照してください。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでプリンターの作成ウィザードを使用し、
ジョブをPCLまたはPPDSプリンターに送信するプリンターオブジェクトを作成するとき
は、ププリリンンタターーココママンンドドフィールドにコマンドのパスを指定してください。たとえば、
デフォルトでは、lprコマンドは/usr/bin/lprにあります。InfoPrint ManagerはPPAATTHH環
境変数でコマンドを検索しないため、システムのPPAATTHHにディレクトリーを追加するか、
以下の例のように、コマンドのパス全体を指定します。
/usr/bin/lpr -P printername -S servername

コマンド内の末尾以外でファイル名を指定する場合は、コマンド文字列の中にテキスト文
字列--IIPPMMFF--を含めてください。InfoPrint Managerによって生成されたPCLデータまたは
PPDSデータを保管するために使用された一時ファイル名は、--IIPPMMFF--テキスト文字列が
あるコマンドの中で置き換えられます。

--IIPPMMFF--テキストストリングの両サイドにあるダッシュ (--)は、構文の一部であるので、
省略できません。
プリントコマンドには、次の例のように、1つの--IIPPMMFF--テキスト文字列だけ指定できま
す。
/usr/bin/copyit -IPMF- -b /tmp

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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ここで、copyitは、InfoPrint Managerが生成した PCLファイルまたは PPDSファイルを
指定したディレクトリー (この場合、/tmp)に移動し、そのファイルに固有名を与えるユー
ザー作成アプリケーションを表します。

PCLトレイマッピングをセットアップする

以下の手順で、AFPデータストリームで要求された給紙トレイをPCLプリンターの給紙ト
レイにマッピングします。
1. 各給紙トレイのAFPビン番号とPCLビン番号を判別します。 P. 315「デフォルトのビン
のマッピング」に、給紙トレイの標準名に関連したデフォルトのビン番号が示されて
います。

任意のトレイ名を使用できますが、これらの名前は PCLデータストリームで定義さ
れ、最も一般的な名前になります。PSFの他のドライバーまたはPSFコマンドDSSでの
トレイや用紙の制限については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」のppssff--
ttrraayy--cchhaarraacctteerriissttiiccss属性を参照してください。

デフォルトのビンのマッピング
給紙トレイ名 AFPビン番号 PCLビン番号
代代替替 3 5

下下 2 4

封封筒筒 65 6

手手差差しし 100 2

上上 1 1

このマッピングがプリンターに該当しない場合は、P. 306「ビンマッピングを決定す
る」で説明されている処理を逆順にしてください。この場合は、AFPビン番号はデータ
ストリーム内のビン番号であり、PCLトレイ番号はプリンターが使用するビン番号で
す。AFPビン番号は固有の番号が必要ですが、同じPCLトレイ番号に別のAFPビン番号
をマッピングできます。

2. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開きます。
3. トレイをセットアップするプリンターをクリックします。
4. ［実宛先プロパティー］ノートブックのメメデディィアア//ビビンン//トトレレイイタブから、使使用用可可能能なな
メメデディィアアテーブルで、追追加加を選択して新しいトレイを定義するか、変変更更を選択して既
存のトレイを変更します。トレイは最大15まで定義できます。

5. 以下のフィールドに入力します。
給紙ビン番号
このフィールドは、AFPビン番号を指定します。

使用可能なメディア

PCLプリンターまたはPPDSプリンターにPSFプリンター入力を実行依頼する
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このフィールドは、給紙トレイにセットされているメディアを示します。ドロップ
ダウンリストを使用すると、プリンターでサポートされているすべてのメディアの
中から選択できます。

給紙トレイ名
このフィールドは、給紙トレイに関連付けられている名前を示します。PCL給紙ト
レイの標準の名前は、以下のとおりです。PCL給紙トレイの標準の名前は、以下の
とおりです。

代代替替
封封筒筒
下下段段
手手差差しし
上上段段

これまでは、使用できたのは前述の名前だけでした。これで、以下の制約事項に準
拠する、任意の名前が使用できるようになります。
• 手差しトレイには、大文字小文字を組み合わせた名前の中のどこかにmmaannuuaallと
いう文字列がなければなりません。たとえば、transparentMANUALa4のようにし
ます。複数の手動トレイを定義できます。

• 封筒トレイは、大文字小文字を組み合わせた名前の中のどこかにeennvveellooppeeと
いう文字列がなければなりません。たとえば、Number10Envelopeのようにしま
す。複数の封筒トレイを定義できます。

トレイ番号
このフィールドは、PCLビン番号を指定します。

両面
このフィールドは、この給紙トレイから両面印刷が可能か否かを指定します。

6. OOKKをクリックします。
変更を有効にするには、PSFまたはプリンター（または両方）を停止し、再始動してくだ
さい。ジョブ実行依頼方式に応じ、以下の操作を行います。
• DPFを使用してジョブを実行依頼する場合は、以下の手順を実行します。

1. ホストシステムでPSFを停止します。
2. InfoPrint Manager GUIでプリンターをクリックして選択し、ププリリンンタターー→→停停止止を選
択します。

プリンターメニューに停停止止が表示されない場合は、メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去を使
用してプリンターを追加してください。

3. マネージメントコンソールを開き、左側ペインにあるDPFホストレシーバー項目を
クリックします。

4. プリンターを送るDPFホストレシーバーをクリックし、選択します。
5. アアククシショョンン→→ププリリンンタターー特特性性のの入入手手をクリックします。
6. InfoPrint Manager GUIに戻り、プリンターを再始動します。
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7. ホストPSFを再始動します。
• 他の方法でジョブを実行依頼する場合

1. InfoPrint Manager GUIでプリンターをクリックして選択し、ププリリンンタターー→→停停止止を選
択します。

プリンターメニューに停停止止が表示されない場合は、メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去を使
用してプリンターを追加してください。

2. ココママンンドドのの停停止止ダイアログでシシャャッットトダダウウンンを選択し、OOKKをクリックします。
3. ププリリンンタターー→→使使用用可可能能を選択し、プリンターを再始動します。

カラーおよびグレースケール印刷
フルカラーでの文書の印刷、または高品質モノクロ (グレースケール)イメージによる文書
の印刷は、モノクロまたはスポットカラー文書の印刷よりも複雑です。カラーおよびグ
レースケール印刷の本質、また各種製品がカラーおよびグレースケールソリューションに
どのように適合できるかを理解しておくと、カラーおよびグレースケール印刷を現在の操
作に統合するとき、または新しいカラーワークフローを実現できるようにするときに役立
ちます。

AFPカラーおよびグレースケールソリューション

Ricohおよび他社の印刷製品をさまざまな構成に組み込んで Advanced Function
Presentation (AFP)カラー印刷およびグレースケール印刷をサポートできます。ここには、
高速カラー印刷における最適なパフォーマンスとカラーの正確さを提供するため、AFP
Color Management Object Content Architecture (CMOCA)を使用する構成も含まれます。

明示的カラー管理を行わないカラー印刷
印刷ジョブにカラーイメージを組み込むか、AFPオブジェクト用のカラーを指定し、それ
らの印刷ジョブを AFPカラープリンターに送信できます。カラーイメージおよびオブジェ
クトは、ご使用のプリントサーバーおよびプリンターの設定に基づいてカラーで印刷され
ます。
デフォルトのカラー管理設定によって用意されているカラーで十分であれば、あるいは正
確なカラーで印刷することが重要でなければ、フルカラー管理ソリューションを実現する
必要はありません。ただし、装置間のカラーの整合性と正確性をうまく制御したい場合、
将来的にカラー管理について考慮することが必要になります。
カラー印刷に関する基本概念について理解するには、以下のページを参照してください。
• P. 319「カラー印刷の概念」
• P. 323「グレースケール印刷の概念」

文書構成ソフトウェアがインラインに含んでいるリソース
一般的に、注文に応じて個人向けのカラー出力を生成するため、印刷ビューローでは文書
構成ソフトウェアが使用されています。このようなプロセスをサポートしている文書構成

カラーおよびグレースケール印刷
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ツールには、広く AFPカラー管理がビルドインされています。ソフトウェアは、プリン
ターが必要としているリソースすべてを印刷ジョブに組み込み、そのジョブをプリント
サーバーに送信します。プリントサーバーは印刷ジョブをプリンターに送信し、プリン
ターは必要に応じてリソースを使用します。
この方式では、プリンターに送信される印刷ジョブに必要なリソース (カラー管理に必要
なリソースなど)がすべて揃っていることが分かります。ただし、すべてのリソースを組
み込むことによって印刷ジョブは非常に大きくなり、大きな印刷ジョブを移動することに
よってシステムパフォーマンスが低下する可能性があります。さらに、後でダウンロード
しなくても再利用できるよう、印刷ジョブとともにプリンターにダウンロードしたリソー
スを保存できなくなる可能性もあります。
カラー印刷について詳しくは、以下のページを参照してください。
• カラー印刷およびカラー管理に関する一般情報:

– P. 319「カラー印刷の概念」
– P. 324「カラー管理」

• P. 337「イメージに関するヒント」
• 考えられるインプリメンテーションについて説明するシナリオ:

P. 347「物理的な差し込み用紙を排除する」
AFP Consortiumに加入し、自社の製品で AFPカラー管理をサポートしている企業のリス
トは、次のWebサイトを参照してください。
http://www.afpcinc.org

集中的に保管および管理されているリソース
AFP CMOCAの利点を最大限に活用するため、カラーおよびイメージリソースを中央リ
ソースライブラリーに保存しておいて、それらのリソースを印刷システムに管理させるこ
とができます。以下の利点によって、この方法でシステムパフォーマンスが最適化されま
す。
• カラー管理リソースの一部を自動的に作成する
• リンクカラー変換カラー管理リソースを前もって生成しておくことにより、システム
が印刷時に作成するカラー変換リソースの数を削減する

• 組み込みプロファイルが保管されるとき、イメージとプロファイルとの関連を残した
まま、そのプロファイルを除去することにより、一部のイメージのサイズを削減する

• リソースをプリンターに保存し、再びダウンロードすることなく他の印刷ジョブで使
用できるよう、そのリソースを取り込み可能とマークする

AFP CMOCA全体の概要とインプリメントの方法については、次のページを参照してくだ
さい。
• カラー/グレースケール印刷およびカラー管理に関する一般情報:

– P. 319「カラー印刷の概念」
– P. 323「グレースケール印刷の概念」
– P. 324「カラー管理」

• P. 326「 AFPカラーマネージメント」

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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• P. 340「 RICOH AFP Resource Installer」
• P. 338「 RICOH AFPカラーおよびグレースケール製品」
• P. 342「 AFPカラーソリューションのシナリオ」
• P. 348「関連資料」
• 考えられるインプリメンテーションについて説明するシナリオ:

P. 344「事前印刷用紙を差し替える」

カラー印刷の概念

カラー印刷は、モノクロ印刷よりも複雑です。ある程度この複雑さを理解しておくと、モ
ノクロ印刷からグレースケールまたはカラー印刷への遷移をよりスムーズに行うことがで
きます。

カラースペースと ICCプロファイル

表示装置 (コンピューターモニターやプリンターなど)は、同じカラーを同じように表現し
ません。この違いのため、カラーは装置ごとに異なる表現をしなければなりません。カ
ラーを表現するときのさまざまな方式をカラースペースと呼びます。また、装置ごとに 1
つ以上の International Color Consortium (ICC)プロファイルが関連付けられている場合があ
ります。ICCプロファイルは、イメージまたは別のオブジェクトが異なる装置のカラース
ペースに変換されるときに使用されます。
装置ごとに、それ自体のカラースペースがあり、表示または印刷できるカラーの範囲があ
ります。カラースペースは、特定の装置に表示されるとき、カラー情報がどのようにイ
メージで表されるかを指定します。ある装置から次の装置にイメージが受け渡されると、
そのイメージに関するカラー情報は、ソース装置のカラースペースから宛先装置のカラー
スペースに変換されます。カラースペースが装置間で正確に一致することはないため、変
換プロセスで一部のカラー情報が失われる、あるいは変更される可能性があります。
カラースペースは個別のカラーの表現で、結合することによって別のカラーを表現できま
す。印刷に関係するカラースペースには、以下のものがあります。
• RRGGBB

RGBカラースペースでは、赤、緑、および青の光を異なるバランスと輝度で組み合わ
せることによって、さまざまなカラーが表現されます。RGBカラーは通常、0から
255までの 1バイトの整数で指定されます。3色のそれぞれに 256レベルの輝度を指定
できます。例:
– R=0、G=0、B=0で黒
– R=255、G=255、B=255で白
– R=251、G=254、B=141で淡い黄色
– R=210、G=154、B=241で明るい紫
一般に、モニター、デジタルカメラ、およびスキャナーのような装置で、カラーを表
現するために RGBカラースペースが使用されています。RGBカラースペースには 2つ
の標準実装があります。Webグラフィックで広く使用されている ssRRGGBBとグラフィッ
クを印刷するときに推奨される AAddoobbee RRGGBB ((11999988))です。

カラーおよびグレースケール印刷
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• CCMMYYKK
CMYKカラースペースでは、シアン (明るい青)、マジェンタ (明るい赤紫色)、黄色、お
よび黒の色素を組み合わせることによって、さまざまなカラーが表現されます。CMYK
値は通常、パーセンテージで表されます。このパーセンテージは、インクまたはト
ナーが付着する、用紙の特定の領域での割り当てを表します。例:
– C=0%、M=0%、Y=0%、K=100%で黒
– C=0%、M=0%、Y=0%、K=0%でページ上の空白部分
– C=1.6%、M=0%、Y=44.7%、K=0.4%で淡い黄色
– C=17.6%、M=39.6%、Y=5.5%、K=5.5%で明るい紫
カラープリンターでは、CMYKカラースペースが使用されます。それぞれのカラーの
インクまたはトナーが装てんされています。プリンターがドットを適切なサイズで、
お互いに隣り合うように、また重なるようにページ上に配置することによって、人間
の目は意図どおりのカラーを認識します。
CMYKカラースペースの表現方法は、プリンターおよび用紙によって異なります。多
くのイメージのオリジナルカラースペースは RGBカラースペースであるため、そのオ
リジナル特性を常に保っておくためには、イメージを RGBカラースペースのままにし
ておくのが最良の方法です。このため、プリントサーバーまたはプリンターは、プリ
ンターと用紙の組み合わせに最も適切な CMYKカラースペースにイメージを変換する
ため、可能な限り多くのオリジナルカラー情報を持っています。
イメージを CMYKカラースペースを使用して保存する場合、そのカラースペースの
ICCプロファイルも保存しておくか、あるいは標準の非装置特定 CMYKカラースペー
ス (たとえば SSWWOOPPまたは CCooaatteedd FFOOGGRRAA2277)を使用し、該当する ICCプロファイル
をイメージに関連付けてください。

• RGBおよび CMYK値はどちらも、異なる方法で表されることがあります。例えば、
PostScriptデータストリームでは値の範囲は 0.0～ 1.0ですが、一部のグラフィック
アートプログラムでは 16進数またはパーセンテージで表現される場合があります。

ICCプロファイルには、装置特定カラースペースと装置に依存しないカラースペースと
の間でイメージを変換するための情報が入っています。装置に依存しないカラースペース
とは、特定の装置の特性には依存 (関係)せず、すべてのガモットのすべてのカラーを含む
カラースペースです。ICCは特定のプロファイル接続スペース (PCS)を、すべての ICCプ
ロファイルにおける装置に依存しないカラースペースがターゲットであるものとして識別
します。
入力 ICCプロファイルを使用すると、ある装置 (デジタルカメラなど)で作成されたカラー
データを PCSに変換できます。そのあと、出力 ICCプロファイルを使用することによっ
て、PCSから別の装置 (プリンターなど)に固有のカラースペースに変換できます。あるカ
ラースペースから別のカラースペースへのイメージ変換では、いくつものプロセスが必要
になります。印刷システムのパフォーマンスに影響しますが、一貫したカラーをシステム
内の装置間で保っておくためには最良の方法です。

ガモットとレンダリングインテント

どのような装置にも、ガモット (表示または印刷できるカラーの範囲やカラーの陰影)があ
ります。他の装置よりも広いガモットを使用する装置があります。また、ほぼサイズが同
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じでも、多少カラーが異なるガモットを使用する装置もあります。イメージまたは印刷
ジョブが、プリンターとは異なるガモットを使用する装置で作成される場合、レンダリン
グインテントを使用して、プリンターのガモットに含まれていないカラーを調整する方
法をプリンターに指示できます。
プリンターのガモットは一般的に、モニター、デジタルカメラ、またはスキャナーのガ
モットよりも狭くなっています。このような装置が必要とするカラーの一部が、プリン
ターのガモットにない可能性があるため、通常、イメージまたはグラフィックスを正しく
印刷するためには調整が必要です。
レンダリングインテントは、再現できないカラーが見つかったとき、どのようにプリン
ターがイメージを調整するかを指示します。レンダリングインテントごとにさまざまな長
所や短所があるため、印刷出力をどのような見栄えにするかに応じて、いずれかを選択で
きます。

カラーの混合およびキャリブレーション

プリンターのガモットにおけるカラーすべてを表現するため、4つの基本カラー (シアン、
マジェンタ、黄色、および黒)が混合されます。プリンターでは、ページまたはイメージ
の (カラーごとに 1つの) 4つのレイヤーを印刷することによって、カラーを混合します。
プリンターの位置決めが正しく設定されていないと、イメージは正しく並ばず、カラーも
正しく表示されません。さらに、プリンターのすべてのシステムが正しく機能し、プリン
ターが正しい状態であると認識されるためには、プリンターを調整する必要があります。
そのカラースペースで記述されているカラー情報を使用して、装置はそれぞれ、使用する
シアン、マジェンタ、黄色、および黒の量を決定します。カラーそれぞれのドットは、人
間の目で見たときに適度に混ぜ合わされるよう、重なり合うパターンで印刷されます。カ
ラーが正確に生成されることを確認するには、色版を完全に合わせる必要があります。位
置合わせされていないと、意図しないパターンとして印刷イメージにモアレパターンが
見られる場合や、特にイメージの端に目立つ、きれいに混ざり合っていないカラーが見ら
れる場合があります。
カラープリンターは、その印刷品質を一定に保っておくため、定期的に (たとえば 1日に
一度)調整する必要があります。また、プリンターが最適な状態で動作できるよう、推奨
される印刷ヘッドの保守手順およびスケジュールに従ってください。プリンターが正しく
調整されていても、そのガモットはモニターのガモットよりも狭いため、印刷されるイ
メージはモニターに表示されるイメージとは異なります。

ハーフトーンとトーン転送カーブ

ハーフトーンは、モニターで見える連続的な色調からプリンターが用紙に印刷できるドッ
トのパターンにイメージ (写真、図面、ロゴ、図表など)を変換するために使用されます。
トーン転送カーブは、ある特定のカラー要素の値を変更し、いくつかのカラーのルックア
ンドフィールを調整するために使用されます。例えば、トーン転送カーブを適用すると、
イメージで最も高輝度になっている部分を強調できます。
ハーフトーンおよびトーン転送カーブは、カラー印刷ジョブとグレースケール印刷ジョブ
の両方に使用されます。
クラスタードット、確率、誤差拡散など、ハーフトーンにはいくつかの種類があります。
ここでは簡単に、クラスタードットハーフトーンについてのみ説明します。
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一般に、クラスタードットハーフトーンの特徴として、以下の要素があります。
• 印印字字密密度度
印字密度とはハーフトーンの解像度を表す尺度で、行/インチ (lpi)で表されます。印字
密度が低い (例えば 80 lpi)場合、ハーフトーンドットが大きくなるため、粗いイメージ
になります。印字密度が高い (例えば 150 lpi)場合は、小さなハーフトーンドットで高
品質のイメージを表現できます。

• ハハーーフフトトーーンンパパタターーンン
ハーフトーンドットは、さまざまな形状およびパターンで印刷されます。例えば、一
般的に円、楕円、または正方形のドットがあり、わずかに異なる向きで配置すること
もできます。さらにハーフトーンパターンは、ドットのサイズをどのくらい大きくす
るかを記述します。ドットが大きくなると、領域全体の中でより大きな割合をカバー
し、より暗いカラーになります。印刷ジョブによっては、異なるパターンでより好ま
しい結果が得られる場合もあります。

• 回回転転
ハーフトーンドットの配列は、用紙の縦または横方向に対して平行に並んでいるわけ
ではありません。意図どおりではないパターンが表示され、出力の品質が低くなる可
能性があるからです。
また、CMYKプリンターにおける 4つのカラーそれぞれのドットは、正確に重なり合
わないので、すべて同じ角度で印刷することができず、カラーが意図どおりに印刷さ
れない可能性があります。その代わり、ページ上でドットの配列は特定の角度で印刷
されるため、人間の目から見ると、適度に混ぜ合わされています。
例えば、イメージの黒のレイヤーを印刷するときには、ドットの配列が用紙の縦方向
に対して 45度にページを横切るようにして、シアンのレイヤーを印刷するときには、
ドットの配列が用紙の縦方向に対して 105度になるようにできます。

ドットゲインの効果を打ち消すため、トーン転送カーブが頻繁に使用されます。ドットゲ
インとは、印刷されたドットが意図したものよりも大きくなってしまう潜在的な現象のこ
とで、その多くは、インクの用紙との反応が原因です。インクが用紙に染み込んで広がっ
てしまうと、プリンターで印刷しようと意図していたものよりもドットは大きく (カラー
によっては薄く)なります。トーン転送カーブによって、ドットゲインに比例してインク
の量を多く、または少なくできます。

ファイルサイズ

カラー印刷ジョブのファイルサイズは、モノクロ印刷ジョブよりも非常に大きくなる場合
があります。ファイルサイズが大きいほど処理時間は長くなり、ネットワーク上のトラ
フィックも増えます。
カラーイメージにはカラーのレイヤーそれぞれに関する情報が入っているため、そのファ
イルには、グレースケールファイルの 3倍から 4倍の情報が、またモノクロファイルの
24倍を超える情報が入っている場合があります。さらに、一部のファイルタイプ（EPS、
JPEG、TIFFイメージなど）にはICCプロファイルが組み込まれています。ICCプロファイ
ルそれ自体はあまり大きくはありませんが、イメージのサイズを大きくすることになりま
す。1つのイメージだけが印刷ジョブ全体にわたって繰り返される場合、またイメージが
一度だけダウンロードされるようジョブを構成する場合は、組み込みプロファイルを考慮
する必要性が小さくなります。
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ただし、それぞれが組み込みプロファイルを持つさまざまなイメージを使用する場合、ま
たは使用されるたびにイメージそれぞれがダウンロードされるよう印刷ジョブを構成する
場合は、組み込みプロファイルによって印刷ジョブに不必要なボリュームが追加される可
能性があります。幅広い種類のカラーイメージを使用したい場合は、それらを同じカラー
スペースで作成または保存し、すべてが同じ ICCプロファイルを使用するようにしてくだ
さい。カラーイメージを再利用できるよう、リソースライブラリーにインストールするこ
ともできます。

グレースケール印刷の概念

グレースケール印刷では、カラーおよび明るさにおける微妙な違いをグレイの陰影で表す
ことによって、カラーイメージを高品質モノクロイメージとして再現できます。高品質グ
レースケール出力を生成する印刷ソリューションでは、その効果を得るためにモノクロプ
リンターがサポートしている、カラー印刷の概念が使用されます。
グレースケール印刷への移行は、フルカラー印刷への移行における最初のステップと言え
ます。カラープリンターを設置して使用できる状態になるまで、カラー印刷ジョブの作成
を開始して、それらを既存のプリンターで印刷できます。フルカラープリンターのバック
アップシステムとして、グレースケールプリンターを使用することもできます。
グレースケール印刷において、以下のようなカラーに関する概念のいくつかは、カラー印
刷を行う場合と比べると、あまり重要ではありません。
• モノクロプリンターのガモットは、カラープリンターのガモットよりも狭くなってい
ます。原則的に、イメージで使用されているカラーすべてを調整する必要がありま
す。

• すでにカラーが大きく変更されているため、選択したレンダリングインテントによっ
てイメージの見栄えに及ぼされる影響はわずかです。

• ページの位置決めはあまり重要ではありません。プリンターで使用されるカラーは 1
つだけであるため、正しいカラーを表現するためにカラー平面を操作する必要はあり
ません。

• 用紙の特性がグレースケール出力に与える影響はわずかです。一般に、すべてのタイ
プの用紙に 1つの出力プロファイルで十分です。

グレースケール印刷において、より重要なカラーに関する概念が他にあります。

カラースペースおよび ICCプロファイル
モノクロプリンターのカラースペースは、カラープリンターのガモットよりも狭くなって
います。それでも、グレースケールイメージを印刷できるプリンターは、カラープリン
ターと同様に出力 ICCプロファイルを持っています。モノクロプリンターの ICCプロファ
イルは、カラーをプロファイル接続スペース (PCS)からグレイの陰影に割り当てます。こ
の他の点では、カラー変換プロセスは同じです。
印刷ジョブに、該当する入力プロファイルが指定されていなければなりません。入力 ICC
プロファイルがなければ、プリンターは適切なデフォルトを使用します。プリンターに
は、それ自体のデフォルト ICCプロファイルがインストールされていて、使用可能になっ
ています。これは、ほぼすべての印刷ジョブに適しています。
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ハーフトーン
印刷ジョブを印刷するとき、グレースケールプリンターは印刷ジョブにハーフトーンを適
用します。ハーフトーンによって、プリンターは多くのグレイの印影と高品質イメージを
表現できます。一般に、グレースケール印刷におけるハーフトーンについて考慮すべき最
も重要な特性は、行/インチ (lpi)で表される印字密度です。プリンターはそれぞれ、最初
から印字密度のセットをサポートしています。望ましい印字密度を印刷ジョブに指定する
と、プリンターは、その印字密度に最も一致する使用可能な印字密度を選択します。

トーン転送カーブ
グレースケール印刷では、異なるグレイのレベルで使用されているトナーの量を調節し、
イメージの見栄えを調整するため、トーン転送カーブが使用されます。グレースケール印
刷におけるトーン転送カーブの見栄えに関する値を使用すると、そのトーン転送カーブが
どの程度カラー値を調整するかを指示できます。例として、見栄えに関する値には以下が
あります。
• 暗い
• ハイライトミッドトーン
• 標準

カラー管理

多くの場合、イメージ、グラフィックス、および写真の見栄えは、ご使用のモニターやプ
リンターによって異なります。1つのプリンターで印刷されたカラーは、同じソースを使
用していても、別のプリンターで印刷されたカラーと一致しない場合があります。カメ
ラ、スキャナー、またはモニターからプリンターに出力するとき、カラーが常に正確であ
ることが重要であれば、習慣としてカラー管理を行ってください。
モニターで見えるカラーを印刷されたページに正確に再生成することは視覚的にほぼ不可
能です。通常、プリンターでは他の装置よりもガモットが狭いため、一部のカラーは、イ
メージが印刷用に変換されるとき、常に調整しなければなりません。カラー管理によっ
て、イメージ作成ソフトウェア、プリントサーバー、およびプリンターのデフォルト設定
を使用した場合よりも、調整が少なくて済むよう制御できます。
ICCプロファイル、レンダリングインテント、および用紙の特性など、いくつかの要素が
カラー管理において重要な役割を担っています。

ICCプロファイル

International Color Consortium（ICC）とは、カラー管理のためのオープンスタンダードを
確立した組織です。装置に依存しないカラースペースを識別し、ICCプロファイルのエレ
メントを定義することによって、これらの標準は製品が共同作業を行う上で役立ちます。
ICCによって定義された、装置に依存しないカラースペースは、プロファイル接続スペー
ス（PCS）と呼ばれます。PCSとは、さまざまな入力、表示、出力装置のガモットすべて
をカバーできるだけの十分な大きさを持つカラースペースです。ICCプロファイルには、
装置で作成または表示できるカラーを、PCSの対応するカラーの値に割り当てる方式が
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入っています。ICCプロファイルはイメージを装置特定カラースペースからPCSに、また
はPCSから装置特定カラースペースに変換する変換するために使用できます。
ご使用の装置で使用できるICCプロファイルは、製造メーカーが用意しています。例え
ば、デジタルカメラで写真を撮った場合は、そのカメラのICCプロファイルに写真を関連
付けることができます。これで、その写真を印刷したいとき、カラー管理システムがカ
ラーデータをカメラからPCSに変換できるようになります。プリンターは、そのICCプロ
ファイルを使用して写真データをPCSからカラースペースに変換し、可能な限り正確に写
真を印刷します。
ICC、ICCプロファイル、 PCSについては、ICC Webサイトを参照してください。
http://www.color.org
このWebサイトにアクセスするには、システムがインターネットに接続されていることを
確認します。

レンダリングインテント

レンダリングインテントは、ガモットの外にあるカラーに対してプリンターが何を行うか
を示します。
ICCプロファイルでは、以下のレンダリングインテントがサポートされています。
• 知知覚覚
プリンターのガモット外にあるカラーがイメージに含まれている場合、ガモット内の
カラーも含め、イメージで使用されているすべてのカラーがプリンターにより調整さ
れます。このため、すべてのカラーがガモット内に入り、カラー間の相対的な関係も
維持されます。その結果、イメージは見た目では美しくなりますが、色彩保持は正確
ではありません。知覚レンダリングインテントは、特に写真など、一般的なイメージ
の複製に役立ちます。

• 彩彩度度
プリンターのガモット外にあるカラーが印刷ジョブに含まれている場合、プリンター
はそのカラーを、ガモットに含まれている最も近いカラーで置き換えます。また、さ
らに鮮やかになるようガモット内のカラーを調整します。レンダリングインテントと
して「彩度」はあまり使用されませんが、ビジネスグラフィックス(図表やダイアグラ
ムが含まれているイメージなど)に役立ちます。

• 相相対対的的なな色色域域をを維維持持
プリンターのガモットの外にあるカラーが印刷ジョブに含まれている場合、プリン
ターはガモットに含まれている最も近いカラーを代わりに使用します。ガモット内の
カラーは調整されません。メディア白色点が異なる用紙に印刷されたカラーは、異
なって見える場合があります。メディア白色点とは、印刷ジョブが印刷される用紙の
カラーのことです。例えば、［相対的な色域を維持］レンダリングインテントを使用
して、イメージを白い用紙、オフホワイトの用紙、青い用紙に印刷すると、プリン
ターはそれぞれに同じ量のインクまたはトナーを使用するため、結果として印刷され
るカラーは技術的には同じです。ただし、人間の目は背景のカラーに合わせて調整さ
れ、カラーを別のカラーとして解釈するため、イメージは異なって見える場合があり
ます。一般的に、このレンダリングインテントはベクトルグラフィックスに使用され
ます。

• 絶絶対対色色彩彩保保持持

カラーおよびグレースケール印刷
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すべてのカラーが［相対的な色域を維持］レンダリングインテントと同じ方法で割り
当てられますが、メディア白色点に合わせて調整されます。例えば、「絶対色彩保
持」レンダリングインテントを使用して、イメージを白い用紙、オフホワイトの用
紙、および青い用紙に印刷すると、プリンターはそれぞれに使用されるインクまたは
トナーを調整します。結果として印刷されるカラーは技術的には同じではありません
が、人間の目は用紙の色との関係でカラーを解釈するため、イメージは同じように見
えます。一般的に、「絶対色彩保持」レンダリング・インテントはロゴに使用されま
す。

用紙の特性

使用する用紙は、カラーの見栄えに大きく影響します。同じ ICCプロファイル、同じプリ
ンターを使用していても、異なる用紙に印刷すると、カラーの見栄えが大きく異なる場合
があります。
特にコーティングされた用紙からコーティングされていない用紙に変えた場合、または
シート送り用紙から連続用紙に変えた場合、カラーが変わる可能性があります。このよう
な違いは見逃せないものである場合があるため、プリンターメーカーは通常、自社のプリ
ンターで使用できるよう、特定の特性を持つ用紙をテストし、確認しています。また、用
紙の特性に基づいて、プリンター用にさまざまな ICCプロファイルを用意しています。一
部の ICCプロファイルは、類似した特性を持つ用紙のグループに使用できます。
用紙をロードするとき、特定の用紙特性をプリンターで設定します。プリンターが、使用
すべき適切な装置特定出力プロファイルを選択すると、特性が考慮に入れられます。用紙
特性は、以下のとおりです。
• メメデディィアアのの輝輝度度
用紙が反射する光の割合

• メメデディィアアののカカララーー
用紙のカラー

• メメデディィアアのの表表面面
光沢、サテン、マットなどの用紙面の特性

• メメデディィアアのの重重量量
用紙の基本重量

AFPカラーマネージメント

カラーデータをAdvanced Function Presentation（AFP）で印刷するには、さまざまな方法
があります。ただし、フルカラー管理によってAFPカラー印刷ソリューションを実現する
ためには、カラー管理リソース（CMR）を使用する必要があります。また、すべてのカ
ラーイメージをデータオブジェクトとしてインストールし、それらにCMRを関連付けるこ
ともお勧めします。
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カラー管理リソース

カラー管理リソース (CMR)は、AFP印刷システムのカラー管理の基盤です。これらは
AFPリソースで、ICCプロファイルやハーフトーンなどのカラー管理情報すべてを提供し
ます。これらの情報は、AFPシステムが印刷ジョブを処理し、どの装置でもカラーの表現
を一定に保つために必要になります。
CMRはいくつかの特性が AFPリソースと共通ですが、いくつか重要な点で異なります。
次の点において、CMRは他の AFPリソースと似ています。
• さまざまなレベルの階層で、印刷ジョブのエレメントに CMRを関連付けることができ
ます。
標準の階層規則が適用されるため、下位レベルで指定された CMRが上位レベルの
CMRを指定変更します。たとえば、データオブジェクトに設定されている CMRは、
印刷ファイルに設定されているデフォルト CMRを指定変更します。

• CMRは、インラインリソースグループの印刷ジョブに組み込むことができ、また書式
定義、ページ環境、オブジェクト環境、またはインクルードオブジェクト (IOB)構造化
フィールドで参照できます。

– CMRは、100バイト単位からメガバイト単位まで、そのサイズが異なります。印刷
ジョブで使用されている CMRが比較的少なければ、それらを印刷ファイルに組み
込んでも、システムのパフォーマンスにはあまり影響はありません。ただし、10を
超える CMRが印刷ジョブで使用されていると、その印刷ジョブのサイズが大きく
なるため、ファイル転送速度とネットワークトラフィックに影響が及ぶ場合があり
ます。

• CMRは集中的にリソースライブラリーに保管しておくことができるため、印刷ジョブ
ごとに CMRを組み込む必要はありません。
CMRにアクセスできるよう、すべてのプリントサーバーを構成できます。

• プリントサーバーが CMRを見つけられるようにするには、そのプリントサーバーの
AFPリソース検索パスにリソースライブラリーをリストしておく必要があります。

次の点において、CMRは他の AFPリソースと異なります。
• CMRをリソースライブラリーにコピーすることはできませんが、他の AFPリソースは
コピーできます。
CMRを中央リソースライブラリーにコピーするには、それらをアプリケーション
(RICOH AFP Resource Installerなど)を使用してインストールしなければなりません。

• CMRとデータオブジェクトは、リソースアクセステーブル（RAT）を持つリソースラ
イブラリーに保存する必要があります。
RATは、CMRおよびデータオブジェクトがインストールされるときに AFPリソースイ
ンストーラーで作成されます。CMRとデータオブジェクトは別々のリソースライブラ
リーにインストールし、RATを必要としないリソース (書式定義、ページ定義、オー
バーレイなど)はその他のリソースライブラリーに保管しておくようお勧めします。

• リソースライブラリーにインストールする CMRには、8文字を超える長さの名前を付
けることができ、その名前を印刷データストリームで使用できます。
これらの名前は、AFPリソースインストーラーを使用して CMRをインストールすると
きに作成され、UTF-16BEでエンコードされています。
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CMRの種類

さまざまなソリューションにおいて、さまざまなタイプの CMRが必要になります。お客
様がダウンロードして使用できるようメーカーによって作成される CMRもあれば、ご使
用のプリンターまたは他のカラー管理ソフトウェアによって作成される CMRもありま
す。適切な情報がある場合は、自分でCMRを作成することもできます。
(ICC入力プロファイルによって実行される機能と同様に)入力ファイルを解釈するために
使用される CMRもあれば、(ICC出力プロファイルによって実行される機能と同様に)最
終印刷ジョブ出力を特定のプリンター用に準備するために使用される CMRもあります。

カラー変換 CMR

カラー変換 (CC) CMRは、装置に依存しないカラースペースである ICC Profile Connection
Space (PCS)との間でカラーを変換するために使用されます。これらを使用すると、カ
ラーまたはグレースケール印刷のためにイメージを準備できます。
カラー変換CMRは、AFP構造でカプセル化されたICCプロファイルであるため、AFPカ
ラーマネージメントシステムの重要な要素です。AFP構造では、ご使用のカラー管理シス
テムが使用できる情報が追加されますが、ICCプロファイルは変更されません。
カラー変換 CMRを使用することによって、異なる装置でも一定のカラーを表現できま
す。カラーシステムは、モニターに表示されるカラーをできるだけ印刷されるカラーに近
づけるのに役立ちます。印刷ジョブを別のプリンターに移動すると、新しいプリンターに
合わせてもう一度カラーが調整されます。
グレースケールシステムでは、カラー変換 CMRはカラーを適切なグレイの陰影に割り当
て、高品質モノクロイメージを表現します。
パススルー CMRは、表示装置のカラースペースが CMRのカラースペースと同じである場
合にカラー処理を実行すべきではないことを示すカラー変換 CMRです。パススルー CMR
にデータは含まれません。

リンクカラー変換 CMR

リンクカラー変換CMRは、イメージを入力装置のカラースペースから出力装置のカラース
ペースに直接変換するために必要な処理情報を結合します。基本的に、リンクカラー変換
CMRはカラー変換CMRのペアを置換します。
カラー画像をPCとの間で変換することは、プロセスに2回の変換が含まれるため、多くの
処理リソースを必要とします。リンクカラー変換 CMRは 2つの変換を結合し、それらを
より効率的なものにします。プリンターはリンクカラー変換 CMRを使用して、入力装置
のカラースペースから出力装置のカラースペースに直接、プリンターが両方の変換を行っ
た場合に入力装置と出力装置が持つはずの同じフォント精度でカラーを変換できます。そ
の結果、リンクカラー変換 CMRはシステムパフォーマンスを向上させることができま
す。
リンクカラー変換 CMRの 2つのタイプは、以下のとおりです。
リンク CMR
リンク (LK) CMRは固有のものです。ご自身でリンク CMRを作成することはできませ
ん。また、リンク CMRへの参照を印刷ジョブに組み込むことはありません。リンク
CMRは、印刷システムが自動的に作成し、使用します。
AFPリソースインストーラーを使用すると、カラー変換 CMRを作成またはインストー
ルするときに、リンク CMRが自動的に生成されます。その結果、リソースライブラ
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リーには、監査（入力）および指示（出力）処理モードでのカラー変換CMRのすべて
の組み合わせに対するリンクCMRが常に含まれます。リンク CMRが作成されると、
AFPリソースインストーラーがそれらを取り込み可能とマークするため、プリンター
はそれらを保存して他の印刷ジョブに使用できます。
AFPリソースインストーラーを使用しない場合、印刷ジョブを処理するときに、一部の
プリンターではリンクCMRが作成される場合があります。次に、印刷コントローラー
は使用可能なリンクCMRを調べ、監査カラー変換CMRと適切な指示カラー変換CMRが
組み合わせられたCMRを探します。見つからない場合、印刷コントローラーはリンク
CMRを作成し、それを使用します。印刷コントローラーは、作成したリンクCMRを保
存するように構成できます。ただし、例えばプリンターでストレージ不足やシャット
ダウンが発生した場合、通常の操作を行っている間にリンクCMRが除去されてしまう
ことがあります。リンクが除去されると、次に必要になったとき、プリンターは新し
いリンク CMRを作成しなければなりません。
リンク CMRが作成されると、印刷システムは PCSとの間の変換アルゴリズムを評価
します。その後、実際に PCSに変換しなくても、あるカラースペースから別のカラー
スペースに直接データオブジェクトを変換できるよう、システムはアルゴリズムを結
合します。

装置リンク CMR
装置リンク (DL) CMRは、ICC装置リンクプロファイルを使用して、入力カラースペー
スから、監査モードまたは指示モード CMRへの参照がない出力カラースペースに直接
変換します。ICC装置リンクプロファイルは、入力装置カラースペースを出力装置ま
たはディスプレイ装置のカラースペースに変換するのに使用される、特殊な種類の
ICCプロファイルです。ICC装置リンクプロファイルは、イメージに埋め込まれませ
ん。
装置リンク CMRはご自身で作成、インストール、およびアンインストールできます。
装置リンク CMRは、MO:DCAデータストリームで参照され、監査カラー変換 CMRよ
り優先されます。装置リンク CMRは、ICC装置リンクプロファイルのヘッダーで指定
される独自のレンダリングインテントを指定します。このレンダリングインテント
は、アクティブな他のレンダリングインテントをすべて上書きします。
装置リンク CMRを使用することの最大の利点は、CMYKから CMYKに変換するときに
入力カラースペースのブラックチャネル (Kコンポーネント)が保持されることです。

ハーフトーン CMR

ハーフトーン (HT) CMRは、用紙に印刷できるドットのパターンに印刷ジョブを変換する
ため、プリンターが使用する情報を持っています。ハーフトーンCMRはカラー印刷ジョブ
とグレースケール印刷ジョブで使用できます。
ハーフトーンCMRは、通常、万線スクリーンの粗密、ハーフトーンパターン、ハーフトー
ンCMRが保持するハーフトーンの回転を指定します。装置特定ハーフトーンCMRには、プ
リンター解像度も入っている場合があります。
AFPカラー管理を使用してカラーまたはグレースケール印刷ジョブを印刷するプリンター
では、ハーフトーン CMRを使用して、インクまたはトナーで表現できる形式に印刷ジョ
ブを変換する必要があります。ハーフトーン CMRが印刷ジョブに指定されていないと、
プリンターはデフォルトハーフトーン CMRを適用します。
以下のようにして、装置特定ハーフトーン CMRまたは汎用ハーフトーン CMRを印刷ジョ
ブに関連付けることができます。
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• ジョブを印刷するプリンターが分かっていれば、装置特定ハーフトーン CMRを印刷
ジョブ (または印刷ジョブの中に組み込まれている AFPリソース)に関連付けることが
できます。プリンターは、指定されたハーフトーン CMRを使用します。

• ジョブを印刷するプリンターが分からなくても、そのプリンターに、ある特定の特性
(印字密度など)を持つハーフトーン CMRを確実に使用させたい場合、汎用ハーフトー
ン CMRを印刷ジョブに関連付けることができます。

実際に使用するプリンター上で、そのときの状態においてどのハーフトーン CMRを使用
すべきかを知ることは難しいため、汎用ハーフトーン CMRを複数指定し、使用可能で最
も適切な CMRをプリンターに選択させることをお勧めします。

汎用ハーフトーン CMR

印刷ジョブに適用するハーフトーン CMRの 1つ以上の特性を選択したくても、どのハー
フトーン CMRが使用可能かがはっきり分からない場合、汎用ハーフトーン CMRを使用で
きます。
印刷ジョブに汎用ハーフトーン CMRが指定されていると、プリントサーバーはリソース
ライブラリーを調べ、プリンターのタイプおよびモデルに適したハーフトーン CMRを探
します。該当する CMRが見つかると、プリントサーバーは、その装置特定ハーフトーン
CMRを印刷ジョブとともにプリンターに送信します。該当するハーフトーン CMRが見つ
からなければ、プリントサーバーは汎用ハーフトーン CMRをプリンターに送信します。
汎用ハーフトーン CMRを要求している印刷ジョブを受け取ると、プリンターは、要求さ
れた特性と使用可能な装置特定ハーフトーン CMRを比較します。一致するものがあれ
ば、印刷ジョブを処理するときに、プリンターは選択された装置特定ハーフトーン CMR
を使用します。一致するものがない場合、プリンターは、要求された印字密度の値に最も
近い印字密度のハーフトーン CMRを使用します。
Color Management Object Content Architecture (CMOCA)には、最も一般的な印字密度およ
びハーフトーンタイプをカバーする、さまざまな汎用ハーフトーン CMRが定義されてい
ます。CMOCAをサポートしているプリントサーバーは、使用可能な装置特定ハーフトー
ン CMRがリソースライブラリーにある場合は、汎用ハーフトーン CMRを解釈することが
できます。AFPリソースインストーラーを使用している場合、汎用ハーフトーン CMR
は、AFPリソースインストーラーを使用して作成して取り込むリソースライブラリーすべ
てにインストールされます。
CMOCAをサポートしているプリンターは、それらの汎用ハーフトーン CMRを解釈し、
装置特定ハーフトーン CMRに関連付けることができます。

トーン転送カーブ CMR

トーン転送カーブ（TTC）CMRは、AFP印刷ジョブのトーン転送カーブ情報を転送するた
めに使用されるため、ドットゲインが最終出力に与える効果を強化または低減するために
使用するインクの量を増減することによって、特定のカラーコンポーネントの値を修正し
て一部の発色を調整できます。
ハーフトーンCMRと同様に、トーン転送カーブCMRは印刷ジョブに固有にまたは一般的に
関連付けられます。種類を特定せずに指定されていると、プリントサーバーはリソースラ
イブラリーを調べ、プリンターのタイプおよびモデルに適したトーン転送カーブ CMRを
探します。該当する CMRが見つかると、プリントサーバーは、その装置特定トーン転送
カーブ CMRを印刷ジョブとともにプリンターに送信します。該当するトーン転送カーブ
CMRが見つからなければ、プリントサーバーは汎用トーン転送カーブ CMRをプリンター
に送信します。
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汎用トーン転送カーブ CMRを要求している印刷ジョブを受け取ると、プリンターは、要
求された特性と使用可能な装置特定トーン転送カーブ CMRを比較します。一致していれ
ば、印刷ジョブを処理するときに、プリントサーバーまたはプリンターは選択された装置
特定トーン転送カーブ CMRを使用します。汎用トーン転送カーブ CMRに該当するものが
見つからなければ、プリンターは要求を無視して、そのデフォルトトーン転送カーブ
CMRを使用します。
Color Management Object Content Architecture (CMOCA)には、見栄えの値が異なる、いく
つかの汎用トーン転送カーブ CMRが定義されています。この見栄えの値を使用して、プ
リンターで報告されたドットゲインを考慮して、どのようにジョブを印刷するかを指定で
きます。
汎用トーン転送カーブを使用すると、以下の見栄えの値を選択できます。
暗い
出力は、50%ドットに対してドットゲイン 33%が表示されるように調整されます。

Accutone
出力は、50%ドットに対してドットゲイン 22%が表示されるように調整されます。

ハイライトミッドトーン
出力は、50%ドットに対してドットゲイン 14%が表示されるように調整されます。こ
の見栄えに設定しておくと、イメージで最も明るい部分を強調できます。

標準
出力は、ドットゲインの効果に対して適切な処置がとられるよう調整されます。(ドッ
トゲインは効果的に減少します。)

AFPリソースインストーラーを使用すると、汎用トーン転送カーブ CMRが自動的にご使
用のシステムにインストールされます。

CMR処理モード

CMR処理モードは、関連付けられている印刷データに CMRを適用する方法を印刷システ
ムに指示します。CMRを指定してCMR処理モードも指定しますが、すべてのモードがすべ
てのCMRタイプに有効であるわけではありません。

監査処理モード

監査処理モードの CMRは、すでにリソースに適用されている処理を参照します。ほとん
どの場合、監査CMRは入力データを記述し、ICC入力プロファイルに類似しています。
監査処理モードはカラー変換CMRで主に使用されます。監査処理モードでは、これらの
CMRは、データをプロファイル接続スペース (PCS)に変換するときに適用される ICCプ
ロファイルを指示します。
例えば、デジタルカメラで撮影した写真を AFP印刷ジョブに組み込むため、AFPリソース
インストーラーを使用して以下のように行うことができます。
1. ご使用のカメラの ICCプロファイルを使用して、カラー変換 CMRを作成します。
2. 撮影した写真をリソースライブラリーにインストールします。
3. カラー変換 CMRをデータオブジェクトに関連付け、監査処理モードを指定します。
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ここで、データオブジェクトが組み込まれている印刷ジョブを作成します。この印刷ジョ
ブを処理するとき、システムはカラー変換 CMRを使用して、イメージ上のカラーを PCS
に変換します。その後、印刷に使用しているプリンターのカラースペースに、それらのカ
ラーを変換できます。

指示処理モード

指示処理モードの CMRは、ある特定の用紙を使用する特定のプリンター、または別の装
置用のリソースを準備するために行われた処理を参照します。一般に、指示 CMRは出力
データを指し、ICC出力プロファイルに似ています。
指示処理モードはカラー変換、色調転写曲線、およびハーフトーン CMRで使用されま
す。指示処理モードでは、これらの CMRは、リソースをターゲットプリンターで正しく
印刷するため、システムがそのリソースをどのように変換するかを指示します。ご使用の
プリンターのメーカーが ICCプロファイルを、または使用可能な各種 CMRを用意してい
ます。これらの ICCプロファイルおよび CMRは通常、プリンターコントローラーにイン
ストールされているか、プリンターに同梱の CDに入っているか、またはメーカーのWeb
サイトからダウンロードできます。
カラー AFP印刷ジョブを AFPカラー管理をサポートしているプリンターに送信する場合
は、指示処理モードのカラー変換および色調転写曲線 CMRをそのジョブに関連付けるこ
とができます。印刷ジョブを処理するとき、プリンターは次の順序で CMRを適用しま
す。
1. 監査処理モードのカラー変換 CMRで、リソースを ICCプロファイル接続スペース

(PCS)に変換する。
2. 指示処理モードのカラー変換および色調転写曲線 CMRで、リソースをプリンターのカ
ラースペースに変換する。

3. 指示処理モードのハーフトーン CMRで、ジョブページをそのデジタルフォーマットか
ら、プリンターで表現できるドットのパターンに変換する。

場合によっては、一般に指示 CMRとして使用される CMRを監査 CMRとして使用できま
す。たとえば、非常に大きな印刷ジョブを高速プリンターに送信すると、その印刷ジョブ
で使用されているイメージは、指示処理モードのカラー変換 CMRを使用して、そのプリ
ンターのカラースペースに変換されます。ただし、異なるプリンターでジョブの一部を再
印刷しなければならない場合、システムが、印刷ジョブを 2番目のプリンターのカラース
ペースに変換する必要があります。この場合、最初のプリンターのカラー変換 CMRが監
査処理モードで使用され、イメージが PCSに移動します。次に、2番目のプリンターのカ
ラー変換 CMRが指示モードで使用され、イメージがそのカラースペースに変換されま
す。

リンク処理モード

リンク処理モードの CMRは、表示データ内の入力カラースペース (監査 CMRにより定義
されていることがあります)を、表示装置の出力カラースペース (指示 CMRにより定義さ
れていることがあります)にリンクするために使用されます。リンク(LK)とデバイスリン
ク(DL) CMRのみをリンク処理モードで使用できます。
AFPリソースインストーラーまたは類似するソフトウェア製品を使用してリソースライブ
ラリーに監査または指示カラー変換 CMRをインストールまたはアンインストールすると
必ず、AFPリソースインストーラーにより監査および指示カラー変換 CMRの組み合わせ
ごとにリンク (LK) CMRが自動的に作成されます。
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印刷ジョブが特定の監査指示の組み合わせを要求すると、プリントサーバーはその組み合
わせのリンク（LK）CMRをリソースライブラリーで確認します。該当するリンク CMRが
見つかると、プリントサーバーは、その CMRを印刷ジョブとともにプリンターに送信し
ます。ある特定の監査および指示 CMRの組み合わせを使用することを印刷ジョブが示し
ている場合、プリンターは常にリンク (LK) CMRを使用することができます。
リソースをインストールするときに AFPリソースインストーラーまたは類似するプログラ
ムを使用しなかった場合、プリンターは、印刷ジョブを処理するときにリンク (LK) CMR
を作成するか、ジョブで使用されているカラーを 2回 (まずオリジナルのカラースペース
から PCSに、次に PCSからプリンターのカラースペースに)変換する必要があります。

CMRの作成とインストール

AFPカラー標準をサポートする装置メーカーおよびグループは、ご使用のカラー印刷シス
テムで使用できる CMRを提供しています。また、ご自身で必要に応じて CMRを作成する
こともできます。
AFP Color Management Object Content Architecture (CMOCA)を定義した団体である AFP
Consortiumは、監査処理モードで最も頻繁に使用されるカラー変換 CMRのセットを認定
しました。このセットには、以下のような共通カラースペース用のカラー変換 CMRが含
まれています。
• Adobe RGB (1998)

• sRGB

• SMPTE-C RGB

• SWOP CMYK

標準 CMRが AFPリソースインストーラーに組み込まれていますが、デフォルトではイン
ストールされません。使用したい標準 CMRをインストールすることができます。さら
に、AFPリソースインストーラーは自動的に、作成されたどのリソースライブラリーにで
も、すべての汎用ハーフトーンおよ色調転写曲線 CMRをインストールします。
さらに CMRが必要であれば、AFPリソースインストーラーに用意されているウィザード
で作成できます。このウィザードについて詳しくは、オンラインヘルプを参照してくださ
い。
AFPリソースインストーラーを使用して CMRを作成した場合、このソフトウェアが自動
的に CMRをリソースライブラリーにインストールします。AFPリソースインストーラー
を使用すると、プリンターメーカーから入手した CMRをインストールすることもできま
す。

データオブジェクト

表示データオブジェクトには単一タイプのデータ (GIF、JPEG、および TIFFイメージなど)
が入っていて、印刷ジョブで使用できます。これらのデータオブジェクトは、直接ページ
またはオーバーレイに配置できますが、リソースとして定義してページまたはオーバーレ
イに組み込むこともできます。印刷ジョブでオブジェクトが2回以上表示されるときに
データオブジェクトをリソースとして使用すると、より効率的になります。リソースはプ
リンターに1回のみダウンロードされ、必要に応じて参照されます。
データオブジェクトは、印刷ジョブとともにインラインに組み込むこともできれば、AFP
リソースインストーラーなどのソフトウェアによってリソースライブラリーにインストー
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ルすることもできます。データオブジェクトをリソースライブラリーにインストールする
場合、それらにカラー変換 CMRを関連付けることができます。

データオブジェクトのタイプ

イメージデータオブジェクトは、AFPC JPEG Subset、EPS、GIF、IOCA、PDF、PNG、
TIFFなど、いくつもの異なる形式で保存できます。このようなイメージタイプは装置に依
存しないため、あらゆるシステムで使用することができ、常に同じものとして解釈されま
す。
• AFPC JPEG Subset (JPEG)
以前に JPEG File Interchange Format (JFIF)と呼ばれていた AFPC (AFP Consortium)
JPEG Subsetファイルはビットマップイメージファイルで、Joint Photographic Experts
Group (JPEG)圧縮方式で圧縮されています。そのため、AFPC JPEG Subsetファイル
は一般的に JPEGファイルと呼ばれています。通常、JPEGファイルにはファイル拡張
子 .jpgが使用されますが、.jpeg、.jpe、.jfif、および .jifが使用されることもあります。
JPEG圧縮では、イメージを変換するときに、不必要だと見なされる情報がイメージか
ら削除されます。JPEGファイルには、圧縮率の低いものから高いものまであります。
イメージの圧縮率が高いほど、多くの情報が失われます。イメージの圧縮が一度だけ
であれば、通常、目に見えるほどの影響はありません。ただし、イメージに対して圧
縮と圧縮解除が繰り返し行われると、情報が失われた影響は見て分かるほどになりま
す。
JPEG圧縮は写真で、特にWebページ上で送信または表示される写真で一般的に使用
されています。この圧縮は、ファイルを小さくしてネットワーク経由で送信するとき
に効力を発揮しますが、イメージを美しく表現するだけの充分な情報も残していま
す。

• Encapsulated PostScript (EPS)
EPSは PostScriptグラフィックスファイル形式マットで、Adobe Systemsが定義して
いる規則に従っています。EPSファイルは、組み込み ICCプロファイルをサポートし
ます。

• グラフィック交換形式 (GIF)
GIFファイルはビットマップイメージファイルで、256 RGBカラーのパレットに制限
されています。表現できるカラーの範囲が制限されているため、GIFは写真の複製に適
したフォーマットではありませんが、一般にロゴや図表を表現するためには GIFでも
十分です。通常、他のイメージフォーマットよりもサイズが小さいため、GIFイメージ
はインターネット上で幅広く使用されています。GIFファイルにはファイル拡張子 .gif
が使用されます。

• イメージオブジェクトコンテンツアーキテクチャー (IOCA)
IOCAとは、イメージ情報を処理および交換するための規則と指示を含む、イメージを
表現するときの一貫した方法を提供するアーキテクチャーです。このアーキテク
チャーは、それ自体が存在している可能性があるデータオブジェクトおよび環境のす
べてから独立してイメージ情報を定義し、自己定義条件を使用します。フィールドそ
れぞれには、それ自体の記述がその内容とともに入っています。

• Portable Document Format (PDF)
PDFとは、Adobe Systemsが開発した標準ファイル形式です。
PDFファイルは、さまざまなオペレーティングシステムで使用および保管することが
でき、必要なイメージおよびフォントデータすべてを含んでいます。PDFにおける設
計属性は、単一の圧縮パッケージに保管されています。
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– AFP印刷ジョブでは、単一ページと複数ページの PDFファイルをデータオブジェ
クトとして使用できます。

• Portable Network Graphics (PNG)
PNGファイルは、インデックス化されたカラー、24ビット RGBまたは 32ビット
RGBAカラーのパレットベースのイメージ、グレースケールイメージ、オプションの
アルファチャネル、および可逆圧縮がサポートされるビットマップイメージファイル
です。PNGは、インターネット上でのイメージの転送に使用されますが、印刷グラ
フィック向けではありません。PNGファイルには、ファイル拡張子 .pngが使用されま
す。

• Tagged Image File Format (TIFF)
TIFFファイルはビットマップイメージファイルで、イメージに関する詳細を提供する
ヘッダーが組み込まれています。TIFFファイルにはファイル拡張子 .tifまたは .tiffが使
用されます。
TIFFファイルは、組み込み ICCプロファイルをサポートします。ICCプロファイルが
ファイルに組み込まれている場合、そのファイルが使用されるときは常に、入力カ
ラースペースの特性が認識されます。ただし、プロファイルによってファイルサイズ
は大きくなります。ファイルを TIFFフォーマットで保存しておくと、さまざまな圧縮
アルゴリズムを使用できます。

– AFP印刷ジョブでは、単一ページと複数ページの TIFFファイルをデータオブジェ
クトとして使用できます。

すべてのプリンターが、すべてのタイプのデータオブジェクトをサポートしているわけで
はありません。
EPS、JPEG、および TIFFファイルの組み込み ICCプロファイルには、イメージのカラー
を入力カラースペースからプロファイル接続スペース (PCS)に変換するときにプリンター
が使用する情報が入っています。入力カラースペースは、業界標準のカラースペースであ
る場合もあれば、装置（スキャナー、デジタルカメラ、モニター、プリンターなど）の色
再現能力を記述しているカスタムなカラースペースである場合もあります。

データオブジェクト作成およびインストール

さまざまな種類のソフトウェアアプリケーションを使用して、イメージを作成または操作
し、印刷ジョブに組み込むことができます。これらを中央リソースリポジトリーに保管し
たい場合、AFPリソースインストーラーでインストールできます。

データオブジェクト作成
多くのタイプのデータオブジェクトは、ある種のイメージです。デジタルカメラで撮影さ
れた写真である場合もあれば、ソフトウェアツールで生成された図表やダイアグラム、ま
たはグラフィックスソフトウェアを使用して作成されたデジタル描画である場合もありま
す。どのようにイメージが作成されたかに関係なく、通常、それらを操作してから印刷
ジョブに組み込む必要があります。
変更は以下のとおりです。
• イメージを印刷に適したファイルタイプに変換します。例えば、多くのグラフィック
スアプリケーション (Adobe Illustrator、CorelDRAW、Corel Paint Shop Proなど)で作業
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中にイメージを保存するために使用するファイルタイプは、印刷に適していません。
このようなプログラムで作成したイメージを使用するため、それらのファイルを異な
るファイルタイプ (EPS、JPEG、TIFFなど)で保存またはエクスポートできます。

• 画像ファイルが適切なカラースペースまたは入力プロファイルに関連付けられている
ことを確認してください。カラー管理のセットアップ (デジタルカメラ用の ICCプロ
ファイルのインストールおよび使用、カラー管理設定のカスタマイズなど)を行うに
は、ご使用のグラフィックスソフトウェアに用意されている指示に従ってください。
そこでは、イメージで使用されるカラープロファイルを変更する方法、またイメージ
を組み込みプロファイルとともに保存する方法についても説明されているはずです。

• イメージを作成し、データオブジェクトリソースとして管理するには、これ以降の他
のセクションで説明されているヒントおよびベストプラクティスに従ってください。

データオブジェクトインストール
AFPリソースインストーラーを使用して、画像をリソースライブラリーにインストールで
きます。AFPリソースインストーラーには、画像をデータオブジェクトとしてインストー
ルするための手順を案内するウィザードが含まれています。AFPリソースインストーラー
を使用して、EPS、JPEG、または TIFFイメージを組み込み ICCプロファイルとともにイ
ンストールする場合、どのようにプロファイルを処理するかを選択できます。
• CMRを作成せずに、プロファイルをファイルに残しておきます。
• プロファイルをファイルに残しておきますが、そのプロファイルをコピーして、CMR
をコピーから作成します。新しい CMRをデータオブジェクトに関連付けます。

• ファイルサイズを減らすために、ファイルからプロファイルを除去し、そのプロファ
イルからCMRを作成します。新しい CMRをデータオブジェクトに関連付けます。

リソースライブラリー管理

中央リソースライブラリーにCMRとデータオブジェクトを格納する場合は、必要なときに
リソースを利用できるように、リソースライブラリーの特性の一部を理解する必要があり
ます。
AFPリソースインストーラーで作成するリソースライブラリーは、その索引としてリソー
スアクセステーブル (RAT)を使用します。索引は参照先になるライブラリーにファイルと
して格納されます。RATを使用するリソースライブラリーに CMRを保管しておく必要が
あります。また同様に、RATを使用するリソースライブラリーにデータオブジェクトも保
管しておくようお勧めします。
AFPリソースインストーラーでリソースライブラリーを作成すると、RATも作成され、そ
の RATはライブラリーに保管されます。CMRまたはデータオブジェクトがインストール
されると、AFPリソースインストーラーはリソースに関する情報で RATを更新します。プ
リントサーバーは、リソースライブラリー内でリソースを調べるとき、最初にRATを調べ
て、リソースがリストされているかどうかを確認します。
プリントサーバーはRATに依存します。プリントサーバーが正しくないと、リソースライ
ブラリーでリソースを見つけられません。つまり、リソースライブラリーを管理するに
は、常に AFPリソースインストーラーを使用する必要があります。ここで、管理の内容は
以下のとおりです。
• CMRとデータオブジェクトをリソースライブラリーに追加します。
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CMRまたはデータオブジェクトは、AFPリソースインストーラーが使用するリソース
ライブラリーに直接コピーしないでください。CMRまたはデータオブジェクトをこれ
らのリソースライブラリーにコピーすると、RATは更新されないため、プリントサー
バーはCMRまたはデータオブジェクトの検索にRATを使用できません。

• RATにリストされているデータオブジェクトおよび CMRのプロパティーを変更しま
す。
RATまたはリソースライブラリー内のファイルを直接編集しないでください。また、既
存のバージョンの CMRまたはデータオブジェクトを、新しいバージョンをリソースラ
イブラリーに直接コピーして更新しないでください。リソースを更新するには AFPリ
ソースインストーラーを使用してください。

• 異なるリソースライブラリーにCMRまたはデータオブジェクトをインストールする
か、別の場所でリソースライブラリーを複製します。
リソースライブラリーからCMRまたはデータオブジェクトを別の場所にコピーしない
でください。

これらの作業の実行方法について詳しくは、AFPリソースインストーラーのオンラインヘ
ルプを参照してください。

ヒントとベストプラクティス

イメージや他のカラーリソースの作成および管理に関する次の一般ガイドラインにした
がって、AFPカラー印刷システムのパフォーマンスを向上させることができます。

イメージに関するヒント

ご使用の AFPカラー印刷システムのパフォーマンスを最適化するには、イメージの作成お
よび印刷ジョブへの組み込みに関するガイドラインに従うことをお勧めします。
印刷ジョブでカラー画像を使用するとき：
• 既存の文書をスキャンするのではなく、イメージのオリジナル電子バージョンを用意
します。
イメージの背景にある、ほんの小さなカラーの傷みであっても、スキャンされてしま
うとイメージのサイズを非常に大きくする場合があります。イメージをスキャンしな
ければならない場合、イメージ編集ツールで可能な限り背景をきれいにしてくださ
い。

• 1つの入力プロファイルをすべてのイメージに使用できるよう、同じ標準カラースペー
スでイメージすべてを保存します。
印刷するイメージ用のカラースペースには、Adobe RGB (1998)をお勧めします。

• 多層イメージ (Adobe Illustratorや Corel Paint Shop Proのようなグラフィックスツール
で作成したイメージなど)は、印刷ジョブに送る前に 1層に統合してください。
1枚になっていないイメージは非常に大きいため、操作することが難しくなります。将
来的に編集する可能性に備えてオリジナルイメージのコピーを保存しておき、印刷
ジョブに組み込むバージョンは層をつぶして小さくしてください。

リソースに関するヒント

ご使用の AFPカラー印刷システムのパフォーマンスを最適化するには、カラーリソースの
管理に関するガイドラインに従うことをお勧めします。
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AFPリソースインストーラーは以下の作業に使用できます。
• ご使用のプリンター用の CMRすべてをリソースライブラリーにインストールします。
• 頻繁に使用するデータオブジェクトをリソースライブラリーにインストールします。
• 定期的に再利用される CMRおよびデータオブジェクトを、プリンターに保存でき、毎
回ダウンロードせずに他の印刷ジョブに使用できるよう、「非専用」で「取り込み可
能」のリソースとしてマークします。

– このオプションは、シグニチャーファイルなどのセキュアリソースにはお勧めしま
せん。

• CMRおよびデータオブジェクトを、1つの場所に保管しておけばプリントサーバーす
べてが使用できるよう、プリントサーバーがアクセスできるリソースライブラリーに
インストールします。

• 組み込みプロファイルをイメージファイルから除去できるよう、カラー管理を必要と
するデータオブジェクトに監査カラー変換 CMRを関連付けます。

RICOH AFPカラーおよびグレースケール製品

Ricohは、AFPカラーおよびグレースケール印刷をサポートする、さまざまな製品を提供
しています。カラーワークフローソリューションを実現するため、これらの製品をさまざ
まな組み合わせで使用できます。

AFPカラー管理をサポートする RICOH製品

プリントサーバー

InfoPrint AFP 
Resource 
Installer

リソース 
ライブラリー

InfoPrint 
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ProcessDirector

ページプリンター 
書式設定援助 
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プリンター

RICOHプリンターの中には、完全な AFPカラー管理を使用したカラー印刷またはグレー
スケール印刷をサポートしているものもありますが、一方でカラー管理を使用しない AFP
カラー印刷をサポートしているものもあります。

InfoPrint 5000

InfoPrint 5000は、フルカラー高速連続用紙 Intelligent Printer Data Stream (IPDS)プリン
ターで、AFPカラー管理をサポートしています。
InfoPrint 5000では、色あせや染みを防ぐために開発された水性ピグメントインクによるピ
エゾドロップオンデマンドインクジェットテクノロジーが採用されています。
InfoPrint 5000は、AFP印刷ジョブを RICOHプリントサーバーから受け取ります。フル
AFPカラー管理システムの一部として使用されると、InfoPrint 5000はカラー変換、リン
ク、およびトーン転送カーブ CMRを受け取り、それらを印刷ジョブに適用できます。プ
リンターエンジンはそれ自体のハーフトーンを適用するため、ハーフトーン CMRをサ
ポートしていません。
InfoPrint 5000は、リソースを取り込んでコントローラーのリポジトリーに保管しておくこ
とができるため、それらのリソースを他の印刷ジョブで再利用できます。プリンターが
AFPリソースインストーラーのようなアプリケーションを使用して取り込むことができる
のは、「非専用」および「取り込み可能」とマークされているリソースだけです。
PostScriptおよび Portable Document Format (PDF)ジョブを InfoPrint 5000のホットフォル
ダーに送信することもできますが、これらの印刷ジョブは AFPカラーマネジメントでは処
理されません。

InfoPrint 4100

InfoPrint 4100プリンターファミリーでは、レーザー、電子写真印刷テクノロジー、および
Advanced Function Presentation (AFP)ライセンスプログラムを使用して、高品質のテキス
トおよびグラフィックス出力を生成します。InfoPrint POWERアーキテクチャーおよびマ
イクロコードリリース 15.4以降を搭載した InfoPrint 4100プリンターは、AFPカラー管理
をサポートしているため、高品質のグレースケールイメージを印刷できます。
InfoPrint POWERアーキテクチャーおよびマイクロコードリリース 15.4以降が適用された
InfoPrint 4100プリンターにおける AFPカラー管理サポートのベースレベルによって、カ
ラー管理をグレースケールテキスト、グラフィックス (GOCA)、2階調イメージ (IOCA
FS10)、およびバーコードに適用できます。その他のタイプのオブジェクトでカラー管理
機能を使用するには、AFP Color Emulation機能が必要です。
AFP Color Emulation機能によって、カラーオブジェクトをグレースケールで印刷できま
す。この機能がインストールされていれば、AFPカラー管理によって GIF、IOCA FS11、
IOCA FS45、JPEG、および TIFFイメージを高品質グレースケールで印刷できます。

• 単一ページ PDFおよび EPSデータオブジェクトは、InfoPrint 4100ではサポートされて
いません。

InfoPrint 4100プリンターは、次のタイプの CMRをサポートしています。
• カラー変換

カラーおよびグレースケール印刷
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• リンクカラー変換
• トーン転送カーブ
• ハーフトーン
より美しいイメージを InfoPrint 4100モデル MS1、MD1、および MD2で表現するため、イ
メージ拡張機能をインストールすることもできます。この機能による利点は次のとおりで
す。
• トナーのゆがみを最小限にするための拡張融着テクノロジー
• 広範囲および高密度アプリケーションのために最適化されたデベロッパーユニット
• 新しいハードウェアおよびトナーテクノロジーに合わせて改善されたハーフトーン

RICOH AFP Resource Installer

リソースが中央ライブラリーに保管されるとき、RICOH AFP Resource Installerは AFPカ
ラー管理システムにおいて重要なエレメントになります。これを使用して、システムで使
用できるようにカラー管理リソース (CMR)およびデータオブジェクトを作成、インストー
ル、および管理します。
AFPリソースインストーラーとは、Windowsワークステーションにインストールする
Javaアプリケーションです。これを使用すると、CMRとデータオブジェクトに加え、
フォントをインストールおよび操作できます。
AFPリソースインストーラーは以下の作業に使用できます。
• ICCプロファイルを含む既存のデータから CMRを作成します。
ウィザードを使用すると、プロセスについての指示を受けることができます。

• ローカルシステム上または FTPでアクセスできるシステム上のリソースライブラリー
に CMR、フォント、およびデータオブジェクトをインストールします。

• データオブジェクトを別のプリンターで正確に複製できるよう、CMRをデータオブ
ジェクトに関連付けます。
場合によっては、組み込みカラープロファイルをファイルから除去し、関連付けられ
ている CMRを使用することによって、イメージのファイルサイズを小さくできます。

• リソースに「取り込み可能」のマークを付けます。
取り込み可能リソースは、他の印刷ジョブで使用できるようプリンターに取り込んで
保存することができるため、システムパフォーマンスを向上させるために役立ちま
す。リソースを送信する前に、プリントサーバーはプリンターを照会します。そのリ
ソースがすでにプリンターにあれば、プリントサーバーが送信する必要はありませ
ん。

• リソースに「専用」のマークを付けます。
専用リソースは、プリンターに取り込むことができないため、印刷ジョブで使用され
るたびにダウンロードが必要になります。例えば、会社の小切手に使用されるシグニ
チャーファイルを、セキュリティーの理由から「専用」とマークできます。

AFPリソースインストーラーを使用してカラー変換CMRをインストールすると、新規のカ
ラー変換CMRと既存のカラー変換CMRの間にリンク (LK) CMRが自動的に作成されます。
印刷ファイルが新しい CMRを参照している場合、プリントサーバーは自動的に、ター
ゲット装置タイプおよびモデルに適したリンク CMRをダウンロードし、それらを印刷
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ジョブとともにプリンターに送信します。これらのリンク CMRの中に該当するものがあ
れば、プリンターはその CMRを使用できます。さらに時間をかけてリンク CMRを作成す
る必要はありません。
AFPリソースインストーラーによってインストールされたリソースをプリントサーバーが
使用できるようにするためには、リソースライブラリーへのパスをそのサーバーの AFPリ
ソースパスに追加する必要があります。

プリントサーバー

RICOHプリントサーバーは、さまざまなソースから印刷ジョブを受け取り、プリンターに
送信できるよう準備します。印刷ジョブを準備した後、プリントサーバーはプリンターと
相互作用して必要なリソースがすべて使用できることを確認し、印刷する印刷ジョブデー
タを送信します。
複数の異なるプリントサーバーを使用できます。用意されている機能はほぼ同じですが、
異なる環境に適用するように設計されています。

RICOH InfoPrint Manager

RICOH InfoPrint Managerは、AIX、Linux、またはWindows向けの柔軟でスケーラブルな印
刷管理ソリューションで、印刷環境の拡充と管理において多くの選択肢を提供します。
RICOH InfoPrint Managerは、カラー管理リソースについての記載がある印刷ジョブを処理
したり、集中型リソースライブラリーと対話したりできます。
AFPまたは行データ印刷ジョブを受け取ると、RICOH InfoPrint Managerは、他の AFPリ
ソースを処理するときと類似した方法で、CMRおよびデータオブジェクトを処理しま
す。AFPリソースインストーラーで作成したリソースライブラリーを、実宛先の「表示オ
ブジェクトコンテナーの位置」プロパティー (resource-context-presentation-object-
container属性とも呼ばれる)に追加できます。これで、印刷ジョブで要求されたときに
データオブジェクトおよび CMRを見つけるため、RICOH InfoPrint Managerはこれらのリ
ソースライブラリーを検索できます。

CMRの取り込みを可能にする

システムから実行されるジョブが同じ CMRを使用する場合、インライン CMRを取り込む
ために実宛先を使用可能にすることがあります。
このようなインライン CMRにはオブジェクト ID (OID)があるため、RICOH InfoPrint
Managerはそれらを取り込むことができます。
RRIICCOOHH IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrのの管管理理 GGUUIIから、次の操作を実行します。
1. 実宛先をクリックして、プリンター→プロパティーを選択します。
2. 実宛先のププリリンンタターーププロロパパテティィーーノートブックで、［［調調整整］］タブをクリックしま
す。

3. ［インライン CMRリソースを取り込む］ラジオボタンを見つけます。
［インライン CMRリソースを取り込む］ラジオボタンが見つからない場合は、
［［ささららにに表表示示］］をクリックします。

4. 画面の下までスクロールして、［インライン CMRリソースを取り込む］設定に対す
る［［ははいい］］ラジオボタンをクリックします。
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ページプリンター書式設定援助機能 (PPFA)

PPFAは RICOH InfoPrint Managerのフィーチャーで、AFP印刷ジョブで使用する書式定義
およびページ定義を作成できるようにします。PPFAを使用すると、ご自身のカラー印刷
ジョブの書式定義およびページ定義に CMRを関連付けることができます。
PPFAで作成した書式定義およびページ定義は、RICOH InfoPrint Managerおよび RICOH
ProcessDirectorに送信される印刷ジョブで使用できます。

AFPカラーソリューションのシナリオ

Ricohの AFPカラーソリューションは、ご使用の環境とニーズに基づいて、さまざまな構
成に組み立てることができます。

高品質グレースケール出力を InfoPrint 4100プリンターで印刷する

ある保険会社では、時間をかけて AFPカラー印刷に移行しようとしています。そのためそ
の会社では、AFPカラー管理を使用して高品質グレースケール出力を InfoPrint 4100プリ
ンターで印刷することからそのプロセスを始めます。
この保険会社には社内に印刷部門があり、4つの両面印刷 InfoPrint 4100ラインが設置され
ています。この会社では、文書構成ツールで AFP印刷ジョブを作成し、そのジョブを
InfoPrint Manager for Windowsに実行依頼しています。ここで、印刷作業の負荷が平衡化
され、すべてのプリンターがフル稼働するよう保たれています。
この会社は、イメージを出力の一部に加えることを決定しました。まず始めに、クライア
ントに送付する書類のレターヘッドに、保険外交員の写真を載せたいと考えます。フルカ
ラー印刷に移行する準備ができていないため、現在設置されているプリンターでモノクロ
イメージを印刷するしかありません。残念ながら、イメージは満足できるものではありま
せん。暗く、平面的であるため、プロフェッショナルに見えないのです。

ソリューション
Ricohのチームは、イメージの品質を上げるため、以下の変更を提案します。
• プリンターをアップグレードして、InfoPrint POWERアーキテクチャー (マイクロコー
ドリリース 15.4以降)対応のコントローラーを使用できるようにします。
この更新によって AFPカラー管理サポートが得られるため、ハーフトーンおよびトー
ン転送カーブによる高品質グレースケール印刷が可能になります。

• プリンターに対応する AFP Color Emulation機能を購入し、インストールします。
• AFPリソースインストーラーを使用してイメージを管理します。これには最高品質の
出力を得るための、適切なハーフトーンおよびトーン転送カーブへのイメージの関連
付けが含まれます。
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AFPリソースインストーラーおよびリソースライブラリーを追加し、マイクロコードリ
リース 15.4および AFP Color Emulationフィーチャーを使用するために 1つの InfoPrint
4100プリンター行を更新するためのソリューションダイアグラム。

インプリメンテーション
このソリューションを実現するため、印刷部門と Ricoh担当者が協力し、新しい機能を試
してみるために印刷ラインの 1つをアップグレードします。手順は以下のとおりです。
• 印刷コントローラーをマイクロコードリリース 15.4以降にアップグレードします。
• AFP Color Emulation機能をプリンターコントローラーにインストールします。
• AFPリソースインストーラーをインストールします。
• 以下の作業に AFPリソースインストーラーを使用します。

– InfoPrint 4100プリンター用のカラー変換 CMRと、写真を撮るときに使用するデジ
タルカメラ用のカラー変換 CMRを作成し、インストールします。

– 使用したい印字密度および見栄えの値に基づいて、InfoPrint 4100で使用する汎用
ハーフトーンおよびトーン転送カーブ CMRを選択します。

– 保険外交員の写真をリソースライブラリーにインストールし、それらを該当する
CMRに関連付けます。

会社はAFP Resource Installerをインストールし、次
にそれを使用してカラーイメージをリソースライブ
ラリーにインストールします。印刷ジョブのいくつ
かがアップグレードされ、インストール時に指定し
た名前でイメージが参照されるようになります。

印刷ジョブはlnfoPrint Managerの論理 
宛先に送られ、論理宛先はアップグレ
ードされた機能でジョブをプリンター
に送ります。lnfoPrint Managerは、リ
ソースライブラリーからイメージと
CMRを取得 
し、次にそれらを正しいプリンターに
送信してジョブを処理します。

印刷ジョブ
AFP Resource

Installer

InfoPrint
4100

ライン 4

リソース 
ライブラリー

InfoPrint
4100

ライン 1

InfoPrint
4100

ライン 2

InfoPrint
4100

ライン 3

使用：
Microcode
Release 15.4
AFP Color  
Emulation機能

InfoPrint
Manager

既存のシステムオブジェクト

新規のシステムオブジェクト
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• RICOH InfoPrint Managerの宛先を更新し、写真を含む印刷ジョブが、AFP Color
Emulationフィーチャーがインストールされているプリンターラインに送信されるよう
にします。

• イメージをインストールした時に指定した名前で、そのイメージを呼び出す印刷ジョ
ブを作成します。

事前印刷用紙を差し替える

ある銀行では、保管しておく用紙の枚数を減らそうと考えています。一部の書類をカラー
プリンターで印刷することによって、使用する事前印刷用紙のいくつかを減らすことがで
きれば、この銀行では、同じタイプの未使用の用紙を他の業務に回すことができます。
過去 5年間にわたって、この銀行は他の小さな 10の銀行を買収し、その他の銀行とも折
衝を続けています。この親銀行は AFPシステムを使用して、書類を社内で事前印刷用紙に
印刷しています。事前印刷用紙には、すべてカラーロゴが入っています。そのうちのいく
つかには、ページの領域を区切る背景イメージやカラーのブロックも入っています。既存
のシステムの構成は以下のとおりです。
• ページプリンター書式設定援助機能 (PPFA)フィーチャーを含む RICOH InfoPrint

Manager

• 3つの両面印刷 InfoPrint 4000ライン
• 2つの両面印刷 InfoPrint 4100ライン
印刷ジョブは行データとして実行依頼され、RICOH InfoPrint Managerがそれらを AFPに
変換します。AFPリソースは中央の場所に保存されています。カラー実動プリンターは使
用されていません。
買収された銀行では、さまざまな方法で印刷を行っていました。一部の銀行は社内に印刷
部門を持ち、また一部の銀行は印刷業務を他の会社に委託していました。親銀行の印刷ス
タッフは多大な時間を費やして、まず印刷を外部に委託していた銀行から始め、買収した
銀行の印刷業務を自社で行っている社内印刷に移行します。そのうち 5つの銀行が切り替
わりました。ここで、印刷部門の管理者は、興味深い問題に直面することになります。
• 社内印刷の負荷が増えるということは、印刷業務における能力を上げなければならな
いことを意味する。

• 親銀行が買収した銀行はそれぞれ、独自のロゴおよび商標を持っている。1つの銀行が
印刷業務に統合されるたび、注文および保管しなければならない事前印刷用紙が少な
くとも 5種類増える。

• 各種の事前印刷用紙が同じ業者によるものであっても、カラーが明らかに異なる。
• 買収された銀行は最終的に、その古いロゴと用紙を親銀行のロゴと用紙に変更する
が、いつ行われるかは決まっていない。

保管しておかなければならない用紙の枚数が増えるほど、その保管スペースが問題になり
ます。印刷業務における能力を上げなければならないことをチームは理解していますが、
新しい両面印刷ラインを設置するスペースはありません。保管しておかなければならない
用紙をある程度減らすことができれば、その分の保管スペースを新しいラインのために使
用できます。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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ソリューション
リコーのチームは、次の操作を実行できるように、AFPカラーソリューションを提案して
います。
• 事前印刷用紙を単純なカラーステートメントに変換し、事前印刷用紙の必要性をなく
します。これで、保管しておかなければならない用紙が減ることになります。

• 買収された銀行に親銀行のロゴおよび用紙を適用するプロセスを合理化します。
• スループットが最大になるよう、リソース管理を最適化します。
• ジョブとジョブとの間で、カラーがより一定になるようにします。
このソリューションでは、両面印刷 InfoPrint 5000ラインと AFPリソースインストーラー
を既存のシステムに追加し、他のコンポーネントを更新して AFPカラーサポートを追加し
ます。銀行は、InfoPrint 5000ラインのスループットが InfoPrint 4100ラインのスループッ
トよりも小さいという事実を考慮して、どのアプリケーションをカラーワークフローに移
行するかを選択できます。さらに、既存の InfoPrint 4100または InfoPrint 4000プリンター
は、必要なカラー要素を印刷できないため、これらの印刷ジョブを処理することができま
せん。
システムの使用に熟練すると、印刷スタッフは InfoPrint 4100プリンターに用意されてい
る高品質グレースケールを使用できるようにすることで、より多くのアプリケーションを
最終的にカラーに移行する準備を開始できます。その後、別のカラー印刷ライン (用紙の
保管スペースを小さくするか、または InfoPrint 4000ラインのいずれかを廃止することに
よって)設置する準備ができたら、印刷ジョブをカラープリンターに送ることができま
す。

カラーおよびグレースケール印刷
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RICOH AFP Resource Installerおよび InfoPrint 5000プリンターを追加するためのソ
リューションダイアグラム

インプリメンテーション
カラーソリューションを実現するため、銀行の印刷スタッフは、次のいくつかの局面でリ
コーチームと協力します。
• カカララーーソソリリュューーシショョンンをを計計画画すするる

– リソースライブラリーを必要とするアプリケーションすべてがアクセスできるよ
う、そのライブラリーをどこにおくかを決定します。

– 再利用するため、プリンターに保存できる (保存しなければならない)リソースのタ
イプを決定します。一般に、シグニチャーファイルをプリンターに保存することは

既存のシステムオブジェクト

PDF 
背景 

イメージ

InfoPrint AFP
Resource
Installer

ダウンロード 
したリソース

リソースの 
取り込み

PPFA

新規のシステムオブジェクト
プリプレス処理

リソース管理

InfoPrint Manager

lnfoPrint 5000プリンター

カラーリソース 
（入力プロファイル、 
背景イメージ）

AFP 
リソースライブラリー

AFP 
リソースライブラリー

事前印刷シートのPDFファイルを取得し、シンプルな 
ページのPDFオブジェクトとしてインストールします
。
必要に応じて、そのオブジェクトの入力プロファイル
を 
インストールします。

IPDSはプリンターと交信してリソースがすでに
存在しているかどうかを判断し、必要なリソー
ス（取り込まれていないすべてのカラープロフ
ァイルを含む）をジョブデータとともにダウン
ロードします。
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お勧めしません。ロゴおよび背景イメージであれば、保存しておくようお勧めしま
す。

• シシスステテムムををイインンスストトーールルおおよよびび構構成成すするる
– InfoPrint 5000プリンターをインストールします。
– サービス更新を RICOH InfoPrint Managerおよび PPFAに適用し、カラーサポートを
追加します。

– AFPリソースインストーラーをインストールします。
• 最最適適ななパパフフォォーーママンンススをを考考慮慮ししててリリソソーースス管管理理をを構構成成すするる

– AFPリソースインストーラーを使用して、InfoPrint 5000プリンター用の CMRをイ
ンストールします。

– 事前印刷用紙の PDFファイルを入手するか、またはグラフィックアートソフト
ウェアを使用して、背景イメージとして使用するフルページイメージを作成しま
す。

– AFPリソースインストーラーを使用して PDFまたはイメージをデータオブジェク
トリソースとしてインストールし、カラー変換 CMRを関連付けます。

– AFPリソースインストーラーが使用するリソースライブラリーを認識するように、
また印刷ジョブを新しいプリンターに送信するように、RICOH InfoPrint Managerを
構成します。

– PPFAを使用して、新しいデータオブジェクトリソースを呼び出す書式定義および
ページ定義を作成します。
インストールするときには、指定した IDを使用しているオブジェクトを参照して
ください。

– 作成した新しい書式定義またはページ定義をすべて、既存のリソースライブラリー
にコピーします。

• シシスステテムム動動作作ををテテスストトすするる
– 書式定義およびページ定義を呼び出し、新しいリソースライブラリーを指す印刷
ジョブを作成します。

– その印刷ジョブを実行依頼します。
– カラー出力を検査します。

物理的な差し込み用紙を排除する

ある印刷サービスビューローは、クレジットカード関連の書類の空白部分に、フルカラー
の電子的な挿入データを印刷することによって、封筒に物理的に挿入しなければならな
かった用紙の数を減らそうとしています。
この印刷サービスビューローは、さまざまな種類のカスタマー向けの、書類および One-
to-One広告パンフレットを印刷しています。カスタマーは、リソースおよび印刷ジョブ
データをサービスビューローに送信します。プリプレススタッフは、文書構成ツールを使
用して AFPジョブを作成しています。AFP印刷ジョブは RICOH ProcessDirectorに実行依
頼され、そこから 10台の両面印刷 InfoPrint 4100システムに送信されます。ジョブは印刷
された後、折りたたみ、差し込み、および郵送の後処理に進みます。

カラーおよびグレースケール印刷
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このサービスビューローは、必要なリソースをそれぞれの印刷ジョブとともに送信するよ
うカスタマーすべてに依頼し、リソースを無期限に保管しておくことはありません。カス
タマー (クレジットカード会社など)の多くは、書類とともに封筒に差し込み用紙を入れま
す。このやり方には、以下の問題があります。
• 封筒に用紙を差し込む処理で破損が生じてしまい、書類を再印刷しなければならない
ことが頻繁にあります。再印刷によって、プロセスにかかる時間とコストは増えま
す。

• 多くの場合、カスタマーは差し込み用紙に興味を示しません。封筒を開けるとすぐに
より分けて、捨ててしまいます。

サービスビューローは、その提供形態を広げ、AFPカラーソリューションで印刷したフル
カラー可変データを組み込もうと考えています。また、封筒に用紙を差し込む作業の複雑
さを軽減することで、時間、経費、および用紙を節約できると考えています。書類を折っ
て封筒に入れる (さらに 2枚の用紙を加え、折りたたみ、差し込むのではなく)だけであれ
ば、郵送物を破損してしまう危険性は低くなります。

ソリューション
サービスビューローは Ricohのチームと協力し、カスタマーが広告のために物理的な差し
込み用紙ではなく電子的な挿入データの使用に移行できるよう、既存のプロセスおよび環
境に基づいてソリューションを実現しようとしています。カスタマー向けの書類の空白部
分や両脇にフルカラー広告を印刷することによって、差し込み用紙のいずれかを排除する
ことが目的です。
クレジットカード会社が、カスタマーそれぞれの特性を決定するデータおよび規則を識別
することができれば、電子的な挿入データを書類ごとに変えることができます。例えば、
カスタマーの個人情報に応じて、ミニバン、スポーツカー、またはオートバイの広告を請
求書に載せることができます。

インプリメンテーション
この新しいカラー機能を利用するため、サービスビューローはワークフローにいくつかの
変更を加えます。
• 両面印刷 InfoPrint 5000システムを設置し、そのシステムに印刷ジョブを実行依頼する
よう RICOH ProcessDirectorを構成します。

• カラーイメージおよびロゴ、さらにフォントやグラフィックスを使用するときのガイ
ドラインとして、カスタマーに手順を提案します。

• カラープロファイル管理およびイメージ標準化のためのグラフィックスアプリケー
ションを使いこなせるよう、プリプレス部門を指導します。

• カスタマーがガイドラインに従っているかどうかを確認するステップをプロセスに追
加します。従っていなければ、プリプレススタッフが、ガイドラインに準拠するよう
解像度および入力カラープロファイルを調整してから、印刷ジョブを実行依頼しま
す。

関連資料

AFPカラー印刷に関する詳細は、Ricohおよび AFP Color ConsortiumのWebサイトで確認
できます。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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AFPカラー管理および Color Management Object Content Architectureについて詳しくは、
次の資料を参照してください。
• 「AFP Color Management Architecture」 (G550-0526)

• 「Color Management Object Content Architecture Reference」 (S550-0511)

次の AFPアーキテクチャーに関するリファレンスマニュアルには、カラー管理リソースに
関する情報が記載されています。
• 「Mixed Object Document Content Architecture Reference」 (SC31-6802)

• 「Advanced Function Presentation: Programming Guide and Line Data Reference」,
S544-3884

• 「IPDS Reference」 (S544-3417)

これらの出版物のダウンロードまたは注文、またはAFP Color Consortiumの活動内容や出
版物の詳細情報については、ConsortiumのWebサイトをご覧ください。
http://afpcinc.org

ICC、ICCプロファイル、および PCSについて詳しくは、ICC Webサイトを参照してくだ
さい：http://www.color.org

CPSI処理エンジン使用時のフォントの操作
このセクションでは、各種のデータフォーマットの印刷に必要なフォントについて説明し
ます。InfoPrintがフォントを使用可能にする方法を説明します。

変換済みPostScript/PDFデータ印刷用フォント

InfoPrintPostScript変換プログラムでは、PostScriptファイルおよびPDFファイルの変換時に
はType 1アウトラインフォントが使用されます。 InfoPrintには、IBM Type 1アウトライン
フォントが同梱され、インストール時に//uussrr//llpppp//ppssff//ppss//ffoonnttssディレクトリーの
サブディレクトリーにインストールされます。その他の Type 1アウトラインフォントがあ
る場合、それらのフォントも変換プログラムで使用できます。

• InfoPrintは、ジョブの実行依頼時にPostScript変換プログラムを実行するときは、他の
ディレクトリーでフォントを検索できます。

フォントマッピングファイル

フォントマッピングファイルは、AIXまたはLinuxシステムのType 1アウトラインフォント
のファイル名を識別するファイルです。InfoPrintPostScript変換プログラムは、フォント
マッピングファイルを必要とします。InfoPrintでは、インストール時にデフォルトのフォ
ントマッピングファイル ppssffoonnttss..mmaappが//uussrr//llpppp//ppssff//ppssディレクトリーにインス
トールされます。その他の Type 1アウトラインフォントがシステムにインストールされて
いる場合は、別のフォントマッピングファイルを作成して、それらのフォントの名前を定
義できます。

CPSI処理エンジン使用時のフォントの操作

http://afpcinc.org
http://www.color.org
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PostScriptフォントマッピングファイルの考慮事項

独自のフォントマッピングファイルを作成するときは、次の点を考慮します。
• フォントマッピングファイルは複数作成できます。
• 少なくとも 1つのフォントマッピングファイルに Courierフォントが入っている必要
があります。PostScript変換プログラムは、欠落しているフォントがあるとCourierで代
用します。

• フォントを、ネットワークファイルシステムでの使用まで広げることはできません。

PostScriptフォントマッピングファイルを作成する

InfoPrintPostScript変換プログラムで使用するフォントマッピングファイルを作成するに
は、InfoPrint mmkkffnnttmmaappコマンドを使用します。このコマンドでは、Type 1アウトライン
フォントがある入力ファイル（1つまたは複数）とフォントマッピングファイルの名前を
指定します。
たとえば、入力ファイル FontFileを使用し、font.mapというフォントマッピングファイ
ルを作成するには、次を入力します。
mkfntmap FontFile > font.map

ps2afpまたはpdf2afpコマンドでフォントマッピングファイルを使用する

デフォルトでは、ユーザーがppss22aaffppコマンドまたはppddff22aaffppコマンドを入力すると、
InfoPrintはppssffoonnttss..mmaappフォントマッピングファイルを使用します。このコマンドで、
デフォルトのフォントマッピングファイルの名前を指定する必要はありません。
ppss22aaffppまたは ppddff22aaffppコマンドを入力するときに作成済みのフォントマッピングファ
イルを使用する場合は、次の作業が必要です。
• フォントマッピングファイルのパスと名前を、変換デーモン構成ファイルのppss__

ffoonntt__mmaapp__ffiilleessキーワードの値として入力します。パフォーマンス上の理由か
ら、この方法を推奨します。必要に応じて、複数のフォントマッピングファイルを指
定できます。フォントマッピングファイルの間はコロンで区切ります。
たとえば、フォントマッピングファイルfont1.mapとfont2.mapを指定するには、次の
ように入力します。

ps_font_map_files=/path/font1.map:/path/font2.map
• ppss__ffoonntt__mmaapp__ffiilleess変換コマンド構成ファイルの値としてフォントマッピング
ファイルのパスと名前を入力します。使用する構文は、変換デーモン構成ファイルへ
の値の入力で説明した構文と同じです。この方法を使用すると、パフォーマンスが大
幅に低下することがあります。

• ppss22aaffppコマンドまたは ppddff22aaffppコマンドの --FFフラグを使って、コマンド行から
フォントマッピングファイル (パス名を含む)を指定します。--FFフラグを複数使用し、
複数のファイルを指定できます。InfoPrintは、指定されたファイルを左から右に（最初
の入力から最後の入力まで）順に連結します。
例：

ps2afp -F/path/font.map
この方式でも、パフォーマンスが低下する可能性があります。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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ppss22aaffpp --FFまたはppddff22aaffpp --FFコマンドフラグ、または変換コマンド構成ファイルのppss__
ffoonntt__mmaapp__ffiilleessキーワードを使用してフォントマッピングファイルを指定した場合
は、その値が変換デーモン構成ファイルで指定された値と異なると、変換デーモンは
PostScriptインタープリターを再始動し、フォントマッピングファイルの新しい値を有効
にします。ただし、PostScriptインタープリターを再始動するとパフォーマンスは低下し
ます。

初期設定ファイル経由でフォント置換を指定する

ジョブがジョブに付属するインラインが含まれていないフォントやプリンターに常駐しな
いフォントを要求する場合があります。InfoPrint Managerがジョブが要求するフォントを
検出できない場合は、ジョブが失敗することがあります。フォントがないためにジョブが
失敗するのを避けるには、Courierフォントに置き換えるPostScriptコマンドを発行し、
ジョブが確実に印刷を行うようにします。
このタスクを実行するには、以下の操作を行います。
1. コマンド行から、InfoPrint Manager AIXまたは InfoPrint Manager for Linuxサーバー上の

//vvaarr//ppssff//ppss22aaffpp22ディレクトリーにある UUsseerrIInniittファイルにアクセスしま
す。デフォルトの33116600dd..ccffgg PostScriptデーモン構成ファイル以外の構成ファイルを
使用している場合は、どのデーモンが使用されているかを確認し、そのデーモンの初
期設定ファイルを変更してください。

2. 任意のエディターを使用し、ファイルを編集します。
3. 以下をUUsseerrIInniittファイルに追加することで、欠落しているフォントがCourierフォン
トに置き換えられ、ジョブを印刷できるようにします。

%!
turnFontSubstitutionOn

ジョブでインラインではないフォントやプリンターに常駐していないフォントで印刷
不可にする場合は、以下の変更をUUsseerrIInniittファイルに入力します。

%!
turnFontSubstitutionOff
4. ファイルを保存して閉じます。

InfoPrintでは、InfoPrint Manager AIXまたはInfoPrint Manager for Linuxサーバー上の//uussrr//
llpppp//ppssff//ppss22aaffppディレクトリーに、サンプル（UUsseerrIInniittファイル、ffoonntt..ssuubbss..
oonn、ffoonntt..ssuubbss..ooffff）が用意されています。
デスクトップのテテキキスストトエエデディィタターーを使用すると、ffoonntt..ssuubbss..oonnまたはffoonntt..
ssuubbss..ooffffファイルの名前を変更し、このUUsseerrIInniittファイルをインストールで使用でき
ます。

CPSI処理エンジン使用時のフォントの操作
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PostScriptジョブ用に非IBMフォントを追加する

InfoPrintシステムがコンピューターシステムからPostScriptジョブを受け取る場合は、ジョ
ブに必要なフォントがシステムに常駐していないことがあります。InfoPrint Submitオペ
レーターは、次のいずれかが原因であることが確認できます。
• フォントが利用不能
• フォントが、PostScriptフォントに必要な.pfaまたは.pfbフォーマットではない。
上記のどちらかの状況が生じている場合には、AIX管理者は PostScriptジョブの印刷前
に、該当するフォントを利用できる状態にしなければなりません。

パーソナルフォントライブラリーにType 1フォントを追加する

//vvaarr//ppssff//ffoonnttssディレクトリーを使用すると、インストール時に定期的に印刷する..
ppffaaまたは..ppffbbファイルをInfoPrint Manager AIXサーバーに追加できます。次の手順を使
用して、自分がrroooottユーザーであることを確認します。
1. InfoPrint Manager AIXサーバーで dttermセッションをオープンします。
2. AIXコマンドラインから、次を入力して正しいディレクトリーにアクセスします。

Linuxコマンドラインから、次を入力して正しいディレクトリーにアクセスします。
cd /var/psf/psfonts

パーソナルフォントの位置を詳細に限定するには、mmkkddiirrコマンドを使用し、ppkkgg__
aaまたはppkkgg__bbなどの、サブディレクトリーまたはディレクトリーの作成が必要な場
合があります。

3. DVD-ROMまたは任意の場所から、ファイルをInfoPrint Managerサーバーにダウン
ロードします（ファイルは必ずバイナリーフォーマットでコピーします）。

4. InfoPrint Managerサーバーの//vvaarr//ppssff//ffoonnttssディレクトリー、または作成したサ
ブディレクトリーで、次のコマンドを入力してダウンロードファイルに正しい許可
があることを確認します。
1. chown root.printq *

//rroooott//pprriinnttqq IDにすべてのダウンロードファイルを所有させます。
2. chmod 444 *

すべてのファイルに読み取りアクセス権を与えます。
3. chmod 664 user.map

uusseerr..mmaappファイルに書き込むことができるようにします。
5. コマンドラインから//vvaarr//ppssff//ffoonnttssディレクトリーまたは作成したサブディレ
クトリーで次のように入力し、PostScript Type 1フォントの名前とその位置をリスト
するフォントマッピングファイルをInfoPrint Manager AIXサーバーに作成します。

mkfntmap pkg_a/*.pfb pkg_b/*.pfb >> user.map

InfoPrint Managerは、pkg_a/*.pfbおよびppkkgg__bb//**..ppffbbサブディレクトリーに保管
されている**..ppffbbファイルをuusseerr..mmaappファイルに追加します。このuusseerr..mmaapp
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ファイルは、//uussrr//llpppp//ppssff//ppss22aaffpp//ppss22aaffppdd..ccffggファイルのppss__ffoonntt__
mmaapp__ffiilleessリソースパスで参照されます。

ps_font_map_files = /usr/lpp/psf/psfonts.map :¥
/var/psf/psfonts/user.map

>>オプションは、既存の情報を上書きするのではなく、名前をuusseerr..mmaappファイル
に追加します。

サブディレクトリーを作成しなかった場合は、次のコマンドを入力し、ファイルを
uusseerr..mmaappファイルにマッピングできます。

mkfntmap *.pfb >> user.map

システムの変更を保管できるバックアップディレクトリーをInfoPrint Managerサーバーに
作成します。たとえば、サーバーの/に//ccuussttoommSSYYSSディレクトリーを作成した場合は、
新しいフォントと生成されたuusseerr..mmaappファイルをディレクトリーにコピーできます。
cp /var/psf/psfonts/CodeZ /customSYS/
cp /var/psf/psfonts/user.map /customSYS

OpenTypeフォントを使用する

このセクションでは、OpenTypeフォントを使用してInfoPrint Managerで印刷する必要性に
ついて説明します。
フォントには、標準フォントリソースを使用して印刷することについての利点が一部あり
ます。以下の利点があります。
• 広範囲の非ラテン書体を選択できる
• ユニコードのサポートによる多国語表示環境
• すべての表示環境にわたって、単一フォントを使用するテクノロジーへ移行するパス
となる

OpenTypeフォントには、フォントファイル内で以下の 3つの特性があります。
1. バージョン 3リリース 1の Microsoftユニコードバージョン
2. Microsoftユニコードフルフォント名
3. ユニコード文字マップ (CMAP)

CMAPは、絵文字索引へのコードポイントのマッピングを定義し、実際の字形情報の索
引付けに使用されます。

フォントにすべて要素がない場合は、InfoPrint Managerで使用できません。InfoPrint AFP
Resource Installer（プログラム番号5639-EE2）でインストールされないフォントは、この
基準に適合しません。

他のフォントリソースに使用する標準 AFPコードページを OpenTypeフォントで使用でき
ます。このタスクの実行について詳しくは、「Using OpenType Fonts in an AFP System」
を参照してください。
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Resource InstallerでOpenTypeフォントをインストールする

OpenTypeフォントは、InfoPrint AFP Resource Installer（プログラム番号5639-EE2）でイン
ストールしてください。フォントに新規ライブラリーまたはサブディレクトリーを作成す
る場合は、InfoPrint Managerサーバーのグローバル検索パスも更新してください。既存の
サブディレクトリーに配置する場合は、InfoPrint Managerのグローバル検索パスにこの場
所が設定されます。
新規のOpenTypeフォントを追加したり、既存のOpenTypeフォントを変更するたびに
Resource Installerでフォントを再インストールし、InfoPrint Managerが正しくアクセスでき
るようにしてください。データオブジェクトフォントリソースのディレクトリーの検索順
序は、AFPフォントリソースの検索順序と同じです。OpenTypeフォントをインストールす
るパスが、InfoPrint Managerが使用するフォント検索順序の中にあることを確認してくだ
さい。フォントの検索順序を定義する方法は、P. 117「 AFPリソースの検索順序」を参照
してください。
管理者は、OpenTypeフォントを各システムの特定のディレクトリーにインストールしま
す。AIXサーバーでは、フォントをインストールするデフォルトのパスは//uussrr//llpppp//
iippffoonnttssディレクトリーです。LinuxまたはWindowsサーバーでは、デフォルトのパス
は、システムを構成した管理者によってセットアップされます。
InfoPrint Fonts Collection製品を使用してOpenTypeフォントをインストールした後に、
Resource Installerを実行し、リソースアクセステーブル（IIBBMM__DDaattaaOObbjjeeccttFFoonntt..
rraatt）を作成してフォントが常駐するディレクトリーに保管してください。Resource
Installerはディレクトリーへの変更を認識しないため、このタスクを実行する指示は表示さ
れません。したがって、新規フォントをインストールしたシステム管理者は、ディレクト
リーのフォントを追加や削除するたびに、このタスクを実行してください。
リソースアクセステーブルには、InfoPrint Managerがアクセスできるように、インストー
ルされた各フォントのエントリーがあります。
InfoPrint FontsのResource Installerの使用方法は、Resource Installerのオンラインヘルプシ
ステムにアクセスするか、「Using OpenType Fonts in an AFP System」を参照してくださ
い。

OpenTypeフォントでフォント取り込みを使用する

フォント取り込みを使用すると、プリンターにダウンロードしたフォントを取り込み、プ
リンター常駐フォントとして扱うことができます。ダウンロードされたフォントをプリン
ター常駐フォントとして扱うことで、同じフォントを使用するそれ以降のジョブのパ
フォーマンスが向上します。プリンターは、ジョブの境界間と電源を再投入して取り込ま
れたフォントを保存します。取り込んだフォントは、追加のスペースが必要な場合には、
プリンターから削除されることがあります。OpenTypeフォントは大きいため、InfoPrintプ
リンターでフォント取り込みを対応するように設定してください。
特定のドライブ上に常駐するOpenTypeフォントを取り込む場合は、Font Installerの
CCaappttuurree（上部ペインの右端の列）にチェックを付けます。詳しくは、Resource Installer
のオンラインヘルプシステムを参照してください。

許可されていないユーザーが、取り込まれたフォントに (別のシステムからも)アクセスす
ることがあるので、署名などの重要なフォントは取り込まないでください。
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インラインフォントのフォント取り込みを使用可能にする

システムで実行するジョブで同じフォントを使用する場合は、インラインフォントリソー
スを取り込む実宛先を使用可能にする場合があります。インラインフォントには、
InfoPrintが取り込むことができるように、オブジェクトID（OID）が必要です。

多くのシステムでは、プリンターでさらに多くのストレージが必要になったときに、取り
込まれたインラインフォントが削除されることがあるので、この手順はお勧めしません。
InfoPrint Managerがこれらのフォントにアクセスできない場合、ジョブは失敗するかまた
は誤って印刷される可能性があります。
IInnffooPPrriinntt MMaannaaggeerrアアドドミミニニスストトレレーーシショョンン GGUUIIから以下を実行します。
1. 実宛先をクリックして、［［ププリリンンタターー］］→［［ププロロパパテティィーー］］を選択します。
2. 実宛先の［［ププリリンンタターーププロロパパテティィーー］］ノートブックで、［［調調整整］］をクリックします。
3. ［［イインンラライインン OOTTFFリリソソーーススのの取取りり込込みみ］］ラジオボタンを見つけます。見つからない
場合は、［［すすべべてて表表示示］］をクリックします。

4. 画面の下までスクロールして、［［イインンラライインン OOTTFFリリソソーーススのの取取りり込込みみ］］設定に対す
る［［ははいい］］ラジオボタンを選択します。

限られたプリンターメモリーで複数のフォントを使用する

OpenTypeフォントの使用中にメモリー不足エラーメッセージを受け取ったときは、InfoPrint
Managerの保保管管すするる最最大大フフォォンントト数数構成項目の値を減らすか、プリンターコンソールから
文字キャッシュのサイズを増やします。
［［保保管管すするる最最大大フフォォンントト数数］］の数値を減らすには、以下の手順で行います。
1. InfoPrint Manager GUIで実宛先を右クリックして、［［ププロロパパテティィーー］］をクリックしま
す。

2. ［［調調整整］］をクリックします。
3. ［［保保管管すするる最最大大フフォォンントト数数］］値を見つけて、より小さな値 (55など)に変更します。
プリンターのコンソールから文字キャッシュサイズを増やすには、以下の手順で行いま
す。
1. ［［ププリリンンタターー定定義義］］をクリックします。
2. ［［ププリリンンタターー］］をクリックします。
3. ［［リリソソーースス使使用用率率］］をクリックします。
4. ［［フフォォンントト使使用用率率］］を最高の設定値に増やします。

ユニコード拡張コードページを使用する

ユニコード拡張コードページ（ECP）とは、OpenTypeフォントやTrueTypeフォントで使用
される追加情報を持つコードページのことです。ここでは、拡張コードページを使用する
場合の概要を説明します。
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• OpenTypeフォントとTrueTypeフォントをECPなしで使用する場合は、ハードコーディ
ングされたGUMにユニコードスカラーを定義してください。（GCGID-to-Unicode-
MappingのGCGIDはGraphic Character Global IDentifierを表す）プリンターまたはコー
ドポイントに常駐するテーブルは未定義になります。事前に決定されたマッピングは
多くの用途に対応できますが、GCGIDからユニコードへのマッピングのカスタマイズ
が必要な場合は、拡張コードページを使用してください。

• 拡張コードページは、拡張機能をサポートしないプリンターで使用できます。ただ
し、拡張機能は、拡張コードページがプリンターにダウンロードされるときに拡張
コードページから除去され、非拡張コードページが使用されているように振る舞いま
す。

• 拡張コードページは、非拡張コードページと同様、ディスク上のファイルです。従来
と同様に、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」のresource-context-font属性の説明
に定義されている検索順序が適用されます。ただし、新規ファイル拡張子の.ECPは、
すべてのコードページに対応しています。同じディレクトリー内では、異なるファイ
ル拡張子で名前が一致する他のコードページの前に、ECPファイル拡張があるコード
ページがファイル名が選択されます。

• ファイル拡張子は 2次検索基準です。ユニコード拡張コードページを含め、コード
ページリソースを検索するときの1次検索基準は、ディレクトリーの検索順序です。リ
ソース名で最初に一致する可能性のあるものが使用されます。たとえば、T1USV500.
ECPとT1USV500の2つのコードページがあるとしますT1USV500.ECPコードページは、
resource-contextでのみ指定されたディレクトリーに存在します。T1USV500コード
ページは、resource-context-fontで指定されたディレクトリーに存在します。この場
合、T1USV500コードページが使用されます。反対に、T1USV500.ECPとT1USV500が
同じディレクトリーに存在する場合は、T1USV500.ECPコードページが使用されます。

• AFP Resource Installerによって作成または変更されたコードページには、必ず .ECP
ファイル拡張子が付けられます。この新しい種類のリソースのインストールを管理す
るには、インストールソフトウェアを使用します。

• プリンター常駐のコードページを使用せずに強制的にコードページをダウンロード
し、コードページが実行時に置換されないようにするには、P. 380「サンプルグリッ
ドファイルの非常駐バージョンを使用する」の手順に従います。

InfoPrint Managerサーバーでグローバル検索パスを更新する

システムにOpenTypeフォントをインストールするときにデフォルトのディレクトリーを
使用しなかった場合は、InfoPrint Managerサーバーのグローバル検索パスを更新してくだ
さい。グローバル検索パスを更新するには、PPSSFFPPAATTHH環境変数をOpenTypeフォントがイ
ンストールされたディレクトリーを指すように更新します。

グローバル検索パスを更新しない場合は、OpenTypeフォントの印刷に使用する各実宛先
を更新してください。
PPSSFFPPAATTHH環境変数を設定するには、P. 171「 /etc/environmentファイルを編集する」の手
順を使用し、次の行を追加します。
PSFPATH=$PSFPATH:path1:path2

ここで、pathは AFPリソースが入っているディレクトリーのパス名です。複数のパス名
を、コロン (:)で区切って指定できます。
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/etc/environmentファイルで値を指定すると、InfoPrint Managerサーバーがリブートさ
れた後もシステムで維持されます。

行データで OpenTypeフォントを使用する

InfoPrint Managerで OpenTypeフォントを使用して行データを印刷するには、lliinnee22aaffpp
コマンドに適切なパラメーターを指定する必要があります。OpenTypeフォントの場所を
lliinnee22aaffppコマンドに指定するには、InfoPrint Managerグローバル検索パスを使用するか
(「P. 356「 InfoPrint Managerサーバーでグローバル検索パスを更新する」」を使用)、また
は lliinnee22aaffppコマンドで該当する値を使用できます。この値については、「AFPシステ
ムでOpenTypeフォントを使用する」または「ACIF：ユーザーズガイド」のいずれかを参
照してください。
OpenTypeフォントで行データジョブの印刷用にページ定義を作成または変更について
は、「ページプリンター書式設定補助:ユーザーズガイド」を参照してください。

OpenTypeフォントで行データを印刷するときの制限

このデータを印刷するには、事前にビッグエンディアンのバイトオーダーで、ユニコード
変換フォーマット（UTF-16）に変換してください。ビッグエンディアンのバイトオーダー
は、2バイト UTF-16コードポイントにおいて、最初に上位バイトが指定され、その後に
下位バイトが続くことを意味します。uuccoonnvvユーティリティーや、ASCIIをユニコードに
変換する他の任意のアプリケーションを使用して変換できます。uuccoonnvvユーティリ
ティーについての詳細は、AIXオペレーティングシステムの資料を参照してください。

OpenTypeフォントを使用する行データでのバイトオーダーマーク (BOM)とリトルエンディアン
データの使用のサポート

InfoPrint Managerは、OpenTypeフォントで行データを印刷するときに、ユニコードのバイ
トオーダーマーク(BOM)を処理できます。(UTF8または UTF16-BEデータの場合、BOMは
スキップされて印刷されません。UTF16-LEの場合は、データは印刷される前にBEに変換
され、BOMは印刷されません。）また、InfoPrint Managerは、ユニコードの行データを構
文解析するときに、複数バイトの復帰および改行文字を認識できるようになりました。
このサポートにより、UTF8および UTF16の行データを、従来の行データまたはレコード
フォーマットのページ定義を使用して、リトルエンディアンオーダーまたはビッグエン
ディアンオーダーのいずれかで処理できます。多くのエディターは、デフォルトでUTF8ま
たはUTF16LEエンコードに設定され、ファイルの先頭に自動的にBOMを挿入するので、ユ
ニコード対応のOpenTypeフォントを使用するこれらのエディターで作成された文書を印
刷できるようになりました。
混合モードデータは、MODCA構造化フィールドを使用して混合された行データです。
BOMがデータの先頭の行の最初のバイト (ccまたは trcバイトがある場合は、その後)に
ある限り、BOMを使用する UTF8、UTF16LE、UTF16BEで混合モードデータを使用でき
ます。
UTF8またはUTF16BEデータを他のデータエンコードとの混用は、BOMがなないい場合は可能
です。この場合は、データ用として選択されたフォントでのデータエンコードが InfoPrint
Managerに指示されます。UTF16LEデータの場合は、常に BOMが必要なので、これは使
用できません。
このサポートには、--ooフラグに対する --oo nneewwlliinneeeennccooddiinnggフラグ、lliinnee22aaffpp変
換の ffiilleeffoorrmmaattパラメーターに対する ssttrreeaamm,,((nneewwlliinnee==cchhaarraacctteerrss,,eennccooddiinngg))
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値、および nneeww--lliinnee--ooppttiioonn--ddaattaa--eennccooddiinngg文書/デフォルト文書属性が含まれ
ます。このサポートについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してくだ
さい。

ditroffデータ印刷用フォント

このセクションでは、InfoPrintにあるditroff AFPプリンターで印刷するファイルとファ
イルが常駐するディレクトリーについて説明します。

AFPフォント用のAFPコードページ

InfoPrintには、以下の3つのコードページがあり、ditroffです。ファイルの既存の文字を
troff AFP文字セットの対応するAFP文字にマッピングします。
T1001038

Adobe Symbols（ASCII）
T1001108

ditroff基本互換性
T1001109

ditroff特殊互換性
InfoPrintをインストールするときは、240ピクセルと300ピクセルの両方のコードページ
ファイルが//uussrr//llpppp//ppssff//ffoonnttlliibbディレクトリーに自動的にインストールされま
す。

フォントカートリッジのフォントが必要なファイルを印刷用に変換する場合は、//uussrr//
lliibb//ffoonntt//ddeevvhhpplljjディレクトリーで指定したフォントに対応するフォントカートリッ
ジがないプリンター使用すると、ファイルが正しく印刷されない場合があります。ビット
マップフォントを//uussrr//lliibb//ffoonntt//ddeevvhhpplljjディレクトリーにインストールするに
は、使用しているプリンターの文書を参照してください。

ditroff文字にマッピングされるAFP文字

InfoPrintでは、ラスターフォーマットのAFP文字が提供されています。対応する ditroff
フォントへマッピングされる文字セットのリストは、 //uussrr//lliibb//ffoonntt//ddeevvaaffppディレ
クトリーにある ddeevvaaffpp..ffoonnttmmaappファイルにあります。文字セット自体は、//uussrr//
llpppp//ppssff//ffoonnttlliibbディレクトリーにインストールされます。
InfoPrintがAFP文字セットを提供するtroffタイプファミリーは、B、BI、C、CB、CI、
CBI、H、HB、HI、HBI、I、R、SG、SSです。
次の文字リストは、 ditroff文字名からIBM図形文字IDへのマッピングを示しています。
「IBM図形文字ID」列は、コードページテーブルの文字を印刷したときの状態を示しま
す。「ditroff文字名」列に記載された文字は、troffです。
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コードページT1001038、T1001108、T1001109用のマッピング

コードページT1001038、T1001108、T1001109用のマッピング
IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
GA010000 *a アルファ
GA020000 *A 大文字のアルファ
GB010000 *b ベータ
GB020000 *B 大文字のベータ
GD010000 *d デルタ
GD020000 *D 大文字のデルタ
GE010000 *e イプシロン
GE020000 *E 大文字のイプシロン
GE310000 *y イータ
GE320000 *Y 大文字のイータ
GF010000 *f ファイ
GF020000 *F 大文字のファイ
GG010000 *g ガンマ
GG020000 *G 大文字のガンマ
GH010000 *x カイ
GH020000 *X 大文字のカイ
GI010000 *i イオタ
GI020000 *I 大文字のイオタ
GK010000 *k カッパ
GK020000 *K 大文字のカッパ
GL010000 *l ラムダ
GL020000 *L 大文字ラムダ
GM010000 *m ミュー
GM020000 *M 大文字のミュー
GN010000 *n ニュー
GN020000 *N 大文字のニュー
GO010000 *o オミクロン
GO020000 *O 大文字のオミクロン
GO310000 *w オメガ
GO320000 *W 大文字のオメガ
GP010000 *p パイ
GP020000 *P 大文字のパイ
GP610000 *q プシー
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IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
GP620000 *Q 大文字のプシー
GR010000 *r ロー
GR020000 *R 大文字のロー
GS010000 *s シグマ
GS020000 *S 大文字のシグマ
GS610000 ts 終端シグマ
GT010000 *t タウ
GT020000 *T 大文字のタウ
GT610002 *h シータ
GT620000 *H 大文字のシータ
GU010000 *u ユプシロン
GU020000 *U 大文字のユプシロン
GX010000 *c クシー
GX020000 *C 大文字のクシー
GZ010000 *z ゼータ
GZ020000 *Z 大文字のゼータ
LA010000 a a

LA020000 A A

LB010000 b b

LB020000 B B

LC010000 c c

LC020000 C C

LD010000 d d

LD020000 D D

LE010000 e e

LE020000 E E

LF010000 f f

LF020000 F F

LF510000 ff ffリガチャー
LF530000 fi fiリガチャー
LF550000 fl flリガチャー
LF570000 Fi ffiリガチャー
LF590000 Fl fflリガチャー
LG010000 g g

LG020000 G G

LH010000 h h
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IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
LH020000 H H

LI010000 i i

LI020000 I I

LJ010000 j j

LJ020000 J J

LK010000 k k

LK020000 K K

LL010000 l l

LL020000 L L

LM010000 m m

LM020000 M M

LN010000 n n

LN020000 N N

LO010000 o o

LO020000 O O

LP010000 p p

LP020000 P P

LQ010000 q q

LQ020000 Q Q

LR010000 r r

LR020000 R R

LS010000 s s

LS020000 S S

LT010000 t t

LT020000 T T

LU010000 u u

LU020000 U U

LV010000 v v

LV020000 V V

LW010000 w w

LW020000 W W

LX010000 x x

LX020000 X X

LY010000 y y

LY020000 Y Y

LZ010000 z z

LZ020000 Z Z

ND010000 1 1
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IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
ND020000 2 2

ND030000 3 3

ND040000 4 4

ND050000 5 5

ND060000 6 6

ND070000 7 7

ND080000 8 8

ND090000 9 9

ND100000 0 0

NF010000 12 1/2

NF040000 14 1/4

NF050000 34 3/4

NF180000 18 1/8

NF190000 38 3/8

NF200000 58 5/8

SA000000 ¥- 負符号
SA000000 mi 負符号
SA010000 + 正符号
SA010000 pl 正符号
SA020000 +- 正または負符号
SA030000 ＜ より小符号
SA040000 = 等号
SA040000 eq 等号
SA050000 ＞ より大符号
SA060000 di 除算符号
SA070000 mu 乗算符号
SA160000 ap 近似
SA240000 ib 擬部分集合
SA270000 ip 擬拡大集合
SA380000 ca 共通集合
SA390000 cu 合併集合
SA400000 sb 部分集合
SA410000 sp 拡大集合
SA450000 if 無限大
SA470000 pt 比例記号
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IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
SA480000 == 一致、合同
SA490000 pd 偏微分記号
SA510000 is 積分記号
SA520000 ＜= より小または等しい
SA530000 ＞= より大または等しい
SA540000 != 等しくない
SA670000 mo エレメント
SA700000 ~= ほぼ等しい
SA800000 sr 平方根
SA870000 es 空集合
SC030000 $ ドル記号
SC040000 ct セント記号
SD110000 ' 揚音アクセント
SD110000 aa 揚音アクセント
SD130000 ˋ アクサングラーブ
SD130000 ga アクサングラーブ
SD150000 ‸ 曲折アクセント
SD190000 ~ ティルドアクセント
SD410000 cd セディーユアクセント
SF640000 br 囲み線
SA860000 rn ルート延長線
SV300600 ul 下線
SV300200 ru 罫線
SG050000 lc 左シーリング
SG060000 lf 左フロア
SG070000 rc 右シーリング
SG080000 rf 右フロア
SG090000 lt 左上中括弧
SG100000 lk 左中央中括弧
SG110000 lb 左下中括弧
SG120000 rt 右上中括弧
SG130000 rk 右中央中括弧
SG140000 rb 右下中括弧
SG170000 bv 垂直太字
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IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
SL030000 gr グラジエント
SM010000 # 番号記号
SM020000 % パーセント記号
SM030000 & アンパーサンド
SM040000 * アスタリスク
SM040002 ** 数学上の星印
SM050000 @ で
SM060000 [ 左大括弧
SM070000 ¥ バックスラッシュ
SM070000 ¥e バックスラッシュ
SM080000 ] 右大括弧
SM110000 { 左中括弧
SM130000 or または記号
SM130000 | または記号
SM140000 } 右中括弧
SM190000 de 度
SM240000 sc セクション
SM300000 ← 左矢印
SM310000 → 右矢印
SM320000 ua 上矢印
SM330000 da 下矢印
SM340000 dg ダガー
SM350000 dd ダブルダガー
SM450000 sq 白抜きの四角
SM470000 bx 黒色の四角、ヒストグラム、四角

の中黒、黒ベタのボックス
SM520000 co 著作権
SM530000 rg 登録
SM540000 tm 商標
SM570000 bu 中黒
SM590000 rh 右向きの手
SM630000 lh 左向きの手
SM660000 no 論理否定
SM750000 ci 円
SM900000 em 全角ダッシュ
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IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
SP020000 ! 感嘆符
SP040000 " 二重引用符
SP050000 fm フィート記号（分記号）
SP060000 （ 左小括弧
SP070000 ） 右小括弧
SP080000 , コンマ
SP090000 ¥_ 下線
SP090000 _ 下線
SP100000 hy ハイフン
SP110000 . ピリオド
SP120000 ⁄ 斜線
SP120001 sl 分数
SP130000 : コロン
SP140000 ; セミコロン
SP150000 ? 疑問符
SP190000 ¥‘ 左引用符
SP200000 ¥’ 右引用符
SS000000 bs 笑顔マーク
SS680000 - ダッシュ、負符号（半角ダッ

シュ）
SS680000 en ダッシュ、負符号（半角ダッ

シュ）

コードページT1001038に追加された特殊記号

次の標準外の特殊記号が追加されました。

コードページT1001038に追加された特殊記号
IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
SA370000 tf 従って、数学の証明記号
SS020000 ht ハート
SS030000 dm ダイヤ
SS040000 cl クラブ
SS050000 sd スペード

コードページT1001108に追加された特殊記号

次の標準外の特殊記号が追加されました。
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コードページT1001108に追加された特殊記号
IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
SM790000 hs 家形の文字
ND011000 s1 肩文字の1
ND021000 s2 肩文字の2
ND031000 s3 肩文字の3
ND041000 s4 肩文字の4
ND051000 s5 肩文字の5
ND061000 s6 肩文字の6
ND071000 s7 肩文字の7
ND081000 s8 肩文字の8
ND091000 s9 肩文字の9
ND101000 s0 肩文字の0

コードページT1001109に追加された特殊記号

次の標準外記号が追加されました。

コードページT1001109に追加された特殊記号
IIBBMM図図形形文文字字IIDD ditroff文文字字名名 文文字字のの説説明明
SV300400 ol 上線

他のtroffフォントを追加する

InfoPrintでは、Courier、Helvetica、Timesタイプファミリーの既存troffフォントへマッピ
ングするAFPフォントと、特殊文字用のAFPフォントが提供されています。ddeevvaaffpp..
ffoonnttmmaappファイルのフォントマッピングテーブルは、AFPフォントを対応するtroffフォ
ントにマッピングします。
troffフォントまたは特殊文字を追加する場合は、担当者に連絡してください。

ditroffフォントファイル

InfoPrintは、次に示すような他のditroff用のファイルを//uussrr//lliibb//ffoonntt//ddeevvaaffpp
ディレクトリーにインストールします。
ddeevvaaffpp..ffoonnttmmaapp

ditroffフォントをAFPフォントにマッピングするファイルです。
**..dd22aaffpp
特殊なバージョンのditroffフォント記述。これらのファイルは、dd22aaffppコマンドが
使用します。
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DDEESSCC (拡張子なし)
troff装置記述のASCIIバージョン。

DDEESSCC..oouutt
troff装置記述のバイナリーバージョン。

**..oouutt
troffフォント記述のバイナリーバージョン。

DBCS ASCIIおよび EUCデータ印刷用フォント

日本語、中国語、韓国語などの表意文字言語には、何千もの文字があります。1バイトの
情報では256文字にだけ対応するため、すべての文字を表すことはできません。従って、1
バイト以上の情報が必要になります。
DBCS ASCIIファイルの場合は、1つの表意文字は正確に2バイトです。拡張UNIXコード
（EUC）ファイルには、EUCインプリメンテーションと言語に応じて、各表意文字は、
2、3、4バイトのいずれかになります。1バイトの ASCII文字は、DBCS ASCIIおよび EUC
文字の中に混在させることができます。
InfoPrintは、次の形式のDBCS ASCIIファイルとEUCファイルの印刷に対応しています。
• 日本語および中国語 (繁体字)で書かれた DBCS ASCIIファイル (IBM 5577および 5587
プリンター用のフォーマット設定制御文字が使用されている場合もあります)。

• 日本語、中国語（繁体字）、韓国語で書かれたEUCファイルです。EUCファイルに
は、フォーマット設定制御文字を入れることはできません。

2バイト変換ファイルの印刷に必要なフォント

ddbb22aaffpp変換コマンドを使用すると、以下のコードページを使用している入力ファイルを
変換できます。
• 日本語PC（コードページIBM-932）
• 日本語EUC（コードページIBM-eucJP）
• 中国語（繁体字）PC（コードページIBM-938）
• 中国語（繁体字）EUC（コードページIBM-eucTW）
• 韓国語EUC（コードページIBM-ecuKR）
変換後のファイルには、2バイト文字セットへのフォント参照が入っています。必要な文
字セットとコードページを設定するには、 PPSSFFDDBBLLAANNGG環境変数を設定してください。 P.
169「 InfoPrint Managerの環境変数を設定する」を参照してください。
ddbb22aaffppコマンドを使って DBCS ASCIIファイルおよび EUCファイルを AFPデータスト
リームファイルに変換した場合、変換後のファイルを印刷するときには、DBCSフォント
にアクセスできなければなりません。日本語、中国語（繁体字）、韓国語のDBCSフォン
トはInfoPrintの一部ではありませんが、別個に注文できるライセンスプログラムとして
MVS、VM、AIX、Linuxのオペレーティングシステムで使用できます。
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DBCSフォントをインストールする

ライセンスプログラムを購入した後に、システムとInfoPrintでDBCSフォントを使用可能に
するには、以下のいずれかを行います。
• ライセンスプログラムを使用し、システムにDBCSフォントをインストールします。
• ライセンスプログラムを使用し、他のシステムにDBCSフォントをインストールし、

NFS（Network File System）のmmoouunnttコマンドでファイルシステムをシステム上にマウ
ントします。

• NFSのmmoouunnttコマンドを使用し、MVSまたはVMのミニディスクをシステムにマウント
します。

DBCS ASCII / EUC印刷用のフォントリソースをセットアップする

2バイト文字セットへのフォント参照がある変換済みファイルを印刷するには、次のいず
れかの方法によってInfoPrintに2バイトフォントを認識させてください。
• 2バイトフォントの位置を識別するresource-contextオブジェクトを作成し、resource-

contextオブジェクトをdefault-documentオブジェクトとInfoPrint論理プリンターに関連
付けます。手順については、P. 116「リソースコンテキストオブジェクトを作成/管理
する」を参照してください。このメソッド使用すると、デフォルト文書オブジェクト
へ関連付けられている論理プリンターへ実行依頼されたどのジョブの場合でも、
InfoPrintはこのフォントを認識できます。

• InfoPrint Managerアドミニストレーションインターフェースプリンタープロパティー
ノートブックを使用し、実宛先用の検索パスにディレクトリーを追加します。AFPリ
ソースタブで、フォントの位置フィールドにディレクトリーパスを入力します。AIXコマ
ンドラインで使用できる同じ手順については、P. 125「実宛先にリソースコンテキス
トオブジェクトを割り当てる」を参照してください。このメソッドを使用すると、物
理プリンターによって処理されるどのジョブの場合でも、InfoPrintはこのフォントを認
識できます。

• 次のコマンドを入力することで、環境を設定してPPSSFFPPAATTHH環境変数をエクスポートし
ます。

export PSFPATH=$PSFPATH:path1:path2:pathN
このメソッド使用すると、PPSSFFPPAATTHH環境変数が設定されたwindowsまたはHigh
Function Terminalのセッションから実行依頼されるどの印刷ジョブの場合でも、
InfoPrintはこのフォントを認識できます。

• ..pprrooffiilleeファイル（KornおよびBourneシェル）または..ccsshhrrccファイル（Cシェ
ル）で、次の行をファイルに追加することで、 PPSSFFPPAATTHH環境変数を設定してエクス
ポートします。

export PSFPATH=$PSFPATH:path1:path2:pathN
このメソッド使用すると、実行依頼するどのジョブの場合でも、InfoPrintはこのフォン
トを認識できます。

• //eettcc//eennvviirroonnmmeennttファイルの中で、次の行をファイルに追加することで、
PPSSFFPPAATTHH環境変数を設定します。

PSFPATH=path1:path2:pathN
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このメソッドを使用すると、システムのどのユーザーが使用する場合でも、InfoPrintは
フォントを認識できます。

行データ印刷用フォント

ページ定義で行データの印刷に使用するフォントを指定して、柔軟性を向上させます。詳
しくは、「PPFA User's Guide」(S544–5284）または「PPFA Quick Reference」(G544–
3701）を参照してください。cchhaarrssキーワードも使用できます。
lliinnee22aaffppコマンドの cchhaarrssキーワード、または cchhaarrss文書属性でコード化フォント
名を指定する場合、そのフォント名は 2文字の接頭部を除いて 4文字までに制限されま
す。
P. 369「 charsキーワードに使用するフォントマッピングテーブル」には、不定様式の
ASCII入力データに使用するInfoPrint拡張コアフォントがリストされています。フォントに
は8文字の名前が付くため、表には6文字の短縮名も記載されています。 InfoPrintは、コー
ド化フォントを//uussrr//llpppp//ppssff//rreesslliibbディレクトリーに保管します。8文字の名前に
は、6文字の名前に対応するシンボリックリンクがあります。line2afpコマンドのchars
キーワードでフォント名を指定する4文字の制限を満たすために、接頭部XX00を付付けけずずにに、
短縮名を使使用できます。コード化フォント名またはページ定義を使用できます。
その他のコード化フォントの名前については、InfoPrint Fonts: Font Summary」を参
照してください。

charsキーワードに使用するフォントマッピングテーブル

タタイイププフファァミミリリーー
ポポイインントト
ササイイズズ ココーードド化化フフォォンントト名名

リリンンククさされれるる短短縮縮名名
（（charsキキーーワワーードド
用用））

Courier 7 X0423072 X04272

Courier 8 X0423082 X04282

Courier 10 X0423002 X04202

Courier 12 X04230B2 X042B2

Courier 14 X04230D2 X042D2

Courier 20 X04230J2 X042J2

Helvetica 6 X0H23062 X0H262

Helvetica 7 X0H23072 X0H272

Helvetica 8 X0H23082 X0H282

Helvetica 9 X0H23092 X0H292

Helvetica 10 X0H23002 X0H202

Helvetica 11 X0H230A2 X0H2A2

Helvetica 12 X0H230B2 X0H2B2

Helvetica 14 X0H230D2 X0H2D2

Helvetica 16 X0H230F2 X0H2F2

Helvetica 18 X0H230H2 X0H2H2
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タタイイププフファァミミリリーー
ポポイインントト
ササイイズズ ココーードド化化フフォォンントト名名

リリンンククさされれるる短短縮縮名名
（（charsキキーーワワーードド
用用））

Helvetica 20 X0H230J2 X0H2J2

Helvetica 24 X0H230N2 X0H2N2

Helvetica 30 X0H230T2 X0H2T2

Helvetica 36 X0H230Z2 X0H2Z2

Times New Roman 6 X0N23062 X0N262

Times New Roman 7 X0N23072 X0N272

Times New Roman 8 X0N23082 X0N282

Times New Roman 9 X0N23092 X0N292

Times New Roman 10 X0N23002 X0N202

Times New Roman 11 X0N230A2 X0N2A2

Times New Roman 12 X0N230B2 X0N2B2

Times New Roman 14 X0N230D2 X0N2D2

Times New Roman 16 X0N230F2 X0N2F2

Times New Roman 18 X0N230H2 X0N2H2

Times New Roman 20 X0N230J2 X0N2J2

Times New Roman 24 X0N230N2 X0N2N2

Times New Roman 30 X0N230T2 X0N2T2

Times New Roman 36 X0N230Z2 X0N2Z2

フォントメトリック調整トリプレットを持つDBCSシミュレーションフォン
トを使用して印刷を行う

InfoPrint Managerでは、フォントメトリック調整トリプレットを使用したDBCSシミュレー
ションフォント（InfoPrint Fonts Collectionで使用可能）の印刷がサポートされています。
DBCSシミュレーションフォントは、AIXとWindowsのオペレーティングシステムで使用で
きます。

DBCSシミュレーションフォントを使用する場合は、rreeqquueesstteedd--ffoonntt--rreessoolluuttiioonn
を適切に設定するか、または NORESグリッドファイルを使用します。

日本語 PostScriptフォント機能をインストールする

InfoPrint Managerサーバー上に日本語PostScriptフォントをインストールし、特殊フォント
が必要な文書を印刷できます。
InfoPrint Managerサーバーが日本語PostScriptフォントをサポートできるようにするには、
InfoPrint Manager DVD-ROMに収録されているInfoPrintインストーラーを使用します。お手
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元のDVDと同梱されていた送り状に記載されているアクセスキーのほか、お客様のカスタ
マーIDの入力を求めるプロンプトが出されます。

グローバルリソースIDを使用する
InfoPrintは、ジョブに必要なフォントを識別し、pSeriesにインストールされているかNFS
マウントされたAFPフォントファイルにアクセスし、適切なフォントをInfoPrint管理のプリ
ンターにダウンロードできます。ただし、一部のInfoPrintプリンターでは、プリンターの
常駐フォントを使用してフォントのダウンロード時間を節約できます。pSeriesのフォント
ファイルはプリンター常駐フォントとは名前が異なるため、InfoPrintはグローバルリソー
スID（GRID）を使用し、pSeries常駐フォントをプリンター常駐フォントにマッピングし
ます。GRIDを操作するには、この章の情報を利用してください。

GRIDの使用方法

GRIDファイルには、事前に割り当てられたマッピングがあります。このマッピングを変
更し、pSeries常駐フォントファイル名をプリンター常駐フォントIDにマッピングできま
す。これらの事前割り当てマッピングには、1バイト文字セット (SBCS)と 2バイト文字
セット (DBCS)の両方のアウトラインフォントが入っています。
アウトラインフォントをサポートするプリンターの場合は、GRIDファイルを使ってラス
ター文字セット名をアウトラインフォントグローバル IDにマップします。
GRIDファイルの3番目の用途は、文字セット名でなくGRIDを使用してフォントを指定する
Mixed Object Document Content Architecture for Presentation（MO:DCA-P）ファイルに対応
しています。GRIDファイルをカスタマイズすると、ジョブのデータストリームにGRIDが
指定されている場合にInfoPrintがどのフォントを使用するかを定義できます。

データストリームが特定の名前ではなく GRID部分だけを指定する場合、ffggiidd..ggrrddテー
ブルを使用して、ダウンロードするフォントの名前またはアクティブにするアウトライン
フォントを見つけます。この場合、データストリームは、特定の幅値を指定する必要があ
ります。

InfoPrintに同梱されたGRIDファイルとは

InfoPrintには、出荷時に4つのGRIDファイルが付いていて、使用するプリンターのタイプ
および印刷するジョブのタイプに合わせて、GRIDファイルをカスタマイズして使用できま
す。ファイルは、cchhaarrsseett..ggrrdd..ssaammppllee、ccooddeeppaaggee..ggrrdd..ssaammppllee、ccppggiidd..ggrrdd..
ssaammppllee、ffggiidd..ggrrdd..ssaammpplleeで、//uussrr//llpppp//ppssff//ggrrddディレクトリーにインストー
ルされます。

InfoPrintサーバー (ppddsseerrvveerrプロセス)をシャットダウンして再始動するか、またはすべ
てのプリンターをシャットダウンして再始動し、..ggrrddファイル変更が適用されるように
します。
このセクションでは、それぞれのファイルについて説明します。
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charset.grd.sample

ジョブのデータストリームで検出された文字セット名にアクティブにするプリンター
常駐フォントを指定します。
このファイルは、フォント文字セット名を以下にマッピングします。
• フォントグローバルID（ffggiidd）
• グラフィック文字セットグローバル ID (ggccssggiidd)
• フォント幅
• 垂直方向のサイズの値
• フォント属性のセット (太字、イタリック体、および横倍角)
P. 372「文字セットのサンプルファイル」は、文字セットサンプルファイルの行
フォーマットの例を示しています。

文字セットのサンプルファイル
# FCS name -> fgid gcsgid width vsize attr #
#******************************************************************#

C0L00GSC 398 - 96 120 - # GOTHIC CONDENSED 1

codepage.grd.sample

ジョブのデータストリームで検出されたコードページ名にアクティブにするプリン
ター常駐フォントを指定します。
このファイルは、コードページを以下にマッピングします。
• コードページグローバルID（ccppggiidd）
• グラフィック文字セットグローバル ID (ggccssggiidd)
P. 372「コードページのサンプルファイル」は、コードページサンプルファイルの行
フォーマットの例を示しています。

コードページのサンプルファイル
# code page name -> cpgid gcsgid #
#******************************************************************#

T1000038 38 123 # US-ASCII Character Set 1

fgid.grd.sample

ジョブのデータストリーム内で検出されたグローバルリソースIDを置換するときに、
InfoPrintがダウンロードするフォント文字セットを指定します。
このファイルは、次の項目をフォント文字セット（FCS）名にマッピングします。
• フォントグローバルID（ffggiidd）
• グラフィック文字セットグローバルID（ggccssggiidd）
• フォント幅
• 垂直方向のサイズの値
P. 373「グローバルIDのサンプルファイル」は、フォントグローバルIDサンプルファイ
ルの行フォーマットの例を示しています。
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グローバルIDのサンプルファイル
# fgid gcsgid width vsize -> FCS name #
#******************************************************************#

3 0 144 240 C0E0DE10 # DELEGATE 12 POINT 1

cpgid.grd.sample

ジョブのデータストリーム内で検出されたグローバルリソースIDを置換するときに、
InfoPrintがダウンロードするコードページを指定します。
このファイルは、コードページ名にコードページグローバルIDとグラフィック文字
セットグローバルIDをマッピングします。P. 373「コードページIDのサンプルファイ
ル」は、コードページIDサンプルファイルの行フォーマットの例を示しています。

コードページIDのサンプルファイル
# cpgid gcsgid -> code page name #
#******************************************************************#

29 0 T1V10871 # OLD ICELANDIC 1

タイプの異なるIDを組み合わせてフォントを生成する方法は、「InfoPrint Fonts: Font
Summaryを参照してください。」
使っているプリンターに常駐していないフォントを指定するジョブの場合は、GRIDファ
イルを使って、欠落しているフォントを、プリンター常駐の同じポイントサイズのフォン
トにマップできます。お使いのプリンターに付属のフォントについては、プリンターの使
用説明書を参照してください。

InfoPrintがGRIDファイルを検索する場所

InfoPrintは、以下のディレクトリーを示した順序で検索し、GRIDファイルを見つけます。
1. cchhaarrsseett..ggrrdd..ssaammpplleeファイルに一致する内部リスト。
2. //uussrr//llpppp//ppssff//ggrrdd
3. //vvaarr//ppssff//PrinterName。ここでは、PrinterNameは、有効なInfoPrint物理プリン
ターの名前です。

いずれかのファイルに同じマッピングがあるときは、InfoPrintは最後のマッピング
（//vvaarr//ppssff// PrinterName）を使用します。

InfoPrintをインストールするときは、サンプルGRIDファイルが//uussrr//llpppp//ppssff//ggrrddディ
レクトリーにインストールされます。特定プリンター用の新規または変更済みのGRIDファ
イルを//vvaarr//ppssff//PrinterNameディレクトリーに保管することで、ファイルを中央で
管理できます。
ラスターフォントをアウトラインフォントにマッピングする場合、さまざまなサイズの
フォントが印刷ジョブに適用できるように、複数の名前を同じ GRID部分にマッピングで
きます。
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1. ユーザー作成の新規または変更済みのGRIDファイルは、ファイル名から..ssaammpplleeを削
除するだけで、他の部分はサンプルファイルと同じ名前にします。

2. GRIDファイルを作成または変更した後で、ファイルの変更内容を有効にするには、
PrinterNameで表されるInfoPrint物理プリンターをシャットダウンしてから再始動し
てください。

GRIDファイルの一般的な構文規則および指定可能な値を理解する

システムの用途に合わせてInfoPrint提供のGRIDファイルを調整するには、4つのGRIDファ
イルの一般的な構文規則、ファイルのフィールドに指定可能な値について理解してくださ
い。

GRIDファイルのすべてのタイプに適用される構文規則

GRIDファイルは、任意の標準的なAIXテキストエディターを使用して変更できる単純な
ASCIIテキストファイルです。次の規則は、次のすべての GRIDファイルに適用されます。
• ファイルの各行に255を超える文字を含めないでください。
• 1行の中の複数のフィールドは、1つまたは複数の区切り文字 (スペース)で区切りま
す。

• ポンド記号（#）は、コメントの始まりを示します。これで、InfoPrintは残りの行部分
を無視します。

• ダッシュ（-）は特定の値が指定されていないことを示します。InfoPrintはダッシュをゼ
ロ（0）で置換します。

• アスタリスク (*)は、ワイルドカード値 (任意の 10進数)が受け入れられることを示し
ます。

• InfoPrintではブランク行や無関係のフィールドが無視されます。

charset.grdファイルに指定可能な値

フォントの文字セット用の GRIDファイル内のフィールドには、次の値を指定できます。
fgid
フォントの文字セット IDを識別します。1～ 65534の数値を指定するか、この文字
セットと GRID値とのマッピングを使用不可にするには、ダッシュ (-)を入力します。

gcsgid
フォントのグローバル IDを識別します。0～ 65534の数値を指定するか、ggccssggiiddの
指定なしを示すダッシュ (-)を入力します。アスタリスクを指定した場合は、InfoPrint
がエラーメッセージを発行します。

width
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文字セットに指定されている幅を識別します。0～ 32767の数値を指定するか、幅指
定なしを示すダッシュ (-)を入力します。アスタリスクを指定した場合は、InfoPrintが
エラーメッセージを発行します。

vertical_size
文字セットに指定されている垂直方向のサイズを識別します。0～ 32767の数値を指
定するか、垂直方向のサイズ指定なしを示すダッシュ (-)を入力します。アスタリスク
を指定した場合は、InfoPrintがエラーメッセージを発行します。

attribute_field
文字セットの属性を示します。小文字で b (太字)、i (イタリック体)、d (横倍角)を指定
するか、属性指定なしを示すダッシュ (-)を入力します。

codepage.grdファイルに指定可能な値

GRIDファイルにあるフィールドに、フォントのコードページ用の次の値を指定できま
す。
cpgid
フォントのコードページ IDを識別します。1～ 65534の数値を指定するか、この文字
セットと GRID値とのマッピングを使用不可にするには、ダッシュ (-)を入力します。

gcsgid
コードページのグローバル IDを識別します。0～ 65534の数値を指定するか、
ggccssggiiddの指定なしを示すダッシュ (-)を入力します。アスタリスクを指定した場合
は、InfoPrintがエラーメッセージを発行します。

fgid.grdファイルに指定可能な値

GRIDファイル内のフィールドに、フォントグローバル ID用の次の値を指定できます。
fgid
フォントのグローバル IDを識別します。1～ 65534の数値を指定するか、ワイルド
カード値を示すアスタリスク (*)を入力します。ダッシュを指定した場合は、InfoPrint
はエラーメッセージを発行します。

gcsgid
フォントのグローバル IDを識別します。0～ 65534の数値を入力するか、ワイルド
カード値を示すアスタリスク (*)を入力します。ダッシュを指定した場合は、InfoPrint
はエラーメッセージを発行します。

width
水平方向の 1インチ当たりの文字数を指定します。1～32767の数値を入力するか、ワ
イルドカード値を示すアスタリスク（*）を入力します。ダッシュを指定した場合は、
InfoPrintはエラーメッセージを発行します。

vertical_size
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フォントの垂直方向のサイズを識別します。1～32767の数値を入力するか、ワイルド
カード値を示すアスタリスク（*）を入力します。ダッシュを指定した場合は、
InfoPrintがエラーメッセージを発行します。

cpgid.grdファイルに指定可能な値

GRIDファイルのフィールドに、コードページグローバル IDの次の値を指定できます。
cpgid
フォントのコードページ IDを識別します。1～ 65534の数値を指定します。

gcsgid
フォントのグローバル IDを識別します。0～ 65534の数値を入力するか、ワイルド
カード値を示すアスタリスク (*)を入力します。ダッシュを指定した場合は、InfoPrint
はエラーメッセージを発行します。

GRIDファイルを変更する

このセクションでは、実動印刷環境でのプリンターとジョブタイプに対応するようにGRID
ファイルを変更する2つの方法を説明します。

InfoPrintを使用して InfoPrint 6400または 6500シリーズのラインマトリックスプリンター
からネイティブモードまたは 4234エミュレーションモードで印刷する場合、「P. 376「
charsetファイル/ codepage GRIDファイルを変更する」」および「P. 378「 FGIDファイル/
CPGID GRIDファイルを変更する」」の説明に従って cchhaarrsseett..6644xxxx..ggrrddファイルと
ccooddeeppaaggee..6644xxxx..ggrrddファイルの両方を変更してください。

charsetファイル/ codepage GRIDファイルを変更する

常駐フォントのグローバルIDにジョブで最も参照されるフォント文字セットまたはコード
ページをマッピングするフォントエントリーを追加することで、InfoPrintでのフォントの
ダウンロードを回避できます。
たとえば、ジョブで指定されるPrestige 10-pointフォント（文字セットC0S0PR10）のフォ
ントが使用できない場合は、プリンターに常駐するか、InfoPrintでプリンターにダウン
ロード可能な類似フォントにPrestige 10-pointフォントをマッピングできます。次に示す手
順では、Prestige 10ポイントフォントをGothic 10ポイントフォント（文字セット
C0D0GT10）にマッピングします。
次の手順を実行します。
1. AIXコマンド行から、//vvaarr//ppssff//PrinterNameディレクトリーに移動します。ここ
で、PrinterNameは使用するプリンターを表すInfoPrint実宛先のプリンター機器の名
前です。

2. cchhaarrsseett..ggrrdd..ssaammpplleeファイルを基にして、cchhaarrsseett..ggrrddファイルを作成しま
す。次のコマンドを入力します。
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cp /usr/lpp/psf/grd/charset.grd.sample charset.grd
3. viなどのAIXエディターで、作成したcchhaarrsseett..ggrrddファイルを編集します。プリン
ター常駐フォントGothic 10 pointのこの行をコピーして、cchhaarrsseett..ggrrddファイルの末
尾に貼り付けます。

C0D0GT10 40 - 144 240 # GOTHIC TEXT 10
4. コピーした行の最初の項目（FFCCSS名名列）を、Gothic 10ポイントフォントにマッピング
するPrestige 10ポイントフォントの文字セットIDに変更します。マッピングの変更内容
を判別できるように、コピーした行の末尾のコメントを変更できます。

C0S0PR10 40 - 144 240 # PRESTIGE 10 mapped to GOTHIC TEXT 10

5. cchhaarrsseett..ggrrddファイルのその他の部分を検索して、他に C0S0PR10エントリーがな
いことを確認します。後で同じ文字セットのエントリーが入力されると、ここで変更
したエントリーはそのエントリーで置換されてしまいます。

6. 変更内容を保管し、ファイルを閉じます。
ジョブがアイスランドのコンピューターのASCIIコードページT1000861を指定している
が、そのコードページが使用できない場合は、そのジョブを印刷するには、コードページ
T1000861をASCIIデータ用のコンピューターマルチリンガルコードページT1000850にマッ
ピングします。
次の手順を実行します。
1. AIXコマンド行から、//vvaarr//ppssff//PrinterNameディレクトリーに移動します。ここ
で、PrinterNameは使用するプリンターを表すInfoPrint実宛先のプリンター機器の名
前です。

2. ccooddeeppaaggee..ggrrdd..ssaammpplleeファイルを基にして、ccooddeeppaaggee..ggrrddファイルを作成し
ます。次のコマンドを入力します。

cp /usr/lpp/psf/grd/codepage.grd.sample codepage.grd
3. viなどのAIXエディターで、作成したccooddeeppaaggee..ggrrddファイルを編集します。ASCII
データ用のパーソナルコンピューター多言語コードページ用の次の行をコピーし、
ccooddeeppaaggee..ggrrddファイルの最後に貼り付けます。

T1000850 850 980 # PC MULTILINGUAL
4. コピーした行の最初の項目（ココーードドペペーージジ名名の列）を、マルチリンガルコードページ
にマッピングするアイスランド語フォントのコンピューターのASCIIコードページの
コードページIDに変更します。マッピングの変更内容を判別できるように、コピーし
た行の末尾のコメントを変更できます。

T1000861 850 980 # ICELAND MAPPED TO MULTILINGUAL
5. ccooddeeppaaggee..ggrrddファイルのその他の部分を検索し、他にT1000861エントリーがない
ことを確認します。後で同じ文字セットに入力すると、変更した項目と置き換えられ
ます。

6. 変更内容を保管し、ファイルを閉じます。
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FGIDファイル/ CPGID GRIDファイルを変更する

ffggiidd..ggrrdd..ssaammpplleeファイルまたはccppggiidd..ggrrdd..ssaammpplleeファイルを変更することで、
GRIDデータをプリンター内の常駐フォントにマッピングするための新規エントリーを追加
できます。アウトラインフォントテクノロジーをサポートしないプリンターを使用してい
る場合は、すべてのCZnnnnエントリーをラスターフォント文字セット名にマッピングす
ることを推奨します。このマッピングが作成されない場合は、InfoPrintからエラーメッ
セージが発行され、ジョブは印刷されません。
たとえば、Times New Roman Latin 1文字セットをラスターバージョンにマッピングするに
は、以下の操作を行います。
1. AIXコマンド行から、//vvaarr//ppssff//PrinterNameディレクトリーに移動します。ここ
で、PrinterNameはInfoPrintのプリンター機器の名前です。

2. ffggiidd..ggrrdd..ssaammpplleeファイルを基に、ffggiidd..ggrrddファイルを作成します。次のコマン
ドを入力します。

cp /usr/lpp/psf/grd/fgid.grd.sample fgid.grd
3. AIXエディターを使用し、作成したファイルを編集し、次の行をコピーします。
2308 2039 * * CZN200 # Times New Roman Latin1
4. FFCCSS名名の列の項目をCON20000に変更します。
2308 2039 * * CON20000 # Raster version of TNR Latin 1
5. 変更内容を保管し、ファイルを閉じます。
この置換の後に、InfoPrintで、フォント文字セット名CZN200を指定するジョブと、フォン
トのラスターバージョンを使用して変更するために物理プリンターで処理されたジョブが
印刷されます。CZN200文字セットは、現在、次の値にマッピングされています。
• FGID 2308

• GCSGID 2039

• 垂直方向のサイズ65535

• 幅0

フォント文字セットとコードページに使用可能な各種の値については「InfoPrint Data
Stream and Object Architectures Mixed Object Document Content Architecture Reference」
にあるIBM Font Interchange Informationを参照してください。
プリンターは常駐アウトラインフォントに対応していないため、ffggiidd..ggrrdd..ssaammppllee
ファイルは、C0N20000文字セットにFFGGIIDDとGGCCSSGGIIDDをマッピングし直します。次に、
InfoPrintがリソースライブラリー検索パスを検索し、このジョブでダウンロードするため
のC0N20000文字に移動します。
「P. 376「 charsetファイル/ codepage GRIDファイルを変更する」」で説明したように、
アイスランド語のパーソナルコンピューター ASCIIコードページが ASCIIデータ用のマル
チリンガルコードページにマップするように ccppggiiddファイルを変更するには、次のよう
にします。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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1. AIXコマンド行から、//vvaarr//ppssff//PrinterNameディレクトリーに移動します。ここ
で、PrinterNameはInfoPrintのプリンター機器の名前です。

2. ccppggiidd..ggrrdd..ssaammpplleeファイルを基に、ccppggiidd..ggrrddを作成します。次のコマンドを
入力します。

cp /usr/lpp/psf/grd/cpgid.grd.sample cpgid.grd
3. AIXエディター（viエディターなど）を使用し、作成したccppggiidd..ggrrddファイルを編集
し、ASCIIデータ用のコンピューターマルチリンガルコードページ用の次の行をコピー
します。

850 980 T1000850 # PC MULTILINGUAL
4. コピーした行の最初の項目（ccppggiidd列）を、マルチリンガルコードページにマッピン
グするアイスランド語フォントのコンピューターのASCIIコードページのコードページ
IDに変更します。マッピングの変更内容を判別できるように、コピーした行の末尾の
コメントを変更できます。

861 980 T1000850 # ICELAND MAPPED TO MULTILINGUAL
5. ccppggiidd..ggrrddファイルのその他の部分を検索して、他に 861エントリーがないことを
確認します。後で同じ文字セットのエントリーが入力されると、ここで変更したエン
トリーはそのエントリーで置換されてしまいます。

6. 変更内容を保管し、ファイルを閉じます。

GRIDファイルを検証する

物理プリンターの初期設定時に、InfoPrintはGRIDファイルの内容を検査します。InfoPrint
が構文エラーを検出した場合は、エラー状態が報告され、物理プリンターを使用可能にす
る処理は失敗します。これらのエラーを修復するには、障害のある GRIDファイルを編集
する必要があります。どのファイル、行、またはフィールドにエラーがあるかを知るに
は、//vvaarr//ppssff//PrinterNameにある物理プリンターのGRID eerrrroorr..llooggファイルにア
クセスしてください。

InfoPrintがGRIDファイルを使用不可にする

300ピクセルのプリンターで240ピクセルのジョブを印刷した場合は、プリンター常駐フォ
ントによって印刷出力の行送りや行末の処理が異なることがあります。一部の請求書の種
類では、これらの行末処理が適用されません。この問題は、InfoPrintでのGRIDファイルの
使用を不可にすることで解決できます。GRIDファイルの使用を不可にすると、プリンター
常駐フォントの使用を禁止できます。以下の操作を行います。
1. AIX mmvvコマンドを使用して、カスタマイズ済みの GRIDファイルの名前を変更しま
す。たとえば、 //vvaarr//ppssff / PrinterNameディレクトリーから cchhaarrsseett..ggrrddを
charset.grd.bakに名前変更するには、次を入力します。

mv charset.grd charset.grd.bak
2. //uussrr//llpppp//ppssff//ggrrdd//cchhaarrsseett..ggrrdd..ssaammpplleeファイルをコピーし、//vvaarr//ppssff//

PPrriinntteerrNNaammeeディレクトリーのcharset.grdにペーストします。
3. AIXエディター（viエディターなど）を使用し、コピーしたcchhaarrsseett..ggrrddファイルを
編集し、ffggiidd列にダッシュ（-）を入れます。

グローバルリソースIDを使用する
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4. //uussrr//llpppp//ppssff//ggrrdd//ccooddeeppaaggee..ggrrdd..ssaammpplleeファイルをコピーし、//vvaarr//
ppssff//PPrriinntteerrNNaammeeディレクトリーのcodepage.grdにペーストします。

5. コピーしたccooddeeppaaggee..ggrrddファイルを編集し、ccppggiidd列にダッシュ（-）を入れま
す。

サンプルグリッドファイルの非常駐バージョンを使用する

InfoPrint Managerにプリンター常駐フォントを使用しない場合があります。
カスタマイズされた GRIDファイルがなく、InfoPrint Managerと一緒に出荷されたサンプ
ルグリッドファイルの「非常駐」バージョンを使用したい場合には、以下の手順を完了し
てください。
1. AIXコマンド行に次を入力します。
cd /var/psf/PrinterName
ここで、PrinterNameは、実際のプリンターを示すInfoPrint物理プリンターの名前で
す。

2. charset.grd.noresファイルから、次のようにして charset.grdファイルを作成しま
す。

cp /usr/lpp/psf/grd/charset.grd.nores charset.grd
3. codepage.grd.noresファイルから、次のようにしてcodepage.grdファイルを作成しま
す。

cp /usr/lpp/psf/grd/codepage.grd.nores codepage.grd

カットシートエミュレーションを構成/使用する
カットシートエミュレーションを使用可能にするには、プリンターのマイクロコードレベ
ルを少なくとも9.216に設定し、適切な担当者が指定のシステムでインストール時に以下
のタスクを実行するようにします。
1. InfoPrint AIXサーバーで、あなたのインストール済み環境の印刷管理者は、カットシー
トエミュレーションモードで稼働させる予定の物理プリンターを使用不可にする必要
があります。

2. プリンターコンソールで、オペレーターは、プリンターをカットシートエミュレー
ションモードに設定する必要があります。

3. オペレーターは、次に、プリンターを再開始する必要があります。
4. InfoPrint AIXサーバーで、印刷管理者は、物理プリンターへの論理プリンターを作成し
てください。

5. 印刷管理者は、論理プリンターと物理プリンターの両方を使用可能にする必要があり
ます。

ジョブを実行依頼するには、「カットシートエミュレーションの使用」を参照してくださ
い。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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カットシートエミュレーションを使用する

ジョブの実行依頼者は、以下のアプリケーションプログラミングインターフェースを介し
てカットシートエミュレーションを使用して印刷する書式定義を指定する必要がありま
す。
• P. 381「 InfoPrint Submit Expressを使用する」
• P. 381「 PSF実宛先プロパティーノートブックを使用する」
• P. 381「 pdprコマンドを使用する」
インターフェースを使用する前に、このサポートのP. 382「カットシートエミュレーショ
ンサポートのデフォルトおよび制限」を認識しておいてください。

InfoPrint Submit Expressを使用する

InfoPrint Submit Expressジョブチケットウィンドウのリリソソーーススタブで、書書式式定定義義のの使使用用
フィールドをブランクのままにしてInfoPrint AIXサーバーでデフォルト書式定義を取得する
か、特定の書式定義を指定できます。
デフォルト書式定義を使用すると、カットシートエミュレーションが呼び出されます。

InfoPrint Submit Expressは、InfoPrint Manager共通クライアントディストリビューションの
一部です。

PSF実宛先プロパティーノートブックを使用する

1. InfoPrintアドミニストレーションの［サーバー名］ウインドウで、中央マウスボタン
を使用して、［プリンターノートブックアクション］アイコンを、カットシートエ
ミュレーションに使用したい実宛先 (プリンター)にドラッグします。

2. ［PSF実宛先プロパティーの表示および変更］ウインドウの［［カカススタタママイイズズ］］タブ
をクリックします。

3. ［書式定義］フィールドにえり抜きの書式定義を指定します。
4. ［［OOKK］］または［［適適用用］］をクリックして、この書式定義が適用されるようにします。

pdprコマンドを使用する

書書式式定定義義文書、デフォルト文書、または ppddpprrコマンドの実宛先属性も、プリンターで書
式定義を変更します。
プリンターで値を変更する方法の特定の例については、「RICOH InfoPrint Manager：
Reference」を参照してください。

カットシートエミュレーションを構成/使用する
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カットシートエミュレーションサポートのデフォルトおよび制限

書式定義が明示的に指定された場合、書式定義と、InfoPrint Manager GUI (グラフィカル
ユーザーインターフェース)または ppddpprrコマンドとの両方にある属性はいずれも、書式
定義に指定された値に戻ります。
pprriinntteerr--ppaassss--tthhrroouugghh (または ddeessttiinnaattiioonn--ppaassss--tthhrroouugghh)属性に指定され
た対応する値が、［PSFプリンター］ノートブックの［［PPSSFFリリソソーースス］］タブ、ffoorrmm--
ddeeffiinniittiioonn文書、デフォルト文書、または実宛先属性のいずれかに指定された値を指
定変更します。
NN__UUPPコマンドを使用してメディアマップが入っている書式定義を使用した場合、プリン
ターは、NN__UUPPコマンドの処理中にカットシートエミュレーションモードを出ます。NN__UUPP
処理が終了すると、プリンターはカットシートエミュレーションモードに戻ります。この
シナリオは、ジョブの途中で大きなイメージの印刷を行う場合に発生する可能性がありま
す。

カラーマッピングテーブルソース/出力ファイルを生
成/実行依頼する
カラーマッピングテーブルは、特定のMO:DCA構造化ファイルから、新しいプリンターが
使用する新しいカラー構造化フィールドへの変換を定義するプリンターリソースオブジェ
クトです。カラーマッピングテーブルは、モノクロプリンターに高輝度カラー接続のサ
ポートを提供する（たとえば、InfoPrint 4100プリンターと一緒にInfoPrint 4005接続を使用
する）ために使用されます。カラーマッピングテーブルを使用して、InfoPrint 5000プリン
ターなどのカラープリンターで高輝度カラーをより深みのあるカラーにマッピングするこ
ともできます。カラーをモノクロ文書に適用するには、以下の手順でカラーマッピング
テーブルソースおよび出力ファイルを作成する必要があります。cmtユーティリティーに
ついては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」または適切なmanページを参照してく
ださい。
非カラーフィールドからカラー (古いカラー)フィールド、新しいカラーフィールドへの変
換、および新しいカラーフィールドから別の新しいカラーフィールドへの変換を定義でき
ます。そのため、文書またはアプリケーションを変更しなくても、既存のアプリケーショ
ンおよび文書を新しいカラーフィールドと一緒に使用できます。また、ある 1つの文書に
ついて各種カラーマッピングを使用して、元の文書を変更せずに、さまざまな方法でカ
ラーを使用してその文書を印刷することもできます。
AFP構造参照を使用して、既存のモノクロ文書にカラーを適用できます。サンプルの構成
ファイル ccmmtt..ccffggにはユーザー定義の仕様が含まれています。このファイルは uussrr//
llpppp//ppssff//ccoonnffiiggディレクトリーに入っています。ccmmtt..ccffgg構成ファイルを使用する
ccmmttユーティリティーは、ご使用の InfoPrint AIXサーバーの //uussrr//llpppp//ppssff//bbiinnディ
レクトリーにあります。MOD:CAサンプルカラーマッピングテーブル ccmmttssaammppllは
uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiigg//にあります。このカラーマッピングテーブルはサンプルの
ccmmtt..ccffggファイルから生成されたものです。
ccmmttユーティリティーを使用すると、パラメーター CCoolloorrSSppaacceeを通じて定義されたさ
まざまなカラーモードでカラーマッピングを作成できます。たとえば、InfoPrint Highlight
Color Model HC2 Post-Processor (HCPP)を使用して InfoPrint 4000に印刷する場合に、
HHiigghhlliigghhtt値を使用できます。HCPPについては、「InfoPrint Hi-Lite Color Printer: Library
Catalog」を参照してください。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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カラーマッピングテーブルの各部分

カラーマッピングテーブルは、基本部分、ソースグループのセット、およびターゲットグ
ループのセットで構成されます。基本部分は、resetまたはnormalのタイプを持つカラー
マッピングテーブルを識別します。
考え得る最も単純なカラーマッピングテーブルは、resetカラーマッピングテーブルで
す。これは、プリンターに文書内にあるカラー情報に対して変換を行わないよう指示する
ものです。resetカラーマッピングテーブルにはソースグループもターゲットグループも
ありません。その他のすべてのカラーマッピングテーブルは、ソースグループおよびター
ゲットグループを少なくとも 1つ持っています。

ソースグループを使用する

各ソースグループは識別 (ID)番号を持っています。この番号は、ソースグループを対応す
るターゲットグループと突き合わせるのに使用されます。複数の固有のID番号を持つこと
は可能ですが、ccmmttユーティリティーを使用せずにカラーマッピングテーブルを作成し、
複数のソースグループを1つのターゲットグループにマップする場合は、複数のソースグ
ループで1つのID番号を使用できます。有効な ID値は 1～ 127です。

ccmmttユーティリティーは、ソースとターゲットのペアを生成した後、それぞれのペアに対
して、数値が増加していく、順次 IDを割り当てます。ccmmttユーティリティーについて
は、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。
各ソースグループは、以下のカラースペースの 1つとして分類する必要があります。
高輝度カラー
高輝度カラーは、既存文書が、カラー番号について有効なパーセントおよび陰影付け
されるパーセントに関してカラーを記述する場合に使用します。色は、装置に依存し
ます。たとえば、高輝度表示用の3色使用に対応するプリンターを装備できます。カ
ラー1、2、または3のパーセント有効範囲およびパーセント陰影付けを指定できます。
実際の色は、プリンターのセットアップによって決まります。

標準オブジェクトコンテンツ体系（OCA）
標準OCAは、赤、緑、青の定義済みの組み合わせを使用して、青、赤、ピンク、マゼ
ンタ、緑、群青/シアン、黄色を作成します。標準OCAは、黒いメディア上の白、白い
メディア上の黒、メディアと同じ色など、いくつかのデフォルトも定義します。メ
ディアは、例えば、用紙でもディスプレイでもかまいません。

GOCAパターン塗りつぶし
GOCAパターン塗りつぶしは、カラーマッピングテーブルを使ってカラーにマップし
たい塗りつぶしエリアのパターンを定義します。

これらのカラースペースについての詳しい説明は、「Mixed Object Document Content
Architecture Reference」を参照してください。
カラーマッピングテーブルを使用して、たとえば、次のような、マップする特定のオブ
ジェクトタイプを選択できます。

カラーマッピングテーブルソース/出力ファイルを生成/実行依頼する
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• オブジェクトエリア
• IMイメージデータ
• PTOCAデータ
• ページ表示スペース
• GOCAデータ
• オーバーレイ表示スペース
• BCOCAデータ
• IOCAデータ（2レベル、FS10）
• すべてのPTOCA、GOCA、BCOCA、IOCA、FS10、およびIMオブジェクトデータ
• すべてのオブジェクト、オブジェクトエリア、および表示スペース
マップしたいカラースペースおよびオブジェクトタイプを選択すると、マップしたい
フィールドの正確な値を指定できます。

ターゲットグループを使用する

カラーマッピングテーブルをccmmttユーティリティーを使用せずに作成する場合は、ター
ゲットグループID番号を指定し、ターゲットのソースグループに一致させてください。有
効な ID値は 1～ 127です。

ccmmttユーティリティーは、ソースとターゲットのペアを生成した後、それぞれのペアに対
して、数値が増加していく、順次 IDを割り当てます。ccmmttユーティリティーについて
は、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。
各ターゲットグループは、出力として必要な色の種類である、1つのカラースペースとし
て分類する必要があります。一致するソースグループで定義されたカラースペースは、こ
のカラースペースに変換されます。カラーマッピングテーブルはRGB CMYK、高輝度、お
よびCIELABに対応できますが、使用可能な選択を決めるのは実際に使用するハードウェア
です。例えば、ご使用のプリンターが高輝度カラーのみサポートする場合、ターゲットグ
ループは高輝度カラーを使用する必要があります。
出力カラーに正確な値を指定できます。例えば、ご使用のプリンターが3色の高輝度カ
ラーをサポートする場合、ご使用のプリンターでサポートされる有効範囲パーセントおよ
び陰影付けパーセント付きで、カラー1、2または3を指定できます。
カラー装置に関して役に立つ参照が記載されているその他の資料として、次のものがあり
ます。
• 「InfoPrint 4005 Hi-Lite Color Application Design Reference」（リコーの営業担当者から
入手可能）

• 「InfoPrint Hi-Lite Color Introduction and Planning Guide for 4005」

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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カラーマッピングテーブルを作成する

以下の手順で、カラーマッピングテーブルを作成し、緑の円グラフがあるAdvanced
Function Presentation（AFP）ファイルが印刷されます。
AFPファイルの場合は、円グラフは、一連の横線として表示されます。Graphics
Objects Content Architecture for Advanced Function Presentation
Referenceのグラフィックスプリミティブおよび属性に関する章を参照すると、横線
は、'0B'（11）という16進数を持つパターン出力プリミティブによって作成されることが
確認できます。
GGOOCCAAのColorSpaceソースグループを使用するときに横線を緑の諧調にしてRGBのターゲッ
トグループ値にマッピングするには、赤に小さい値（12）、緑に大きな値（252）、青に
50未満の値（42）を指定し、明澄なコントラストを出してください。
AIXコマンド行から、以下のタスクを実行する必要があります。
1. uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiiggディレクトリーから、次を指定します。
cp cmt.cfg piel.cfg
これで、カラーマッピングテーブル構成ファイルは、目的に合わせてカスタマイズで
きるファイルにコピーされます。（この場合、pie1.cfg）

2. vi piel.cfgと指定します。
これにより、構成ファイルを編集し、適用可能な値を挿入して、適切なカラーマッピ
ング (GOCAと RGB間または OCAと CIELAB間)テーブルを作成できます。以下のサ
ンプルccmmtt..ccffgg構成ファイルを参照してください。

# ******************************************************-
# Required, starts a Color Mapping Definition.
# One definition for each Source to Target mapping.
# ******************************************************-
# ******************************************************-
# BeginSourceDef:
# Required, starts the Source Parameters
# ******************************************************-
BeginSourceDef:
# ******************************************************-
# ColorSpace:
# Required, values= OCA | Highlight | GGOOCCAA
# ******************************************************-
ColorSpace: GOCA
# ******************************************************-
# ColorValue:
# Required, values depend on Color Space
# ******************************************************-
ColorValue: 11
# ******************************************************-
# ObjectType:
# Optional, values= ObjArea | ImageData | PTOCData |
#GOCAData | BCOCAData | AllOCA | Page | Overlay |
#ObjsAll

カラーマッピングテーブルソース/出力ファイルを生成/実行依頼する
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# default= ObjsAll
# ******************************************************-
ObjectType: GOCAData
# ******************************************************-
# PercentShading:
# Optional, only valid for SourceColorSapce: Highlight,
# values= 0 .. 100, 255 (all percentages),
# default= 100
# ******************************************************-
# PercentShading:
# ******************************************************-
# PercentCoverage:
# Optional, only valid for SourceColorSpace: Highlight,
# values= 0 .. 100, 255 (all percentages),
# default= 100
# ******************************************************-
# PercentCoverage:
# ******************************************************-
# EndSourceDef:
# Required, ends the Source Parameters
# ******************************************************-
EndSourceDef:
# ******************************************************-
# BeginTargetDef:
# Required, starts the Target Parameters
# ******************************************************-
BeginTargetDef:
# ******************************************************-
# ColorSpace:
# Required, values= RGB | CMYK | Highlight | CIELAB
# ******************************************************-
ColorSpace: RGB
# ******************************************************-
# ColorValue:
# Required, values depend on Color Space
# ******************************************************-
ColorValue: 12 252 42
# ******************************************************-
# PercentShading:
# Optional, only valid for TargetColorSpace: Highlight,
# values= 0 .. 100, default= 100
# ******************************************************-
# PercentShading:
# ******************************************************-
# PercentCoverage:
# Optional, only valid for TargetColorSpace: Highlight,
# values= 0 .. 100, default= 100
# ******************************************************-
# PercentCoverage:
# ******************************************************-
# EndTargetDef:
# Required, ends the Target Parameters
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# ******************************************************-
EndTargetDef:
# ******************************************************-
# Required, ends a Color Mapping Definition.
# ******************************************************-
# EndMappingDef:
3. pie1.cfgファイルの編集が終了した後に、ファイルを保管します。
4. ジョブを印刷のために実行依頼する場合に使用されるカラーマッピングテーブルオブ
ジェクト (MODCA)ファイルを作成するには、ccmmttユーティリティーを入力ファイル
(--iiフラグ)として実行します。
cmt -i pie1.cfg -o pie1.set

このコマンドは、ppiiee11..sseett出力ファイルを生成します。
5. カラーマッピングテーブルの値を検証したり、構成ファイルをMODCAオブジェクト
ファイルから作成するには、新しく作成されたppiiee11..sseettを入力ファイルとして使用
し、ppiiee11..ccffggを出力ファイルとして使用してccmmttユーティリティーを再指定しま
す。
cmt -i pie1.set -o pie1.cfg

注:原稿ファイルを上書きすることがないよう、ppiiee22..ccffggが指定されています。これ
で、ppiiee11..ccffggとppiiee22..ccffggを比較できます。

6. このカラーマッピングテーブルを使用してInfoPrint Managerへのジョブの実行依頼を試
みる前に、ソースファイルに意図した値があるか確認します。この場合は、ppiiee11..
ccffggファイルは以下の例のようになります。ここで、ソース定義は、ターゲット定義
（緑のRGBカラー値）に変換する入力ファイル（この場合はAFP）を表します。

BeginMappingDef:
BeginSourceDef:
ColorSpace: GOCA
ColorValue: 11
ObjectType: GOCADATA
EndSourceDef:
BeginTargetDef:
ColorSpace: RGB
ColorValue: 12 252 42
EndTargetDef:
EndMappingDef:
7. ソースファイルの内容を確認した後に、以下のセクションを参照してください。

カラーマッピングテーブルを使用してジョブを実行依頼する

スポットカラー用のカラーマッピングテーブルを使用してジョブを実行依頼するには、
サーバーがカラーマッピングテーブルの位置を認識できるように、resource-context属性
も指定する必要があります。カラーマッピングテーブルを構成したら、ジョブを送信でき
る論理宛先 (この例では、prt1という名前のもの)の定義が済んでいるはずです。

カラーマッピングテーブルソース/出力ファイルを生成/実行依頼する
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AIXコマンド行からジョブを実行依頼する

論理宛先が定義されていれば、コマンド行から次のように指定することで、InfoPrint
Managerプリンターにジョブを実行依頼できます。

ココママンンドド値値 意意味味
pdpr -d prt1 論理宛先名を持つ印刷コマンド。
-t＜jobname＞ ジョブに割り当てる名前を指定します（オプ

ション）。
-x resource-context=/usr/lpp/psf/config AFPファイル（この場合はpie1）がある

InfoPrint AIXサーバー上の明示的パス名。
-x color-mapping-table=pie1.set このファイルの印刷用にP. 385「カラーマッピ

ングテーブルを作成する」で作成したカラー
マッピングテーブル。

＜path and file to print＞ 印刷するAFPファイルの明示的パス。

/usr/lpp/psf/configは、自動的に作成されるディレクトリーです。
例例::

pdpr –d ld1 –x resource-context=/usr/lpp/psf/config –x
color-mapping-table=pie1.set /home/user1/test.afp

このコマンドは、論理宛先lldd11への//uussrr//llpppp//ppssff//ccoonnffiiggにあるカラーマッピング
テーブルppiiee11..sseettを使用して//hhoommee//uusseerr11//にある入力ファイルtteesstt..aaffppが印刷さ
れます。
-x属性

--xx属性を使用してジョブを実行依頼すると、実宛先構成設定が指定変更されます。デ
フォルトでは、ジョブを実行依頼するときにInfoPrint Managerにパラメーターが渡され
ない場合だけ、実宛先設定が有効になります。優先順位は次のようになっています。
1. ジョブ実行依頼時の--xx属性
2. ジョブおよび文書デフォルト（color-mapping-table属性）
3. 実宛先のcolor-mapping-table属性

実宛先を構成する

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを使用して実宛先を構成するときは、カ
ラーマッピングテーブルの名前を含めることが重要です。適切なカラーマッピングテーブ
ルを使用するように実宛先を構成するには、以下の操作を行います。
1. IInnffooPPrriinnttアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンササーーババーーメインウィンドウから、適切な実宛先
（この場合は、NewP）を右クリックし、使使用用可可能能を選択して実宛先を使用可能にしま
す。

2. ［［ププリリンンタターーププロロパパテティィーー］］ノートブックの［［AAFFPPカカララーー］］タブに［［カカララーーママッッピピ
ンンググテテーーブブルル］］ (pie1.set)が指定されていること、および［［AAFFPPリリソソーースス］］タブに
［［リリソソーーススのの位位置置］］ (/usr/lpp/psf/config/)が指定されていることを確認します。
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3. コマンド行または InfoPrint Selectクライアントのどちらかを使用して、ジョブを
InfoPrint Managerに実行依頼します。
IInnffooPPrriinntt SSeelleeccttククラライイアアンントトをを使使用用ししててジジョョブブをを実実行行依依頼頼すするる
InfoPrint Selectを使用しているとき、カラーマッピングテーブルを指定する方法は 3つ
あります。
1. 論論理理宛宛先先を使用して、カラーマッピングテーブルを指定します。ジョブを送信した
い論理宛先に関連する［［ジジョョブブおおよよびび文文書書デデフフォォルルトト］］に ccoolloorr--mmaappppiinngg--
ttaabbllee属性を指定してください。

2. 実実宛宛先先を使用して、カラーマッピングテーブルを指定します。ジョブを送信したい
実宛先の ccoolloorr--mmaappppiinngg--ttaabbllee属性を指定してください。

3. ［［フファァイイルル］］→→［［印印刷刷］］で、カラーマッピングテーブルを指定します。新しい
バージョンの InfoPrint Selectを使用していれば、［［印印刷刷］］ウインドウで［［印印刷刷］］ボ
タンをクリックすると［［ジジョョブブ設設定定］］ダイアログが表示されます。［［ジジョョブブ設設
定定］］ダイアログで［［そそのの他他］］タブをクリックし、カラーマッピングテーブルの名前
を指定します。ccoolloorr--mmaappppiinngg--ttaabbllee==ppiiee11..sseett (ppiiee11..sseettはカラーマッピング
テーブルの名前)と入力してください。

前送り/後送り用に高速プリンターをセットアップす
る
InfoPrint Managerでは、ジョブのページ間を移動することを前送り/後送りと呼びます。
• 前送りは、ジョブ内で現在より後ろのポイントに移動することです (たとえば、10
ページから 15ページへのスキップ)。

• 後送りは、ジョブ内で現在より前のポイントに移動することです (たとえば、40ペー
ジから 20ページへの後退)。

InfoPrint 4000およびInfoPrint 4100で前送り/後送りを有効に機能させるには、まずプリン
ターを使用可能にしてSimple Network Management Protocol (SNMP)で操作し、SNMPでプ
リンターを構成できるようにしてください。これらの設定では、ジョブのすべてのページ
の印刷バッファーを待機せずに、 InfoPrint Manager GUIを使用し、必要なときにプリン
ターを即時に（10秒以内）停止できます。

InfoPrint 4000プリンターのオペレーターコンソールでSNMPを使用可能にす
る

オペレーターコンソールは、InfoPrint 4000用の標準コンソールです。
1. オペレーターコンソール上のディスプレイ/タッチスクリーン上で、構構成成ドロップダ
ウンメニューを開きます。

2. ［［リリモモーートトアアククセセスス］］を選択します。
3. ［［リリモモーートトアアククセセススのの選選択択］］の下で、［［SSNNMMPP］］を選択します。
4. ［［使使用用可可能能］］の下で、［［ははいい］］を選択します。
5. ［［構構成成をを許許可可すするる］］の下で、［［ははいい］］を選択します。
6. ［［OOKK］］をクリックして、ウインドウをクローズします。

前送り/後送り用に高速プリンターをセットアップする
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7. これらの設定が有効になるように、プリンターの再始動を求めるプロンプトが出さ
れます。プリンターを再始動し、プリンターの電源が元どおりオンになるまで待っ
てから、作業を続行します。

8. プリンターを使用不可にし、再度使用可能にして、サーバー内のプリンター構成情
報を最新表示します。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開始します。
2. GUIで、このプリンターで対応するInfoPrint Managerプリンター（実宛先）を見つ
けて、選択します。

3. GUIを使用して、プリンターを使用不可にします。
4. GUIを使用して、再度プリンターを使用可能にします。

拡張オペレーターコンソールを使用するプリンター上で SNMPを使用可能に
する

拡張オペレーターコンソールは、InfoPrint 4100の標準コンソールで、InfoPrint 4000のアッ
プグレード版として使用できます。
1. 拡張オペレーターコンソール上で、画面の上部にある［［ププリリンンタターー定定義義］］にタッチ
します。

2. 画面の左側で、［［リリモモーートトアアククセセスス］］にタッチします。
3. ［［ココミミュュニニテティィーー］］リストで、プリンターにアクセスして設定を確認するのに使用
するコミュニティーの名前を選択します。コミュニティーがプリンターに対して書書
きき込込みみアクセスを持っていることを確認してください。

4. ［［SSNNMMPP AAggeenntt対対応応］］チェックボックスおよび［［SSNNMMPPににププリリンンタターーのの構構成成をを許許可可
すするる］］チェックボックスを選択して、両方を［［ははいい］］にします。

5. ［［OOKK］］をクリックして、設定を保管します。
6. これらの設定が有効になるように、プリンターの再始動を求めるプロンプトが出さ
れることがあります。プリンターを再始動し、プリンターの電源が元どおりオンに
なるまで待ってから、作業を続行します。

7. プリンターを使用不可にし、再度使用可能にして、サーバー内のプリンター構成情
報を最新表示します。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開始します。
2. GUIで、このプリンターで対応するInfoPrint Managerプリンター（実宛先）を見つ
けて、選択します。

3. GUIを使用して、プリンターを使用不可にします。
4. GUIを使用して、再度プリンターを使用可能にします。

InfoPrint Managerを使用して InfoPrint 5000で AFPを
印刷する
この手順では、さまざまなメソッドを使用して各種ジョブをInfoPrint 5000に実行依頼しま
す。説明されているシナリオを、以下にリストします。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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• ページレイアウトアプリケーションで作成された Advanced Function Presentation
(AFP)文書が、コマンド行を使用して、InfoPrint Managerを通じて InfoPrint 5000に対
して印刷を実行依頼される。カラーイメージが、AIXコマンド行を使用してオフライン
で変換される。

• PostScript文書が、InfoPrint Submit Expressを使用して InfoPrint 5000に印刷するよう実
行依頼される。

• Windowsアプリケーションで作成された文書が、InfoPrint Selectを通じて InfoPrint
5000に対して印刷を実行依頼される。

• Download for z/OSを使用してInfoPrint 5000に文書の印刷を送信します。

セットアップする

この手順のシナリオでは、該当する場合、ジョブをプリンターに実行依頼する前に以下の
タスクを完了しているものと想定しています。
• P. 391「データストリームのビルド」
• P. 391「カラーイメージの変換」
InfoPrint manager for AIXをInfoPrint 5000と共に構成する場合の特定の情報については、P.
19「 InfoPrint 5000を使用して AFPを印刷するように InfoPrint Managerを構成する」を参
照してください。

データストリームをビルドする

任意の AFPステートメント生成プログラムまたはアプリケーションを使用して、ご自分の
AFPデータストリームをビルドします。AFPアーキテクチャーについては、Understanding
Form Definitions and Page Definitions（「Print Services Facility for z/OS: User's Guide」）を
参照してください。
PostScriptドライバー付き Microsoft Wordなど、PostScriptを生成する任意のアプリケー
ションを使用して、ご自分の PostScriptデータストリームをビルドします。InfoPrint
Managerは、サーバーで変換され、RIP処理される PostScriptデータストリームを送信し
ます。

カラーイメージを変換する

ジョブをプリンターに実行依頼すると、カラーイメージはサーバーで自動的に変換されま
す。ただし、ジョブを実行依頼する前に生成された出力を印刷せずに、AIXコマンド行か
ら変換を実行することにより、イメージを別個に変換できます。イメージがすでに変換さ
れている場合は、より速く印刷できます。
InfoPrint Managerは、GIF、PS、PDFなど、ほとんどのデータストリーム用の変換プログラ
ムを用意しています。変換は、入力データストリームを AFPフォーマットに変換します。
たとえば、gif2afp変換を使用してファイルmmyyppiiccttuurreeをAFPに変換するには、次のコマ
ンドを入力します。
gif2afp mypicture

InfoPrint Managerを使用して InfoPrint 5000で AFPを印刷する
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デフォルトでは、これらの変換プログラムはモノクロームの FS10出力を生成します。精
巧に調整されたカラーFS45出力を生成するには、「RICOH InfoPrint Manager：
Reference」のInfoPrintオブジェクト属性で変換ごとのフラグ/オプションと値のリストを参
照してください。

最適な結果を得るには、AIXコマンド行からTIFF、JPEG、GIFイメージを変換してくださ
い。

カラー属性/リソース属性を使用/変更する

ジョブを実行依頼する場合に使用するまたは変更の必要があるカラー属性とリソース属性
を決める必要があります。InfoPrint 5000に固有のカラー属性値とリソース属性値のペアに
は、次のものがあります。
• PP.. 339922「「 ccoolloorr--pprrooffiillee」」
• PP.. 339933「「 ccoolloorr--pprrooffiilleess--ssuuppppoorrtteedd」」
• PP.. 339933「「 ccoolloorr--bbiittss--ppeerr--ppllaannee」」
• PP.. 339933「「 ccoolloorr--bbiittss--ppeerr--ppllaannee--ssuuppppoorrtteedd」」
• PP.. 339944「「 ccoolloorr--rreennddeerriinngg--iinntteenntt」」
• PP.. 339944「「 ccoolloorr--ttoonneerr--ssaavveerr」」
• PP.. 339944「「 ccoolloorr--ttoonneerr--ssaavveerr--ssuuppppoorrtteedd」」
• PP.. 339955「「 rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerr」」
• PP.. 339955「「 pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerr--eexxttrraaccttiioonn--mmooddee」」
属性については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」のInfoPrintオブジェクト属性を
参照してください。

カラー属性を使用する

カラー属性は、ppddsseettコマンドを使用してコマンド行から、またはInfoPrint Managerアド
ミニストレーション GUIで変更できます。コマンド行を使用する場合の正しいコマンド構
文については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」のInfoPrintオブジェクト属性を参
照してください。

color-profile

この属性は、PostScriptジョブで使用するカラープロファイル（存在する場合）を指定す
る場合に使用します。この属性は、次のものと同じです。
• SSWWOOPP
• EEuurroossccaallee
• ななしし

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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デフォルト値は nnoonneeで、これは、カラー視覚表現が出力装置によって異なることを意味
します。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでのこの属性の名称は、カカララーーププロロフファァイイ
ルルです。

color-profiles-supported

この属性は、文書を印刷するときに実宛先で使用できるカラープロファイルの識別に使用
します。この属性は、次の 1つまたは複数のものと同じです。
• SSWWOOPP
• EEuurroossccaallee
• ななしし
InfoPrint 5000のデフォルト値は、SSWWOOPP、EEuurroossccaallee、および nnoonneeです。その他のす
べての実宛先の場合、デフォルトは nnoonneeです。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでのこの属性の名称は、使使用用可可能能ななカカララーー
ププロロフファァイイルルです。

color-bits-per-plane

この属性は、変換がモノクロームイメージ（FS10）を生成するのか、カラーイメージ
（FS42またはFS45）を生成するのかを指定します。この属性は、次のものに設定できま
す。
• 00ビビッットト (モノクローム FS10)

• 11ビビッットト (カラー FS42)

• 88ビビッットト (カラー FS45)

InfoPrint 5000のデフォルトは［［88––bbiittss］］です。その他のすべての実宛先の場合、デフォ
ルトは［［00ビビッットト］］です。

この属性が PostScriptデータストリームについて［［11--bbiitt］］に設定された場合、このスト
リームは失敗します。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでのこの属性の名称は、面面当当たたりりののカカララーー
ビビッットト数数です。

color-bits-per-plane-supported

この属性は、文書を印刷するときの実宛先で対応するイメージのタイプを指定します。こ
の属性は、次の 1つまたは複数のものと同じです。
• 00ビビッットト (モノクローム FS10)

• 11ビビッットト (カラー FS42)

• 88ビビッットト (カラー FS45)

InfoPrint 5000のデフォルト値は、次のとおりです。
• 00ビビッットト (モノクローム FS10)

InfoPrint Managerを使用して InfoPrint 5000で AFPを印刷する
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• 11ビビッットト (カラー FS42)

• 88ビビッットト (カラー FS45)

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでのこの属性の名称は、使使用用可可能能なな面面当当たた
りりののカカララーービビッットト数数です。

color-rendering-intent

InfoPrint 5000はグラデーションやシェーディングがある繊細なフルカラーイメージを出力
しますが、すべてのカラーの諧調は再現できません。ccoolloorr--rreennddeerriinngg--iinntteenntt属性
は、InfoPrint 5000が正確に再現できない諧調がInfoPrint Managerイメージの中に検出され
た場合に、PostScriptの処理内容を決定します。
カカララーーレレンンダダリリンンググイインンテテンントトには2つの可能な値があります。
相対的

InfoPrint ManagerでInfoPrint 5000が再現できないカラーが検出されたときは、再現でき
る最も近い色の値で置換されます。

知覚的
InfoPrint ManagerでInfoPrint 5000が再現できないカラーが検出されたときは、イメージ
のすべてのカラーが調整され、互いのカラー関係が維持されます。従って見た目は良
くなりますが、原稿イメージには完全一致しなくなります。

デフォルト値はRReellaattiivveeです。
印刷ジョブ、デフォルト文書、または実宛先のcolor rendering intent値は、コマン
ド行またはInfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを使用して設定できます。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでのこの属性の名称は、カカララーーレレンンダダリリンン
ググイインンテテンントトです。

color-toner-saver

シアン、マジェンタ、およびイエローを一定の比率で混合すると、結果は黒に近くなりま
す。color-toner-saver属性がyyeessに設定されているときは、シアン、マジェンタ、イエロー
の比率が低くなり、黒のトナーで代用されるため、使用されるカラートナーの量が削減さ
れます。次の値を入力できます。
• ［［ttrruuee］］または［［yyeess］］
• ［［ffaallssee］］または［［nnoo］］
デフォルト値は［［ffaallssee］］で、これは、この属性を使用しないことを意味します。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでのこの属性の名称は、カカララーートトナナーーセセーー
ババーーです。

color-toner-saver-supported

この属性は、color-toner-saverに指定できる値を識別します。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでのこの属性の名称は、使使用用可可能能ななカカララーー
トトナナーーセセーーババーーです。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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リソース属性を使用する

リソース属性は、ppddsseettコマンドを使用してコマンド行から、またはInfoPrint Managerア
ドミニストレーション GUIで変更できます。コマンド行を使用する場合の正しいコマンド
構文については、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」のInfoPrintオブジェクト属性を
参照してください。

resource-context-presentation-object-container

この属性は、EPSまたは PDFページなど、InfoPrintが実宛先の表示オブジェクトコンテ
ナー (データオブジェクトリソースと言われることもあります)について検索するディレク
トリーにパスを追加するものです。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでのこの属性の名称は、表表示示オオブブジジェェククトト
ココンンテテナナーーのの場場所所です。

presentation-object-container-extraction-mode

この属性は、カラー変換が試みる最適化の度合いを指定します。可能な値は次のもので
す。
• iiggnnoorree (表示オブジェクトコンテナーを無視することにより、リソースなしで文書を
生成します)

• iinnlliinnee (文書内のリソースを識別し、使用するために抽出します)
デフォルト値は iiggnnoorreeです。

Inline変換は、必ず、iiggnnoorreeという抽出モードを使用します。
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでのこの属性の名称は、表表示示オオブブジジェェククトト
ココンンテテナナーー抽抽出出モモーードドです。

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを使用してカラー属性/リソー
ス属性を変更する

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIは、プリンターなど、InfoPrint Manager
ジョブ、キュー、論理宛先、実宛先を管理するためのインターフェースです。これは複数
のプラットフォーム上で実行されるため、Windowsワークステーションから、AIXワーク
ステーションから、または直接 AIX InfoPrint Managerサーバーコンソール上で使用できま
す。
サーバーまたはリモートワークステーションから、オペレーターはこのインターフェース
を使用し、システム内の全ジョブおよびプリンターのモニターおよび適切なジョブの経路
指定を行い、企業全体の印刷生産性を上げることができます。InfoPrint Managerアドミニ
ストレーション GUIを使用し、カラー属性およびリソース属性を変更できます。

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開始する

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIをWindowsのデスクトップから開くには、
IInnffooPPrriinnttアアドドミミニニスストトレレーーシショョンンアイコンをダブルクリックします。

InfoPrint Managerを使用して InfoPrint 5000で AFPを印刷する
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InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIは、aaiixxtteerrmmウィンドウから開始できま
す。たとえば、拡張ビューを開くには、AIXLinuxコマンド行でを入力します。基本
（ipguibasicadm）ビューも使用できます。

属性を変更する

InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIのビューの1つを開くと、実宛先内の属性を
変更できます。GUIで属性を設定するには、以下の操作を行います。
1. InfoPrint 5000の実宛先をクリックします。
2. オオププシショョンン→→カカススタタママイイズズを選択します。
3. カカススタタママイイズズダイアログで、ププリリンンタターータブをクリックします。
4. アアククシショョンン列で、調調整整のの変変更更、AAFFPPリリソソーーススのの変変更更、AAFFPPカカララーーのの変変更更を見つけ、横
にあるメメニニュューー列でチェックを付けます。
この手順では、ププリリンンタターーメニューに以下のタスクが追加されます。他のタスクをププ
リリンンタターーメニューに、または任意の他メニューに追加する場合は、この時点で行うこ
とも、後で行うことも可能です。

5. ［［OOKK］］をクリックして設定を適用し、ダイアログをクローズします。
6. ププリリンンタターー→→AAFFPPリリソソーーススのの変変更更を選択し、AAFFPPリリソソーーススのの変変更更ダイアログを開きま
す。フィールドで、フォントや表示オブジェクトコンテナーなど、リソースを配置す
る場所を指定できます。P. 21「 AFPリソースを保管する場所を識別する」を参照して
ください。

7. AAFFPPリリソソーーススのの変変更更ダイアログで、表表示示オオブブジジェェククトトココンンテテナナーーのの位位置置フィールド
を見つけ、表示オブジェクトコンテナーが格納されているパスを入力します。複数の
場所に保管されている場合は、以下のように、すべてのパスがコロン（:）で区切られ
て表示されます。

/resources/containers:/dept123/priv-pres-obj- containers:/dept123/
public-pres-obj-containers
8. 他の適切なフィールドに入力します。たとえば、書式定義を使用する場合は、書書式式定定
義義のの場場所所フィールドに入力します。

9. ［［OOKK］］をクリックして設定を適用し、ダイアログをクローズします。
10. ププリリンンタターー→→AAFFPPカカララーーのの変変更更を選択し、AAFFPPカカララーーのの変変更更ダイアログを開きます。
フィールドで、ジョブのカラー属性を変更できます。詳しくは、P. 392「カラー属性
を使用する」を参照してください。

11. ［［OOKK］］をクリックして設定を適用し、ダイアログをクローズします。
12. ププリリンンタターー→→調調整整のの変変更更を選択し、調調整整のの変変更更ダイアログを開きます。フィールド
で、ジョブのリソース属性を変更できます。詳しくは、P. 395「リソース属性を使用
する」を参照してください。

13. ［［OOKK］］をクリックして設定を適用し、ダイアログをクローズします。

AIXコマンド行を使用してプリンターにAFPジョブを送信する

この例では、AFPステートメント生成プログラムを使用して文書を作成しました。この
ジョブには、オフラインで変換することに決めたカラーイメージが含まれています。今度

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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は、コマンド行を使用して、InfoPrint Managerを通じてその文書を InfoPrint 5000に実行依
頼します。

前提事項をセットアップする

このシナリオでは、以下のタスクを完了していると仮定します。
• AFPデータストリームの作成
• P. 21「 AFPリソースを保管する場所を識別する」
• カラーイメージの変換
詳しくは、「P. 391「セットアップする」」を参照してください。

AIXコマンドを使用する

どの AIXシステムでも、InfoPrint AIXクライアントは許可ユーザーだけに次の InfoPrintコ
マンドの使用を許可します。
• ppddllss
ジョブ、宛先、または他のInfoPrintオブジェクトに選択されている属性値が一覧表示さ
れます。

• ppddpprr
論理宛先に対してジョブを実行依頼します。

• ppddqq
選択されたジョブ、論理宛先に対して実行依頼されたすべてのジョブ、または実宛先
に割り当てられたすべてのジョブの状態を照会します。

コマンドとともに使用するフラグおよび属性の完全なリストについては、「RICOH
InfoPrint Manager：Reference」または関連するmanページを参照してください。

ジョブを実行依頼する

ジョブを実行依頼するには、以下の操作を行います。
1. 論理宛先IP5000-ldがジョブを受け取る準備ができているかどうかを判別するには、次
を入力します。

pdls -c destination -r "enabled" IP5000-ld
論理宛先が使用可能になっている場合は、次のメッセージが表示されます。

enabled=true
2. ファイルMyJobを論理宛先IP5000-ldに実行依頼し、両面印刷とccoolloorr--ttoonneerr--

ssaavveerr属性を要求するには、次を入力します。
pdpr -d IP5000-ld -x "sides=2 color-toner-saver=true" MyJob

InfoPrint Managerを使用して InfoPrint 5000で AFPを印刷する
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ジョブおよび InfoPrint Managerに指定されたページサイズおよび方向が、プリンター
で指定されたものと同じでなければなりません。同じでない場合、ジョブはプリン
ターで指定されたページサイズと方向で印刷します。

3. 論理宛先IP5000に実行依頼したすべてのジョブを照会するには、次を入力します。
pdq -d IP5000-ld
前の例で、–dは論理宛先を表し、–xは、含めたい属性と値のペアがある属性文字列を表し
ます。
以下の属性は、AIXコマンド行から使用、またはInfoPrint Managerアドミニストレーション
GUIで変更できます。
• ccoolloorr--bbiittss--ppeerr--ppllaannee
• ccoolloorr--bbiittss--ppeerr--ppllaannee--ssuuppppoorrtteedd
• ccoolloorr--rreennddeerriinngg--iinntteenntt
• ccoolloorr--ttoonneerr--ssaavveerr
• ccoolloorr--ttoonneerr--ssaavveerr--ssuuppppoorrtteedd
• rreessoouurrccee--ccoonntteexxtt--pprreesseennttaattiioonn--oobbjjeecctt--ccoonnttaaiinneerr

これらの属性を使用する場合および使用方法の詳細については、「P. 392「カラー属性/リ
ソース属性を使用/変更する」」を参照してください。

InfoPrint Submit Expressを使用し、カラーイメージを持つAFPジョブをプリ
ンターに送信する

ページレイアウトアプリケーションを使用してAFP文書を作成した後に、InfoPrint Submit
Expressを使用してInfoPrint 5000にAFP文書を送信します。

次の例では、InfoPrint Submit Express for Windowsを使用します。

前提事項をセットアップする

このシナリオでは、以下のタスクを完了しているものと想定しています。
• P. 391「データストリームの作成」
• InfoPrint Submit Expressのインストール
詳しくは、「P. 391「セットアップする」」を参照してください。

ジョブを実行依頼する

InfoPrint Submit Expressを使用してジョブチケットを作成するときは、印刷用ジョブを準
備するには、一部考慮してください。しかし、この処理段階ではまず、ジョブを構成する

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する



3

399

印刷可能ファイルや他のリソースを識別して編成します。ジョブチケットの作成が完了す
ると、Submit Expressは、ジョブを効果的に処理するために必要な詳細を指定できる
フォーマットを提供します。オーサリングに使用するアプリケーションにあるファイル
で、InfoPrint Managerに実行依頼する印刷可能ファイルを1つずつ生成します。

［ジョブチケット］ウインドウの［［ヘヘルルププ］］メニューまたはダイアログ上の［［ヘヘルルププ］］
ボタンを使用すると、ガイドが得られます。

新規ジョブチケットを作成する

この例では、MyJob.jtkという名前の新規ジョブチケットを作成します。カラー属性を調
整してから、ジョブを実行依頼します。

InfoPrint Submit Expressを使用してジョブをプリンターに送信する場合、書式定義を前
もって作成しておく必要はありません。書式定義がある場合は、InfoPrint Submit Express
で指定した属性は指定変更されます。
1. InfoPrint Submit Expressを開始します。ジジョョブブチチケケッットトウィンドウが表示されま
す。

2. すべてのフィールドに該当する情報を入力します。
3. ファイルを、ジョブに含めたいジョブチケットに挿入します。質問がある場合は、
［［ヘヘルルププ］］→→［［ヘヘルルププ......］］をクリックします。
新規ファイルを文書に挿入するには、メニューバーの［［項項目目］］→→［［フファァイイルルのの挿挿
入入］］をクリックします。［ファイルの選択］ダイアログボックスが表示されます。
［ファイルの選択］ダイアログボックスから、文書に追加したいファイルを選択し
て、［［選選択択］］をクリックします。

4. ［［印印刷刷］］タブで、［［ププリリンンタターータタイイププ］］ドロップダウンリストから［InfoPrint
5000］を選択し、希望するレイアウトを［［レレイイアアウウトト］］フィールドに指定します。

5. ［［位位置置合合わわせせ］］タブで［ページ位置合わせ］を指定します。

ジョブに指定したものと同じページサイズと方向をプリンターでも指定する必要が
あります。そうでない場合、プリンターで指定されたページサイズと方向が、ジョ
ブに指定されたものを指定変更します。

6. 外外観観タブでカラー属性に値を選択します。以下の属性が InfoPrint Submit Expressで
使用できます。
• カカララーーレレンンダダリリンンググイインンテテンントト
• カカララーーププロロフファァイイルル
• 面面当当たたりりののカカララーービビッットト
• カカララーートトナナーーセセーーババーー
これらの属性を使用する場合および使用方法の詳細については、「P. 392「カラー
属性/リソース属性を使用/変更する」」を参照してください。

7. ［［拡拡張張］］をクリックし、［［RRIIPPのの対対象象］］を見つけて、ドロップダウンリストから
［［IInnffooPPrriinntt 55000000］］を選択します。

InfoPrint Managerを使用して InfoPrint 5000で AFPを印刷する
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8. ［［チチケケッットト］］→→［［別別名名保保管管......］］をクリックして、ジョブチケットを保管します。
9. チチケケッットト→→ジジョョブブのの実実行行依依頼頼をクリックし、ジョブを実行依頼します。
「RICOH InfoPrint Manager for AIX：スタートガイド」の「InfoPrint Submit Express Clientの
使用」セクション、またはRICOHソフトウェア情報センター（https://help.ricohsoftware.
com/swinfocenter/）で入手可能な最新バージョンをご覧ください。

Download for z/OSを使用してジョブを送信する

ページレイアウトアプリケーションを使用してAFP文書を作成した後に、Download for z/
OSを使用してInfoPrint 5000にAFP文書を送信します。
Download for z/OSは、TCP/IPを使用して、ジョブ入力サブシステム (JES)スプールから
リモートシステムにデータを自動的に送信します。これにより、ファイル転送プロトコル
を使用して印刷ファイルを手作業で転送する必要がなくなります。リモートシステム上で
稼働する共同プリントサーバーは、InfoPrint Manager for AIXで印刷するためにデータセッ
トを受信します。ほとんどのジョブの場合、非 AFPプリンターに使用するのと同じジョブ
制御言語 (JCL)を使用し、MVSルーティング情報だけを変更して、ジョブを InfoPrint 5000
に送信できます。

InfoPrintのページフォーマット作成援助プログラム（PPFA）を使用すると、データスト
リームを作成するときに書式定義とページ定義を作成できます。PPFAの使用方法につい
ては、RICOH Software Information Center（https://help.ricohsoftware.com/swinfocenter/）
をご覧ください。
Download for z/OSを使用してジョブをプリンターに実行依頼する場合、特定の印刷タスク
と例については、「Print Services Facility for z/OS: User's Guide」の「Using JCL for
Advanced Function Presentation」と「Printing Tasks and Examples」を参照してください。
詳しくは、「Print Services Facility for z/OS: Download for z/OS」も参照してください。

InfoPrint Managerからホットフォルダーを使用して
InfoPrint 5000モデル/RICOH Pro VCシリーズモデルで
PostScriptおよびPDFを印刷する
InfoPrint Manager for AIXを使用してInfoPrint 5000プリンターモデル（AD1/AD2、AD3/
AD4、AD3/AD4-XR3、AS1、AS3、KM3、KM3/MD4、MD3/MD4）、およびRICOH Pro VC
シリーズ（RICOH Pro VC40000、RICOH Pro VC60000、RICOH Pro VC70000、RICOH Pro
VC80000）でPDFおよびPostScriptファイルを印刷するには、ホットフォルダーを使用でき
ます。
• ファイルMyJobを論理宛先IP5000-ldに実行依頼し、両面印刷とccoolloorr--ttoonneerr--

ssaavveerr属性を要求するには、
pdpr -d IP5000-ld -x "sides=2 color-toner-saver=true" MyJob
を入力します。

3管理者の操作:特殊ジョブ用に設定変更する
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ジョブとInfoPrint Managerに指定されたページサイズと方向はプリンターで指定された
ものと一致させてください。異なる場合は、ジョブはプリンターで指定したページサ
イズと方向で印刷されます。

• 論理宛先IP5000に実行依頼したすべてのジョブを照会するには、
pdq -d IP5000-ld
を入力します。

InfoPrint Managerからホットフォルダーを使用してInfoPrint 5000モデル/RICOH Pro VCシリーズモデルでPostScriptおよびPDFを印刷する
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4.オペレーター/ユーザーの操作
•フィニッシングオプション
•他の操作手順

フィニッシングオプション

IPDS専用プリンターのフィニッシングオプションをセットアップする

プリンターのモデルに応じて、いくつかのフィニッシングオプションをセットアップでき
ます。InfoPrint Managerは、平とじ（印刷ジョブの片端をステープルで留めてブックレッ
トを作成）、中とじ（ページの中央をステープルで留めて折り畳みブックレットを作
成）、コーナーステープルなどに対応するようにセットアップできます。以下のセクショ
ンでは、IPDSプリンターのフィニッシングオプションをセットアップする方法を説明しま
す。

フィニッシャーで対応するオプションをInfoPrint Managerに指定する

フィニッシングオプションを使用可能にするには、まずフィニッシャーで対応するオプ
ションをInfoPrint Managerに指示してください。以下の手順に従い、適切な値を設定しま
す。

書式定義を指定する印刷ジョブのみをこのプリンターに実行依頼する場合は、この手順を
完了する必要はありません。P. 407「フィニッシングオプションを使用するように
InfoPrint Managerとクライアントをセットアップする」に進んでください。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開始します。
2. セットアップしているプリンターにジョブを送信する PSFプリンター (実宛先)を見つ
けるか、作成します。

3. 目的のプリンターを右クリックして、ポップアップメニューから［［ププロロパパテティィーー］］を
選択します。

4. ［プリンタープロパティー］ノートブックで、［［ジジョョブブ］］タブをクリックします。
5. ［［ササポポーートトさされれるるフフィィニニッッシシンンググオオププシショョンン］］フィールドを見つけます。

［［ササポポーートトさされれるるフフィィニニッッシシンンググオオププシショョンン］］フィールドが見つからない場合は、
［［すすべべてて表表示示］］をクリックしてください。

6. ［［可可能能なな値値］］リストで、ご使用のフィニッシャーがサポートしているすべてのフィ
ニッシングオプションを選択し、それらを［［値値］］リストに追加します。

7. ［［OOKK］］をクリックします。
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フィニッシングオプションを使用するようにInfoPrint Managerとクライアン
トをセットアップする

フィニッシングオプションを使用するためのセットアップ方法は、作成する印刷ジョブの
種類およびジョブの実行依頼方法によって異なります。各種カテゴリーがあります。最も
近い状況を1つ選択してください。

• AGSPDL処理エンジンで、フィニッシングオプションを使用するようにInfoPrint
Managerとクライアントをセットアップすることはできません。

pdprコマンドを使用する

ppddpprrコマンドを使用して、コマンド行から印刷ジョブを実行依頼する場合、––xxフラグに
jjoobb--ffiinniisshhiinngg属性を使用して、フィニッシングオプションを指定できます。例：
pdpr -d printername -x"job-finishing=staple-top-left" printfilename

ffoorrmm--ddeeffiinniittiioonn属性を ––xxフラグで使用して、フィニッシングオプションを指定す
ることもできます。例：
pdpr -d printername -x"form-definition=F1name" printfilename

使用できる値、適切な構文、jjoobb--ffiinniisshhiinngg属性とffoorrmm--ddeeffiinniittiioonn属性の使用の
ガイドラインのリストについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してく
ださい。

書式定義を使用する

書式定義を使用して (特定の書式定義を指定するか、またはデフォルト書式定義を使用す
る)印刷ジョブを実行依頼する場合、書式定義で適用したいフィニッシングオプションを
識別できます。この方法で印刷オプションとフィニッシングオプションを指定したとき
は、フィニッシングオプションの要求には、InfoPrintフィニッシング属性は不要です。印
刷ジョブはプリンターに送信され、オプションは formdefから読み取られます。フィニッ
シャーが選択されたオプションをサポートしている場合、ジョブは、ユーザー側でそれ以
上の構成を行わなくても正しく印刷されます。

InfoPrint ManagerはP. 407「フィニッシャーで対応するオプションをInfoPrint Managerに指
定する」で設定したオプションに対するformdefで指定したフィニッシングオプションを検
査しません。従って、フィニッシャーがオプションをサポートしていない場合は、ジョブ
は失敗します。

InfoPrint Submit Expressを使用する

InfoPrint Submit Expressを使用してジョブを実行依頼するときは、フィニッシングを含
む、各種オプションを選択できます。通常どおりにジョブチケットを作成し、使用したい
フィニッシングオプションを該当するタブまたはページに指定します。

InfoPrint Selectを使用する

InfoPrint Selectクライアントにより、ジョブをサーバーに実行依頼する場合に、job-
finishing属性値または書式定義を指定できます。job-finishing属性を使用する方法は、
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「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。Select内での属性値の設定
についての説明は、ヘルプシステムを参照してください。

InfoPrint AFPドライバーを使用する

広範囲の環境で、AFPの強力な機能を使用することに興味がある場合は、InfoPrint Select
と共に、InfoPrint AFPドライバーをインストールして使用することできます。InfoPrint
AFPドライバーをインストールしてセットアップするには、「RICOH InfoPrint Manager for
AIX：プランニングガイド」の「AFPドライバーをセットアップする」を参照してくださ
い。ご使用のプリンターにAFPドライバーを指定するには、「RICOH InfoPrint Manager for
AIX：スタートガイド」の指示に従ってください。ドライバーをインストールすると、
Windowsシステムの印印刷刷ウインドウで印印刷刷設設定定ボタンをクリックし、AFPドライバーを
使用してフィニッシングオプション付きでインライン書式定義を指定するか、または他の
AFP機能を使用できます。

PSFプリンター

InfoPrint Selectを使用し、フィニッシングオプションを指定して印刷ジョブをPSFプリン
ターに実行依頼するには、ここに示されたプリンターで対応する特定のプリンタードライ
バーを使用するSelectプリンターを作成してください。このドライバーは、InfoPrint Select
をインストールしたときにシステムにインストールされます。「RICOH InfoPrint Manager
for AIX：スタートガイド」ガイドに記載されている手順でSelectプリンターを作成し、以
下の指示に従って変更してください。
1. ポートを作成し、InfoPrint宛先を選択し、手順に従います。
2. ププリリンンタターーのの追追加加ウィザードにメーカーとプリンターモデルの選択を要求されたとき
は、何も選択せずに、デディィススクク使使用用をクリックします。

3. デディィススククかかららイインンスストトーールルダイアログで、参参照照をクリックし、InfoPrint Selectをイン
ストールしたディレクトリーに移動します。デフォルトディレクトリーは、c:
¥Infoprintです。

このダイアログでは、ドライバーがフロッピーディスクまたはDVD-ROMに実際に入っ
ているものと想定しているため、ドライブが作動可能でないというエラーを受け取り
ます。エラーボックスで、［［キキャャンンセセルル］］をクリックします。すると、Windowsの開開
くくダイアログが開きます。そのダイアログを使用し、正しいディレクトリーに移動し
ます。

4. Ibmprint.infファイルを選択し、開開くくを選択します。
5. ご使用のプリンターモデルに基づいて適切なドライバーを選択して、OOKKをクリックし
ます。

6. デディィススククかかららイインンスストトーールルダイアログで、次次へへをクリックします。
7. 通常どおり、ウィザードを完了します。
このプリンターにジョブを実行依頼するときは、使用するフィニッシングオプションが選
択できます。

Download for z/OSを使用する

Download for z/OSは、PSF for z/OSのオプション機能であり、TCP/IPを使用してJESスプー
ルからのデータセットをフォーマットせずに、InfoPrint Manager for AIX、InfoPrint Manager

フィニッシングオプション
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for Linux、またはInfoPrint Manager for Windowsに自動的に直接送信します。InfoPrint
Managerは、データセットをファイルの中に受信し、フォーマットしてプリンターに送信
します。Download for z/OSで印刷ジョブを使用して送信するときは、以下のいずれかを
行ってください。
• JCLキーワードからのマッピングを AIXシェルスクリプトにあるフィニッシング属性
に指定します。z/OSに指定する選択済み JCLパラメーターは、InfoPrint Managerの
ppddpprrフィニッシング属性にマップします。

• 既存の書式定義 JCLキーワードを書式定義属性マッピングに使用します。z/OSに指定
するJCL FORMDEFパラメーターは、InfoPrint Managerのppddpprr書式定義属性にマッピン
グします。

• デフォルト書式定義またはフィニッシング属性を指定して、すべてのジョブが同じ
フィニッシングオプションを持つようにします。

InfoPrint Managerホットフォルダーを使用する

InfoPrint Managerホットフォルダーは、論理宛先と関連付けられたディレクトリーです。
ファイルをホットフォルダーにコピーまたは移動すると、InfoPrint Managerはその論理宛
先にこのファイルを自動的に実行依頼します。論理宛先に設定されたデフォルトジョブと
文書フィニッシング属性は、ホットフォルダーから実行依頼されたジョブに適用されま
す。その他のフィニッシング属性を指定するか、または既存の属性に別の値を使用するこ
ともできます。

InfoPrint Manager LPDおよび LPRクライアントを使用する

InfoPrint Managerラインプリンターデーモン (LPD)は、ラインプリンター (LPR)クライア
ントを使用している他のオペレーティングシステムからの印刷ジョブを実行依頼させる
ユーティリティーです。印刷ジョブをInfoPrint Manager LPDへのフィニッシングを指定し
て実行依頼するには、llpprraaffppなどのLPRクライアントを使用すると、ジョブをInfoPrint
Managerに実行依頼するときに-oオプションを使用し、拡張印刷オプション（書式定義と
ページ定義など）を指定できます。実行依頼コマンドにフィニッシング属性を指定する
か、デフォルトジョブを使用できます。

正しいフィニッシングオプションを選択する

InfoPrint Managerでは、フィニッシングオプションは非常に分かりやすい名前を持つた
め、ジョブに適したオプションを簡単に選択できます。ただし、これらのオプションの名
前は、「縦長」方向を使用する印刷ジョブに基づいているため、「横長」方向で印刷され
たジョブの場合、誤解を招くおそれがあります。また、一部のオプションは、プリンター
から用紙が長辺から給紙される場合（LEF）に有効になったり、用紙が短辺から給紙され
る場合（SEF）に無効（または逆）になります。従って、正しいフィニッシングオプショ
ンを選択すると、混乱することがあります。

PS/PCLプリンターのフィニッシングオプションをセットアップする

プリンターのモデルに応じて、いくつかのフィニッシングオプションをセットアップでき
ます。InfoPrint Managerは、平とじ（印刷ジョブの片端をステープルで留めてブックレッ
トを作成）、中とじ（ページの中央をステープルで留めて折り畳みブックレットを作
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成）、コーナーステープルなどに対応するようにセットアップできます。以下のセクショ
ンでは、PostScriptおよびPCLに送信できるプリンターのフィニッシングオプションをセッ
トアップする方法を説明します。

フィニッシャーで対応するオプションをInfoPrint Managerに指定する

フィニッシングオプションを使用可能にする最初の手順は、フィニッシャーで対応するオ
プションをInfoPrint Managerに通知することです。以下の手順に従い、適切な値を設定し
ます。
1. InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIを開始します。
2. セットアップしているプリンターにジョブを送信する PSFプリンター (実宛先)を見つ
けるか、作成します。

3. 目的のプリンターを右クリックして、ポップアップメニューから［［ププロロパパテティィーー］］を
選択します。

4. ［プリンタープロパティー］ノートブックで、［［ジジョョブブ］］タブをクリックします。
5. ［［ササポポーートトさされれるるフフィィニニッッシシンンググオオププシショョンン］］フィールドを見つけます。

［［ササポポーートトさされれるるフフィィニニッッシシンンググオオププシショョンン］］フィールドが見つからない場合は、
［［すすべべてて表表示示］］をクリックしてください。

6. ［［可可能能なな値値］］リストで、ご使用のフィニッシャーがサポートしているすべてのフィ
ニッシングオプションを選択し、それらを［［値値］］リストに追加します。

7. OOKKをクリックします。

フィニッシングオプションを使用するようにInfoPrint Managerとクライアン
トをセットアップする

フィニッシングオプションを使用するためのセットアップ方法は、作成する印刷ジョブの
種類およびジョブの実行依頼方法によって異なります。いくつかのカテゴリーがありま
す。ご自分の状況に最も近いものを 1つ選んでください。

pdprコマンドを使用する

ppddpprrコマンドを使用して、コマンド行から印刷ジョブを実行依頼する場合、––xxフラグに
jjoobb--ffiinniisshhiinngg属性を使用して、フィニッシングオプションを指定できます。例：
pdpr -d printername -x"job-finishing=staple-top-left" printfilename

ffoorrmm--ddeeffiinniittiioonn属性を ––xxフラグで使用して、フィニッシングオプションを指定す
ることもできます。例：
pdpr -d printername -x"form-definition=F1name" printfilename

使用できる値、適切な構文、jjoobb--ffiinniisshhiinngg属性とffoorrmm--ddeeffiinniittiioonn属性の使用の
ガイドラインのリストについては、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してく
ださい。

フィニッシングオプション
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書式定義を使用する

書式定義を使用して (特定の書式定義を指定するか、またはデフォルト書式定義を使用す
る)印刷ジョブを実行依頼する場合、書式定義で適用したいフィニッシングオプションを
識別できます。この方法で印刷オプションとフィニッシングオプションを指定したとき
は、フィニッシングオプションの要求には、InfoPrintフィニッシング属性は不要です。印
刷ジョブはプリンターに送信され、オプションは formdefから読み取られます。フィニッ
シャーが選択されたオプションをサポートしている場合、ジョブは、ユーザー側でそれ以
上の構成を行わなくても正しく印刷されます。

InfoPrint ManagerはP. 407「フィニッシャーで対応するオプションをInfoPrint Managerに指
定する」で設定したオプションに対するformdefで指定したフィニッシングオプションを検
査しません。従って、フィニッシャーがオプションをサポートしていない場合は、ジョブ
は失敗します。

InfoPrint Submit Expressを使用する

InfoPrint Submitを使用してジョブを実行依頼するときは、フィニッシングを含む、各種オ
プションを選択できます。通常どおりジョブチケットを作成し、該該当当すするるタブのフィニッ
シングフィールドで、使用するフィニッシングオプションを指定します。

使用 InfoPrint Select

機能強化されたInfoPrint Selectクライアントを使用すると、ジョブをサーバーに実行依頼
する際に、job-finishing属性値または書式定義を指定できます。job-finishing属性を使用す
る方法は、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。Selectでの属性
値の設定についての説明は、InfoPrint Selectで提供されるヘルプシステムを参照してくだ
さい。
PSFプリンターが使用する自動データストリーム変換はフィニッシング（ステープル）に
対応していません。一般的に、InfoPrint Selectを使用してPCLまたはPostScriptジョブを
PSFプリンター（宛先）に実行依頼を予定する場合は、使用するプリンタードライバーが
フィニッシングオプションに対応しても、ジョブを実行依頼するときにオプションは指定
できません。ただし、別の方法により、Selectでフィニッシングオプションを指定して
ジョブを実行依頼できます。

InfoPrint AFPドライバーを使用する

広範囲の環境で、AFPの強力な機能を使用することに興味がある場合は、InfoPrint Select
と共に、InfoPrint AFPドライバーをインストールして使用することできます。InfoPrint
AFPドライバーをインストールしてセットアップするには、「RICOH InfoPrint Manager for
AIX：プランニングガイド」の「AFPドライバーをセットアップする」を参照してくださ
い。
プリンターにAFPドライバーを指定するには、RICOH InfoPrint Manager for AIX：ス
タートガイドにある「AFPドライバーをインストールして構成する」の指示に従ってくだ
さい。ドライバーをインストールすると、Windowsシステムの印印刷刷ウインドウから印印刷刷
設設定定ボタンまたはセセッットトアアッッププボタンをクリックし、AFPドライバーを使用してフィ
ニッシングオプション付きでインライン書式定義を指定するか、または他の AFP機能を使
用できます。
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PSFその他のドライバープリンターまたはDFEプリンターを使用する

ddooccuummeenntt--ffoorrmmaattss--rriippppeedd--aatt--ddeessttiinnaattiioonn実宛先属性を使用すると、自動
データストリーム変換が行われるのを阻止できます。詳しくは、「RICOH InfoPrint
Manager：Reference」を参照してください。

AIXプリンターを使用する

AIXプリンターでは、データストリームが変換されません。このタイプの宛先では、使用
する処理リソースが少なくなりますが、提供される機能も少なくなります。

その他の宛先タイプ

InfoPrint Selectを使用して印刷ジョブを別の宛先タイプ（BSDやIPPプリンターなど）に実
行依頼するために、PCLとPostScriptジョブにフィニッシングオプションを要求するには、
デフォルトジョブを使用してください。デフォルトジョブとは、特定の論理宛先が受信す
る各ジョブに適用される属性のリストです。InfoPrint Managerアドミニストレーション
GUIを使用すると、InfoPrint Selectが該当するフィニッシングオプションを要求するよう
に、ジョブを送信する論理宛先のデフォルトジョブを変更できます。
デフォルトジョブを使用する場合、フィニッシングオプションごとに別の論理宛先が必要
になります。特定の論理宛先に送信されるそれぞれのジョブごとに、同じ方法でフィニッ
シングが行われます。たとえば、デフォルトジョブのフフィィニニッッシシンンググオオププシショョンン属性を
ssttaappllee--ttoopp--lleeffttに設定すると、そのプリンターに実行依頼されたすべてのジョブは
左上でステープル留めされます。さらに、論理宛先はデフォルトジョブを 1つしか持て
ず、デフォルトジョブは 1つのフィニッシングオプション設定しか持つことができませ
ん。

Download for z/OSを使用する

Download for z/OSはPSF for OS/390のオプション機能であり、TCP/IPを使用してJESス
プールからのデータセットをフォーマットせずに、InfoPrint Manager for AIX、InfoPrint
Manager for Linux、またはInfoPrint Manager for Windowsに自動的に直接送信します。
InfoPrint Managerは、データセットをファイルの中に受信し、フォーマットしてプリン
ターに送信します。Download for z/OSで印刷ジョブを使用して送信するときは、以下のい
ずれかを行ってください。
• JCLキーワードからのマッピングを AIXシェルスクリプトにあるフィニッシング属性
に指定します。OS/390に指定する選択済み JCLパラメーターは、InfoPrint Managerの
ppddpprrフィニッシング属性にマップします。

• 既存の書式定義 JCLキーワードを書式定義属性マッピングに使用します。OS/390に指
定するJCL FORMDEFパラメーターは、InfoPrint Managerのppddpprr書式定義属性にマッピ
ングします。

• デフォルト書式定義またはフィニッシング属性を指定して、すべてのジョブが同じ
フィニッシングオプションを持つようにします。

InfoPrint Managerホットフォルダーを使用する

InfoPrint Managerホットフォルダーは、論理宛先と関連付けられたディレクトリーです。
ファイルをホットフォルダーにコピーまたは移動すると、InfoPrint Managerは、その論理
宛先にこのファイルを自動的に実行依頼します。論理宛先に設定されたデフォルトジョブ
と文書フィニッシング属性は、ホットフォルダーから実行依頼されたジョブに適用されま
す。その他のフィニッシング属性を指定するか、または既存の属性に別の値を使用するこ
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ともできます。ホットフォルダーの使用方法については、「RICOH InfoPrint Manager for
AIX：スタートガイド」の「ジョブを実行依頼するためのホットフォルダーをセットアッ
プする」を参照してください。

InfoPrint Manager LPDおよび LPRクライアントを使用する

InfoPrint Managerラインプリンターデーモン (LPD)は、ラインプリンター (LPR)クライア
ントを使用している他のオペレーティングシステムからの印刷ジョブを実行依頼させる
ユーティリティーです。印刷ジョブをInfoPrint Manager LPDへのフィニッシングを指定し
て実行依頼するには、llpprraaffppなどのLPRクライアントを使用すると、ジョブをInfoPrint
Managerに実行依頼するときに-oオプションを使用し、拡張印刷オプション（書式定義と
ページ定義など）を指定できます。実行依頼コマンドにフィニッシング属性を指定する
か、デフォルトジョブを使用できます。

正しいフィニッシングオプションを選択する

InfoPrint Managerでは、フィニッシングオプションは非常に分かりやすい名前を持つた
め、ジョブに適したオプションを簡単に選択できます。ただし、これらのオプションの名
前は、「縦長」方向を使用する印刷ジョブに基づいているため、「横長」方向で印刷され
たジョブの場合、誤解を招くおそれがあります。また、一部のオプションは、プリンター
から用紙が長辺から給紙される場合（LEF）に有効になったり、用紙が短辺から給紙され
る場合（SEF）に無効（または逆）になります。従って、正しいフィニッシングオプショ
ンを選択すると、混乱することがあります。

他の操作手順

Internet Printing Protocol（IPP）ゲートウェイプリンターをデスクトップに追
加する

Internet Printing Protocol（IPP）は、ユーザーは、既知のIPアドレスがあるIPP対応プリン
ターで文書の印刷を可能にするデータ転送プロトコルです。LANおよびインターネットの
どちらででも、IPPを使用して印刷データを送ることができるので、デスク、ホームオ
フィス、あるいは、インターネット接続ができるところならどこからでも、印刷ジョブを
ネットワークプリンターに送ることができます。現在すべてのプリンターが IPPで使用可
能になっているわけではありません。ただし、プリンターがIPP非対応での場合でも、
InfoPrint Managerでは、IPPゲートウェイ（IPPを使用できる機構）が提供されます。

InfoPrint Manager管理者と協力して、SMITを介して IPPゲートウェイを使用可能にしてお
く必要があります。
IInntteerrnneett PPrriinnttiinngg PPrroottooccooll ((IIPPPP))ゲゲーートトウウェェイイププリリンンタターーは、IPPクライアン
トソフトウェアを使用してクライアントワークステーションに作成するプリンターです。
ユーザーがプリンターに印刷ジョブを実行依頼すると、InfoPrint Manager IPPゲートウェイ
経由でInfoPrintに送信されます。次に、IPPゲートウェイではInfoPrintプリンター（IPP非対
応を含む）にジョブを送信可能になります。
IPPゲートウェイを使用して印刷できるようにするには、まず、IPPクライアントソフト
ウェアをワークステーションまたはラップトップにインストールする必要があります。

4オペレーター/ユーザーの操作
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IPPクライアントソフトウェアは各種プリンターのベンダーから提供されています。印刷
システムの管理者に依頼し、使用しているIPPクライアントを確認してください。IPPクラ
イアントソフトウェアをインストールしてから、以下の手順で、IPPゲートウェイ経由の
印刷用にセットアップします。
1. 印刷システム管理者に、印刷するプリンターのアドレスを問い合わせます。
2. IPPクライアントソフトウェアに付随している説明に従い、プリンターをデスクトップ
に追加します。プリンターのアドレス入力を要求されたときは、手順1で入手したアド
レスを入力します。

3. プリンターが追加されたら、他のプリンターで行うのと同様に、このプリンターに印
刷できます。

DocuTech Model 135プリンターへのジョブを実行依頼する

ネットワークされたDocuTechシステムにジョブを送信するには、最初に、AIXサーバー上
でBSD宛先を作成してください。完了してから、InfoPrint Manager経由でジョブを実行依
頼し、ローカルのDocuTech手順を使用して印刷できるようにリリースできます。

DocuTech 135プリンターの BSD宛先を作成する

InfoPrint基本アドミニストレーターGUIを使用し、以下の操作を行います。
1. テンプレートエリアの［タイプ］列から BSDテンプレートをドラッグし、［実宛先］
ペインにドロップします。実宛先を含むサーバーの選択確認画面が表示されます。

2. 必須情報フィールドに入力します。物理プリンター名には、任意の名前を付け、コマ
ンドは次を使用します。 //uussrr//llppdd//rreemmbbaakk --SS ddooccuu11 --PP ddooccuutteecchh113355ここ
で、--SSは、ジョブが送信されるリモートプリントサーバーの名前であり、--PPはジョブ
が送信されるリモートプリントサーバーのキューの名前です。

3. ［［OOKK］］ボタンを選択します。InfoPrintは、入力された情報を使用して新規実宛先を作
成します。新規論理宛先や新規デフォルトジョブも作成されます。新規デフォルト
ジョブは新規論理宛先に関連付けられ、実宛先を要求します。

4. 実宛先および論理プリンターを使用可能にします。

Docutech 135プリンターに対するジョブを実行依頼する

InfoPrint Selectなどの精通している印刷実行依頼機構またはppddpprrコマンドを使用し、作成
した論理宛先にジョブを実行依頼します。
たとえば、ppddpprr --ppyyuummaa--llpp //bbiinn//tteesstt..ppssを使用すると、yuma-lpという名前の論
理プリンターにテストジョブをルーティングできます。

ジョブは、［ジョブ］ウインドウに概略が表示され、Docutechサーバーにスプールされ
ます。

他の操作手順
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Docutech 135サーバーインターフェースおよびプリンターコンソールからの
ジョブをリリースする

Docutech 135サーバーインターフェースおよびプリンターコンソールからジョブをリリー
スするには、以下の操作を行います。
1. キューに入っているジョブにアクセスすると、実行依頼したファイルにより、最新表
示リストが表示されるはずです。サーバーウィンドウから、印刷用にジョブをリリー
スします。ファイルがリリースされたときに、リリースされた各ジョブのジョブ状況
が表示されます。

2. 今度は、DocuTechコンソールで、プリンターキューのアイコンをクリックして開き、
ジョブファイルリストを開きます。ジョブファイルリストに新しいジョブが表示され
ます。

3. ジョブをクリックし、ファイルをプリンターキューに移動またはコピーします。する
と、InfoPrint Managerジョブは DocuTechプリンターで印刷されます。

状況情報をサポートする

いくつかのタイプのプリンターに関する状況情報をサポートする方法について説明しま
す。

ネットワークプリンター

InfoPrint Manager環境にInfoPrintネットワークプリンターがある場合は、InfoPrint Manager
のメッセージングサポートを利用するために、必ず現行バージョンのInfoPrintネットワー
クプリンタードライバーをインストールしてください。

HPプリンター

InfoPrint ManagerでHPプリンターをすでに構成してある場合は、ppiioojjeettddバックエンド
プログラムではなくppiiooiinnffooバックエンドプログラムを使用するようにddeessttiinnaattiioonn--
ccoommmmaanndd属性を変更してください。
pdset -cde -x "destination command='/usr/lpd/pio/etc/pioinfo ipaddr'"

ここで、ipaddrは、プリンターのIPアドレスまたはホスト名です。

IPPプリンター

IPP印刷（IPPS）を使用するときに、SSLを使用してサーバーと装置間の通信を暗号化する
ことによってセキュリティーを強化する場合は、ddeessttiinnaattiioonn--ccoommmmaanndd属性を変更
して、ppiiooiippppssバックエンドプログラムを使用する必要があります。
必要なコマンドは、以下の通りです。
pdset -cdestination -x "destination command='/usr/lpd/pio/etc/pioipps printerURI'"

4オペレーター/ユーザーの操作
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ここで、 printerURIは、IPPプロトコルを使用してデータを印刷できるプリンターの
URIです。

• リソースパス /ipp/printは、一般的にIPPプリンターで使用されます。ただし、こ
の規則に従う厳しい要件はありません。また、さまざまな場所を使用した古いIPPプリ
ンターを使用することはできません。プリンターの使用説明書またはプリンターの
Bonjour（DNS-SD）登録情報を参照して、プリンターの正しいホスト名、ポート番
号、およびパスを決定します。

印刷中のジョブを停止、再開、または一時停止する

ジョブの印刷を停止し、印刷を再度開始する場合は、またはジョブの印刷を停止し、別の
プリンターに移動し、再度印刷を開始する場合は、次の手順を使用します。AFP印刷ジョ
ブを出力する場合、この手順を使用して、ジョブの印刷を停止し、ジョブの先頭からでは
なく、途中の任意のページから再度開始することもできます。
ここのの手手順順でではは、、ププリリンンタターーはは停停止止ししまませせんん。。選選択択ししたたジジョョブブだだけけ停停止止ししまますす。。
目的のジョブが停止すると、キュー内の次のジョブが印刷を開始します。プリンターを停
止する場合（トナー交換など）、P. 422「定期保守を実施でプリンターを停止する」の手
順を使用してください。

• 手順の完了方法が必要な場合は、InfoPrint Manager GUIにあるオンラインヘルプを参照
してください。

P. 413「ジョブを停止する」の手順を使用したときは、InfoPrint Managerはジョブが取り
消されたものと見なし、ジョブに関するチェックポイント情報を収集しません。もう一度
印刷するためにジョブをリリースする前に、オペレーターがページ範囲を変更しない限
り、ジョブはページ 1から印刷を再開します。ページが正しい相互関係の区画に配置され
るように、ページ範囲を選択するときは、ジョブに関連付けられているNアップ操作を確
認してください。ジョブが誤った用紙で印刷を始めたことに気付いた場合、この手順は役
立ちます。

ジョブを停止する

1. InfoPrint Managerオペレーション GUIまたはInfoPrint Managerアドミニストレーショ
ン GUIを開始します。

2. GUIで、停止したいジョブを見つけて、選択します。
3. ［［ジジョョブブ］］→→［［保保留留］］をクリックします。

保保留留項目がジジョョブブメニューに表示されない場合は、メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去を使
用して項目を追加します。

4. ［［OOKK］］をクリックします。

他の操作手順
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ジョブが印刷を停止し、アイコンが黒色に変化し、ジョブがメインInfoPrint Manager
GUIウィンドウのジョブウィンドウにリストされます。

ジョブを再開する

以下のいずれかの作業を実行するには、下記の手順に従います。
• ジョブが以前に印刷されていた同じプリンターでジョブ全体が印刷されます。
• 別のプリンターでジョブ全体が印刷されます。
• ジョブの一部 (たとえば、1ページから 50ページまで、または 12ページから終わりま
で)を印刷する。

– ジジョョブブ→→保保留留を使用したときは、ジョブ情報がリセットされ、ジョブの開始位置に
なります。チェックポイント情報は保管されません。

– ジョブが印刷前にAFPに変換される場合だけ、ジョブの途中で印刷を開始できま
す。ASCII、KGL、メタコードの一部は印刷できません。ジョブ全体を印刷してくだ
さい。

– ジョブ全体を印刷してください。複数の印刷可能文書がある場合は、ジョブ全体を
印刷するか、または前送り/後送りを使用してジョブのセクションをスキップする必
要があります。前送り/後送りの説明については、P. 420「印刷中のジョブで前後に
移動する」を参照してください。
ホストシステムからDPFを使用してこのジョブを実行依頼した場合は、ジョブの任
意のページから印刷を開始できますが、InfoPrint Managerは、終了ページに指定さ
れた値を無視します。必ず、ジョブの終わりまで印刷されます。

前送り/後送りは、ジョブをPSF DSSプリンターに送信する場合だけ機能します。
印刷ジョブを再開するには、以下の操作を行います。
1. 前回使用していたプリンターでジョブ全体を印刷するには、ジョブウィンドウでジョ
ブを選択し、ジジョョブブ→→リリリリーーススをクリックします。ジョブは先頭ページから印刷を開
始します。

2. 別のプリンターでジョブ全体を印刷するには、手順8と手順9間にある作作業業をを続続けけるる前前
ににに移動します。

3. ジョブの一部だけ印刷する場合は、印刷を開始するページを確認します。

4オペレーター/ユーザーの操作
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ジョブの先頭ページから印刷しない場合は、開始するページを選択してください。用
紙の表表面面の先先頭頭ページから印刷が開始されるため、両面印刷ジョブやNアップジョブ
が混合することがあります。正しい開始ページを選択しないと、ジョブは印刷されま
すが、間違った順序になります。
たとえば、2アップ両面印刷ジョブを印刷する場合は、実際には、以下のように各用紙
に4ページずつ印刷されます。

2アップ両面印刷ジョブ:表面および裏面
用紙の表面 用紙の裏面

シシーートト11

 
1

 
3

 
4

 
2

シシーートト22

 
5

 
7

 
8

 
6

最最後後ののシシーートト

 
n-3

 
n-1

 
n

 
n-2

このジョブは、表面に最初のページを配置して印刷を開始する必要があるため、1ペー
ジまたは 5ページ (またはその位置に来る他の任意のページ)を選べます。別のページ
を選択した場合は、ページ順序が間違い、ジョブは正しく印刷されません。

4. 印刷を停止するページを決定します（ジョブ終了まで印刷しない場合）。
印刷する最終ページの正確な配置は不要です。最終ページは任意の場所に配置できま
す。

5. 印刷するジョブを選択します。
6. ジョブが選択された状態で、ジジョョブブ→→処処理理すするるペペーージジ範範囲囲のの変変更更をクリックします。
処処理理すするるペペーージジ範範囲囲のの変変更更項目がジジョョブブメニューに表示されない場合は、メメニニュューー項項
目目のの追追加加//除除去去を使用して項目を追加します。

他の操作手順
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7. 処処理理すするるペペーージジ範範囲囲のの変変更更ダイアログでペペーージジのの範範囲囲を選択し、先に決定した開始
ページと終了ページを入力します。

分散印刷機能（DPF）を使用してこのジョブを実行依頼した場合は、InfoPrint Manager
は、指定した終了ページを無視します。DPFのジョブは常に、指定した開始ページか
らジョブの最後まで印刷します。

8. OOKKをクリックします。
作作業業をを続続けけるる前前にに
ジョブの移動先は、ジョブが始めに実行依頼された先と同じ宛先サポートシステム
（DSS）を使用するInfoPrintプリンターにします。別のDSSを使用するプリンターに
ジョブを移動し、その新しいプリンターでサポートされないジョブの属性があった場
合は、ジョブは印刷できません。InfoPrintプリンターで使用されるDSSを確認するに
は、以下の操作を行います。
1. InfoPrint Manager GUIのメインウィンドウのツリー表示で目的のプリンターを選択
します。

2. 詳細表示にタタイイププ列が表示されるかどうか確かめます。タタイイププ列に、InfoPrintプリ
ンターが使用するDSSが表示されます。

3. ［［タタイイププ］］列が表示されない場合、［［メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去］］を使用して、
その項目を追加します。

手順9に進みます。
9. もう一度、目的のジョブを選択して、［［ジジョョブブ］］→→［［ジジョョブブのの移移動動］］をクリックしま
す。

10. ジジョョブブのの移移動動ダイアログでジョブの印刷先のプリンターを選択します。以前ジョブを
印刷したプリンターと同じプリンターを選択するか、別のプリンターを選択できま
す。
以下の手順12でジョブをリリースするときに、ジョブを受け取る場合は、キューに戻
り、印刷を待機します。キューにある未処理のジョブの数によって、ジョブが印刷さ
れるまで時間がかかることがあります。ジョブを即時に印刷するには、目的のジョブ
をキューの先頭に移動する (次に印刷されます)か、または目的のジョブの優先順位を
変更します (目的のジョブは優先順位の変更前よりは早く印刷されますが、必ずしも次
に印刷されるとは限りません)。

11. ジョブをキューの先頭に移動するには、InfoPrint Manager GUIで目的のジョブを選択
し、最最優優先先ジジョョブブににすするるタスクを使用します。ジョブの優先順位を変更するには、
［［優優先先順順位位のの変変更更］］タスクを使用します。

12. ［ジョブ］ウインドウでジョブを選択して、［［ジジョョブブ］］→→［［リリリリーースス］］をクリックし
ます。

使用したいタスクがメニューに表示されない場合、［［メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去］］を
使用して、その項目を追加します。

4オペレーター/ユーザーの操作



4

417

印刷しているジョブを一時停止する

この手順を使用するときは、InfoPrint Managerはジョブを停止し、一時停止したジョブが
印刷中かを確認し、印刷中の場合はジョブに関するチェックポイント情報を収集します。
ジョブは、GUIで一一時時停停止止と表示されます。ジョブが再開したときにオペレーターが
チェックポイント情報を無効にしない場合は、チェックポイント地点から開始します。
チェックポイント情報を無効にした場合は、オペレーターがジョブを再開する前にページ
範囲を変更するまで、ページ1から再開されます。チェックポイント情報を無効にする操
作の例としては、ジョブ属性を変更して、印刷前にジョブが再RIP処理されるようにする
ことが挙げられます。
1. InfoPrint Managerオペレーション GUIまたはInfoPrint Managerアドミニストレーショ
ン GUIを開きます。

2. 一時停止したいジョブを見つけて、選択します。
3. ［［ジジョョブブ］］→→［［一一時時停停止止］］→→［［今今すすぐぐ］］または［［ジジョョブブ］］→→［［一一時時停停止止］］→→［［現現
行行ココピピーーのの後後］］をクリックします。

［［一一時時停停止止］］項目が［［ジジョョブブ］］メニューに表示されない場合は、［［メメニニュューー項項目目のの
追追加加//除除去去］］を使用して、その項目を追加します。

4. OOKKをクリックします。
ジョブが印刷を停止し、アイコンが黒色に変化し、ジョブがメインInfoPrint Manager
GUIウィンドウのジョブウィンドウにリストされます。

5. このジョブの印刷を再開するには、ジジョョブブ→→再再開開をクリックします。

• プリンターに紙詰まりなどの機能上の問題が発生した場合、IPDSプリンターバッ
ファーの印刷データは印刷されなくなります。すでに送信されたデータが処理される
まで、プリンターは一一時時停停止止コマンドを処理しません。この状況は、Web GUIのフ
リーズと見なすことができます。
この問題を解決するには、以下の方法があります。
– 機能的な問題を解決すると、プリンターは印刷を再開します。
または：
– 一一時時停停止止ではなく保保留留コマンドを送信します。保保留留コマンドはIPDSバッファーを
破棄し、InfoPrint Managerでジョブを保留状態にするためです。詳しくは、P. 413「
ジョブを停止する」を参照してください。

再印刷のため保持ジョブを再実行依頼する

以下の手順に従って、再印刷のため保持ジョブを再実行依頼します。
1. InfoPrint Managerオペレーション GUIまたはInfoPrint Managerアドミニストレーショ
ン GUIを開きます。

2. 保保持持ジジョョブブ領域で、再印刷するために再実行依頼するジョブを選択します。

他の操作手順
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ジョブがキューに入った直後にそのジョブを印刷しないようにするには、P. 413「
ジョブを停止する」を参照してください。

3. ジジョョブブ→→ジジョョブブのの移移動動に順にクリックし、ジジョョブブのの移移動動ダイアログを開きます。

ジジョョブブのの移移動動項目がジジョョブブメニューに表示されない場合は、メメニニュューー項項目目のの追追加加//
除除去去を使用して項目を追加します。

4. ジジョョブブのの移移動動ダイアログで、リストから宛先を選択します。以前ジョブを印刷した
プリンターと同じプリンターを選択するか、別のプリンターを選択できます。

5. OOKKをクリックして、選択した宛先にジョブを再実行依頼します。ジョブが受け入れ
られると、キューに入って印刷されるのを待ちます。

以前停止したジョブについては、P. 414「ジョブを再開する」を参照してくださ
い。

InfoPrint 4000/4100で印刷中のジョブを操作/再開する

以下の場合に、この手順を使用します。
• 印刷中のジョブに割り込み、印刷を再開する場合
• 印刷中のジョブに割り込み、別のジョブを印刷してから、ジョブを再開する
• 印刷中のジョブに割り込み、異なるプリンターにジョブを移動してから、印刷を開始
する

ここのの手手順順でではは、、ププリリンンタターーはは停停止止ししまませせんん。。印印刷刷中中ののジジョョブブだだけけ停停止止ししまますす。。他他のの
ジジョョブブはは、、ププリリンンタターーでで引引きき続続きき印印刷刷さされれまますす。。
目的のジョブが停止すると、キュー内の次のジョブが印刷を開始します。プリンターを停
止する場合（トナー交換など）、P. 422「定期保守を実施でプリンターを停止する」の手
順を使用してください。

• 以下の手順の完了方法が必要な場合は、InfoPrint Manager GUIのオンラインヘルプを参
照してください。

「P. 419「印刷中のジョブに割り込む」」の手順に従うと、ジョブは物理シートを埋め、
停止し、最後に印刷される (AFP)ページの番号を示すメッセージを最終ページの後に印刷
します。ジョブは、GUIで一一時時停停止止と表示されます。再開したときは、ジョブは次の論理
区画にある次次ページから印刷を開始します。InfoPrint Managerは、ジョブが再開されたセ
クションの終わりに印刷が開始されたページを示すメッセージを印刷します。時間のかか
るジョブを印刷中に、別のジョブの印刷が緊急に必要な場合は、以下の手順を使用してく
ださい。

4オペレーター/ユーザーの操作
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印刷中のジョブに割り込む

1. InfoPrint Managerオペレーション GUIまたはInfoPrint Managerアドミニストレーショ
ン GUIを開きます。

2. GUIで、印刷中のジョブがあるプリンターを見つけて、選択します。
3. プリンターを右クリックして印印刷刷ジジョョブブにに割割りり込込むむを選択するか、プリンターをク
リックしてからツールバーで アイコンを左クリックします。

［［印印刷刷ジジョョブブにに割割りり込込むむ］］アクションが［プリンター］メニューまたはツールバー
にない場合、［［カカススタタママイイズズ］］ダイアログでアクションを追加してください。

4. 以下のオプションを選択できます。
• すぐにジョブに割り込むには、［［今今すすぐぐ］］を選択
• 現行コピーの印刷を終了した後でジョブに割り込むには、［［現現行行ココピピーーのの後後］］
を選択

5. OOKKをクリックします。
印刷中のジョブが印刷を停止し、アイコンが黒色に変化し、ジョブがメインInfoPrint
Manager GUIウィンドウのジョブウィンドウにリストされます。他のジョブは、その
プリンターで引き続き印刷されます。

割り込んだジョブを再開する

割り込んだ印刷ジョブを再開するには、以下の操作を行います。
• GUIで、割り込んだジョブを右クリックして［［再再開開］］アクションを選択します。
• ジョブを選択し、ツールバーで

アイコンをクリックします。

実宛先を一時停止/再始動する

以下の手順を使用し、実宛先を一時停止または再始動します。大きなジョブを印刷すると
き、プリンターの保守を実行できるよう実宛先を一時停止したい場合があります。

実宛先を一時停止する

1. InfoPrint Managerオペレーション GUIまたはInfoPrint Managerアドミニストレーショ
ン GUIを開きます。

2. GUIで、一時停止したい実宛先を見つけます。

他の操作手順
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3. 実宛先を右クリックして停停止止を選択するか、実宛先を左クリックし、次にツール
バーの を左クリックします。

［［停停止止］］アクションがメニューまたはツールバーにない場合、［［カカススタタママイイズズ］］ダ
イアログでアクションを追加してください。

4. 以下のオプションを選択できます。
• 実宛先を一時停止するには、今今すすぐぐを選択
• 現行コピーの印刷を終了した後で実宛先を一時停止するには、現現行行ココピピーーのの後後を
選択

• 現行ジョブの印刷を終了した後で実宛先を一時停止するには、［［現現行行ジジョョブブのの
後後］］を選択

5. OOKKをクリックします。
実宛先は印刷を停止し、実宛先で処理されていたジョブは、その実宛先が再始動す
るまで同じ状態のままです。

実宛先を再開する

実宛先を再開するには:
• GUIで、実宛先を右クリックして再再開開を選択します。

• 実宛先を選択し、ツールバーの アイコンを左クリックします。

印刷中のジョブで前後に移動する

InfoPrint Managerでは、ジョブのページ間を移動することを前送り/後送りと呼びます。
• 前送りは、ジョブ内で現在より後ろのポイントに移動することです (たとえば、10
ページから 15ページへのスキップ)。

• 後送りは、ジョブ内で現在より前のポイントに移動することです (たとえば、40ペー
ジから 20ページへの後退)。

プリンターを前送り/後送りする

留留意意事事項項::

• PPSSFF宛宛先先ササポポーートトシシスステテムム((DDSSSS))とと以以下下のの接接続続タタイイププののいいずずれれかかをを使使用用すするるププリリンン
タターーだだけけ、、前前送送りり//後後送送りりででききまますす。。
– PSF TCP/IP

– PSF BSD

– PSF他

4オペレーター/ユーザーの操作
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お使いのプリンターが使用しているDSSを確認するには、以下の手順に従ってくださ
い。
1. InfoPrint Manager GUIのメインウィンドウのツリー表示で目的のプリンターを選択
します。

2. 詳細表示にタタイイププ列が表示されるかどうか確かめます。タタイイププ列に、InfoPrintプリ
ンターが使用するDSSが表示されます。

3. ［［タタイイププ］］列が表示されない場合、［［メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去］］を使用して、
その項目を追加します。

• ププリリンンタターーのの前前送送りり//後後送送りりはは、、ジジョョブブがが印印刷刷をを開開始始ししたた後後だだけけにに実実行行ででききまますす。。
ジョブのセクション（11ページから20ページまでなど）だけ印刷する場合は、または
ジョブの先頭ページ以外のページから印刷を開始するには、InfoPrint Manager GUIの処処
理理すするるペペーージジ範範囲囲のの変変更更タスクを使用します。

• 前前送送りり//後後送送りりはは、、低低速速ププリリンンタターーよよりりもも、、高高速速ププリリンンタターーのの方方ががううままくくいいききまま
すす。。
前送り/後送りは、PSF DSSを使用して印刷を行うすべてのプリンターでサポートされ
ていますが、印刷が1分あたり40ページ（ppm）未満のプリンターの前送り/後送りは
非常に難しいのです。前送り/後送りは、60～100 ppmで印刷するプリンターで適切に
機能し、正しく構成された高速のInfoPrintプリンターでは非常に良好に動作します。

• IInnffooPPrriinntt 44000000ととIInnffooPPrriinntt 44110000のの各各ププリリンンタターーでではは、、前前送送りり//後後送送りりをを効効率率
的的にに実実行行すするるたためめにに、、追追加加のの構構成成がが必必要要ににななりりまますす。。
プリンターを設定する手順については、前前送送りり//後後送送りり用用にに高高速速ププリリンンタターーををセセッットト
アアッッププすするるのトピックを参照してください。

• ペペーージジ番番号号はは、、文文書書ののペペーージジ番番号号ででははななくく、、印印刷刷ジジョョブブののペペーージジ番番号号をを参参照照ししまま
すす。。
たとえば、書物で、第 1章の最初のページは、通常、「ページ 1」です。しかし、それ
が、印刷ジョブのページ 15の場合があります。表題ページ、著作権表示、および目次
があるためです。

• 用用紙紙のの裏裏面面ままでで前前送送りり//後後送送りりははででききまませせんん。。
両面印刷ジョブを印刷する場合は、常に、前送り/後送りする用紙の表面と裏面の両方
が印刷されます。

プリンターを前送りおよび後送りするには、以下の手順に従ってください。
1. InfoPrint Manager GUIを開始します。
2. GUIで、前送り/後送りするInfoPrintプリンターに移動します。
3. InfoPrintプリンターをクリックして選択してから、ププリリンンタターー→→停停止止をクリックし
ます。

メニューに停停止止が表示されない場合は、メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去を使用して項目
を追加します。

4. 停停止止:: pprriinntteerr__nnaammeeダイアログで、一一時時停停止止と今今すすぐぐを選択し、OOKKをクリックしま
す。
今今すすぐぐを選択しても、ジョブの停止できるポイントまで到達する必要があるため、
しばらくの間プリンターで印刷が続行します。正しく構成されているInfoPrint 4000

他の操作手順
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プリンターの場合は、10秒以上の待機は不要です。他のプリンターでは、10秒以上
の待機が必要な場合があります。

5. プリンターで印刷が停止されてから、印刷された最終用紙を確認します。ジョブの
シート数を書き留めてください。

6. 前送り/後送りするジョブの用紙を確認します。ジョブのシート数を書き留めてくだ
さい。

7. 前送り/後送りするシート数を確認します。
• プリンターを前前送送りりするには、以下の操作を行います。
スキップ先にするシートの番号（手順6）から最後に印刷されたシートの番号
（手順5）を引いてから、1を足します。次のようになります。
（手順6の数値）-（手順5の数値）- 1 =スキップするシート数

• プリンターを後後送送りりするには、以下の操作を行います。
最後に印刷されたページ（手順5）から戻るシート番号（手順6）を引き、1を足
します（現在のページ用）。次のようになります。
（手順5の数値）-（手順6の数値）+ 1 =後送りするシート数

8. プリンターを前送り/後送りする印刷面の数を決定します。
• 片面印刷ジョブを印刷する場合、面の数は、ステップ 7からのシートの数と同じ
です。

• 両面印刷ジョブを印刷する場合は、手順7の数値に2を掛けて印刷面の数を算出し
ます。（手順7からの数値x 2 =印刷面の数）

9. InfoPrint Manager GUIで、前送り/後送りするプリンターを見つけ、選択します。
10. プリンターが選択された状態で、ププリリンンタターー→→前前送送りり//後後送送りりをクリックします。
11. pprriinntteerr__nnaammeeの前送り/後送りダイアログで、後後送送りりまたは前前送送りりを選択し、手

順8で算出した印刷面の数を入力します。
12. OOKKをクリックします。
13. プリンターが選択されたままの状態であることを確認し、ププリリンンタターー→→再再開開をク

リックし、プリンターを再開します。

定期保守を実施でプリンターを停止する

この手順を使用し、マイクロコードの更新、用紙の変更、またはプリンターの清掃などの
日常の保守を実行できるように、プリンターを停止します。プリンターを停止中は、
InfoPrint Managerはプリンターにジョブの送信やスケジュールは実行できません。この手
順は、DSSを使用するプリンターに有効です。
1. InfoPrint Managerオペレーション GUIまたはInfoPrint Managerアドミニストレーショ
ン GUIを開きます。

2. GUIで、停止するプリンターを見つけて、選択します。
3. プリンターを無効にするには、ププリリンンタターー→→無無効効ににすするるを使用します。

4オペレーター/ユーザーの操作
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InfoPrintプリンターはジョブの受け取りを停止しますが、印刷はすぐに停止しませ
ん。プリンターは、使用不可にする前に処処理理中中状態だったすべてのジョブが印刷さ
れた後に停止します。

4. プリンターで印刷を停止した後に、必要な保守を実施できます。
5. 作業が終了し、プリンターが再度ジョブを受信する準備が完了したときは、InfoPrint

Manager GUIに戻ります。
6. GUIで目的のプリンターを見つけて、選択します。
7. GUIを使用し、再度プリンターを使用可能にします。
プリンターは、再度、ジョブを受け入れて印刷できる状態になります。

プリンターの問題を修正して印刷を再開する

以下の手順は、紙づまり、「用紙切れ」エラー、または他の理由でプリンターが印刷を停
止した場合に使用します。

• 以下の手順の完了方法が必要な場合は、InfoPrint Manager GUIにあるオンラインヘルプ
を参照してください。

最初に行う確認事項

「用紙切れ」エラーおよび紙詰まりは、容易にリカバリーできます。多くの場合は、
InfoPrint Managerで修正のアクションは不要です。InfoPrint Managerは、プリンターで再度
印刷の準備完了になるまで、待機します。InfoPrint Managerは待機している間、ジョブの
受け取りとプリンターへのスケジューリングを続行します。
問題が発生したためにプリンターが停止した場合は、まず最初に、以下のことを試してく
ださい。
1. プリンターを確認します。

• 多数のジョブのページが失敗し、再印刷が必要な場合は、ここで停止します。こ
の手順を完了しないでください。代わりに、P. 424「より複雑な問題を修正す
る」の手順を使用してください。

• そうでなければ、ビンが空の場合は用紙をセットするか、プリンターコンソール
の指示に従って紙詰まりを除去します。すべてが解決されると、プリンターは自
動的にリセットされ、ジョブの実行依頼を続行します。 InfoPrint Managerは、中
断地点から開始します。

2. InfoPrint Manager GUIでプリンターに移動します。その状況が作作動動可可能能であることを
確認します。そうでない場合は、そのプリンターを選択し、GUIによって使用可能
にします。

3. 印刷ジョブの数ページだけ再印刷する場合は、ppaaggee--sseelleecctt属性を使用してジョ
ブを再実行依頼して印刷することが最も簡単な方法です。PSF DSSを使用している
場合およびジョブが印刷前に AFPに変換される場合、ジョブの一部だけを印刷でき
ます。

他の操作手順
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4. 印刷ジョブの数シートを再印刷する場合は、ジョブを再実行依頼し、特定のシート
範囲だけ再印刷できます。PSF DSSを使用している場合は、ジョブの特定のシート
範囲だけ印刷できます。シート範囲オプションは、ASCIIまたは DPF IPDSデータス
トリームには適用されません。

より複雑な問題を修正する

この手順は、問題の修正が困難なときやページ数が多いジョブを再印刷する場合に使用し
ます。
1. InfoPrint Manager GUIを開きます。
2. プリンターにジョブを送信するInfoPrint Managerプリンター（実宛先とも呼ぶ）を選択
します。

3. GUIを使用し、プリンターを使用不可にします。
再度プリンターを使用可能にするまで印刷ジョブは受け取り不可になります。

4. ジョブの途中でプリンターが印刷を停止した場合は、GUIでジョブを選択します。
5. ジョブが選択された状態で、［［ジジョョブブ］］→→［［保保留留］］をクリックします。

保保留留項目がジジョョブブメニューに表示されない場合は、メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去を使用
して項目を追加します。

6. OOKKをクリックします。
ジョブが印刷を停止し、アイコンが黒色に変化し、ジョブがメインInfoPrint Manager
GUIウィンドウのジョブウィンドウにリストされます。

7. キューにあるその他のプリンター待機中のジョブの処理方法を決定します。一部のオ
プションは、以下のとおりです。
• キューに残します。再度プリンターを使用可能にしたときに、印刷されます。問題
をすぐに修正できる場合は、このオプションが最も簡単な方法です。また、プリン
ターがプールされている場合は、プリンターが準備完了になるまで、別のプリン
ターですべてのジョブが実行されます。

• 別のプリンターに移動します。現在のジョブを実行中に、他のジョブの印刷をスケ
ジュールできます。

• 削除します。このオプションは、再実行依頼が他の方法を使用してリカバリーする
より簡単な場合だけ考慮してください。

8. プリンターで問題を修正します。
問題が修正されると、プリンターが印刷を再開し、使用不可にする前とジョブを削除
する前にバッファーされていたページを消去する場合があります。プリンターを使用
不可にしたときに処処理理中中状態のジョブがある場合は、印刷されます。

9. InfoPrint Manager GUIに戻り、InfoPrint Managerプリンターを選択します。
10. GUIを使用して、プリンターを使用可能にします。
プリンターは、再度、ジョブを受け取り可能になります。ジョブをキューに残した場
合、プリンターはジョブの受け入れと印刷を開始します。
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問題発生時に印刷中だったジョブを再開する

次のいずれかを実行できます。
• 最初からジョブを開始します。
• 問題が発生する前の地点からジョブを開始します（破損したページが印刷されま
す）。

– 印刷前にジョブがAFPに変換されている場合だけ、ジョブの途中から印刷を開始で
きます。ASCII、KGL、メタコード、またはLCDSジョブの一部は印刷できません。
ジョブ全体を印刷してください。

– ジョブに複数の印刷文書がある場合も、ジョブの途中で印刷を開始できます。これ
は、再印刷するシート範囲を指定することで、実行できます。

1. 前回使用していたプリンターでジョブ全体を印刷するには、ジョブウィンドウでジョ
ブを選択し、ジジョョブブ→→リリリリーーススをクリックします。ジョブは先頭ページから印刷を開
始します。

2. 別のプリンターでジョブ全体を印刷するには、手順8と手順9間にある作作業業をを続続けけるる前前
ににに移動します。

3. ジョブの一部だけ印刷する場合は、印刷を開始するページを算定します。

他の操作手順



4

426

ジョブの先頭ページから印刷しない場合は、開始するページを選択してください。用
紙の表表面面の先先頭頭ページから印刷が開始されるため、両面印刷ジョブやNアップジョブ
が混合することがあります。正しい開始ページを選択しないと、ジョブは印刷されま
すが、間違った順序になります。印刷する先頭/最終シートを指定してシート範囲を選
択するだけで、この状況を回避できます。
たとえば、2アップ両面印刷ジョブを印刷する場合は、以下のように各用紙に4ページ
ずつ印刷されます。

2アップ両面印刷ジョブ：表面および裏面
用紙の表面 用紙の裏面

シシーートト11

 
1

 
3

 
4

 
2

シシーートト22

 
5

 
7

 
8

 
6

最最後後ののシシーートト

 
n-3

 
n-1

 
n

 
n-2

おもて面の先頭ページからジョブの印刷が開始するため、1ページ目または5ページ目
（またはその位置になる他のページ）を選択できます。別のページを選択した場合
は、ページ順序が間違い、ジョブは正しく印刷されません。
ただし、この状況を回避する方法があります。シート範囲を選択すると、印刷する先
頭シートと最終シートを指定できます。
シート範囲を定義するには、以下の操作を行います。
1. ジジョョブブ→ププロロパパテティィーー→すすべべてて表表示示を選択します。
2. ジジョョブブそそのの他他タブをクリックします。
3. シシーートト範範囲囲セクションのフィールドに、範囲を示す数値を入力します。

4オペレーター/ユーザーの操作
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4. 右側の値リストフィールドに新しい範囲を追加するには、追追加加ボタンをクリックし
ます。

印刷対象として最大 10個の sheet-rangeを指定できます。sheet-rangeを11個以上指定
した場合は、シートがまったく印刷されず、InfoPrint Managerはエラーを発行します。

4. 印刷を停止するページを決定します (ジョブの終わりまで印刷しない場合)。
印刷する最終ページの正確な配置は不要です。最終ページは任意の場所に配置できま
す。

5. 印刷するジョブを選択します。
6. ジョブが選択された状態で、ジジョョブブ→→処処理理すするるペペーージジ範範囲囲のの変変更更をクリックします。
処処理理すするるペペーージジ範範囲囲のの変変更更項目がジジョョブブメニューに表示されない場合は、メメニニュューー項項
目目のの追追加加//除除去去を使用して項目を追加します。

7. 処処理理すするるペペーージジ範範囲囲のの変変更更ダイアログでペペーージジのの範範囲囲を選択し、選択した開始ページ
と終了ページを入力します。

分散印刷機能（DPF）を使用してこのジョブを実行依頼した場合は、InfoPrint Manager
は、指定した終了ページを無視します。DPFのジョブは常に、指定した開始ページか
らジョブの最後まで印刷します。

8. OOKKをクリックします。
作作業業をを続続けけるる前前にに
ジョブの移動先は、ジョブが始めに実行依頼された先と同じ宛先サポートシステム
（DSS）を使用するInfoPrintプリンターにします。別のDSSを使用するプリンターに
ジョブを移動し、その新しいプリンターでサポートされないジョブの属性があった場
合は、ジョブは印刷できません。InfoPrintプリンターで使用されるDSSを確認するに
は、以下の操作を行います。
1. InfoPrint Manager GUIのメインウィンドウのツリー表示で目的のプリンターを選択
します。

2. 詳細表示にタタイイププ列が表示されるかどうか確かめます。タタイイププ列に、InfoPrintプリ
ンターが使用するDSSが表示されます。

3. ［［タタイイププ］］列が表示されない場合、［［メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去］］を使用して、
その項目を追加します。

手順9に進みます。
9. もう一度、目的のジョブを選択して、［［ジジョョブブ］］→→［［ジジョョブブのの移移動動］］をクリックしま
す。

10. ［［ジジョョブブのの移移動動］］ダイアログでジョブの印刷先のプリンターを選択します。ジョブが
以前に印刷されたプリンターまたは別のプリンターを選択できます。
以下の手順12でジョブをリリースするときに、ジョブを受け取る場合は、キューに戻
り、印刷を待機します。キューにある未処理のジョブの数によって、ジョブが印刷さ
れるまで時間がかかることがあります。ジョブを即時に印刷するには、目的のジョブ
をキューの先頭に移動する (次に印刷されます)か、または目的のジョブの優先順位を
変更します (目的のジョブは優先順位の変更前よりは早く印刷されますが、必ずしも次
に印刷されるとは限りません)。

他の操作手順
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11. ジョブをキューの先頭に移動するには、InfoPrint Manager GUIで目的のジョブを選択
し、最最優優先先ジジョョブブににすするるタスクを使用します。ジョブの優先順位を変更するには、
［［優優先先順順位位のの変変更更］］タスクを使用します。

12. ［ジョブ］ウインドウでジョブを選択して、［［ジジョョブブ］］→→［［リリリリーースス］］をクリックし
ます。

使用したいタスクがメニューに表示されない場合、［［メメニニュューー項項目目のの追追加加//除除去去］］を
使用して、その項目を追加します。

取り付けられているトナーバージョンに対して正しいハーフトーンを使用す
る

InfoPrint 4000プリンターとInfoPrint 4100プリンターには、複数のトナーのバージョンがあ
ります。一部のプリンターモデルには、InfoPrint Managerに、異なるトナーに異なるハー
フトーン曲線が同梱され、正しく置き換えたりインストールするためのスクリプトが付属
しています。トナーに正しいハーフトーンをインストールし、最高の印刷品質を達成しま
す。
トナーの特性によって、ハーフトーンリソースを変更しなければならない場合がありま
す。プリンターに取り付けられているトナーを別のバージョンのトナーに交換した場合、
使用する印刷トナーのバージョンを変更し、ttoonneerr--vveerrssiioonn実宛先属性を設定する必
要があります。

4オペレーター/ユーザーの操作
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5.参照情報
•IPDS印刷オペレーターコマンド
•IPDSエラーリカバリー

IPDS印刷オペレーターコマンド
InfoPrint Managerには、IPDSプリンターでの印刷を管理するときに使用できる総合的なオ
ペレーターコマンドセットが用意されています。これらのコマンドは、印刷優先順位の管
理に役立てたり、印刷システムで発生する問題を処理するときに便利な機能をオペレー
ターに提供することで役立てたりする場合に使用できます。以下の表は、最も一般的に使
用されるいくつかのオペレータータスクと、それぞれの対応コマンドについて説明してい
ます。詳しくは、「RICOH InfoPrint Manager：Reference」を参照してください。

タスク 説明 InfoPrint Managerコマンド構文

1 使用不可 プリンターに新しいジョブの受け
入れを停止させます。

ppddddiissaabbllee --ccdd dest。ここで、destは
論理宛先オブジェクトまたは実宛先（プ
リンター）オブジェクトを指定します。

2 使用可能 プリンターに新しいジョブの受け
入れを許可します。

ppddeennaabbllee --ccdd dest。ここで、destは
論理宛先オブジェクトまたは実宛先（プ
リンター）オブジェクトを指定します。

3 アクティブジョブ
の照会

プリンター上でどのジョブがアク
ティブで印刷中であるか照会しま
す。

照会応答は、プリンターから取得
された端末カウンターの最後の
セットに基づきます。端末カウン
ターの最後のセットは、連続して
ページを印刷しています。絶対的
に正確な照会を入手するには、次
のことを行う必要があります。
• プリンターを一時停止する(7)
• 照会を実行する
• プリンターを再開する (11)

ppddllss --ff ""ddeessttiinnaattiioonn--nnaammee--
rreeqquueesstteedd====llddeesstt &&&& ccuurrrreenntt--jjoobb--
ssttaattee====pprriinnttiinngg"" server:。ここで、
serverはジョブが実行依頼された
InfoPrintAIXサーバーを指定します。
destは実宛先（物理プリンター）を指
定します。

4 ページ番号の照会
現在印刷中のページのページ番号
を照会します。(3)の後の注注を参
照します。

ppddllss --ccjj --rr ccuurrrreenntt--ppaaggee--pprriinnttiinngg
jobid。ここでは、jobidはjjoobb--
iiddeennttiiffiieerr属性を指定します。グ
ローバルIDは、規則server:0123456789
に従います。 serverは、このジョブが
送信されたInfoPrintAIXサーバーの名前を
指定します。 0123456789は、InfoPrintス
プーラーによって割り当てられた10桁の
数値を示します。 123456789は、
InfoPrintスプーラーによって割り当てら
れた10桁の数値を示します。jjoobb--
iiddeennttiiffiieerr属性値は、ppddllss --ccjj
server:をを指指定定すするるここととにによよっってて決決定定
ででききまますす。。

5 ジョブ詳細の照会
ジョブのためにスタックされてい
るコピー、シート、およびページ
の数を照会します。(3)の後の注注
を参照します。

ppddllss --ccjj --rr ""jjoobb--ccooppiieess--ccoommpplleetteedd
mmeeddiiaa--sshheeeettss--ccoommpplleetteedd ppaaggeess--
ccoommpplleetteedd"" jobid。ここで、jobid
は、jjoobb--iiddeennttiiffiieerr属性を指定しま
す。
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タスク 説明 InfoPrint Managerコマンド構文

6 クリーン プリンターからすべてのジョブを
除去します。

ppddcclleeaann ldest。ここで、ldestは論理
宛先（論理プリンター）を指定します。

7 プリンターの一時
停止

プリンターを即時に一時停止しま
す。

ppddppaauussee --ccdd dest。ここで、destは実
宛先（物理プリンター）を指定します。

8 プリンターの一時
停止

現在のコピーが完了した後でプリ
ンターを一時停止します。

ppddppaauussee --ccdd --ww aafftteerr--ccuurrrreenntt--ccooppyy
dest。ここで、destは実宛先（物理プ
リンター）を指定します。

9 プリンターの一時
停止

現在のジョブが完了した後でプリ
ンターを一時停止します。

ppddppaauussee --ccdd --ww aafftteerr--ccuurrrreenntt--jjoobb
dest。ここで、 destは実宛先（物理プ
リンター）を指定します。

10 プリンターの再開 一時停止されていたプリンターを
再開します。

ppddrreessuummee --ccdd dest。ここで、destは
実宛先（物理プリンター）を指定しま
す。

11 ジョブのキャンセ
ル

特定のジョブをキャンセルしま
す。

ppddrrmm jobid。ここで、jobidはjjoobb--
iiddeennttiiffiieerr属性を指定します。

12 ジョブの一時停止 現在のコピーが完了した後で特定
のジョブを一時停止します。

ppddppaauussee --ccjj --ww aafftteerr--ccuurrrreenntt--ccooppyy
jobid。ここで、jobidはjjoobb--
iiddeennttiiffiieerr属性を指定します。

13 ジョブの一時停止 特定のジョブを即時に一時停止し
ます。

ppddppaauussee --ccjj jobid。ここで、jobidは
jjoobb--iiddeennttiiffiieerr属性を指定します。

14 ジョブの一時停止 現在印刷中のジョブを即時に一時
停止します。

ppddppaauussee --ccdd --jj dest。ここで、dest
は実宛先（物理プリンター）を指定しま
す。

15 ジョブの一時停止 現在印刷中のジョブを、現在のコ
ピーの後で一時停止します。

ppddppaauussee --ccdd --jj --ww aafftteerr--ccuurrrreenntt--ccooppyy
dest。ここで、destは実宛先（物理プ
リンター）を指定します。

16 ジョブの再開 一時停止されていたジョブを再開
します。

ppddrreessuummee --ccjj jobid。ここで、jobid
はjjoobb--iiddeennttiiffiieerr属性を指定しま
す。

17 後送り 印刷中のジョブを後送り (特定の
数の面を再印刷)します。

ppddssppaaccee --ccdd --bb ssiiddeeccoouunntt dest。こ
こで、destは実宛先（物理プリン
ター）を指定します。

18 再印刷 印刷中のジョブを始めから再印刷
します。

ppddssppaaccee --ccdd --bb --11 dest。ここで、
destは実宛先（物理プリンター）を指
定します。

19 前送り 印刷中のジョブを前送り (特定の
数の面をスキップ)します。

ppddssppaaccee --ccdd --ff ssiiddeeccoouunntt dest。ここ
で、destは実宛先 (物理プリンター)を
指定します。

いずれかのコマンドを受け取り、プリンターに送信済みまたは送信中のジョブに影響する
場合は、InfoPrint Managerは、プリンターへのデータ送信を即時に停止し、プリンターに
印刷停止コマンドを送信します（これに該当するコマンドは、7、9、10、12-15です）。
SNMPリモートオペレーターインターフェースに対応するプリンター（InfoPrint 4000な
ど）の場合は、プリンターは数秒で停止します。このサポートのないプリンターの場合、
いくつかのページは、プリンターが停止する前と同様に印刷されます。
プリンターが停止する前に印刷するページの数は、関与するプリンターの速度とタイプの
ほか、処理中のジョブの数、サイズ、および複雑さによって異なります。プリンターが停

5参照情報
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止すると、InfoPrint Managerは、要求されたオペレーターコマンドの実行に必要な手順を
実行します。

IPDSエラーリカバリー
IPDSプリンターを駆動するときに、InfoPrint Managerはプリンターにページデータとリ
ソースデータを送信します。プリンターは、状況とエラーをInfoPrint Managerに報告しま
す。プリンター状況情報は、プリンターマイクロコードおよび物理印刷メカニズムを使用
して装置に送信されるページの進行状況を表すターミナルカウンターの形式になっていま
す。ターミナルカウンターは、ページ数と、プリンターの各ポイントを通過するページの
部数を報告します。
InfoPrint Managerは、各ジョブを送信後に、プリンター状況情報を要求します（確認通知
要求）。確認通知応答には、プリンターターミナルカウンターの最新値があります。すべ
ての保留中ジョブが処理されると、InfoPrint Managerは、各ジョブのすべてのページがス
タックされるまで定期的にプリンターをポーリングします。
実宛先属性オブジェクト aacckk--iinntteerrvvaall属性は構成可能であり、InfoPrint Managerが特
定のジョブを処理中にプリンターに更新済みターミナルカウンターを要求する頻度を定義
します。この属性の値は、ページに置き換えて指定されるもので、1～ 9999の値をとれ
ます。デフォルト値は 100ページです。360ページのジョブの場合は、100ページのaacckk--
iinntteerrvvaal設定では、は100、200、300、360ページを送信した後にプリンターに確認通知
要求を送信します。
プリンターは、確認通知要求に応答し、そのポイントまでのすべてのページが処理された
ときに端末カウンターを返します。これは、すべてのページが印刷またはスタックされた
とは限りません。100ページ目以降のプリンターからの確認通知応答で、100ページが処理
（受け入れ）されたことが示されます。ただし、プリンターが、10ページだけスタックさ
れたことを報告する場合があります。
aacckk--iinntteerrvvaallの値は、印刷パフォーマンスおよびジョブ状況情報の現行性に影響しま
す。aacckk--iinntteerrvvaall値が小さいと、通信と処理が増大し、プリンターのスループットが
減少する原因となることがあります。ただし、aacckk--iinntteerrvvaall値が小さいと、
ccuurrrreenntt--ppaaggee--pprriinnttiinngg、jjoobb--ccooppiieess--ccoommpplleetteedd、mmeeddiiaa--sshheeeettss--
ccoommpplleetteedd、および ppaaggeess--ccoommpplleetteeddなどのジョブ属性が更新される頻度が高くな
ります。aacckk--iinntteerrvvaall値が小さいと、InfoPrint Managerソフトウェアは、大きな
aacckk--iinntteerrvvaall値の場合よりも最新の端末カウンターを持つことができます。
プリンターから報告されるエラーは、以下のカテゴリーにグループ分けできます。
• P. 431「 IPDSエラーリカバリー：データストリームエラー」
• P. 434「 IPDSエラーリカバリー：プリンターのメモリー不足」
• P. 434「 IPDSエラーリカバリー：要介入状態」

IPDSエラーリカバリー：データストリームエラー

データストリームエラーでは、エラーの重大度に応じて、ジョブの印刷を続行したり、停
止する場合があります。特定のデータストリームエラーは、何百個もあります。1個の
データストリームエラーにエラーが定義されている場合は、InfoPrint Managerは、プリン
ターにページの処理を続行するように指示し、代替の例外アクションをとります。

IPDSエラーリカバリー
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データストリームエラーが発生すると、問題と実行されたリカバリーアクションを説明す
るメッセージが生成されます。メッセージは、エラーに関する詳細を報告し、エラーが発
生したページ番号を通知します。InfoPrint Managerは、プリンターからデータストリーム
エラーを受け取り、メッセージを生成した後で、プリンターから返されたターミナルカウ
ンターを使用し、ページをスキップしたり、再印刷せずに印刷を続行します。
一部のデータストリームエラー（フォントでの未定義コードポイントの使用、または有効
な印刷可能域外での印刷）の報告は、ジョブ属性で制御できます。これで、ジョブの実行
依頼者は、以下のタイプのエラーが検出されたときにエラーメッセージまたはプリンター
エラーマークを生成するかどうかを決定できます。
• P. 432「データストリームエラーの例その1（ジョブ印刷を続行）」
• P. 432「データストリームエラーの例その2（ジョブが終了してページ印刷なし）」
• P. 433「データストリームエラーの例その3（ジョブが終了して一部ページ印刷）」

割り込みメッセージページ
割り込みメッセージページがアクティブになると、InfoPrint Managerはエラーの位置に
マークを付けるために IMPを挿入します。詳しくは、「P. 99「割り込みメッセージペー
ジを使用する」」を参照してください。

データストリームエラーの例その1（ジョブ印刷を続行）

10ページある文書の3ページ目で印刷領域外（エラー）に印刷を試み、実行依頼者が
（data-fidelity-problem-reported=all）を指定する場合は、以下が発生します。
1. 文書の1～2ページおよび4～10ページは正常に印刷されます。
2. 3ページについて、プリンターは有効な印刷可能域内にあるデータだけ印刷します。ま
た、印刷データが印刷領域外にはみ出たページにプリンターエラーマーカー（PEM）
が印刷されます。

3. 10ページ全体が印刷されると、メッセージのセットが印刷されます。
0420-094: ジョブID 123を持つファイル/info/afp/baddataに、以下のメッセージが生成されまし

た。このファイルはInfoPrint宛先ip60で出力されましたが、これは3160宛先です。
0420-484: 宛先は、有効な印刷可能域の外での印刷が試みられたことを報告しました。
0420-249: InfoPrintは、宛先からIPDS例外X'08C1..00'、アクションコードX'01'を受け取りまし

た。
0420-098: エラーは、この印刷ジョブのコピー1の3ページを印刷中に発生しました。
0420-254: 宛先は、InfoPrintにそのページの処理を停止させる原因となったエラーを報告しまし

た。

データストリームエラーの例その2（ジョブが終了してページ印刷なし）

文書が実行依頼され、存在しない特定の書式定義を要求した場合は、以下が発生します。
1. 文書は印刷されません。ただし、スタートシート（ヘッダー）やエンドシート（ト
レーラー）ページなどの補助シートは、要求された場合は、印刷されます。
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2. 以下のメッセージで、メッセージページが印刷されます。
0420-094: ジョブID 456を持つファイル/info/afp/testfdefに、以下のメッセージが生成されまし

た。このファイルはInfoPrint宛先ip60で出力されましたが、これは3160宛先です。
0420-128: エラー: InfoPrintは、F1BADという名前のFORMDEFリソースを見つけられないか、

アクセスできません。
0420-060: このエラーは、トークン名PAGE0001を持つオブジェクトタイプページで発生しまし

た。
0420-060: このエラーは、トークン名ASCIIを持つオブジェクトタイプ文書で発生しました。
0420-098: エラーは、この印刷ジョブのコピー1の1ページを印刷中に発生しました。

データストリームエラーの例その3（ジョブが終了して一部ページ印刷）

10ページある文書の5ページ目が要求するフォント（C0D0GT15）が見つからない場合
は、以下が発生します。
1. 1～4ページまで印刷されます。 5ページ目は印刷されません。文書の印刷は終了し、6
～10ページも印刷されません。

2. 以下のメッセージで、メッセージページが印刷されます。
0420-094: 後続するメッセージは、ジョブID 167のファイル/info/afp/long.list3820用に生成され

ました。このファイルは4317宛先であるInfoPrint宛先psf4317に印刷されました。
0423-284: InfoPrintは、FGID、GCSGID、幅、垂直方向のサイズの組み合わせ230、0、96、160

をFCS名C0D0GT15にマッピングしました。FGID.GRDマッピングファイルには、こ
のマッピングが実行されることが指定されした。

0423-291: InfoPrintがフォント文字セットC0D0GT15を移動できなかったため、マップコード化
フォント（MCF）構造化フィールドは処理できませんでした。このジョブの、試み
られた解像度/タイプ300ピクセルフォント精度はCONTINUEでした。宛先に対応す
る解像度/タイプは300ピクセルです。

0420-060: このエラーは、トークン名1を持つオブジェクトタイプActive Environment Groupで発
生しました。

0420-060: このエラーは、トークン名1を持つオブジェクトタイプページで発生しました。
0420-060: このエラーは、トークン名LONGを持つオブジェクトタイプ文書で発生しました。
0420-098: エラーは、この印刷ジョブのコピー1の1ページを印刷中に発生しました。
0423-302: MCF1構造化フィールド内のフォント参照は、ファイルのオフセット118で、シーケ

ンス番号1でグループ番号1を繰り返しますが、正しく処理できませんでした。他の
エラーメッセージと診断メッセージが後続します。

0420-729: エラーは、ファイル/info/afp/long.list3820で発生しました。エラーのある構造化
フィールドは、ファイルのオフセット250にコードX'D3A9C9'とシーケンス番号1を持
つ構造化フィールドEAGでした。
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IPDSエラーリカバリー：プリンターのメモリー不足

プリンターのストレージ不足で1ページに必要なデータまたはリソースを処理できない場
合があります。この場合は、InfoPrint Managerは、は、プリンターでページに不要なリ
ソースを削除してから、ページを再印刷します。通常、このリカバリーで、ページは正し
く印刷されます。それでもプリンターがページを処理するためのストレージが不足してい
ると報告すると、ジョブは終了され、そのページとその関連リソースが非常に複雑である
ことを示すメッセージが生成されます。

プリンターのメモリー不足の例:

30ページある文書を実行依頼します。文書の各ページは、複数の複雑なページセグメント
を参照しています。
1. InfoPrint Managerは、文書のページをプリンターに送信します。

• 各ページが送信される前に、InfoPrint Managerはページで必要なページセグメント
をダウンロードします。

2. プリンターは、InfoPrint Managerに23ページ目のメモリー不足エラーを報告します。
• InfoPrint Managerは、プリンターに前回ダウンロードされたすべてのページセグメ
ント（他のリソースを含む）を削除します。これで、リソースに使用可能なすべて
のプリンターメモリーが空きます。次に、InfoPrint Managerは、23ページ目に必要
なページセグメントだけロードしようとします。プリンターメモリーから不要な
ページセグメントが削除されたため、23ページ目のすべてのページセグメントがプ
リンターに正常にダウンロードされます。サーバーにメッセージは報告されず、
メッセージページも出力されません。

3. ジョブの 30ページはすべて、正常に印刷されます。

IPDSエラーリカバリー：要介入状態

プリンターは、データのデータストリームまたは複雑性とは無関係の要介入状態を検出す
ることがあります。この状態は、印刷が停止する原因になります。一部の要介入状態で
は、プリンター側で直接対処され、InfoPrint Managerには報告されません。これらの場
合、InfoPrint Managerは、プリンターにデータを送信し続けます。

例:

1. 紙詰まりが発生するとすぐに、印刷は停止し、宛先 (プリンター)オブジェクトは赤に
変わります。
• オペレーターに次のメッセージが送信されます。

0420-466: The destination reported a paper jam; clear the jam.
2. 実宛先 (プリンター)オブジェクトの宛先状態が［キーオペレーターが必要です］に変
わります。
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• InfoPrint Managerは、紙づまりが解消されるまで待機します。
3. 次に、オペレーターが紙づまりリカバリー手順に従い、紙づまりを解消します。損傷
した用紙の一部は、通常、この手順で廃棄されます。

4. プリンターの紙づまりが解消されると、宛先（プリンター）オブジェクトが赤ではな
くなります。InfoPrint Managerはプリンターのターミナルカウンターを使用して正しい
ページに移動し、文書の印刷を続行します。割り込みメッセージページがアクティブ
になると、InfoPrint Managerはエラーの位置にマークを付けるために、この場所にIMP
を挿入します。詳しくは、P. 99「割り込みメッセージページを使用する」を参照して
ください。

5. 文書の終わりで、以下の項目を含むメッセージページが印刷されます。
• 0420-094:ジョブID 787を持つファイル/info/paperjamに、以下のメッセージが生成
されました。This file printed on the InfoPrint destination ip32, which is a 4332
destination.

• 0420-467: A paper jam occurred in the destination while printing this job.出力を検査
し、出力が完全かと、すべての印刷ページが許容できるか決定してください。

IPDSエラーリカバリー：回復不能な問題

リカバリー不能な問題が発生すると、InfoPrint Managerソフトウェアまたはプリンターソ
フトウェアは機能を停止するか、相互通信できなくなります。リカバリー不能エラーに
は、サーバーシステムクラッシュ、ソフトウェアコアダンプ、プリンターアボート、電源
障害、または重大なネットワーク問題などがあります。
エラーが発生すると、InfoPrint Managerソフトウェアは、プリンターから現行ターミナル
カウンター状況情報が取得できなくなります。この場合は、InfoPrint Managerは有効な
ターミナルカウンターの最終セットを受け取ってから印刷されたページ数とジョブを決定
できません。InfoPrint Managerは、プリンターからすべてのページがスタックされたと報
告された場合だけジョブの完了を認識します。ほとんどの場合は、InfoPrint Managerがプ
リンター確認通知を最後に受け取ってからリカバリー不能エラーが発生するまでの間に、
ジョブページの一部が印刷されます。
ジョブは未完了であると認識されるため、問題が解決してInfoPrint Managerソフトウェア
とプリンターが再度稼働して通信したときに先頭から印刷を開始します。
ただし、実行依頼者またはオペレーターがジョブに始めから印刷を開始させたくない場
合、これらのジョブ内の文書について印刷を開始する場所を変更する方法があります。文
章オブジェクトppaaggee--sseelleecctt属性はジョブが再処理される前に、変更できます。この属
性により、実行依頼者は、ジョブ内の各文書についてページ範囲 (最初から最後まで)を指
定できます。この方法により、実行依頼者またはオペレーターは、問題が解決された後で
印刷されるページを制御できます。
別の方法で印刷開始箇所を変更するには、ジョブが再処理される前に、sshheeeett--rraannggee
ジョブ属性を設定します。この属性により、実行依頼者は、ジョブ全体を対象にシート範
囲 (最初から最後まで)を指定できます。この方法で、実行依頼者またはオペレーターは、
問題が解決された後で印刷されるシートを制御できます。
エラーのタイプおよびネットワーク構成によっては、InfoPrint Managerに即時に報告され
ないエラーがあります。この場合は、オペレーターは、実宛先オブジェクトに
ppddsshhuuttddoowwnnコマンドを発行できます。このコマンドは、プリンターとの通信を試みず
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に機能します。InfoPrint Managerは、プリンターで一部がスタックされているジョブに
チェックポイントを設定し、最後の有効な確認通知からの端末カウンターを使用して、
チェックポイントをどのジョブのどのページに設定するかを決定します。小さいaacckk--
iinntteerrvvaall値を使用すると、大きいaacckk--iinntteerrvvaall値より最新のターミナルカウンター
のセットを使用してチェックポイントを設定できます。ジョブは、そのチェックポイント
より後で再開できます。
いくつかのリカバリー不能エラーは InfoPrint Managerソフトウェアに即時に報告され、実
宛先オブジェクト (プリンター)は使用不可にされます。この場合は、ppddsshhuuttddoowwnnコマ
ンドを発行できないため、チェックポイントが取得できなくなります。InfoPrint Manager
は、自動チェックポイント機能を実行しません。

リカバリー不能な問題の例:

1. 宛先 (プリンター)オブジェクトが使用不可になり、アイコンが黒黒に変わります。
2. ジョブオブジェクトは保保留留中中状態に変わります。
3. 後で、プリンター電源が復元されます。
4. オペレーターは、宛先（プリンター）オブジェクトを使用可能にしてください。
5. ジョブは、スケジュールされた順序でプリンターで印刷を開始します。
電源障害時に印刷中だったジョブの 300ページがすべて、再度印刷されます。
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アクセシビリティー
リコーは、年齢や能力に関係なく、誰もが使用できる製品を提供することを目指していま
す。アクセシビリティーの取り組みについては、次を参照してください。http://jp.ricoh.
com/accessibility/

アクセシビリティー機能
アクセシビリティー機能は、運動障害または視覚障害などの障害を持つユーザーが情報技
術製品を快適に使用できるようにサポートします。
この製品のアクセシビリティー機能は、主に次のことを目標としています。

• スクリーンリーダーや画面拡大機能などの支援技術を使用できるようにする。

• マウスの代わりにキーボードを使用できるようにする。

• 音量、色、コントラスト、フォントサイズなどの属性を変更できるようにする。

また、製品のインフォメーションセンターおよび資料は、アクセシビリティーに対応した
形式で作られています。

キーボードナビゲーション
本製品は、Microsoft Windows標準のナビゲーションキーを使用しています。

用語集
この用語集では、InfoPrint Managerで使用される専門用語と略語を定義しています。

特殊文字
.Guidefaultsファイル

InfoPrint Manager GUIを使用している場合、InfoPrint Managerによってユーザーのホー
ムディレクトリーに作成されるファイルです。 InfoPrint Managerは、このファイルを
使用し、モニター対象のサーバーと作業対象のウィンドウに関する情報の保存と参照
を行います。

A

Access Control List（アクセス制御リスト）
コンピューターセキュリティーで、1つのオブジェクトに対するすべてのアクセス権の
集合です。

ACL
Access Control List（アクセス制御リスト）の略です。

ACLエディター
コマンド行インターフェースを使用すると、ACLのアクセス可能なレコードの表示、追
加、更新、削除ができます。

Action（アクション）

http://jp.ricoh.com/accessibility/
http://jp.ricoh.com/accessibility/


InfoPrint Manager GUIでは、InfoPrint Managerオブジェクトに対して実行できる操作を
表すアイコンです。アクションをオブジェクト上でドラッグアンドドロップすると、
そのオブジェクトの操作を開始できます。例えば、使用可能アクションを使って使用
不可の実宛先を使用可能にできます。

Actual destination（実宛先）
InfoPrint Managerで、印刷または転送機能を実行する出力装置を表すオブジェクトで
す。「Email destination（Eメール宛先）」、「Physical printer（物理プリン
ター）」、「Printer device（プリンター）」も参照してください。「Logical
destination（論理宛先）」と対比します。

Additive color system（加色混合）
適切な量の赤、緑、青の光（加色混合の原色）を混合（追加）することにより、イ
メージを再生するシステムです。これらの3色を使用して直接光や透過光などの他のす
べての色を生成します。これらの原色を互いに重ね合わせると、白色の光になりま
す。Subtractive color system（減色混合システム）と対比します。

Administrator（管理者）
InfoPrint Managerで、印刷システムのコンポーネント（サーバーや実宛先など）を作成
および管理する人です。デフォルトでは、InfoPrint Managerは、InfoPrint Managerの一
部の操作を実行する権限と、オペレーターやジョブの実行依頼者が使用できない特定
の情報にアクセスする権限を管理者に付与します。

Adobe Acrobat
Adobe社のソフトウェアプログラムです。これを利用することで、コンピューターの
プラットフォームに依存せずに、Adobe社専用形式の文書に簡単にアクセスできま
す。Adobe Acrobat Readerを使用し、すべてのPortable Document Format (.pdf)ファイ
ルの表示、ナビゲート、印刷、提供ができます。

Adobe PostScript Raster to Image Transform (RIP)
Raster image processor / RIP（ラスターイメージプロセッサー）を参照してくだ
さい。

ADSM/6000
Advanced Distributed Storage Managerの略です。

Advanced Distributed Storage Manager (ADSM/6000)

アーカイブしたファイルの記憶管理を行うプログラムです。
Advanced Function Common Control Unit（AFCCU）の略です。

RISCベース制御装置で、AFCCUを使用するすべてのプリンターに共通のコードを持ち
ます。

Advanced Function Presentation (AFP)
ユーザーアプリケーションとともに、全点アドレス可能概念を使用して多様なプリン
ターでデータを印刷、または多様なディスプレイ装置上にデータを表示する1組のライ
センスプログラムです。AFPには、情報の作成、形式、アーカイブ、検索、表示、配
布、印刷が含まれます。

Advanced Function Presentationデータストリーム（AFPデータストリーム）
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AFPデータの印刷に使用されるプリンターデータストリームです。AFPデータストリー
ムには、オペレーティングシステムからプリンターにダウンロードされる合成テキス
ト、ページセグメント、電子オーバーレイ、書式定義、フォントが含まれます。
AFP環境で処理される印刷環境データストリームです。AFPデータストリームには、
MO:DCA-Pベースのデータストリームがあります。

Advanced Interface Exective（拡張対話式エグゼクティブ）
pSeriesコンピューターで使用されるオペレーティングシステム。AIXオペレーティング
システムは、UNIXオペレーティングシステムをIBMが導入したものです。

AFCCU
Advanced Function Common Control Unitの略です。

AFP
Advanced Function Presentationの略です。

AFPデータストリーム
Advanced Function Presentationデータストリームです。

ainbe
プリンターにジョブを送信するためにPSF DSSが使用するプリンター入出力バックエ
ンドプログラムです。ジョブの入力データストリームによって、バックエンドプログ
ラムがジョブをプリンターに送信する前に、PSF DSSによってジョブのデータスト
リームが変換される場合があります。

AIX
Advanced Interface Exective（拡張対話式エグゼクティブ）の略です。

AIX接続プリンター
ネットワークを使用して、またはシリアルポートかパラレルポートを使用してpSeries
コンピューターに接続されたプリンターです。 AIX印刷キューからジョブを受け取りま
す。
InfoPrint Managerでは、AIX接続プリンターを表す PSF物理プリンター。「直接接続
Printer（プリンター）」、「TCP/IP接続Printer（プリンター）」、「Upload-
TCP/IP-attached printer（アップロードTCP/IP接続プリンター）」も参照して
ください。

AIX宛先サポートシステム
InfoPrint Managerでは、ジョブを印刷するために、標準AIX印刷バックエンド(piobe)、
またはrembak印刷バックエンドが変化したものと通信する宛先サポートシステムで
す。

AIX physical printer（AIX物理プリンター）
InfoPrint Managerでは、AIX宛先サポートシステムを使用するプリンターを表すオブ
ジェクトです。

Aliasing（エイリアシング）
デジタル化したイメージで、細かく区切った水平線と垂直線を組み合わせることによ
り、必要とする線に最も近い対角線を作成することです。
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All-points-addressability（全点アドレス可能）
紙面または表示メディアの印刷可能域で定義された任意のポイントに、テキストや、
オーバーレイ、イメージなどのアドレッシングや、参照、位置決めを行う機能です。

Alphameric（英数文字）
alpanumeric（英数字）の同義語です。

Alphanumeric（英数字）
文字や、数字、その他の記号（句読記号など）を含む文字のセットです。
Alphameric（英数文字）の同義語です。

AMPV
Average monthly print volume（1か月当たりの平均印刷ボリューム）の略です。

Analog（アナログ）
写真素材を一様で、スムーズに変換する2点間の情報の連続的な変数サンプリングで
す。

Analog color proof（アナログカラー校正）
分離フィルムから作成された、印刷機を使用しないカラー校正です。

Anti-aliasing（アンチエイリアシング）
輪郭のはっきりしたオブジェクトのレンダリングを実行し、背景がそれに透けて見え
るようにすることです。
エイリアシングによってコンピューターの画面上に作成された対角線の、のこぎり状
になった「階段」品質を削除することです。この削除処理は、対角線に平行して濃度
の低い陰影フィールドが作成されていると影響を受けます。

APA
all-points-addressability（全点アドレス可能）の略です。

API
Application Program Interface（アプリケーションプログラムインターフェース）の略で
す。

Application Program Interface（アプリケーションプログラムインターフェース）
クライアントプログラムと、仕様の定義どおりに印刷システムを使用する手順との間
の呼び出しインターフェースです。クライアントはAPIを使用してサーバーへアクセス
します。(P)

Architecture（アーキテクチャー）
テキスト、イメージ、グラフィックス、フォント、カラー、オーディオ、バーコー
ド、マルチメディアなどのデータタイプの作成と制御を規定する一連のルールと規則
です。

Archiving（アーカイブ）
デジタル情報をオンラインシステムからオフライン記憶用のさまざまなメディアに転
送することです。転送元のコピーは、オンラインシステムから削除されます。取得も
参照してください。
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Array inkjet（アレイインクジェット）
インクジェットプリンターで使用される印刷ヘッドを複数個並べた集合です。

ASCII
American National Standard Code for Information Exchange（情報交換用米国標準コー
ド）の略です。7ビット（パリティーチェックを含めると8ビット）のコード化文字
セットを使用した標準文字コードです。ASCIIコードは、データ処理システム、データ
通信システム、および関連機器間の情報交換に使用されます。ASCII文字セットは、制
御キャラクターとグラフィックキャラクターを組み込んでいます。

Asynchronous（非同期）
通常のタイミング信号などの特定のイベント発生に依存しない複数のプロセスがある
場合は、このようなプロセスを「非同期」であると言います。(T)
InfoPrint Managerでは、特定のアクションとの間の規則的または予測可能な時間的関係
なしに発生する性質を指します。「Synchronous（同期）」と対比します。

Attachment type（接続タイプ）
プリンターがデータを受信するAIXシステムに接続される方式を定義します。AIX-
attached printer（AIX接続プリンター）、Direct-attached printer（直接接
続プリンター）、TCP/IP接続Printer（プリンター）、Upload-TCP/IP-
attached printer（アップロードTCP/IP接続プリンター）も参照してください。

Attribute（属性）
ジョブに必要な部数や実宛先が使用できる文書形式など、1つのオブジェクトについて
定義された特性です。

Attribute name（属性名）
属性を識別する文字列です。通常、InfoPrint Managerの属性名はハイフンで区切った複
数の文字から構成されます。

Attribute value（属性値）
属性と関連した特性を指定するその属性の要素です。

Authorization（認証）
コンピューターセキュリティーで、オブジェクトにアクセスするユーザーが適格かど
うか確認する作業です。

Authorized user（許可ユーザー）
オブジェクトにアクセス、またはコマンドを実行する適切な許可を持っている担当者
です。

Automatic recovery（自動リカバリー）
ジョブが誤植または損傷したり、コンポーネントが故障した場合に、プリンターがそ
のジョブを再印刷できるようにするためのプリンターのロジックの1つの機能です。

Auxiliary sheet (補助シート)
InfoPrint Managerでは、ジョブの前、ジョブ内の文書の間、ジョブの後に置くことがで
きる特定の用紙（空白または空白でない用紙）を表すオブジェクトです。

Auxiliary-sheet selections（補助シートの選択）
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特定のプリンター上でジョブとともに印刷されるスタートシート、セパレーターシー
ト、エンドシートの特定の組み合わせです。

B

Backend（バックエンド）
AIXまたはLinuxにおいて、印刷ジョブまたはバッチジョブを実行するために、
qdaemonプロセス(AIX)またはCUPS印刷システム(Linux)よって呼び出されるプログラム
です。「Backend program（バックエンドプログラム）」の同義語です。

Backend program（バックエンドプログラム）
Backend（バックエンド）の同義語です。

Backlog（バックログ）
InfoPrint Managerでは、現在キューに入っているすべてのジョブの印刷に必要な時間を
InfoPrint Managerが計算したものです。

Backspace（後送り）
InfoPrint Managerでは、前に戻ってジョブにあるページを再印刷するアクションです。

Barcode（バーコード）
太さと間隔が多様な平行な棒の集合で文字を表すコードです。光学的方法で横断的に
スキャンして読み取ります。
並列に配置された長方形のバーやスペースの配列で、これらが合わさって特定の記号
論でデータ要素や文字を表現します。バーとスペースは、記号論によって定義された
明確な規則に従い、あらかじめ定められたパターンに配列されます。

BCOCA
Bar Code Object Content Architecture（バーコードオブジェクトコンテンツアーキテク
チャ）の略です。

Bezier curves (ベジェ曲線)
アンカーポイント、制御ハンドル、接線を使って曲線を定義する方法です。PostScript
の経路はアンカーポイントを通って移動します。アンカーポイントの進む方向は、制
御ハンドルによって制御される接線に沿ったものになります。多くのPCプログラムで
はこの描画方式が使用されています。Type 1のPostScriptフォントはベジェ曲線を使用
して定義されます。

Binding（バインディング）
本をとじる表紙と材料を指します。版とじ、無線とじ、ら旋とじ、二重ら旋とじを参
照してください。
製本を提供するための処理です。
InfoPrint Managerでは、実宛先にジョブを割り当てることです。早期バインディング、
実行時バインディングを参照してください。

Bitmapped（ビットマップ）
ピクセルの長方形格子で形成されるイメージです。各ピクセルには、そのカラーを表
示するための値が割り当てられます。1ビットイメージはモノクロ、8ビットイメージ
は256色（またはグレースケール）、24ビットイメージはフルカラーになります。
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CMYKイメージは32ビット/ピクセルとなっており、4つのチャネルのそれぞれを256階
調にコード化します。ビットマップイメージはラスターイメージとも呼ばれます。

Bleed（ブリード）
印刷したイメージの断裁端からはみ出た余分の部分です。ブリードがあると、用紙の
端に白いすき間が生じなくなります。

Boot（ブート）
オペレーティングシステムをロードし、コンピューター操作の準備を行うことです。

BSD
Berkeley Software Distribution（バークレーソフトウェアディストリビューション）の略
です。

BSD destination support system（BSD宛先サポートシステム）
InfoPrint Managerでは、シェルが印刷ジョブに対して実行する、印刷コマンド文字列を
生成する宛先サポートシステムです。

BSD physical printer（BSD物理プリンター）
InfoPrint Managerでは、BSD宛先サポートシステムが使用するプリンターを表すオブ
ジェクトです。

Burn（焼き付け）
製版においては、露光または露出を意味します。「焼き付け」という用語は、フィル
ムから原版へのイメージ転写に使用する高輝度なランプに由来します。
写真術においては、印画の最終的な濃度を上げるために、露光時間を長くすることで
す。

C

CDE
Common Desktop Environment（共通デスクトップ環境）の略です。

Child（子）
Parent/child relationship（親子関係）を参照してください。

Choke（チョーク）
カラー印刷において、別のカラーのオーバーラップを避けるために大きさが削減され
た領域です。Spread（スプレッド）と対比します。

Class（クラス）
Object class（オブジェクトクラス）の同義語です。

Clean（クリーン）
InfoPrint Managerでは、指定されたサーバー、実宛先、またはキューからすべてのジョ
ブを削除するか、指定された論理宛先へ渡されたすべてのジョブを削除するために使
用されるアクションです。

CLI
Command Line Interface（コマンド行インターフェース）の略です。
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Client（クライアント）
InfoPrint Managerにおいて、印刷要求を作成してサーバーへ要求を実行依頼する印刷
システムのコンポーネントです。クライアントは、ジョブのローカルID番号を生成し
てジョブをサーバーへ渡し、ユーザーのジョブが渡された場所を記録します。

CMR
Color Management Resource（カラー管理リソース）の略です。

CMY
Cyan（シアン）、Magenta（マゼンタ）、Yellow（イエロー）を指します。

CMYK
Cyan（シアン）、Magenta（マゼンタ）、Yellow（イエロー）、Black（ブラック）を
指します。

Collator（コレーター）
一部のプリンターで、RIP処理済みファイルを保存し、その後でそれをイメージ用LED
印刷ヘッドの変換に使用される、特殊な目的のハードディスクのディスクアレイで
す。

Color balance（カラーバランス）
元のイメージの正確なカラー表現をつくり出すために、イメージにおけるシアン、マ
ゼンタ、イエローのチャネルの相対レベルを指します。

Color correction（カラー補正）
オリジナルのイメージを正確なカラーで演出するためにイメージ内でカラーバランス
を調整することです。カラー補正は、2色または3色のスポットカラーによるジョブで
使用します。

Color key（カラーキー）
Cromalinに類似していますがラミネート処理されておらず、色も正確である必要はな
い色校正です。カラーキーを使用し、切れ目がないかどうかや、色の割り当てやト
ラップが正しく処理されているかを確認します。

Color management resource（カラー管理リソース）
カラー管理リソース(CMR)は設計されたリソースであり、印刷ファイル、文書、ページ
かシートのグループ、ページ、またはカラーの正確性を持つデータオブジェクトのレ
ンダリングに必要なカラー管理情報をすべて保持するために使用されます。

Command Line Interface（コマンド行インターフェース）
コマンドがコマンド行で指定されるタイプのユーザーインターフェースです。
Graphical User Interface（グラフィカルユーザーインターフェース）と対比しま
す。

Common Desktop Environment（共通デスクトップ環境）
UNIXオペレーティングシステムで稼働するグラフィカルユーザーインターフェースで
す。

Complex attribute（複合属性）
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InfoPrint Managerでは、複数の値を持つことができる属性です。各値には複数のコン
ポーネントが含まれます。

Constant data（定数データ）
文書のコピー間で変化せず、カスタム設定の文書を作成するために変数データと組み
合わされるデータです。たとえば、定形文のレター（定数データ）をお客様の名前や
住所などの変数データと組み合わせることができます。

Contextual help（コンテキストヘルプ）
オンラインヘルプの一種で、ウィンドウ内の選択可能なオブジェクト、メニュー項
目、タブ、フィールド、コントロール、プッシュボタンに関する詳しい情報を提供し
ます。

Control strip（コントロールストリップ）
印刷ジョブに追加でき、登録数と濃度の測定に使用されるストリップ情報です。

Cromalin
Dupont社の色校正システムです。4層(CMYK)の感光材を最終ハーフトーンネガフィル
ムに通して露光させた後、半透明バッキングのラミネート加工することで、色とト
ラップの制度が高い最終校正刷りを製造して実際のハーフトーンドット構造を示しま
す。Cromalinはアナログ校正刷りとも呼ばれます。

Crop（トリミング）
画像から不要な部分を取り除くこと。通常、オリジナルにはクロップマークが表示さ
れます。

CTS
Cutter-trimmer-stacker（カッター、トリマー、スタッカー）の略です。

CUPS
Common Unix Printing Systemは、コンピューターを印刷サーバーとして動作させるこ
とができるUnix系コンピューターオペレーティングシステム用のモジュール式印刷シ
ステムです。CUPSが動作するコンピューターは、クライアントコンピューターから印
刷ジョブを受け取り、それを処理し、適切なプリンターに送信することができるホス
トとなります。

CUPS destination support system（CUPS宛先サポートシステム）
InfoPrint Managerでは、Linux標準の印刷システム（CUPS）と通信し、ppiiooiinnffooバッ
クエンド、Ricoh製プリンター用の InfoPrint Manager pioinfo backend、InfoPrint
Manager ppiioorrppddmmバックエンド、またはその他の印刷バックエンドを使用してジョブ
を印刷する宛先サポートシステムです。

Cutter-trimmer-stacker (CTS)（カッター、トリマー、スタッカー）
プリンター装置に接続される後処理装置で、用紙の処理に使用されます。

Cyan, magenta, yellow（シアン、マゼンタ、イエロー）
減法原色です。

Cyan, magenta, yellow, black（シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック）
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光の3つの基本色（赤色、緑色、青色）に対し、オフセット印刷に使用する4つの基本
色です。マゼンタ、イエロー、シアンは減色される基本色です。ブラックは濃度を高
めたり、純粋な黒色を生成するために追加されます。

D

Daemon（デーモン）
標準サービスを実行するためにユーザーの操作なしに実行されるプログラムです。自
動的に起動されてタスクを実行するデーモンと、定期的に実行されるデーモンがあり
ます。一般に、デーモンプロセスはプリンターへのデータを送るなどの常時使用可能
になっているべきサービスを複数のタスクまたはユーザーに提供する。

Data stream（データストリーム）
データリンクを経由で送信されるすべての情報（データと制御コマンド）です。
定義済みの形式を持つ連続したデータの流れです。
InfoPrint Managerでは、ジョブの入力形式とプリンターが必要とする出力形式に関連
して使われます。 InfoPrint Managerは、必要に応じて入力形式を出力形式に変換しま
す。文書形式も参照してください。

Deadline（締切）
InfoPrint Managerでは、キューイング技法の1つです。締切が最も近いジョブがキュー
の先頭に割り当てられます。「FIFO（先入れ先出し）」、「Job-priority（ジョブ
優先順位）」、「Longest-job-first（最大ジョブ先出し）」、「Shortest-
job-first（最小ジョブ先出し）」と対比します。

Default document（デフォルト文書）
InfoPrint Managerでは、ジョブ内の文書のデフォルト属性値を表すオブジェクトです。
「Initial value document（初期値文書）」の同義語です。

Default job（デフォルトジョブ）
InfoPrint Managerでは、ジョブのデフォルト属性値を表すオブジェクトです。
「Initial value job（初期値ジョブ）」の同義語です。

Default object（デフォルトオブジェクト）
InfoPrint Managerでは、「デフォルト文書」または「デフォルトジョブ」を指す一般的
な用語です。「Initial value object（初期値オブジェクト）」の同義語です。

Default value（デフォルト値）
システム内に保存されている値で、他の値が指定されなかった場合に使用されます。

Delete（削除）
InfoPrint Managerでは、デフォルトのオブジェクト、ジョブ、論理宛先、実宛先、また
はキューをサーバーから削除するアクションです。

Desktop publishing（デスクトップパブリッシング）
印刷関連の作業をパーソナルコンピューターで行うことを表す一般用語です。この種
の作業には、限定されるわけではありませんが、レイアウト、デザイン、写真の操
作、フォントの作成、テキストの編集、色分解、スキャン、アニメーションが含まれ
ます。
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Destination（宛先）
Actual destination（実宛先）、Logical destination（論理宛先）を参照して
ください。

Destination support system（宛先サポートシステム）(DSS)
InfoPrint Managerでは、出力装置と通信するために実宛先が使用するプログラムです。
「Device support system（装置サポートシステム）」の同義語です。「AIX
destination support system（AIX宛先サポートシステム）」、「BSD
destination support system（BSD宛先サポートシステム）」、「E mail
destination support system（Eメール宛先サポートシステム）」、「PSF
destination support system（PSF宛先サポートシステム）」を参照してくださ
い。

Device（装置）
プリンター装置など、コンピューターに接続される機器（ハードウェア）の個別の部
分を指します。

Device address（装置アドレス）
チャネルと装置番号による入力または出力装置の識別に使用します。

Device driver（デバイスドライバー）
プリンター、ディスクドライブ、ディスプレイなど、特定のデバイスと通信するファ
イルです。デバイスへ出力を送るアプリケーションは、デバイスドライバーを使用し
てデバイスのアクションを制御します。Printer driver（プリンタードライバー）
を参照してください。

Device support system（装置サポートシステム）
Destination supportシステム（宛先サポートシステム）の同義語です。

DFE
Digital Front End（デジタルフロントエンド）

DFE宛先サポートシステム
InfoPrint Managerでは、Ricohプリンターを駆動するDFEプリントサーバーと通信する
宛先サポートシステムです。

DFEプリンター
InfoPrint Managerでは、Ricohプリンターを駆動するDFEプリントサーバーを表すオブ
ジェクトです。

Digital（デジタル）
数字で表されるデータで、特殊文字や空白文字を含むこともあります。

Digital color proof（デジタルカラー校正）
コンピューターに接続したカラープリンターによる印刷機を使用しない色校正です。

Digital printing（デジタル印刷）
フィルムや原板を使用しない印刷処理です。この処理では、各ページのデジタルデー
タが感光ドラムに直接転送された後、最終イメージが用紙に転写されます。

Direct-attached printer（直接接続プリンター）
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ネットワークを使用し、またはシリアルポートかパラレルポートを使用してpSeriesコ
ンピューターに接続されたプリンターです。
InfoPrint Managerでは、チャネル接続プリンターを表すPSF物理プリンターです。
「AIX-attached printer（AIX接続プリンター）」、「TCP/IP接続Printer（プ
リンター）」、「Upload-TCP/IP-attached printer（アップロードTCP/IP接続
プリンター）」も参照してください。

Disable（使用不可）
InfoPrint Managerでは、宛先、キュー、またはサーバーで印刷ジョブの受信を停止する
か、ログへの情報の書き込みを停止するアクションです。

Distributed print system（分散印刷システム）
印刷要求を出したシステムから別システムでデータを印刷する目的で、異なるコン
ピューター環境間で印刷データとその制御を交換する機能を持つコンピューターシス
テムです。たとえば、ホストからLANへの分散印刷では、ホスト上にあるデータがロー
カルエリアネットワークに接続されたプリンターで印刷されます。

Dithering（ディザリング）
2つのピクセルの間を、その2つの平均値を持つ別のピクセルで満たしていく技法で
す。違いを最小化、または細部を追加して、結果の平滑化に使用されます。

Document（文書）
InfoPrint Managerでは、ジョブのデータグループを表すオブジェクトです。1つのジョ
ブに複数の文書を組み込むことができます。ジョブ内の文書はそれぞれ違いを持たせ
ることができます。たとえば、文書に異なるデータを入れたり、異なる文書形式を設
定できます。ジョブ内にある文書には、印刷可能データのほか、それ自体は印刷可能
でないリソースを含めることができます。File-reference document（ファイル参
照文書）、Printable document（印刷可能文書）、Resource document（リソー
ス文書）を参照してください。

Document element（文書要素）
サイズが1ページ以上の文書の部分を指します。

Document format（文書形式）
InfoPrint Managerでは、文書形式とは、行データやPostScriptなど、文書内のデータ文
字と制御文字のタイプを記述したものです。データの形式によって、どのプリンター
がその文書を印刷できるか、InfoPrint Managerがその形式を変換する必要があるかどう
かが決定されます。

Document identifier（文書ID）
ジョブの文書を識別する文字列です。ジョブIDの後にピリオド(.)と文書順序番号を続け
たもので構成されます。たとえば、12.2。文書順序番号は 1から始まる整数です。

Document Printing Application (DPA)
分散オープンシステム環境のユーザーが、地理的に分散した共用プリンターへ電子文
書を送ることができるような文書処理に関するISO/IEC 10175規格です。 InfoPrint
ManagerはDPA規格をサポートしています。

Document transfer method（文書転送方式）
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InfoPrint Managerでは、転送方式とは、文書をサーバーとの間で送受信する方法を記述
したものです。pipe-pullおよびwith-requestを参照してください。

Document type（文書タイプ）
InfoPrint Managerでは、文書タイプとは、文書内のデータの種類を記述したものです。
「Printable document（印刷可能文書）」には、印刷可能データのみを含めること
ができます。「Resource document（印刷リソース文書）」には、フォント定義や書
式定義など、印刷可能でないデータのみを含めることができます。「File
reference document（ファイル参照文書）」には別々の行に入力されたファイル名
のみを含めることができます。

Dot（ドット）
ハーフトーンの個別要素です。

Dot gain（ドットゲイン）
インクの拡散が原因で、ハーフトーンドットのサイズが印刷時に大きくなることを指
します。一般に、この値は正確に知ることができるので、スキャンとフィルム作成の
工程で、補正するための調整が行われます。Cromalin色校正システムはこの影響をシ
ミュレートします。

Dots per inch（ドット/インチ）
距離単体あたりのデータ密度の単位です。デスクトップパブリッシング用の代表的な
値の範囲は、200～300 dpiです。

DPA
Document Printing Application（文書印刷アプリケーション）の略です。

DPF
Distributed Print Facility（分散型印刷設備）の略です。

dpi
Dots per inch（ドット/インチ）の略です。

Drag and drop（ドラッグアンドドロップ）
グラフィカルユーザーインターフェースでは、アクションとタスクを実行する手順の1
つです。マウスを使用し、アクションアイコンまたはオブジェクトアイコンをそのア
クションまたはタスクを実行する新しい位置までドラッグ（移動）することです。

DSS
Destination support system（宛先サポートシステム）の略です。

Dummy（ダミー）
予想される最終印刷物を大まかな貼り込み紙や手書きで表現したものです。ダミー
は、基本デザインやページ編集に使用されます。

Duplex printing（両面印刷）
用紙の両面に印刷することです。Simplex printing（片面印刷）(1)と対比しま
す。
用紙の両面に印刷し、先頭と先頭が合うように出力イメージを配置します。このため
イメージの先頭の位置は、どのページでも同じになります。Tumble duplex
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printing（反転両面印刷）とも対比します。 Simplex printing（片面印刷）(2)
も参照してください。

E

Early binding（早期バインディング）
InfoPrint Managerでは、ジョブを受け取るとすぐに実宛先にジョブを割り当てることで
す。早期バインディングにより、InfoPrint Managerがジョブ完了の時刻を予測できま
す。「Late binding（実行時バインディング）」と対比します。

Edition binding（版とじ）
印刷された用紙が16ページまたは32ページの折り込まれる製本のタイプです。最初と
最後の折り丁の外側に、4ページの見返しが貼り付けられます。折り丁はその後、マシ
ンでソートされ、特殊なミシンを使用して綴じられます。Perfect binding（無線と
じ）、Spiral binding（ら旋とじ）、Wire-o binding（二重ら旋とじ）と対比し
ます。

Electronic document（電子文書）
紙に印刷される代わりに、コンピューター上に保存される文書です。

Electronic mail（電子メール）
ネットワーク上のワークステーション間で送信されるメッセージ形態での通信です。
Email（Eメール）の同義語です。

Electrophotographic（電子写真）
紙にイメージを作成する印刷技法の一種です。この方法では、光伝導体を均等に帯電
させ、光伝導体上に電気的なイメージを作成し、マイナス帯電したトナーを光伝導体
の放電された部分に引き寄せ、そのトナーを用紙に転写して融着させます。

em
組版において、設定されたフォントのポイントサイズと幅、高さが一致する単位で
す。この名前は、初期の活字書体における「M」という文字が一般に正方形に鋳造され
ていた事実に由来しています。

Eメール
Electronic mail（電子メール/Eメール）の略です。

Email destination（Eメール宛先）
InfoPrint Managerでは、Eメールシステムを表す実宛先です。

Email destination support system（Eメール宛先サポートシステム）
InfoPrint Managerでは、Eメール宛先をサポートする宛先サポートシステムです。

embellishments（装飾データ）
集められたすべてのページに追加する変数データのことで、その単位が全体としてま
とまって見えるようにします。たとえば、ヘッダー、フッター、目次、章の区切り
ページなどがあります。

en
組版において、emのちょうど半分を指します。
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Enable（使用可能）
InfoPrint Managerでは、宛先、キューまたはサーバーがジョブを受け入れ可能となる
か、ログが情報の受け入れ可能となるアクションを指します。

End sheet（エンドシート）
ジョブの直後に配置できる用紙（白紙の場合もそうでない場合もあります）です。
Auxiliary sheet（補助シート）も参照してください。

Enhanced X-Windows（拡張X Windowシステム）
仮想端末上に表示された複数のウィンドウ内で複数のアプリケーションプロセスを実
行できるように設計されたツールです。X-Windowsを参照してください。

Environment varialbe（環境変数）
オペレーティングシステムの実行方法と、オペレーティングシステムが認識するデバ
イスを記述した任意の数の変数です。

Error log（エラーログ）
後でアクセスするためにエラー情報が保存される製品またはシステム内のデータセッ
トまたはデータファイルです。

Estimate（見積もり）
印刷ジョブに対するお客様の価格見積もり要求に答えて、印刷ショップによって行わ
れる専門的なコスト分析です。

event（イベント）
InfoPrint Managerでは、たとえば、コマンドの完了など、操作中に印刷システム内で発
生することを指します。

event log（イベントログ）
InfoPrint Managerでは、発生したイベントに関するメッセージの集合です。

Event notification（イベント通知）
イベントに関してInfoPrint Managerによって送信される通知です。

F

Federated Authentication（フェデレーション認証）
外部のIDプロバイダー (IdP)に依存して、InfoPrint Managerへのセキュアなアクセスを
ユーザーに付与する技術。InfoPrint Managerシステム内でユーザー認証情報を個別に管
理する代わりに、フェデレーション認証を使用すると、ユーザーは信頼できるサード
パーティーサービスの既存のアカウントを使ってログインできます。

FIFO（先入れ先出し法）
InfoPrint Managerにおけるキューイング技法の 1つ。最も長い時間キューの先頭に割
り当てられ、次に取り出される。 InfoPrint Managerは、受け取った順にジョブを処理
します。締切、ジョブ優先順位、最大ジョブ先出し、および最小ジョブ先出しと対比
します。

File-reference document（ファイル参照文書）
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InfoPrint Managerでは、その他のファイル名が入っているファイルを指します。ファイ
ル名は別々の行に入力する必要があります。このファイルは、ジョブ実行依頼者が
file-referenceの文書タイプを指定したときに印刷用に渡されます。InfoPrint
Managerは、参照文書の中に記載されたファイルを印刷します。

File Transfer Protocol（FTP）（ファイル転送プロトコル）
TCP/IPで、ホストコンピューターとの間のデータ転送と、間接的な外部ホストの使用
を可能にするアプリケーションプロトコルです。

Finisher（フィニッシャー）
プリンターに接続されたハードウェアです。印刷されたページを折りたたむ、または
ステープルなどを行います。

Finishing（フィニッシング、仕上げ）
印刷ショップにおける印刷物への最終的な作業です。「ステープル」、「トリミン
グ」、「パンチ」、「折り」、「エンボス加工」、「ワニス仕上げ」、「背固め」、
「収縮包装」、「ミシン目」、「ラミネート処理」、「丁合」などがあります。

flag（フラグ）
コマンドの修飾子です。コマンドのアクションを指定します。通常は、フラグの前に
ハイフンが入れられます。「option（オプション）」と同義語です。「Keyword
（キーワード）」も参照してください。

FOCA
Font object content architecture（フォントオブジェクトコンテンツアーキテクチャー）
の略です。

Folder（フォルダー）
InfoPrint Manager GUIでは、類似した一連のオブジェクトを入れるコンテナーを表すオ
ブジェクトです。たとえば、「保持ジョブ」フォルダーには保持するジョブを保存し
ます。

Font（フォント）
提供されたサイズとスタイルを備えた文字のセットです。たとえば、9ポイントの
Helveticaがあります。
特定のタイプセットにおける1つのサイズ、または1つの書体（文字、数字、句読点、
特殊文字、合字など）です。
文字セットとコードページを組み合わせて、テキスト文字列の印刷で一緒に使用でき
るようにしたものです。2バイトフォントは、文字セットとコードページの複数のペア
から構成できます。

Form definition（書式定義）
用紙または印刷メディアの特性を定義した、InfoPrint Managerが使用するリソースオブ
ジェクトです。使用するオーバーレイ、給紙ユニット（カット紙プリンターの場
合）、両面印刷、テキスト抑止、合成テキストデータの用紙上の位置などがありま
す。

Forward space（前送り）
InfoPrint Managerでは、ジョブの印刷を指定されたページ数分スキップするアクション
です。
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FPO
最終イメージを表すためにダミーに配置される、低品質のイメージ（ときに写真）で
す。デスクトップパブリッシングソフトウェアは、イメージを表示画面の解像度の
FPOとして配置します。

Front panel（フロントパネル）
CDEでは、実行可能な様々なタスクを表すコントロールとワークスペーススイッチを
含むワークスペース領域を指します。

FST
Files and Sockets Transport（ファイルとソケットトランスポート）は、InfoPrint
Managerのローカルセキュリティー実装です。ユーザー資格情報にローカルなネームス
ペースを使用しており、ライトウェイトセキュリティープロトコルです。

FTP
File Transfer Protocol（ファイル転送プロトコル）の略です。

G

GCR
Gray component replacement（グレーコンポーネントの置き換え）の略です。

GIF
Graphics Interchange Format（グラフィック交換形式）の略です。

Global change（一括変更）
InfoPrint Manager GUIでは、いくつかのオブジェクトに入っている複数の属性に一度に
変更を加えるアクションです。同じオブジェクトクラスの複数のオブジェクトに対
し、同時に同じアクションを実行することもできます。同じオブジェクトクラスの複
数のオブジェクトに、同じアクションを実行することもできます。たとえば、複数の
宛先を同時に使用不可にします。

Global character（グローバル文字）
検索文字列内にある未知の数の文字セットを指定するために使用される文字です。
InfoPrint Managerでは、グローバル文字はアスタリスク(*)で表されます。

Global ID（グローバルID）
Global job identifier（グローバルジョブID）の略です。

Global job identifier（グローバルジョブID）
固有のジョブIDです。InfoPrint Managerでは、ジョブを管理するサーバーの名前の後
に、コロン(:)と生成された整数を付けて表示されます。このIDによって、InfoPrint
Managerサーバー内のジョブが固有のものとして識別されます。

Glyph（絵文字）
イメージフォント（通常は文字）です。

GOCA
Graphics object content architecture（グラフィックスオブジェクトコンテンツアーキテ
クチャー）の略です。
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Graphic character（図形文字）
制御文字以外の文字の視覚的表現です。通常は書き込み、印刷、表示を行うことに
よって作成されます。

Graphical User Interface（グラフィカルユーザーインターフェース）
高解像度モニターを利用したり、図形を組み合わせたりすることでオブジェクト操作
の共通パターンを実行し、ポインティングデバイス、メニューバー、重複できるウィ
ンドウ、アイコンを使用するタイプのユーザーインターフェースです。Command Line
Interface（コマンド行インターフェース）と対比します。

Graphics Interchange Format（グラフィック交換形式）
インターネット上で広く使われている圧縮グラフィックス形式です。

Gray component replacement（グレーコンポーネントの置き換え）
Under color removal（下色除去）の同義語です。

Gray scale（グレースケール）
白色から黒色までの範囲の、標準グレーの色調を示すストリップです。原稿コピーの
横に配置され、取得した色合いの範囲とコントラストを測るのに使用されます。

GUI
Graphical User Interface（グラフィカルユーザーインターフェース）の略です。

Gutter（ノド）
印刷区域から縁までの空白域または内側の余白です。

H

Halftone（ハーフトーン）
長方形の格子に展開されたさまざまなサイズのドットを使用し、連続した色調の
シェーディングをシミュレートする印刷技法です。大きなドットは暗いトーンをシ
ミュレートし、小さなドットは明るいトーンをシミュレートします。通常の格子前送
りと後送りは、85行/inch (lpi)（新聞と同等の品質）、133 lpi（低品質）、150 lpi（中間
品質）、175以上lpi（高品質）となります。

Help（ヘルプ）
InfoPrint Manager GUIでは、特定のテンプレート、オブジェクト、アクション、ボタ
ン、コントロール、アプリケーションウィンドウ内のエリアに関するオンラインヘル
プを表示するために使用されるオプションです。
オンラインヘルプへアクセスするために使用されるボタンの名前です。

Hold（保留）
jjoobb--hhoolldd属性によって決定される指示項目です。ジョブをキューに保持し、
InfoPrint Managerがそのジョブをスケジュールしないようにします。

Host name（ホスト名）
ネットワーク上のデバイス（コンピューター、サーバー、ルーターなど）に割り当て
られ、デバイスの識別に使用される一意のラベル。シンプルな名前（laptop-01な
ど）、または完全修飾ドメイン名 (FQDN)の一部（server.example.comなど）にす
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ることができます。これにより、デバイスが相互に検索して通信できるようになりま
す。

Hot folder（ホットフォルダー）
ユーザーがジョブをコピーし、印刷するために実行依頼するワークステーションディ
レクトリーです。

Hypertext（ハイパーテキスト）
ある情報と別の情報間の接続をオンラインで表示する方法です。それらの接続はハイ
パーテキストリンクと呼ばれます。Hypertext link（ハイパーテキストリンク）も
参照してください。

Hypertext link（ハイパーテキストリンク）
ある情報と別の情報間の接続です。リンクを選択すると、対象情報が表示されます。

I

Icon（アイコン）
画面上に表示されるグラフィック記号です。ユーザーがクリックし、機能やソフト
ウェアアプリケーションを呼び出すことができます。

Image（イメージ）
1つのパターンで配列された、色調の有無が指定されたピクセルです。

Image data（イメージデータ）
イメージを定義するラスター情報の長方形配列です。

Imagesetter（イメージセッター）
アルゴン (緑色)レーザーを利用してディジタル入力によりフィルムに書き込みを行
う、高解像度 (1270 dpi～ 3600+ dpi)のプリンターです。イメージセッティングは、
クロマリンのプルーフと製版の前の段階です。

Imposition（面付け）
最終的な断裁、折り、製本が正しい順序で行われるように、版下のページを配置する
処理です。電子組版では、版下は RIP時に自動的に組まれ、製版ですぐに使用できる
よう形式設定されたフィルムが出力されます。

InfoPrint
印刷ショップのオフセット印刷機やコピー機を、高品質で非衝撃式の、モノクロまた
はプロセスカラーのプリンターで補ったり置き換えたりすることができるハードウェ
ア製品のソリューションです。

InfoPrint Manager
AIX、Linux、またはWindowsのオペレーティングシステム上で動作する印刷管理製品。
InfoPrint Managerは印刷ジョブおよび関連リソースファイルのスケジューリング、アー
カイブ、取得、およびアセンブリーを処理します。印刷された製品の仕上げおよび梱
包の追跡も行います。

InfoPrint Manager Select
InfoPrint Selectの同義語。
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InfoPrint Manager Submit Express
InfoPrint Submit Expressの同義語。

InfoPrint Network（InfoPrintネットワーク）
TCP/IPプロトコルで稼働するローカルエリアネットワークで、InfoPrint Managerがサー
バーや、クライアント、出力装置間で通信するために使用されます。

InfoPrint Select
InfoPrint Managerのコンポーネントでは、使用しているシステムから、InfoPrint
Managerによって管理される宛先にジョブを実行依頼して追跡できます。

InfoPrint Submit Express

InfoPrint Managerのコンポーネントです。これによりジョブチケット付きのジョブを
Windowsワークステーションから実行依頼して追跡できます。

InfoPrint 4000
両面印刷、モノクロ、連続紙のプリンターで、600 dpiの解像度があります。

Initial value document（初期値文書）
Default document（デフォルト文書）の同義語です。

Initial value job（初期値ジョブ）
Default job（デフォルトジョブ）の同義語です。

Initial value object（初期値オブジェクト）
Default object（デフォルトオブジェクト）の同義語です。

Initially settable attribute（初期設定可能属性）
オブジェクトを作成するときには値を設定できても、その後で再設定や変更はできな
い属性です。Resettable attribute（設定可能属性）も参照してください。Non-
settable attribute（設定不能属性）と対比します。

input focus（入力フォーカス）
キーボードまたはマウスからユーザーが対話できるウィンドウ区域です。

Input tray（給紙トレイ）
プリンターの場合、印刷出力先となるメディアを保留するコンテナーです。

Intelligent Printer Data Stream (IPDS)
ユーザーがテキスト、イメージ、グラフィックスを印刷対象ページの定義済みの地点
に配置することを可能にする、全点アドレス可能のデータストリームです。
ホストがIPDSプリンターに送信する情報です。通常、この情報には、基本形式設定、
エラーリカバリー、文字データが入っており、プリンターでそれらを判断できます。
データ（テキスト、イメージ、グラフィックス、バーコードなど）とそのデータの表
示方法を定義するデータと制御の両方が含まれている、ホスト/プリンター間の設計さ
れたデータストリームです。IPDSは、全点アドレス可能(APA)プリンターを制御/管理す
るための装置独立のインターフェースを提供します。

International Organization for Standardization（国際標準化機構）
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さまざまな国の国内規格制定団体からなる組織です。商品とサービスの国際的な交換
を容易にする規格の開発を促進し、知的、科学、技術、経済の各活動における協力を
進めるために設立されました。

Internet（インターネット）
産業、教育、行政、研究における数千もの分散したネットワークを接続した広域ネッ
トワークです。インターネットのネットワークでは、情報送信のプロトコルとして
TCP/IPが使用されます。

Internet Protocol（インターネットプロトコル）
インターネット環境で、データを、発信元から宛先へ経路指定する方法を設定した規
則のセットです。

Intervening jobs（ジョブ介入）
InfoPrint Managerでは、キュー内にあり、対象のジョブの前に印刷がスケジュールされ
キューに入っているジョブの数です。

IOCA
Image object content architecture（イメージオブジェクトコンテンツアーキテク
チャー）の略です。

IPアドレス
IPv4またはIPv6のアドレスです。

IPDS
Intelligent Printer Data Stream（インテリジェントデータストリーム）の略です。

ISO
International Organization for Standardization（国際標準化機構）の略です。

J

Job（ジョブ）
InfoPrint Managerでは、1つまたは複数の文書を単一セッションでまとめて印刷または
送信するための要求を表すオブジェクトです。ジョブには、印刷または送信される
データとリソース（フォント、イメージ、オーバーレイなど）があります。ジョブの
実行依頼方法によって、ジョブチケットが含まれる場合もあります。Job bundle
（ジョブバンドル）とPrint job（印刷ジョブ）の同義語です。

Job bundle（ジョブバンドル）
Job（ジョブ）の同義語です。

Job data（ジョブデータ）
直接、または参照によってジョブ内の文書を構成する、ページ記述、組み合わせデー
タ、装飾データです。

Job ID（ジョブID）
ジョブ実行依頼者、管理者、オペレーター、InfoPrint Managerにジョブを識別する、
ローカルまたはグローバルなIDです。「Local job identifier（ローカルジョブ
ID）」と「Global job identifier（グローバルジョブID）」を参照してくださ
い。
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job-priority（ジョブ優先順位）
InfoPrint Managerにおけるキューイング技法の1つです。優先順位が最も高いジョブが
キューの先頭に次のジョブとして割り当てられます。「Deadline（締切）」、
「FIFO（先入れ先出し）」、「Longest-job-first（最大ジョブ先出し）」、
「Shortest-job-first（最小ジョブ先出し）」と対比します。

Job submitter（ジョブ実行依頼者）
InfoPrint Managerでは、印刷のためのジョブの実行依頼をする人です。印刷データを生
成するアプリケーションの保守担当者であるアプリケーションプログラマーが、ジョ
ブの実行依頼者となることが多くあります。

Job ticket（ジョブチケット）
直接、または参照によって印刷ジョブを記述しているすべての変数を列挙している、
ハードコピーまたは電子的なお客様の指示です。印刷ショップでは、ジョブチケット
に仕様を追加することや、ハードコピーが必要な場合はチケットを印刷することもで
きます。

Joint Photographic Experts Group (JPEG)
インターネット上で広く使われている圧縮グラフィックス形式です。

JPEG
Joint Photographic Experts Groupの略です。

K

Kerning（カーニング）
植字において、2つの文字の相対的な間隔を調整することで、外観や読みやすさを改善
することです。カーニングのペアは、相対的な間隔が組み込まれている特定の文字
セットになります。活字書体の中には100のカーニングのペアを持つものもあります。

Keyword（キーワード）
パラメーターを識別する名前または記号です。
特定の文字ストリング（DSNAME=など）から成るコマンドオペランドの一部です。

Kitting（製本）
印刷ショップの環境では、完成した発行物に付いているバインダーや、タブ、ディス
ケット、その他の備品や情報などをパッケージすることです。仕上がった製品を出荷
する前に行います。

L

LAN
Local Area Network（ローカルエリアネットワーク）の略です。

Laser, light amplification by stimulated emission of radiation（レーザー、誘導放出を用いた
光の増幅）

InfoPrintプリンターでは、コヒーレント光のビームを放射して光伝導体上にイメージを
形成する装置のことで、このイメージが後で用紙に転写されます。

Late binding（実行時バインディング）
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InfoPrint Managerでは、ジョブを処理するまで、実宛先へのジョブの割り当てを待つこ
とです。実行時バインディングを使用すると、InfoPrint Managerが使用可能になった最
初の適切な実宛先にジョブをルーティングできます。「Early binding（早期バイン
ディング）」と対比します。

LDAP
Lightweight Directory Access Protocolは、InfoPrint Managerのネットワークセキュリ
ティー実装です。ユーザー資格情報にLDAPやActive Directoryサーバーを使用し、お客
様の環境で統一されたセキュリティーを実現しています。

LED
Light-emitting diode（発光ダイオード）の略です。

Light-emitting diode（発光ダイオード）
電子写真用印刷単位の画像処理デバイスエレメントです。

lines per inch（行/inch）
スペースハーフトーンドットに対して使用される格子の密度の尺度です。通常の格子
前送りと後送りは、85行/lpi（新聞と同等の品質）、133 lpi（低品質）、150 lpi（中間
品質）、175以上lpi（高品質）となります。

Linux
Linuxは、UNIX系オープンソースオペレーティングシステムです。複数のディストリ
ビューションがありますが、InfoPrint ManagerはAlmaLinux、Red Hat Enterprise Linux
(RHEL)、Rocky Linux、SUSE Linux Enterprise Server (SLES)でサポートされています。

Local Area Network（ローカルエリアネットワーク） (LAN)
地理的に範囲が限定されたコンピューターネットワークで、互いに接続して通信する
装置から構成されます。このネットワークをより大きなネットワークへ接続すること
もできます。

Local ID（ローカルID）
ローカルジョブIDです。

local job identifier（ローカルジョブ ID）
InfoPrint Managerでは、サーバーによって自動的に生成されるジョブIDで、ジョブ実行
依頼者がジョブを識別できます。 InfoPrint Managerは、ローカルジョブIDをグローバル
ジョブIDにマッピングします。

locale（ロケール）
ユーザーに提示される情報の言語と文字セットです。
InfoPrint Managerでは、InfoPrint ManagerInfoPrint Managerを通知およびエラーメッ
セージを送信するときまたは表示するときにグラフィカルユーザーインターフェース
が使用する言語です。

log（ログ）
アカウンティングまたはデータ収集の目的でファイルへ追加されるメッセージまたは
メッセージセグメントの集合です。
ファイルにメッセージを記録することを指します。
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Logical destination（論理宛先）
InfoPrint Managerにおける、ユーザーが実行依頼対象とするオブジェクトです。論理
宛先は、ジョブを出力装置（プリンターや電子メールシステムなど）を表す実宛先に
ルーティングします。論理的プリンター、実宛先との対比も参照してください。

logical printer（論理プリンター）
InfoPrint Managerでは、論理宛先のタイプです。論理プリンターは、プリンターを表す
物理プリンターにジョブをルーティングします。

Logical unit（論理装置）
ネットワークアクセス可能なユニットのタイプの1つです。エンドユーザーがネット
ワークリソースにアクセスして互いに通信できます。

Logical unit 6.2（論理装置6.2）
論理装置のタイプの1つです。分散処理環境でプログラム間の一般通信をサポートしま
す。LU 6.2は(a)セッション相手側との対等な関係、(b)複数処理用セッションの使用効
率、(c)包括的な端末互間のエラー処理、(d)製品の機能に関連付けられた広範囲の構造
化されたverbにより構成された汎用アプリケーションプログラムインターフェース
(API)を特徴とします。

longest-job-first

InfoPrint Managerでは、キューイング技法の1つです。キュー中の最大のジョブが
キューの先頭に次のジョブとして割り当てられます。「Deadline（締切）」、
「FIFO（先入れ先出し）」、「Job-priority（ジョブ優先順位）」、
「Shortest-job-first（最小ジョブ先出し）」と対比します。

lpi
Lines per inch（行/inch）の略です。

LU
Logical unit（論理装置）の略です。

M

Magnetic Ink Character Recognition（磁気インク文字認識）
磁気物質の粒子を含むインクで印刷された文字を識別することです。

Mainframe processor（メインフレームプロセッサー）
複数のコンピューターが接続された大型コンピューター内で、接続されたコンピュー
ターがメインフレームの提供する機能を共用できるように命令を解釈し、実行する機
能単位です。

Makeready（最終的準備）
印刷を実行できるよう印刷物を準備することに関係したすべてのセットアップ作業を
指します。

Manage（管理）
InfoPrint Manager GUIでは、対象オブジェクトのアイコンに状況の変化を反映させるた
めに使用するアクションです。
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Mechanical（貼り込み紙）
製版可能なレイアウトを指します。貼り込み紙は、使用されるスポットまたはプロセ
スカラーごとに複数の用紙やオーバーレイによって構成できます。仕上がりイメージ
に後で貼り込みを行わない場合は、仕上がりサイズにし、正確な行頻度で切り抜いて
網掛けされます。

Media（メディア）
InfoPrint Managerでは、ジョブを印刷する物理的素材を表すオブジェクトです。

merge data（マージデータ）
文書の各部数に固有で、その文書をカスタマイズするデータです。たとえば、シリア
ル番号や郵便情報があります。マージデータは通常、文書のデータ全体に占めるパー
セント数としては小さいです。

Message catalog（メッセージカタログ）
アプリケーションの処理中に表示される可能性があるすべてのメッセージが入った
ファイルを指します。

MICR
Magnetic ink character recognition（磁気インク文字認識）の略です。

Mixed Object Document Content Architecture (MO:DCA)
文書を交換するための、装置独立の設計済みデータストリームです。

MO:DCA-P
Mixed Object Document Content Architecture Presentationの略です.

Modify（変更）
InfoPrint Managerでは、オブジェクト属性の値を変更するアクションです。

Moire（モアレ）
ハーフトーンのドットアングルが不正確に上重ね印刷された2つのハーフトーン画面に
よって生じる、望ましくない干渉パターンです。

Monospaced（モノスペース）
植字において、すべての文字の幅が等しくなる書体です。モノスペースは作図に役立
ちます。

Multiple Virtual Storage（多重仮想記憶）
IBMが開発したオペレーティングシステムの1つです。MVSの設計には、システムの個
別のジョブへ固有なアドレススペースを提供するアドレッシングアーキテクチャーが
組み込まれています。

MVS
Multiple Virtual Storage（多重仮想記憶）の略です。

N

N_UP（Nアップ）
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1つのレイアウトに同時に配置する用紙の数です。代表的なレイアウトは2アップ、4
アップ、8アップ、16アップなどです。Nアップ印刷では、印刷用紙を最大限に使用し
ます。

Namespace（ネームスペース）
すべてのユーティリティーとAPI手順から使用できるグローバルなネームリポジトリー
です。ネームスペースには、オブジェクト名から他の関連オブジェクトへのマッピン
グが含まれています。たとえば、ネームスペースは論理宛先からそのプリンターがあ
るサーバーへのマッピングを提供します。

Network File System（ネットワークファイルシステム）
インターネットプロトコルを使用し、連携する1組のコンピューターがお互いのファイ
ルシステムへローカルファイルシステムとまったく同じようにアクセスできます。

Newline options（改行オプション）
プリンターが文書データストリーム内でどのように行がを区切られるかを決定するさ
まざまな方法です。

NFS
Network File System（ネットワークファイルシステム）の略です。

Non-process-runout（空送り）
最後に印刷された用紙をプリンター装置のスタッカーに移動するプリンター機能で
す。

Non-settable attribute（設定不可属性）
初期設定も再設定もできない属性です。これらの属性の値は、InfoPrint Managerによっ
て制御されます。「Initially settable attribute（初期設定可能属性）」と
「Resettable attribute（再設定可能属性）」と対比します。

Notification（通知）
イベントの発生を報告する動作です。
InfoPrint Managerでは、イベントの通知はイベントログ内のメッセージか、管理者、オ
ペレーター、ジョブ実行依頼者へ送信されるメッセージとして表現されます。InfoPrint
ManagerGUIでは、イベントの通知はアイコンの外観の変化としても表現されます。

notification-profile

InfoPrint Managerでは、オブジェクトに関連付けられた属性の1つです。この中には、
InfoPrint Managerによるそのオブジェクトのイベントに関する通知の送信先、送信する
イベント情報、情報の送信方法について指定した情報が入っています。

NPRO
Non-process-runout（空送り）の略です。

O

Object（オブジェクト）
印刷システム内の物理または論理エンティティーを表す属性の集まりです。たとえ
ば、ある特定のプリンターは実宛先（物理プリンター）オブジェクトによって表され
ます。オブジェクトは、そのオブジェクト名によって識別されます。オブジェクト
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は、クラスにグループ化されています。Object class（オブジェクトクラス）も参照
してください。

Object class（オブジェクトクラス）
共通の定義を共有するので、共通のプロパティー、操作、属性として定義された動作
を共有するオブジェクトグループです。たとえば、InfoPrint Managerのキューオブジェ
クトはすべて同じオブジェクトクラスに属し、各キューは同じキュー属性を持ちま
す。ただし、属性の値は、キューオブジェクトクラスの中のキューごとに異なる場合
があります。

Object Identifier（オブジェクトID）
アーキテクチャーにおいて、オブジェクトまたは文書コンポーネントへグローバルに
固有のIDを割り当てる表記です。この表記は、国際標準ISO.IEC 8824(E)に定義されて
います。

Object name（オブジェクト名）
オブジェクトを識別する英数字の用語です。

Object state（オブジェクトの状態）
オブジェクトの状態は、そのオブジェクトの機能を実行するためにオブジェクトが使
用可能であるか、または使用する準備ができているかどうかを示します。オブジェク
トは、準備完了、使用中、不明などの状態のうちのいずれかにあります。

OCR
Optical character recognition（光学式文字認識）の略です。

Octet（オクテット）
8桁（ビット）の2進数からなる1バイトです。

offset stacking（オフセットスタッキング）
特定のプリンターで、印刷ジョブを分割しやすくするために印刷出力ページをオフ
セットできる機能です。

OID
Object Identifier（オブジェクトID）の略です。

Open destinations window（宛先ウィンドウを開く）
InfoPrint Manager GUIでは、1つのキューへ関連付けられている論理宛先と実宛先を表
示する新しいアプリケーションウィンドウを開くアクションです。

Open Prepress Interface (OPI)
レビュー用文書の低解像度のイメージを高品質な最終出力に必要な高解像度イメージ
に置き換えるための業界規格です。

Open Software Foundation（オープンソフトウェアファウンデーション） (OSF)
オープンシステム市場でソフトウェアを開発するために協力している各社のコンソー
シアムによって設立された非営利の研究開発機関です。

OpenTypeフォント (OTF)
以下の機能が追加された拡張TrueTypeフォントです。
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• PostScriptアウトラインのサポート
• 国際文字セットのよりよいサポート
• 拡張書体制御のより広範囲なサポート

Open window（ウィンドウを開く）
InfoPrint Manager GUIでは、現在開いているアプリケーションウィンドウ内に表示され
ているオブジェクトを表す新しいアプリケーションウィンドウを開くアクションで
す。

Operation（操作）
1つまたは複数のデータ項目に対して実行されるアクションです。

operator（オペレーター）
InfoPrint Managerでは、プリンターの操作を担当する人です。オペレーターは、
InfoPrint Managerのキューと実宛先に関連するタスクのサブセットと、一部のジョブ関
連タスクも実行します。

OPI
Open Prepress Interfaceの略です。

Optical character recognition（光学式文字認識）
スキャンされたテキストを編集可能なASCII文字に変換することです。

option（オプション）
コマンドの修飾子です。コマンドのアクションを指定します。通常は、オプションの
前にダッシュが入れられます。「flag（フラグ）」と同義語です。「Keyword（キー
ワード）」も参照してください。

Orphan logical destination（孤立論理宛先）
InfoPrint Manager GUIでは、既存のキューに関連付けられていない論理宛先を表すオブ
ジェクトです。

Orphan logical printer（孤立論理プリンター）
InfoPrint Manager GUIでは、既存のキューに関連付けられていない論理プリンターを表
すオブジェクトです。

OSF
Open Software Foundation（オープンソフトウェアファウンデーション）の略です。

overlay（オーバーレイ）
行、シェーディング、テキスト、枠、ロゴなどの固定データの集まりです。これはホ
ストプロセッサー内で電子的に構成されてライブラリー内に保存され、印刷するとき
に変数データと組み合わせることができます。

OTF
OpenType font（OpenTypeフォント）の略です。

P

PAC
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Privilege Attribute Certificate（特権属性認証）の略です。
Page definition（ページ定義）
行データ用の形式設定制御文字が含まれるリソースです。
InfoPrint Managerでは、行データを合成ページとテキスト制御に変換する規則を定義し
たリソースです。

Page segment（ページセグメント）
合成したテキストとイメージが入っており、形式の前に準備されて印刷時に組み込ま
れるリソースです。

Pane（ペイン）
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIの作業領域で、特定のタイプのオブジェ
クトのグループが入っている領域です。たとえば、実宛先ペインなどがあります。

Parent/child relationship（親子関係）
InfoPrint Managerでは、サーバー、キュー、宛先は互いに親子の関係で関連付けられま
す。たとえば、サーバーはそのサーバー内にあるすべてのキューの親であり、それら
のキューはその子になります。

Pass through（パススルー）
InfoPrint Managerにおいて、ジョブと一緒に渡され、InfoPrint Managerでなくデバイス
ドライバーによって使用されるオプションを指します。 InfoPrint Managerは、この情
報の処理や妥当性検査を行わず、この情報をデバイスドライバーへ引き渡します。
Printer driver（プリンタードライバー）を参照してください。

Path（パス）
ファイルを見つけるために使用される経路、またはファイルの保存場所も指します。
完全修飾パスは、ドライブIDや、ディレクトリー名、サブディレクトリー名、ファイ
ル名とそれに関連した拡張子で構成されます。

Pause（一時停止）
InfoPrint Managerでは、実宛先上のジョブの印刷または転送や、サーバーまたはキュー
からのジョブの送信を一時的に停止するアクションです。

pdcreate

InfoPrint Managerでは、新しいオブジェクトを作成し、その属性を指定された値に設定
するコマンドです。

PDF
Portable Document Format（ポータブルドキュメント形式）の略です。
プリンター記述ファイルです。

pdmsg
InfoPrint Managerでは、メッセージに関する情報を表示するユーティリティーです。

pdpr

InfoPrint Managerでは、1つまたは複数の文書からなるジョブを作成し、そのジョブを
印刷または転送用サーバーに実行依頼するコマンドです。
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Perfect binding（無線とじ）
ページを接着のりでとじ合わせる製本のタイプです。Edition binding（版とじ）、
Spiral binding（ら旋とじ）、Wire-o binding（二重ら旋とじ）と対比します。

Permissions（許可）
AIXでは、ファイルにアクセスできるユーザーと、そのファイルに対して実行できる操
作を決定するコードです。

Physical printer（物理プリンター）
InfoPrint Managerでは、プリンターを表す実宛先です。「Printer device（プリン
ター）」も参照してください。

piobe
AIXが印刷に使用する標準プリンター入出力バックエンドプログラムです。ainbeも参
照してください。

pipe-pull
InfoPrint Managerでは、文書転送方式の1つです。InfoPrint Managerは文書をファイルに
保管し、そのファイルのアドレスをサーバーへ転送します。サーバーから要求があっ
たときに、InfoPrint Managerはそのファイルをサーバーへ転送します。これは大型ジョ
ブにとって効率的な転送方式であり、ジョブ実行依頼時のデフォルトの転送方式で
す。With-request（要求時）と対比します。

Plex（プレックス）
文書または実宛先の属性で、ページ上の出力イメージの配置を定義するために使用さ
れます。プレックス値のSimplex（片面）とTumble（反転）を参照してください。

Portable Document Format (PDF)
表示や印刷が可能なAdobe PostScriptのデータ形式です。

Portable Operating System Interface for Computer Environments (POSIX)
コンピューターオペレーティングシステムに関する米国電気電子学会(IEEE)規格の1つ
です。

POSIX（ポシックス）
Portable Operating System Interface for Computer Environmentsの略です。

PostScript
Adobeのページ記述言語です。PostScriptはグラフィックデザインやレイアウトのソフ
トウェアで標準となっています。PostScriptファイルには、ベクトルデータとラスター
データの両方を含めることができます。フォントはPostScriptのコーディングにより記
述されます。デスクトップパブリッシングシステムの多くは、出力データストリーム
としてPostScriptデータを生成します。

PostScript printer description（PostScriptプリンター記述）
各種のプリンターにPostScriptデータを印刷するためにオプションを組み込んだファイ
ルです。

PPD
PostScript printer description（PostScriptプリンター記述）の略です。
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Prefix lengths（プレフィックス長）
同じネットワーク上にあるIPv6アドレスの範囲を特定します。

Preflight（プリフライト）
実際の印刷が行われる前に、ジョブに対するすべてのリソースを確認することです。

Prepress（プリプレス）
データや、アートの作成、ページの組版、色の修正、電子編集、ページのレイアウト
など、ジョブの印刷前に印刷ショップで行われる作業です。

Print database（印刷データベース）
論理宛先、キュー、実宛先など、すべての印刷オブジェクトの属性用に永続的なリポ
ジトリーを提供するディスクにあるファイルセットです。

Print job（印刷ジョブ）
Job（ジョブ）の同義語です。

Print Quality Enhancement（印刷品質改善機能）
対角線に沿ったエッジの平滑化、高精度の保護、独立した太さ制御などを備えている
プリンターの機能です。

Print Services Facility (PSF)
PSF for AIX、PSF/MVS、PSF/VM、PSF/VSEを含むいくつかのプログラムのいずれかを
指します。このプログラムに送信されたデータからプリンターコマンドを作成しま
す。

Print system（印刷システム）
プリントサーバーとプリンターからなるグループです。これは、地理的に同じ場所に
ある場合もそうでない場合もあります。印刷システムのコンポーネントはいずれかの
方法で相互に接続されており、印刷クライアントにネットワークインターフェースを
提供し、コンポーネントが相互に連携して定義された文書印刷サービスを提供しま
す。(D)

Printable document（印刷可能文書）
InfoPrint Managerでは、ジョブが印刷するテキストまたはデータを表すオブジェクトで
す。「Resource document（印刷リソース文書）」と対比します。

Printer description file（プリンター記述ファイル）
特定のプリンターにPostScriptデータを印刷するためのオプションを含んだファイルで
す。

Printer device（プリンター）
印刷機能を実行する物理出力装置です。Physical printer（物理プリンター）も参
照してください。

Printer driver（プリンタードライバー）
プリンターなどの周辺装置の物理的特性を記述するファイルです。印刷時または作図
時にグラフィックスとテキストを装置固有のデータへ変換するために使用されます。
Device driver（デバイスドライバー）の同義語です。
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Priority（優先順位）
InfoPrint Managerでは、ジョブに割り当てられ、印刷の優先順位を決定する番号です。
優先順位番号が高いジョブは、優先順位番号の低いジョブより前に処理されます。

Process color（プロセスカラー）
指定色をシミュレートするCMYKインクを構成する色です。これは、連続した色調のカ
ラーイメージを再現する従来からの方法です（色分解）。カラーインクの性質上、あ
る種のインクではあまりよく再現されません。

Processor（プロセッサー）
コンピューターにおいて、命令を解釈して実行する機能単位です。プロセッサーは、
命令制御装置と演算/論理装置で構成されます。(T)

Promote（プロモート）
InfoPrint Managerでは、1つのジョブをキューの先頭まで移動し、ジョブを処理でき
る、次に使用可能なプリンターで印刷できるアクションです。

Protocol（プロトコル）
通信を実行するときに、機能単位の動作を決定する意味を持つ一連の構文規則です。

pSeries
IBMのPOWERアーキテクチャーを基礎としたワークステーションとサーバーのグルー
プです。主にAIXオペレーティングシステムを使用したマルチユーザー数値計算アプリ
ケーションを実行するために設計されています。

PSF
Print Services Facilityの略です。

PSF destination support system（PSF宛先サポートシステム）
InfoPrint Managerでは、PSF for AIXと通信してジョブを印刷する宛先サポートシステム
です。

PSF physical printer（PSF物理プリンター）
InfoPrint Managerでは、PSF宛先サポートシステムを使用するプリンターを表すオブ
ジェクトです。

Q

Queue（キュー）
InfoPrint Managerでは、印刷を待っているジョブの集まりを管理するオブジェクトで
す。キューは論理宛先からジョブを受け取り、実宛先にジョブを送信します。
処理を待機している項目で形成される行またはリストです。

R

Raster（ラスター）
変化するデータの奥行きで構成されるドットのパターンです。モノクロイメージは1
ビット（オン/オフ）、グレースケールイメージは8ビット（256レベル）、RGBイメー
ジは24ビット、CMYKイメージは32ビットで表されます。
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Raster image processor（ラスターイメージプロセッサー）
PostScriptデータストリームがドットパターンに変換されるプロセッサーです。変換さ
れたドットパターンは最終印刷メディアに転送されます。 InfoPrint ManagerはAdobe
RIPを使用し、InfoPrint 4000などのプリンター用のIPDSに、PostScriptを変換します。

rc.pd
InfoPrint Managerにおいて、//eettcc//ppdd..sseerrvveerrssファイルに表示されている InfoPrint
Managerサーバーを起動するユーティリティーです。

read-only（読み取り専用）
InfoPrint Managerでは、ユーザーが設定できず、他の活動に基づいて変更される場合が
ある属性値を説明する用語です。

ready（準備完了）
タスクを実行する準備ができており、実行する能力をもつオブジェクトの状態を指し
ます。
media-ready属性値のような使用可能なリソースです。Supported（サポート済
み）と対比します。

Red, Green, Blue（赤、緑、青）
CRTディスプレイ蛍光体の色です。RGBイメージはスクリーン表示専用です。印刷す
る前にCMYKイメージに変換する必要があります。

Registration（位置決め）
用紙の端に相対する用紙上の印刷正確度です。
ブラックに相対する単一色（シアン、マゼンタ、またはイエロー）の印刷正確度で
す。
ページの反対面への印刷に相対するページの片面に印刷する正確度です。

Reprographics（複写）
文書や情報のコピーまたは複製を作成する処理です。

Requested（要求済み）
InfoPrint Managerでは、ジョブが実行依頼されたときに、そのジョブが要求した特定の
属性値に関する表現です。ジョブの要求済み属性値は、実宛先用のサポート済み属性
値と照合して妥当性が検査され、そのプリンターがそのジョブを処理できるかどうか
が判別されます。Supported（サポート済み）と対比します。

Resettable attribute（再設定可能属性）
オブジェクトを作成した後に、値を設定するか変更できる属性。そのオブジェクトが
変更するのに適切な状態にあることが前提となります。Initially settable
attribute（初期設定可能属性）も参照してください。 Non-settable attribute
（設定不能属性）と対比します。

Resource（リソース）
AFPにおいて、ジョブの印刷時に使用される印刷指示の集まりが入っているファイルで
す。リソースには、フォント、オーバーレイ、書式定義、ページ定義、ページセグメ
ントが含まれます。
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Resource context（リソースコンテキスト）
InfoPrint Managerでは、ディレクトリーパス情報が入っているオブジェクトです。この
情報は、プリンターでのジョブの印刷に必要なリソースを印刷システムが見つけるの
に役立ちます。リソースには、フォント、オーバーレイ、書式定義、ページ定義、
ページセグメントが含まれます。

Resource document（リソース文書）
InfoPrint Managerでは、印刷可能文書の印刷にジョブが使用するリソース（グラフィッ
クスやフォントなど）を表すオブジェクトです。「Printable document（印刷可能
文書）」と対比します。

Resubmit（再実行依頼）
InfoPrint Managerでは、保留中のジョブまたは保持されたジョブを、そのジョブを最初
に実行依頼した論理宛先とは別の論理宛先に再転送するアクションです。

Resume（再開）
InfoPrint Managerでは、一時停止したジョブの印刷、または休止したサーバーやキュー
に入っているジョブの配布を再開するアクションです。

Retained job（保持ジョブ）
InfoPrint Managerでは、通常は印刷が完了した後で、指定された時間の間、印刷システ
ムに保存されているジョブを表すオブジェクトです。保持ジョブは、キュー内にはあ
りません。

Retention（保持）
プロセスの完了後にデータを一定の期間保存するプロセスです。

Retrieval（取得）
保存されたデジタルデータを記憶装置から取り出し、再使用のためにオンラインメモ
リーに持ってくるプロセスです。Archiving（アーカイブ）も参照してください。

RGB
Red, Green, Blue（赤、緑、青）の略です。

RIP
Raster image processor（ラスターイメージプロセッサー）の略です。
ラスターイメージプロセッサーを使って、データをドットパターンに変換することで
す。

rootユーザー
AIX環境において、最大の権限を持つシステムユーザー。システムユーザーは、ログ
イン、制限付きコマンドの実行、システムのシャットダウン、保護ファイルの編集や
削除を行えます。Superuser（スーパーユーザー）の同義語です。

RPC
Remote Procedure Call（リモートプロシージャコール）の略です。

RPM
Red Hat Package Managementは、Linux Standard Baseディストリビューションの
ベースラインパッケージ形式です。
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S

Scanner（スキャナー）
データの再入力を避けるため、ハードコピーのソースデータをデジタル形式（ハーフ
トーンドット）に変換する装置です。

Scheduler（スケジューラー）
InfoPrint Managerでは、ジョブを実宛先へ割り当てるときに、キューが使用するスケ
ジューリング方法です。

Separator sheet（セパレーターシート）
ジョブにある文書を区切る用紙（空白の場合もそうでない場合もあります）です。
Auxiliary sheet（補助シート）も参照してください。

Server（サーバー）
InfoPrint Managerでは、構成、管理、印刷要求を受け入れ、要求された操作を実行し、
操作結果として応答を返します。

Settable attribute（設定可能属性）
Initially settable attribute（初期設定可能属性）、Resettable attribute
（再設定可能属性）を参照してください。

Severity（重大度）
エラー状態がどの程度重大であるかを示したものです。

Shell（シェル）
AIXオペレーティングシステムにおいて、ユーザーとオペレーティングシステムの間の
インターフェースとして活動するコマンドインタープリターです。InfoPrint Manager文
書では、すべてのシェル例はKornシェルを使用します。

Shift-out, shift-in code（シフトアウト、シフトインコード）
2バイトの表意文字で構成された文字列の始めと終わりを示す制御文字です。

Shortest-job-first（最小ジョブ先出し）
InfoPrint Managerでは、キューイング技法の1つです。キュー内の最小のジョブが
キューの先頭に次のジョブとして割り当てられます。「Deadline（締切）」、
「FIFO（先入れ先出し）」、「Job-priority（ジョブ優先順位）」、「Longest-
job-first（最大ジョブ先出し）」と対比します。

Shut down（シャットダウン）
InfoPrint Managerでは、サーバーまたは実宛先のすべてのプロセスを、サーバーまたは
実宛先を削除せずに停止するアクションです。

Signature（折り丁）
印刷、折り、断裁、製本が全体として行われるページのグループです。折り丁のペー
ジを手動で配置する場合は、折り用のダミーを使用して位置を決定します。

Simplex（片面）
InfoPrint Managerにおいて、文書または実宛先の plex属性値。その出力イメージが
メディア上に先頭と先頭が合うように配置されることを示す。このためイメージの先
頭の位置は、どのページでも同じになります。文書または実宛先の sides属性値に
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よって、文書は用紙の一方の面または両面に印刷することができます。「Tumble（反
転印刷）」と対比します。「Simplex printing（片面印刷）」と「Duplex
printing（両面印刷）」も参照してください。

Simplex printing（片面印刷）
用紙の片面だけに印刷することです。Duplex printing（両面印刷）(1)と対比しま
す。
用紙の片面または両面に印刷し、先頭と先頭が合った形式でメディア上で出力イメー
ジを配置します。このためイメージの先頭の位置は、どのページでも同じになりま
す。Tumble duplex printing（反転両面印刷）と対比します。 Duplex printing
（両面印刷）(2)も参照してください。

SMIT
System Management Interface Tool（システム管理インターフェースツール）の略で
す。

SNA
Systems Network Architecture（システムネットワークアーキテクチャー）の略です。

Spiral binding（ら旋とじ）
ワイヤーまたはプラスチックの巻線が、とじしろの一連の穴（丸穴または角穴）に通
されるタイプの製本です。Edition binding（版とじ）、Perfect binding（無線
とじ）、Wire-o binding（二重ら旋とじ）と対比します。

Spot color（スポットカラー）
指定色と正確に一致するよう個別に調合されたカラーインクです。スポットカラー
は、CMYKプロセスカラーでは良好な複製を作成できない、または鮮明な色が必要な場
合に使用されます。さらに、スポットカラーは蛍光色やメタル色が必要な場合にも使
用されます。

Spread（スプレッド）
カラー印刷において、それと他のカラーとの間の空白を削除するために寸法を拡大し
たエリアです。Choke（チョーク）と対比します。

Start sheet（スタートシート）
ジョブの前に配置できる用紙（空白の場合もそうでない場合もあります）です。
Auxiliary sheet（補助シート）も参照してください。

State（状態）
Object state（オブジェクトの状態）の同義語です。

Stripping（ストリッピング）
原板のレイアウトへフィルムを機械的に組み込んでいく処理です。ページの組版は、
ストリッピング時に行われます。

Subnet mask（サブネットマスク）
同じネットワーク上にあるIPv4アドレスの範囲を特定します。

Subnetwork（サブネットワーク）
ノードの任意のグループです。同一ネットワークIDなど共通特性があります。
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AIXオペレーティングシステムでは、TCP/IPで作成可能なネットワークなど、別ネット
ワークの複数論理部のグループの1つです。

Subtractive color system（減法混色システム）
白い用紙に適切な量のシアン、マゼンタ、イエローのペイントを混合（追加）するこ
とで、イメージを再現するシステムです。これらのペイントは他の色を反映、つま
り、吸収し、減色します。Additive color system（加算混色システム）と対比し
ます。

Superuser（スーパーユーザー）
rootユーザーの同義語です。

Supported（サポート済み）
InfoPrint Managerにおいて、実宛先がジョブの妥当性検査時に受け入れることのでき
る特定のジョブ属性値に関する表現です。 InfoPrint Managerは、実宛先のサポート済
み属性値と照合してジョブの要求済み属性値の妥当性を検査し、その実宛先がその
ジョブを処理できるかを判別します。要求済みと対比します。

Synchronous（同期）
特定のアクションとの間に規則的または予測可能な時間的関係を伴って発生する性質
を指します。Asynchronous（非同期）と対比します。

System administrator（システム管理者）
Administrator（管理者）の同義語です。

System Management Interface Tool (SMIT)
AIXオペレーティングシステムにおいて、インストール、保守、構成、診断の作業のた
めのインターフェースツールです。SMITによって、コマンドを入力しないでタスクを
実行できます。

Systems Network Architecture（システムネットワークアーキテクチャー）
IBMが作成した、ネットワークを使用した送信単位とネットワークの構成と操作に対す
る、論理構造、形式、プロトコル、操作シーケンスに関する記述です。

T

Table reference character（テーブル参照文字）
印刷データセット内のオプションの制御文字です。TRCはレコードの印刷に使用する
フォントを識別し、印刷中のフォントを選択できます。

Tagged Image File Format (TIFF)
スキャンしたイメージを保存するためのデジタル形式です。TIFFファイルはラスター
形式ファイルとも呼ばれます（ベクトル形式ファイルに対して）。TIFFファイルをデ
スクトップパブリッシングで使用する場合は、TIFFファイルには低解像度のFPOイメー
ジのみが入れられており、高解像度のデータはハードディスク上に置かれています。

Tast help（タスクヘルプ）
選択したオブジェクトを使用して実行できるタスクのリストを提供するオンラインヘ
ルプです。タスクを選択すると、そのタスクの実行方法に関して手順を追った説明が
表示されます。
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TCP/IP
Transmission Control Protocol/Internet Protocol（伝送制御プロトコル/インターネットプ
ロトコル）の略です。

TCP/IP接続プリンター
TCP/IPプロトコルを使用した通信回線を通してpSeriesコンピューターに接続されたプ
リンターです。
InfoPrint Managerでは、TCP/IP接続プリンターを表すPSF物理プリンターです。
「AIX-attached printer（AIX接続プリンター）」、「Direct-attached
printer（直接接続プリンター）」、「Upload-TCP/IP-attached printer（アッ
プロードTCP/IP接続プリンター）」も参照してください。

Template（テンプレート）
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでは、実宛先などの特定のタイプのオブ
ジェクトを作成するために定義された1組のデフォルト属性値を表すオブジェクトで
す。

Ticket（チケット）
ジョブチケットを参照してください。

TIFF
Tagged Image File Format（タグイメージファイル形式）の略です。

Transmission Control Protocol/Internet Protocol（伝送制御プロトコル/インターネットプロ
トコル）
インターネットや、米国国防総省のインターネットワークプロトコル用の規格に従っ
たネットワークで使用される一連の通信規則です。TCPはパケット交換通信ネットワー
ク内の、またネットワークの相互接続システム内のホスト間で、信頼性のあるホスト
間プロトコルを提供します。インターネットプロトコル(IP)が基礎のプロトコルとなっ
ていることを想定しています。Internet Protocol（インターネットプロトコル）も
参照してください。

Trapping（トラッピング）
デスクトップパブリッシングで、重ね印刷するカラーを重ねさせる部分の大きさで
す。トラッピングは、位置決めで通常の誤差のために生じるすき間から白紙部分が見
えるのを防ぎます。枚葉給紙の印刷機の場合は、トラッピングは通常0.25ポイントに
します。Choke（チョーク）とSpread（スプレッド）も参照してください。

TRC
Table Reference Character（テーブル参照文字）の略です。

TrueType font（TrueTypeフォント）
柔軟な指示で拡大/縮小しやすいアウトラインテクノロジーに基づくフォント形式で
す。絵文字の形状は2次曲線に基づきます。このフォントは、TrueTypeフォントファイ
ルに含まれるテーブルのセットで表されます。

TTF
TrueType font（TrueTypeフォント）の略です。

Tumble（反転印刷）
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InfoPrint Managerでは、文書または実宛先のpplleexx属性値で、その出力イメージがメ
ディア上に先頭と末尾が合うように配置されます。このためイメージの先頭の位置
は、次のイメージの末尾と同じ端になります。用紙の両面に印刷する必要がありま
す。Simplex（片面印刷）と対比します。

Tumble duplex printing（反転両面印刷）
用紙の両面に印刷し、先頭と末尾が合うように出力イメージを配置します。このため
イメージの先頭の位置は、次のイメージの端と同じになります。Simplex printing
（片面印刷）(2)、Duplex printing（両面印刷）(2)と対比します。

U

UCR
Under color removal（下色除去）の略です。

Under color removal（下色除去）
CMYインクの使用の削減、トラッピングの改善、セットアップ時間の削減を目的と
し、無色の区域を黒色に変換することです。UCRは一般にイメージスキャンの時点で
行われますが、処理中にUCRを実行するものもあります。Gray component
replacement（グレーコンポーネントの置き換え）の同義語です。

Unmanage（非管理）
InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでは、対象オブジェクトのアイコンに状
況の変化を反映させないように使用するアクションです。

Upload printer（アップロードプリンター）
Upload-TCP/IP-attached printer（アップロードTCP/IP接続プリンター）を参
照してください。

upload-TCP/IP-attached printer（アップロード TCP/IP接続プリンター）
InfoPrint Managerでは、MVSシステムを介して接続されたプリンターを表す PSF物理
プリンターで、PSF/MVSにより管理されます。 InfoPrint Managerは TCP/IPネット
ワークを介して、MVSシステムと通信します。AIX接続プリンター、直接接続プリン
ター、TCP/IP接続プリンターも参照してください。

V

Validate（検証）
InfoPrint Managerでは、ジョブが要求した属性値を、システムにある実宛先のサポート
済み属性値と比較し、そのジョブを印刷または送信できる実宛先があるかどうかを判
別することです。

Value（値）
属性の特性です。

Variable（変数）
プログラムの実行中に値を変更できるデータ項目を表す名前です。

Variable data（変数データ）
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文書のコピー間で変更が可能なデータです。たとえば、定形文のレター（定数デー
タ）をお客様の名前や住所などの変数データと組み合わせて、個人宛ての文書のコ
ピーを作成できます。

Varnish（ワニス）
完成した用紙に塗布される保護層です。通常は写真に使用しますが、反射する特質を
もっているためデザイン要素に使用することもあります。ワニスには着色することも
できます。

Vector（ベクトル）
空間上の絶対座標の点と線です。PostScriptファイルには、ベクトルのアートワークを
含めることができます。ベクトルファイルはRIP処理時にラスターに変換されます。

Velox
ハーフトーンのネガから作ったモノクロの写真です。校正刷りとして使用されます。

Vignette（ビネット）
輪郭をぼかしたイメージです。

Virtual Machine（仮想マシン）
単一のコンピューターのリソースを管理し、複数のコンピューターシステムが存在す
るかのように見せる製品です。
特定のユーザーのための排他的処理であるかに見えますが、その実データ処理システ
ムのリソースを共用することによって機能が実現されている仮想データ処理システム
です。(T)

Virtual Storage Extended（仮想マシン拡張）
正式名称がVirtual Storage Extended/Advanced Functionであるプログラムです。プログ
ラムの実行を制御するソフトウェアオペレーティングシステムです。

Visual Systems Management（仮想システム管理）
AIXにおけるグラフィカルユーザーインターフェースのタイプの1つです。オブジェク
トの直接操作によりシステムを管理できます。

VM
Virtual Machine（仮想マシン）の略です。

VSE
Virtual Storage Extended（仮想マシン拡張）の略です。

VSM
Visual Systems Management（仮想システム管理）の略です。

W

Web（ウェブ、用紙、ロール紙）
輪転機による印刷で使用するロール紙です。

Well（ウェル）
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InfoPrint Managerアドミニストレーション GUIでは、ペイン内のオブジェクトに関連し
たオブジェクトのグループが入っている、ペイン中の領域です（たとえば、サーバー
ペインの中にあるキューウェルなど）。

what you see is what you get（ウィジウィグ/WYSISYG）
コンピューターワークステーションの画面に表示された複合イメージが、最終的な印
刷イメージと見た目が同じになるようにすることです。

Window（ウィンドウ）
画面の長方形区域です。移動したり、他のウィンドウの上や下に重ねて置いたり、ア
イコンに最小化できます。

Wire-o binding（二重ら旋とじ）
冊子のとじ部分に沿って開いている溝の部分に、連続したワイヤーの二重ループを通
すことです。Edition binding（版とじ）、Perfect binding（無線とじ）、
Spiral binding（ら旋とじ）と対比します。

With-request（要求時）
InfoPrint Managerでは、クライアントがサーバーへ文書を直接転送する転送方式です。
「Pipe-pull（パイププル）」と対比します。

Workstation（ワークステーション）
通常は、メインフレームかネットワークへ接続されている端末またはマイクロコン
ピューターを指します。ユーザーはここからアプリケーションを使用できます。

Write access（書き込みアクセス）
データを変更する能力を付与する認証レベルです。

WYSIWYG（ウィジウィグ）
What you see is what you get（見たままが得られる）の略です。

X

X-Windows
MITによって開発されたネットワーク透過型のウィンドウ操作システムです。これは
AIXオペレーティングシステムで実行される拡張X Windowシステムの基礎となっていま
す。

Xerography（ゼログラフィー）
潜像を保持するためにコロナ帯電された光伝導体面を使用する乾式印刷プロセスで
す。潜像は乾式トナーを使用して現像され、紙に転写された後、熱で融着させられま
す。

Xstation（Xステーション）
ネットワークを使用してpSeriesコンピューターに接続された端末です。このターミナ
ルでは、ユーザーはコマンド行関数を実行したり、X Windowシステムベースのアプリ
ケーションを実行したりできます。
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